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EXPERT シ リー ズ 本 体 + キーボー ド + マウ スト ラッ クボ ー ル PRO シ リー ズ 本 体 + キ ー ボ ー ド + マウス 
CZ-602C-BK (ブラ ッ ク )・-GY (グレー) 標準 価格 356,000 円 (税別 ) CZ-652C-GY (グレ ー)・-BK (ブラ ッ ク ) 標準 価格 298,000 円 (税別 ) 
HD タイ プ CZ-612C-BK (ブラ ッ ク ) 標準 価格 466,000 円 (税別 ) HD タ イプ CZ-662C-GY( グ レー)・-BK (ブラ ッ ク ) 標準 価格 408,000 円 (税別 ) 


@ 写真 左 は CZ-612C-BK 十 CZ-612D-BK、 写 真 右 は CZ-652C-GY 十 CZ-604D-GY 


E 
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アー ティ ステ ィ ッ ク な 側面 に ば か り 気 を と られ て いる 
と 、X68000 の 本 質 を 見 失っ て し まう か も 知れ ませ ん 。 
X68000 が 、 も と より ホリ ゾン タル な マシ ン と し て の 不 
信 性 を 有 し て いた こと に つい て 、 異論 を は さむ 余地 
は な いで し ょ う 。 あ れ だ け 先 鋭 な 仕事 を こなし て きた 
この マシ ン に 普通 の 仕事 が こなせ な いわ け は な い 
か ら で す 。 い わ ば 68000 の 潜在 能力 で し ょ うか 。 こ の 
CPU を 決断 し た 私 た ち は 、 当 然 「『 今 」 も それ に つづ 
(未来 を も 照準 に 入れ て いま し た 。 と こと ん 活か し き 
る に は 時 間 が 必要 で す 。 そ し て 、 そ れ が また 本 当 の 
ユー ザー イン ター フェ イス と し て 結ば れ て 〈 る の で す 。 
汎用 性 と いえ ば いさ さか 平凡 で す が 、 ま さ に 真 の 意 
味 で の 汎用 性 を 設え る マシ ン は そう 多く な い は ず で 
す 。 こ れ ま で 圧倒 的 な ご 支持 を いた だ いた 感性 豊 
の の 0 の ーー ソ タダ ト ハウ スズ パチ リッ シャ ーー IS 
ンタ ー 各 位 の 熱い 視線 が ここ に さて また 、 失 68000 の ソ 
フト / ハ ー ド 環境 に 新た な 局面 を と ひら こう と し て いま す , 


く 共 通 特 長 >@ さら に 高い 次 元 へ と 進化 し た 処理 
機能 と ヒュ ー マ ン イン ター フェ イス 、 Human 68 k 
ver 2.0、 日 本 語 フ ロン ト エ ンド プロ セッ サ vVer2. 0 
搭載 プロ セッ サ の 未来 を 先取 り し た 68000 搭 載 
@ テキ スト 、 グ ラフ ィ ッ ク 、 ス プラ イト の 3 画面 を 独立 
させ た 独自 の メモ リア ー キ テク チャ ー@ 1024X1024 
ドッ ト ( 最 大 表示 エリ ア 768X512 ド ッ ト )、 高 品位 な 
金属 まで も 自然 に 表現 し うる 65,536 色 同時 発色 (512X 
512 ト ドッ ト 時 ) の 高 解像度 自然 色 グ ラフ ィ ッ クス @ 16X 
16 ド ッ ト の 級 密 か キャ ラク タ を 駆使 で きる スプ ライ ト 機 
態 (水平 32 ス プラ イト 、1 画 面 128 ス プラ イト 、65,536 
E 中 16 色 ) @ リア ル な サウ ンド シー ン を クリ エイ ト で 
きる ステ レオ FM 音源 に 加え 、 サ ンプ リン グ 音源 と し 
て AD PCM 搭 載 @ オー トロ ー ド 、 オ ー ト イジ ェクト メカ 
採用 、 イ ン テ リ ジェ ント な 1M バ イト の 5"FDD2 基 搭 
載 @ 著 積 され た 多彩 が ジャ ン ル の アプ リケーション 
が 利用 で きる X68000 シ リー ズ と ソフ トコ ン ノ パチ 。 


AY68000 


PERSONAL WORKSTATION 


EXPERT: PRO 


選べ る 4 タイ プ の ディ スプ レイ を サボ ポー トル 


, 
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〈EXPERT シ リー スズ > @ 高密 度 実 装 を 象徴 する フォ 
ルム 、 マ ン ハ ッ タ ン シ ェ イブ 借 新 た な 領域 を ひら く (3M 
バイ ト の 大 容量 メモ リ を 標準 装備 、 メ イン メモ リ は 
標準 で 2M バ イト 、 最 大 12M バ イト ま て 拡張 可能 
40M バ イト ハー ド デ ィ スク 搭載 (CZ-612C)* @ 777 
ス ・ ト ラッ クボ ー ル 様 準 装備 @ 日 本 語 入力 に スム ー 
ズ に 対応 する ASCII 準拠 フル キー ボー ド を 採用 。 
<PRO シ リー ズ > @ 意表 を つく ボディ コン スト ラク ショ 
ン 、 高 度 な 実装 技術 に 裏付け られ た 洗練 と 信頼 性 
の 新しい スタ ンダ ー ド フォ ルム @ 高度 な シス テム 化 
へ の 対応 を 考慮 し た 4 スロ ッ ト の 拡張 I /0 ス ロッ ト 
標準 装備 @ プ ロニ ー ズ に 対応 し た 大 容量 ファ イル 、 
40M バ イト ハー ド デ ィ スク 搭載 (CZ-662C)* @2M 
バイ ト の 大 容量 メモ リ を 標準 装備 @ マ ウス 標準 装 


備 @ 使い や すい ワイ ドス ケー ル の フル キー ボー トド 。 


※CZ-602C、CZ-652C に は 、 本 体内 に 内 蔵 で きる 増設 用 の 
40M バ イト ハー ド ディ スク ドラ イブ (CZ-64H 標 準 価格 120.000 
円 税別 ・ 取 付 費 別 ) を サポ ー ト 。 


15 型 カラー ディ スプ レイ テレ ビ ドッ トピ ッ チ 0. 39mm) CZ-602D-GY( グ レー)・-BK (ブラ ッ ク ) 標準 価格 99.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 
15 型 カラ テー ディ スプ レイ テレ ビ (ドッ トピ ッ チ 0. 31mm) CZ-612D-GY (グレ ー)・-BK (ブラ ッ ク ) 標準 価格 119.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 


14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 
14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 


@ いま 、EXE 会 員 よ り ご 紹介 の お 客 様 が EXE シ ョ ッ プ で X68000 シ リー ズ を 購入 され ます と 、EXE 会 員 に EXE 
EXE も A ーー y リー ダー ズ グ ッ ズ を プレ ゼン ト し ます 。 詳 し く は EXE シ ョ ッ プ に お 問い 合わ せく だ さい 。 
ント 実施 中 O また 、X68000 シ リー ズ を ご 購入 の お 客 様 は 、 ぜ ひ EXE ク ラブ に ご 入会 くだ さい 。 


e ne. AA o お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 帆 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 谷 (06)621-1221( 大 代表 ) 
Mtr ARIE 41 電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 十 162 東 京都 新宿 区 市 谷 八 幡 町 8 番地 谷 (03)260-1161( 大 代表 ) 


(ドッ トピ ッ チ 0. 31mm) CZ-603D-GY (グレ ー)・-BK (ブラ ッ ク ) 標準 価格 84.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 


(ドッ トピ ッ チ 0. 31mm) CZ-604D-GY( グ レー)・BK( ブ ラック) 年 1 月 発売 予定 (スピ ビー カー/ 個 / チ ルト スタ ンド 同 梱 ) 


本 広告 に 掲載 し て お り ま す 商 品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 含 
まれ て お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税 額 を お 支払 い 下 さい 。 


表紙 絵 Moto Noriyuki 


UNIX は AT&T BELL LABORATORIES の 0S 名 で す 。 
Mach は カー ネギ ー メ ロン 大 学 の 0S 名 で す 。 
CP/M,P-CPM,CP/M plus,CP/M-86,CP/M-68K,CP/M- 80 
00,DR-DOS(4 DIGITAL RESEARCH 

0S/2 は IBM 

MS-DOS,MS-0S/2,XENIX,MACRO 80,MS C は MICROSOFT 
MSX-DOS は アス キー 

0S-9,0S-9/68000,05-9000,MW C は MICROWARE 

UCSD p-system は カリ フォ ルニア 大 学 理事 会 
WordStar,WordMaster は WORDSTAR International 
TURBO PASCAL,TURBO C.SIDEKICK は BOLAND INTERNAT 
IONAL 

LSI C は LSI JAPAN 

HuBASIC は ハドソン ソフ ト 

の 商標 で す 。 その他 , プロ グラ ム 名 , CPU 名 は 一 般 
に 各 メ ー カ ー の 登録 商標 で す 。 本 文中 で は "TM" 
“R? マ ー ク は 明記 し て いま せん 。 

誌 に 掲載 され た プロ グラ ム の 著作 権 は ブロ グラ ム 
作成 者 に 保留 され て いま す 。 著作 権 法 上 , PDS <BR 
記さ れ た も の 以外 , 個人 で 使用 する ほか の 無断 複製 
は 禁じ られ て いま す 。 
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SHARP 


ディ スプ レイ 関連 


y 


カフ ラー ディ スプ レイ テレ ビ カラ ー デ ィ ス プレ イ 


ラー スレ イザ サレ を 
CZ-602D-GY・-BK 


標準 価格 99.800 円 (税別 ) 
(チル トス タン ド 同 梱 ) 


21 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 
CU-21HD 

標準 価格 148,000 円 (税別 ) 
(スピ ー カ ー2 個 同 梱 ) 


io e 


A 
lo 


15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 
CZ-612D-GY・-BK 
標準 価格 119.800 円 (税別 ) 
(チル トス タン ド 同 梱 ) 


RGB シ ステ ムチ ュー ナー 
CZ-6TU-GY・-BK 
標準 価格 33.100 円 (税別 ) 
(リモ コン 付 ) 


カラ ー デ ィ ス プレ イ 


CRT フィ ルター 


14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ の E 
CZ-604D-GY・-BK 
90 年 1 月 発売 予定 
(スピ ー カ ー2 個 ・ チ ルト スタ ンド 同 梱 ) 高 性 能 CRT フ ィ ル ター 
3 i BF-68PRO 
標準 価格 19.800 円 (税別 ) 
(14/15 型 用 ) 


14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 
CZ-603D-GY・-BK 
標準 価格 84.800 円 (税別 ) 
(チル トス タン ド 同 梱 ) 


IUTATA TV TA RD NST 


アー ト ツ ー ル 


画像 入力 


カラ ー イ メー ジス キャ ナ * 
CZ-8NS1 


標準 価格 188.000 円 (税別 ) 


ii 
MN 


スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド 


CZ-6BN1 
標準 価格 29.800 円 (税別 ) 


映像 入力 


OO OO < 


の カウ ジイ メ ペ ジュ ユー ッ ド 
CZ-6VT1 


CZ-6V T 1-BK 
標準 価格 69.800 円 (税別 ) 


24 ド ッ ト 

熱転写 カラ ー 漢 字 プ ブリ ンタ 
CZ-8PC3 

標準 価格 65,800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


48 ド ッ ト 

熱転写 カラ ー 漢 字 プリ ンタ 
CZ-8PC4 
CZ-8PC4-GY 

標準 価格 99.800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


カラ や ヒゲ リタ 


カラ ー ビ デ オプ リン タ 

支 CZ-6PV1 

標準 価格 198.000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


カラ ー イメ ー ジ ジェ ッ ト 


24 ピ ンカ ラー 漢字 フリ ンタ (80 桁 ) 
CZ-8PG1 

標準 価格 130.000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


24 ビ ンカ ラー 漢字 フリ ンタ (136 桁 ) 
CZ-8PG2 
標準 価格 160.000 円 (税別 ) 


(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (136 桁 ) 
CZ-8PK10 

標準 価格 97.800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


MIA イメ ー ジ ジェ ッ ト ※2 MM 
IO-735X 


標準 価格 248.000 円 (税別) 
(信号 ケー ブル 別売 ) 


LM ms mus 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (20MB) 
CZ-620H 
標準 価格 178,.000 円 (税別 ) 


増設 用 ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 
(40MB) 
CZ-64H 
標準 価格 120.000 円 (税別 ) 
(取付 費 別 ) 
※ 取付 に 関し て は シャ ー プ 
お 客 様 ご 相談 窓口 に て ご 
相談 くだ さい 。 


※1 ご 使用 に 際 じ て は 、 カ ラー イメ ー ジ スキ ャ ナ CZ-8NS1 に 同 梱 の RS-232C ケ ー ブ ル で 接続 する か 、 よ り 高速 の パラ レル デー タ 伝 送 を 行う 場合 、 別 売 の スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド CZ-6BN1 標 準 価格 29.800 円 (税別 ) で 接続 し し くだ さい 。 
※2 別売 の 信号 ケー ブル |0-73CX 標 準 価格 5,500 円 (税別 ) で 接続 し て 下さ い 。 


※3 CZ-652C、662C を お 持ち の 方 は 包装 箱 の 表示 形 名 CZ-6BE 1A の 右 横 に (⑯' マー ク 表 示 の ある も の を お 買い 求め くだ さい 。 


ANTAS rin IUR 
110% 25 
標準 価格 は 税別 で す 。 


@ 21 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ ぎ CU-21HD 148.000 円 


映像 ・ 画 像 入力 編集 装置 


@ カラ ー イ メー ジス キャ ナ CZ-8NS1 188.000 円 
@ カラ ー イ メー ジ ボ ー ド II CZ-8BV2 39.800 円 


@ 立体 映像 セッ ト *xCZ-8BR1 29.800 円 
@ パー ソナ ル テ ロ ッ パ ※2 CZ-8DT2 44.800 円 
| FM 音源 
@ ステ レオ タイ プ FM 音 源 ボ ー ド OZ-8BS1 23.800 円 
スピ ー カ ー(2 本 1 組 ) 標準 装備 、 ミ ュー ジッ クツ ー ル 同相 

プリ ンタ 
@ 24 ピ ンカ ラー 漢字 プリ ンタ (80 桁 ) CZ-8PG1 130.000 円 
@ 24 ピ ンカ ラー 漢字 プリ ンタ (136 桁 ) CZ-8PG2 160.000 円 


@ 24 ビ ピン 漢字 プリ ンタ (136 桁 ) 
@ 24 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プリ ンタ 


CZ-8PK10 97.800 円 


CZ-8PC3 65.800 円 


@ 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ 


CZ-SPC4 99.800 円 


@ 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ CZ-8PC4-GY 99.800 円 


@ カカ ラー ビデオ フリ ンタ 


@ カラ ー イ メー ジジ ェ ッ ト 


*CZ-6PV1 198.000 円 
10-735X 248.000 円 


| ファ イル 


@ ミニ フロ ッ ピ ビー ディスク ユニ ッ ト (2HD・2D) そ さす 4 CZ-520F 118.000 円 


@ アー で 
Mtr -ARI att o お 問い 合わ せ は … シ ャ ー フ プ 帳 電子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 T545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 人 容 (06)621-1221( 大 代表 ) 


えら 69 の 700 を グー ム 。 シャ ー プ ベリ フェ ラル ファ ミリ ー 


AX68000 


A い CZ-652C/662C 


_LAN ボ ー ド 数 値 演算 プロ セッ サ 拡張 スロ ッ ト 


AORTA 

AO 

(AA AAA Y 
SE 


AZTI LTA AZRE 


ニー ニニ ー- = 還 可 CZ-8NJ2 
標準 価格 23.800 円 (税別 ) 


1MB 増 設 HAM ボ ー ド LAN ボ ポー ド 数 値 演算 プロ セッ サポ ボー ド モデ ム ユ ニッ ト *※5 


(ネッ トワ ー ク ドラ イ パ Verl .0) 同 梱 


(CZ-600C 用 ) CZ-6BL1 CZ-6BP1 CZ-8TM2 [ea | 
CZ-6BE1 標準 価格 268.000 円 (税別 ) 標準 価格 79.800 円 (税別 ) 標準 価格 49.800 円 (税別 ) ーー 
標準 価格 35.000 円 (税別 ) 電源 ユニ ッ ト ・ ソ フト ウェ ア (RS-232C ケ ー ブ ル 同 梱 ) ~~ ARI OEY Z AARD] 


1MB 増 設 HAM ボ ー ド *“ 
(CZ-601C/611C/652C/ 
662C 用 ) 

CZ-6BE1A 

標準 価格 38.000 円 (税別 ) 


2 MB 増設 RAM ボ ー ド ※^ 
CZ-6BE2 
標準 価格 79.800 円 (税別 ) 


4MB 増 設 RAM ボ ー ド * ^ 
CZ-6BE4 
標準 価格 138.000 円 (税別 ) 


イン P-TA ス 


ユニ バー サル |/0 ボー ド 
CZ-6BU1 
標準 価格 39.800 円 (税別 ) 


FAX ボー ド 


CZ-6BC1 
標準 価格 79.800 円 (税別 ) 


GP-IB ボー ド 

CZ-6BG1 i 

標準 価格 59,800 円 (税別 ) MD ポー ド 
CZ-6BM1 


| 標準 価格 26,800 円 (税別 ) 
MA 
NEAR 
増設 用 RS-232C ボ ホー ド 

(2 チャンネル) 
CZ-6BF1 

標準 価格 49,800 円 (税別 ) 


RS-232C ケ ー ブ ル 


RS-232C ケ ー ブ ル 

(平行 接続 型 ) 
CZ-8LM 1 

標準 価格 7.200 円 (税別 ) 


RS-232C ケ ー ブ ル 
(クロ ス 接 続 型 ) 
CZ-8LM2 

標準 価格 7,200 円 (税別 ) 


マウ スト ラッ クボ ー ル 
CZ-8NM3 
標準 価格 9.800 円 (税別 ) 


トラ ッ ク ボ ー ル 
CZ-8NT 1 
標準 価格 13.800 円 (税別 ) 


マウ ス 
CZ-8NM2A 
標準 価格 6.800 円 (税別 ) 


ジョ イカ ー ド 
CZ-8NJ1 
標準 価格 1 700 円 (税別 ) 


(CZ-600C/601C/611C/ 
602C/612C 用 ) 


CZ-6EB1 
CZ-6EB1-BK 
標準 価格 88.000 円 (税別 ) 


ビー カー 


アン ブ 内 蔵 

スピ ー カ ー シ ス テム (2 本 1 組 ) 
AN-S100 

標準 価格 36.600 円 (税別 ) 


シス テム ラッ ク 


シス テム ラッ ク 
(CZ-600C/601C/611C/ 
602C/612C 用 ) 


CZ-6SD1 
標準 価格 44,.800 円 (税別 ) 


※4 ご 使用 に 際 じ て は 、 あ ら か じ め 別 売 の 1MB 増 設 HAM ボ ー ド CZ-6BE 1 標準 価格 35,000 円 (税別 ・CZ-600C 用 )、CZ-6BE 1A 標準 価格 38 ,000 円 (税別 ・CZ-601C、CZ-611C、652C、 662C 用 ) を 増設 し て くだ さい 。 
※5 モデ ム ユ ニッ ト CZ-8TM2 に 同 梱 の ソフ ト は X1/X1 ターボ シリ ー ズ 用 で す 。 


@ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト (2D)  *CZ-502F 99,800 円 @JIS 第 1 水準 漢字 ROM ※7 CZ-8BK2 19,800 円 @ ジョ イカ ー ド CZ-8NJ1 1.700 円 
O ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト (2D・1 ド ライ プ ) CZ-503F 49.800 円 @ RS-232C 用 ケー ブル (平行 接続 型 ) CZ-8LM1 7,200 円 @ チ ルト スタ ンド ※9 CZ-6ST1-E--B 5.800 円 
@ 増設 用 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス クト ドラ イプ (2D) 4 CZ-53F-BK 19,800 円 @ RS-232C 用 ケー ブル (クロ ス 接 続 型 ) CZ-8LM2 7,200 円 @ 高 性 能 CRT フィ ルレ ター※10 BF-68PRO 19.800 円 
@ 払 張 |/0 ホ ックス CZ-8EB3 33.800 円 @ ス キャ ナ 用 パラ レル ボー ド ※11 CZ-8BN1 27,800 円 

拡張 ボー ド ・ そ の 他 @HF コン バー タ ※8 AN-58C 2,980 @ 品番 中 の - 表 示 は 、B く プラ ッ ク >・E く オフ ィ ス グレ ー〉 を 示し ます 。 ※1 

@ モ デム ユニ ッ ト (300/1200 ボ ー) CZ-8TM2 49,800 円 @ イン テリ ジェ ント コン トロ ー ラ CZ-8NJ2 23.800 円 RS Oe EEE EEE EEA WIT 
*320KB 外 部 メモ リー CZ-8BEZ 29,8005 * マ ウス トラ ッ ク ボー ル CZ-8NM3 9.800 円 で CzZ-520F を 使用 する 場合 に 必要 702-8000, 8010. 8020. 
@ RS-232C・ マ ウス ボー ド ※5 CZ-8BM2 19,800 円 @ マ ウス CZ-8NM2A 6,800 円 803C、811C、820C 用 ※8 CZ-820C、822C、830C 用 ※9 CZ-600D、 
@ フ ロッ ヒー ディ スク イン ター フェ イス ※6 CZ-8BF1 14,800 円 @ ト ラッ クボ ー ル CZ-8NT 1 13.800 円 880D、830D 用 ※10 14'|5 型 用 ※11 CZ-8NS1 用 @ 接 続 等 の 説 


明 に つき まし て は 、 周辺 機器 総合 カタ ログ を ご 参照 くだ さい 。 

廊 還 の 商品 は 在庫 僅少 で す 。 
本 広告 に 掲載 し て お り ま す 商 品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 
含ま れ て お なり ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税 額 を お 支払 い 下 さい 。 


電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事業 部 第 4 商品 企画 部 T 162 東京 都 新宿 区 市 谷 八 幡 町 8 番地 谷 (03)260-1161( 大 代表 ) 


SHARP 
- アート と 畔 べ る 高 水準 の ソリ フトウェア が 


デー タタ と. と 手 こつ き あ う 送 、 教え まみ 
FRA DUAB ZR Ih HAL IMHE 


プラ イベ ー ト な デー タ や ビジ ネス デー タ を 簡単 な 操作 で 管理 ・ 運 営 で き 

る パー ソナ ル デ ー タ ベー ス で す 。 リ フィ ル 、 タ ッ ク シ ー ル 、 ハ ガキ な ど へ の 

EH 字 も OK。 シ ャ ー プ 電子 手帳 と の デー タ 変 換 (別売 の 通信 ケー ブル 
が 必要 ) も 実現 。 電 子 手帳 を X68000 の 情報 端末 と し て 利用 で きま す 。 

e 住所 録 / 名 刺 管理 / 電 話 帳 総 合 管理 機能 : 最 大 32760 件 1 ファ イル の 大 容量 デー 

タ 管 理 。 名 刺 管理 で は 画像 デー タ の 表示 も 可能 。 @ カ レン ダー 機能 $ スケ ジュ ー ル 機 

能 @ 家 計 簿 管理 機能 @ メ モ 管 理 機能 @ 高速 マル チ 検 索 

機能 @ 世界 時 計 / 時 計 / バ イオ リズ ム / 電 

卓 な ど 多 和 彩 な が アクセサリー 機能 @ 各種 出 

カフ ォ ー ム を 装備 : シ ステ ム 手 帳 リ フィ ル ( バ 

イブ ル サ イ ズ ) 、A4、A5、 連 続 帳票 、 宛 名 ラ 

ベル 、 ハ ガキ な ど に 対応 @ ファ イル 形式 は 

「CARD PRO-68K」 と 完全 コン パチ ブル 。 


CZ-243BS 標準 価格 19.800 円 (税別 ) 


必要 な と き 、 い つ で る も 全 え る 、 ザ ッ と 礎 び 万 せる 。 
メ ぞ / 演 ! 遇 型 の ステ デ ー シ ョ ナグ ゾー ン ン フウ ェ ン アン 。 


他 の ソフ ト を 実行 中 で も 呼び 出し て 使え る 便利 ツー ル 。 使 い 方 は 簡単 、 

他 の アプ リケーション を 起動 する 前 に 、 こ の ソフ ト を 一 度 起動 する だ け 。 
これ で 、 他 の アプ リケーション 実行 中 に も 、「 メモ 」 や 「 スケ ジュ ー ル 」、! 信 

所 録 」 な ど Stationery PRO-68K の 持つ 多彩 な 機能 が ワン タッ チ で 使え 
ます 。 また 、 X6800U 上 で 入力 し た デ 

ー タ を シャ ー プ 電子 手帳 の 


「 電 話 帳 」「 ス ケ ジ ュ ー ル 」、 | 
「 メ モ 」 へ 送信 し た り 、 逆 に E i] 


電子 手帳 側 か ら デ ー タ を 受信 し て 
編集 する こと が で きま す ( 別 売 の 通 
信 ケ ー ブ ル が 必要 )。 


Stationery Pro-sox| 
CZ-240BS 標準 価格 14.800 円 (税別 ) 


Tey グ ャ セー の 本 式 革 社 で お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 山 電 子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事業 部 第 4 商品 企画 部 〒162 東京 都 新宿 区 市 谷 入 幡 町 8 番地 B (03) 260-1161 (ARE) ~. 


Os X, S 


ら 。 ANS ` 
Vs 
se a A SE ` 

mt } 


シャ ー プ オリ ジ ナ ル ソ フ トワ ウェア 


X6800U を サポ ー ト 。 AY6B8000 


MusicstudiO PRO-50k ver. 1,1 
画 こ CZ-252 MS 標準 価格 28.800 円 (税別 ) 
24 ト ラッ ク 対 応 MIDI マ ル チ レ コー 
ディ ング ソフ ト Musicstudio PRO- 
68K が バー ジョ ン ア ッ プ し まし た 。 
従来 の 機能 に 加え 、 小節 間 の コ 
ビー 及び デリ ー ト や 、MIDI イ ン フ 
ッ ト モ ニタ ー など 、 数 々 の 機能 を 
追加 ・ 改 良 。 さ ら に 使い や すく な り 


まし た 。 
※ MIDI ボ ー ド (CZ-6BM1) が 必要 で す 。 


MUSIC Proso (MIDI) 
MCZ-247MS 標準 価格 28.800 円 (税別 ) 
MIDI 対 応 自動 伴奏 機能 を サポ 
ー ト 、 簡単 な 楽譜 入力 て 演奏 が 
楽し め ま す 
※MIDI ボ ー ド (CZ-6BM1) が 必要 で す 。 
画 CZ-248MS 標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
鑑賞 用 と 音楽 デー タ 加 工作 成 用 
か ら な る ライ ブラ リ で す 。 


NEW PrintShop PRO-60k 


画 CZ-221HS 標準 価格 19.800 円 (税別 ) 
オリ ジ ナ リティ あふ れる はがき 等 、 
簡単 に 作成 、 印 刷 で きる ホー ム プ 
ロダ クティ ビリ ティ ツー ル 。 は と ん ど 
の 処理 を アイ コン で 表示 し マウ ス 


あい ブレンド リー テオ ペレ ーション 。 


SN t NY 
PrintShop 


Sampling PRO-60k 
MCZ-215MS 標準 価格 17.800 円 (税別 ) 
AD PCM 機 能 を 活か す 高 機能 
償 ン プリ ング エディ タ DRGTEDI 
TOR を 装備 、 サ ンプ ブリ ング 音 の デ 
ー タ は BASIC で も 活用 で きま す 


SOUND PRO-60k 
MCZ-214MS 標準 価格 15.800 円 (税別 ) 
スタ ジオ の コン ソー ル パ バ パネル を 操 
作 す る 感覚 で FM 音源 に よる 音 
創り が 楽し め る サウ ンド エディ クタ 。 


MUSIC PRO-60k 
MCZ-213MS 標準 価格 18.800 円 (税別 ) 
最大 8 パー ト の スコ ア (総譜 ) が 
書け 、 内 蔵 の FM 音源 で 演奏 で き 
る 楽譜 ワー プロ & 演奏 用 ツー ル 。 


グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ VOL.1 
MCZ-235GS 標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
著 中 見 舞 用 を 中 心 と し た NEW Print 
Shop PRO-68K 用 グラ フィ ッ ク デ ー タ 集 。 


クラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ VOL.2 
MCZ-236GS 標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
年 賀 状 を 中 心 と し た NEW PrintShop 
PRO-68K 用 グラ フィ ッ ク デ ー タ 集 。 


TOP 給 与 計算 エキ スパ バー ト 

田 CZ-228BS 標準 価格 200.000 円 (税別 ) 
給与 計算 か ら 明細 発行 まで を 、 リ 
アル イメ ー ジ 入力 に より 目 動 的 に 、 
素早 く 処 理 す る こと が で きま す 。 
TOP 財 務 会 計 

圏 CZ-227BS 標準 価格 200.000 円 (税別 ) 
会 計 エ キス パー トシ ステ ム と デー 
タベース を 搭載 し 、 機 能 と 操作 性 
を 両立 させ た 財務 会 計 ソ フト 。 


OS-9/X68000 


画 CZ-219SS 標準 価格 29.800 円 (税別 ) 
X68000 の も つ グ ラフ ィ ッ ク 環 境 は 
も ちろ ん 、AD PCM 音 声 、FM 音 
源 と グラ フィ ッ ク の 同時 再生 と い 
っ た マル チ メ デ ィ ア 機能 を サポ ー 
ト 。0S-9 の も つ マ ル チ タ スク 機能 、 
リア ル タ イ ム 機 能 を 活か し た 使い 
易く 機能 的 な 0S 環 境 を 提供 し ま 
す 。 また 、 こ れ ま で の デー タ 資 産 も 


LA ※ 0S-9 は マイ クロ ウェ ア 社 
活か せま す 。 の 登録 商標 で す 。 


CARD  PRO-60k 


MCZ-226BS 標準 価格 29.800 円 (税別 ) 
自由 な レイ アウ ト 画 面 で 入力 で き 
る ワー ブロ 機能 を 装備 し た カー ド 
型 リ レー ショ ナル デー タベース 。 
CARD PRO-68K 用 シス テム 手帳 リフ ィ ル 集 
圏 CZ-241BS 標準 価格 9.800 円 (税別 ) 


CARD PRO-68K 用 活用 フォ ー ム 集 
MCZ-2428S 標準 価格 9.800 円 (税別 ) 


Human68k ver2.0 


画 CZ-244SS 標準 価格 9.800 円 (税別 ) 
シス テム パフ ォ ー マ ンス を 高め る 
処理 機能 を 付加 し た Human 68k 
の 最新 バー ジョ ン で す 。 マル チタ 
スク に 近い 処理 環境 を 提供 する 
バッ ク グ ラウ ンド 処理 、 ネ ットワーク 
処理 、 フ ァ イ レ アク セス の スピ ー ド 
アッ プ な ど 、 さ ら に 高い 次 元 へ と 
進化 し た 機能 と ユー ザー イン ター 
フェ イス 。 大 容量 メデ ィ ア に も 対応 。 


DATA PRO-6ok | 

画 CZ-220BS 標準 価格 58.000 円 (税別 ) 
コマ ンド 入力 の 手間 を 軽減 する ヒ 
スト リー 機能 、 有野 線 ド ライ バー 付 
レポ ー ト ライ ター 機能 、10 進 31 桁 
の 高 精度 演算 。 さ ら に イメ ー ジ 表 
示 機能 を 装備 し た コマ ンド 型 リ レ 
ー シ ョ ナ ル デー タベース で す 。 

BUSINESS PROock | 
MCZ-21285S 標準 価格 68.000 円 (税別 ) 
スプ レッ ド シ ー ト ( 表 計 算 )、 デ ー 
タベース 、 グ ラフ 作成 機能 を 緊密 
に 一 体 化 さ せ た 統 合 ビ ジネス ツ 
ー ル で す 。 マ ウス 対応 の や さ し い 
オペ レー ショ ン 、 高 度 な エディ タ 機 
能 、 豊富 な 関数 群 な ど 、 初心 者 
か ら フ プロ まで 幅広 く 使 えま す 。 


C compiler PRO-60k | 


画 CZ-211LS 標準 価格 39.800 円 (税別 ) 
C コ ン パ イラ 、 BASIC-C コ ン バ ー 
タグ 、 ア ンプ ブラリ ンカ 、 デ パッ ガ 、 
アー カイ バ 、 コ ン バ ー タ か ら な る ソ ツ 
ー ル 。 0S5 上 の プロ グラ ム 開発 を 
効率 良く サポ ー ト し ます XC は C 
言語 の 基本 的 な 仕様 に 準拠 し 、 
ANSI 仕 様 も 採用 、 ハ ー ド ウェ ア を 
サポ ー ト し た 豊富 な ライ ブラ リ ( 約 
700 種 ) も 用 意 さ れ て いま す 。 


FATAL ITZA 

く ツ イン ビー> 
MCZ-217AS 
標準 価格 7.800 円 (税別 ) 
(C)IKONAMI. 1988 


シュ ー テ ィング ゲー ム 
DESE) 
MCZ-218AS 

標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
(C)KONAMI. 1989 


プロ ッ ク ゲ ー ム 

<〈 ア ルカ ノイ ド > 

圏 CZ-222AS 

標準 価格 7.800 円 (税別 ) 
(C)TAITO CORP. 1987 


ドラ イプ グー デム 

< フル スロ ッ ト ル > 
MCZ-231AS 
標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
TAITO CORP. 1988 


スポ ー ツ ゲー ム 
< 熱血 高校 

ドッ ジ ボ ー ル 部 > 
MCZ-232AS 
標準 価格 7.800 円 (税別 ) 
(C)TECHNOS JAPAN CORP. 1988 


アク ショ ン ゲ ー ム 

< ペッツ クマ ニア > 
MCZ-233AS 
標準 価格 7.800 円 (税別 ) 
で NAMCO 


アク ショ ジン ケ ゲーム 
く < ニュ ー ジ ー ラ ンド 

スポ ドー リー 
MCZ-230AS 
標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
C)TAITO CORP 1989 


スポ ー ツ ゲー ム 
<V'BALL> 
MCZ-246AS 

標準 価格 7.900 円 (税別 ) 
(© TECHNOS JAPAN CORP. 1989 


Communication PRO-60K | 
画 CZ-223CS 標準 価格 19.800 円 (税別 ) 
300— 19,200BPS ま で の 通信 速 
度 に 対応 し 、 各 種 デ ー タ ベー ス の 
漢字 端末 や パソ コン 通信 に 利用 
で きま す 。 送 ス クロ ー ル 機能 、 目 動 
実行 機能 、 コ ンカ レン ト 機 能 も 装 
備 。 さ ら に 豊富 な 編集 機能 を も っ 
た 高 機能 通信 ソフ ト で す 


THE 福 袋 V2.0 


画 CZ-224LS 標準 価格 9.980 円 (税別 ) 
アセ シン ジラ 、 り ンカ 、 チ パッ カカ 、 ア ゲー 
カイ バ 、X-BASIC V2.00 か ら な る 
手軽 な 開発 ソー ル で す 。 


Al-68K (Staff LISP/OPS PRO-68K) 
画 CZ-234LS 標準 価格 188.000 円 (税別 ) 
Al 開発 用 言語 と エキ スパ ー ト 構 
築 ツ ー ル が セッ ト に な っ た AI フロ 
グラ ム 開 発 ツ ー ル で す 。 


本 広告 に 掲載 し て な り ま す 商 品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 
含ま れ て な お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税 額 を お 支払 い 下 さい 。 
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ICE for X68000 


I6MHz で 快調 に 動く 、 ザ ックス の ERHX316P for 68000. X6800U 用 ゲー ム ソ フ ト 開 発 に 最適 で あ 


クリ エイ ティ プ ワ ー ク ステ ーション X68000 を 、 る さらに エキ サイ ト さ せる 開発 者 へ の 
ザッ クス か ら の 一 つの 解答 。 を れ が イン サー キッ ト ・ エ ミュ レー タ 、ERX 318P for 
68000 TF, 共通 ユズ ニット を EVX 388 と する と 、 PC-9801 を 中 心 と する MS-DOS 
マン ー ン に 、 また A XIS を 用 いる と EW で  ERX318P for 68000 シス テム 構成 図 

(UNIX マシ ー ン ) を ホス トコ ンピュータ と da 

し て 使用 する こと が で きま す 。 CG や コン NN 
ビュー タダ タダ ・ ミ ュー ジッ ク な ど 、 ゲ ー ム ソフ ト t bh 
の 開発 に は 最適 な ICE です < 


@ シス テム 価格 : EVX388+ERX68000 ¥ 1,624,000 [3 レク 
CHRIB) AXIS+ERX68000  Y2,224,000 LANCIA | AXIS 


ERX 318P 
for 68000 


ERX 318P for 68000 の 特長 

人 の オプ ジェ クト の ロー ド 時 間 :64K バ イト を 27 秒 で ロー ド 

@ プ レー ク 数 :64K x4 ポイ ント (ワイ ルド カー ド 使 用 可能 ) 

人 @ ホス トコ ンピュータ :PC-9801 を 中 心 と する MS-DOS マシ ン (EVX 
388 シス テム )、EWS を 中 心 と し た LAN 環 境 (AXIS シス テム ) 


e E o RNN 
Zax Corporation 
株 式 会 社 ザッ クス 


本 社 プ 〒167 東京 都 杉並 区 荻窪 5-20-12 
TEL.03(392) 333140) FAX.03(393) 3878 

大 阪 営業 所 プ 〒532 大 阪 市 淀川 区 木川 東 3-5-21 第 3 丸善 ビル 
TEL.06(303) 267140 FAX.06(303)2454 


l -G D E V: .X 
3 190120-378-388 
フリ ー ダ イヤ ル [eXe] 
る MS-DOS は 米国 マイ クロ ッ フ ト 社 、 ICE は 米国 イン テル 社 、 Ethernet は 
米国 ゼロ ックス 社 の 登録 商標 で す 。 
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Xstor 40 は シャ ー プ X68000 専 用 に 開発 し た ハー ド デ イ スク で す 。 | 

第 米 の 汎用 サ プ シ ステ ム に は な い 数 々 の 特徴 と ハイ セン ス な デザ イ 

ン を 実現 し た 省 ス ペー スタ イプ の 高 品 質 ハ ー ド ディ スク で す 。 

主 な 特徴 

一 厚 ご 35mm。 X68000 本 体 の 下 に その まま 設置 可能 。 

画 平 均 グ クセ スタ イム 23msS。 満足 の いく 高速 性 能 を 提供 。 

画 パ ー ソ ナル に は 余裕 の 40M バ イト の 記憶 容量 。 更に 増設 用 上 HXD042 を 付加 
する こと に より 最大 80M バ イト まで の ディ スク シス テム が 利用 可能 。 

画 目 的 に 応じ た 5p モ デル を 用 意 。 ハー ド デ ィ スク を 初め て 使う 場合 の 1 台 目 用 と 、 
すでに ハー ド テ デイ スク を 利用 し て いて 増設 する 場合 の 増設 タイ ブ プ を 用 意 。 

画 由 HuUman 68K (Ver1.00 以 上 ) 対 応 。 既存 の 多く の ソフ トウ ェ ア が その まま 


利用 可能 。 
一 交替 セク タ を ユー ザ 領 域 か ら 独 立 。 し か も FOrmat プ ログ ラム に より 自動 
実行 。 
BORSO ト パ ー キ ング ロッ ク を 採用 。 不意 な 衝撃 に づけ すし て も 磁気 面 を 保護 。 
田高 品質 、 低 価格 を 実現 。 
HXD040: 40MB/23ms/1 台 目 用 EN SS EG æ 118,000 
(X58000/ACE/EXPERT/PRO 対 応 ) 
HXD042:40MBB/23ms/8 台 目 用 128,000 


(X58000/ ACE(HD)/EXPERT(HD)/PRO(HD)/HXD 040 の 増設 用 ) 


o デー タツ 転 送 速度 /1.5MB/ e 増設 /HXD048 を 1 台 増 設 可 能 @* イン ター フェ イス / 
SCSsI( シ ング ル ユ ー ザ )e 交替 処理 /FORMAT コマ ンド に よる セク タタ 単位 の 自動 
交替 処理 e 電源 / 入 力 人 C100V 50/60Hz 消費 電力 55W(MAX) e 外形 寸法 /35H 
x155Wx313Dmm( 容 起 物 は 含ま ず ) e 重量 / 約 5.5k 紀 


※ SCSI の ID は HXD040 は 0 番 。HX ロ D042 は 2 番 に 固定 され こい ます 。 


SHARP X58000 専 用 ハー ド デ ィ スク 


接続 ケー ブル 、 取 扱い マ 

E O ニュ アル 、 メ ン テ ナ ンス 登 

DN E 録 カー ド 、 タ ー ミ ネー ター 
(HXD042 の み ) 


の 
8 i T E m een — 本 社 T251 神奈 川 県 藤沢 市 南 藤 沢 8-1-805 TEL.0466-27-1668 FAX.0466-27-2800 
株 式 会 社 アイ ナ / ハ 東京 ショ ー ル ー ム 〒]105 東京 都 港 区 新橋 4-31-7 中 村 ビ ル 7F TEL03-434-4171 FAX.03-5478-5315 


HARD DISK UNIT  fYDELT, FA, FATT: 


SHARP 168000 専用 


IT X640/680 


IT X640 


¡ec 


HALA 


1 人 ハード ディ スク 内 蔵 タ イプ に も 接続 する こと が で きま す 。 
e. | 番号 切り 替え ロー タリ ー ス イッ チ に より 1 台 一 最大 台 
まで 接続 が 可能 で す 。 (Human 68K Ver2.0 以 上 使用 


時 ) 

3. ニュ ー デ ザイ ン で 色 も XBBDDD シ リー ズ 本 体 に 合わ せ MIT X640 ti \158,000 
て プラッ ク ・ グ レー の ら 色 を を 用 意 し まし た 。 e/0MB HDU 

4. OS-9Xi Io @ 平均 アク セス タイ ム P8ms 

5. 従来 の 当社 和製 X68000 シ リー ズ 対 応 の HDU MTX- WIT X680 ENN ES N E AE EEA AE \198,000 
403/g03 等 ) に も 増設 が 可能 で す 。 (た だ し 従来 の 機種 は ] eBDM HDU 
台 目 に 固定 ) @ 平均 アク セス タイ ム p60 有 mg 

XIT X6BLCÍMSXe HD Interface に も 接続 する こと が ※40MB x2 の 設定 に 固定 され て いま す 。 

可能 。 


本 tt T550 大阪 市 西区 新町 1 丁目 3 番 12 号 関東 営業 所 T275 千葉 県 習志野 市 谷津 1 丁目 12 番 5 号 


ー プ F A TEL : (06) 532-0216 FAX : (06) 532-7253 TEL : (0474)77-7564 FAX : (0474)73-2759 
ノ ゆっ L Vey 関西 営業 所 〒550 大 阪 市 西区 新町 1 丁目 25 番 14 号 名 古屋 営業 所 〒460 名 古屋 市 中 区 大 須 2 丁目 28 番 31 号 


TEL : (06) 532-0120 FAX : (06) 532-0543 TEL : (052)212-1487 FAX : (052)212-1627 


NEAR RT RATE RS 


TEL : (06)532-0320 


C-TRACE TOWNS \68.000 
C-TRACE 68 e8oo0 対 応 ) \68.000 


\670.000 
*xC-TRACE Y 610,000 


MEA ARIZA 9 
EEN 4 EESE $ THE LAAS 


M 
ディ スプ レイ の マッ ハバ ンド (し ま 模 様 ) が 気 に な る 方 へ 。 > これ だ け あ れ ば 後 は いら な い !? 

きれ いな ビデ オ 出 力 が 欲し い 方 へ 。1670 万 色 同 時 表示 、 CG98 7 Jb コース 学 138.0UU(PC-9801 全 機種 対応 ) 
IVI O MIETE. フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ , ベイ ント , ポリ ゴン , レイ トレ の フル セッ ト 

フル カラ ー・ フ レー ム バ ァ ッ ファ 、 コ ン ポ ジッ ト 入 出力 機能 内 蔵 。 この セッ ト で CG の すべ て の 分 野 か 体験 で きま す 。 

ベイ ント ソフ ト 付 き 248,000 ※ ご の 製品 は 直接 当社 まで お 申し 込み くだ さい 。 

も ちろ ん 、C-THAOCEB8 も 対応 。 


YI) 


フレ ー ム ・ バ アツ ファ 株 式 伝 社 キ ャ スト T158 東京 都 世田谷 区 等 々 カ 2-]-13 TEL.03-705-0655 FAX.03-705-5224 
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グラ フィ ックス の 《 プ 世界 に 放 落 し よう 。 


ツァ イト の 3③D と | 画 į 
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交 68000 の バイ: ポテ ンジ ォ 。 
ゆ た サ 三 ラ ェ イ スエ デル ルレ が SS。 
ウス だ け 記 EII 5 3D 
DEIA FAS 
TANDA VIII FIA 
ムー ス / ア ラッ ト / ラ ジン ダム 、8 種 | 
DITA IDEN NA: G 
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SIS 2 SS e 


su $020 
クラ フォ ウツ クソ フ ホ ジーズ スタ 
タッ フ PRO_68K と の ツィン 
ス の 悦楽 に ひ た つ てく だ さい ぷ 


1 月 末 発 売 \19.8005 


ミュ ー ジ 郎 (CM-6m、CM-38L) 音 源 対応 
デー タ 曲 集 (98 用 5) コ ン バ ー ト 機能 搭載 MIDI プ レイ ヤー 


人 約 ボワ ユー デム 、 パ シボ ポット デ ギ タ の ミキ シン グ エ デ ィ ッ トド 機能 (ロー ラン ド 社 デジ タル フェ ー ダ ー ロ F-10 に も 対応 ) 
2) フェ ー ド イン 、 フェ ー ド アウ ト が コン トロ ー ル で きる 種類 の グル ー プ フェ ダー 搭載 


3) 各 ト ラッ ク に 再生 用 べ ベロ シン ティー フェーダー 搭載 


4) 自由 に エディ イット ミ キシ ング が で きる 再生 用 キャ ヤン セ ル スイ ッ チ を 各 ト ラッ ク に 搭載 


0 ドン ター オー ド バ シ ボッ ド エ ラ エク ド 拾 載 


※ ト ラッ ク 単 位 の GaVe、LOde 機 能 搭載 


サイ バー ズ スティック で ドラ ム 音 
いま す 。 


(* テレ ビ 画面 を 楽し お に は 、 シ ャ ー プ ビン Z-BV T1 カ ラー イメ ー ジ ユニ ッ ト が 必要 で す ) 


ハー ド 構 成 


lu- 


源 を 鳴ら すこ と が で きま す 。 また 音像 の 定位 を 自由 に コン トロ ー ル で きる モー ド も 搭載 し て 
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シャ ー ブ プ ブ 社 製 X68000 本 体 、CHT、MIDI ボ ー ド (CZ-6BM1) 
ロー ラン ド 社 製 MIDI 音 源 、MT-38e、CM-3eL 又 は 、CM-64 


ゃ サン ミュ ー ジ カル サー ビス ) の 


“Magic Palette "グラ フィ ッ ク デ ー タ 表示 


マジ ッ ク バ レッ ト は 販売 有 有 ミュ ー ジ カル ・ フ ラン (開発 超 高 速 グ ダラ フィック エディ タ で す 
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SF-002 イン セク ト 


佐久 間 正 


SF_001 MEDIR の 


国 本 佳宏 


PA VIAJAR 
p T] 
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0 A 
| IG > 
S ORK BETE ERAZ ars 
5 TOSHIYUKI HONDA | ita ANRI SEKINE 
SF-003 ピー セ ズ ・ オ プ ・ ワ リーク SF-004 あの 娘 の DNA SF-005 リゾ ー ム 症候 群 SF-006 スケ ッ チ 
本 多 俊之 田 誠司 佐藤 吉彦 関根 安里 


@ イ ンス ピ レ ー シ ョ ン の 流れ を 妨げ な い 高 速 な ウイ ンド ウ 開 閉 。 す べ 
て の 描画 & 編 集 が 超 高 速 ス ピー ド で 動作 し ます 


@ リアルタイム ・ グ ク グラデ ーション モニ ター に よ 

り 、 描 画 済 み グ ラ デ ー シ ョ ン を 有 瞬時 に 別 色 

の グラ デー ショ ン に チェ ンジ 。 @ コ ピー 元 の 絵 は ペ イス ト 時 に カー ソル と いっ し ょ に 動き 、 さ 
i i ら に 、 そ の 下 を すか し て 見 る こと も で きる の て で 正確 な 位置 合 

せ が 得 意 で す 

人 @ 送 明 機 能 の トリ ミン グ で 必要 部 分 の み を 高速 に 連続 べ 

イス ト が で きる の で 、 コ ピー 元 の 絵 を まる で ペン 先 の よう に 扱 

っ て 描く こと が で きま す , 


念 強力 な パレ ッ ト 機 能 に よる 多彩 な クラ デー ショ ン 表 現 。 美 
し 〈 て 立体 的 な 球面 や 虹 な どの 多 色 グラ デー ショ ン も ワン 
ATT 


À f FA b yl 
@65.636 色 中 255 色 の パレ ッ ト を メモ リ 上 と (San 
に 6 種 作成 で き 、 切 り 替 えら れ ま す 。 Me UE 


: @ 手数 枚 の メモ リ 画 面 を も っ て いて 全 画 面 の アン ドゥ ー が 
@ イ メー ジ ユ ニ ッ ト 、 イ メー ジス キャ ナ を 用 いれ ば 、 テ レビ や ビデ オ 、 印 刷 物 や 写真 な どの 画像 を 取り 込ん で 編集 し た で き 、 ア ンド ゥ ー 画 面 の 一 部 を 切り 出す な ど 新しい テク ニッ 


り 、 描 画 画 面 と の 合成 が で きま す 。 PE 
対応 機種 :CZ-8NS1/GT-3000/GT-4000」 


@ ス プラ イト の 作成 と 重ね 合わ せ の シミ ュ レ ーション が 簡単 に で き 、 ス プラ イト デー タ と し て セー プ ブ で きま す 。 


@ 作 成 し た デー タ は 、X-BASIC で 読み 込ん で 使え る ほか 、 各 種 ツ ー ル で 利用 で きま す 。 


@ 描画 、 編 集 な どの 入力 過程 を を っ くり ディ スク へ 記録 し あと で 再現 で きる の で 、 デ モン スト レー ショ ン を 演出 で きま す 。 YN 3 
: R ーー. Co 
@48 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ を は じ め 、 以 下 の プ リン タ で 印刷 で きま す 。 LAA 


| 対応 プリ ンタ : CZ-8PK3/CZ-8PK4/CZ-8PC1/CZ-8PC4/CZ-8PN1/IO-735/PC-PR101、201 シ リー ズ / 
VP シ リー ズ /HG シ リー ズ /AP シ リー ズ | 


8、12、16、32、48 ド ッ ト の CGROM フ ォ ン ト の 文字 入力 (FP は 増設 メモ リ で 使用 可 )/ ベ ー ス タイ ル 、 タ イル を 外字 と し て 文字 入力 / 文字 間 、 行 間 、 斜 体 、 色 指定 の 文字 枠 、 長 さと 色 設 定 に よる 密着 型 文字 影 /40 種 の ペン / エ アー プ 
ラ シ / ベ ー ス タイ ル (TLB)、 タ イル (TLM)、 タ イル (TLS) の 作成 と 編集 お よび 重ね 合わ せ / ス ポイ ト に よる カレ ント カラ ー 設 定 / ク ロマ キー 機能 お よび フラ ッ シ ン グ /2、4、8、16 倍 、 高 速 移動 & ク リッ ピン グ 可 能 な スコ ー プ / 拡 大 、 縮 
小 、 上 下 反転 、 左 右 反 転 、 コ ロー テイ ト 、90" 回 転 、 水 平 ・ 垂 直 対 象 コ ピー、 任 意 角 度 回 転 、 ス コー プ 移 動 ボ ポイ ンタ と し て も 使え る 任意 サイ ズ の 方 眼 と スケ ー ル 表示 / カ ラー16 色 、256 色 、216 色 、 モ ノ ク ロ 16 階 調 の 各種 イメ ー ジ 取り 込み / 


512X512 ド ッ ト 、256 色 モー ド / 標 準 RAM 時 に メモ リ 画 面 を 2 枚 、 増 設 時 に 4 枚 、 内 1 枚 を コピ ー バ ッ フ ァ で 使用 / パ レッ ト &HOO を クロ マキ ー 処 理 、&HO1 を シス テム 内 部 で 使用 、&HO2-&HFF が 色 設 定 、 色 指定 可能 (65.536 色 
より 254 色 )/ オ リ ジ ナ ル な イメ ー ジ デー タフ ォ ー マ ッ ト XBASIC フ ォ ー マ ッ ト デ ー タ /16 色 、256 色 、240 色 の パレ ッ ト デ ー タ ファ イル / ス プラ イト キャ ラク タデ ー タ /16X16X128 の 2 色 TLB ベ ー ス タイ ル 、16X16X128 の 15&16 色 タイ ル 、 
16X16X128 の 255 色 タイ ル の 各 デ ー タ ファ イル / 


ミュ ー ジ カル ・ ブ ラ > 
A a ma ノ 0 
| | 販売 元 : 有限 会 社 ユー ンジ らん 
- 本 社 : 〒107 東京 都 港 区 南青山 3-14-14 サン 南青山 102 TEL.03(401)2751 FAX.03(401)1048 
Musical Plan Lto. 長野 オフ ィ ス : T380 長野 県 長野 市 居 町 1797 番 地 TEL.0262(24)3430 


※ お 近く の パソ コン ショ ッ プ 、 楽器 店 に て お 求め 下さ い 。 な お 、 入手 が 困難 な 場合 は 通信 販売 で お 求め に な る こと も で きま す 。 氏名 ・ 住 所 ・ 電 話 番号 ・ 機 種 名 を 明記 し て 現金 書留 に て 当社 迄 お 送り くだ さい 。 (消費 税 ・ 送 料 サ ービス ) 
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ディ スク 操作 で は 、 絶 大 な 実績 を 誇る 
京都 メデ イア が また 1 つ 時 代 を 斬り さい た 
これ は 、 必 要 だ と か 便利 じゃ な い 、 快 感 だ N 


お めで と う ご ざ いま す 。 人 GSR 
綱 方 は 、『 お よ あ 待た だ 上 と いう 文句 MB im と 
に 誘わ れ て 他 の ペー ジ に 進ま ず に この 
ベ ページ を 読ま れ ま し た 。 感謝 の 気持 ち 
を こめ て 耳より な 情報 を お 教え し ます 。 
98 を も 凌ぐ と いわ れる X68000 
ッ リ ー ズ 各 新 だ に 電力 な ユー ティ リ テ La a 
ィ ー が 発売 され ます 。 こ の ソフ ト は 、 BSS 199 99.9-2 cani A— [jus 
5 の 事 な ら な ん で も 来い と いう PR _ CDS 

OBBOAMEBINDE TAME 
| 理 な ら な ん で も 来い の 金棒 に な り 、 ビ 
ギ ナ ー の 方 が 使用 され る と 、 い つの ま 
e ES E に か HumanB8K を 使い こなせ る 様 
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o に | に な つて し まつ 魔法 の 力 を 持っ た ソフ 
〔 フ ァイル の ソー ト 」 一 一 HIS96.8N ド で すら | 

posta AE SS その 機能 を 少し だ け 紹 介する と 、 フ 
a |ħnia a 

mes eneas les | そそ レ タ ト ドリ の 転送 や 、 FATOITA 
KE ッ ト 、 削 除 し て し まっ た ファ イル の 復 
活 に ファ イル 属性 の 変更 まで 出来 て し 
-  . A 
いう 貴方 も だ まさ れ た と 思っ て 使っ て SON 
みて よ | と に か く X k ユ ー ザ ー 必 
須 ア イ テ ム 。 ぐ ちゃ や ぐち ゃ に な っ て 菅 
理 が 大 変 な た フロッピー ディ スク や ハー 
RTAADICED DE MAGA TA 
ませ ん か や | 


写真 は 、 開 発 中 の 日 用 画面 で す 。 


.22 Copyright (c) 1989 KYOTO 1 
DRERI 'EDIA. 


THE FILE PROFESSOR 動 作 条件 lors pa 
起動 に 必要 な 物 : XB8000 本 体 , ディ スプ レイ , Human 
BK, ( 注 ) 浮 動 小数 点 演算 バハ ッ ケ ー ジ 


ある と 便利 な 物 : XB Kk 対 応 プ リン タ , ハー ド デ ィ スク , 増 | 
ax RAM 7615 京都 市 右京 区 西院 上 今田 町 17-1 L&P ビ ル 5F 
(GE) HumanBBkV.II あ る い は , C Compiler に 添付 され て いま す TEL (075) 822-3960(4€) ・ FAX(075)822-3961 
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定価 ¥ 22,000 
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e 京 都市 山科 区 音羽 西 林 
e 京 都市 右京 区 西院 上 今田 町 ! 
サポ ー ト 室 : (0751502 — 

開 発 Æ: (075)82 
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Nm 
AO 


ご の 度 、 弊 社 で は 発売 中 の G68 に を バー ジョ ン ア ッ プ 致し ます 。 
つき まし て は 、 下 記 の と うり ご 案内 させ て いた だ きま す 。 

旧版 GB8BK は 、 お 求め や すい 価格 と 簡単 操作 に より 、 入 門 用 ツー 
ル と し て 多く の XX68000 ユ ー ザ ー の 皆様 方 より ご 好評 を いた だ いて お 
り ま す 。 

愛 回 の バー ジョ ン ア ッ プ で は 旧版 の 簡単 操作 を 継承 し つつ 、 業 界 
で も トッ プレ ベル の 処理 スピ ー ド こと 前 作 を 遥か に 上 回 る 、 高 機能 ・ 


多 機能 ・ 高 速 処理 を 実現 致し まし た 。 
旧版 6B に ユー ザー の 皆様 方 か ら 頂 いた 多く の ご 意見 を 元 に 、 本 
格 的 プロ 仕様 ツー ル と し て 大 幅 バ バー ジョン アッ プ 致 し まし た 。 
FIT- IE FIDA AS IO が 
タイ ラス ト を 収録 。 ま た 、 専 用 ダラ フィ ッ ク デ ー 夕 集 の シリ ー ズ 化 
も 予定 し て お り ま す 。 


速 ・ 高 機能 ・ 低 価格 ・]M 昌 標準 実装 の メモ リ で 完全 に 動作 する 本 格 派 ダ ラフ ィ ッ クツ ー ル 。 


虹 前 作 を 大 幅 に 上 回 る 80 種 類 の パレ ッ ト 

@ 自由 に 編集 可能 

@ 模様 の つい た パレ ッ ト も 作成 可能 

@ 昌 選び 方 式 に よる 色 の 合成 

色相 ( 色 の 種類 )・ 彩 度 ( 色 の 濃 さ ご )・ 明 度 ( 色 
の 明る さ ) 

@ 商 単に お 望み の 色 を 作り 出す た め の 数 々 の 
機能 を 装備 

e マス キン グ 溢 料 ・ マ スク 除去 塗料 を 装備 
微妙 な 修正 に 威力 を 発揮 


瑞 大 幅 に 機能 アッ プ さ ご され た エア ブラ シ 
e プラ シン ズル ロ 径 、 イ ンク 噴出 速度 ・ 濃 度 
を 自由 に 設定 
映 32 階 調 の 濃淡 を 持つ トー ン パ ター ン 
@ 全て の ペイ ント に 有効 . 
o 自由 に 変更 ・ デ ィ ス ク に 保存 可能 
1537773 ERE 
@ 2, 4% BRICHBE DAKR 
ディ ッ ト 機 能 (レー 機能 ) 
@ 色 を 調整 する カラ ー コ レク タ 
@ ど 色 の 混合 @ 任意 角度 の 高速 画像 回 転 
e 画面 上 より 自由 に 色 を 取り 込む スポ イト 機 e 拡 大 ・ 縮 小 
BE @ 左右 ・ 上 下 反 転 
@ ババ レッ ツ ト 保 存 可 能 @ 切 り 取 り セ ー ブ 品 ロー ド 
画面 上 より 自由 に タイ ル パ タ ー ン を 取り 込 w 自 由 領 域 の コピ ー・ 移 動 
む タ イル パタ ー ン 用 カッ ター を 装備 @ 標準 実装 の メモ リ で 全 画 面 が 編集 可能 
画 3P 階 調 の 濃淡 を を も つ ブ ラ シ ERQE 
o 自由 に 形状 を 変更 で きる ブラ シ が 54 種 類 @ マス キン グ 機 能 
e コー ザー が 自由 に 変更 ・ デ ィ ス ク に 保存 可 ee ペン 描画 時 の 直線 
能 @ 指定 領域 の カラ ー 変 更 


@ 円 ・ 椿 円 ・ ボ ックス ・ 直 線 ・ 自 由 領 域 

e ご れ ら の 内 部 の ベイ ント 

@ 単色 領域 ペイ ント 

画 文 字 入 力 を サポ ー ト 

e XXBBHUH 標 準 64 ベ 564 ドッ トキ ャ ラク クタ の 表示 
国外 部 機器 の サポ ボ ポート 

@ 豊富 な 対応 周辺 機器 

一 起動 直前 の 画面 を 保存 し な が ら 起 動 す る こと も 可能 
画 UNDO 機 能 (取り 消し 処理 ) 

@ ペイ ント 等 に 失敗 し て も ワン ステ ッ プ 前 に 
戻る こと が 可能 

画 市 販 グ グラフィック ツー ル と の ファ イル コン 
バー ター が 付属 

eZ's STAFF-PBO BBK に と の ファ イル 変換 
が 可能 

画 ノ ンプ プロテクト 

e ハー ド デ ィ スク へ の 転送 も 可能 (自由 イン スト ー ル ) 
MFilel¿BASICOGL3A1t 
eBASIC< DMA Liah L ABE 


バー ジョ ン ア ッ プ に つい て > 登録 ユー ザー に は バー ジョ ン ア ッ プ 案内 を 送付 致し ます 


旧版 GBBK を お 持ち の ユー ザー の 方 で バー ジョ ン ア ッ プ を ご 希望 
の 方 は 、 同 封 の 申し 込み 人 ハガキ に て お 申し 込み くだ さい 。 

お 申し 込み は 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 専用 人 ハガキ に 限り ます 。( コ ピー 
は 不可 。) 

バージョン アッ ププ に際し て 、 
ん 。 騙 回 の バー ジョ ン ア ッ プ は 、 ns da 
ジョ ン ア ッ プ で は あり ませ ん 。 

新版 の パッ ケー ジ 入 製品 (GB8K VersionIl-PRO) 定価 8.0 


旧版 の G68K の 返却 は 必要 あり ませ 


アル の 交換 バー 


00 を バー ジョ ン ア ッ プ 価格 半 10.000( 送 料 込み >) に て お 届け いた し ま 
す 。 旧版 68K は 入門 用 ツー ル こ と し て その まま お 使い 下さ ざい 。 

同封 の バー ジョ ン ア ッ プ 申し 込み ハガキ を 必ず ご 使用 に な っ て で てく 
だ さい 。 シリ アル Nn を 必ず ご 記入 下さ ざい 。 

同封 の D ビ MO ディ スク に て ニニ ュー バージ ョ ン の 機能 を 一 部 ご 紹 
介さ せ て 頂き ます 。 是非 、 ご覧 くだ さい 。 

また 、 八 ガキ に て 信 回 お 申し 込み の ユー ザー 様 に は も れ な く 弊 社 
オリ ジ ナ ル T エ シャ ツ を 商品 発送 時 に お 届け 致し ます 。 


>» お 問い 合わ せ ・ お 申し 込み は 上 記 電 話 番号 まで お 願い 致し ます 。( 上 記 サ ポー ト 室 迄 ) 
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銀河 系 の 彼方 で 、 組 宙 海 賊 、 コ ング ロマ 驚 憎 の グラ フィ ックス て 表現 され た 、 未 知 の 世 
リッ ト の 侵略 が 始ま る 界 が 君 を 待っ て いる 


スタ ー コ マン ド 。 そ れ は 、 人 類 の 平和 を 守る べく 組織 され た 宇宙 防衛 軍 で ある 。 遥 か 銀河 
系 の 彼方 で 繰り 広げ られ る 、 異 星人 と の 死闘 ドラ マ 。 今 、 神 秘 と 未知 の 宇宙 空間 で 、 勇 気 
ある スタ ー コ マン ド 達 の 、 長 く 厳 し い 冒 険 の 旅 が 始ま る ……。X68000 版 は 、 全 て の グラ 
フィ ッ ク を 吊 新 。X68000 の 機能 を 最大 限 に 生か し た 、 リ アル で スリ リン グ な グラ フィ ッ ク 
で 、 映 画 を 観 て いる よう な 大 迫力 の 戦闘 シー ン が 展開 する 、 パ ワー アッ プ し た FFG( フ ル ・ 
フレ ー ム ・ グ ラフ ィ ッ ク ) 方 式 、 随 所 に 取り 入れ られ た アニ メー ショ ン 処 理 、 あ の すぎ や ま 
こう いち に よる 、 了 臨場 感 溢れ る BGM。 ドラ マチ ッ ク な シー ン の 数 々 が 、 君 を フアン タ ジ ッ ク 
・ ス ペー ス へ と 引き 込ん で いく 。 級 密 に 組み 立て られ た シナ リオ 、 デ ー タ 、 そ し て イベ ン 
h. 一 人 類 の 英知 に 挑戦 する 、 覚 醒 RPG の 誕生 だ 。 X68000 版 ティ スク 4 枚 組 


敵 基 地 の 内 部 だ か っ て 君 が 体験 し た こ 
と の な いよ うな 出来 事 が 


1 月 5 日 発売 予定 が 
$1 9,800 


上 記 の 価格 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


PC-9801 版 好評 発売 中 


HULINKS Inc. 


株 式 会 社 ヒ ュー リン クス 


T170 東京 都 豊島 区 東池袋 3-7-7 福地 ビル 
TEL. 03(590) 2311 (44) 


アド ベン チャ ー・ ロ ー ル プレ イン グ プ ・ ゲ ー ム <〈 レ ナム 》 
@ 壮 大 な 世界 で 繰り 広げ られ る 日 PG の 要素 と 、 奥 深い スト ー リ ー が 楽し め る AVG の 要素 が ドッ キン グ / 


@ 幅 広い ゲー ム 展 開 が 楽し め る / 
[サキ ャ ラク ター 同士 の 会 話 等 の ズ ト ー リ ー 展 開 と モン スタ ー と の 戦闘 シー ン は それ ぞ れ 異な る コマ ンド ・ シ ステ ム を 採用 。 


[2| ス トー リー 展開 で の キャ ラク ター の 移動 は リー ルド ・ マ ッ プ が 表示 。 


Y 


X68000/5'2HD (64248) / 9,800 (#51) 


Roland MT32 ※MT32 を 使用 する 際 は CZ-6BMI が 必要 で す 。 マウ ス 対 応 ( キ ー ボ ー ド 入力 は 不可 ) 


PC-9800(V シ リー ズ 以 降 要 メ モリ 640KB)/3.5_ 52HD(4 枚 組 ) 半 9.800( 税 別 ) 
@FM 音 源 対応 ンプ HOIand MT36 ノ マウス 対応 (キー ボー ド 、 ジ ョ イス ティ ッ ク も 可 ) ノ 


`. *NECMIEMS-DOSAWET3S, MS-DOS は マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で 3。 近日 発売 AMen ERIN JU Y 
S12,/2+(V RAMI28KB)/3.5 8DD(4 枚 組 ) ン 半 8.800( 税 別 ) 


@FM PAO 対 応 プ マウ ス 対応 


X 68000 


172 /2+ MALLA ¡FREE A 


T169 東京 都 新宿 区 北新 宿 区 2-|-16 松 本 ビル 3 号 ZF 
TEL :03(371)3012 / FAX :03(369)4071 


Ne 


、 +=wX6800Oa+esa. 


A 


RAMEE ix. engega. 


。 の リア ル シ ミ ュ レ ーション で の 
D ファイ ト 。 


週刊 テレ ホン サー ビス 実施 都市 
【 北 海道 地区 】 札 幌 011(241 )4900 【 東 北 地区 】 青 森 0177(22)573] 秋田 0188(24)7000 【 関 東 地区 】 東 京 03(262)9110 【 北 陸地 区 】 新 潟 025(229)1141 
【 関 西 地区 】 大 阪 06(334)0399 【 九 州 地区 】 福 岡 092(715)8200 大 牟田 0944(55)4444 鹿児島 0994(72)0606 ダイ ヤル は 正確 に ノ 


人 類 は 、 最 後 の 反 撃 を 開始 し だ 。 


X68000 の 持つ 能力 の 限界 に 挑戦 し 、 ア ー ケ ー ド 版 で 体験 し た 、 あ の 
興奮 と 感激 を あま す と ころ な く 再 現し だ 本 格 バ トル ・ シ ミュ ビー ショ ン 2 


© KONAMI 1989 


+ 評 | I 発 


コナ ミ 株 式 会 社 
本 社 /〒101 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 3 丁目 25 大 阪 支店 ノ 〒561 大 阪 府 豊中 市 庄内 栄町 4 丁目 23 番 18 号 札幌 営業 所 ノ 〒060 札幌 市 中 央 区 北 1 条 西 5 丁目 2 番 9 号 福岡 営業 所 /〒810 福岡 市 中 央 区 天神 2 丁目 8 番 30 号 
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A captivating strategy challenge derived from wAn o 
the ancient Chinese game of Mah Jongg り 
ーーーー ーー %0: 
p 価格 
40 


ENTERTAINMENT SOFTWARE 


FER EEE JCAL ADERI あの 「 上 海 」 が バー ジョ ン 
アッ ブ し て xX68000 に 新堂 場 !! 5 段 に 積ま むだ | 4 4 個 の 麻 
倫 礎 を 同じ 符 柄 に 合わ せ て 端 か ら 取 っ て いき 、 す べ て 取り 放 れ ば ク 
リア で きる 。 訂 の 積み 方 も し パ ター ン 、 難 易 度 も 4 段階 に 切り 替え 
Sut. CLAI TER (伴う つき (志和 人 し NZ 
ト 1 0 は 記 午 され 未 数 を 競い 合う こと も で きる ! 

+= 0594 € DILOR E, HERRERA AIJA |! oisae upson sorr 


ti 〒062 札幌 市 豊平 区 平岸 条 5 丁 目 1 番 18 号 ハドソン ビル TEL 011-841-4622 
〒162 東京 都 新宿 区 市 谷田 町 3 丁目 1 番 1 号 ハドソン ビル TEL 03-260-4622 


〒542 大 阪 市 中 央 区 東 心斎橋 1 丁目 1 番 10 号 大 阪 料 理 全館 ビル 5 第 TEL 06-251-4622 


En 所 札幌 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 


の WAS/S 


ALL DIRECTIONS 3D SHOOTING 


© 1989 Arsys Software 


AS 。 と : 


TAE を 取り 出 に ワラ で て その エネ ルキ コ の 


いう 新兵 氏 器 「 ス テラ ・ A ¡ORAR し て いた 。 対 め る 連 
邦 軍 は ! 17」 基 地 に お いて 、 、 対 「CIPHER POBREA 
ト ア ー EE A S ステ ラ ・ ス マ 
PA US ARSS OEA A JFLEBO GE ə 
A RN TUI ARR AA E ad 
1 機 、 EA O SS or [ 


A A 


MOE 高 6 万 色 の グラフィック 。 ダ 
画 拡 大 縮 少 32.767 段 階 / 超 3D ス プラ イト 。 MY 
一 完 全 無欠 の サイ バ 三 ステ ィ ッ クモ ロ 対 応 。。 MA 
田 ADPCM の スペ シャ ル 効 果 音 紅 

一 MIDI 真 っ 青 ノ スニ バニ 音色 の ウル トラ MUSIC。 


A 

AI Foa hE = = i A 

E S W E mo つの 

‘= a | 

所 + sd 2 J ロ n 

3 e y g à 38 f 

Sg A ンク A に 
Si ぇ o es 

| As DD. “E | 

) = 1 * 1 


アタル シス ソフ トウ ェ ア 


PC- pm MER NN ERAMI A 7857 佐世保 市 松浦 町 5-13 グリ ー ン ビル 3F 
PC-98M/VM/VX m5'2HD(RAM384k 以 上 、FM 音 源 ホー ド ・ 拡 張 RAM 対 応 ) +0 oroctroos \7,800 TEL.0956(22) 3881 
PC-98UV/UX m3.5 "2HD(RAM384k 以 上 、FM 音 Fi" 拡張 RAM 対 応 ) に ドド \7,800 @ 通 信販 売 の お 知ら せ @ 

X1turbom5 2DX2(MODEL10 不 可 、FM 音 源 ホ ー ド ・ 拡 張 RAM 対 応 ) ee \7,800 ① 使 用 機種 名 ② 商 品名 ③ 住 所 (お 名 前 ⑤ 電 話 番 


号 を 明記 し 、 現 金 書 留 に て 弊社 へ お 申込 下さ い 。 


※ 商 品 の 表示 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


ADM 4 
サイ ト 超 引 級 3D シ ュー ティ ング ゲー ム 


PED BHDR- ----- 
X68000 は 、 限 界 を 知ら な い … le. 
画面 に 入り 切ら な い ボ スキ ャ ラ … FEA 
動態 視力 の 限界 に 迫る スピ ー ド … 

超 高 速 疑似 スプ ライ ト が 織り 成す 。 XF-068A クロ ス ド ッ ク が 駆 + 抜け る Se 人 
メタ ル サ イ トワ ー ル ド / 華麗 な ミュ ー ジ ッ ク に の っ < て 今 … w 


TAKE OFFZ. 
要塞 の 中 を … ザ バン ナ を … 
洞窟 の 中 を … 天 空 を … A.D.1989.12. 夢 が 形 に な る … 
開発 oO = ニーーーーーーーー 
ASÍ Team Cross Wonder ONLY X68000 標準 価格 
E = 東京 都 東 久 留 米 市 本 町 1-13-11 8,8007 


B TEL 0424-74-6009 SYSTEM SACOM & TEAM CROSS-WONDER 


+ taxi o 


a h O. [tover wane 


ここ ーー こい いい 


ノベル ウェ ア の 更 な る 閣 化 


DYZ 西暦 2049 年 。 人 口 の 増加 で 地球 は 飽和 状態 を むか えて いた 。 こ の 限界 状況 を 打 
A 破 する た め に 、 ア メリ カ が 主導 し 世界 が 共同 で 開始 し た 事業 、 そ れ が 宇宙 植民 
ー 計画 で ある 。 ご これ は 地球 人 類 を 宇宙 空間 に 移住 させ る と いう も の で あり 、 一 歩 
4 一 歩 計 画 は 進め られ て きた 。 そ し て 2049 年 、 計 画 の 最初 の 成果 さら C が 遂に 完 
Lito スト ー リ ー は この SC の オー プン を めぐ る サス ペン ス で ある 。 プ レイ ヤ 
N 一 は SC 取材 班 の 一 員 ERR と な る 。8SC に 対す る 様々 な 疑問 を 持ち な が 
Y ら 相 馬 謙 は 地球 か らら SC へ の 旅 、SC の 取材 ツア ー な ど 、 次 々 と 未知 の 世界 を 
$ 目の当たり に し て ゆく 。 相 馬 謙 は この 計画 に つい て ほとん ど ご 知識 が な く 、 プ レ 
> イヤ ー と 同じ 程度 の 知識 で 取材 に 挑む 。 彼 が 見 て 感じ る も の こそ が プレ イヤ ー 
MZ の 感じ る も の な の だ 。 そ し て この 取材 活動 の 中 で 、B 〇 オー プン を 巡る 陰謀 の 
IN 影 が …… ら に 反対 する も 替 成す る も プレ イヤ ー 次 第 。5049 年 の 世界 を じ っ く 
SA り 楽し ん で も らい た い 。 


$ 好 評 発売 中 
@ X68000 5-2HD yr 
@ ロ ー ラ ンド 社 MT-38 完 全 対 応 
( (MIDI イ ンタ ー フ ェ イ スポ ボー ド -Z-6BMI が 必要 で す 。) | っ 
@ 標準 価格 9,800 4 


株 式 会 社 シス テム サコ ム 


〒130 東京 都 墨田 区 両国 4-38-16 
両国 桜井 ビル 4F 
TEL.03-635- 7609 


* 標準 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


NN で 
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A 


公 U120-377-999 


商品 に つい て の お 問い 合せ は 各店 又は 


通信 販売 部 谷 (03)251-9911 


「 コ ンピュータ ルー レッ ト 」 で 
RIMA 
FRA 12/3175 EE 


| 万 円 以上 お 買物 の 方 に 1 回 の チャ ンス / DR / 


THE AKIHABARA EXCITING FESTA 


BEBA REA SEO Do 
"89.11/24 90.1/7 BÆ CŒ / 


娘 5.000 円 以上 の お 買物 で も れ な く 抽 選 券 を プレ ゼン トノ 


ゲー ム 
E ソフ ト が 安い / 


i mn A fl 
Off セ ー ル を 開催 / 


期日 :『/d・g4・ 2: eg 


AX’ / テ 4/ zo グ Mer ツク モ 特 価 
e CZ-888C-BK……… \169.800 \ 158,000 


eCZ-860D-BK \92.200 
ETA 
+25-MD-2400B を 価 Y49.800 


(300/1200/2400 ボ ー) 


特価 \ 77,500 台数 限定 


今 、 大 容量 の ハー ド デ ィ スク が 大 人 気 / 


ー ※1D 番 号 の 切り 替え スイ ッ チ に より 
アイ テッ ク 1% i A 


設 ド ライ プ と し て も 使用 可能 。 
IT X-640 40MB、28ms O 


EM Y 158,000 
VIERMEL2E.000 

IT X-680 80MB(40MB+40MB), 20ms 
EM Y 198,000 


64%0FF 


II EFHMELIG,000 
秋葉 原 
5.5 


(S)AMI0: 15~PM7:00 FRREMAA1/10:17 


/ 
p 
w 


NANA EXPERT 
AN 65000 EXPERT [272] 
CZ- -602CC ms 4 72M RAM 標 準 搭載 ) 


CZ-612C(40MB ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ ) 
A ENEE 定価 \466.000 


FEIN IMA 
13 UUNIN L 


LEA R 


4 GE 


ETT 68000, PRO 


At VORR TATÓ ‘PROLI A 
: AE) 


CZ - 662C(40MB ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ ) 
ee 定価 \408.000 


アク セ サ リ ー い ろ い ろ ( 税 列 ) 
廊 ツ クモ オリ ジ ナ ルキ ー ボ ー ド 延長 ケー ブル … ツ クモ 特価 ま 7 , ダダ の メ キー ボー ド セ フ ティ カバ ーASC108… ツ クモ 特価 ま の , @ の の 


O) la E AE E ツク モ 特 価 ぎの ,/ ダ の の ささ キー ボー ド ダ スト カバ ーADC108 


| NE MIDI セ ッ ト 


CM- ini に に アン フリ ーー 定価 \69.000 
SX- 58M MIDI ボ ー ド RR E IEE E EE T 定価 \19.800 
CZ-247MS MUSIC PHO-68(MIDI) 定価 \28.800 

合計 定価 \117.600 


23 EMEI, JOO crame? 9) 


CM- 32L MIDI 音 源 (MT- 32 コ ン パ バチ) 定価 \69,000 
SX-68M MIDI ボ ー ド RS 定価 \19.800 
OZ-e50MS MUSICstudio PRO-68K Ver] .1 定価 \28.800 

合計 定価 \117.600 


YI ERME のみ, の の (消費 税 別途 Y2.994) 


(セッ ド ) 
OM-B4 MIDI 音 源 (MT-32+ オ サン プリ ング 音源 ). 定価 \129,000 
SX- BBM MIDI ボ ー ド iia carre 定価 \19. 800 


CZ-65MS Musicstudio PRO-68K Verl].]- 211 Y 28,800 


合計 定価 \177.600 


ツク モ 特 価 ¥753,000¢ 消費 税別 途 \4.590) 


1MB 内 蔵 RAM (CZ-600C 専 用 ) …………… 定価 \35.000_ 


CZ-6BE1 


CZ-6BElA 1MB 内 蔵 RAM(ACE・PRO シ リー ズ 専 用 )…… 定価 \38.000_ 
CZ-6BE2 2MB 増 設 RAM ポ ー ド …… ーー 定価 \79、800_ 
ロン -6B ビ 4 AMBIÑĘRAM H-P 定価 \138.000_ 
CZ-6BP] 数 値 演算 プロ セッ サポ ボー ド ……・… ーー 定価 \79.800 


※ 大 好評 イン テリ ジェ ント コン トロ ー ラ ー 登 場 / 
これ で あな た の 部 屋 は ゲー ムセン ター…。 
CZ-BNJ2 error rocosos 0 151€ E (MH Y 23,800 


や っ ぱり 、 カ ラー プリ ンタ ー が 欲し く な る 


@ カラ ーー 漢字 24 ド ッ ト 熱 転写 プリ ンタ ー 


CZ-BPC3 ULA ツク モ 特 
ゅ カラー 漢字 48 ド ッ ト 熱 転写 プリ ンタ ー ( 色 は 黒 、 又 は クレ ー を 指定 し て 下さ い 。) 

CZ-BPC4 A A AO 定価 \99.800_ 
@ カラ ー イ メー ジジ ェ ッ ト プ リ ンタ ー 

IO- 735X O S AN 1248-000 
@24 ピ ンカ ラー 漢字 ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ ー a 

CZ- BPGl a AD ¡sn Eí m 430,000- 


24 ピ ンカ ラー 漢字 ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ ー(136 桁 ) 
CZ- BPG2 PU D UN T iy EE 1m 69-000 


ツク モ は 「 ス ハーバ ーX PRO SHUP」 で す 。 


PRU 
STAFF 


AEAEE T101-91 東京 都 千代 田 区 神田 郵便 局 私 書 箱 135 号 


DE 


カー ド 払 い _ 全国 代金 引き 換え 配達 クレ ジッ ト 払 い 
ARRETAN T: ZETA お 申し 込み は 谷 03-251-9911 へ お 電話 1 本 ノ 月 々 Y3、000 以 上 の 均等 払い も 頭金 な し 、 
御 本 人 様 よ り 電 話 で 通信 販売 部 へ お 申し 込み 下さ い 配達 日 の 指定 も で きま す 。 夏 ・ 冬 ボー ナス 2 回 払い も 受付 中 。 


〒101-91 東京 都 千 代田 区 神田 郵便 局 私 書 箱 135 号 


ツク モ 特 価 \/, の の の 


お 勧め ソフ トウ ェ ア 


Kamikaze (神風) 統合 型 ス プレ ッ ド シー ト … ツ クモ 特価 まう Z, ぢ の の 
SOUND PRO-68K サウ ンド エディ ター の 定価 \15.800. 
MUSIC PRO-68K ミュ ー ジ ッ ク ッ ー ル ーー 定価 \18.800_ 
Sampling PRO-68K AD PCM 活 用 ソフ ト …………… E (mY 17,800. 


Musicstudio PRO-68BK V1.1 。 MIDI マ ル チ レ コー ディ ング ソン フト 

ROO RR 定価 \ ギ 28.800 
MUSIC PRO-68K (MIDI) music PRO- A ba cs 

定 
ソン グラ イブ ラリ <]01 曲 集 》 MUSIC PRO-68K デ ー タ 曲 集 CEA 
Communication PRO-658K NM EEE 定価 \19.800 
た 一 みのる 通信 ソラ トド ドド ドー ドー ドー ドド ーー ドー クモ 特価 ¥70. 900 
た 一 みのる P「 た 一 みのる 」Ver UPN coreo DERDES, 200 
DATA PRO-68K リレー ショ ナル デー タベース 定価 58000 
CARD PRO-68K カー ドド デー タベース …… い "の 定価 \29.800 
xCYBERNOTE PRO-68K 複合 型 パ ー ソ ナル デー タベース 
A A EN EI TN 価 \19.800. 
x Stationery PRO-68K ステ ー シ ョ ナ リー ツー ル … 定 価 
※ 電子 手帳 と の 通信 ケー ブル は 別売 で す 。(\.500) 

シス テム 手帳 リフ ィ ル 集 CARD PRO-68K 用 フォ ー ム 集 ‥ 定 価 \9.800. 
活用 フォ ー LÆ CARD PRO-68K 用 フォ ー ム 集 ・……… ド ーー 定価 \9.800 
Z's STAFF PRO-68K Ver2.0 グラ フィ ッ ク ツ ー ル 

TIA AN ES AAA ツク モ 特 価 Y 49.300 
Z's Triphony DIGITAL CRAFT 
3 次 元 サ ー フ ェ イ スモ デリ ング ツー ルー ドー ドド ドド ドド ドー ツク モ 特 価 まる タタ , ず の の 
New Print Shop PRO-68K 高 機能 ポッ プア ー ト ツー ル 

ASIENTA as e DIAS NN SSA AAS 定価 \19.800 
サイ クロ ン Express 2.0 レイ トレ ー シ ン グ ソ フト ウェ ア 

orde ツク モ 特 価 * 67.000 
Terazzo SPRITE EDITOR PRO- 68K 
高 性 能 ス プラ イト エディタ 1t ド t ト ん (バド パー トー ドー ドド ドド ーー トー ツク モ 特 価 \ 7 の , ず の の 
C-TRACE BB レイ トレ ー シ ン グ ソ フト ウェ ア ……… ツク モ 特 価 \ う みず の の 
C COMPILER PRO-68K C 言 語 開 発 セッ ト ……… 定価 \39.800 
Final X68000 マル チ フ ァイル ・ ス クリ ー ン ・ エ ディ タ Y J EHM Y 52.500 
Al-68K AI プロ グラ ム 開 発 ツ ウー ル に に に に に rtrt 定価 \188.0Q0_ 
REDUCE 数 式 処 理 用 ソフ ト … ド (ドド ドド ーー… TATE y 795.000 
OS- 9/X68000 X68000 用 OS-9 ドド に ドー ドド に ドド に ドド ドゥ naar 価 \29.800 
C€e プロ フェ ッ シ ョ ナル バ パッケージ os- ca: バイ ラ セ ッ ト 


DEVUELVA AIRE AUS RAR vy ク モモ 特価 \ の , 3 の の 
mFORTH Compiler FORTH コ ン バ イ ラ セ ッ ト 

に ¥77,800 

Human68K Ver2.D Human68K の NEW バー ジョ ン ……… 価 \9.800. 


※ そ の 他 、 ゲ ー ム ソフ ト も 続々 発売 中 で す の で 、 pe at 


太 超 特価 は お 電話 に て お 問い 合せ 下さ い 。 


ツク モ 7 号 店 203-253-4199 
FIC 


hp “E 


P? gga B ゃ => 
MARTE 


ERAS 


ョ ツク モ 5 号 店 人 な 03-251-0531 
ニュ ー セ ンタ ー 店 2 03-251-0987 
IA hE 1 S5 2052-263-1655 
A hE 285E 2052-251-3399 
5Y J Æ A MB 2011-241-2299 
現金 書留 払い 銀行 振込 払い 


事前 に 谷 で お 届け 先 を ご 連絡 下さ い 
九 十 九 電機 栓 通信 販売 部 Oh. ノ X 係 富士 銀行 神田 支店 ( 普 )No894047 


x 表 示 価 格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


CYBER STen 


@ CZ-8NJ2 
(定価 \23.800) 


超 低 金利 クレ : 


ジッ ト OK. 


IZ/15 一 1/15 


台数 限定 


・ ジ ョ イカ ー ド 

CZ.888C 寺 CZ860D+M-2HD(10 枚 ) (ニム 3 種 

定価 \269.600P ・ バ バン コン ラッ ク ② め 3 段 
プレ ゼン ト 中 

(ボー ナス 併用 も 有り ます TEL 下 さい ) 送料 消費 税込 み . グ 


12 回 14.300|24 回 7.500|836 回 5,100|48 回 | 4.000|60 回 3,300 


ジョ イス テバ ッ ク 送料 \500 
| @X-1PRO 

E (MY 9,500» 

| @ ASCII STICK 
H Y 6,800» 


| 


ー | 
EXPERT & PRO セ ッ ト で お 買い EXPERT (ボー ナス 併用 も 有り ます 。TEL 下 さい ) 
上 げ の 方 に A セッ yk: CZ-602C+CZ-603D rines EM Y 440,800» 
| 6 ディ スケ ッ ト (10 枚 ) [ 12 回 | 28.100 |24 回 | 14.700 [36 回 | 10,100 '|48 回 | 7.900 |60 回 | 6.600 
| ; B セット : CZ-602C+CZ-602D ーー に oo ドー 定価 Y 455 800» 
| e ケ ゲーム [12 回 | 29.200 |24 回 | 15.300 |36 回 | 10,500 |48 回 | 8.100 |60 回 | 6.800 
@ アフ ター バー ナー( 定 価 \9.200) セッ ト : CZ.602C+CZ-612D ドド ドド 定価 Y 475 .800P 
0 CZ.8NJI (ジョ イカ ー ド ) | 12 回 | 30.600 |24 回 | 16,000 11.000 48 回 8.600 7.200 
プレ ゼン ト 中 D) セット 5 CZ-602C+CU-21CD E AO 7E fi Y 495,800» 
Cea | 31,500 |24 回 | 16,500 |36 回 | 11,400 |48 回 | 8,800 [60O 回 | 7.400 
HE EXPERT-HD 
A セ ッ ト : CZ-612C+CZ-603D oe EM Y 550,800» 
12 回 35.000 |24 回 | 18.300 |36 回 | 12.600 |48 回 | 9.800 | 60m | 8.200 
(B) セ ッ ト CZ-612C 圭 CZ-602D A NN ii Y 565,800» 
L12 回 | 36,100 |24 回 | 18,900 |36 回 | 10.100 |60 回 | 8,400 
El セット : CZ-612C 圭 CZ-612D 上 ーー に に に om mm 定価 Y585. 800» 
+ 12 回 | 37,500 |24 回 | 19,600 5 [ 60681 | 8,700 
Deyr: ELITE LCU IIED erosiones 定価 605,800» 
[| 12 回 | 38.400 |24 回 | 20.100 |36 回 | 13.800 [48 回 | 10,800 |60 回 | 9.000 | 
PRO (ボー ナス 併用 も 有り ます 。TEL 下 さい 。) 
EXPERT & PRO セ ッ ト で お 買い A TO EM Y 382,800» 
上 け の 方 に 12 回 | 24.500 |24 回 | 12.900 |36 回 | 8.900 |48 回 | 6.900 |60 回 | 5.800 
@ ディ スケ ッ ト (10 枚 ) B セ ッ ト と CZ-652C 十 CZ-602D DASS EAN SEGS ee E fi Y 397,800» 
12 回 25,600 | 24® | 13,400 | 36 回 9.200 | 48 回 7.100 |60 回 | 6.000 
レ @ ゲー ム EE CRI EZ E D eaea mai E EM Y 417.800» 
X @ アフ ター バー ナー( 定 価 \9.200) (12181 | 27,000 | 24 回 | 14.200 |36 回 | 9.700 | 48 回 7,600 | 608l | 6.300 
~ $ se an Devt : CZ-652C 圭 CU-21CD …0… の Otto ドド ドド IE 
0 %CZ6NJI( ジ ョ イカ F) 2m 28.000 24A] 14.700 10.000 7.800 |60 回 | 6.500 
2 センド 中 PRO-HD 
y! A) セ ッ ト : CZ-662C +CZ-603D iba A T EAT i Y 492 800» 
12 回 | 31,400 |24 回 | 16.400 |36 回 | 11,300 48 回 8.800 7.400 
B) セ ッ ト CZ-662C+CZ-602D DESEADA AOS 1i Y 507,800» 
| 12 回 32,400 |24 回 | 17,000 11,700 48 回 9.100 
= = : AZ 8 Sys C セ ッ ト ・ CZ-662C 圭 CZ-612D ーー ドド ーー ンー i Y 527,800» 
月 A aT UT a Ta IY WA 「12 回 | 33.900 |24 回 | 17.800 12.200 | 48 回 9.500 |60 回 | 7.900 
V Y e い WA DD) セッ ト : OZ + CUDIOO ricino cnc cree rones E (ñ Y 547,800» 
を | 12 回 | 34.800 |24 回 | 18.200 |36 回 | 12.500 |48 回 | 9,700 |60 回 | 8,100 


送料 、 消 費 税 別 | 


@ CZ-611C( 本 体 ) = / @ ディ スケ ッ ト 10 枚 

@ CZ-603D( モ ニタ ー) H| @ ゲー ム | 

e CZ-8NJ2 (CYBER STIC)  \e 送 料 、 消 費 税込 み / 
ミレ 


定価 \508.400 


| 台数 限定 


(回 270| | sn ml nam|m| 8000 [som 6700 


モニ ター を CZ-602D( 定 価 \99.88) に 変更 の 場合 


い @ CZ-652C( 本 体 ) @ ジョ イカ ー ド (8NJ1) DE 
i いか ん 
か è CZ-611D( モ ニタ ー -m P | ゃ ディ スケ ッ ト (10 枚 ) = 
Pe pa E 。 @0Z-8PK8(24 ピ ン 、 漢 字 、136 桁 ) | 0 ゲー ム プ レ ゼ ント 中 CIEN IN 
= て / 2 E ÓN J レ | E 
Y (定価 \584.000) 


@ CZ-611D( 定 価 \145.000)( 


1288 32300 [24m |17200| 365 11.800 


ara| 9200 [eom] 7600 | | 


12 回 | 30.100|24 回 | 15 700 |36 回 | 10800|48 回 | 8.400 160 回 | 7.000 


¡ERRE e CZ-612D( 定 価 \119.800) に 変更 の 場合 


変更 の 場合 


128 30, 700 2468 16,1 100|36 回 | 1 COR eom] 7 7.100 | 


(ボー ナス 併用 も 有り ます , TEL 下 さい 。) 


@ 木 広告 の 掲載 の 商品 の 価格 に つい て は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 年 末年 始 の ご 案内 : 
ーー 平日 AM10:00-ーPM8:00、 日 祭 AM10:00- PM7:00 


@ 営業 時 間 


(ボー ナス 併用 も 有り ます 。TEL 下 さい 。) 


1g/30 一 1/3 は お 休み させ て いた だ きま す 。 


y» 


回 と 60 回 払い まで OK./ 


Ae À 


£ E R 


Z's STAFF PRO68K Ver2.0C ソ アァ イト) 定価 \ 58,000» フフ A SF ES 
C-TRACE68( キ ャ スト D) cc ..oooorrrorconccnannanancccccccacacaccacas 定価 \ 68,000w» a 
米 2CRONE( ア ンス ・ コ ン サ ル タ ン ツ ) OK ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ささ まう 定価 Y 58,000» O HXD-040(40MB/23ms) A AS 定価 \1 18,000» O 
アニ メキ ッ ト ( ア ンス ・ コ ン サ ル タ ン ツ ) 1 和 ※ ド ーー ドー 定価 \ 5,000» @ HXD-042( 増 設 用 ) HA E (1 Y 128,000» 
テラ ッ ツ ォ ( ハ ミン グ バ ー ド ) ーーー ト トー トー トト トド ドド < バト ッ ーー 定価 \ 19,800» ーー — 、、 
G-68K(OH! BISINESS)+ ++... .oooocrmoroninonocinnonoccncanoccnas 定価 \ 14,800m»> I イ T7 `I pd 7 
KAMIKAZE( サ ムシ ング ・ グ ッ ド ) ーー ドド ーーー 定価 \ 68,800w» O ITX-640(40MB/28ms) …………… EM Y 158,000» > 
EW&EI (A —AR)000ooooorooncrncccccnccccnccanacncononcnonononon o? 定価 \ 38,800» Fon/QnMR / う rm) ES 
C& Professional Pack (マイ クロ ウェ アジ ャ パン ) ………… 定価 \ 58,800» e|Tx-680(80MB/20ms) EM Y 198,000» 
Final Ver3 .2( エ ー エ スピ ビ ピー) ee 定価 \ 38,000» | 
DATA PRO68K CZ220BS ーーーーーーー リ ドド に に に に ーーー 定価 \ 58,000 Y 2 e EN A A E A rs iy a py 
CARD-“PRO68K' CZ226BS + Tsocicónoncarica rain 定価 \ 29,800 Set を ー ain 
C compiler PRO68K CZ211LS・ の の の スト ドド ーー 定価 \ 39,800w»> @ CZ-8PC3( カ ラー 漢字 24 ト ッ ト 熱転写 フ リ ンタ ー ) 
O03:9/X68000 CZIIISS smote canarias sen 定価 \ 29,800» 定価 Y 65,800 air tico で 
AIGSK CZ2IALS score arce 定価 \ 188 ,000=»> SS e dida の 
THEMÍNV2 0 CZ224ES is cinc da cir: 定価 \  9,980m» O CZ-8PK8( 24€ ン 漢字 フ リ ンタ ー ] 36 桁 ) 
SOUND PROG8K visitara rre 定価 \ 15,800» 定価 Y 152,000 A A A 
MUSIC PROGEK CZ213M sss SR ca apra 定価 \ 15,800» š 
Sampling PRO68K CZ215MS coord 定価 Y 17 , 300» O CZ-8PC4 P&A 特 選 グ 
MUSIC-studio. PRO68K 237 ア MS の へ いい 3 いる ない oe る sssbsvEaaares 定価 \ 15,800 定価 Y 99.800 an oc 
MUSIC-PRO68K[MIDI) 247MS ee 定価 \ 18,800» 
New-print Shop 221HS 一 ド ーーーーーー ト ゆ ドビー ドド ドド ドド ドド ーー 定価 \ 19,800» 
Communication 223CS ーーー ド ーーー ドー 定価 \ 19,800» 
(MD-2400B (オム ロン ) 上 ① れ ーー ヨー ゆ バツ フイ ーー ドド ドド ドド ト トト トト トト トト トト トト トー トーーー・ TE (MH Y 49,800» 
MD-2400F (JAO raaes sn adria E (MH Y 59 ,800m» > y 
( 〇 PV-A2400MNP4( ア イワ ロフ) >0ooocccoccccccononcconccnnnc ca ncnn nar TE (MH Y 46,800} % 
DOZINS id , ‘000 > DPV-A24MNP5 (P47) MLCLKCKKKLKCLDLCDCLOT 定価 \ 54,800» 
トコ tan 定価 Y 33.100P P & A 特選 パン コン ラッ ク (送料 無料 移動 自由 (キャ スタ ー 付 ) 
OCZ-5TU ULA AAA AENA AE 定価 \ 33. 100» My 
①)BF-68PRO AAA 定価 M 19,800» SÓ +, 
ECZ- OBEI CC 定価 \ 35,000» (A) 3É% =——= li B AER a O 5ER 
POCZ- 6BEIA トバ ーー ドド ドド ドド ドド ドド ーーー 定価 \ 38,000» : | m r 
OCZ :| 】 コス SC サド ドド ドリ ドア ドド ドド と で アド すす キキ ドド PF ドド 定価 \ 79.800» 875 (H) 1320(H) e 1280 (H) 
Hg CzZz-6BE4 EAR E A AO EE EE EE 定価 \ 138,000» b 
e A ION e A E Xx 580(D) に X600(D) = x600(D) 
(〈 ゆ CZ-6B ロ I EE EE E SIERRA ER E SAA 定価 \ 79,800» | | 
K)CZ-6BMI OR A O A EA NO 定価 \ 26 ,800» X 610 (W) i. | X 630 (W) | E X 620 (W) $ 
(CZ 1 = 】 ECECCCPCPCPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPEPPPPPPPPPEPPPPFPPPFPPPPE 定価 Y 88,000» a; 。 /4 
(MAN S100 ATACAN ir 定価 Y 36,600» の “y Y 
CZ 6SDl:nnt 定価 \ 44 3800» z 
OCZ- 8PC3 oooeocoeeooeooeeeeoooeeeeoooeeeeeoeeeeeeeeeoeeoeeeeeeeeeeeeee 定価 Y 65,800 
CZ-8PCA ee 定価 \ 99.800 | | 
QC_CZ-8PKT 定価 \122,000 ; O X-68000 セ ッ ト ………… » @ CZ-856C……… » @ CU-14AG2 > 
(JOA ーーーーー に ドド ドド に に ピー 定価 Y 152,000 | e X-68000ACE セ ッ ト Eer @ CZ-870C OO 3 @ CU-14H2 > 
ATA 定価 \ 89,800 @ X.1 タ ー ボ 7 セッ ト …… > @CZ.881C…… » @ CZ.8PC2 …… > 
①CZ-6PVI O A NN 定価 Y 198,000» | @ X-1G/30 セ ッ ト お > @ CZ-820D A] È @ CZ-8PK6 RÍO b 
O10-735X 一 ーー ドド ドド に に ピー ツー デー 定価 248 000» | 0 CZ:822C ¿romania > e CU-14GB…… > 
VCZ-8BSI ETEA NAAA EEEE EE E EET 定価 \ 23,800» | e CZ-8300 e ISAE > @ CU-14BD OS > る 
e = ー キ エー に a ゃ > -o 
通信 販売 お 申し 込み の ご 案内 


その 場 で 高価 現金 買取 り ・ 高 価 下 取り OK. グ 
画 ま ず すず は お 電話 下さ い 。 咽 下 取り ・ 買 取り で お 急ぎ の 方 、 直 接 当社 に 
03-651-1884 来店 、 ま た は 、 宅 急便 に て お 送り 下さ い 。 

FAX:03-651-0141 
@ 下取り の 場合 …… 価格 は 常に 変動 し て いま す の で 査定 額 を お 電話 で 
確認 し て 下さ い 。 (差額 は 、P&A 超 低 金利 クレ ジッ ト を ご 利用 下さ い 。) 


る @ 買取 り の 場合 …… 現品 が 着き 次 弟 、2 日 以内 に 買取 り 金 額 を 連絡 し 、 
振込 み 、 又 は 書留 で お 送り 致し ます 


近郊 の 方 は 、P&A 本 店 まで 、 直接 お 持ち 下さ い 。 
即金 に て 、 \ 1,.000,000 ま で お 支払 い 致 し ます 


レーーーーー 


アフ ター 


サー ビス 万 全 


全 商 品 保証 付 。 専 門 の 担当 者 が お 客 様 の 立場 で 対応 し ます 。 


初期 不良 、 輸 送 ト ラブ ル etc. 
万 が 一 初期 不良 、 輸 送 ト ラブ プル が 発生 し まし た 際 に は 、 即 交換 させ て いた だ きま す . 


@ 定 休日 / 宇 週 水曜 日 三 第 3 水曜 ・ 木 曜 は 連休 と させ て いた だ きま す ( 祭 日 の 場合 は 翌日 に か り ま す ) 


D A 株 式 会 社 ピー・ ア 


@ 現 全書 留 及び 銀行 振込 


@ マイ コン 
@ ビ デブ 
@ ビ デ ナ テ ー プ 


t MOS OST 


込み の 方 は 、 上 記 商 品 の 料金 に 3% 加 算 の 上 で お 申し 込み 下さ い 。 詳 し く は 、 お 電話 で お 問い 合せ 下さ い 。 


ンド ・ エ ー 
T124 東京 都 葛 飾 区 新小岩 2 丁目 1 番地 19 号 


[現金 一 括 で お 申し 込み の 方 〕 
人 @ 商 品名 お よび お 客 様 の 住所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を ご 記入 の 上 、 代 金 を 当社 まで 、 現 金 
書留 で お 送り くだ さい 。( プ リン ター・ フ ロッ ピー の 場合 、 本 体 使用 機種 名 を 明記 の こと ) 
[銀行 振込 で お 申し 込み の 方 〕 

@ 銀 行 振込 ご 希望 の 方 は 必ず お 振込 み の 前 に お 電話 に て お 客 様 の ご 住所 ・ お 名 前 ・ 
商品 名 等 を お 知ら せく だ さい 。 


GRAZ) 住友 銀行 新小岩 支店 


〔 ク レジ ッ ト で お 申し 込み の 方 〕 当 No.263914 峰 ピ ー・ ア ンド ・ エ ー 


電話 に て お 申し 込み くだ さい 。 クレ ジッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り いた し ます の で 、 ご 記入 
の 上 、 当 社 ま で お 送り くだ さい 。 
@ 現金 特別 価格 で クレ ジッ ト が 利用 で きま す 残金 の み に 金 利 が か か り ま す 。 
0 1 回 一 60 回 払い まで 出来 ます 但し 、1 回 の お 支払 い 額 は 3,000 円 以上 。 
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"> nn OONA いざ こう し て フタ を 開け て 
現実 目 の だ り に し て し まう と 感 佑 深い も の が あり ます 。 パ ソコ ン ゲ 
O E ARBOL ETRE BAS TOTES, や は り 寂 


人 「 今年 は OhIMZ 賞 , Oh!X1 賞 , そし て OhIX68 賞 と いう 各 
| 失 種 別 の 護 は 取り 上 止め る こと に し まし た 。 そ の 代わ り と いっ て は な ん で 
| 新た だ に シミ ュ レ ーション ゲー ム 賞 と いう も の を 設置 し まし た 。 次 
| 次 と 遇 で (る ゲー ム の 数 々 , 当然 その 分 だ け そ れ ぞ れ の ゲー ム の ジャ ン 
も 充実 し て きま し た 。 こ うい っ た 時 代 の 流れ に 対応 すべ く , 新しい 部 
PERMUTO CEE, パソ コン ゲー ム 全 体 の 活性 化 に つなが る の 
| TR, と 思い 設置 し た わけ で す 。 
| < れ に し て も , - の 1 年 の パソ コン ゲー ム 界 は 充実 し て いた の で は な 
| の と 思い ます 。X68000 に お ける ビデ オ ゲ ー ム か ら の 移植 の 応酬 , それ 
諾 対す る X1 の 名 作 た ち 。 その 両方 の カ が ぶつ か り 合 っ て , ゲー ム を 作る 
側 と DU て は より 高度 な レベ ル の も の を 作る こと を 強い られ , 昨年 より も 
還 に 華 と も に 向上 し た と いえ る で し ょ う 。 こ うい っ た 状況 は 喜ば し いこ 
と だし, 今後 も 大 歓迎 で す 。 
義家 を 見 て (だ さい 。 こ れ は , 昨年 と 同じ よう に アン ケー ト ハ ガキ 
| の ! 推 誘 す る ソフ ト 」 の を まとめ た も の で す 。 2 月 号 か ら 12 月 号 まで 
上 の カ月 間 の アン ケー ト ハ ガキ の な か か ら , 各 月 1100 通 ずつ , 計 12100 通 
を 無 作為 に 選び その 結果 を 集計 し て あり ます 。 
II て いた だ けれ ば わか る と は 思い ます が , X68000 の 「 ア フタ ー バ ー ナ 
上 上 上 =』 が ダン トッ の 1 位 。 そ の ほか X68000 で は , アク ショ ン , シュ ー テ ィ 
ミラ ク が 上 位 を 占め て いま す 。 一 方 X1 は , 昨年 も ノミ ネー ト さ れ て いた ゲ 
ー ム が 名 前 を 連ね て いま す 。 さあ, 一 発 逆転 な る か , 皆さん の 各 賞 へ の 
清き 一 票 を お 待ち し て お り ま す 。 
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1989 GAME OF THE YEAR 


アン ケー ト ベ スト 50 
1. アフ ター バー ナー (X68000) …… ム に ら つ ヘ ーー ドド ドド ドー… 937 
92. テト リス .(X1/XBH0O00D oo i oes Si es eae Seti dein pee eve 486 
3, ソー サリ アン (Xl)eeeeeeeesssesereseesesessesseoecsseseosceceseoe 479 
4. ジェ ノ サ イド (X58000) Meee 453 
5. SUPERR 大 戦略 OX1/XBBD00) ee 303 
6. スタ ー ク ルー ザー (X1/X68000) omen: 272 
7. ファ ンタ ジー ゾー ン (X68000) a 066 
8. 三国 志 (X1/X68000) esse 191 
9. ドラ ゴン スピ リッ ト (X68000) mean 184 
10. ウィ ザー ドリ イィ (X1/MZ-2500) 上 ビー と ビー ジー ヨ ニ る の ヘー ドー ドーーーー 181 
11. イー ス II (X1) 上 … 和 ※ ま ーー ドド ドド ドド ドド ドド ト いこ 180 
12. 信長 の 野望 ・ 戦 国 群雄 伝 (X1) … 上 …… ぬ … 上 (ひひ … ド ーー… 176 
13. サン ダー フォ ー ス II (X68000) ene 173 
14. ラス ト ハ ル マ ゲ ドン OXBBOODO) …(… じ (つの パパ ド ーー ドー…ー…ー 149 
15.。 リ ボル ティー II OC) 0ooornoncornconancarcancananonccnaconacananonos 132 
16. 今夜 も 朝 ま で PODWERFUL ま あじ ゃ ん らら (X1/X88000) 110 
17. Might & Magic2 (X1/XB8000) -eee 103 
18. R-TYPE (X68000) ---ees-ererssesessesessesseesenssseseeseeseneo 99 
19. アド ヴァ ンス ト ・ フ ァ ン タ ジ ア ン (Xl) ーーー ニー トド ーー…ー…ー…ー… 90 
20. ボス コ ニ ア ン OXBBODO) ena. 82 
21. めぞん 一 刻 ・ 完 結 編 ス ペ シ ャ ル (X58000) ーー 81 
pp スペース ハリ アー (X68000) nene 78 
23. デス ・ ブ リン ガー (X68000) Meenaseeeeseeeeene 77 
24. マー ダー クラ ブロ X OXBBODOO) oeseeeeeeee: BB 
p5、 ニ ュー ジー ラン ドス トー リー (X68000) -00000orrrrrrorrrorco oo» 66 
26. サイ オブ レー ド (X])eeeeeeseseseesessenesssesseseseeeesesoeneeeee 61 
27. パッ クマ ニア (X68000) eis 59 
28. 源平 討魔 伝 (X68000) eis 58 
29. Might Q Magic (X1/XB68000) nena: 57 
30. サバ ッシュ (X68000) ---+----ss-reeseseseseeseseroeeeesesseseesenee 56 
31. D-RETURN (X68000) ++... ooroooooororncncnccnnnanccaconnrnnno 48 
32. O A 44 
33. ロー グ ア ラ イ アン ス (X1/X88000) 上 …… 〇 C…( ド ホホ ドー トー ドー ドド …… 43 
34. RHABSOME (X1/XB68000) nesses 41 
35. イー ス (X1 …… ブ ーー ドド 39 
36. AJUBTHZ3I (X68000) ieee 38 
37. 信長 の 野望 ・ 全 国 版 (X68000) enema 37 
38. ハイ ドラ イド 紀 (XJ) 上 上 デ 層 ュ ュ ーー ドド ドド ドド つい 3B 
39. グラ ディ ウス (X68000) 上 上 和 〇 (ー 和 ブー ドド に に に に ーー 35 
40. 熱血 高校 ドッ ジ ボ ー ル 部 (X68000) ee 34 
41. リン グマ スタ ー 1 (X68000) … 人 (つつ ( 旗 店 に に に に に に に つの 33 
42. AAS (XB68000) ee 3] 
43. Wte (X68000) eines 30 
44. EXE (X68000) ees 29 
45. ウイ ング ス (X68000) ene 28 
46. メタ ル サ イ ト (X68000) +... ooorocrocoocrcnccccnnccco conan res: p7 

MO IA 27 
48. 若き 狼 と 白き 牝 鹿 ・ ジ ン ギ スカ ン (X1/MZ-2500) ………… 26 
49. AFHÉOMDX (X68000) esse 25 
50. ナイ ト ア ー ム ズ (X68000) onsen 24 


(0 SF, ET そえ 子 「 し の る や と うこ 」 っ て いう FN 
の よ 。 よめ ゆこ じゃ た な いか 5、 凍 計 え な いで ね 。 
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Oh!X ゲ ー ム 大 賞 

この 賞 は , 文字 どおり いま まで に 発売 され 
た ゲー ム の な か で , 最も プレ イヤ ー を 楽し ま 
せ て くれ た も の に 贈ら れる 栄誉 ある 賞 で す 。 
今年 も 多種 多様 な ジャ ン ル か ら 15 本 が ノ ミネ 
ー ト され まし た 。 こ れ ら の ノミ ネー ト 作 品 を 
見 て 気づく こと は , X68000 は 今年 発売 され た 
シュ ー テ ィング が 主流 で ある の に 対し , XI は 
昨年 も ノミ ネー ト さ れ た RPG が 依然 と ESA 
気 が 衰 え ず 登 場 し て いる と いう 点 で す 。 特に 
ASAS と TY HOT MAS 
も う 脱 帽 モ ノ で すね 。 

し か し , ちょ っ と 残念 に 思う 点 は , 相 変 わ 
ら す 全体 的 に 他 機 種 か ら の 移植 も の が や た ら 
と 多い こと で す 。 そん な な か て 新規 参入 会 社 
で ある ズー ム の オリ ジ ナ ル ゲ ー ム 「 ジ ェ ノ サ 
OO の Sn ド IND れ も 上 限 人 CI A 
本 ファ ルコ ム が ゲー ム 界 の 五木 ひろ し な ら , 
ズー ム は 光 GENJI と いっ た と ころ で し ょ うか 。 
どこ ま て で て 票 を 集め て くれ る か 楽し み で す 。 


・ ア フタ ー バ ー ナ ー (X68000) 

・ イ ー ス II (X1) 

・ ウ ィ ザ ー ド リィ (X1/MZ-2500) 
・ 三 国 志 (X1/X68000) 

・ サ ンダ ー フ ォ ー ス II (X68000) 
・ ジ ェ ノ サイ ド (X68000) 

・ ス ター クル ー ザ ー (X1/X68000) 
・SUPER 大 戦略 (X1/X68000) 
"ソー サリ アシ (X1) 

・ テ トリ ス (X1/X68000) 

・ ド ラゴン スピ リッ ト (X68000) 
・ 信 長 の 野望 ・ 戦 国 群 雄 伝 (X1) 
・ フ ァ ン タ ジ ー ゾ ー ン (X68000) 
・ ラ スト ・ ハ ル マ ゲ ドン (X68000) 
・ リ ボル ティ ーII (X1) 


オリ ジ ナ ル シ ナ リオ 賞 

ゲー ム は 架空 の 世界 だ と は いえ , や は り 背 景 
に ある シナ リオ が じ つ っ つかり し て いな いと . 楽し 
み も 半減 し て し まい ます 。 特に RPG や AVG, シミ 
コジ ジョ ン と いつ た ゲ グモ ム で は : ツナ 中 め 
レベ ル の 高 さ が , その まま ゲー ム の 良さ に つ な 
が っ て きま す 。 しかしながら, 完成 度 の 高 さ は 
年 を 追う ご と に 上 が っ て いる の で , プレ イヤ ー 
EL CASALS: 


A y ュー マップ 


ゲー ム デ ザイ ン 賞 

SODOR, ゲー ム を 作る うえ で の 発想 の 良 
さ や, その 基本 設計 を 評価 する も の で す 。 KD) 
F AD ッ ク や シナ リキ が どう の さき 9 


の と いう の で は な く , ゲー ム 自 体 の コン セ プ 


ト が よい も の , も し く は 機種 の 特性 を 生か し 
た も の に 贈ら れる 賞 な の で す 。 こ こ で は 各 機 
種 の 性 能 の 違い な の か , X68000 は アク ショ ン 
や シュ ー テ ィング と いっ た 動き の ある も の が 
多く , X| は RPG や シミ ュ レ ーション と いっ た 
じっくり 腰 を 据え て や る ゲー ム が ノミ ネー ト 
SAURA TE, 

・ ア フタ ー バ ー ナ ー (X68000) 

三国 志 (X1/X68000) 

・ ジ ェ ノ サイ トド (X68000) 

SZARA ARIN: 

・ フ ファンタジー ゾー ン (X68000) 


テー ヤマ 音 楽 党 

ゲー ム の 面白 さや その ゲー ム ら し さ を 演 出 
し て くれ る ゲー ム ミ ュー ジッ ク 。 年 々 タレ ベル 
が 上 が っ て いて , MIDI 対 応 の も の まで 登場 す 
る な ど , ゲー ム に 浸る た め に は 必要 不可 欠 な 
要素 と な っ て いる よう で す 。 

2 0 VA MM maS シュ ー 


れ る, そん な BGM タ イプ の ゲー ー ム ミュ ー ジ ッ 
ク が 目立ち まし た 。 


・ ジ ェ ノ サイ ド (X68000) 

・ 新 九 玉 伝 (X1) 

・ ス ター クル ー ザ ー (X1/X68000) 

・ ス ター シッ プラ ン デ プ ブー (X68000) 
・ ボ スコ ニア ン (X68000) 


さ て, 今回 の ノミ ネー h 作品 の な か で も ひと 
きわ 異彩 を 放っ て いる の が ツァ イト の 「 ね じ 
式 」。 地 味 な が ら も な に か 奥深 いも の を 感じ させ 
る 新しい タイ プ の シナ リオ で し た 。 


CENTRAR NARRA IRA) 
KHZ (X1) 

・ ね じ 式 (X68000) 

・ 原 宿 ア フタ ー ダ ー ク (X1) 

・ マ ー ダ ー ク ラブ DX (X68000) 


グラ フィ ッ ク 賞 

ゲー ム を 買う と き に は グラ フィ ッ ク で 決め 
る , と いう 人 が いる ほど 重要 な 要素 で ある グ 
ラフ ィ ッ ク 。 単に 絵 が きれ いな だ け で な く 。 
「 き れい に 見 せる 」 と いっ た セン ス や テク ニ 
ッ ク も ポイ ント と な り ま す 。 

今年 は ,「 速 い ス クロ ー ル を し て も 絵 が ちら 
つか な い 」 な どの 利点 を 持っ た X68000 が や は 
り 強 く , 4 本 も の 作品 が ノミ ネー ト さ れ ま し 
た 。 し か し , じっくり と 絵 を 楽し め る 「 イ ー 
ス II」 も 捨て が た いも の が あり ます 。 


・ フ ァ ン タ ジ ー ゾ ー ン (X68000) 
・ ジ ェ ノ サイ ド (X68000) 

・ サ ンダ ー フ ォ ー ス II (X68000) 
・ マ ー ダ ー ク ラブ DX (X68000) 
・ イ ー ス II (X1) 


特殊 演出 部 門 賞 


SOM, ゲー ム の 良し 悪し に か か わら ず , 
いか に し て その ゲー ム を プレ イヤ ー に アピ ー 
ル し た か , と いう こと を 評価 する も の で す 。 
シナ リオ を 損なわ ず に 「 ゲ ー ム を 見 せる 」 と 
いう 工夫 や 技術 , そし て プレ イヤ ー を あっ と 
いわ せる よう な 演出 を 疑 ら し た ゲー ム に 贈ら 
れ ま す 。 

今回 ノミ ネー ト さ れ た 4 作品 は , それ ぞ れ 
趣向 を 凝ら し た 演出 で て , プレ イヤ ー を 楽し ま 
a ES a SS co 


・ サ イオ プレ ー ド (X1) 

・ デ ス ・ ブ リン ガー (X68000) 

・ ス ター クル ー ザ ー (X1/X68000) 
・ ね じ 式 (X68000) 


主演 品 助 演 キ ャ ラク タ 賞 


今年 の この 部 門 で は , 人 それ ぞ れ の 思い 入 
れ と いう も の を 尊重 し て , あえ て ノミ ネー ト 
は し ませ ん で し た 。 今 年 | 年 あな た が 出会っ 
た パン ツ コ ンダ ゲ ダーム の な か で 忘れ られ な い 、 


忘れ た く な い , と いっ た キャ ラク タ た ち に ぜ 


U | 票 を 投じ て あげ て くだ さい 。 
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SF& フ ァ ン タ ジ ー 賞 


昨年 は お 休み させ て いた だ いた この 賞 で すか が, 
まだ 水 だ 人 複 活 きせ る こと に な っ て じまい まし た 。 
理由 は ノミ ネー ト 作 品 を 見 て いた だ けれ ば わか 
る と 感 い ます 。 

架空 の 存在 で ある ゲー ム の 世界 に あっ て , ど 
li DS U SE, まだ ファ ンタ ジッ ク な 
世界 を 展開 し て プレ イヤ ー の 想像 力 を 沸き 立た 
せる か 。 こ れ は 古今 東西 ゲー ム に お いて の 重要 
な 課題 で す 。「 あ あ , こ の ゲー ム を や っ て よかっ 
た 」, そう 思わ せる よう な ドラ マチ ッ ク な 展開 が 


移植 ビデ オ ゲ ー ム 賞 

この 賞 は , ビデ オ ゲ ー ム か ら 移 植 さ れ た ゲ 
ー ム の な か で も 完成 度 が 高く , 人 気 も 高かっ 
た も の に 贈ら れ ま す 。 さ す が に ビデ オ ゲ ー ム 
の 主流 が シュ ー テ イン グ と アク ショ ン の せい 
か , X68000 の ひと り 舞 台 と 化し て し まっ た よ 
う で す 。 ゲ ー セ ン で 1!00 円 玉 を 注ぎ 込ん だ ゲー 
ム た ち が , すべ て 居 な が ら に し て で きる 幸せ 
な 時 代 が , も うそ こま で 来 て いる よう で すね 。 


・R-TYPE (X68000) 

・ ア フタ ー バ ー ナ ー (X68000) 

・ フ ァ ン タ ジ ー ゾ ー ン (X68000) 

・ パ バッ クマ ニア (X68000) 

・ ニ ュー ジー ラン ドス トー リー (X68000) 


海外 移植 ゲー ム 賞 

日 本 の パソ コン ゲー ム も それ は それ て で 楽し 
い の で す が , や は り 海 外 に も 良い ゲー ム は た 
くさ ん あり ます 。 日 本 の も の と は 別に , 発想 
の 違い や 観点 の 違い な ど が 逆 に 新鮮 に 見 えた 
り も し ます 。 そ うい えば , あま りあ ちら の ゲ 
ー ム に 「 お 涙 ち ょ うだ い 」 も の は あり ませ ん 
ね (関係 な いか )。 

そう いっ た 海外 移植 も の の な か か ら , AS 
の 高かっ た も の を ノミ ネー ト し て み ま し た 。 


e Might & Magic II (X1/X68000) 

・ ロ ー グ アラ イア ンス (X1/X68000) 
・ ウ ル テ ィ マ (X1) 

・WINGS (X68000) 


ある SF& フ ァ ン タ ジ ー ゲ ー ム に こそ 贈り た い 皿 
で す 。 人 今回 ノミ ネー ト さ れ た 4 作品 は , そう い 


っ た 点 で 十分 に この 軸 に 値する と 思い ます 。 


AUX)? と お っ し ゃ る 方 も いる と は 


思い ます が , あれ は あれ で すご くく ファン タ ジ ッ 
ク な ゲー ム だ と 思い , ノミ ネー ト さ せ て も らい 


まな 


・38 万 キロ の 虚空 (X68000) 

・Might € Magic II (X1/X68000) 

・ ア ド ヴ ァ ンス ト ・ フ ァ ン タ ジ ア ン (X1) 
・ ね じ 式 (X68000) 


シュ ー テ ィング ゲー ム 賞 

今 食 ⑳ 庫 の 部 間 全 豊作 だ っ た の で 議 及 誰 5 ネ 
ー ト 作品 を 選ぶ の に ずい ぶん と 頭 を 悩ま せま 
し た 。 が , 結局 無難 な 線 で 落ち 着い た と いえ 
ELE PB シュ ー テ ィング いう 部 
門 の せい か , X68000 が 大 部 分 を 占め る と いう 
結果 に な り ま し た 。 

アラ ター パー ナー を 筆頭 に , CORTO 
伸び STRECE ころ で す 。 


・ ア フタ ー バ ー ナ ー (X68000) 

・ フ ァ ン タ ジ ー ゾ ー ン (X68000) 
・ サ ンダ ー フ ォ ー ス II (X68000) 
・ リ ボル ティ ーII (X1) 

・ ボ スコ ニア ン (X68000) 


シミ ュ レ ーション ゲー ム 賞 

今年 は な ぜ か や た ら と シミ ュ レ ーション の 
秀作 が 多く , 評価 せ ざ る を 得 な く な っ て し ま 
っ た た め , 突如 と し て 設置 し て し まっ た この 
部 門 。「 三国志 」 や 「SUPER 大 戦略 」 と いっ た 
ウォ ー シ ミ ュ レ ーション だ け で な く 「 プ ロダ 
クシ ョ ン ・ マ ネー ジャ ー」 と いっ た タイ プ の 
シミ ュ レ ーション が 出 た こと も 喜ば し いこ と 
で す 。 じ っ くり と 楽し みた いで すね 。 


・SUPER 大 戦略 (X1/X68000) 

・ 三 国 志 (X1/X68000) 

・A 列 車 で 行こ う II (X68000) 

・ プ ロダ クシ ョ ン ・ マ ネー ジャ ー (X68000) 
・ ウ ォ ー ニ ング (X68000) 


「 肉 体 は 思 者 する か 」 


イン テリ ジェ ント 賞 

昨年 パズル ゲー ム 賞 と テー ブル ゲー ム 賞 に 
分 けた この 部 門 で し た が , テー ブル ゲー ム の 
ノミ ネー ト の 大 部 分 が 麻雀 ゲー ム と いう 事態 
が また も や 生じ て し まい そう だ っ た の で , M 
雀 ゲ ー ム の レベ ル 向 上 を 願っ て また くっ つけ 
EAE: ANE SA ON TS 

頭 の 血 の め ぐり を よく し た り , の ほほ ん と 
楽し む の に は これ ら の 作品 が ぴっ た り だ と 思 
いこ の 5 作品 を ノミ ネー ト し まし た 。 


・ 琉 球 (X68000) 

・ テ トリ ス (X1/X68000) 

. Æ 1 (X68000) 

・ 森 田 将棋 II (X68000) 

・ 有 麻雀 狂 時 代 SPECIALII・ 冒 険 編 (X1) 


スポ ー ツ 大 賞 


この 賞 は , いわ ゆる スポ ー ツ ゲー ム の 力作 
に 贈ら れる 賞 で す 。 昨 年 は , 野球 ゲー ム ま っ 
盛り と いう 感 の あっ た この 部 門 で す が , S 
は ゴル フ に ビー チバ レー, 野球 に エア ホッ ケ 
AUNAR IPD AUS dd えら りら a 
ボツ ケチ *cr( ま 科 ポー ツ も や な か いつ 7) の えい 
Aa AI A TNEI EE て スコ ンス ヨン 
や る ん だ か ら ヘ へ ヘタ すり ゃ 全身 運動 モノ で し ょ , 
あー た 。 


・ パ ワー リー グ (X68000) 

・ ダ ブル イー グル (X68000) 

・ シ ャ ッ フ ル バ パッ ク ・ カ フェ (X68000) 
・V'BALL (X68000) 

・ 野 球 道 (X1) 


底抜け 脱線 ゲー ム 賞 


読者 の 皆さん も 一 度 は 経験 が ある 失敗 買い 。 
思っ て いた も の と ずい ぶん 違っ て 悲し み に く 
要 な さ 導 ああ る た で し よう 。 で の 選 い を と う 
a e e dy OO AN Eo Ora E 
り も 治まっ て 「 あ っ は っ は て , HNE ŽIR 
然 と し た な あ 」 と 笑っ て 話せ る よう な も の に 
限り ます 。 推薦 理由 も 一 筆 添 えて くだ さい ね 。 


ノミ ネー ト な し 
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KS こ EA $ 


ファ ン キ ー ア イデ ア 賞 


この 賞 は 。 プ レイ ヤー の 脳天 を ぶち 抜く よ 
うな 強烈 な イン パク ト を 与え て くれ た ゲー ム , 
も し く は , いま まで 取り 上 げ ら れ な か っ た こ 
と を 題材 に し た ゲー ム に 対し , その アイ デア 
を た た えて 贈ら れる 賞 で す 。 

没 個性 の この 時 代 に あっ て , ポリ シー を 持 
っ て 独自 の 世界 を 切り 開い て くれ た この 4 作 
品 を , 今回 は ノミ ネー ト し た いと 思い ます 。 

昨年 の | 位 は , 当然 と いおう か や は り 「 た 
ん ば 」 で し た 。 大胆 な 発想 と グラ フィ ッ ク が 
この 賞 を 確立 し た と いっ て も よい で し ょ 3 う 。 


・ ね じ 式 (X68000) 

・ 琉 球 (X68000) 

・ ソ フト で ハー ド な 物語 2 (X68000) 

・ デュアル ターゲット 第 4 の ユニ ッ ト 3(X68000) 


最 優秀 パフ ォ ー マ ンス 軸 


今回 惜しく も ノミ ネー ト に 漏れ て し まっ た , 
も し く は ノミ ネー ト ま で に 発売 が 間に合わ な 
か っ た , そん な 悔し 涙 を 流し た ゲー ム も た く 
SAA USC CARI か な た 
ちの な か に も | の の に ここ れ は 凄い とう 
な ら せ た 宣伝 用 ソフ ト , いわ ゆる デモ ソフ ト 
を 作ら て くれ た も の が あり まし た 。 SOR, 
パソ コン ショ ッ プ な どの 店 頭 デ モ で 大 活躍 し 
て くれ た ゲー ム に 贈ら れる 賞 で す 。 今回 ノミ 
ネー ト さ れ た この 3 本 , 思わ ず お 店 で 見 入っ 
て し まっ た 方 も いら っ し ゃ る の で は ? 


・ 夢 幻 戦士 ヴァ リス II (X68000) 


・ ミ ッ ド ・ ガ ルツ ゴー ルド 68K (X68000) 
・ ナ イト アー ムズ (X68000) 


その 他 自 由 応 募 部 門 党 


この 部 は も な うな か な ん で も アリ で すこ と こと 


に 載っ て いな く て , で も ぜひ みん な に 知ら せ 
た KA だ の ウ 。 て こる か ら な ん で る OK た だ 
し , 内 輸 ウ ケ の も の は ちょ っ と , ね 。 昨年 は 
「 と で 賞 」 っ て の が や た ら と 多かっ た で す 。 
今年 は いっ た い ど うな る こと や ら …… E 
ら も スペ ー ス を 空け て 待っ て ます の で ガン が ガ 
ン 応募 し て くだ さい 。 


ba 


PAUSE? 


dd 


@ す タイ マー ズ の CD を 買っ た 。 う 一 ん , BART 
も こう いう 歌詞 が の っ か る ん だ 。 平沢 進 の 「 時 
空 の 水 」 も よかっ た な あ 。 細野 晴臣 の 「omni 
Sight Seeing」 も 気持 ちよ か っ た し 。 と て も TR- 
808 使 っ て る と は 思え な いも ん な 。 そ の 辺 の ライ 
プ バ ンド より ずっ と 音 が リア ル だ も ん 。 映画 も 
プラ ッ ク レ イン な ん て すご か っ た し な 。 HERE 
弱 ぎ ざり ぎり の 女 た ち も 楽し か っ た し 。 で も 意表 
を 突 か れ た の は パト レイ バー (映画 だ よん ) だ 
な 。 思 っ た より 面白 か っ た し な 。 さすが 微妙 な 
暗 さ は 押井 守 だ 。 今 年 は 豊作 だ っ た , と いう ん 
TOD 

T, 肝心 の ゲー ム だ けど 。'88 年 に 比べ る と 揃 
っ て た ね 。 特に 下半身 (じゃ な か っ た 下半期 )。 
上 半期 は アフ ター バー ナー な ん か の シュ ー テ ィ 
ング 勢 に 押さ れ て いた けど ,。 下 半期 に な る と 変 
な ゲー ム が 現われ た り ( 琉 球 。 ね じ 式 ), 空前 の 
ゴル フ ゲ ー ム ラッ シュ (Sron DTA, 
造 か な る オー ガス タ , ダブ ルイ ー グ ル な ど ) な 
ど 新 し い 動 き が 見 られ た か ら 。T&E よ , は や く 
X68000 版 オー ガス タ を 作れ よ ( そ 一 いえ ば, T&E 
っ て 私 の 実家 か ら 車 で 10 分 くら い の と ころ に あ 
る ん だ よね )。 私 お すす め の ゲ ー ム は と いう と , 
有無 を いわ せ ず 「 ね じ 式 」 だ 。 RAS TIP 
タ ジ ー ゾ ー ン 」 と 「 ダ ブル イー グル 」 っ て と こ 
だ な 。 頑 張れ , ね じ 式 。 

それ に し て も , ここ 数 年 上 位 を 独占 し た イー 
ス & ツ ソーサリアン, 大 戦略 , 光栄 シミ ュ レ ー シ ョ 
ン の 3 大 派閥 は 強い な あ 。 自民 党 も ああ な っ ち 
ゃ っ た こと だ し , 新しい 波 が 打ち 寄せ れ ば 90 年 
代 は 楽し い 日 々 を 過ごせ る か も し れ な い 。 


は , 今月 号 の 愛読 者 カー ド の 記入 欄 , また は 官 
製 ハ ガキ に Oh!X ゲ ー ム 大 賞 と ソフ ト 名 (今年 は 
原 別 と じ て で これ を 明記 する こと に し ます ), その 
ほか 自分 の 応募 し た い 各 賞 の 名 前 と ソフ ト 名 , 
そし て それ ら の 推薦 理由 を 明記 し て , Oh!X 編 集 
部 まで お 送り ぐだ さい 。 

お 送り いた だ いた ハガキ の 中 か ら , メッ セー 
ジ を 採用 させ て いた だ いた 方 に 抽選 で , 任天堂 
の 「 ゲ ー ム ボー イ 」 を 1 名 の 方 に , アポ ボロ の 

「BATMOBILE」 と , BNN 発 行 の 「RPG 秘 宝 館 」 

「RPG 人 名 録 」「RPGI00 の 疑問 」 を 各 5 名 の 方 
_ に, また 100 名 の 方 に は Oh!X 4 月 号 の 表紙 を あし 
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CONDITION 


Pr ETORCEN | „p Oit 
だ リト ニー ニー ゴ bs 


(荻窪 圭 ) 

使わ が X シ リー ズ に お いて , "89 年 の 大 き な 事 件 
は 2 つ あ る 。 ひ と つ は , X68000 専 用 の 新作 が 登 
場 し 始め た こと だ 。 い まま で は , アー ケー ド の 
移植 , また は 既存 ソフ ト の グレ ー ド アッ プ バ パー 
ジョ ン が ほとん ど で あ っ た 。 そ れ が , 他 機 種 に 
は な い , X68000 で し か 遊べ な い ゲ ー ム が 登場 し 
始め た こと は , 実に 誇らしい こと だ 。 

ソフ ト ハ ウス に と っ て 移植 も の と いう の は , 
すでに 他 機 種 で ある 程度 の 評判 と 儲け が ある た 
め , | 機種 くら い コ ケ て し まっ て も た いし た ダ 
メー ジ に は な ら な が ない が 新作 で コケ ね な の を ん で 
も な いこ と に な る 。 他 機種 に 移植 し て も ヒッ ト 
は 期待 で き な い し , まし て や X68000 の よう に 単 
一 機種 の 性 能 を フル に 生か し た も の だ と , 移植 
さえ も で き な い か も し れ な い の だ 。 それ を 考え 
る と た いし た 冒険 行為 だ っ た と いえ る か も し れ 
な い 。 

こう し た 偉業 を 成 し 遂 曽 た ソフ ト ハ ウ 『 刀 
ル シ ス ソフ ト 」「 ズ ー ム 」「 シ ステ ム サ コ ム 」 な 
ど に は 拍手 を 送ら な けれ ば な ら な い だ ろ う 。 

さて , も う ひ と つの 事件 と いう の は , いわ ず 
と 知れ た '89 年 夏 の ピッ グイ ベン ト 「 イ ー ス 3 」 
に , XI シ リー ズ が 参加 で き な か っ た こと で ある 。 

これ は , その 後 の XI シ リー ズ の 新作 含有 率 に 
か な り の 打撃 を 与え た よう で , 今後 の 行方 が 心 
MIDE SACO CESAR ZA 
側 の X | か ら X68000 へ の 移行 が 確か な も の に な 
E ASE e Me pá 
P.S. 今 年 も お も し ろ い ゲー ム が た くさ ん 出 ま す 
E SINE IND (西川 善司 ) 


ら っ た 特製 「OhX ノ ー ト 」 を プレ ゼン ト し ます 。 


締め 切り は 2 月 15 日 (当日 消印 有効 ) で す 。 皆 


さん か ら の た くさ ん の こ 応 募 , 編集 部 一 同 お 待 
まま すら 
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OFTOUCH 


SOFTWARE INFORMATION 


IF TUANE 
MEORNNIIN 


X1/turbo 
ウル ティ イマ 中 
X68000 

A-JAX 

ERA 

信長 の 野望 ・ 戦 国 群雄 伝 
Mistve 

ダン ジョ ンマ スタ ー 
Musicstudio Mu-1 
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A-JAX 


全 ⑧ ス テー ジ の シュ ー テ ィング ゲー ム c 2D ズ デー ニン で (8 
超 音 速 ヘ リ で 真 上 か ら の 視点 で 攻撃 , 3D ス テー ジ で は , > 
ェ ッ ト 戦 闘 機 で 真後ろ か ら の 視点 で 攻撃 する と いう ひと 粒 


で 2 度 お いし い ゲ ー ム だ 。 


に 話題 の ノ フ トウ デー 


いや = 先月 は も の すご い ゲ ー ム ラッ シ 
ュ で 思わ ず ペ ー ジ を 拡張 し て お 届け し まし 
た が , 今月 は また 通常 に 戻し て 進め て いき 
た いと 思い ます 。 で は , さっ そく 〈 順 を 追っ 
て 紹介 し て に きま し よう 。 ます ゆ コ ナミ か 
ら 5 発売 きれ た A-JAX。2D と 3D の ステ ー ジ 
で 構成 きれ た シュ ー テ ィング ゲー ム て す 。 
な か な か の 出来 が な が の て 。 ゲ ー セ ン て 炊 を た 
人 も これ な ら 満 足 ど きる か な 。 同じ てく アー 
ケー ド か ら の 移植 ゲー ム , 電流 新聞 社 の モ 
トス も 発売 され まし だ た 。 こ ちら は GAME 
REVIEW て 紹介 し て いま す の で , あと て どじ 
っ くり 読ん で くだ きい ね 。 そ うそ を そう, シン 
キン グラ ビッ ト の 倉庫 番 パ バー フェ クト も X1 
版 と X68000 版 が 同時 に 発売 され まし た 。 こ 
ちら も GAME REVIEW で 紹介 し て いま す 。 

先月 紹介 し た カオ ス の アル ビオ ン で す が , 
を ろ を 2 発売 と し いう こと て で 画面 写真 を お 大 
けし まし ょ う 。 発売 が 楽し み で すね 。 

前 作 か ら わ ず か 1 カ月 と 上 いう の に , 勢い 
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づい て は や ば や と 第 2 弾 が 登場 し て し まっ 
た の が デー タウ エス ト の Misty2。 基本 的 な 
シス テム は 前 作 と 同じ 。 じ っ くり 推理 を 述 
で 5 し た い 方 に は お すす め て す 。 あ と シリ 
ー ズ も の と し て は ポ ボ ポニー キャニオン か ら ウ 
ル テ ィ マ 四 が 登場 。 前 作 よ り も は る か に 操 
作 性 が よく な っ て いま す 。 ウ ル テ イ マ フ ア 
ン は 見 逃 せ ませ ん ね 。 

Dl, シミ ュ レ ーション ゲー ム の 大 御所 
光栄 か ら は 待ち に 待っ た 信長 の 野望 ・ 戦 国 
群雄 伝 が X68000 に 登場 。 光 穴 か ら は さら に 
水 溢 伝 が 89 年 中 に 発売 され ます 。 お 止 月 に 
じっくり 家 で や る の も いい の で は 7? お っ 
と 。 そ を うだ 。 も ラ う ゆ ひと つ ル ミュ レー ショ ン 
ゲー ム が あっ た ん だ 。 ボ ー ス テッ ク か ら 。, 
あの 銀河 英雄 伝説 が 出 ま す 。 早 けれ ば 1 月 
ころ に は 発売 か も ゃ 。 と を とう ご 期待 ! 

を の ほか 入っ て きた 情報 と し て は , MAN. 
M Software の X1 用 RPG ア ル ガ ー ナ , ポニ 
ー キ ャ ニオ ン か ら 同 じ く X1 用 RPG プ ー ル ・ 
オプ ・ レ ディ アン ス , X68000 用 に は ビク タ 
ーー 音楽 産業 の ダン ジョ ンマ スタ ー な と が , 
それ ぞ れ 開発 中 と の こと 。 お お年玉 を た だ た め て 
楽し み に 待 っ て いま し ょ う 。 て は 、。 ま た 。 


さん 元気 に 寝込ん で ます か 2? 浦川 で す 。 今 
月 の TOPIO で す が , し ば らく 続く と 思わ れ た 均 
衛 杖 態 が 突 禁 パラ パラ に な っ て し まい まし じ た 。 
確か に 「 上 位 3 作 に 喰い 込め る ソフ ト を 期待 す 
る jj」 と ど は 言い まし た けど まさ か こん な 定番 が 


入っ て くる と は …… a CS O 
アッ プ を 果たし た ソフ ト は X1 に も ある も の ば か 
Dd 


な ぜ で じ ょ よう 7 知っ て る けど 教え な い 。 で 
れ で も アフ ター バー ナー が この 大 変動 に 耐え 披 
き , トッ プ を 堅持 で きた の は , X1 ユ ー ザ ー か ら 
の 支持 も 厚かっ た の が 大 きい よう で す 。 

下位 の ほう に は , 年 末 の 新作 が ぼ つ ぼ つ 顔 を 
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資 …… 12 月 日 現在 発売 中 衣 …… 近 日 発売 予定 
明記 され た も の 以外 の 価格 に つい て は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 
巡 ウルティマ 中 

ミナ クス と モン ディ ン の 減 亡 後 , 平和 だ っ た ブ 
リタ ニア に 次 な る 危機 が お と ずれ た 。 海上 に は 謎 
の 人 和 島 が 姿 を 現し , 山 に は オー ク が は び こ り 始 め た 。 
海上 の 経済 は 完全 に スト ッ プ , そし て 港 に た どり 着 
いた | 隻 の 廃 船 に 書き つけ られ た 血 文字 …… EXO 
DUS。 2 人 の 魔術 師 に 生み 出さ れ た 「 何 か 」 が 復讐 
を 開始 せん と し て いる の だ ! 

ウル ティ マシ リー ズ の 3 作 目 。 今回 は キャ ラ 
クタ ー デ ザイ ン や シス テム が 一 新 さ れ , 心機 一 転 
の 出来 に な っ て いる 。 注目 の 1 作 。 


X1/turbo 用 5”2D 版 2 枚 組 8,800 円 
ボ ポニーキャニ オシ B03(221)316! 
X A-JAX 


2D と 3D の ステ ー ジ で 構成 され た シュ ー テ ィング 

ゲー ム で , 赤い 敵 機 を 破壊 し て 出 て きた カフ セル 
を 取る こと に より , パワ ー ア ッ プ し て いく 仕組 み 
に な っ て いる 。 また, 赤い 敵 機 の 編隊 を 全 減 さ せ 
て 出 て きた カブ セル を 取る と , 自 機 と 同じ 動き を 
する オフ ショ ン が 全く 。 ステ デー ジ は 9 つ 。 も ちる 
ん ジョ イス ティ ッ ク 対 応 だ 。 


X68000 用 5”2HD 版 3 枚 組 8,800 円 
373 2203(264)567 | 
次 モト ス 


敵 を 体 当 た り で は じき 飛ば す と いう , 単純 明快 
な ルー ル の アク ショ ン ゲ ー ム 。 こ ちら も アー ケー 
ド か ら の 移植 だ 。 ラ ウン ド は 62, オブ ショ ン は パ 
ワー パー ツ と ジャ ンプ パー ツ の 2 種 。 う まく 使 
っ て 攻撃 を 有利 に 運び た いも の だ 。MIDI 対応 と い 
9 の も う ② れ し い 。 


出し て きま し た 。 特 に 票 の 伸び が 期待 で きそう 
な の は , ナイ ト ア ー ム ズ と メタ ル サ イ ト の 2 本 。 
どちら も みん な が 葉書 を 出し た 頃 は デモ し か な 
か っ た は ず な ん で す が , その デモ の イシ パク ト 
まま か っ た を いこ の 30 し Jo 発売 後 の 動 
き に 注目 だ ぁ 。 

この 先 。 モト ス に ラグ ー ン に スー パー バハ バング 
オン に サン ダー ブレ ー ド に A-JAX と , 強豪 が ぞ 
く ぞ く と 本 えて いま す 。 し ば らく GAME OF THE 
YEAR と の 兼ね 合い も あっ て , 得票 は 乱れ そう で 
す が , その 混乱 の 中 か ら 抜 け 出 る の は どこ か 楽 
し み で すね 。GAME OF THE YEAR の ほう も , お 
ハガキ お 待ち し て ます 。 で は また 。 
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アル ガー ナ 人 
X68000 用 5”2HD 版 7,800 円 
電波 新聞 社 703 (445)61 11 


文 信長 の 野望 ・ 戦 国 群雄 伝 

いま や 歴史 物 SLG と し て 名 高い 「 信 長 の 野望 」 シ 
リー ズ 最 新版 が いよ いよ X68000 に も リリ ー ス され 
る 。 基 本 的 な 路線 は 同じ だ が , 今回 は 新た に 人 材 
登用 と いう 要素 を 加え た の が 大 き な 特 徴 。 個 性 あ 
ふれ る 武将 は 200 名 を 超え , これ ら の 人 材 を 取り 立 
て て 内 政 の サポ ー ト 役 と し た り , 領地 を 委任 し た 
り で きる の だ 。 また, 戦争 シー ン の ルー ル も 若干 
シス テム アッ プ さ れ , 夜戦 や 籠 城 戦 な どの 戦略 が 
新た に 加わ っ た 。 


X68000 用 5”2HD 版 2 枚 組 9,800 円 
AR 3044 (61)686| 
y Misty2 


早く も シリ ー ズ 第 2 弾 が 登場 。 今 回 は ユー ザー 
か ら 寄 せら れ た も の も 含め 5 つの シナ リオ が 用 
意 さ れ て いる 。 聞き 込ん だ 情報 か ら 推理 し , 質問 
こ 答 える と いう パタ ー ン は 前 作 と まっ た く 同 じ 。 
紙 と 鉛筆 を 用 意 し て , 得 た 情報 を じっくり 考え よ 
う 。 お 便り コー ナー や 探偵 講座 も ある ぞ 。 
X68000 用 5?2HD 版 5,000 円 
デー タウ エス ト Z206 (968) 1236 
太 ダ ンジ ョ ンマ スタ ー 

欧米 で 大 人 気 だ っ た アク ショ ン RPG が , FTL 社 
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自身 の 移植 で ビク ター 音 産 より 発売 に な る 。 ゲ ー 
ム は 破壊 され た 世界 を 復元 する カギ と な る ファ イ 
アス タッ フ を 手 に 入れ る た め , 4 人 パー ティ で 全 
I14 レ ベル の 迷宮 に 挑む と いう も の 。 

落ち て いる も の を 見 る , 食べ る , ECHA 
と いっ た 幅広 い 行 動 が で き , メニ ュー を 開い て い 
る 最 中 で も 敵 は 自分 の 判断 に 基 い て 動い て いる 
と いう 凝り よう だ 。 武器 の リー チ や , 攻撃 の 方 向 
に よる ダメ ー ジ の 違い に まで こだわ り , あたかも 
自分 が 実物 の ダン ジョ ン に 入っ て いる か の よう な 


感覚 が 味わえ る 。 
X68000 用 5”2HD 版 9,800 
ビク ター 音楽 産業 203 (423) 7901 


壇 Musicstudio Mu-1 

Musicstudio か ら リ アル タイ ム 録 音 機能 を 除い て , 
細か な 改良 を 加え た MIDI プ レイ ヤー。PC-9801 用 の 
"aj" ミュ ョ ュー 六郎 」 の デー タ が コシ バー 
ト , 演奏 で きる の が 最大 の 特徴 だ 。 

ミュ ー ジ ッ ク シ ェ ル も 大 幅 に 機能 アッ プ し , 操 
作 性 も 向上 。 その ほか , カラ ー 化 され た ウィ ンド 
ウ に マジ ッ ク パ レッ ト で 描い た 絵 が 読み 込め た り , 
ウィ ンド ウ 内 に テレ ビ が 映る イメ ー ジ モー ド も 付 
いた 。 サ イ バ ー ス ティ ッ ク に も 対応 する 。 

X68000 用 5”2HD 版 価格 未定 

サン ・ ミ ュー ジ カ ル ・ サ ービス 容 03(419)8839 
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今月 は 年 末年 始 の せい も あっ て か , 紹介 し 
た い ゲ ー ム が 7 本 も 出 て き て し まい まし た 。 
X1 に は 「 ヒ ー ロ ー・ オ プ ・ ラ ンス 」 と 「 ウ 
ル テ ィ マ 吊 」 の 2 本 を , X68000 に は 「 シ ャ 
ッ フ ル バ パッ ク ・ カ フェ 」「 フ ラッ ピー2」 を 
は じ め 5 本 を 用 意 し まし た 。 


2 の Oh!X 1990.1. 


ヒー ロー ・ AJ. ssa 


言わ ず と 知れ た 海外 の 移植 ゲー ム 。 RPG と 
思い き や , 8 人 の 冒険 者 を その つど 替え て 
剣 や 魔法 で 戦っ て いく アク ショ ン ゲ ー ム だ 。 
あな だ た は 「 ラ ンス ( 昔 の カー の 外人 で 
は な い ) の 仲間 た ち 」 と な っ て ドラ コ ニ ア 
ン を 倒し ,。「 ラ ンス の ヒー ロー」 と な る の が 
使命 ど " この ゲー ム の マニ ュ ア ル に は , K 
胆 に も ち 「 こ れ は RPC で は な い 」 と 書か れ て 
いる が どう 見 た っ て アク ショ ン RPG だ ろ 
う 。「 仲 間 た ち 」 と いっ だ っ て , 同時 に 操 れ 
る の は ひと り だ か ら , 大 昔 に や っ た だ 某 レ リ 
クス の ヒ ョ コ ヒ ョ コ 歩き を 思い 出し て し ま 
ぅ 5 の だ っ た (も っ と も こっ ち は も セー ブ プ で き 


RPG で は な いと いう だ け あ っ て , な か な 
か アク ショ ン 性 の 強い ゲー ム に な っ て いる 。 
特に , 敵 が ヒ ョ コ ヒ ョ コ と 歩い て き て 合 を 
プン プン 振っ て , こっ ち も プ ンプ ン 振 っ て 
いる と , その うち 敵 が ば ぱん! と は じ け る 
ょ うに や られ る の が 小気味 よい じい 。 な ん と い 
っ て も , 英語 モー ド で や れ ば 語学 力 が つく 
の が よい 。 さす が 移植 ソフ ト で ある 。 ちな 
み に こ れ は , ウル ティ イマ を 移植 し た ポニ ー 
キャ ニオ ン の 移植 で ある 。 

熱中 度 pp に らら Pb (Œ) 
と 皆さん ご 存じ の テー プル トー ク RPG. 
AD&D の コン ピュ ー タ ゲー ム で す 。 ドラ ゴ 
ン ラ ンス 戦記 は 小説 化 ら きれ て いる の で , H 
を 通し た こと の ある 人 な ら 「 ゲ ー ム の 遊び 
方 」 を 読め ゆば , すぐ に 遊べ る で し ょ 2 う 。 

この ゲー ム は 意外 GAL!) に も アク シ 
ョ ン ゲ ー ム な ん で すね 。 て っ きり フツ ー の 


RPG だ と A だ Rata, ちょ っ と 新鮮 な 


区 き を 覚え て し まい まし た 。 基 本 は 8 人 の 
パー ティ の な か か ら 状 況 に 応じ て ひと り を 
選び 剣 や 弓 , 魔法 な ど で 戦 っ て いく と いう 


も の 。 Th, アク ショ ン ゲ ー ム な の で あま 
り 魔法 を 多用 し な い ほ う が 楽 し め ま す 。 を 
NI, な か に は あま り 使 えな い 魔 法 も ある 
DOT, ひと と お ぢ お り 試 し て みる と いい か も ね 。 

で , 肝心 の 操作 性 な ん だ けど , ちょ っ と 
ers ETUSTLE SOS / グ どき アメ 
が 主体 で あり な が ら , スピ ー ド が いま いち 
遅い ん で す 。 も っ と バタ バタ と 敵 を 倒せ た 
ら よ か っ た の に 。 原作 が いい だ け に ちょ っ 
と 残念 。 次 回 作 を 期待 し て いま す 。 


熱中 度 了 レセ セレ ウル ジレ (K. M.) 
Xlturbo 用 5”"2D 版 4 枚 組 7,500 円 (税別 ) 
ポニ ー キ ャ ミニ オン B03(221)3151 


OVA YM 


ー 連 の ウル ティ マシ リー ズ か ら の 移植 第 4 
作 目 。 パ ー テ ィ 編 成 は 4 人 まで 。 前作 より 
も 操作 性 が よく な っ て いる 。 
を これ は 違う ! 確か に , 前 作 と は そん な 
に 違わ な いか も し れ な い 。 そん な に 速く な 
っ た だ たわけ で も な い 。 しかし, その キャ ラク 
AR, ダン ジョ ン 内 の 壁 に は 気合 い が 感 じ 
られ る の で ある 。 ソ ツー サリ アン み だ い な キ 
ャ ラク タ に な っ た か も し れ な いし , な ん と 
か 楽し め る ほど の スピ ー ド に な っ た と 思う 。 
それ も これ も この 気合 い が 入 っ ただ, と いう 
こと の せい な の で ある 。 

ウル ティ マ の 1 と II で , EOE ATA Y 
: ミ ナク ス は 例 さ きれ た 。 し か し 。 こ の 2 人 人 
の 間 に は な ん ら か の 契約 が あり , 不気味 な 
な に か が 生み 出 き れ だ よう で ある 。 それ を 
確か め る の が そ な た の 天命 な の で ある 。 い 
まま で ウル ティ イマ を や っ だ こと が な い (や 
り た だ たく な か っ た だ た ?) Ab, この 4 作 目 は 一 
見 の 価値 が ある は ず 。 特に, この ダン ジョ 
ン は 進化 し て , 壁 6 る ドア も きれ い に な っ て , 
や っ と 人 並 に な っ た だ と 言え る の で ある 。 よ 


Polk, よかっ だ 。 ス トー リー は も と も と 
いい か ら 面 日 いか も よさ レイ o 

熱中 度 了 し yy DD (46) 
ゆあ の 名 作 ウ ツウ ル ティ マシ リー ズ の パー ト 3 
が 登場 で す 。 ゲ ー ム シス テム 自体 は あま り 
変わ っ て いま せん が , 前 回 まで の 1, I, 
IV で 間 題 だ っ た 操作 性 の 悪 る が , か な り 改 
療 さ れ て いま す 。 こ れ に より , いま まで 面 
倒 ど っ た だ マップ の 移動 も スム ー ズ に な り , 


イラ イラ する こと な く ゲ ー ム を 楽し め ま す 。 


今回 も ,。 ロー ド ・ ブ リティ ッシュ に 吾 集 
され た だ 勇者 た ちの 冒険 の 物語 で , この 広 
い ! ひろ 一 い 世 界 を 馬 や 舟 に 乗り な が ら 
旅 を し ます 。 

慣れ て いる 人 は と も か く , 初め て この ゲ 
ー ム を プレ イ す る 人 は , ずい ぶん 戸惑う と 
思い ます が , この 寒い 時 期 , 部 屋 に こも っ 
て ゆっ くり ウル ティ マ の 世界 を 旅 し て みる 
の も いい ん じゃ な いか な 。 い まる ら ウ ル テ 
AFTRAT, も 言わ すず に 一 度 は まっ て みて 
は いか が で し ょ うか 。 ポ ニー キャ ニオ ン き る 
A, この 調子 で 次 に 了 予定 され て いる ツウ ル テ 
ィ マ V の ほう も し っ か り 移 植 し て も ら え る 
と を ラ 和 し い だ 。 


熱中 度 ゆ pp ADD ( 純 ) 


Xlturbo 用 5?2D 版 2 枚 組 8,800 円 (税別 ) 
ポ ボ ポニー キャニオン B:03(221)3151 


NORIA 
a O T 
GA 


マウ ス を バド ル に 見 立て て パッ ク を 打ち 合 
う エ アホ ッ ケ ー ゲ ー ム 。 対戦 する 相手 は , 
10 人 の 宇宙 人 と 1 体 の ロボ ッ ト だ 。 
デパート の 屋上 な ん か に 置い て ある エア 
ホッ ケー みた だ いな ゲー ム だ な と 思っ た ら 。, 
冗談 で な くそ うだ っ た 。 ま た の 名 を 「 疑 似 
3D の ひ ょ と り チ テス 」 と も 言う 。 こ の チ の ゲ 
ー ム は テン キー の 4, 6 で パドル の 移動 を 
行う も の と 相場 が 決ま っ て いま し だ た だが, そ 

こ は 我 ら が X68000 で す よ ぉ 。 標準 装備 の マ 
ウス を 使っ て 前 後 左 右 に パドル を ガン ガン 
動か すこ と が で きち ゃ う の だ 。 こ れ は も 2 う 5 
マウ ス が パドル に な っ て し まっ だ よう な も 
DT, 机 の 上 の 物 を 片づけ て お か な いと , 
ッ パ ニッ ク に な っ て し まう 。 間違っ て も 飲み 
が か がけ の 所 コー ラ な ん か 置い と か な いよ うに 
ね 。 で な いと 机 の 上 に コー ラ の 海 が で き て 
し まい ます ぞ 。 

コン ピュ ー タ と 試合 を する ん だ けど, TR 
い 相 手 に な る と 自分 の 打っ た 玉 (?) を は 
と ん ど 打 ち 返 し て くる の で , まる で 鏡 に 映 
っ た 自分 を 相手 に し て いる よう 。 腕 が だ る 
《 な っ て , マウ ス が 汗 ま みれ に な る ほど と ど 熱 
申し て し まう ゲー ム だ 。 
熱中 度 yy pp じじ (H. K.) 
2 年 以上 酷使 に 耐え 続け た 我 が マ ウス に 


DC3 


Y isitorN 


セリ フ も も っ と ね |! 

この 前 , テレ ビ で バッ テン 荒川 (知ら な いで 
すか ? 九州 の ロー カル 芸人 な ん で すけ ど ) の 
24 時 間 密 着 取材 っ て いう の を 見 まし た 。 こ の バ 
ッ テ ン さん の 芸 が 面白 いん で す よ これ が 。 ど 一 
ゆー 芸 か と いう と お バア さん の か っ こう (本 当 
は 40 歳 ぐら い の お っ さん な ん だ けど ) を し て 早 
ロ の 博多 弁 で し ゃ べく る わけ で す 。 これが 実際 
に 見 る と 面白 いん だ 。 私 は 方 言 (この 場合 は 博 


多 弁 ) っ て いう の も の の イン パク ト の 凄 さ を 再 


認識 し て し まっ た わけ で す 。 


ゲー ム 要 素 


人 OO T a 
豊富 さく KS 


月 由 度 エア ホッ ケー 


aos | 


は 音 酷 過ぎ る 試練 で あっ だ 。 ロ ー ラ ー に だ 
まっ た わずか な ほこ り と , K-n omy 
傷 が 微妙 に 手元 を 狂わ す 。 地球 人 らし い 洗 
潜 屋 を 相手 に し て いる うち は まだ 楽勝 だ っ 
た 。 問題 は , 奇妙 な 笑い 声 を 出し , 少し で 
も 負け る と 怒り 出す 短気 な 宇宙 人 た ち だ 。 
トー ナメ ント する 前 に , 酒場 に た まっ だ マヤ 
ツ ら か ら 適 当 に 相手 を 選ん で クリ ッ ク す る 。 
プロ フィ ー ル を 見 て びび りつ つも , これ も 
また 流れ 者 の 宿命 。 お っ と , カウ ソウ ンター の 
陰 に 隠れ て いる ロボ ッ ト 野 郎 が 弱 を うだ 。 
一 夜 の 時 み を 求め あな ら そ れ で も いい 。 負 
けれ ば 負け た の 風 が 吹く 。 だ が , トー ナメ 
ント と も な る と 話 が 違う 。 わ か っ だ の は , 
新しい マツ ウス (を そし て マウ スパ ッ ド ) を 手 
に 入れ て か ら 再 来 す べき こと 。 お お , あの 
超 能力 を 使う キタ な い 女 土 め ! 

だ た だ の エア ホッ ケー が ここ まで て エン ター 
テイ メン ト に な る と は 。 あ と は 元気 な マツ 
ス る さえ あ れ ば ナイ ス 。 
熱中 度 ゆ pp pp らら (K) 


X68000 用 5?2HD 版 7,800 円 (税別 ) 
プロ ダー バン ドジ ャ パン 203(341)1135 


O T, 私 は 思っ た の で す が , な ぜ ア ド ベ ンチ ャ ー 
ー ゲ ー ム の キャ ラク タ に 全然 方 言 を 喋ら せな い 
ん で すか , シナ リオ 屋 さ ん 。 た と えば 漫画 な ん 


- か で も 特徴 的 な キャ ラ を 作る の に よく し ゃ べら 


TATE de た と えば (の だ っ ちゃ と が いひ の 
る 星 や つら の ラム ちゃ ん だ っ て すぐ わか る で し 
ょ 。 そ の ぐらい イン パク ト あ る ん で す よ 。 だ か 
ら | 回 や っ て みて くだ さい よ , だ まさ れ た と 思 
っ て (だ まさ れ た り し て )。 

それ に し て も , また バッ テン 荒川 が 見 た いな 
あ 。 ビ デオ で も 出 て な いか な あ 。 それ と も 九州 
まで 見 に 行っ ちゃ お うか な ー。 O) 


THE SOFTOUCH 3% 


フラ ッ ピ ー ど 

プル ー ス トー ン を 瑞 を か わし つつ ブル ー エ 
リア に 運ん で いく アク ショ ン バ パズル ゲー ム 。 
キャ ラク タ の 動き が か わい らし い 。 
デー ピー ジフ ト と 言え ば は ば フラッ ゼー と 言 
うほ どの 名 作 , アク ショ ン パ ズル ゲー ム の 
大 御所 が 帰っ て きま し だ た 。 を その 名 も フラ ッ 
レー 2 。! キン クタ バク ラッ ピー が あっ だ に 6 
が か わら ず 。 フ ラッ ピー2 と は こ れい か 
CTIL 2 が な く て も ラブ 3 LE う が 如 
し 」 う ー ぜ , 奥 が 深い 。 こ の ゲー ム は 6 年 
ぶり の 復活 と いう こと も あっ て , 随分 パワ 
ー ア ッ プ きる れ て いる よう で す 。 だ だ, 仕掛 
け も キャラ も 5, 同じ (デー ビー の ラプ テッ 
ク に 通ずる も の が あり , 目新し る き は あり ま 
せん 。 ゲ ー ム 自体 も 私 が フラ ッ ピ ー 通 だ っ 
だ だ た めか, サン プル 版 だ っ た だ めか , る は 
ど ム ズ 〈 く は あり ませ ん 。 しかし, も と も と 
の ゲー ム 性 の 高 る さき か ら 6 でしょ う か, キャ ラ 
た ちの か わい る も 手伝っ て , 女の子 な ん か 
と ワイ ワイ 遊ぶ に は と っ て も 有効 で ある と 
思え ます (試し た 人 は 報告 し て ね )。 

スー パー アク ショ ン ゲ ー ム で 反射 神経 ば 
か り 発 達し て し まっ た X68000 ユ ー ザ ー に 
は 調度 よい 脳みそ 刺激 剤 に な る で し ょ 2 う 。 
AR pepeo (S. K.) 
DEAR, あの フラ ッ ピ ー が 今 , フラ ッ 
ビー2 と な っ て X68000 に や っ て きき し だ た 。 
この ジラ タッ ピー2。 豚 作 の り の フラ テッ ピー と ょ と ル 
ー ル な ど は 基本 的 に は 変わ っ て いな い ( つ 
まり ,“ 半 ずら し "な ん か も 使う わけ で すわ ね ) 
ん で す が , そこ は や っ ぱり ニュ ー バ ー ジ ョ 


Ya 半 人 分 の フラ ッ ピ ー( ん は テツ ヤ チ 平光 
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っ ちゃ っ て る し , 背景 は きれ い だ し , 地面 
は 和 縦 め 向い て る し で (別に 前 作 が 悪かっ た 
わけ じゃ な いけ ど ) いろ いろ と よく な っ て 
いま す 。 “5 の キー を 押さ る な く て も ちゃ ん 
と キャ ラク タ が 止ま る と は ね ぇ (そり ゃ 
FM 版 だ け か )。 い い 時 代 に な っ た よ な あ ぁ , 
と し み じ み 思っ て し まう の で あり まし た 。 
ラー ん ル ん 。 で そ 届 に し て も は の ば ぽ ぼ の と し た ゲ 
ー ム だ 。 なー ん か , ぢ お 人 花畑 は きれ いい だし, 
キャ ラク タ の 動き は む に ゅ む に ゅ だ し , A 
は サイ コロ キャ ラメ ル の 空き 箱 み だ い に こ 
ろ こ ろ 転 が っ て 〈《 し, 敵 キ ャ ラ の エビ ー ラ 
は レッ ドロ グ ブス ター に いそ うだ し 。 う うーん, 
メル ヘン 。 お すす め の 1 本 で す 。 
熱中 度 了 yy ppp じ (で ) 


X68000 用 5?2HD 版 8,800 円 (税別 ) 
デー ビー ソフ ト Z201 | (807)6700 


VBALL 


「 熱 血 高校 ドッ ジ ボ ー ル 部 」 で 燃え た 人 に 
は うれ し い ビ ー チ バレ ー ゲ ー ム だ 。 操作 は 
比較 的 や さ し く , 誰 に で も 楽し め る 。 
y 款 血 高校 ドッ ジ ボ ー ル に 続く 球技 シリ ー 
ズ の 第 2 弾 が これ , 見 て の と お なり の ビー チ 
パシ レー て す 。 JELIT, 悲し く な っ 
Pe , て 始ま る テレ ビア ニ メ は 室内 バレ 
ー ボ ー ル だ っ だ た けど, ビー チバ レー は 浜辺 
で 1 チーム 2 人 で 戦う の で す 。 操 作 方 法 は 
矢印 カー ソ ツル の 指し て いる 人 間 を 動か し て , 
A ボ タン で ジャ ング , B ボ タン で レシ ー プ グ , 
FT, スパ イク と すっ きり まとめ られ て 
いる し , 面倒 臭い トス は 相棒 が 勝手 に 上 げ 
て くれ る の で , 初め て で も 安心 な ん で す 。 
まる かと 思う けど ,。 この ゲー ム を だ だ の 

ビュ ーー チバ レー だ と 想っ て いる 作 が いた ら 。 
意識 の 改革 が 必要 だ 。 レ バー と ボタ ン の 組 
み 合 わせ で いろ いろ な 必殺 技 が 使え る の だ 。 
「 い ろ い ろ 」 と 書い だ けど , 
は ひと つ し か 紹介 る れ て いな い 。 探せ ば き 
っ と だ くき ちん ある と 思う ん だ けど 。、 ど うな 
ん で し ょ う 。 8 等 身 ま で は いか な い が , + 
ャ ラク タ の 動き は な か な か リア ル で す 。 


*= a TIM 


A AAA (H.K.) 
や っ ぱ ス ポー ツ っ て いい よ な ぁ 。 理屈 抜 
き て 楽し いも ん な ぁ 。 ゴ ルフ も 野球 も 捨て 
が だ た だ いけ と ど と , PE 
な あ 。 い が か に も TRI LTL ZEZ 

こたつ 入っ て アイ スク リー ム が お 洒落 な 時 
代 だ も ん , 発売 時 期 は よっ ぽ ぱど ね ら っ て た 
ん だ ろう な ぁ 。 〇 OO 〇 OO 〇 〇 ドド 買 っ て 視力 落 
と し て , 反射 神経 前 る よ か よ っ ぱど 楽し 
ょ よ な ぁ 。 特に 年 末年 始 な ん か は 友達 が 集 ま 
る 機会 も 多い か ら , 2 人 で 同時 に プレ イ で 
きる の は 絶対 に な いし いよ な ぁ 。 別に 友情 
に ビビ EE が 入る な ん て こと し も いい だ る ある うし 。 
僕 は ひと り 寂 し く 遊 ん で た せい か , スポ 
ー ツ ゲー ム が 得意 な せい か , 初め て この ゲ 
ー ム を 触っ て か ら 2 時 間 で メジ ャ ー サ ー キ 
ッ ト を 制 吾 し ちゃ っ た だ ん だ けど , まる か 最 
終 ス テー ジ が あん な と ころ と は ね ぇ 。 審判 
の お ね える ん も つい て き て だ の は ビッ クリ 
し だ た けど, めで だ た く テ スタ ロッ サ を 手 に 入 
れ だ た の さき る 。F14 が 欲し か っ た 僕 だ っ た 。 

熱中 度 了 yp pp じ (S. K.) 


X68000 用 
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モト ス 


ソー ラー・ ベ ー ス に 上 巣 く 〈 う 敵 「 ス ペー スピ ビ 
ー」 を 自 機 「 モ ー タ ー ス パナ ー」 の 体 当 た 
り で ベー ス か ら は じき 出す と いう ゲー ム 。 

> 「 モ トス 」 は , 1985 年 に ナム コ か ら 発 表 
る され だ アー ケー ド ゲ ー ム で す 。 自 機 を 操り , 
英機 を 体 当 た り で は じき 飛ば し , フィ ー ル 
ド 上 か ら 下 へ 落と す , 単純 な が ら も 一 風 変 
わっ た ゲー ム 内 容 。 皆 さん が 気 に す る 移植 
の 出来 で す が , 私 が 見 た 限り で は 敵 の 動き 
は まず まず で , か な り い い 線 行っ て る と は 
思う ん で す が , この モト ス , アー ケー ド で 
は 縦 画面 どっ た ん で す よ ね 。「 ド ラス ピ 」 み 
だ い に デ ィ ス プレ イ を 縦 に 置い て プレ イ で 
きる モー ド が は ほし か っ た 。 音楽 に は か な り 
の 力 が 入っ て いま し て , 話 に よれ ば ディ ス 
ク の 半分 以上 を 音楽 関係 が 占め て いる と か 。 
な ん と 今回 は MIDI 楽 器 に も 対応 し て いて 
(『MIDI 対 応 説明 書 』 と いう マニ ュ ア ル ま 
で 付い て くる 「) HOR, いま や 音源 
モジ ュー ル の 定番 と 化し た MT-32 と , シン 
も ャ 界 の X68000 こ と M1。 作曲 者 は 一 連 の 移 
植 も の の 音楽 を 担当 し て きた Yu- You. 

ゲー ム ミ ュー ジッ クマ ニア は 見 逃 せ な い 1 
本 か も 。 

A AA ($) 
PIFERTISFTF. FA さも どり ち 。 

うー ん , 敵 を ぶつ け て 落と す だ け と いう 単 
純 な ルー ル だ けど , それ だ け に 燃え る 1! 

重たい 敵 に ゴチ ン と は じ か れ だ た ときには 結 
構 ム ッ と くる 。 それ に , 最近 で は 珍し いこ 


ゲー ム 要 素 


電波 新聞 社 


単純 明快 


と に パタ ー ン 性 が な い 。 純粋 に や る 人 の ツウ 
デ で 決ま る と いう の が 好き だ な ぁ 。 ア イ テ 
ム の 選択 に よっ て 作戦 が 全然 違っ て くる か 
ら , 上手く な っ た だ から っ て 簡単 に 飽き て し ま 
フ ゲ ー ム て は な る そう だ し 。 ゲ ー ム セン ター 
て や っ て だ た とき は パッ と し な に と 思っ た が , 
実は 家庭 向き の “隠れ た 名 作 " だ っ た の だ 。 

移植 は きす が 電波 だ け あ っ て 文句 の つけ 
ょ う の な い 出 来 。 今 度 は ディ スプ レイ を 縦 
に し な く て も 縦長 の 画面 が 楽し め る よう に 
な っ だ た の も うれ し い 。 欠点 の な い 出 来 で あ 
り ま す 。 しかし, その 代わ り ウ リ も あん ま 
りな い の が 心配 だ な 。 い い ゲ ー ム だ か ら 売 
れ て は し いん だ けど な あぁ 。 


EA AAA (H. U.) 
X68000 用 5?2HD 版 7,800 円 (税別 ) 
電波 新聞 社 2203(445)6111 


倉庫 番 パー フェ クト 


音 懐 か し , あの 「 倉 庫 番 」 の 登場 で す 。X1 
も 同時 に 発売 中 で す が , 今回 は X68000 の ほ 
う を 紹介 し ます 。 
y 倉庫 番 で す 。68 版 に な っ て も (見 た 目 は 
少々 ハデ に な っ て いま す が ) シン プル で 深 
ぃ 味わい は 変わ っ て いま せん 。 ハ マリ ます 。 
要する に パズル で , 倉庫 の 中 の 荷物 を 指 
定 さ きれ た 場所 に 揃え ん る と いう も の な の で す 
D, これ が 曲 者 で す 。 な ん と 「 和 荷物 は 押せ 
て も 引っ 張れ な い 」 の で す 。 この ルー ル の 
お かげ で 何 回 「 が 一 っ 」 と いう 目 に 章 っ だ 
こと か (それ で 結構 意地 に な る ん で すけ 
ど )。 と に か く パ ズル と し て の 完成 度 は 高い 


PATIK 


エディ タ ジェ アル 


の で か な り 楽 し ゆめ る (苦しめる? ) と 思い 
ます 。 操作 性 も 上 々 で すし (だ だ ゲー ム 中 
スコ アウ ィ ン ド ツウ が 移動 する 際 一 瞬 自分 の 
動き が 止ま る の が 気 に な が り ま し た が )。 
当然 面 エ ディ タ や すでに 解い た ステ ー ジ 
を 再現 する トレ ー ス な ど あ り を そう か 機能 も 
し っ か りあ り ま す 。 あ と この 全部 の 面 の 中 
に 「 絶 対 和解 け な い 面 」 が 1 面 び だ け 入 っ て い 
て まだ た それ が 狂 な し いま で に いい 味 を 出し 
て いま す 。 お 正月 に お 勧め の 1 本 で し ょ 2 う 。 
auh Ea > p pp >D ( 哲 ) 
フラ ッ ピ ビ ピー が 「 フ ラッ ビー 人 2」 と を な っ て 
X68000 用 に や っ て きた よう に , 倉庫 番 も 
「 倉 庫 番 パー フェ クト 」 と な っ て X68000 に 
や っ て きま し た (ああ , そう いえ ば 昔 こ の 
シリ ー ズ の 「TNT BANG-BANG」 が 4 lá 
まで し か 解け な か っ ただ たん だ よ な 一 )。 こ の 
X68000 版 倉庫 番 は 面 数 306,. そし て パズル 
ゲー ム と いう こと で , 問題 を 自分 で 作れ る 
エディ ペタ 付き で す 。 ま な た だ 問題 も , 1 問 1 問 
が 結構 ムズ い 。 長 〈 楽 し ゆめ そう で す …… A 
し か し で すね , この パズル ゲー ム っ て い 
う の は , 同じ よう な パズル が 延々 と 続い て 
る だ け , っ て いう ん で いい ん で し ょ うか ね 
ー, 私 は そう 思い ます 。 本 当 に 306 面 全部 ユ 
ー ザ ー に 解 か せる つも りな ら , 何 か が イベ ン 
ト が あっ て も よかっ だ た ん じゃ な いで すか ね 
ー。 と どこ ま て 進ん で も , 問題 が 難し く な っ 
て いく だ け じ ゃ ね ー。90 年 代 に 向け て , Z 
れ は っ , て いう 工夫 が ほし か っ た だ 気 が し ま 
す 。 今 一 歩 ど っ だ な 一 。 
熱中 度 了 yy セ ゥ セレ ウレ (で ) 
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Kunitsu Yoshio 


国 津 展男 


新規 参入 会 社 ヘ ルツ の 第 1 弾 。 街 や 村 の 中 , 
そし て 各 イ ベン ト は AVG 方 式 , ダン ジョ ン 
の 中 や 移動 , 戦闘 シー ン は RPG 方 式 と いう 
ゲー ム だ 。 邪教 神 バ ー デ ィ ス を 倒す こと が 
この ゲー ム の 目的 。 


40 onx 19901. 


編集 部 の 片隅 に ある 棚 に は , 多く の ゲー 
ム ソ フ ト が 積ま れ て いる 。 以前 は ちょ くち 
ょ く 〈 く 拝借 し て は 遊ん で い だ の だ が , 最近 は 
GAME REVIEW 用 以外 に まで 進ん で 手 
を 出す こと は 少な く て な っ だ た だ 。 それ で も , 話 
題 に つい て いけ な く な っ た だ たら ヤダ , と いう 
不純 な 動機 か ら 遊 ぶよ こと は ある 。 し か し を 
の よう な 場合 は , 数 十分 遊ん で みて , 

hos だ いた いわ か っ た 
T, 終わ り で ある 。 似 た ょ うな ソフ ト が 多 
COT, (一 時 的 に し ろ ) ゲ ー ム に 飼 さ て し 
まっ た の だ 。 と 言っ て も いい 。 

何 か の 本 に , こん な こと が 書い て あっ た だ 。 
「 車 の セー ルス マン は , 車 が 売れ な く な る 
よう に 働い て いる の だ 。 な ぜ な ら を その 行動 
は , 需要 者 を 減ら し て いる こと に ほか な ら 
な いか ら 」 

私 た ち は , ゲー ム に 飽き る た め に , ゲー 
ム を し て いる の か も し れ な い 。 な ぜ な ら そ 
の 行動 は , ゲー ム に 対す る 許容 量 を 減ら し 
て いる こと に ほか な ら な いか ら 。 

「 運 命 」 だ っ て 聴き 飽き る 

と , いき な り 消 極 的 な 書き 出し を し て し 
まっ だ けど, SPECIAL REVIEW は きっ ち 
り と いき まし ょ よう 。 


コレ ガワ ピ っ こと な ん だ つろ P ea 


レナ ム の ジャ ン ル は AVRPG と いう こと 
に な っ て いる 。 言 うま で も な く , AV は アド 
ベン チャ ー, RP は ロー ルプ レイ ング の 略 で 
ある 。 つ まり これ は 。 ア ド ペ ンチ ャ ー と 呈 
ー ル プレ イン グ の 融合 体 っ て わけ だ 。 
AVG か RPG か を 見 分 ける 方 法 の ひと つ 
LLT, キャ ラク タ に 自分 の 好き な 名 前 を 
付け られ る か どう か で 判別 する , っ て の が 
考え られ る けど (ウル テイ マ は 違う な ), こ 
の ゲー ム の 場合 は 不可 , だ 。 主 人 公 は ティ 
ア と リー ク , 以下 キャ ラク タ の 名 前 は , あ 
ら か じ め 定 ゆめ られ て いる 。 あ の 面倒 で 楽し 
い キ ャ ラク タメ イキ ング は 必要 な い 。 

これ ら の 出来 上 が っ た だ (酔っ て いる わけ 
で は な い ) キャ ラク タ を 引き 連れ て , 何 を 
する か っ て いう と , 結局 は や っ ぱり , 

「 わ る も ん を や っ つけ る 」 

の で ある 。 も うち ょ っ と , 詳し 〈 話 を う 。 
わる も ん の 名 は 緒 教 神 バ ー デ ィ ス 。 邪悪 
の 元凶 だ 。 こ や つ は 1500 年 前 に , レナ ム ( 魔 
法 一 族 の こと ) と 聖 剣 の 力 に よっ て 減 ば る 
れ だ 。 と, 思わ れ て い だ 。 しかし, 実は 封 
印 が 不 完全 だ っ た の だ 。 そし て いま , WA 
四 神 官 と か いう , 人 間 の 力 を 造 か に 超え だ 
者 た ちの 手 に よっ て , 復活 し よう と し て い 
る 。 う 一 む 困 っ た ちゃ ん 。 っ つ 一 わけ て 
われ われ の 使命 は , 邪教 神 バ パー ディ ス を 完 


全 に 滅ぼす こと に ある 。 その た め に は , E 
こ か に いる レナ ム と ,。 どこ か に ある 聖 剣 を 
捜し 出 き な けれ ば な ら な い 。 で は , 邪神 教 
界 や 悪魔 界 の 妨害 に 負け ず に , 頑張 っ て さく 
HER 

と まあ , そう いう スト ー リ ー だ 。 dsd, 
いか に も ゲー ム の スト ー リ ー て は な いか 。, 
と いう 感じ は , ある 。 じゃ, その る わり を 
見 て みょう 。 


ER/IIHZ—LCÉTL ーー 


ゲー ム は , ある 平和 な 街 の , ある 通り か 
ら 始 まる 。 最初 の 主人 公 は , 魔法 使い の 女 
の 子 テ イィ イア 。 か わい いと きれ い の 中 間 タ イ 
プ だ 。 彼女 こそ が , 邪教 神 バ パー ディ ス を 倒 
す 旅 を し て いる 張本人 で ある 。 まずは, こ 
の 街 の 人 々 に 話 を 聞い て みよ う 。 街 の 中 は 
アド ベン チャ ー 方 式 に な っ て いる の で ,「 開 
く 」 を クリ ッ ク す れ ば いい 。 

X * 
ティ ア 「 す み ま せ ん 。 あ の , 今日 は 何 か お 
氏 り で も ある の で すか が ?.」 
街 人 「 あ ? お 前 さん 何 $ も 知ら な い の か 
い ? 今日 は 年 に 一 度 の 剣術 大 会 の 日 な ん 
だ で ぜ 」 
ティ ア 「 剣 術 大 会 っ て どこ で や っ て いる 
D? |] 
街 人 「 こ の 先 だ よ 」 

X X 

と いう わけ で , 大 会 を 見 に 行っ て みる 。 
同様 に 「 移 動 」 を を クリック すれ ば いい 。 ド 
ラク エ み だ た だ く ト コト コ 歩 いて いく 必要 は な 
い 。 も し , 街 の 人 に 話 を 聞く 前 に 移動 し た 
り し よう と する と ,「 そ の 前 に , biota 
り を 見 回 し て み ま し ょ う 」, な ん て 表示 され 
る 。 親切 設計 と いおう か , 一 本 道 と いおう 
Y. ESBELTA, アド ベン チ テ チャー と い 
うわ り に は , ご 〈 簡 単 な も の な の だ 。 

剣術 大 会 の 会 場 で は , 優勝 者 の リー ク ( 剣 
士 ・ 男 ) と 出会い , 以後 , 彼 と 一 緒 に 旅 を 
する る よ 上 に な る 。 と いう か 。 こ こ が か が ら リ ー 
ク が 主人 公 に な る 。 い き さ る つ を 抜粋 する と , 
o E an 


EATA >L と vE せ - j; 
D 白 まり です か ら ? MARTTA 
3 


宿屋 に 泊まる と セー ブ で きる 


テイ ア 「 ね ぇ , あな だ リー ク っ て いう ん で 


し よ と 』 

PURA 7 DD: AID WTI 
ティ イア 「 私 の 名 前 は テイ ア 。 テイ ア ・ ネ イ ・ 
アー パパ 」 

U=Z PART わか っ だ! オレ の サイ 
も いん だ の みう 1 フッ も て る 男 は 
つら 6 らい ぜ 」 

FAT Mait ? お 願い , 私 と 一 緒 に 聖 合 


と レナ ム を 捜し て 1」 
リー ク 「 な ぜ 俺 の よう な 男 な ん か に ?」 
ティ イ ア 「…… だ っ て , 私 ……。 WREE R Z 


* * 
と ん ちん か ん な 会 話 ど こと 。 2 人 と も , 
明る く て , どっ か ヌケ て いる 

と いっ た だ タイプ の 性 格 な の だ 。 

軽い タッ チ の 作品 に は , この テ の 人 物 が 
頻出 する ね 。 あ か ね ちゃ ん も , 麻美 ちゃ ん 
b, まる ちゃ ん も , そし て 山瀬 まほ み も , Q 
う ゆ も , カケ フ 君 も , み ー ん な この タイ プ 
だ 。 し か し , な ん と いっ て も 代表 的 な の は , 

サザ エ さ ん 一 家 
だ の ク の う 。 それ は 南 い と いて 。 と 。 

2 人 は 情報 を 求め て ミー マ の 村 に 行く Z 
と に な る 。 を その 前 に , この 街 で 武器 や 薬 を 
買っ て お こう 。 特に, 街 ( 村 ) か 6 街 へ の 
移動 は 危険 だ が から, ヒッ ト ボ イン ト 回 復 の 
BL, マジ ッ ク ポ イン ト 回 復 の 薬 は た くる 
ん ル 買っ て お きだ い 。 穫 は ここ て ケチ っ て し 
まっ て , 何 度 と な く や り な お す ハ メ に 陥っ 
て し まっ た 。 街 か ら 6 街 へ の 移動 も , 移動 先 
を クリ ッ ク す る だ け 。 広域 マッ プ が 現れ て , 
勝手 に 進ん で くれ る の て 楽 だ 。 

T, や っ ぱり , 道中 で モン スタ ー が 襲っ 
て きだ た りす る 。 これら の モン スタ ー の 絵 は , 
と て も 強 そ うに , か つ 気 持ち 悪く 描け て い 
て イイ ね 。 それ に 比 し て , 人 物 の 絵柄 は , 
同人 誌 っ ぽく っ て , か つ フ ファンタジー 漫画 
っ ぱく て (まっ た 個人 的 な 趣味 で ) 好き 
じゃ な い 。 バ スタ ー ド の 類 は 受け 付け な い 
体質 な の だ 。 (で ) る ん は うる 星 や つら と バ 
スタ ー ド を 両立 きせ て いる みた い だ け ど 。 

モン スタ ー と の 戦闘 は , ドラ クエ 方 式 と 
だ いし て 変わ ら な い 。 こ っ ち が 目 標 と 戦闘 
方 法 を 指定 し て バン ! 次 は 英 の 番 で バ 
ン 「 A E IS E © 
ンス ター と 戦っ て 勝つ と , 経験 値 が 上 が っ 
て いく の は も ちろ ん だ 。 経験 値 が 上 が る と 
レベ ル が 上 が る 。 レ ベル が 上 が る と 魔法 使 
い の テ ィ イア は 魔法 を 憶え を て いく 。 と , こう 
いう 仕掛 け な ん だ な 。 

運 よ く HP が な く な ら ず に (な く な る と, 


旭 ゲ ー ム オー バー), ミー マ の 村 に 到着 すれ 
ば ラッ キー。 体力 は そこ の 宿屋 で 一 気 に 回 
復 で きる 。 こ の 村 で の 展開 は こん な 感じ 。 
* * 
リー ク 「 ね ぇ ! お ね ー る さる さん, 聖 剣 と か レ 
ナム っ て 知っ て る 7?」 
女 の 人 「 ん …… を そう いう こと な ら , 教会 に 
行け ば 何 か わ か る か も し れ な いわ 」 
リー ク 「 教 会 か あ …… ES 
x x 

そん な わけ で , ある 程度 軽い し か し 本 
筋 は シリ アス な お ぢ お 話 が 繰り 広げ られ て いく 
わけ だ 。 の ち に は , 4 人 パー ティ に な っ た 
b, ダン ジョ ン が 待っ て いた りす る 。 森 の 
中 な ん か は , 4 次 元 迷 路 に な っ て いる し , 
終盤 に は 紙芝居 も あり と , 単調 に な ら な い 
よう に 工大 し よう し て いる, 

と き に , ティ ア と リー ク が 愛 だ の 恋 だ の 
と いう よー な 仲 に な っ て いく こと は , 容易 
に 想像 で きる が , まる に を その 王道 か ら 一 歩 
も 外れ ず に 進ん で いく よう す は , な か な か 
恥ず か し いも の が あっ た 。 お 前 ひ が み じゃ 
な い の か , と いう 噂 も ある こと は ある 。 


さと ESRA. 


遊ん で いて うれ し か っ た だ た の が , 随所 に 見 
られ る , ちょ っ と し た 心配 り だ 。 す こし で 
も いい も の を 作ろ うと する , 心意気 みた い 
な も の が 感じ られ る 。 

だ と えば セー ブ 。 8 カ所 まで の セー プ が 
で きる よう に な っ て いて , 各々 が , 何 月 何 
日 何時 何 分 に モ セーブ さ れ た か の 情報 を 持っ 
て いる 。 だ も ん で , あれ , 最後 に 遊ん だ デ 
ー タ は 2 番 だ っ だ っ けが か 。 3 番 だ っ た っ け 
か , な ど と 迷う 心配 が な く な っ た 。 

それ か ら , BGM。AV と は アド ベン チャ 
ー の こと だ と 言っ た が , この ゲー ム の 場合 , 
オー ディ オ ・ ビ ジュ アル の 意味 に も 取れ る 。 


と くに オー ディ オ だ 。 MIDI を 介 し て , ロー 


ラン ド の 音源 モジ ュー ル MT-32 と つ な で 
こと が で きる 。 それ は も う 絶 句 モ ノ の 素 晴 
らし い 音 楽 が ジャ ンジ ャ カ 鳴 る 。 本 体 の 音 
源 だ け で も 結構 いい 音 し て ます けど ね 。 


る 。 2 番目 の ウィ ンド ウ を 開く と, カー ソ 
ル は その 頭 を 指し て くれ る 。 閉じ る と , 前 
の ウィ ンド ウ の も と の カー ン ソル 位置 まで 戻 
っ て くれ る 。 小さ な 親切 , 大 き な お 世話 っ 
て 人 も いる だ ろう けど 。 

そん で も っ て , 文字 の 表示 も それなり に 
速い 。 私 は , 1 文字 ずつ トロ トロ 表示 し て 
いく 方 式 に は 耐え られ な い 。 何 が 楽し く て, 
遅延 タイ ム を 設け て いる の だ ろう が か, とい 
つも 思う 。 マ ウス を 押す と , 素早 く 表 示す 
る よう な 仕様 の が ゲーム だ と (この ゲー ム も 
そう だ けど ), 私 の マウ ス は , 

始終 カチ カチ 鳴り っ ぱな し 
に な っ て し まう の で ある 。 

と まあ , 細か い 点 で の 気配 り は で き て い 
る ょ 思う 。 だ けど 。 ゲー ム の シス テム 自体 
は , AVRPG な ん て 言っ て る けど , 特に 目 新 
し る は 感じ な か っ だ ん だ な 。 も し 私 が , こ 
の SPECIAL REVIEW の 依頼 を 受け な か 
っ だ と し た ら ど うだ ろう 。 編集 部 の 棚 に ひ 
っ そり と 置か れ た 「 レ ナム 」 に, 進ん で 手 
を 出し て 遊ん で いた か どう か は , 疑問 だ 。 

で も まあ , 奇 を て ら っ た だ も の が 高い 評価 
を 受け る の に ふる わし い , っ て わけ で も な 
いし , 普通 の AVG で や RPG で 遊び た いっ て 
人 も だ 《 さ ん いる だ ろう 。 い まい ち セ ンス 
が 感じ られ な いけ ど , 全体 的 な 完成 度 は 決 
し て 悪人 は な いん だ か ら 。, 

総合 得点 75 点 
た by の こも に し て お さ う 。 
BB PDO SNS 


信じ られ な いこ と に , 1989 年 も , も うす 
ぐ 終 わり 。 去年 は ゲーム 三昧 の 年 末 を 送っ 
て し まっ だけど, 今年 は 音楽 で も 聴い て 過 
ご すこ と に な る の か な 。 12 月 25 旧 に は , 「 小 
JUSTO PITA TRATAR, 
ÉEDRADIDATZADF 
が 届く こと に な っ て いる 。 楽し み 楽 し み 。 
な ん た だ っ て 私 は , 小川 範子 ファ ンク ラブ 会 
員 ナ ン バ ー06039 だ か ら ね 。 お まけ に クリ ス 
マス は , 私 の 誕生 日 で も ある の る 。 
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最近 「 難 し い シ ュー ティ ング が 少な い 」 と 
お 嘆き の 貴兄 に ぜひ プレ イ し て も らい た 
い 1 作 で す 。 尋常 で な い 敵 の 数 , その 上 ナ 
バー ム 弾 の 補給 も ほとん ど な い の で す 。 W 
試し に は ちょ うど いい か も 。 
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どー も , 普 司 で す 。 あ の シス テム サコ ム 
か ら 3D ア クシ ョ ン ゲ ー ム が 登場 で す 。 新 し 
い パ ソン コン ユー ザー に は ,「 ノ ベル ウェ ア ば 
っ か し 出し て る アド ベン チャ ー 専 門 の ソフ 
ト ハ ウス じゃ ー ん 」 っ て いう イメ ー ジ が あ 
る が も し れ ま せん が 、 実は アタ ショ ン ゲ ー 
ム は サコ ム の 得意 分 野 な の で す 。 古い と こ 
ろ で は , 3D ワ イヤ ー フ レー ム の 「 バ パリ アン 
ト 」 が あり ます し , 完全 3D の 物体 が ウニ ョ 
ウニ ョ 動き まわ る 「 ゾ ー ン 」, X68000 用 「 フ 
ルス ロッ トル 」 顔 負け (17) の ドラ イブ ゲー 
ム 「 ハ イ ウ ェ イ ・ ス ター」 な ど な ど 。 サコ 
ム は これ ら の ゲー ム を すべ て PC-9801 専 用 
に 出し て いま す 。 も し PC-9801 か PC-286 を 
持っ て いた だ たら 6, ぜひ 前 述 し た ソフ ト を プレ 
イ し て みて くだ る さい 。 


BOMBIES ZE UA. mmm 


メタ ル サ イ ト は PBGM が MIDI 対応 で , 
MIDI ボ ー ド と MT-32 が あれ ば ゴー ジャ ス 
で 美しい サウ ンド が 楽し め ま す (ミュ ー ジ 
ッ ク モ ー ド も ある )。 最近 MIDI 対 応 の ゲ 
ー ム ソフ トト が ば ぼ ば ちば ちち 出 始め て きだ た こと は , 
ゲー ム ミ ュー ジッ クラ アァ ン と し て 信 う れれ し 
いで て すね 。 さて, この メタ ル サ イ ト の BGM 
を 作曲 し た 安芸 出 (あき ・ い ずる ) 氏 は , 
名 前 は それ は ほど 前 面 に は 出 て いま せん が , 
ナー ケー ド ゲ ー ム で は 「 ワ ソン ダーO 〇 モ 」 パ 
ソコ ン 方 面 で は 「 ソ ー サ 〇 ア 〇 」「 イ ーO 〇 の 
3」 あと アル シス の 新作 「 ナ イト 〇 ー ム 
Oj ヘル ツ の RPG 「 〇 ナム 」 な ど な ど , 数 
多く の 名 曲 を 生ん だ スー パー コン ポー ザー 
な の で す 。 メ タル サイ ト で は , 各 ス テー ジ 
ns で に ジュ ュー ジョ ツジ を 中 届 と し た 静め で 
「 字 宙 物 」 っ ぽい (7? )BGM を 聴か せ て くれ 
ます 。 私 の お 気に入り は ステ ー ジ 2 の 曲 で , 
な ん と な く ラ テン の 香り の する 曲調 に 感動 
し て し まい まし た 。 彼 の 今後 の 活躍 に も 注 
目 し た いで すね 。 


ESPESA 


"AD.2116%, E.L.M. (地球 開放 軍 ) は 
過激 化す る U.N. (国際 統合 連盟 軍 ) と の 戦 
い に 終 決 を 迎え る で 最新 の 機動 兵器 を 敵 
最終 兵器 破壊 の た め に 単身 出撃 させ た 」。 
「 メ ヌメ タルサ イト 」 と は , この 作戦 の ユー ド ネ 
ー ム な わけ で す 。 プ レイ ヤー は 3 人 の パイ 
ロッ ト の な か か ら ひ と り を 選び , まず 入隊 
試験 を 受け な けれ ば な り ま せん 。 これ は , 
実は 敵 基地 内 部 を 想定 し た シミ ュ レ ー シ ョ 
ン で , ゲー ム の 1 面目 に 当たり ます 。 

使用 で きる 武器 は バル カン 砲 と ナパ ー ム 
弾 の 2 種類 。、 バ ルカ ン の 弾 数 は 無制限 。 ナ 
パー ム 弾 は プレ イヤ ー と 同じ 水平 軸 に いる 


"ボタ ン を 1 回 押し て , 


敵 を 全 減る せる 強力 な 武器 で す が , 数 に 限 
り が あり ます 。 画面 左下 の ゲー ジ が その 数 
を 表し て いま す 。 基 本 的 に は , ザコ キャ ラ 
を 破壊 し つつ 次 の エリ ア ま で た どり 着く こ 
と が 目的 で , シー ルド レッ ド の 状態 で 敵 の 
攻撃 を 受け る と ゲー ム オ ー バ ー と な り ま す 。 
まだ , ナパ ー ム 弾 の 使用 を 2 ゲー ジ 内 で 抑 
えれ ば , ステ ー ジ クリ ア 時 に シー ルド が 1 
段階 リペア され ます 。 あ と 特に 意味 は あり 
ませ ん が , この と き 撃 墜 し た 敵 の 数 に 応じ 
た 階級 章 が 与え られ ます 。 


スズ テー ンジ ] ARES 
敵 要 寒 内 部 の 情報 を も と に 作ら れ た シミ 


ュー ジョ ン て 。 ミッ ジョ シャ メタ ル サ イ 
ト へ 参加 する た め の 試 験 で も あり ます 。 こ 
の ステ ー ジ は 1 面 な が ら も 結構 難し い の で 
す 。 ゲ ー ム 開始 直後 , ジョ イス ティ ッ ク の 
どっ ちの ボタ ン が バ 
ルカ ン か ナパ ー ム か を 確認 し て , バル カン 
の ボタ ン は 押し っ 放し に 。 に わか に 小回り 
を 始め 背景 の 壁 に ぶち 当たら な いよ うに 敵 
撃墜 の 準備 を し ます 。 

うわ ー っ と , 人 工 衛星 みた い の が 目 の 前 


に 現れ た だ た! の わ ー っ , 敵 の ミサ イル に 当 
だ る っ …… bn? 当 だ た ら な い ぞ 。 を そう , 
そう な ん で す 。 1 面 の 敵 は ミサ イル を わけ 


の わか らん 方 向 に 撃っ て くる の で す 。 で す 
か ら , 自 機 を 置く 位置 を 決め て そこ を 中 心 
に ミサ イル を 避け れ ば , 当たる こと は は と 
ん ど な く な る は ず で す 。 障害 物 の 配置 きえ 
頭 に 叩き 込ん で し まえ ば , 楽勝 楽勝 。 ナパ 
ー ム は 全然 使う 必要 な いで す , は い 。 
RI- A mmm 
ん 一 っ 。 こ の エス ニッ ク な パー カッ ショ 
Y, い 一 な あぁ 。 き る て る て , 2 面 の 舞台 は ラ 
イル 草原 地帯 。 初 め て の 実戦 で す 。 前 ステ 
ー ジ で は 敵 は 人 工 衛星 野郎 ば か り で し た が , 
さす が は 実戦 , 敵 も 自 機 と 同じ よう な 機動 
兵 只 が 次 々 と 出 て きま す 。 こ の ステ ー ジ か 
ら は 敵 ミ サイ ル は 自 機 め が け て 飛ん で きま 
すか ら , 1 カ所 に 止ま っ て いる と あっ と い 
う 間 に ゲー ム オ ー バ ー に な っ て し まい ます 
Lo 電波 の 「 ス ペー スハ リア ー」 を プレ イ 
し て いる か の ご は と さく, 円 運動 を し な が ら 攻 
EULIS, スペ ハリ の と きよ ょ より 小さ な 
円 を 描く の が コツ で す 。 あ と , レバ ー を 下 
に 入れ っ 放し に し て も 地面 に 墜落 する こと 
は な いし , 障害 物 の 木 も 破壊 可能 で す の で 
画面 下部 も 有効 に 使い まし ょ 2 う 。 

ステ ー ジ 最初 と 中 盤 で , 巨大 ロボ ッ ト が 
出 て きだ た ら 自 機 の 移動 を 大 回 りか ら 小 回 り 
へ 切り 替え まし ょ う 。 大 きる に 圧倒 され て 


ナパ ー ム を 連射 し が ち で す が , な る べく バ 
ルカ ン ヤ て 関し まし ょ う ね 。、 すう て も いい っ 
と で す が 背 景 キ キラ の シマ ウマ や キリ ン に 
混じっ て コイ サン マン が いま す 。 探し て み 
よう 。 と ころ て , この ルレ マ ウッ マ と か キリ シン シ , 
だ だ ボー ッ と つっ 立っ て いる だ け じ ゃ な く 
T, 群れ を な し て 画面 を 走り 過ぎ て っ た ら 
も っ と か っ こよ か っ た だ の に 。 
ステ ー ジ ヲ 
ステ デ テージ 3 は 、 グラ デー ショ ン の 美しい 
空 の 広がる フ ゴ 砂漠 地帯 。 自 機 を 下 に 持っ 
て いく と わか り ま す が , ほら 6, おぉ 一 , W 
塵 が 巻き 上 が り ま すね 。 す ご いす ご い 。 の 
bo! 低空 飛行 し て いた ら ダ メー ジ を 受 
け ま し た 。 な ん と 今度 の 岩 や 石柱 は 破壊 不 
E み た だ いで す 。 と いう こと は 画面 下部 に 行 
l と き は か な り の 注意 が 必要 みた い 。 
曰く て 肩 の で か い 機 動 兵 器 の 編隊 攻撃 は 
ナパ ー ム で て で 滑 し まし ょ う 。 ス テー ジ 最 化 の 
巨大 装甲 車 $ も , 自 機 を 大 きく 左右 に 振り な 
が ら ナ パー ム て で 攻撃 し まし ょ う 。 ナ パー ム 
は 画面 いじ っ ぱい に 広がっ て い 〈 く の で , 左右 
の 端 か ら 撃 っ て も 当たり ます 。 こ の 性 質 を 
有効 に 利用 し まし ょ う 。 


RT Qe a RR TADA 


ステ ー ジ 4 は , つら 56 状 の 鐘 乳 石 の 広 が 
る 暗い 洞窟 で す 。 こ の 和 針 乳 石 が 上 下 の 天 井 
か ら ビ ッ シ リ 伸び て いる の を 見 て 圧倒 きれ 
が ち で す が , これ は バル カン で 破壊 可能 な 
の で す 。 敵 機 は 1 面 で ぉ 世話 に な っ た 人 工 
衛星 野郎 ば か り で , 相変わらず と ん で も な 
い 方 向 へ 撃っ て くる だ け 。 画面 下部 に 自 機 
を 落ち 着け バル カン を 連射 し て いれ ば OK 
( 1 面 の 攻略 法 が その まま 使え る ) 。 ナ パー 
ム は 1 面 同 様 使う 必要 な し 。 

この 面 の 最後 に は ボス キャ ラ が 登場 。 こ 
の と き は 鐘 乳 石 が な く な る の で , ボス キャ 
ラ に 精神 を 集中 し て 自 機 を 小刻み に 動か し 
な が ら 6 攻撃 し まし ょ う 。 こ の ステ ー ジ は 短 
いう え に ク リア 時 に シー ルド を 満 タ ン に し 
て くれ ます 。 


ES 
rt 
ey 
¡A 


ボス キャ ラ の ひと り (148?) 


RT Y DARIA 


指令 「 大 陸 横 断 を し 一 気 に 敵 陣営 へ 強制 
侵入 せよ 」 だ っ て 7? な ん な ん が , 
気 に 」 っ て いう の は 。 まったく 〈 軍 の 上 層 部 
は パイ ロッ ト を 消耗 品 と 思っ て いる ん じゃ 
な い の か 。 と いう わけ で 舞台 は 海 の 上 。 背 
景 は 少し 地味 だ けど , 海中 か ら 緑 の 機動 兵 
益 が 飛び 出 て くる わ , 自分 と を っ くり の 機 
動 兵 器 が 追い 越し て いく わ で も う 大 変 。 た 
だ , 障害 物 が 少な 〈 く 画面 いじ っ ぱ い の 円 運動 
が で きる の で 慎重 に いけ ば た いし た こと は 
な い は ず 。 ス テー ジ の 最後 に は ボス キャ ラ 
の 洪水 艦 が 浮上 し て き て ミサ イル を 撃っ て 
きま す 。 こ いつ に は ナパ ー ム の 数 に 余裕 の 
ある 人 は ナパ ー ム を , な い 人 は 自 機 を 小 回 
りさ せな が ら バ ルカ ン を 打ち 込み まし ょ 2 う 。 


スズ デー ジロ ER EEA 


ゲー ム も 後半 に 突入 。 舞 台 は 流れ る 雲 が 
きれ いな は る か 上 空 。 空 と いう だ け あ っ て 
障害 物 が な いか らい まま で と どおり 大 きく 回 
りな が ら 攻 撃 し て いれ ば OK, と 言い た だ たい 
と ころ で す が , 英 の ミサ イル も いま まで の 
ステ ー ジ と は 比べ も の に な ら な いく らい 速 
CEL. 攻略 法 は 画面 中 心 部 を 中 心 に 小さ 3 
な 円 を 描く よう に し て バル カン を 撃ち 続け 
る こと 。 なお,。 ステ ー ジ クリ ア 時 に ナス パー 
ム が 全 弾 補給 きれ る の で ナパ ー ム を バシ バ 
シ 便 っ て いき まし も し ょ う 。 


スズ テージ BUEGIASADE ERDA 


前 ステ ー ジ の 夕方 版 と いっ た 感じ の この 
ステ ー ジ 。 高速 で 迫り くる 雲 に も 圧倒 され 
ます が , な ん と いっ て も すご い の が , カミ 
ナリ 。 遠く で ピカ ッ と 光っ だ か と 思う と 目 
の 前 で イカ ヅ チ が ビシ ャ リ と 走る 。 別に 自 
機 に 対す る 攻撃 で は な いし , 当たっ て も 婦 
メー ジ に な ら な いけ ど , 心理 的 に な ん と な 
(不安 に な る 。 こ の 演出 , 素晴らし い 。 攻 
略 法 は 前 ステ ー ジ と まっ た だ た く 同 じ で す 。 た 
だ , 今度 は ナパ ー ム が 補給 きれ な い の で ナ 
ッ パーム を 節約 し て いき まし ょ 2 う 。 

x 

と , まぁ あこ ん な 感じ で ゲー ム は 進ん で い 
きま す 。 残す は 3 ステ ー ジ 。 果 た し て ステ 
ー ジ 1 の 敵 基 地内 シミ ュ レ ーション は 役 立 
つの か 。 敵 の 最終 兵 益 と は いっ た い 何 か 。 
その へ ん は 自分 の 目 で 確か め て くだ さい 。 

最後 に この ゲー ム に 対す る 意見 を 述べ て 
お きま す が , この ゲー ム は アク ショ ン ゲ ー 
ム に も か か わら ず ス コア 表示 が な い の で す 。 
スー ム の 『 ジ ェ ノ サイ ド 」 も そう て し た が , 
アク ショ ン ゲ ー ム に スコ ア が な い の は どう 


を の 「 一 _ 


ON ELO 


この 砂 ボ コリ が けっ こう や っ か い だ 


MARA 


カミ ナリ の 演出 が と て も よい 


b 目的 意識 が な く な っ て し まい , プレ イ し 
て いて 楽し く な い の で す 。 初め は エン ディ 
ング を 見 た い が だ た め に 頑張 り ま す が , エン 
ディ ング を 見 て し まっ た だ たら, も うそ の ゲー 
ム を 二度と プレ イ し な く な っ て し まい が もち 
で す 。 プ ログ ラム 的 に は , スコ ア 表 示 や を 
の 計算 は 非常 に 簡単 な の て 「 ジ ェ ノ サイ ド 」 
に し みろ 「 メ タル サイ ト 」 に し ろ ス ュ ア 表示 
が な い の は ゲー ム デ ザイ ン 上 の ミス か , $ 
違い と し か 思え を な いわ け で す 。 

ゲー ム デ ザイ ン の 話 が 出 て きた つい で に 
述べ て な お きま す が ,「 メ タル サイ ト 」 は な ぜ 
自 機 が ロボ ッ ト で ある 必要 が ある の で し ょ 
うか 。 ゲ ー ム アー ツ の 「 テ グ ザ ー」 の よう 2 
に ロボ ッ ト 形 態 と 飛行 機 形態 と で 機能 の 差 
が 出る よう な ゲー ム デ ザイ ン を すべ きだ っ 
た と 私 は 思い ます 。 こ の ゲー ム は , A 
ニン グ で を その 機動 兵器 の 機動 性 な ん た ら か 
ん だ らし と 言っ て お き な が ら , 全 ス テー ジ 通 
し て バッ ク フ パック 背負 っ た 飛行 形態 の ロボ 
ッ ト を 操る だ け で す 。 た と えば ロボ ッ ト 形 
態 び だ と スク ロー ル が 停止 , もしくは ゆっ く 
り に な っ て 画面 に た まっ た 敵 を 一 掃 で きる 
と か の 工夫 が ほし か っ た と ころ で す 。 あ と , 
どう も ラス ト の 敵 以 外 は 戦っ て いる と いう 
感じ を 得 ら れ な か っ た だ の が 少し 残念 で す 。 
が 。 この 「 メ タル サイ ト 」 ゲー ム バ ラン 
ス は 最高 で すし , 背景 の トラ ッ プ や グラ フ 
ィ ッ ク な どの 視覚 的 演出 も 工夫 が な され て 
いま す 。 ブ ログ ラム 的 に は トッ プレ ベル な 
の で 次 回 作 で は いま 言っ た よう な ゲー ム デ 
ザイ ン の し っ か り し た もの を 作っ て は ほし い 
いも の で す 。 
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IEDF HORA ES 


さて , 今月 登場 する 作品 は , グ ラフ ィ ッ ク 研 究 会 の あ が た 氏 の 作品 「 ご き 
ぶり さん 」 と , 北海 道 の 追分 高校 放送 部 の 「 青 い 空 と ぼく た ちの 地球 」 の 
2 作品 か ら の 抜粋 (本 文 92 ペ ー ジ )。 


1 「 ご き ぶ りさ ん 」 は , あ が た 氏 の ご き ぶ り に 対す る 愛情 に あふ れ た 作品 。 
パス テル カラ ー に あふ ぶれ た 桃源 卿 の よう な 未来 で 喜び に あふ れ た 「 ご き ぶ 
りさ ん 」 を 見 て いた だ きた い 。「 青 い 空 と ぼく た ちの 地球 」 は , NHK の 放 
ニー 送 コ ンク ー ル 応募 用 に 作ら れ た 公害 問題 を テー マ と し た 実写 を 含む 作品 の 
CG 部 分 。 


i 
IStS 


4 


「 ご き ぶ りさ ん 」 の アッ プ 


重々 し い 工 場 の 煙 


に で 


工場 の 上 を 飛ぶ ジャ ン ボ 機 
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TNT が 完成 し た と ころ 


直 換 が 進ん で いる 過程 。2 つの 分 子 が 接近 し て いる 


視点 の 移動 の 途中 。 正 面 か ら 見 
た 放物線 と 影 の 動き が 等 速 直線 
運動 で や わる こと が わか る 


「 再 帰 大 作戦 」 


PF 明彦 


C-TRACE で 作っ た 木 


C 言語 で 再帰 処理 と グラ フィ ッ ク 機 
能 を 使っ た 例 。 自己 相似 形 か ら 木 の 枝 
の よう な 形 を 構成 する 。 先端 の 葉 は 色 
を 変え た だ け 。 

これ を 3D に 拡張 し , レイ トレ ー シ 
ング ク し て みた 。 ま と も に や る と 半月 近 
《 か か る の で , キャ スト さん に 計算 し 
て も ら っ た の が 左 の 写真 (1 枚 30 分 く a 
らい で 終わ っ て し まっ た )。 再帰 処理 に よる 木 (対称 形 ) 


これ は 先月 と 同じ 


東京 新宿 エル タワ ー (12 月 1 日 , 2 日 ) な ど で 開 催さ れる シャ ー 
プ 「 見 ・ 体 ・ 験 フェ ア 」 の た め に Do6GA が 作っ た アニ メー ショ ン か ら 
の 抜粋 。 学 校 の 先生 か ら 教 育 の 場 に お いて CGA シス テム を 活用 し 
て みた いと いう 要望 が 多い た め 試 し に 作っ た CAI っ ぽい アニ メー シ 
ョ ン 2 点 。 

1 本 目 は 化学 。 ベ ン ゼ ン か ら 置 換 さ れ て TNT( ト リ ・ ニ トロ ・ ト 
ル エ ン ) が 生成 され て いく 過程 の アニ メー ショ ン 。 2 本目 は , 物理 。 
の どか な 草原 で 大 砲 を 発射 し , 放物線 の 性 質 を 勉強 する た め の ア ニ 
メー ショ ン 。 この よう に , 目 に 見 えな い 世 界 や , 実際 に 行う こと が 
難し いも の を 映像 化 ・ 視 覚 化 する こと で , 生徒 の 理解 を 容易 な も の 
に する こと が で き , か つ 興 味 を 刺激 で きる 。 


45 度 で 発射 し た と き の 飛 行 距 離 が も っ と も 長い 発射 角度 を 変え て みた ら 


28 の 角度 も 教え て ちょ : 26 


非対称 に も で きる 
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MIHINI 


人 @ 新 製品 レポ ー ト 


EEEIEI 


新 仲 夫 
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アイ テム か ら X68000 用 40M バ イト ハー ド デ 
ィ ス ク Xstor40 シ リー ズ が 発売 され た 。 発 
売 さ れ た の は , 1 台 目 専用 モデ ル の 「HXD 
040」(118 ,000 円 ), 2 台 目 専用 モデ ル の 「HX 
D042」(128 ,000 円 ) の 2 機種 。 11 月 号 の ペン 
ギン 情報 コー ナー で も 紹介 し て お り , 購入 
を 考え て いる ユー ザー も 多い の で は な いか 
使用 結果 を レポ ー ト し た い 。 
de 
台 目 モデ ル の HXD040 を 接続 で きる の 

は , ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て いな い X680 
00 す べ て 。 2 台 目 モデ ル の HXD042 を 接続 
で きる の は , ハー ド デ ィ スク 内 蔵 型 X68000 
か , 1 右目 に HXD040 を 接続 し た X68000 の 
み 。 写真 を 見 て も ら え ば わか る よう に , F 
ザイ ン は X68000 の マン ハッ タン シェ イプ 
スタ イル に マッ チ 。 よ っ て 。 PRO で この か 
ー ド ディ スク を 使う の は 少し 悲し いか も し 
れ な い 。 

接続 は 最大 2 台 , 80M バ イト まで 使用 可 
能 。 将 来 の こと を 考え ん る と 少な いよ うな 気 
も ぁ す る 。HXD040 も HXD042 も 形状 は 同じ 
な の で 2 台 重 ね る と 結構 な 高き に な る 。 つ 
ED, マン ハッ タダ タン ビ ピル ディ ング スタ イル 
と いう で きか が か 。 しかし,。 マ ニュ アル に は 2 
段 重ね は 危険 で す と 書い て ある の で , や ら 6 
な い ほ うがい い だ ろ う 。Xstor を 二 台 つ な 
ヾ 場合 は 1 台 目 を 本 体 の 横 に 置く こと 。 


デザ イン は 


100 点 満点 で 85 点 と 上 と いっ た だ と ころ か 。 写 真 


で は わか ら な い が , 実は X68000 本 体 の 奥行 
き に 比べ て 若干 (5 cm 程度 ) 後ろ の に は み 出 


= XXstor 


X68000 に 装着 
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O 


X68000 用 ハー ド デ ィ スク "Xsto 「 ン シリーズ J 
xema OZ-BPG 1/8PG2/8PK10. 


HXD040 


す サ イズ な の で ある 。 A, これ は 横 か 
ら 見 る と 少し 目立つ 。 もう少し 短く し て は 
し か っ だ 。 こ れ か て 一 5 上 と いう ょ と ころ か が 。 
さらに, 前 面 の スイ ッ チ が オシ ャ レ じ ゃ な 
Oo これ は , 多く の 人 の 感想 。 それに, A 
イッ チ が 出っ張っ て いる の も 間違っ て 押し 
て し まい そう て 不安 。 る 6 に 一 10 点 。 

細か いこ と だ が , X68000 本 体 の 下 に 付い 
て いる 4 つの 「 足 の 出っ張り 」 が 上 手 〈 収 
まる よう な くば み が 欲 し いと の 意見 も あっ 
た 。 う 一 ん , 私 は 気づか な か っ た が 。 し か 
Ls 外 付け ハー ド デ ィ スク に し て は デザ イ 
ン は か な り い い の で は な い だ ろ うか 。 


ハー ド デ ィ スク の スペ ベ ペック 


スペ ッ ク は ,。 姜 1 を 見 て も らい た だ たい 。 イ 


ンタ フェ イス は SCSI を 採用 と 記し て ある 
が , ご 存じ の と お り X68000 は SCSI で は な 
l 拡張 SASI の よう な も の な の で マニ ュ ア 
ル を 見 て 混乱 し な いよ ーー に 。 平均 アク セス 
速度 は 23ms と 通常 の 40M バ イト タイ ププ の 
な か で は 速い は う (通常 は 28ms が 多い )。 

OS は Human68k の 全 バ バージョン と, マニ ュ 
アル に は 書い て な い が OS-9 で も 使用 可能 
だ 。 フ ォ ー マ ッ ト 時 に 不良 セク タ の 代替 処 
理 を 行う 機能 , 停電 時 や 切断 時 の オー トバ パ 
ー キ ング ロッ ク 機 能 な ど は 最近 の ハー ド デ 
ィ ス ク に は 付い て いる 機能 で . な いよ り は 
あっ だ ほう が いい 。 


フォ ー マ ッ ト 一 使用 感覚 


メリ り リス イッ チ の セッ ト 。 ラ フォ ー マ ッ ト 
の や り 方 は 9 月 号 の 特集 や 見 て に た だ きた だ 
い 。 フォー マッ ト 時 間 は , 装置 の 初期 化 に 
数 分 , 領域 確保 に 数 十分 と いう と ころ だ 。 

使用 し た 感じ は …… 』 は っ きり 言っ て 他 
機種 と 変わ ら な い 。 劇 的 に 速く な っ だ と の 
感じ も な いし , 遅い と いう 感じ も な い 。 シ 
ッ ピ ング は , ブレ イク キー を 押し たら か す 
か に 光 が 点 滅 。 つ まり , 普通 の や つ を 採用 
し て いる らし い 。 テ スト の 最 中 ハー ド デ ィ 
スク 上 部 が 少し 熱く な っ て きた の が 若干 気 
に な っ た 程度 だ 。 

hamt LT, これ は 実際 に 使用 し て どう 
09 こう の いう より も デザ イオ イシ が ツウ クリ だ ろう 。 
も ちろ ん , 基本 的 な 性 能 は クリ ア し て お り , 
わり と 売れ る の で は な い だ ろ うか 。 

と ころ て 。 発 月 の アイ チッ ク の ハー ド デ 
ィ ス ク 紹 介 記 事 で も 書か れ て いた だ が , 本 当 
に ハー ド デ ィ スク は も う 必 需 品 だ 。 EE 
っ だ ら も う 元 へ は 戻れ な い 。 414%, X68000 
の ハー ド デ ィ スク ユー ザー は どん どん 増え 
る だ ろう 。 そこ て 。 と こ か の ソン クト ハレ ウス 
が X68000 用 の ハー ド デ ィ スク や ファ イル 
の 管理 ユー テイ リティ を 出し て 〈《 く れ な い だ 
ろう か と 思う 今日 この ご ろ で ある 。 
< 問い 合わ せ 先 > 
TAFA 人 容 03(434) 4171 
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シャ ー プ か ら は , 24 ド ッ ト の イン パク ト 型 
プリ ンタ 3 製品 が 発売 され た 。 特 に, 24 ピ 
ン の カラ ー ド ッ ト イ ン パ クト プリ ンタ は 純 
正 で は 初め て で ある 。 発売 され た の は , カ 
ラー80 桁 の CZ-8PG1 (130,000 円 )) カラ ー 
136 桁 の CZ-8PG2 (160,000 円 )) モノ クロ 
136 桁 の CZ-8PK10 (97,800 円 ) の 3 製品 。 
X68000, X1, X1turbo で 使用 で きる 。 


葉書 な ど 。 単 票 用 紙 と 連続 用 紙 
の 取り 扱い は マル チ ウ ェ イ ロー 
デイ ング 機能 で 手軽 に 行え る 。 
連続 用 紙 用 の トラ クタ ユニ ッ ト 
は 内 蔵 さ きれ て いる 。 ま た , 葉書 
モー ド や , 高速 印字 モー ド , Ml 
書き モー ド な どの 切り 替え や , 
止 方 向 ・ 逆 方 向 の 微小 送り は す 


tario 
CZ-8PGI/8PG2/8PKIO 


印刷 サン プル 


べ で て 操作 パネ ル の 操作 で 行う Z 
デザ イン は , 例 に よっ て エプソン の OEM と が で きる 。 7 色 の カラ ー 印 刷 
の フォ ルム 。 純正 で 初め て カラ ー の ドッ ト は , 専用 の カラ ー イ ンク リボ ンカ ー ト リッ 
イン パク ト 型 で ある と いう こと 以外 に は , ジ を 装着 し て 行う 。 


機能 的 に も 特に 目新し いも の は な い 。 し か 
L, ドッ トイ ン パ クト 型 は 熱転写 型 に 比べ 
て イニ シャ ルコ スト は 高い が , 
コス ト は 低い と いう 特徴 が ある の で , 購入 
を 考え る 人 は 多い か も し れ な い 。 表 2 に ス 
ペッ ク を 紹介 する 。 


ラン ニン グ 


プリ ンタ の スペ ッ ク 


文字 フォ ント は JIS 第 1, 第 2, 半角 , 外 
F, 記号 , グラ フィ ッ ク な ど を 搭載 。 パ イ 
カ (文字 ピッ チ が 1 イン チ あ た り 10 文 字 ), 
エリ ー ト ( 同 12 文 字 ), 縮小 ナオ イズ , スー パ 
ー ス クリ プ ト (上 付き ), サ プス クリ プ ト ( 下 
付き ), 影 文字 , 袋 文字 , 縦 書き 印字 な ど が 
可能 。 


印刷 可能 な 用 紙 は , 単 票 用 紙 。 連続 用 紙 , 


表 1 ハー ド デ ィ スク の スペ ッ ク 


HXD040 HXD042 
ユー ザー 領域 (M バ イト ) 


AR A 
MEL ORO A 
23 
T ES 


ED E js S 
a OO 
5 て 45*C /2060% RH 


衝撃 5G 以 下 
寸法 (HxXWxD)mm 35 X 136 X 400 
ES 


ENS 
TCP 
me (ED 


先 に も 書い た が , 
フン ニン グ コ スト が 低 《, 印字 速度 が 速い 。 
ま だ, 縦 書き , 微小 送り な ど 各 種 の 印刷 機 
能 を 備え を て いる た め , 
ス は 高い と 言え る だ ろう 。 実際 , 
すでに 欲し が っ て いる 人 も いる よう が だ 。 

く 問 い 合わ せ 先 > 
++ THB 傘 06(621) 1221, 03(260) 1161 


CZ-8PKIO 


ドッ トイ ン パ クト 型 は 


コス トペ パフォ ー マ ン 
周り に は , 


CZ-8PGI 


CZ-8PG2 


表 2 プリ ンタ の スペ ッ ク 


(* 1 ) 小数 点 以下 切り 捨て 
イン パク トド ッ ト マ トリ クス /24 ピ ン 
フリ クシ ョ ン ・ フ ィ ー ド 方 式 , 紙 幅 可変 プッ シュ トラ クタ フィ ー ド 方 式 
パイ カ に エリ ント 9 編 小 。 スー パー サブ スク リプ ト 
袋 文 字 , 影 文字 , 英 数 字 , カタ カナ , ひら が な 
記号 。 グラ フィ ッ ク , 半角 文字 , 外字 
漢字 (JIS 第 |・ 第 2 (JIS X0208)) 


ER, 連続 , 葉書 


印字 方 式 / ヘ ッ ド ピン 数 
紙 送 り 方 式 


= 


印字 


速度 
(文字 / 秒 ) 


デー タバ パッ ファ 容量 (バイ ト ) 


寸法 (HxWxD)mm* 194 X 496 x 399 194 x 609 x 399 145 X 593 X 348 
TIA 
価格 (円 ) 130,000 160,000 97,800 
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ング 教習 所 … 古 村 E 


OS と オペ レー ティ ング スタ イル 
ws soy 中 野 修一 


OS, つま り オ ペレ ルー ティ シグ シス テム と 
いう 言葉 が あり ます 。 あ ら ゆ る コン ピュ ー 
タ で 基本 シス テム と な る 部 分 が この よう に 
呼ば れ て いま す 。 私 た ち が パ ソコ ン を 扱う 
と き 意 識 す る し な い に か か わら ず , 常 に OS と 

う も の の お 世話 に な っ て いま す 。 具体 的 
に は 8 ビッ ト 機 の BASIC で いえ ば マシ ン 語 
モニ タ ま だ は BASIC を その も の , X68000 な 
ら ば Human68k な ど が OS に あたり ます 。 
Human な ど は , 性 格 と し て DOS と 呼ば れ 
る こと も あり ます 。 

さて, XX68000 ユ ー ザ ー に お 聞き し ます 。 
XX68000 に お ける Human と は どの 部 分 で し 
まう か 。 コマ ンド モー ド て A> の プロ 
ント を 出し て いる 部 分 ? いえ を , それ は 
command.x で すね 。OS 本 体 は 普段 , 私 た 


ちの 目 に 見 えな いと ころ で 動作 し て いま す 。 


メモ リ 管 理 . ファ イル 管理 , タス ク 管 理 な 
E, 面倒 な こと を 引き 受け る の が OS の 仕事 
で す 。config.sys の 設定 を 間違え を た と き な 
E, だ た ま に 「command.x が 起動 で きま せ 
AT し に 。 ヨ ユマ ンド を 入力 し て 【 だ まい 。 
な ど と 壮 マ ー グ ク の ブロ ンプ ト を 出す こと が 
あり ます 。 これが Human68k が も っ と も 表 

面 に 現れ る 場面 し いえ を る で し ょ う 。 
グロ グラ ミン シン グ エ ー ザ ー に 対し て 、 DOS 
III 
に 開放 し , る さま ざま な サー ビス を 提供 


48 Oh! Xx 1990.1. 


し ます 。C ゃ 福袋 の アロ グラ マー ズ マ ニュ 


アル , 初期 X68000 の Human68k ユー ザー 
スマ ニュ アル な ど に umam の ファ ンク シル 
ョ ンコ ユール が まとめ られ て いま す 。 メ モリ 
の 確保 や ファ イル の 管理 , プロ グラ ム の 起 
動 ……。 それ ら を 見 る と , DOS と いう も の 
が どん な も の な の か が お ぼろ げ な が ら わ か 
る そし よう 。 


) ユー ザー イン タフ ェ イ ス こ と は 


OS 本 体 に 上 比べ, よく 目 に つく の が ユー ザ 
ー イ ンタ フェ イス の 部 分 。 す な わ ち comm 
and.x や vs.x の 部 分 で すね (ユー ザー イン 
タフ ェ イ ス は コン ピュ ー タ と 人 間 の あい だ 
を 取り 持つ も の の 意 )。 これら は UNIX の コ 
マン ドイ ンタ プリ タ に な ら っ て シェ ル と 呼 
ば れ て いま す 。 現状 で は コマ ンド ( す な わ 
ち ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム な ど ) E 
動 す る も の が 広く シェ ル と 呼ば れ て いる よ 
う で す 。 

OS の 使い 勝手 は この 部 分 の デキ で ほぼ 
決ま っ て し まい ます 。 特に パソ ュ ン 上 で は 
ユー ザー イン タフ ェ イ ス が 悪い も の は 決し 
て 高い 評価 を 得る こと は で きま せん 。 せ むし 
ろ ユ ー ザ ー イ ンタ フェ イス の 性 能 が その ま 
ま OS の 性 能 と 見 られ る こと の ほう が 多い 
よう すす 。 で ん て あな いこ と だ と 思わ れる 


WORS 


初心 者 で は よく , パソ コン の 使い 方 が わからない こと 


いつ 人 が いる 。 し か し , も と も と パソ コン の 使い 方 
と いつの は 自分 で 考え る も の だ し , それ を 考え る 過 
程 が すなわち パソ コン を 使う こと に も な りう る 。 5 
えら れ た も の を 使う だ け で は パソ コン の 価値 は な い 。 
使 お うと する 意志 が あっ て 初め て オペ レー ティ ング 
こい うつ 言葉 が 意味 を 持つ 。 そ れ が ご うい っ た か た ち 
を 取る か は それ ほど ご 重要 ご は な い 。 
いう 姿勢 が それぞれ の 「 オ ペレ ー テ ィング スタ イル 」 
と いう か た ち で 表 さ れる だ け な の だ 。 


使い こ な そ うこ と 


方 も ちい (る で し ょ う が , OS の 存在 目的 の ひ 
と つ は 明らか に 人 間 と の イン タフ ェ イ ス と 
し て の 役割 で すか ら , あな が ち 間 違っ て い 
る と も いえ ませ ん 。 


し How to operate “OS” 


3T, OS に つい て は 「 ユ ー ザ ー は あま り 
知ら な く て も よい 」 と いう 考え ぇ 方 が あり ま 
す 。 本来 , ユン ピュ ー タ に と っ て , OS は 空 
気 み た いな も の で すか ら , ちゃ ん と 動い て 
きえ いれ ば , 「 意 識 し て まで 呼吸 する 必要 
は な が ない 』」 と の うと ころ て し よう か 。 

し か し , 現状 の パソ ュ コン で は 少し は 息 を 
吸う 努力 を し な いと , な に を する に も 上 息 苦 
し く て な が つて も まい ます 。 これ は ディ スタ の 
フォ ー マ ッ ト で あっ た だり,。 ファ イル の コピ 
ーー て あつ だ り 。 ハ パー ド デ ィ スグ ク グ の イィ イシ スト 
ー ル で あっ た り と いっ た と ころ で し ょ う 。 
入門 記事 を 見 て で も,。 ちょ っ と し だ こと を す 
る と 「config.sys を 書き 換え て くだ きい 」 
と か ,。「 一 を シス テム に 組み 込み ます 」 な ど 
と いう 表現 が 現れ て くる の で す 。 

これ が アプ リケーション ユー ザー が OS 
を 使う た め の 動 機 し な り ま す 。 

=p ATA FIELES 単なる デー タク 
プロ セッ サ と し て の 意味 以上 の も の を 求め 

る 場合 に は , むし ろ みろ 積極 的 な 呼吸 が 必要 と 
な っ て きま す (MZ, X1 や X68000 ユ ー ザ ー 
は この よう な 傾向 が 強い で すね )。 

ぃ いずれ に せよ , OS に 関す る 知識 は 誰 に 
と っ て も 不要 で は な いわ け で す 。 で は 正 し 
い 呼 吸 法 。OS の 使い 方 し いじ う も の は ある 


の で し ょ うか 。 以下 に X68000 の 場合 を 例 
に 少々 極端 な モデ ルケ ー ス を 挙げ て み ま し 
LS 

@ A 君 の 場合 

学校 で は , いや お な うな で PC=9801 を 使わ 
され て いる A 君 は PDS を 駆使 し て X68000 
の 画面 を 640X400 ド ッ ト に 調整 し , 起動 時 
の メモ リ チ ェ ッ ク か ら メ ッ セ ー ジ , は て は 
漢字 の フォ ント まで て PC-9801 コ ン パ チ に し 
まし た 。 コ マン ド 類 は 当然 , 同様 の を の を 
揃え , CAPS キー は ロッ ク し だ まま 引っ こ 
抜い て あり ます 。 こ れ で 学校 の PC-9801 と 
同じ 環境 が 得 ら れ て A 君 は 満足 びす 。 あ と 
は 1 日 も 早く 一 太郎 コン パチ の ワー プロ が 
現れ る こと を 待ち 望ん で いま す 。 
0BIAN0i%5% 

BB AS が 嫌い で す 。 バ イト に 明 
け 暮 れ , PC-9801 が 楽々 買え る 値段 で X68 
000 を 手 に 入れ だ B 君 は 。 あく まで も X680 
00 ら し る を 重視 し て ビジ ュ ア ル シ ェ ル で で 
きる 部 分 は 必ず vs.x を 使い ます 。 LR ZKE 
ら さ れ た 彼 の ビジ ュ ア ル シ ェ ル は 強力 で す 。 
「 俺 の ダブ ルク リッ ク よ り 速 く コ マン ド タ 
AZTECA MR y ES EGT 
Lo 

ある 日 「 ダ ブル クリ ッ ク で は ファ イル の 
実行 と 内 容 確 認 が 両立 で き な い じゃ な いか 」 
と 友人 に 指摘 きれ た 彼 は , つい に 実行 型 ビ 
ジュ アル シェ ル 上 か ら タ イジ 下 ジ ュ ア ル 
シェ ル を 起動 する と いう 多段 式 ビ ば ジュ アル 
SUMIRIT ARE LEGILE, 実行 型 
は ダー ク ブ ルー の スク リー ン , タイ プ 型 は 
アン バー イエ ロー の スク リー ン が 起動 し ま 
Fo いま は 高速 起動 用 の 増設 RAM の た だ ため 
に バイ ト に 明け 暮れ て いま す 。 
OCENE 

X68000 は Macintosh の よう な マシ ン だ 
と 信じ て 買っ た C 苫 は ば ビジュアル シェ ル で 
は も の 足り な いも の を 感じ て いま し た 。 < 
ソコ ン 通 信 で Macintosh エ ミュ レー タ ら し 
きも の が ある こと を 知っ だ (店 は どう も や 
も 動か し て みた く な り , つい に 並行 輸入 店 
か ら 安 く Macintosh plus を 買っ て き て し ま 
MY だ 
Macintosh の ROM を 吸い 上 げ エ ミュ レン 
ー タ を 組み 込ん で みる と 結構 動く よう で す 。 
お まけ に まっ と うな Macintosh plus より 速 
いて は あり ませ ん か 。 最近 で は SECS 
ー ド ディ スク を 接続 し て Macintosh は 人 金 食 
い 了 虫 だ と 嬉し を うに 嘆い て いま す 。 


@D 君 の 場合 

大 学 の 研究 室 で ワー クス テー ショ ン を 使っ 
て いる D 君 は 端末 不足 に 業 を 煮やし , X68 
000 を 持ち 込ん で RS-232C で 接続 し て 端末 
に し て し まい まし た 。termcap 指 定 が 面倒 
と か ROM デ ィ ス ク 上 の term.x は な ぜ か co 
nfig.sys て shell に 指定 し な いと うま くつ な 
が ちな いと いい な が ら も , な ん よ と の か の また 
yt o E ae hr e 。 

を の うち , Human の コマ ンド と UNIX 
の コマ ンド が ご っ ちゃ に な っ て き て し まい 
ま も し な た な 。 EZUDAN Human O0xZ4: FT 
ス 機 能 を 使っ て Human の コマ ンド 和 群 を U 
NIX ライ オク な コマ ンド 名 に 変え て しま いま 
し た 。dir/w は ls, type は cat, copy は cp と 
し た の を 始め , process.x は ps に find.x は 
不 本 意 な が 65grep と し だ よう て す 。 も ちあ る 
ん エディ タ は microEMACS で す 。 ラフ ミッチ 
処理 の 損 弱 さき を 嘆き , B シ ェ ル で も いい か 
ら ジ シェ ル が は し いと いい な が ら ,。 いま は C 
言語 (GCC) で て UNIX コン パチ の コマ ンド 
だ て みみ 作っ て いま す 。 

@E 君 の 場合 

E 君 は その 筋 の 人 で す 。 当然 , MC68000 
ELIT ESTI LIDO AA 
ろ ん 05S-9 に も 手 を 出し まし た が 。 JOCS 和 や 
プ ブテン クシ ョ メ コ オール うまく 才 吉 す れ ば 
Human で も マル チタ スク 化 は 可能 だ と 信 
CTL T 

稲 厩 の タイ ビン グ を 誇る E 君 の 前 で は ヒ 
スト リ 機 能 ど と か エイ リア ス な ど は 無用 の 
長物 で す 。 ま し て や ビジ ュ ア ルイ ンタ フェ 
イス な ど は 人 金輪 際 必 要 と し ませ ん 。 加え て 
8 ビッ ト 時 代 か ら し みつ いな た 性癖 の た めか , 
1 バイ ト で も 多い フリ ー エ リア の だ めで あ 
れ ば , どん な 環境 で も 机 え て みせ ます 。 最 
EE は エディ イダ や アモ ング ブラ, サン た デ イ バ 
ッ ガ は ROM に 焼い て し まお うか と 考え て 
いま す 。 

* * * 

ST, こら 5 CERATI A DAR 
で す 。 念 の た め ) は 皆 そ れ ぞ れ に 幸せ な > っ * 
e APUESTA AR TA IRALA 
E O o e 
スタ イル は まっ た だ たく 〈 違 いま す ( 同 じ 共 68000 
1% es と , いえ な い 部 分 も あり ます が )。 
それぞれ が 志向 する も の が 違う 以上 , どれ 
が 正しい か な どい える わけ が あり ませ ん 。 
この ほか に も 大 勢い る で あろ うと 思わ れる 
"Load Runner」 や 「 バ ッ チ 処理 の 鬼 」,「 メ 


Za Més 1 ズ カ アン ダメ ョ ン キ ーー な じ さ 
Al 「 プ ブル ダウ ン お だく 」 も 同様 で す 。 

使い 方 に つい て は 「 フ ァイル は こう 作成 
する の が 正統 派 だ 」 と か 「 工 玲 な る ディ レ 
クト リ 構 造 の あり 方 」 と か 「 絶 対 的 ユー ザ 
>A VATSAA UE ROES DRA 
な も の は 存在 し よう も あり ませ ん 。 

OS を 使う た め に , あらゆる マニ ュ ア ル や 
解説 書 を 読破 し た と いう 人 は 少な い は ず で 
す 。 た だい てい の 場合 は , と りあ え ず 触っ て 
AT, わか ら な いと ころ は マニ ュ ア ル を 見 
て …… と いう 過程 を 繰り 返し て いる に すぎ 
な い を も よう それ て も 05 が な を も な がく 
使 を る よう に な っ て いく て と いう の は , ユー 
ザー 1 人 ひと り が , いわ ば オペ レー ティ ン 
グ ス タ イ ル と で も いう で きも の を 持ち 始め 
て いる を に は ほ は が か が な.0 ませ ん 。 

も し か し た だ たら, あな だ が 使っ て いる 方 法 
ょ より も っ と 便利 な 機能 が ちゃ ん と 用 意 る され 
て いる か も し れ ま せん 。 し か し , 特に 残念 
が る 必要 も な いで し ょ う 。Human68k な ど 
で は 実に 多彩 な が ユー ザー イン タフ ェ イ ス が 
用 意 き れ て いま す が , その と どれ を 選ぶ か は 
まっ だく の 自由 で す 。 他 人 か ら 「 効 率 が 悪 
い 」 と か 「 キ ー ス トロ ー ク が 多い 」 と か 「 症 
感 的 で な い 」 と いわ れ て も , 自分 で 使い や 
すけ れ ば それ に 優る 4 も の は あり ませ ん ( あ 
まで も ユー ザー の 立場 だ か らい える こと 
TT Do 

以下 に 続く 特集 記事 も 単なる ヒン ト に す 
ぎません 。 それ ぞ れ が ,「 私 の オペ レー ティ 
ング スズ イル は と こう だ 『 す 」 と 主 娠 し て 選 る 
部 分 も あれ ば ,。 マニ ュ ア ル で は わか り に く 
い 部 分 を 噛み 砕い て 説明 し た 部 分 も あり ま 
す 。 ま っ た だ く の 初 心 者 の 方 は いく ら か で も 
参考 に , 初心 者 マー ク は 卒業 し た と いう 方 
は それ ら を と お し て 現在 の 自分 の オペ レー 
テイ ング スタ イル を 見 つめ 直し て みる の も 
EDEN ULEAD 
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For Beautiful Human6Sk Life. 


基本 コマ ン 


NX 


o = ち は , 花 も 恥じ ら う 西川 番 司 で す 。 
x に 出回っ て いる ユー ザー メ 
イド の ソン ト を 見 る と , その ハー ド の 性能 
DES REMERA LEAN, ユー ザー の 
レル の 時に は 驚か る れ ま す 。 し か し , 
いつ で も 和 初 選者 し いう も の は いる も の て , 
En 2 ンカ ら X68000 に きだ た 人 や , 
EDILICIA 
て は OS や DOS と は と ら え に 《 い も の か も し 
れ ま せん ね 。 ここ で は X68000 を 買う と も れ 
な くつ いて 〈《 る Human68k, command. x 
な どの 基本 的 な 使い 方 に つい て 述べ て いく 
0 dl e 

RIEL, コマ ンド 名 の 後ろ に を の 説明 を 
の けた だ の で は マニ ュ ア ル と 変わ り ま せん か 
ら た かじ 電 0 が いこ ご こし と し つ それ が て きる コマ ン 
ド 」 の 形式 で 進め て いき ます 。 


DO 特定 の ファ イル の 一 覧 を 見 た い 


SECOABO dra LF y 4) 
一 覧 を 参照 すみ る ため の コマ ンド で す 。 作業 
E, 特定 の 拡張 子 の つい た ファ イル が ディ イ 
スク の 中 に 存在 し て いる か どう か を 確か め 
Enka さも が し ば は し ば は あり ます 。 

BASIC で て は 「.bas」, 
が の オル は 「batr と いう ぶ ふう に , Hum 
an て は 拡張 子 に よっ て 処理 を 振り 分 yi を 1 
の の だ で きん あり ます も 2 これ は も 9 や ア 

プリ ケー ショ ン が 特定 の 拡張 子 に 対応 し て 
NACO. 目 分 て と アジ ログ ラム ポタ ティ 
ル を 作る 場合 に も , これ に な ら っ て 系 統 立 
っ た 拡張 子 や ファ イル 名 を つけ る よう に し 
で て く て とべ 使い や や すく な りさ きす 。 

だ と え ぇ えば, BASIC の 音楽 プロ グラ ム は す 
AT Fm 」 で 始ま り , basi の 拡張 子 を 
持ち も もし ましょ う 。: 音楽 グロ グラ ム だ け を 
な 攻 で 児 だ ない を た き に は どう すれ ほぼ いい て し 
た かず 

こん な と よき は ワイ ルド カー トド を dir コ マン 
ド に 用 いて や り ま す 。 DARRO EEN 


50 ohnx 19901. 


C 言 語 な ら 「.c」, バ 


RN an 
西川 En 


Tajima Hyougo 


田嶋 RE 


E ES の 2 つの 次 めこ 2 ha 
の 2 文字 ファ イル 名 を 指定 すず する と き 
Wi よっ て 。 MMOD 2 TF i 
= Sd DER eN ES 
は 複数 の 任意 の 文字 を 意味 し ます 。 


Humentin に 親しみ , 
の も っ と も 基本 的 な 部 分 を 解説 し ます 。 ま すず は 基本 コマ ント 
の 使い 方 か ら で す 。 きっと, 基本 技 で も さま ざま な 応用 が で 


きる こと が わか る 


みこ も が で 


っ き の 例 は な ん と な 〈《「m ※*.bas」 で 


23d ICA. LAS e. 
dir m p bas 
で ちゃ ん と - し きま し も だ 。 
AJA fc も っ と 細か い 例 を 示し 
まし ひさ う 。 Ea FARZ ROPE, 
abc. bas 
abc. x 
Abcd.BAS 
ABCDE.SYS 
PEUS TODI TAMIL LA 
MATABA FIAT AA 
A> 
の 状態 か ら , 
A>dir *.bas 
前 突 衝 ん もみ まし まう 。 Tot 
図 1 ワイ ルド カー ド の 例 


FiNprogramNxbas>dir /u 


RAM_DISK 本 
40 ファ イル vte par 

フライ. ルル 使用 量 281K Bate 1 用 
cree bas | m_aria 
mac inta_e bas | macpr int 
G do Leer bas | titleed 

_tes bas | PP 
CHOICED BAS | m_aradius 
q_palet bas | pale 

al5 s |pal3 

_sym9_4 bas | pal4 

1 GS0 | pal01 
sern$ bas | M_thCross 
Enprogramiubas>»dir m_* .bas 

RAM_ DISK E: di 

ファ イル 用 

ファ イル 使用 量 9 Byte 用 
m_aria bas 5088 82-06-05 
M_x63000 bas 283 89-06-05 
M_tes bas 183 89-06-05 
m_GalxF6 bas 284 89-06-05 
m_grad ius bas 2 89-05-05 
M_sym9_4 bas 65536 89-06-05 
M_thCross bas 17429 89-07-22 


Fiiprogramixbas> 


ー ユ ーー ーー ーー ーー ーー 一 ト 
a EN 
NN N N ON NA 

ーー ト 

JI 

F 


SAR MUNA MANAS SENE ERS 


より 充実 し た 操作 環境 を 実現 する た め 


と 思い ます 。 


abc.bas 

Abcd.BAS 
の 2 つが 表示 され ます (大 文字 小文字 は 区 
別 き れ ま せん )。「*.bas」 の 意味 は つま り , 
拡張 子 が 「bas」 なら 主 ファ イル 名 は と ん な 


AFTER EL KG。 

A>dir abc?.x* 

を 実行 し て み ま し ょ 2 う 。 今度 は , 

abc.bas 

abc.x 

Abcd.BAS 

の ひき する が 表示 きれ る さと に ん りみ あす 。 
SEEN 「※」 で て で 表 る れ て いる こ 
と か ら , 拡張 子 は な ん で も いい ! と 指定 
RE 
C の 3 文字 が つい て いれ ば 後ろ の 4 文字 目 
は な ん で も いい , と いう 意味 で す 。 4 文字 
目 は な ん で も いい わけ で すか ら 4 文 字 目 が 


な で を に わい けい て で と) を は で けけ geubasii と 

「abc.x」 も ター ゲッ ト と な っ だ わけ で す 。 
PABCDE. SYS」 が ター ゲッ ト に な ら な 

か っ だ の は 「ABCD」 の 後ろ に 5 文字 目 の 


OK Byte 使用 可能 


mac 1 BAK | R_mmg 

R_black bas | R_testí 

M_x62000 bas | title 
AEJAL bas | m_balxF6 

dirtemp flaat3_14 

pal5 BAK | pal5 

pal3 bas | palt3 

pals bas | 6_b12 

pal01 bas | situ 

saizu bas | opop 


OK Byte 使用 可能 


スネ 
= 


¿51:50 


EE が あっ た た めで す 。 この こと を 利用 し 
て , 4 文字 以下 の 抜 張子 は な ん で も いい フ 


ァイル 名 の 一 覧 を 表示 せよ , と する に は ど 
FERGET し よう も し: 答え を は 。 
Asdir: 7777.* 


Toe がり de 


I ファ イル を 表示 し た い 


ファ イル の 中 身 を 見 た な いと き が あり ます 。 
BASIC フ ァイル は X-BASIC を 起動 し た あ 
と その ファ イル を 読ん で や っ て , LIST を 実 
aa ana ON de ca きま す 。 ア や シン アタ 
の ジ メ オイ スズ は エ デ イ スタ を , 
ed ファ イル ネー ム 
の ょ よう に し て 起動 し て や れ ば 見 る こと が で 
きま ま 。 LEL, も っ し と 手軽 に ブチ イ オル の 
中 身 あ も の ぞ け な いで し ょ うか 。。 
command.x に は 「type」 コ マン ド と いう 
の が あり まえ ま 光 。、 こ れれ は , まる に フラ ティ イオ な の 
中 身 を 見 る だ ため に 使い ます 。 使い 方 は 
A>type ファ イル ネー ム 
で 先ほど 説明 し た ワイ ルド カー ド も 使え ま 
す 。- だ が だ 天 き ぴぴ ソ テア イル に な る も 当たり 前 
で す が , 1 画面 内 に 収まら ず , スク ロー ル ア 
立て いら で じまい に ます 計 CTRL1+ES] 
で 表示 の 一 時 停止 が 可能 で す が ど う も 不便 
CT で う いう と も き に は (Fnore」 BRL 
ます 。 使い 方 は , 
Amore < ファ イル ネー ム 
で す 。 これ を 実行 する と 表示 が 画面 いっ ぱ 
に な る と キー 入力 待ち と な り , 表示 を 一 
時 停止 し て くれ ます 。dir コ ユマ ンド の 「/P」 
eK て いる も いっ だ ら わ か る で し ょ うか が 。 
「 ぐ 」 は 「more」 コ マン ド が フィ ル タ 系 の ュ 
マン ド の た めで す (< は 省略 可 )。 NN 
AKT, キー ボー ド の 代わ り に 後ろ に 書 
a ci 
TOF Fe 
AE A A LI A A 
TRHRARIDIAMEBRTAIANON 7 Y 
NT, ADPCM の デー タフ ァイル や ,。 拡 
祖 子 が LR」 や.「X」 の 実行 形式 の ファ . イ 
ル を 表示 で き な く は な い の で す が , どう も 
A a a 
な ん が とき に は うれ dumpi で す 。 
Ta ファ イル ネー ム 
DETRAS ト ッ パ ツ き シマ 
だ が どど エマ ン ン 語 夫 ニタ に 光っ つて 。 
LS r E SI E CN 


DISELTIEV 内 の 表示 を し た と ょ が だ 
みる で も た ょ うか が か? . こ の dumpi HERA 
よく 似 て いて ファ イル の 内 容 を 16 進 数 と , 
を れ に 対応 する 文字 で 表示 し ます 。 こ の っ ュ 
マン ド も 表示 が 1 画面 に 納 ま ら な いと き は 
と じゃ スグ お 一 ルル チ デップ し て の いろ ルト ま 
NAS AS と うに か が らら Ne0 
うか ね 。 XIIE 「more」 と いう の 退出 でき 
まし だ ね 。 こ れ は フォ ル タ 際 の コロ マッド と 上 
いい ま も だ が 、 フィル タメ っ て いっ 記入 天 あ 
Moto J, 

ある コマ ンド を 実行 し て , その 実行 結果 
を 直接 出力 (多く の 場合 は 画面 に 表示 ) せ 
ず , 少し 手 を 加え て か ら 出 力 さ せる 機能 ヵ 
DO, この 「 手 を 加え る 」 の が フィ ル タ 系 
コマ ンド の 人 役目 で す (フィ ル タ 系 の コマ ン 
Nid "finds, "mores, "pri, 「sort」 の 4 
つが 用 意 き れ て いま す )。 

「more」 は 1 画面 ご と に 区 切っ て 表示 を 
まる 。 と いう 役 紅 の フィ ルコ ユラ ドド が な っ 
だ ん で す 。 その は ほか :, 意外 か も し れ ま せん 
2%, Oh!X で リス ト 打 ち 出 し に 多用 る れ て 
いる 行 番号 は 実は , 

find/v XFA ファ イル 名 >prn 
の よう に フィ ル タ ュ コマ ンド find を 使っ て 出 
力 さ れ て いま す (文字 列 の E 
ル 中 に 絶対 存在 し な いも の を 指定 す 

A a 
これ は “/” の 前 の コマ ンド の 表示 を 横取り 
し , 後ろ の の コマ ンド に 渡す 働き も し ます 。 

Amore < ファ イル ネー ム 
は , 

A>type ファ イル ネー ム |more 
6 由記 こ と な の すす 。 も う 。 わ か り ま し だ ね 、 
「dump」 コ マン ド も 同じ よう に 実行 し て や 
ば いい の で す 。 

A>dump ファ イル ネー ム | more 

す 。「/p」 が ある の で ほとん と ど 意 味 が あり 
IEAS コシ ンド あ 。 

A>dir | more 
と し て て 使 人 こと も 対 能 て す 。 

Ds ひと つ 二 異な こと を いい 忘 私 で あお し 
だ 。 フ ィ ル タコ マン ド は を の 実行 に 作業 用 
の シン ボ ラル ファ ネル 」、 と いう も の 中 
動 的 に 作成 し ます の で , ディ スケ ッ ト の プ 
ロ テ ク トノ ッ チ に シー ル が 貼っ て あっ た り . 
ディス ク の 容量 が 足り な か っ た りす る と エ 
メー が 発生 し ます こま な ここ の テン ボテ 
ファ イル は コマ ンド 終了 時 に 自動 的 に 削除 
され ます 。 


I 隊 層 ディ レク トリ っ て な ん の こと 

5 イン チ 2HD の ディ スク は 容量 が 1M バ 
イト 以上 も ある の で , 1 枚 の ディ スク に か 
な り の 数 の ファ イル を 入れ て お くく こと が 可 
能 て で す 。 DA a E 
その 何 十 倍 も の ファ イル を 入れ る こと が で 
きま ます. な に も 考え すず だ た て る ん の ツウ ァ パオ 庄 
を 入れれ も まう 上 dr コマ ンド を 実生 も ぶる 
し た だ た とき, 目的 の ファ イル を 画面 か ら 読 み 
取る 前 に スク ロー ルアウ ト し て し まっ た り 
し て 大 変 不便 で す 。 まぁ, 

A>dir /w 
(画面 いじ つっ ぱい に ファ イル 一 覧 を 表示 ) や 

A>dir /p 
(ファ イル 一 覧 が 画面 いじ いっ ぱい に な る と キー 
入力 を 持っ て 続き を 表示 する ) で な ん と か 
な ら な いこ と も あり ませ ん が , な ん と か 系 
統 立て て ファ イル 管理 を し た いで すね 。 を 
こ て 階 層 デ イィ レク トリ で す 。 MERMA, 

| ルー ト デ レ ク M 


テイ レク トリ テイ レク トリ 


の よう に ファ イル を ディ レク トリ 単位 で 管 
理 す る こと を 階層 構造 と 呼び ます 。 

「 ル ー ト ディ レク トリ 」 は 略し て 「 ル ー 
ト 」 な ど と 呼ば れ ま す が , これ は 階層 ディ 
レク トリ 構造 の 大 本 で す 。 ル ー ト は 木 で い 
う と 根本 の 部 分 みた いな も の で , ほか の デ 
ルツ / グ トリ (すす ブ デ イレ クト サ ) E S 
アオ か は と て も て てる 
ちな み に 、 デ ィ レ クト リ 構 造 を この 目 で 見 
CA だ MO あい う 2M の だ た だめ は tree tiga 
マン ド が あり ます 。 使い 方 は , 

A>tree 
で す (Human68k ver.1.9 に は あり ませ ん )。 

すべ て の ファ イル 操作 は 基本 的 に は いま , 
自分 の いる ディ レク トリ 内 で 行わ れ ま す 。 
て . す か ら 。 

A>type *. bas 
ELTENO A rAr 
o E AR A E a P 

[いま : 衣 分 の いる 」 っ つて で いつ だ ちる て ぶ ぴ 
う や っ つっ だら それ が わか る ん だ 7? よ 思 っ か た 
RO 多い ば すず て す 。. て は, 適当 が シス テム 
だ ルス クダ も 上 げ て 

A>cd 


ある ファ イル 
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を 実生 じ し で ぞ み まし ょ う 。 ル ー ト に いる 人 は 。 
AY 
と 表示 る れ だ た はず 。 その ほか の サブ ディ レ 
クト リ に いた だ 人 は 。, 
AIM ディ レク トリ 名 
に 半 示 る 覆 だ だ に まう これ YY, Ad B 
分 が 操作 で きる ディ レク トリ が わか っ だ わ 
け て で て す ・( そ の 「 い ま 和 上 自分 の いる ディ レク ト 
を カル ま キディ オレ クト びり と 呼び ます ) 
を それでは, 別 の ディ レク トリ に 移る に は と 
6 も の て し ょ よう 。 


ルー ト テ イレ クト リ 


と いう , ディ レク トリ 構造 を し て いる ディ イ 
スク を 想定 し まし ょ う 。 い ま 目 分 が EFGH 
に いた まし エイ ルー ト ハ へ 移 あ に は どう し た ら 
だ し よう りう 。 CRA, 

A>cd Y 
と し してやれ は は いい の で て です (ちょ っ うち わかり 
に くい か な , で も あと , いく つか の 例 を 見 
て いけ ば わか っ の る て し まう 9 し と 思う よ ) 次 に ル 
ー ト か ら IJKL へ 移る に は どう し だ た らい い 
Li 

A>cd 1IJKL 
で す 。 こ の 状態 か ら MNOP へ 移る に は と どう 
も ME あう 

A>cd YABCDYMNOP 
PFELTT. て は 。 少し 先 上 〈 見 て ぃ て こ 
CA LRM 

ひと つ 下 層 の ディ レク トリ に 行 〈 場合 は , 

cd の 後ろ の に ディ レク トリ 名 を 書い て や る だ 
け で す (先ほど の 例 の 。 ルー ト か ら KL 


へ 移っ た と き の 場 合 )) これ は 比較 的 わか り 
や すい と 思い ます 。 

IT, 少し 難し を うな の が 最初 と 3 番目 
の 例 の や つ 。 こ れ は ディ レク トリ の 絶対 指 
定 と いわ れ , あ だ た か も ルー ト か ら 下 層 デ ィ 
レク トリ へ 順番 に 降り て いく よう に 指定 し 
て や る 4 方法 な の で す 。 で すか ら , 

A>cd YABCDYMNOP 
は , 


ルー トディ レク トリ 


EFGH MEA 


の よう に 上 か ら 順 番 に 指定 し て MNOP ま 
で た どり 着い た と 考え て も 結構 で す 。 最初 


田嶋 RE 


雑誌 な ん か で OS 関係 の 記事 を 見 て いる と , 
「 環 境 を 整備 する 」 と いう 言葉 が 目 に つい た 5 
する 。 普通 「 環 境 を 整備 する 」 と いえ ば , H 
曜日 に ドブ の ゴミ 掃除 を や っ た り , 心 な い ド 
ライ バー が 投げ 捨て て いっ た 空き 告 を 回収 し 
た りす る よう な 作業 を 思い 出す も ん だ 。 それ 
7 ん ん 4 で コン ビュ ー タ と 関係 ある ん だ ろ る 。 あ , 
を うか そう か 。 机 を 片づけ て マウ ス を 動か せ 
る スペ ー ス を 空け た り , 部 屋 中 に 散乱 し て い 
る ディ スケ ッ ト を ケー ス に 戻し た りす る の か 
ん た ん? いわ の る 「68 の た め の 替 仕 」 と いう ヤ 
ン 、 な と と オチ ャ ラ ケ て いて は イケ ナイ 。 
一 般 の 「 環 境 の 整備 」 と いう や つが , 良き 
に つけ 悪し き に つけ , 住み よい 街 を 作ろ うと 
し て し る の し 條 じ よう に 、 コ ンピュータ で い 
う 「 環 境 の 整備 」 も , より 快適 に OS を 使え 
る よう に する だ た だめ に ある の だ 。 

さて , Human68k や MS-DOS を 見 た 場合 
環境 整備 は 大 きく 2 つ に 分 け て 考え ん る こと が 
て きる 。 ひ と つつ は FM 人 音源 を 使え る よう に し 
170, ASK66GK を 合え る よう に する こと 。 つ 
まり , 自分 が マシ ン を 使っ て いく の に 必要 な 
も の を 用 意 す る こと だ 。 こ れ は config. sys と 
いう ファ イル で て 「 使 う ソ 1」 し と 年 言 し て お な け 
ば , 自動 的 に 用 意 き れる も の で ,。 ここ で は 触 
れ な い 。 も う ひ と つが 本 命中 の 本 命 て 。 これ 
か ら 説 明 す る 環境 変数 と いう や つ だ 。 
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環境 っ こ な ん だ "gp 


誰 の た め の 環境 変 数 や = 


環境 変数 と いう 言葉 は , 「 環 境 」+「 変 数 」 と 
EABL LDT, これ われ ま て の ノリ て 読む 
と ,「 環 境 を 整え る た め の 変 数 」 ほ 上 いう こと に 
な る だ あう 。 を そい じゃ いっ た だ たい 誰 の た め の 
環境 を どう する 変数 な の か 。 ここ が 間 題 だ な 。 

実は この 環境 変数 は , command. x の た め 
の 環境 を 整え る 変数 な の だ (いま は そう 思っ 
て お いて か まわ な い )。 で は お も むろ に X6800 
0 に 付属 し て きた Human68k の ディ スク を 起 
纏 し て み ふ こし に し ょ よう 。 

お っ と vs.x (ビジ ュ ア ル シ ェ ル ) が 起動 し 
て し ょ っ た ツ 。 も そう か 。、 る くう か 。 を うだ っ た 。 
ここ で は 環境 変数 が な ん な の か 説明 し づら い 
か ら , command. x を 起動 し て みて も らい た 
Oo 戦車 の 絵 に マウ ツウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て ダ 
プル クリ ッ ク す れ ば いい 。 画面 が 真っ 暗 に な 
al, 

A> 
HELIO, な ん の 愛想 も な い 文 字 が 現れ だ 
こと と 思う 。vs.x の ビジ ュ ア ル な 画面 と は ま 
okle, 2 ここ て は プイ ロン を メア グル タリ 
ッ ク す る 代わ り に , 命令 を 直接 打ち 込ん て 使 
うこ と に ん っ て いる と ん な フナ イル が 人 っ 
て いる の か な 7 思っ た だ たら , 

dir 


と 打ち 込む も いう よう に た 。 

3T, dira と 打ち 込ん だ ら , 画面 に ズラ 
スラ と 文字 が あふ れ て きだ こし と と 思う 。 それ 
ぞ れ の 行 に 表示 され て いる の が ,。 ビジ ュ ア ル 
シュ ル て の り と に つの アイ コン に 相当 する 。 D 
の ビュ ー ラ ティ フル て ユニー クム な アイ ュ ン が 。 
こん な ん 情けない 会 に が っ て し まっ た わけ だ 。 


表示 され た 文字 の な か に , 
BIN <DIR> eese 


っ て の が ある の が わか る だ ろう か 。 こ れ は B 
IN っ て の は ディ レク トリ (Directory) T, を 
の 中 に まだ ファ イル が 入っ て る よ と いう 印 だ 。 
中 に まだ ある っ て ん だ か ら の ぞい て みよ う 。 
> 。 

dir bin 
と や れ ば いい 。 画面 に 収まり きら な い は ほ と 文 
字 が 表示 され だ こと し と 思う 。 

koo X 
と 表示 る れ て いる の は , 実行 で きる ファ イル 
TRL FI TA). 

ed 
と 入力 し て みて も OOE, T714 Xedh i 
LILIA, 終了 する に は ESC キ ー を 提 し 
て か ら Q を 押せ ば いい 。 

command. x っ て や つ は よく で き て いる よう 

て 間抜け な と ころ も ある 。 0 ドラ イプ の ディ 
スク を 抜い て 1 ドラ イダ に 入れ 、 ワ リー ジロ の 
ディ スク と 0 ドラ イプ に 入れ て ろ よ うう 。 こ こ 
T53 

ed 
と 入力 し て みて も らい た い 。 は ほら 。 

コマ ンド また は ファ イル 名 が 違い ます 
と 出 た 。ed が どこ に ある の が か command. x に 


の 例 の ルー ト へ の 戻り 方 も 同じ よう に 考 ぇ 
BERT 

A>cd Y 
は いち ば ん 上 の ルー ト か ら 下 へ 降り て いか 
な か っ た と 考え た る わけ で す 。 
絶対 指定 が ある な ら 相 対 指定 も ある の で 


す 。 ひ と つ 上 層 の ディ レク トリ に 戻る と き 
e 

A>cd 
と し て や る の が を その 相対 指定 で す 。 で すか 


らい まま で の 例 で いく と, ABCD に いる と 
き Eod PRAT LTEN PS IT 
ます 。 

この ディ レク トリ の 相対 / 絶 対 指定 は 「c 
d」 コ マン ド 以 外 に も 適用 る ある れ ます 。 だ と え ぇ 
ば ディ レク トリ ABCD の ファ イル の 内 容 を 
すべ て 見 な いと 上. る は 。 

A>type YABCDYx. * 
まだ は 。 


は わか ら な い の で , ETTILVA LED? 
上 げ て いろ の だ (に し て は 停 ん 4 うな メッ セー 
ジ だ けど ね わり) 

実は command. x が 実行 で き る の は , 「dir」 
と 入力 し た と き に 表示 る れる も の の 中 に ある 
t- y o 」 だ けり な の て ある 。 
いい 」 と 書く の は 面倒 な の で , 以 後 こ れ を 「 一 
Xi し 衣 ( こ と に する 。 いま dir と や で っ て 6 
ed は 見 つか ら な い 。 だ か ら 実 行 で き な い の 
だ 。 

る っ a は 実行 て る た じゃ な いか | 
の ディ スク を 0 ドラ イプ に 和信 れ て た ょ きじ 中 


l= xX 


r と や っ て も ed. x は 表示 る れ な か っ た だ ぞ 。 確 


か BIN の 中 に あっ だ は ず だ 。 ご も っ と も 。 実 
は それ こそ が , 環境 変数 の 妙 な の で あり , R 
境 変数 が 大 切な わけ も ここ に ある 。 


忘れ ちゃ いけ な い pat[ 変 数 
command.x が dir と や っ だ と き に 表示 る され 
る 中 に ある 「 一 .x」 し か 実行 し な い の は 先 に 
表し た ょ お り 。 こ の 「dr」 上 や っ た と き に 表 


が る れる ディ レク トリ の こと た を! タレ ント デ 


ォ レ クト リ 」 と いう 。 つ まり conumarnd. x は 
カレ ント ディ レク トリ に ある フク ァイル し か 実 
行 て き な い わけ り だ 。 

し か し , それ じゃ ああ ん まり 不便 じゃ な い 
D, と 考え た 埋 が いた ん だ な 。 3 っ ょ 、drT 
表示 る れる 中 に 指定 され た だ ファ イル が な い 場 
El. の 〇 デイ レク トリ ツトム へ ム デイ レス クト 
E. ディ レク トリ も つい て に 探し L て ( 
れる よう , 設定 し て お ける よう に な っ て いる 
わけ だ 。 8 っ 8、.!ed」 と や っ て BIN ディ レ 
クト リ の 中 に ある ed. x が 実行 で きだ の も , な 


Human 


A>type ABCD 
な し や まま 。、 も の は か 、 


A>type .. \test. s 
と か , Human68k の ファ イル 指定 は MS-D 
35 より 楽 軟 な た め 。 BALE 
A>type b: 


と B ド ライ ブ の 内 容 を すべ て 表示 する な ど 
の 指定 も で きま す 。 


を そうそう, カレ ント ディ レク トリ を 確か 
め る に は 「cd」 を 使う 以外 に プロ ンプ ト を 
変更 し て や る こと で も 可能 で す 。 

A>prompt $p$g 
と し て みて くだ きい 。 詳し 〈《 知 り た い 人 は 
マニ ュ ア ル の 「prompt」 命令 の 項 を 見 て み 
ALA SERIA A a a 
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外部 コマ ンド と 内 部 コマ ンド 


付属 の 「Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 を 
パラ バラ と めく っ て み ま し ょ う 。 コマ ンド の 解 
説 欄 の 右上 に 「 内 部 コマ ンド 」 と か 「 外 部 コマ 
ンド 」 と か 書い て ある で し ょ う 。 こ れ っ て と だ う 
いう 意味 な ん で し ょ う ね 。 人 答え は 簡単 。 内 部 コ 
マン ド と は command. x が その 内 部 に 持っ て いる 
(いつ で も 使え る 状態 に ある ) コマ ンド で す 。 そ 
れ に 対し て 外部 コマ ンド は その 名 の と お り , € 
の プロ グラ ム が 外部 に 存在 する コマ ンド の こと 
TT., 


場合 は BIN デ ィ レ クト リ も 探し な る いと 設 
定 し て あっ だ か ら に ほか な ら な い 。 
で は と こ に 設定 し て ある の か 。 
べ る に は , 

Set 
まだ は, 

path 
と キー ボー ド か ら 打 ち 込 ん で みれ ば いい 。 

path=A:Y;A: YSHELL; A:\SYS:… 
な と と 表示 きれ だ こと と 思う (これ は Huma 
n68k Ver.2.0 の 場合 。 ほ か の バー ジョ ン で は 
he 
っ て の は 小径 EMT. つまり, 入力 は 
a O 
CHA, command. x は この 小径 を た どっ て 
「 こ こ に は ある か な 7? そい じゃ こっ ち に は あ 
る か な ?」 と 探し て いく わけ だ 。 
探す べき ディ レク トリ は, 

pdth ニ ディ レタ ゲト リ り ・ デ ィ レ クタ クト りこ 
と ,「path=」 に 続け て *:′ で 区 切り な が ら 列 
挙 る れ て いる 。 先 の 例 で いう と に,。 カレ ント デ 
イィ レク トリ に な けれ ば 次 に A ドラ イブ の ルー 
トディ イレ クト リ を , そこ に も な けれ ば は A ん トラ 
ィ オグ の SHELL ゲ (レク トリ を ル を 、 る こも ん 
図 1 環境 変数 の 例 


そい つ を 調 


temp=f: 

comspec = a:YshellYcommand.x 
libza:YcYFlib 
includeza:YcYinclude 
windexza:Ywindex 


て て くる が 、 
まり いな い だ ろ う 。 フ ロッ ピー ディ スク に は 
1M バ イト し か 入れ られ な いか ら , 誰か が 作っ 
た ちょ っ と お いし い プ ログ ラム な ん か も 和信 し 
て お こう し と 考え 始め る と 。 たちまち いっ ぱい 
に な っ 式 し よう 。 


で すか ら 外 部 コマ ンド を 実行 する 際 に は その 
外部 コマ ンド の プロ グラ ム の 入っ た ディ スケ ッ 
ト が 本 体 に 挿入 され て いな けれ ば いけ ませ ん 。 
本 文中 の 議論 の 中 心 と な っ た 「type」 と 「more」 
で す が 「type」 は 内 部 コマ ンド な の に 対し , m 
ore」 は 外部 コマ ンド で す 。 ま た , 内 部 コマ ンド 
を 増やす こと は ほとん と 不可 能 で す が , 外部 コ 
マン ド は いわ ば ひと つの プロ グラ ム た で すか ら , 
プロ グラ ム の 作れ る 人 な ら ば いく ら で も 増やせ 
ます 。 


nie... を 探し が なさい と 指示 し て ある こと 
に な る 。 


ここ で A ド ライ ブ ょ いう の は 0 ト ヌ イフ の 


こと 。 Fuman68k で は A。 B, C- と いう 
英字 て ドラ イブ を 区 別 す る こと に な っ て いる 


IT, 表示 る れ た 「path=…… 」 の 中 に , 


A ド ライ ブ の BIN デ ィ レ クト リ を 探し な る い 


と いう 指示 を 見 つけ る こと が て きる だ ゐ ) 。 


これ の お ぉ かげ て , ed x が A ドラ イブ の BIN 
ディ レク トリ に ある と き は 実行 で きだ わけ で 
ある 。 3%, 


path ニ …… : 日 : \BIN : …… 


な ん て の は な いか ら , ed.x の 入っ て いる ディ 
スク を 1 ドラ イブ (B ド ライ ツン) CANTE 
き に は 実行 で き な か っ た わけ だ 。 


Human68k に は 実に 多く の ファ イル が つい 
それ を すべ て 必要 と する 人 は あん 


を こ て 。 最初 に つい て きた コマ ンド の 中 か 


ら 必 要 な も の を 選ん で DOS デ ィ レ クト リ に 整 


path=za:Y;a:Ybin;a:Ybasic;a:Yc;a:Ywp;a:Yc;a:Ysound;a:Y'music;a:Ysys;a:Yshell;a:Yet 


c;aYquickstart;a:Ydic;a:Ywindex;f:Y 
prompt=$E[s$E[1:H$E[45m$E[OK$E 
$N$G 


$V 


< $P >$E[89C$E[16D$D$E[u$E[A$E[B 
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I 隠れ ファ イル っ て な ん で し ょ 


市 販 ソ フト の な か に は Human68k か ら 立 
PENADO, その ディ スク に *dir」 し て 
oo イル が あり ませ ん 」 な ん て 出 工 く 
る と き が あり ます ね 。 え 7? 市 販 ソ フト だ 
の 2 きる あ 革 当 な ん て し ょ 7 だ っ て 7 
と ん で も あり ませ ん 。 普通 の ユー ザー の 私 
Nao TOS ATL, 外部 コマ シン 
ド 「attrib. x」 を 使っ て 。 

Human68k に は 書き 換え 可能 な ファ イル 
属性 が 2 つ あ る の で す 。 それ は , 

H…… ファ イル 名 を 隠す 属性 


R…… 読 み 出し 専用 , 削除 を 不可 能 に 
する 属性 
MATE Te atribi (アト トリビュート ルコ 


マン ド は , 
A>attrib 属性 スイ ッ チ ファ イル 名 


Fl. 友人 か ら も 5 っ た り ダ ウン ロー ド し た 
PDS の ュ コマ ンド を TOOLS ディ レク トリ に 整 
理 し 0 する こと し に な る 。 こ うし て ,、 必要 な 
コッ ント だ けが 人 入っ た 自分 専用 の ンス テム デ 
ィ ス ク を 作る わり 0 だ 。 ほ ん と に クロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク / け で 扱 お うと する し と 昔 労 する 。、 ハー 
ド デ ィ イス ク が 売れ る わけ も わか る ね 。 

ST, 上 の よう に ファ イル を 整理 し , 図 1 
R LI o 
れ で シス テム ディ イス ク が 完成 し た と 安心 し て 
は いけ な い 。 大 切な こと を 忘れ て いる 。 下 境 
図 2 自分 専用 の ディ レク トリ 構成 


Y 

| -CONFIG. SYS 
| -AUTOEXEC. BAT 
-USKCG. SYS 
-KEY. SYS 

ーー リリ X 


-CONFIG 
I- BEEP. SYS 


-SYS 

| -ASK68K. SYS 
l- TU SL SYS 
1。 : 


-DOS 
| -COPYALL.X 
1 - TL X 
1 - ・ 

-T00LS 
|-WIDTH. X 
|- ーー 4 
l-> 


-AS 
上 - -ENV1. ASK 
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の よう に し て 使い ます 。 MAAIE 
る っ き 挙 げた 2 つの 属性 を か ける の が, € 
れ と も 解除 する の か を 指定 し て や る スイ ッ 
チ で “" 十 で 設 定 一 て 解除 で す 。 こ の 
あと に 先ほど の 属性 の 1 文字 ちく っ つけ て 
や る と 属性 スイ ッ チ の 完成 で す 。 comman 
d.x を 不可 視 に し た いな ら ば , 

A>attrib +h command. x 
と し ます 。 解除 は 

A>attrib 一 h command. x 
で す 。 不 可視 や 読み 込み 専用 に する と ファ 
イル 削除 の 命令 な ど に も 影響 を 受け な く な が 
り ま す の で きわ め て 重要 な ファ イル は これ 
ら の 属性 を 設定 し て や る と よい で し ょ 2 う 。 
不可 視 に する と dir で ファ イル 名 は 出 て こ 
な く な り ま す の で 注意 が 必要 で す 。 

また だ た, この 「attrib」 に は 便利 な 機能 と し 
て , ディ イ ス ケット の 中 の ファ イル 一 覧 を 属 
性 位 き で 表示 する こと が で て きま すず すず 。 この し 


変数 path の 設定 だ 。 図 1 で は , も と も と BIN 
ディ レク トリ に 入っ て いた , Human68k に つ 
いて きだ コマ ンド を DOS デ イレ クト リ に 整理 
し 直し て いる 。 36r, 目 分 専用 の ツール と 
LT, いく つか の コマ ンド を TOOLS ディ レ 
クト リ に 整理 し た 。 そ こ て , こら の ディ レン レ 
クト リ 内 に ある ファ イル を 実行 で きる よ 2, 
path を 計 RS R 1 


環境 変数 設定 の 方 法 


環境 変数 を 設定 する に は , 環境 変数 を 表示 
する と き に 使っ た 「sel」 コ ユマ ンド を 使用 する 。 
これ は command.x が 内 蔵 し て いる コマ ンド 
な の て とこ を 探し て も sex な と と いう ング 
ァイル は 見 つか ら 6 な じい は ず だ 。 
set コ マン ド は , 
set 環境 変数 名 = その 内 容 
と いう 書式 で 使用 する 。 図 1 の ディ イレ クト リ 
構成 で path を 設定 する な ら , 
set path=A:Y;¡A:YDOS;¡A:YTOOLS:-- 
な ど と な る 。 要 は , SET に 続け て ,。 環境 変数 
が 表示 きれ る と き の 書 式 そ の まま に 書け ば い 
い 。path の 場合 は 専用 の コマ ンド も ある の だ 
が (その 名 も path), 環境 変数 の 一 環 と し て と 
し える と cet コマ ンド が 使え も も 1 だ 。 た だ 
L 
set PATH=A:Y;¡A:YDOS;¡A:YTOOLS::: 
や , 
set path =A:Y:¡A:YDOS;¡A:YTOOLS::: 
の よう に 大 文字 を 使っ た り 空 白 を 加え る と 違 
う 環 境 変 数 に な っ て し まう の て 注意 し て は し 
い 。 Human の path は 小文字 の path だ 。 
逆 に 。 な ん ら か の 理由 で 環境 変数 を リセ ッ 


き ば か り は 不可 視 の 属性 の ファ イル を 見 る 
こと が で きき さす て す が な 市 販 メ ププ ド な ん 
か か BR ドッ イオ イズ に 大 れれ て, 

A>attrib B: *.* 
を 実行 し て みる と 思わ ぬ 隠 れ フ ァイル が 見 
つか あぁ る か ちゃ も 枚 ま 地 ん 。 


| チ フ ロ セ ス と 親 ブ プロ セス 


Human68k で は ある プログ ラム を 実行 中 
に ( 親 ゲ プロ セス ) 一 時 的 に 別 の プロ グラ ム へ 
処理 を 移す ( 子 デ ロモ セス) こと が 可能 な の で 
8 は マス タウ ツネ ステ あ デ ォ ズ スゲ 
を 立ち 上 げ る と vs.x が 起動 し ます よね 。 こ 
こく で 戦車 の アオ ヨン を クサ リッ ク し て , com 
mand. x を 起動 し て くだ きい 。 こ の 時 点 で , 
vs. x が 親 プ ロ セ モス, command. x は 子 プ ブロ 
CAL O Us 

A >basic 


ト し た い 場 合 に は , 

set path= 
と する 。 これ は , 環境 変数 path に 「 な に も な 
Li PRETO, と 読め る だ ろう 2。 こ の と わ お 
5 実行 し た あと , 環境 変数 を 表示 し て みて は 
Lis, path いう 環境 変数 が な く な っ て し ま 
っ て いる は ず だ 。 

プ ブログ ラム の 中 に は 、 コン ツィ ギュ レー シ 
ョ ン 用 の ファ イル な ど , 自分 の 実行 に 必要 な 
ファ イル を path で 指定 さき され て いる ディ イレ クト 
リ か ら 検 索 す る も の が ある 。 これら を 別 の デ 
ィ レ クト リ に 保存 し た 場合 は path 変 数 に を その 
ディ レク トリ を つり けり 加え て お 《 く の を 記 れ な い 
よう に し た だ たい 


- 環境 変数 の 役割 」 

先 に とりあえず と いう こと ょ と て, RRA XII 
command. x の た め の 環 境 を 整え る 変数 だ と 
説明 し た 。 ここ で 改め て 環境 変数 の 本 当 の 役 
割 を 説明 し て お こう 。 

例 と し て 次 の よう な ファ イル 「 一 .x」 を 考 
ぇ て みよ う 。 名 前 が な い の は 不便 な の で , 仮 
に cc と いう 名 前 に し て わ おく 。 COX TET 
は 実行 で きず, 数 十 個 の ファ イル を 参照 し な 
けれ ば な ら な いも の と し よう 。 し か も これ りら 
数 十 個 の ファ イル は , cc.x を 使う 人 が どん な 
名 前 の ダイ レク トリ に 格納 する か , まっ た く 
わか ら な いも の と する 。 

る て , cc.x は 参照 すべ き 数 十 個 の ファ イル 
が どじ の ディ レク ト り に ある か 、5 う 5 や っ て 知 
れ ば いい の だ ろう 。 ひ と つの 手 と し て は , > 
境 変数 path に これ ら 数 十 個 の ファ イル が 入っ 
て いる ディ レク トリ を 書い て も お く と し う 5 方 は 


と し て , BASIC を 起動 し て くだ きい 。 立ち 
ENVÍES" ORT BASICA 
子 プ ブロ セス で , command. x が 親 プ ロ セ ス 
ETA Command EC ES DAA 
や は り 親 プロ セス で す 。 
BASICT 作業 し て いる うち に ディ スタ が 
AAA OO e NE: de PO 
な が な とき に て と て そ アロ セス て す 。 は ASIC か 
5, 
| 
と 箱 あ ん て サル サターン し て て だ きい と gom 
an が YY ち 上 が り ま し だ た だ わ ね 。 35, for 
mat で も な ん で も 立ち 上 げ て て くだ る さい 。 も 
うお わか りか と 思い ます が , この comman 
dx は BASIC の 子 プ デ ロ セ モス に な っ て いま す 。 
この 状態 か ら , 
A>exit 
と し て くだ さる さい 。 あ ら 不 思 議 。 BASIC に 戻 
っ ちゃ っ だ 。 メ モリ を 増設 し て いれ ば , B 


が ある 。 し か し 。 数 士 個 の ファ イル を 参照 す 
る の に 、!'BIN- に は な い 、SHELL に も な い , 
TOOLS Cb Ruo, = あー や っ と 見 つか 


っ だ !」 な ど と いち いち や っ ちゃ いら れ な い 。 


待っ て る は う は イラ イラ し っ 放し だ 。 

それ じゃ どう する 。 そう, 環境 変数 を 使え 
ば いい の で ある 。 これら 数 十 個 の ファ イル が 
人 っ て いる ディ レタ トリ を, 

set include =b:YcY include 

っ て な で あい に 設定 し て お いた な ら 、cc.x は 
"include に 設定 され て いる デイ レク トリ は な 
あぁ に か な ? 135!  b:\c ぎ include か 。 じゃ 
あ 俺 が 参照 すべ き 数 十 個 の ファ イル は ここ に 
ある ん だ な 」 と いと も 間 単 に 調べ る こと が で て 
きる わり だ 。 こ いて 誰が と こ に 数 十 個 の ファ 
オル を し まっ て お こう が 大 光夫 だ 。cc.x は ち も 
や ん / で ぐれ を 見 つり 出す こと が て きる 。 

この よう に ファ イル の 中 に は , 自分 が 必要 
と する 情報 を 環境 変数 の 形式 で 設定 し て ない 
て くれ と 妥 求 する も の が ある 。 環境 変数 は , 
あな た と Human68k と プロ グラ ム の 3 つ を 結 
ぶ 掛 け 筐 だ と いえ る だ ろう 。 を そうそう, cc x 
っ て の は 、 あ の ぶ 厚 い マ ニュ アル で 意表 を 突 
く 〈 コ ピー プロ テク ト を 実現 し た , シャ ー プ 純 
上 正 の X68000 用 C じ コン パイ ラ の こと で ある 。 


ちょ っ と お いし い 環 境 変数 の 利用 法 


Human68k Ver.2.0 に は ヒス トリ ドラ イ バ 
history.x が 付属 し て いる 。 ヒ スト リ と いう の 
は 、 ス ユー ザー が 果 ち 込ん だ ュ ユマ ンド を 人 息 え て 
お な いて くれ る も の だ 。 ヒス トリ 関連 の 操作 は 
FEC FET, スコ スマ ンド に ちえ た パラ メー タ 
の ヒス トリ を 利用 で きたり, 「A・\BIN」 で 


2 プロ セス 表示 例 


$006800 - $093FFF ($08D£00) SUPER Human. sys 
$094010 - $0940FF ($0000F0) 
be で $0751FF PE 


) 
$0A3370 - $OCDFTT ($024C08) SUPER A:\shell\vs.x 
$OCDF9 ($002000) 


$OCFFAO - $0D019F ($000200) 
$ODO1BO - $ODZ0EF (001F40) 
$0D2100 - $0D403F ($001F40) 
$0D4050 - $0DSFSF ($001F40) 
SODOFAD - SODTEDF ($001F40) 


$11E740 - SI6BEFF ($04D7CO) SUPER A:ABlNtemacs.x 
$16BF10 - $16CFFF ($0010F0) USER A:icommend.x 


S0AZ6FO - $0A27D5 C$0000E6) 
S0D89E0 - $ODSBDF ($000200) 
$16D010 - $16DA2B ($000410) 
$16D440 - 36EFFF ($221500) NEXT 


$07D6A0 - $09F401 ($001E22) KEEP A:NSYSNTC.x 
$09F4E0 - $0A23CB 


SER AM SHELLACOMMAND . X 


C) に A:NBINNTALKOFF .x 


($00ZEE 
EO - $0A26D0 ($0002F1) K 
$0A2820 - $0A335F ($000B40) 


A:Nsys\copymenu . メ 


S0DTEFO - $0D89CF ($000AE0) KEEP ANtokoyHPMANopma .x 


$0D8D30 - $11E728 ($0459F9) 


End 


まる ヒス トリ だ け を 表示 する な ん て こし も 
1230, 

この よう な 機能 が 盛り だ くる ん の history.x 
は , 環境 変数 に 対し て も 操作 し や すい よう な 
Ja な る され て いる 。 その 最たる も の は 環境 

変数 を コマ ンド ライ ン で 展開 で き る 機能 だ 。 
command. xT’, 

set path 三 %path% 
と 打ち 込み (まだ リタ ー ン キー は 押 き な い ), 
KSC キ ー を 押し て か ら 5 /' を 押し て みよ う 。 
は ら 。、 コ マン トラ イン が 。 

set path 三 A:\:A:\SHELL:…… 

変わ っ た だ ろう 。 環境 変数 path に 設定 され 
て いる 内 容 で , %path% が 置き 換え られ た の 
だ 。 環 境 変 数 path に 新しい ディ レク トリ を 追 
加 し た けれ ば , ここ で カー ソル キー を 使っ て 
条 し い デ イレ クト リ を 追加 し た いし とこ そま て 
移動 し , そこ で 打ち 込め ば いい 。 

path か ら デ イレ クト リ を どれ か 削除 し た い 
場合 も 同様 だ ど 。 変 更 し た ら リ ター ン キ ー を 押 
UT, path の 更新 は 終 T と な る 。 

b L, path の 先頭 か 最後 に 新しく ディ レク 
トリ を つけ 加え だい なら, 操作 は も っ と 簡単 
だ 。 先頭 に MYDIR と いう ディ レク トリ を 加 
ん る な が らち, 

set path=A:YMYDIR;¡%path% 
で OK だ し 、 最 後に つけ 加え る な ら 6。, 

set path 三 9%path96:A:\MYDIR 
と な る 。 い ずれ の 場合 も 、 リ ター ン キ ー を 押 
し た と 同時 に 内 部 で path 欠 が 展開 され る の 
T, 現在 の path の 内 容 に つけ 加え る こと が で 
さる よう に な る 。 

リタ ー ン キー を 押し た と 同時 に の で (て っ 


た 環境 変数 が 展開 され る こと を 利用 し て , 次 
の ょ よう な こと も 可能 だ 。 
dir %include% 
include は 先 に 出 て きた よう に 。 cc x が 実行 
時 に 必要 と する 数 十 個 の ファ イル を 収め た デ 
ィ レ クト リ を セッ ト し て お 〈 く 環境 変数 で ある 。 
上 の 命令 は 。 その 数 十 個 の ファ イル が 収め て 
ある ディ レク トリ の 中 を 表示 する と いう 意味 
だ 。& き ら に ファ イル の 中 身 を 画面 に 表示 する 
type コ マン ド を 使っ て , 
type %include%Ystdio. h 

な が ん ル ん てこ に も て 8 て し まう 。 け に みろ し きる は 
history. x か な 。 

history.x を 使う こと に する し と, 使用 で きる 
メモ リ が 8K バ イト 泊る こし に な る が 。 た か 
が 8K バイ ト て 便利 な 機能 を 満喫 で きる わけ 
だ か ら , これ を 使わ な C 手 は な い だ ろ う 。 

以上 Human68k で の 環境 変数 の 意味 と を の 
利用 法 に つい て 考え て きた 。 環境 変 数 と いう 
も の が わか っ て も ら え だ た だ ろう か 。 環境 変 数 
は 2 つ に 分 ける こと が て きる る 2 る 。、 ひとつ は path 
の よう に 設定 され て いな いと どう 5 うし よう も な 
いも の , も う ひ と つ は ある 特定 の プロ グラ ム 
を 使う 際 に 必要 と な る も の で ある 。 

path の よう に Human68k の (command.x の ) 
動作 に 直接 関係 ある も の は , Human68k が 超 
動 す る と き に 同時 に 設定 され る の が 望ま ほし い 。 
まだ た だ, ある ブロ グラ ム を 利用 する の に 必要 な 
環境 変数 群 を いち いち キー ボー ド か ら 入 力 す 
る の も 面倒 な 話 ど 。 こ れ ら の 間 題 を 解決 する 
の が > チ フ ラテ イル で ある 。 HANDLE) 
いう も の か わか っ だ た ら ,、 次 は パッ チ フ ァイル 
で その 効果 的 な 利用 方 法 を 会 得 し て ほし い 。 
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図 3 ファ イル 名 は の 部 分 に 入る 


パラ メー タ 


Opy る opm 


ASIC か o を 呼ん ぴり, コン パイ ル 
Lita REA に ヒ ま うる の 
TEs 
で は BASIC か 6, 
exit( ) 
まだ は 
system 
を 上 ちっ ん て リタ ー 
あら , command. x 
で は 再び この 状態 か 
A>exit 
を 実行 て で だ さい 。 
ルツ エル に 
es 
RN des 
らら だ な だい ば が お おる, 


< る て くだ る に いあ も 


お っ と 。 今度 は vs.x 
帰 つ て き て し まい まし 


ちよ っ と command. x て 
な どど あの も も 
AUR A O TS MATAS EZ は も 
ス と 親 プ ロモ セス の 概念 は と て も 役に立ち ま 
す 。 灯 グロ セス に 戻る と き に は な ん と いっ 
て も あの うっ と うし い デ イス クア クセ ス が 
あり ませ ん か ら ね 。 

D, ちな み に , 根っこ の プロ セス か bex 
EOS 2 ラー が 出る だ け は て す 。 OT 
D, 


調 Vs.X が 簡易 メニ ュー に 早変わり 


vs.x と いう の は 立ち 上 が り が 遅い の で 案 
外 嫌 わ れ が ち で す 。 で も 使い 方 に よっ て は 
た が だ が 面目 いこ と が で きま す 。 た と えば 
OPM フ ァイル を 始め と し た 音楽 プログ ラム 
だ け を 集め た 音楽 ディ スク を 作る と し ます 。 
OPM フ ァイル を 演奏 する ! SN OPM ドラ 
イ バ が 組み 込ん で ある 状態 て 
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o AS a A 


図 4 ファ イル 名 は その まま 渡さ れる 


16x16 5 チチ | 
24x24 外字 E 


EITI 7AL 
albinpic.r 


A>copy ファ イル 名 opm 
ELE TRA ああ 。 
copy %1.opm opm 
ENANA AA EA 
みた い の を 作っ て お け ば , 
A>play OPM フ ァイル 
で 曲 が 聞 け な く も あり ませ ん が , ファ イル 
ネー ム を 打ち 込ん だ りす る の は まだ 少し 面 
側 く きい で て すさ よね 。 そこ で て で,。 vs. x の あの マ 
ウス オペ レー ショ ン の メニ ュー 機能 を 生か 
TOTLI Po Ti A da OP 
M フ ァイル を vs.x の メニ ュー 機能 を 生か し 
て 演奏 する , と いう こと に ター ゲッ ト を 紋 
っ て 話 を 進め ます 。 
vs. x の 画面 右 真ん中 下 あ た り に 机 の 上 に 
本 や ら 三 角 定 規 が 置い て ある アイ コン が あ 


"play. bat」 


JE E で A A 本 し て, 


右 ボ タン を 押し な が ら 「Icon Maintenanc 
e」 を 選ん で くだ さる い 。 音符 の 絵 で も メイ ン 
固 面 に 拍 い だ ちと アイ コン 名 ょ の も ょ ころ を 
a E A EN 

*. opm 
と キー タオ デ し て すす メーン を 押し ます 。、 次 
ERAT ANF EAL IAE Ç 

/ command. x 
し て (だ きい 。 取 條 に パラ スー タネ を 
グリ DIET 

copy % opm 
と 大 太もも で て だ さい 5 ENTE OK] 2 
リッ ク し て 「Icon Maintenance」 を 抜け ま 
す 。 こ れ で , 音楽 vs. x が 完成 で す 。 

その ディ イ スク に OPM フ ァイル を だ くる ん 

コー し て や の だ カカ た 0PM ラ ア オル の プア 
スン を を クック し て みみ ませ まう 3 t= 


度 COMMAND.X が 立ち 上 が っ た あと , 
楽 が 鳴り 始め まし た ね 。 その後 すぐ に V 
PP 人 の 
LURET AT EATR まま て 
の 作業 は いっ た いと どん な 意味 が あっ た の か 
順 等 に 見 て いく こよ に し また は う 。 

"Icon Maintenance」 の 「 ア イコ ュ コン 名 」 
は | あまの も ん PRAF みよ ド し えい る ア 
イコ ン が どの ファ イル に 対応 する か を 示す 
も の で す 。「*.opm」 は ワイ ルド カー ド に 
ゆあ テオ PE 2T 
イル すべ て を 対象 と する と いう 意味 に な り 
A de 

「 実 衝 プ アオ イル 」 は を の チイ コン シン を クリ ッ 
ダグ も だ と で そ き に と の クア テイ オル や を 天 和 肝 する か を 
指定 する も の で す 。 ここ で は 「/ command. 
Xj と し て い 攻 す の て 。 ダブ プル グ ザ ボッ タク て co 
mmand.x が ひと まず 起動 し ます 。「/」 は 実 
行 フ ァイル の 実行 終了 後 す で に vs.x へ 戻っ 
が あの の る も だ ゆめ の 林 も コマ シン ド の ょ ぁ 
i On et 
了 後 に 「Yvs. x : press mouse button or key y 
と 出 て し まい , 少し 情け な い 》 

A Ta E E TT A W 
つの ける 39 ああ メー プ の の こと です 。、 こ こ て は 「 実 
行 フ ァイル に 「command. x」 で ,「 パ ラメ 
=A E "copy: % pm も し て ら ま すか 
ら 。 コマ ンド ウオ イン か ら 。 

A>command/c copy % opm 

A O 
190, 70% ATCcommand.x Ral bh E 
げ て , その 直後 に iN % opm を 実行 
て る お と と CT て 0 は Da 
うな パラ メー タダ ナンバ ー を 指定 し て そい ませ 
ん が が ウイ ダグ ツイ ルネ ホー 
ム を 参 只 する に は こう する も の な の だ , と 
CO かめ でき だ が きもの 

電脳 倶楽部 な ど で 有 名 な グラ フィ ッ ク 上 圧 
縮 展開 プロ グラ ム 「pic.r」 を 用 いて Vs. x 
ゲ だ グ ラフ クルッ クジ キャ タク ルン に し に て や る 2 を 
も で きま す 。 こ の 場合 は 起動 ファ イル を 「p 


ic-Y」: に する だ け で 。 パラ メー 次 械 必要 あお 
ARALAR アイ コロン を クサ ザッ アイ 
る と ど 桂 が 出合 よう に な りす まず 。 

* * * 


これ で あな た は も う “Human68k PRO 
-68K” で す 。Human68k を 使い こなせ る よ 
うに な っ だ たら , せっ か く 〈 の 68000MPU で す 。 
今度 は マシ ジン 語 を マス メー し て エブロ グラ ム 
が 組め る よう に が ん ば り ま し よう 
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と いう と な に や ら 難 しげ 
し か し , 皆さん 5 普段 パ 
ルル の 世話 に 
TA. つま Hunan 
W RITT O3 AB) 
ル で ある autoexec.bat な 
E, バッ チ フ ァイル を 理解 
し , 自分 の も の に に で みあ も よる 


I バッ チ フ ァイル っ て な ぁ に 


辞書 を RAM デ ィ ス ク に 転送 する , アプ 
リケーション を 使う た め に 必要 な 環境 変数 
を 設定 する , な ど , Human68k を 利用 し て 
いく うえ では, 決ま りき っ だ 手順 を キー ボ 
ー ド か ら 入 旋 し な けれ ば いけ ませ ん 。 が , 
毎回 同じ 手順 を キー ボー ド か ら 入 力 す る の 
は , キー ボー ド に 不慣れ な 人 は も ちろ ん , 
ズラ イネ インド イプ で が ガン シタ ダシ と キー 入力 で 
きる 大 で きん えん 面 倒 な 作業 で す よ 。 し が し , こ 
の ょ うな つつ 連 の 操作 も る,。 ひと つの コマ ンド 
で 実行 で て き る の で あれ ば 便利 で し ょ う 。 € 
れ を 可能 に し て くれ る の が バッ チ フ ァイル 
wiki E 

バッ チ (batch) と は , 「 一 括 処理 」 と い 
う 意味 で す 。 辞書 を RAM デ ィ ス ク に 転送 
に に: ザー プロ を 起動 し て 。. ワ ソー プロ が 終了 
すれ ば 辞書 を 元 の ディ スク に 戻す , と い 
っ だ 一 連 の 処理 に edit な ど と いう 名 前 を つ 
け は て : 末 あき 。edit と 入力 する だ け て こん 65 一 
is da 
も の で す 。 ここ で は Human68k に お ける バ 


a e 0 の 


E バハ ツ チ フ ァイル の 作り 方 と 使い 方 


バッ チ フ ァイル は , 基本 的 に は comman 
d.x で 入力 する 命令 を その まま 列挙 し た も の 
LF. ALIS, AA ドラ イブ ゆめ ディル ググ ャ まり 
BIN の ファ イル リス ト を 表示 する バッ チ フ 
AE ゥ て みあ み ま し よう 。 パッ チア テア イオ 


な っ て いる EE いう Et 


lzumi Daisuke 


R 大 介 


ル は コマ ンド , すなわち 文字 の 集まり で すか 
ら 。 eX を 使う と いい て しょう 。 Ti em 
ds.bat と いう 名 前 の バッ チ フ ァイル を 作り ま 
Lido パッチ フ ァイル の 拡 上 子 は bat で す 。 
以下 の よう に command.x の 命令 を 書け ば バ 
メメ ま プア イル が て きま す 。 

dir a:Ybin /w 

ESC キ ー を 押し て E を 押せ ば セー ブ さ れ ま 

So て は 。 cmmdebat を 実行 し て みよ ま も ふ うみ 。 
Human68k の コマ ンド ライ ン か ら , 

cmds 
と 入力 すれ ば OK で す 。A ド ライ ブ の BIN デ 
セク トリ の ファ イル 名 が 表示 され まし た 
e この まう に と ボツ ウメ オル MX AO 
PEREA RARO SA ARS 
PCOAASATEMIDRA YO, エディ 
タ で コマ ンド 名 を 列挙 し て いく だ け で 作成 
で きる と いう 簡易 さも バッ チ フ ァイル の 魅 
NOD: 2 TT 


E バッ チ で 使え る 制御 命 人 


単に ある 命令 に 別 の 名 前 を 与 を る だ け な 
Os ZII TFR RANIA TAO CARE 
く は あり ませ ん 。 ¿“977 AL 
し い 」 の は , その 中 で いろ いろ な バッ チ 用 
似 令 が 使え る こと で す 。 こ れ は BASIC の 命 
令 を 簡略 化し た よう な も の で , 数 も 多く あ 
り ま せん が , 使い 方 に よっ て は 便利 に 使え 

る 命令 で びす 。 多く は コマ ンド ライ ン で も 便 
用 可能 で す 。 
Otfor 変数 in (項目 セッ ト )do コマ ンド 

これ は 主 に , 同じ 作業 を 複数 の ファ イル 
に 対し て 行う と き に 使い ます 。 以下 に カン 
ント ディ レク トリ に ある .bas と いう 拡張 子 
が 付い た ファ イル を 順次 表示 (type) する 
バッ チチ 命令 を 紹介 し ます 。 

for %a in (*.bas) do type %a 

for は この よう に 使い ます 。 in の 後ろ の に カッ 
て てく て っ て ある の が 対象 と する ファ オル 
群 で す 。 対 象 た する ファ イル 和 群 に マッ チ す 


ババ ッ チ ファ イル 


MS-DOS の 入門 書 で は 高等 テク ニッ ク と し て 扱わ れる バッ チ 
処理 も わか っ て し まえ ば 簡単 な も の で す 。 こ こ で は バッ チ 処 
理 の 基本 を 実例 を 挙げ て 解説 し ます 。 そ の ほか, 
イル で 使用 する と 便利 な コマ ンド な ども 作っ て み ま し ょ う 。 


ITAR 


る ファ イル 名 が ひと つ ず つ 順 番 に 多 a に セッ 
ト され ます 。 そ うし も て 。 TOZZA 
し どの よう な コマ ンド を 行う の が 4 細 弧 
降 で 指示 し ます 。 の 後ろ は 別に a で ある 
必要 は あり ませ ん 。 任 意 の 1 文字 が 使え ま 
す 。 有 要する に 「 め 文字 」 は 変数 の ょ うに 使 
われ る わけ で すね 。 

これ は , ファ イル か ら 文 字 列 を 検索 する 
コマ ンド find な ど を 使う 場合 重 室 し ます 。 
だ た と えば CC 言語 な ど で , ある 変数 名 が 定義 も 
て ある の は と の ファ イル だ っ だ か 発作 
確か め る 場合 な ど で す 。 注意 し た い の は , 
カレ ント ディ レク トリ 以外 の ディ レク トリ 
に ある ファ イル を カッ コ 内 で 指定 し た 場合 
て す 。 こ の と き 多 変数 に モ セット る れる ブフ ァ デ 
イル 名 に は パス 名 が 含ま れ て いま せん の て 

for %a in (b: *.c) do type b:%a 
と いう よう た に , do 以降 で も パス 名 名 書 ぬ で 
お 必要 が あり ます 。 正確 に は , for は カッ 
コ の 中 に 列挙 され た 文字 列 に マッ チ す る も 
の を 狐 変数 に モッ ト し て , do 以降 を 実行 し 
ます 。 つ まり , カッ コ 内 に は ファ イル 名 的 
外 も 書け る と いう こと な の て, 

for %a in(type dump) do %a test 
と すれ ば , test と いう ファ イル の 内 容 を 
ず type コ マン ド で 表示 も , Rf 
ar FTIIT Eb SEARS 
すい と こち で て, SOPAS TT AMARO 
場合 , 変数 名 に 「 多 数 字 」 は 使う こと が で 
きよ せん 。 こ の 理由 は あと て 説明 し ます 。 
@echo[on/off/《 文 字 列 》〕 

女 学 表 示 を 禁止 し た り 許 本 し だ た ゅ ぁ す る の 
に 使い し ます 。 また, Techo 《 文 字 列 》 」 を 使 
えば , 文字 表示 が 禁止 きれ て いて も メッ セ 
ー ジ イア 家 示 する こと が で きま す 。 ペッ 支 党 
ァイル で ファ イル を ヨコ ピ ビー する 場合 , 

A>copy ~ 一 
な ど と いう 表示 が 何 行 も 出る の は みっ と も 
な い の で , 通常 バッチ フ ァイル の 先頭 で , 
echo off 
と 指定 し , 余計 な 文字 の 表示 を 禁止 し ます 。 
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じ が し 。 な に も 出 な い の も 宏 も いふ の で , 

echo お 待ち くだ さい 
な ど と 表示 きせ だ り も し ます 。 
Opause 〔〈 文 字 列 〉〕 

これ は バッ チ フ ァイル の 実行 を 一 時 中 断 

する 命令 で す 。ask68k を 使う た め に confi 
g.Ssys を 書き 換え て リセ ッ ト し た 場合 な ど は , 
RAM デ ィ ス ク は 保存 きれ て いま す の で 再び 
ファ イル を RAM デ ィ ス ク に 転送 する 必要 は 
あま 各 ん ぶ を こてこて バッ チ フ ァイル を , 

pause ファ イル を 転送 し ます 

copy ~ 
の まま ツウ 人 だ も 下 お きま す 。 NT, MH? 
ァイル を 転送 し ます 」 と 表示 る れ た 時 点 で 
バッ チ フ ァイル の 実行 が 一 時 中 断 さ れる よ 
うに な り ま す 。 フ ァイル を 転送 し な いな ら 
CTRL キ ー を 押し な が ら C を 押せ ば , 

バッ チ 処 理 を 中 止 し ます か <Y /N> 
と 表示 され ます の で , Y キ ー を 押し て 無駄 


が 転送 を 者 《 こ と が で きる と いら う わけ で す 。 


ファ イル を 転送 する な ら CTRL+C 以 外 の 
キー を 押せ ば OK で す 。 ま た, pause の 後ろ 
に 文字 列 を 書か な けれ ば , 
伺か キー を 押し て くだ さい 
と 表示 され , 実行 が 中 断 さ れ ま す 。 こ こ で 
EKGS2 才 す で と で 」 パッチ ヂ チ プ ァ イ 
ル の 実行 を 一 時 中 断 す る こと が で きま す 。 
人 で if (not) 条件 コマ ンド 

条件 を 判断 し ます 。 BASIC や C の よう に , 
大 小関 係 な ど を 判定 する の で は な く , 特定 
の 条件 の 判定 に 限ら れ て いま す 。 指定 で き 
IERTE TEH iT., 

・《 文 字 列 》 ニ < 文字 列 〉 

文字 列 が 等 し いか どう か を 調べ る 。 等 し 
けれ ば コマ ンド が 実行 る され る 
・errorlevel 〈 数 値 》 

エラ ー コ ー ド が 数 値 以 上 な ら コ マン ド を 
実行 する 
・exitcode 《 数 値 》 

ラン コー ド ダ が 数 値 と 等 じ し け れ ば コマ ンジ シ 
ド を 実行 する 
. exist 《 フ ァイル 名 》 

《 フ ァイル 名 》) の ファ イル が 存在 すれ ば 
メタ ンド を 実行 する 。 カ レン トディ レク ト 
リ に 存在 する か どう か を 調べ る の で , ほか 
の ディ イレ クト リ に ある か どう か を 知り た け 


れ ば パス 名 付き で ファ イル を 指定 する こと 。 


と ころ で , errorlevel と exitcode の と こ 
AT AAA AS a Elo A て 
AREAS ERAS ILEAS 
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IRAN A MUERA AE EEN 
行 が 正常 に 終了 し た か どう か を 示す 数 値 が 
MO e A AE 
通常 の コマ ンド 実行 で は これ ら の エラ ー コ 
る こも る は て で さま そん ME を し て > 
異常 が あっ た 場合 に 1 を 返す プロ グラ ム が 
ある と し まし ょ う 。 名 前 を 仮に cmnd.x と 
に し て 2 の きま すう 。 ツタ プク プア イル て) 

cmnd 

if exitcode 1 echo “エラー です” 
と すれ ば , エラ ー が 発生 し た 場合 の み 「 エ 
ラー で す 」 と いう メッ セー ジ が 表示 る れる 
こと を は が 0 ま りす も つと も 。 一 遇 に ゲロ デ 
ラム は エラ ー が 発生 し た 場合 は メッ セー ジ 
を 表示 し ます の で , 実際 に は 次 に 説明 する 
goto コマ ンド と 併せ て 使用 する の が 普通 で 
す 。exist は , RAM デ ィ ス ク に 辞書 が な け 
れ ば 転送 する な どの 用 途 に 便利 で す 。 

if not exist x68k_m.dic copy ~ 

if not exist x68k_s.dic copy — 
EXETER PAIVERAMTA APT 


実行 すれ ば , 必要 な 場合 の み コ ピー で きま す 。 


Orem [〈 コ メン ト )] 

これ 以降 の ユマ ンド は バッ チ フ ァイル 中 
て 実行 する こと を 目的 に 作ら 5 れ て いま す の 
Ty コマ ンド トラ イン で 守 科 も て も 身 訪 味 で 
す 。 Yem て 始ま る 行 は パッ チ フ ァイル で は 
無視 され ます 。 そこ で rem は バッ チ フ ァ イ 


ル 中 に コメ ント を 入れ る の に 使用 きれ ます 。 


まだ , Techo on」 の 場合 , 画面 に は , 
A>rem 辞書 コピ ー 中 
と REM が その まま 残り ます か ら , メッ セ 
ー ジ 表示 に 使う こと も で きま す 。 
@goto 〈 ラ ベル ) 
バッ チ フ ァイル 中 で 処理 の 流れ を 変え る 
の に 使い まず すず 。 ラ ベル は , 
: label 
の よう に : で 始ま る 行 で す 。 e RAM 
が オス グ に コピ ビー す る ぁ る 例 を gute コマンド を 
使っ て 書く と 以下 の よう に な り ま す 。 
rem C は RAM デ ィ ス ク 
if exist c : x68k_m.dic goto end 
copy b: YdicYx68k_m.dic c: 
copy b : YdicYx68k s.dic c: 
: end 
辞書 が すでに 存在 する な ら , コピ ー を 飛 


は じじ て プル end に ジン デシ ンプ ずる ある あわ も ゆり て す 。 


Oshift 
バッ チ フ ァイル は パラ メー タ を 与え て 呼 
び 出 すこ と が で きま す 。shift は この パラ メ 


ー タ を シフ ト す る 命令 で す 。 詳 しく は 次 の 
章 で 説明 し ます 。 


I バッ チ と バラ メー タ 


Human68k ver2.0 の format.x は , 単に 
起動 し た ら メ ニュ ー 画 面 に な が り ま す が form 
at b: の よう に フォ ー マ み ト ま 6 ドラ イブ 
BDESTDAA E Li LTT 
す 。 ま た だ ed.x も パラ メー タ と し て 編集 する 
ファ ア イル 名 を 与 た を こと が で てき まず す 。 

バッ チ フ ァイル も これ ら の ユマ ジン 下 と 同 
CS ICENIAN LoT 
ます 。 フ パラ メー タ は 1 XLFORFOR A 
を 付け て 表し ます 。 多 1 は 1 番目 の パパ ラメ ー 
2, 9 は 9 番目 の パラ メー タ を 意味 し ます 。 

簡単 な 例 を お 見 せ し ま し ょ う 。 
echo off 
echo %1 
echo %2 
echo on 
ID AZ TY ADO test bat を 作り 。 
test ABC DEF GHI 
と すれ ば , 画面 に は 「ABC」 と 「DEF」 が 
表示 さる れ ます 。for の 変数 に 久 数 字 を 使え な 
と た いろ だ の は 。 こ の バ パッチ プ ァ ナオ ル に 号 
ぇ られ た 引数 と 区 別 で き な く な る か ら で す 。 
と いう より , 多数 字 は その 行 が 実行 され る 
前 に , 与え を られ た 引数 に よっ て 置き 換え ら 
れ て し ま ょ う の で す 。 先 の test.bat の 1 行 目 , 
Techo offi を 削除 し て , 

test ABC DEF 
と し て みて くだ さき るい 。 画面 に は , 
A>echo ABC 
ABC 
A> echo DEF 
DEF 
A>echo on 
と 表示 る され た は ず で す 。「echo %11 が te 
cho ABC」 に 置換 きれ て いま すね 。 も し , 
for %1 in (*.doc) do type %1 
と いう 行 が TEST.BAT の 中 に あれ ば , 
for ABC in (*.doc) do type ABC 
と な っ て も まい 。 エラ ー に な っ て し し ま うわ 
PE 

バッ チ フ ァイル の パラ メー タ は 狐 に 続 
l 1 文字 の 数 字 で す 。 しかし, 欠 0 は バッ 
チ フ ァイル 名 を の も の な の で 実際 に 利用 
で きる の は 多 1 一 多 9 の 9 個 と いう こと に な 
り ま す 。 で は 。 も っ つと 多く て の ノバ パラ メー タダ を 取 


NE 
Y 


り た だ たい 場合 に は どう すれ ば いい で し ょ う 。 
また だ , 複数 個 の ファ イル を 一 気 に 削除 し て 
( れる dels.bat と いう バッ チ フ ァイル を 作 
Re に と さき に は 

del %1 

del %2 


del %9 
と 何 行 も 書か な けれ ば いけ な い の で し ょ 5 
が 。 ここ て 登場 する の が O 
これ は パラ メー タ を ひと つ ず ら す 命令 で 
61 を 20 へ , 22 を 1 へ と ひと っ ず っ ずら 
し 志村 ます 。769 に は いま ま て ENT aN 


か っ た 10 番 目 の パ ラメ ー タ が 入り ます の で 
これ で パラ メー タ が いく つ あ っ て も 大 誠 夫 。 


ER, 複数 の ファ イル を 削除 する バッ チ フ 
ァイル も 。% め 1 を 削除 し て shift す る と い 2 


動作 を 繰り 返せ ば , 対処 で きま す 。 しかし, 


ルー ジ 回 数 を 指定 する 命令 は な い の で , 
«9/1? == “の 
の うに パラ メー メル が 尽き たとい うさ こと を 
終了 の 条件 に する 必要 が あり ます 。 
バッ チ 処 理 て は 1 と 書け ば それ が 文字 列 


の 中 だ ろう が お か まい な し に 与え られ だ パパ 


ラメ ー タ に 置き 換え られ ます 。 純粋 に 欠 1 
と いう 文字 列 を 表現 し だ た けれ ば , 欠 1 


する 必要 が ある の で す 。 よ っ て , 先 の for も , 


for %%1 in ~ do type %%1 
と すれ ば バッ チ 処 理 の 中 で 使え を る よう に な 
TT. も つと な お きわ きこ ん な こと や を し 
て まで て で for の 変数 に 多数 字 を 使い た いな ん て 
太 ほ 少な に が も 上 れれ ませ ん が 、 以上 の こと 
を 使う と, dels.bat は 次 の よう に 

:continue 

"al" =-<=>=*”. goto end 

del %1 

shift 

goto continue 

:end 


DO バッ チ と 環境 変数 


環境 変数 は バッ チ 処 理 に お ける 変数 の よ 
うに 使う こと が で きま す 。 環境 変数 に 値 を 
セッ ト す る に は , command.x で や る の し と 同 
じ よ うに set を 使 を ば OK で す 。 参照 する と 
き は 環境 変数 名 
[EA E AAA 

set test=abc 
echo %test% 


特定 の ディ レク トリ に 
作っ て み ま hd Ye 


な も ます 。 


を と % て 囲み ふみ ます 。 簡単 


と いう 内 容 の バッ チ フ ァイル を 実行 する と , 


abc 
と 表示 る れ ま す 。 で は , 複数 の ファ イル を 
コピ ビー する cp:bat を 


echo off 

set tmp=%1 

:continue 

i “%2”" ==*” goto end 

copy %2 %tmp% 

shift 

goto continue 

:end 

echo on 

cp.bat は 1 番目 の 引数 に コピ ー し だ た い デ ィ 
レク トリ を , 2 番目 以降 の 引数 に コピ ー し 
だ い フ ァイル 名 を 列挙 し て 使い ます 。 shift 
に よっ て パラ メー タダ が ずれ て し まい ます の 
で , 最初 に 欠 1 を 環境 変数 に コピ ー し て お い 
UTE DMA AR LAA 
から だ る て いま す 。 
@ び RAM デ ィ ス ク に ファ イル を コピ ー し た い 
先日 , 友人 宅 の X68000 で , 自分 の シス 

ナム ディ スク を トラ イブ に 入れ 、 RAMFA 
APA AAA ALLE 
の 話 で す 。 リ セッ ト し だ た あと RAM デ ィ ス ク 
が 確保 きれ , ファ イル の 転送 が 始ま る と, 
だ ん と 。 ハー ド デ ィ イネ スク の アク セス ジング 
が 点滅 し て いる で は あり ませ ん か 。 友 人 の 
マジ シン の し じ に 下 タオ グ い は バー ドナ ィ イス み だ っ 
ao. 


omg 1 ファ イル を 削除 する だ 1 
o a o 
Ia O A TY 
目 分 の 辞書 で 上 書き し て し まっ た ら ……… 
と 机 う と アタ た も まし た 。 

を こ で 作っ た の が RAM デ ィ ス ク を 自動 判 
2 する コマ シド dyYX で す (サス ドル と 
りあ え ず バッ チコ マン ド と Human の 標準 コ 
マン ド だ け て は で き な い の で で 言 幸 て 介 っ 
て みよ まし だ こま だ サス ト 2 に ば dwW 交 を 利 
用 し た autoexec.bat の サン プル を 掲載 し ま 
す 。drv.x は 環境 変数 ramdisk に 最初 の R 
AM デイ スグ み ド 玉名 を を ッ ト し ます 。 
b L, RAM ディ スク が 存在 し な い 場 合 は , 
画面 に メッ セー ジ 表 示し , エラ ー 番 号 1 を 
A E 

リス ト 2 の パッ チ フ ァイル は エエ ラー 番号 


が 1 な ら な に も せ ず 終了 。 そう で な けれ ば 


- 辞 書 が 置い て あっ て, 


pause し ます 。if の あと ょ と の 「%ramdisk%」 
と いう 行 て , カレ ント ドラ イプ を RAMSR 
スク に 移し て いま す 。 環境 変数 ramdisk に 
は 「C:」 の よう に ドラ イズ 名 に ARNES 
の が セッ ト さ る れる の で , ドラ イブ の 移動 が で 
きる わけ で す 。 続い て ファ イル を 転送 し ます 。 
バッ チ か ら バ ッ チ を 呼び た い 
バッ チ フ ァイル を 実行 し た と き に 画面 だ 

表示 され る 文字 も リダイレクト し て 再 利用 
し いた だ た いっ 

test.bat > temp.doc 
な ど と や っ て も , temp.doc に は な に も 入り 
ませ ん 。 バッチ 処理 中 に 画面 に 表示 る れ た 
文字 は , その まま で は リダイレクト で ` き 大 
な を きる CR 

command test.bat > temp.doc 
と , command.x の パラ メー タ と し て 実行 し 
よう と し て いる バッ チ フ ァイル を 月 窟 拉 層 
や れ ば OK で す 。 

この 方 法 は バッ チ フ ァイル の 中 か ら 別 の 

バッ チ フ ァイル を 呼び 出し て 使い た い 場 合 
に も 使え ます 。 以下 の よう な か バッチ 
ル test.bat の 場合 を 考え て み ま し ょ う 。 

echo off 

testl.bat 

test2.bat 


1: /* コン パ イル 方 法 : cc /Y drv.c */ 

2: #include <stdio.h> 

3: #include <doslib.h> 

4: struct DPBPTR DPB; 

5: void main() 

6: I 

T int flag 

8: int 1; 

9: char drv[] = "A:"; 
10: 
まま för ( isi; i<i0; i++ } 1 
12: flag = GETDPB( i, &DPB ); 
s. if ( flag <0) í 
14: fprintf ( stderr, "RamDisk は あり ませ 

An” ) 
15: exit( 1); 
16: } 
17: if ( DPB.id == 0xF9 ) ( 
18: drv[0] = ’A’-1 + i; 
19: printf ( "RamDisk は %s で すぎ \n", drv ); 
20: SETENV( "ramdisk", 0, drv ); 
el: break; 
qe ) 
23: } 
24: } 


リス EE vat 


: PATH=A:¥;A:¥BIN;A:¥SYS;A:¥BASIC2 
: echo off 

drv 

if ERRORLEVEL 1 goto end 
%ramdisk% 

: pause ファ イル を 転送 し ます 

copy a: Ycommand.x 


どど の びさ コ の の お の トピ 


pt 
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echo on 
ぶ の まう に 単に バッ チ フ ァイル 名 だ け を 書 
い だ の で は , testl.bat が 実行 され た だ 時点 で 
バッ チ フ ァイル の 処理 が 終了 し て し まい , 
test.bat の 続き は 実行 きれ ませ ん が , 

echo off 

command testl.bat 

command test2.bat 

echo on 
を すれ ば , testl.bat を 実行 し た あと 再び 
test.bat に 制御 が 戻り 次 に test2.bat 2 I} 
UK を MC きる よさ うに な ぶり ます 。 


| バッ チ で メニ ュー 選択 


ワー プロ を 使う と き は 辞書 を RAM デ ィ 
API LI. CASITA TEO ES 
は は オク グル ー ド ファ イル と テラ イア ラリ や 
RAMT AACE LE OE よ EK; 
梗 ケ アプ サケ ーション に 含 わ せ て , 少な い 
RAM デ ィ ス ク を 有効 に 使い た いと いう の は 
の 7 える こと て し ょ う 。 

2 DUE いう や の は と うし ょ よう .5 
が まけ も の て 、。 そ の うち パッ チ フ ブフ 
ァイル 名 を 打ち 込む の きえ 面倒 だ と 思う よ 
MA 起動 する アプ リケーション 
の 一 覧 を 表示 し て お き , 番号 を 入力 する だ 
け で 必要 な 処理 を 全部 や っ て て くれ だ た ら …… 

JAR inputo 
: /* コッパ イル 方 法 : cc /Y input.a */ 
: finclude <stdio.h> 
: finclude <doslib.h> 
: void main() 


int ch; 
char input[100], *ip = input; 


00-200 UON e 


while (( chzgetchar())!=’'¥n’ ) 
10: *ip++ = ch; 

ii: xip = 0; 

12; SETENV( “input”, 0, input ); 


リス ト 4 runbat 


・ echo off 

・ echo どの プロ グラ ム を 起動 し ます か 
・ echo 

ワー プロ 
DEFSPTOOL 
コン パイ マラ 


1 

2 

3 

4: echo 1) 
5: echo 2) 
6: echo 3) 
7: echo 

8: rem キー 入力 開始 

9: input : 

10: if %input% == 1 goto wp 
11: if %input% == 2 goto defsp 
12: if %input% == 3 goto cc 
13: goto end 


: 3Wp 
15: ワー プロ 用 環境 設定 ・ 起 動 

16: goto end 

17: :defsp 

18: DEFSPTOOL .BAS 用 環境 設定 ・ 起 動 
19: goto end 


20: :oo , 
21: C コ ン パ イラ 用 環境 設定 ・ 起 動 
22: :end 


60 onix 19901. 


と こ て 。 パッ チラ ファ テ イ ル の 中 で キー を 基 刀 
する いい 方 法 が な いか と マニ ュ ア ル を 眺め 
て みな た の て すす が,。 ISRARLI EA. 
と て まだ ブロ ョ ログ ラム み を 組み まし で 。 
リス ト 3 は そん な も の で る な あな た に 贈 
る input:x コ マン ド て す 。 この, し 言語 の プ 
ログ ラム は , キー 入力 し た 文字 列 を 環境 変 
数 input に モッ ト す る だ け の 簡単 な も の で 
+. この input.x コマ ンド を 利用 も たら 5 バッ 
チ フ ァイル か ら 番 写 の 入力 が て きる よう に 
な り ま す 。 を の , 実際 の 応用 例 が リス ト 4 
で す 。 リ スト 4 は echo で メニ ュー を 画面 に 
表示 し , キー 入力 を 待ち ます 。3 行 目 と 7 行 
目 は , 実は echo に 続い て 半角 の 空白 が 2 つ 
入れ て あり ます 。 空 日 を 表示 し て も 画面 に 
は な ん の 変化 も や あり ませ ん か ら , 画面 上 で 
は の だ に が る 0 生じ だ よう に 児 ん まり 。 則 に 
echo と だ け 書 いた の で は , 「echo は <o T 
す 」 と 表示 され て し まう の で 注意 。 改行 を 表 
示す る 和 党 奈 手 彼 と し て 区 えて お きよ し よう 。 
input.x が 終了 する と の %input% に セッ ト 
る れ て いる 文字 と 番号 を 順に 比較 し , それ 
ぞ れ の 選択 肢 へ goto し 必要 な 処理 を 行い ま 
す 。 それ ぞ れ の 目的 別 の バッ チ フ ァイル を 
作っ て お き ,。 その 名 前 を 書い て お け ば いい 
CLII ここ ー は 表 ち ん の に 内 二 し う 
と て し よう か FME US 
ム な が ら 。 nputx は 重宝 な ュ コマ ンド です 。 


NB WECOME bat 


1: echo よう こそ X68999 の 世界 へ 
2: copy x68999.opm opm 
3: prompt $e[37m:$d:$t”[E$1:$p:$8:$e[ 33m 


1: echo off 


2 
3 
4: if "%0" == "" goto END 

9: if not exist %0.c goto ERR1 
6: echo %9.c の コン パイ ル 開 始 

7 co %0.c /E > nul 

8: if errorlevel 1 goto ERR2 
9: goto START 

10: :ERR1 

11: echo %0.c が 見 つか り ま せん 

12. goto START 

13: :ERR2 

14: echo エラ ー%9.err を 見 て 下さ い 
I5: goto START 

16: :END 

17: echo on 


リス ト フ login.bat 


: echo off 

: if "41 ==". goto ERR 
set usr = %l 
cd %usr% 
echo ここ は %usr% 君 の 世界 ! ! 


: ERR 
: echo 使用 方 法 : login ユー ザ - 名 
: END 


0230045 00N- 


ERSLTADLUTGSR 7. X 
字 列 を 受け 取り たい 場合 な ども 使え る こと 
と 思い ます 。 ゼ ぜひ 活用 し て みて くだ る きい 。 


調 バッ チワ 発展 学習 


て は ,。 最後 に 。 バッ チ フ ァイル の サン シンジ 
ル を いろ いろ 作っ て み ま し ょ う 。 

例 1: まず ,「 よ うこ を XX68000 の 世界 へ 」 
と メタモ セー ジ シ 多 軸 し 音楽 !A68000 の テー 
マ 」 を 鳴ら し 。. つ いで に ブロ ンプ グ ト を 変え る 
バッ チ フ ァイル wellcome.bat (リス ト 5)。 
これ な ん か autoexec.bat に 書い て お け ば 
元気 よ 《 仕 事 が 始め られ を そうですね 。 とこ 
BT, この リス ト で 使わ れ て いる x68000.o 
pm と いう 名 前 の ファ イル は , 自分 で 作ら な 
けれ ば いけ ませ ん 。 作り 方 は 今月 の 質問 箱 
を 参考 に し て て だ きい 。 ま た 。 promnt の あ 
LORO, 一 見 わけ が わか ら な い 文 字 列 は , 
それ ぞ れ 意味 が あり ます ($d は 日 付表 示 で , 
$e [33m は 画面 属性 の リセ モット な ど ) が ここ 
で は 解説 し ませ ん 。Human68k の マニ ュ 
アル の prompt の と ころ に 載っ て いる の で 見 
Cal INF NT) 

m2: ちょ っ と は 実用 的 な が C ユ コンパイル 
用 / パ ルッチ ブラ アイ ルル CMDat (リザ スト 6)。、 これ 
E. TALAR TAREA 
IEA TRA de a ROL 
いく も の 。 コン パイ ル エ ラー は 拡張 子 が err 
DITA IAS e まだ アア ルル 
が な の っ だ コン ポパイ ルル エタ スー が 発生 じじ た 
GAETE ML, 次 の フラ ァイル を ヨン 
O R To 

例 3: 大 容量 の ハー ド デ ィ スク を 複数 の 
人 で 使用 する 場合 に 便利 な 1ogin.bat (リス 
ト 7)。 4T, ニー ザー 名 を バラ メー タダ と し 
TIEL, それ ぞ れ の 名 前 を 環境 変数 usr t 
ッ ト し て , その 名 前 が 付い だ ディ レク トリ 
に 移動 し ます 。 こ れ な ど , 親子 兄弟 で X68 
000 を 共有 し て いる 清く 正しい 家庭 に は 欲し 
いで すね 。 し か も :『 母 きん 俺 の 陳 じ ファ イ 
ル 読 ん だ だ ろう 」 な ど と 家庭 不 和 の 原因 に 
な っ て る 知り よせ ん 。 

の よう (こい パパ ツブ プア テア ルル て し は る まさ る 
まま が こと が て まま びす これ は MR 
aF YER CODEUS TIAC 
は な いで し ょ う 。 皆さん も いろ いろ と 面 日 
と うか が パッ チ フ アオ イル を 考え ん て みて くだ さ 
い 。 そし て 便利 な バッ チ フ ァイル が て きた 
ら , 投稿 し て くだ きい 。 


コマ ンド に 歴史 あり 
my e L 
y へ a 


A 


ル ・ ビ スト リー・ ツ アー 


な ん の 間違い が 神 の 試練 か 知ら な い が , 
代 間 で いち ば ん 多く (の 人 が 買っ て し まう パ 
メ ョ ヨン で は ほ は, キー ボー ド 操 作 で ディ スク イ 
a A らしい 。 それ どこ ろか ,, 
別売 の MS-DOS の ュ コマ ンド シェ ル で は , 1 
回 前 の キー 操作 し か 覚え て いな いら し い 。 
きか ⑫。 杖 は % の 日 本 で いち ば ん 多く の 人 
が 使っ て いる パソ コン を 前 に する と いつ も 
スト レス が 溜まる 。 確 が に , PDS と か で ず 
っ と 苦 の キー 操作 まで 覚え て くれ る ツー ル 
も ある らし い 。 しかし, それ は そう いっ た 
パン コン を 買っ て し まっ だ 人 た だ ちの 苦 肉 の 
束 て あり , 苦 肉 が ある こと を 知ら な い 大 多 
数 の 人 は , ひと つ 前 の 入力 し か 覚え て いな 
い の を 当然 と 思っ て いる に 違い な い 。 


HumanB68k の お か げ で す 


X68000 と な る と そう は 間 屋 の 大 安 売 
Ts な ん て ら だ っ て 。 RADARES? 
ンド を 覚え て いる な ん て 常識 どか ら 。 それ 
どこ ろか , Human68k の 新しい バー ジョ ン 
で は , や だ ら め っ だ ら だ くさ ん の 機能 が つ 
いて し まっ た 。 機能 が 増え る と , それ は 覚 
える こと が 多く な っ だ りす る わけ で あり , 
作り 方 が 悪かっ た だ たり すると, 古い バー ジョ 
ン と キー 操作 が 違っ て し まっ だ りす る わけ 
て yo ネリ プレ ンド リー じゃ な かっ だ りす 
る の だ けれ ど , そこ は それ , 最初 か ら 全 部 
た よう と する を か らい は な じい の だ 

そう いっ た わけ で , も う 1980 年 代 も 終わ 
うっ て も と よう CC も し まっ RL OT の る あま 
年 で て 21 世紀 に な っ て し まう ので ある 。 211 
紀 と いえ ば 月 で モノ リス が 発見 され て し ま 
う 年 で ある 。 ス トロ ー の 中 の 液体 が 下がっ 
て し まう の は , スト ロー の 刺 き っ て いる パ 
ッ ク の 内 圧 と 外圧 の 差 か ら , パッ ク の 膨 ら 
も うと する カカ で 一 緒 に 液体 も 吸い 込ま れ た 
わけ で ある か ら , 正しい の で ある 。 

と いう わけ で , history.x も 正しく 使え ば 
ELIT, 


使い こなす こと が で きれ ば , コマ ンド ライ ン の 環境 を 飛躍 的 
に 改善 で きる の に , あま り に も 高 機能 な た めか 活用 され ず に 
いる こと が 多い Human68k v2.0 の ヒス トリ ドラ イ バ 。 こ こ で 
は 驚異 の ヒス トリ パワ ー を 垣間見 て み ま し ょ う 。 


Ogikubo Kei 


WE 圭 


E history.xOD つの 顔 


history.x に は 2 つの 顔 が ある 。 ひ と つ は 
config, sys の 中 に 隠れ て いる デバ イス ドラ 
イ バ の 顔 。 も う ひ と つ は コマ ンド 行か ら 実 
符 て きる コマ ンド と し て の 上 顔 だ 。 . こ れ が ま 
EAT PRESOS TAE AA 
history.x に は 起動 時 オプ ショ ン と いう や 
つが 全部 で 66 個 も ある か ら だ 。 ぎ ょ えー っ 
と いう よう な も ん で ある 。 し か も 。 起動 時 
に の み 有 効 な も の, いつ で も OK な も の , 
起動 時 に は 使え な いも の の 3 種類 ある の だ 。 
私 な ど は も の 覚え の 悪 き が 自慢 で , 66 個 中 
1 個 し か 記憶 に な い 。 

ここ で 大 事 な の は , 1 個 し か 知ら な く て 
も , な ん の 不 目 由 も な いと いう こと で ある 。 
66 個 ある と いっ た っ て , よく 《 似 た 機能 の も 
の を 一 緒 く だ た に し だ た だり デフ ォ ル ト で か まわ 
な いも の を 省 い だ た りす れ ば で っ と 数 が 減る 
の だ 。 そ の うり え 。 オ シン ライン ペル アグ が . と ーー 
EI) つい て いる し , 必要 だ と 思っ た オプ 


ショ ン は (起動 時 の み 設 定 と し いう や つ は 駄 
目 だ け れ ど ) その 都度 マニ ュ ア ル を 見 な が 
ら エ イリ アス に 登録 し て し まえ ば いい だ は け 
Di PD, TAYT ALO AAA 
まり に も 気に入っ だ た ので, 別記 事 を 書い て 
し まっ た 。 詳し く は を そっち を 読ん で で 8 
い 。 読 ゆめ ばす で わか る よう に な っ て いる (は 
TY 

と りあ え ず , どん な も の が ある か だ け は 
把握 し て お こう 。 それ が history. x の 機能 に 
直結 し て いる か ら だ 。 

・ 初 期 設 定 ・ 機 能 設定 

・ コ マン ドラ イン で の 編集 機能 

・ ヒ スト リ 機 能 の 設定 

・ エ イリ アス 機能 
・ 簡 易 バ ッ チ 機能 の 
・ デ ィ レ クト リ 変 更 履歴 機能 の 設定 

… ペ ルプ や ヒス トリ を 記録 し た ファ テイ 8 
入出 力 機 能 

・ バ バッファ クリ ア の 機能 

Es 表 あ こん な 感じ 。 こ うし て 邊 欄 あき 
と それ ほど で も な い が 。 起動 時 オプ ショ ン 


Me Re 
e Al 


ヒス トリ 機能 の 心 


ヒス トリ ー= 歴 史 ( と , 教え られ て きた 我々 ) 
で ある 。history.x も 歴史 で ある 。 過去 の 行い を 無 
駄 に し な いよ う 精 進 す る か ら 歴 史 な の で ある 。 
過去 の 行い を 繰り 返し た く な い , それ が コン セ 
プ ト な の だ 。 そ し て あま り フ レン ドリ と は い 
えな い コ マン ド シ ェ ル に お いて 少し て も ユー ザ 
ー の スト レス を た め な いた め に は , 無駄 に キー 
を 押さ せな い の が と りあ え ず '80 年 代 の 解決 な 
DI, 

基本 は Ver. | で も お 馴染 み の , と りあ え ず 「 苦 
使っ た コマ ンド は 覚え て いら れる だ け 覚 えて る 
か ら , いつ で も 使っ て ちょ 」 の 姿勢 だ 。 こ いつ 
が 発展 し て , command.x か ら 独 立 し た デバ イス 
ドラ イ パ に な っ た の が history.x と 思っ て よい 
(も ちろ ん , command.x だ っ て お 馴染 み の 機 能 
は 持っ て いる か ら , history.x を 使わ な く て も , 
Ver.| の 環境 は 得 ら れる よ )。 

で は , history.x の 機能 を 見 て や ろう 。 

history,.x は デバ イス ドラ イ バ で ある か ら , か 
な 漢 の ASK み た い に 常 駐 す る 。 そ れ で も っ て , ユ 
ー ザ ー が 何 か キ ー を 押す と , command. x が それ 
を 解釈 する の だ が , その 前 に ちょ っ と 横取り し 


T, history.x の た め の キ ー 入 力 だ っ た ら , そい つ 
を 実行 し て し まう の だ 。 た と えば , command. x で 
は [HELP ] キ ー は "his”, つま り ヒ スト リ に 登録 
され て いる ユー ザー の 所 業 を ずら ずら っ と 見 せ 
て くれ る の が 役割 な の だ が , history.x が いる と , 
command, x% “his” する 前 に , history,.x に お ける 
[HELP | キー の 役割 , オン ライ ン ヘ ルプ を 先 に 
実生 し て し まう の だ 。 こ れ は まれ な 例 で 。 たい 
て い は command. x で 使わ な い キ ー を history. x の 
機能 発揮 に 割り 当て て いる 。 だ か ら , [ESC]-3 
ん ちゃ ら , と か [CTRL |+ か ん ちゃ ら と いっ た 
覚え に くい 羽目 に 陥っ て し まう の た ね 。 て で, ど 
うす れ ば 使い や すい か と いう と や は り マ ウス か 
な ん か で ビッ と や れれ ば いい ん 人 だ ろう けれ ど , 
それ で は キー ボー ド で ちょ ん ちょ ん と や り た い 
人 向き で は な いし , マウ ス で GUI( な ん の こと か 
Em, グラ フィ ッ ク ユ ー ザ ー イ ンタ フェ 
TRADI EJI) する と , 絵 を 描い た りな ん 
だ か ん だ で プロ グラ ムサイ ズ は 大 きく な る わ メ 
モリ は 食う わ の 大 騒ぎ と な っ て し まう 。 DO FR 
に は メモリ 食っ て も 心 は 錦 ” の 精神 が 普及 す 
る か も し れ な い 。 
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だ け 知 っ て いれ ば いい も の で は な い 。 と り 5 
あえ ぇ ず 順 番 に 見 て いく こと に する 。 


調 デバ イス ドラ イ バ の 顔 


組み 込み 時 の み に 使 を る オプ ショ ン は こ 
の 部 類 だ 。 組み込み 時 と いう こと は , 
config. sys の 中 に 書く と き の オ プション と 
いう こと で ある 。 よって, HELF? R 
PELENA OCT の る (は すず )。 だ か ら , 
覚え る 必要 は な い 。 

ま ず , history. x の 4 大 機能 と いえ る エイ 
FFR AR aF ECRI; デオ ビク 
トリ 変更 履歴 で 使用 する バッ ファ の 大 きる 
を 指定 する 。 デ フォ ルト で は それ ぞ れ 2K 
バイ ト で ある 。 大 きく する 必要 は それ は ほ と 
な が to の Te 

を れ か ら 。 エイ リア ス の 中 で エイ リア ス 
を 使う か が どうか” $, ヒス トリ の 内 容 を 保 
すす ちち ブッ ァイル (tA FITE FFAA) 
や キー 定義 ファ イル (key.sys と は 異な っ 
だ ファ ンク ショ ン キ ー を 定義 で どき る の だ) 
の 場所 を 指し 示す な ど が ある 。 フ ァイル の 
場所 は history,x と 同じ ディ レク トリ が デ 
フォ ルト な の で , そう いっ た 使い 方 を し て 
いる 限り 気 に す る 必要 は な い 。 しかし, デ 
PA ARALAR AA Y 
¥sys¥ LT, ヒス トリ 関係 の ファ イル は 
hi だ な , て こと に な る と , “/d¥his¥" 
(history. his と key. his の 場所 を 示す ) な 
し WT の e 

起動 時 専用 オプ ショ ン で な くく とも, 1 回 
設定 し て し まっ だ ら 変 える こと は な いや 的 
な も の は config.,sys に 入れ て し まう でき で 
ある 。 コ マン ドラ イン 編集 時 に 挿入 モー ド 
計 素 を か 上 書き モー ド に する か と か , ヘル 
プ フ ァ イ ル の 位置 指定 と か が, エイ リア ス は 
使う けど ディ レク トリ 変更 履歴 は 名 前 が 長 
お 5 な 便 和 わな が いた いう と き に デイ レク トリ 
変更 機能 を 灯 し て し まう と か , だ 。 

tsm の キダ ショ ン は いつ だ っ て 便 え 
る も の な の で , 変 な 設定 も し て し まっ た だ と 
て も こと は お る まい 。 

この の さよ : ち に し て history;x は デバ イス ド 
区 館 2 と も や 補 葵 チム の 一 部 と な る 。 

例 ) history 関係 の ファ イル を 全部 A: 
\his ぎ に 置き , 起動 時 上 書き モー ド ( デ フォ 
ルト は 挿入 だ ) で な お か つづ 挿入 / 上 書き を 変 
更 し た と き に その 状態 を 保存 する よう に し , 
ディ レク トリ 変更 履歴 機能 を 使わ な いよ う 
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に あと きら 
device 三 history.x /da:\his\ 
/va:\his\ /ar /o /nc 


調 Human68k の コマ ンド 上 て の 月 


config. sys に 組み 込ん で 立ち 上 げ る と, 
コマ ンド シェ ル 環 境 に カー ソル が ある 限り , 
history. x は 否応 な 〈 く 働い て くれ る 。 が, そ 
し と は 別に 、history x を ユマ ンド し し で 実 
行 す る と いろ いろ と ヒス トリ 関係 の 力 を 発 
揮 す る 。 た と えば , opmdrv. x は FM 音源 下 
ライ バ だ けど , opmdrv off と する と opm 
dry。x を 無視 する (こう す ぁ る と, 少 上 だ け 処 
理 速 度 が 速く な る の だ ) よう な も の だ 。 

コマ ンド と し て は 66 個 の うち , 60 個 が 使 
える 。 As 多い ね 。 histor t XUT 
て 実行 する と ずら っ と 約 4 画面 分 の メッ セ 
ーー と が 出 て て る で ちい だ 5 

この うち 各種 機能 用 は その 都度 説明 する 
e a PO A A A 
TODD. DAZIEDECERIOE, E 
A e o O a 
リ 変更 履歴 な ど を えい や っ と クリ ア し て し 
> MA 

続い て , バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書 
き 出 し だ た だり, ファ イル か ら 読 み 込ん だ りす 
る 機能 だ ど だ 。 こ いつ は お いし い 。 history, xD 
世話 に な っ だ キー 入力 を 全部 と っ て お ける 
OT, 電源 を 切っ て も リセ ッ ト し て も 深め 
込ん だ コマ ンド だ ち 々 無駄 に し な てく て も す 
CO, 

バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 出す に 
は /w 系 の オプ ショ ン を 用 いる 。/w 系 は さき 
ら に /wn と /w 十 n に 分 か れる 。 十 は 追加 す 
る と き の 記 号 て 、 直 が な いと を と, ファ イル 内 の 
デー タ を バッ ファ 内 の デー タ に 置き 換え る 
わけ は だ 。、 こ とこ て れ に は AE に 4 1005 
類 が 入る 。A は エイ リア ス の A, B は 簡易 
EFD TED. CUA RARA 
更 履 歴 (つま り , CD コマ ンド の 履歴 ) の 
C, 時 は セス トリ サ の HH。@ は 全部 いこ ご ぺん 
に 導き We ん て も し まう て と だ 。 

まあ , ヒス トリ な ん て 全部 書き 込ん で し 
まう と と で も 革 く な つて し まう の 4! 博 だ が ) 
ヒス トリ 定義 ファ イル は 普通 の テキ スト フ 
ァイル な の で , エディ タ て 不要 な も の や 無 
駄 な も の を (打ち 間違い や 同じ コマ ンド を 
何 度 も 使っ た と ころ ) 削っ て や れ ば , 結構 
2 か なく な ある は すず す だ 。 1 回 や そつ て みる 5 いい 


ぞ 。 い か に 無駄 な 入力 や 繰り 返し 入力 が 多 
い カ 4 気 づ プ で は す だ 。 
BIZ, ファ イル か らら バッファ に 読み 込む 
と き は /r 系 の オプ ショ ン を 使う 。 あ と は /w 
系 と 同じ だ 。 
W エイ オリ デ ス だ けり プア ァ アイ CA ドラ オグ 
の ディ レク トリ his の history. his) に 書き 込 
it 
history /waa:\his\history. his 
EATIS TFT 
history /ch 


DD で は 各種 機能 の 説明 だ い ! 


最初 は 基本 中 の 基本 で ある ヒス トリ で あ 
る 。command.x の 持つ ヒス トリ と だ いた 
い 同 じ な の だ が , テン プレ ー ト が |ESC| a 
SE PEDANTE ASS, 
command.x の ヒス トリ で は 一 度 ヒ スト リ 
か ら 引 っ 張っ て きだ コマ ンド を テン プレ ー 
ト に 入れ て か ら コ ユマ ンド 行 へ 呼ぶ 方 式 だ っ 
た が , history, x で は 直接 入力 行 に 呼び 出せ 
A o Y A e o O 
DER ARES SA ドリ が 
ED AR E 6 
ESEI マウ やや で 胡 て こよ と は, ファ 
ンタ ショ ンジ キー を 使わ な が なく て も よく て な っ た 
と いう こと て 導い らい と ころ ば ある ラテ シク 
ショ ン キ ー が 大 嫌い な 私 と し て は と て も う 
UL 

まだ , テン グレ ー ト に は 直前 の 入力 が 納 
まっ て いる わけ だ が ,。 テン プレ ー ト に 納 ま 
っ だ n 番 目 の パ ラメ ー タ だ け を カー ソル 位 
Ml AE SERIOS COVEN: 

HI) type config. sys の あと に, ed config. 
SYS し た いき 

ed [ESC]-1 
ARS 

ed config.sys 

ETE 

A A a A 
パラ メー タ の 2 上 度 打 ち も 少 し は 人 避け られ る 
e A g ra 

進歩 し た の は テン プレ ー ト だ け で は な い 。 
ある 文字 列 か ら 始 まき る コマ ンド を ヒス トリ 
バッ ファ か ら 検 索 す る と か , ある 文字 列 を 
含ん だ コマ ンド を 検索 する と いっ た , ワー 
プロ の 検索 機能 並み の 技 が つい た 。 さらに , 
任意 の 文字 列 を 含む コマ ンド の リス ト を 表 
示す る な ん て の 6 ある 。 を その うん)、 パタ メタ 


ー タ だ け を 表示 し た り 検 索 し た り も で きる 
の だ 。 うむ うむ 。 こ うい っ た 機能 は 使っ て 
な い 大 が 多い だ ろう な あ 。 だ っ て , HAS 
is に ん だ も ん 

A Ls do E の ルン 見 な た だ 
いて い パ ター ン が 決ま っ て いる 。 試験 前 の 
英 単語 馬鹿 覚え を より は ずっ と 簡単 だ 。 

と りあ え ず , 列挙 する 。 

[CTRL|+W 系 ROLLDOWN と 一 緒 

[CTRL|+E 系 ROLLUP と 一 緒 

[CTRL |+R 系 パラ メー タ 相 手 の ROLLDOWN 

[CTRL I+ 系 パラ メー タ 相 手 の ROLLUP 

[CTRL|+L 系 リス ト の L だ 。 1 画面 分 
の ヒス トリ の リス ト を 表示 

[ESC|- し 系 ヒス トリ 全部 の リス ト 表 示 


IESC|- パラ メー タ 部 分 の ROLLDOWN 
IESC|- 半 パラ メー タ 部 分 の ROLLUP 
IESC|-N 数 字 を 入れ て [ESC|- N す 


Bl, その 番号 の ヒス トリ 内 容 を 表示 

な た ん と か な 0 うだ WBRE の キー は 
キー ボー ド の よ 上段 に 並ん を で いる し 。 

さる て, パラ メー タ と パラ メー タ 部 分 の 違 
ぃ い だが. フ パ ラメ ー タ よ と いう の は ひと つけ ひと 
つの パネ メー を 相 し ,、 パラ メー タ 部 分 と 
いう の は 。 ひと つの コマ ンド に 対す る マラ 
ARRABAL LETS 
続い て , 一 系 と ある の は , [CTRL]+n(n 
は WERTL の どれ か ) を 打つ 前 に 文字 列 を 
入力 し て な むく と を の 検索 を し て くれ る と 思 
っ て よい 。 文字 列 二 スペ ー ス だ と また 意味 
TE VRE AD. 細い こと だ 和 を 
異色 な 機能 と し て は , 

[ESC]-@ 
が ある 。 こ れ は , 入力 行 の 文字 列 を ヒス ト 
リ に 放り 込み , 入力 行 を 削除 (入力 行か ら 
ヒス トリ へ の ムー と 思え ば いい ). だ 。 実 
行 し な く て も ヒス トリ に 登録 で どき る 技 が 使 
xDD 

な お , これ ら で 検 索 し て も , その 結果 は 
入力 行 に 反映 きれ る だ け で , テン プレ ー ト 
に は 入ら な に こよ に 注意 き 下 た だ たい < や + 
は 従来 じ ビ ち せり テン プレ ー ト へ の 検索 と し て 
command.x の ヒス トリ 機能 が 生き て いる 
か ら , それ を 使 お う 。 


O 前 後に カー ソル が 動く ん だ ぜ 


Human68k の バー ジョ ン 2 を 使っ て 最 
初 に 驚い た の は , “コマ ンド 行 で カー ソル が 
は 上 に 行き で る と いう る も だ っ な 


DOS で は カー ソル 移動 は びき な い の が 芝 
識 ど っ だ か ら ね (カー ソル キー で カー ソル 
を 戻 そ うと し だ ら バ ックス ペー ス し ちゃ っ 
て 困っ た 経験 は 誰 に で も ある は ず だ が)。 

で し が な さく てく な っ な だ な 。 コマ ンド が 本 
(の よう に 使え る よう に な っ た の が 
だ か ら , 7 文字 前 の 打ち 間違い の た め に 7 
e e E O A E N 
ed.x の 持っ て いる 1 行 対象 の 機能 は び どい た 
CIA Ao AA 

カー ソル の 前 後 移動 (CTRLI+ S, 
RUI も D、 ら つと) 1 ワード RN 

(CTRL]+F,[CTRL]+A), 行頭 / 行 末 へ 
の 移動 (CTRL|+ B), カー ソル 位置 の 文字 
削除 (CTRL|+G, DEL), も ちろ ん バッ 
クス ペー ス , 行末 まで 削除 (CTRL]+ 
K), 行頭 まで 削除 (CTRL]+U), 大 文字 / 
小文字 切り 替え (CTRL| 十 ]), コン トロ ー 
ルコ ュー ド の 入力 (CTRL]+ [,[ESC) な 
Es. 1 ワー ド 削 除 が ED.x と 違っ て いる 

(CTRL|+ ° [CTRL] +¥) の は 例外 だ 。 

[CTRL|+S が スク ロー ル の 一 時 停止 と 
重なっ て いる けれ ど , それ は それ で 働い て 
く れる の で 間 題 は な い 。 

問題 な の は , 挿入 / 上 書き を 切り 替え て も 
INS キ ー の ラン グ が つい た だ り 消 を えた だり し て 
(むだ な いくよ だ 、、 困 さだ も の が だ 。 

な お , 少々 特異 な 機能 と し て , 環境 変数 
の 展開 が ある 。 環境 変数 は %% 環 境 変数 % と 
する と 使え を る の だ が , そこ で [ESC]-/ を 入 
力 す る と, 環境 変数 を その 内 容 に 置き 換え 
TLG, 


調 cd コマ ンド は よく 使う 


Human68k (MS-DOS で も いい けど ) で 
最も よく 使う コマ ンド は 7? と 聞か れ た 場 
4 みん な は と れ を 思い 学 か べ を だ あう か が 。 
編集 部 で その 話題 が 出 た と き , 優勢 びっ た 
の は CO ユマ ンド だ っ た 。 だ いて ば ad 
PANDO e Gi hstory, Tedas 
ンド だ け , LCAFY+ Y 27 と cd 専用 パッ 
ファ の 両方 に 放り 込む 。cd コ マン ド 専 用 バ 
ッ フ アァ 機能 を 面倒 異 くい うと , ディ レク ト 
Y 変更 履歴 機能 ほし な る の で ある 。 

T, cd コマ ンド だ け 集 め た 普通 の ヒス ト 
リス と 引っ そく れれ て よい 。 使う の ⑦ は , 

[CTRL|+Q 系 cd 相手 の ROLLDOWN 

[CTRL|+Y 系 cd 相手 の ROLLUP 

[CTRL|+ 系 cd 履歴 の リス ト 表 示 


Q と Y は ヒス トリ で 使う WERT の 両側 
に ある の で , 覚え た や す ぃ だ ろう 。 RADO 
る の は , 検索 な ん か も で きる か ら だ 。 フ パス 
の 入力 が 面倒 ど と いう 人 は よく 使う 全 デ ィ 
スク の 全 デ ィ レ クト リ を history. his に E 
録 し て ぢ いて ,[CTRL|+Y か な ん か で 呼び 
出せ ば , きっ と 少し は 楽に な る だ ろう 。 


調 結構 めん どう な 簡易 バッ チ 


簡易 バッ チ 機 能 と いう の は , ヒス トリ に 
HiothtazrrForo6— Nr HS MER 
登録 し て し まお うと いう 機能 だ 。 だ と えば , 
C で プロ グラ ム な ん か 作っ て いる と , ed 
マン ド と cc ユマ ンド と 実行 の 繰り 返し 寂 
あ 。 と いう こ ょ に 気 が 侍 いた りす RNN 
じ を 使う 人 な ら と っ くに バッ チ フ ァ イ オイ 二 幼 
で も し て る か )。 そ の と き 、 セス PEGA 
ト を [CTRL|+ す L 上 で 見 て , 

(1) ed pgm.c 

12). cc./Y DgHm。C 

3) pgn 

(4) pgm 
を 見 つけ だ と する と (3) は pgm と 打 と う 
ERNST AAA AA 

1-2, 4[CTRL]+N 

と 入力 する と , 12:44 MADRE 
バッ ファ ア に 登録 る され る の だ 。 RIDER 
[CTRL|+N と 打つ だ け で (実行 する か どう 
か 聞い て て る と ころ が か わい い )。 実 征 迫 
くれ る 。 また, 中 断 待 ち 時 間 の 設定 と いう 
の が history,x の オプ ショ ン に あっ て , これ 
を 1 秒 に する と , 1 行 実 行 す る だ ぴ びに お 乏 
待っ て くれ る の で , その 間 に 中 断 で きる 。 

な お お, ヒス トリ ひと つ に つき 層 勢 パッ 
ひと つ し か 登録 て き な い の で ざ 了 了承 名 。 


Pa COmmand.x の ヒス トリ この 違い 


history. x で は 複数 の ヒス トリ を 持つ こ 
と が で きる 。 と と. マニュアル に は あう だ 久 
だ けど , どう も よく て わからない ので 調べ て 
みた 結果 , 次 の よう な 事実 が 判明 し た (ん 
な 大 げ る な も ん じゃ あな いけ ど )。 

command.x の ヒス トリ は (当たり 前 だ 
けれ ど ), command. x 1 回 分 し か 持 だ な 


Ar EARL. FRA UN DIVA AA 


command. x を 起動 し た り , command è 7 
は ンプ トト か ら 入 放し て 起 勤 し た かま あく る 
その command の ヒス トリ と と なり, せっ か く 
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1 へ ヘルプ ファ イル の 構造 


RSS 2 
SS ##S< く 押し た キー>= く ペー ジ 数 > oo o 


>= く ペー ジ 数 > ooo 


ex) 

HSi=1C=E_[=1 | を 入力 , ある い は 
o EC て ペー ンジ | て 
Bn CTRL+C で エン ド 


8 まっ だ ヒス トリ は 使え を な い の だ 。 しかし, 


histOoryx の ヒス 下 トリ は いつ で も と どこ で も 
有効 な の で ある 。 チ ャ イル ドブ プロセス し ょ 
生生 あの も よう が = 朗 潤 め だ 上 ヒス トリ は 
本 て し まう 。 

た と と えば, コマ ンド シェ ル が か ら command 
と 入力 し て 新しい プロ セス に 移っ だ と き , 
his ユ マン ド (これ は command. xD 2 7 + 
に た (を 実行 し て も , 

00000:his 
AA TEN ESC|- し て ヒス トリ の り 
スト を 表示 し て みる と , 電源 を 入れ て か ら 
の 全 ヒ スト リ が 表示 る れる は ず だ 。 

し か し , で ある 。history.x の オプ ショ ン / 
bp を 実行 する と , プロ セス に よっ て 使う ヒ 
ス ド リ が 変わ る の だ 。 ま だ た だ, /bb オ プシ ョ ン 
だ と , 次 の 番号 の ヒス トリ に 切り 替わる 。 
し e CA 

KESAN 

history /bb 
を する 。 ここ で [CTLRL| 二 上 する と , 表示 る 
れる ヒス トリ が “ヒス トリ (2) 履歴 と な 
ERTI O ED 別 の 歴史 に (パラ レル 
ワー ルド ) 入り 込ん どか の よう に , いま ます 
で の 入力 を な か っ だ た こと に する 世界 が 始ま 
る の だ 。 history, hist: 番目 の ヒス トリ と 
し て cc 関係 を 集め よう と 思っ た と する 。 

cc history /b | | cc %1 %2 %3 % 

4 %5 | | history /b 
を いう の が エイ リア ス に 登録 し て あっ だ と 
し まう 。cc の あと に %1 か ら %5 ま で ある の 
lx, この くら いあ れ ば 大 丈夫 か な と いう 安 
易 な 気持 ちの 表れ 。 T, history /b で ヒス ト 
リ が 切り 替わる か ら , これ で コン パイ ル す 
が パオ 少 宮 マン トド だ けり ヒス トル の 
EEES TO COR, METALES 
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ひひ と の に 科 も し て ひと つや つ だ がめ が ら る 。 EAP 
リ を 複数 用 意 す る と , 簡易 バッ チ も 複数 で 
きる 。 用意 する ヒス トリ の 数 は config. sys 
の 中 だ け で し か 設定 で き な い の で 注意 。 

ほか に も 使い 方 が ある 気 が す る けど な あ 。 

どう も よく わか ら な い 機 能 な の で , すみ ま 
HA. を 計 ウ て さよ か し て だこ プッ 

を それから , history, x ¿ command, xO € 
スト リ の 違い ど だが, こん な の も ある 。 
command.x の ヒス トリ は 入力 し た コマ 

ンド を と に か く 全 部 溜め 込ん で いく が , 
history.x の ヒス トリ は , “同じ コマ ンド を 
何 回 も 連続 し て 実行 し て も , ひと つ し か 深 
め 込 まな い ” の で ある 。 つまり, 無駄 な 歴 
史 を 残さ な いわ け ね 。 

つい で に , key.sys と key. his の 違い も 無 
MUTUO. な や が 5。 プア マク デン 

ョ ン キ ー や ら 各 種 特殊 キー の 機能 が key. 
sys è key, his で 若 十 異 な る か ら だ 。 

key. sys と key. his で は , 前 者 が com 
mand. xD, 後者 が history.x の ファ ンク ン 
ョ ン キ ー 定 義 フ ァイル で ある こと を 確認 し 
て お ぢ く 。history.x を 組み 込ん で いる と き は 
key. sys で は な 〈 く key.his が 使わ れ て いる 
¿Bd pal 

両者 の 違い は , [HELP|] キ ー や カー ソル 
キー な ど に 見 て 取る こと が で きる 。 ここ て 
次 の よう な 人 が 現れ る わけ だ 。 

「 エ イリ アス や コマ ンド ライ ン 編 集 機能 は 
お いし いけ ど , カー ソル キー な ど 編 集 キー 
の 機能 が 変わ っ て し まっ だ た の は けし か らん .」 

を そう いう 人 の 対処 は 2 つ あ る 。 ひ と つ は 

そう いう と き に ,history.x の 機能 を 殺し て 

し まう こも の ああ 

history /k 
で , ヒス トリ は 陰 に 隠れ , な いも の と し て 
使え を る の だ 。 ヒ スト リ の 復活 は , 


history /u 
THB. INT, 古い 環境 で も 違和感 な さく 
使え る 。 


で , も う ひ と ょ つ , 福 集 キー セン 
1 と 同じ に する 方 法 が ある 。 

key.x を 使っ て , key.his を 書き 換え れ ば 
いい の だ 。 key.sys と key.his を まっ だく 同 
じ に し た けれ ば , key.sys を key.his に コピ 
ー し て や れ ば いい 。 構造 は 同じ だ か ら 可 能 
だ 。 そ を そう すると, ROLLUP/ROLLDOWN 
や [HELP| な ど は 昔 の まま で , 新しい 機能 
は [CTRL] や [ESC| を 使っ て 実行 で き る 。 

また. マニ ュ ア ル に は [CTRLI 寺 O INS 


キー で 挿入 / 上 書き 切り 替え と 嘘 が 書い て 
ある が , key, xT key. his の INS キ ー を 
[CTRL|+O に すれ ば 嘘 び は な く な る 。 
ENT, CEA LURO. A? えま だ 
bolo. DOBRIIARES 252 UTE 


能 だ 。 


E ヘル プ 機 能 の お いし い 使い 方 


history. x て は history. hep な る ヘル プン フ 
ァイル を 用 意 し て あっ て , [HELP] キ ー( あ 
SORICEL V) て 呈 や る よう た な っ 
CU. 

これ は , メニ ュー 選択 式 に 目的 の ヘル プ 
画面 へ 行け る よう に な っ て いる も の だ が , 
メニ ュー か が から メ ニュ ー へ いく の が ひど く 〈 遅 
い の だ 。 デオ スク を 読ん て いる わけ で せき な 
VA E ツク デア アプ リッ ツン 
を 書き 換え て , 短い (し て し まえ ば よい の で 
は な いか と 思い 立っ た (短けれ ば そん な に 
待た され な い )。 ヒ スト リ に 限ら な い 自 分 だ 
け の ヘル プ ' だ っ て 作れ る の だ 。 

へ ヘ ルプ" ファ イル は 図 1 の よう な 構造 に な 
っ て いる か ら , エディ タ で 科 単 に 作れ る 。 
注意 すべ き は , 1 ペー ジ 1 画面 に 収め よう 

思っ だ ら , 行 数 を 数 える (足り な いと こ 
ろ は 空白 行 を 補う ) 必要 が ある こと か 。 

* * * 

知ら な けれ ば 知ら な いで すん で し まう の 
が 世の中 の 怖い と ころ で , エイ リア ス し か 
使っ て いな か っ だ と か ,。 コマ ンド ライ ン 編 
集 し か 知ら な いと いっ だ 人 は 多い と 思う 。 
し か し , 知っ て し まっ だ か ら に は , も う 戻 
れ な い 。 特に 自分 が 楽 で きる こと に は 。 

コマ ンド シェ ル を 使っ て いて , 同じ も の 
を 何 度 も 入力 する の と , [CTRL] う ん ちゃ 
いと アラ ラマ ャ ンド ギ 衝 えな の と こと つろ な が 
楽 か 。 それは 人 それ ぞ れ だ ろう な 。 楽 だ と 


思っ た 機能 だ け 使 を ば いい の だ 。 


これ で 使い や すく な っ だ と いっ て も , — 
ディ タ の よう に カー ソル が 上 下 に 動く わけ 
で は な い ,。 いう な れ ば まだ 1 次 元 の 世界 だ 
の だ (ヒス トリ が な いと き は , 自由 に 動け 
る 方 向 が ひと つも な い , いわ ば 0 次元 だ っ 
た の か ) 。 こ の 時 代 に DOS の オペ レー ショ 
ン は 1 次 光 だ も いう の は ば, BPE TEN 
か 。 こ ん な 対症 療法 で は な く 《, オペ レー テ 
ィング 環境 の 刷新 が さき されない かな, と 思う 
会 日 この ごろ で ある 。 マッ グ に も な な た ん た そ 
いっ だ り は し な いけ 和 れ ど ね 。 
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ち も の で は な く 〈, 作る も 
いっ て も を そう 簡単 に は い 
pao ま command.x が 気に入ら 
| キー ザー が 自分 で シェ 
まな が だい 。 LIL Der 
"。 て きる だ け 自 分 の お 
と 近づけ て いく と いう の 
は 大 切な 姿勢 だ 。 


エイ リア ス 人 門 


環境 ほ ひ と 日 に に っ て も ピン か ら キ リ ま 
で あっ て , 画面 表示 か ら マ ウス の 操作 , = 
マン ド 体 系 , デバ イス 管理 まで , あり と あ 
ら ゆ る も の が 対象 に びき る が , シス テム 本 
来 の 思想 を 失わ な い 和 範囲 で 自分 の スタ イル 
に あっ た 環境 を 作っ て し まい たい 。 そこで, 
よい シス テム の ひと つ に , 各自 勝手 に 設定 
で きる も の が 適度 に ある こと , と いう 条件 
入れ て も よい だ る う 。 

だ たとえ ば, X68000 付 属 の ワー プロ で イ , 毎 
回 “自動 逐次 変換 " で 立ち 上 が る の は 一 括 
ee は 困っ だ た も の で ある 。 これ 

“一 括 変換 "で 立ち 上 が る よう に 設定 で 

GER 2 人 人 は 多い だ みう 。 ま た ,。 か な 
漢字 変換 で 使用 する キー(ASK も Ver2 で は 
変更 可能 と な っ だ た だ) や ら , 画面 の 色 (な ぜ 
か X68000 の ソフ ト で は だ た いて い 自 由 に 変 
えら れる ) や ら , マウ ス の ダブ ルク リッ ク 
の 間隔 (Mac の OS や ZZ の sSTAFF PRO-68K 
で は 変え を られる) やら と いろ いろ ある 。 

そし て Human68k の バー ジョ ン 2 に は , 
ユー ザー レベ ル で コマ ンド シェ ル 環 境 を よさ 
くす る 機能 が 付い じい た 。 ヒ スト リド ライ バ 
(history. x) を 組み 込む こと で 利用 で きる 
エイ リア ス 機 能 で ある 。 

エイ リア ス と いう の は ALIAS と 書 〈。 
AETAS と デオ イリ アス が ビン と こない 人 し 
ALIEN を エイ リア ン と 読む こと を 思い 出 
し て ほし い 。 デ リエ ス し と 読ん じゃ う 八 は 
ー マ 字 と 間違え て いる の で ある 。 ア ライ ア 


Human68k ver.2.0 に は た くさ ん の 拡張 機能 が あり ます 。 そ 
の な か で , 自分 だ け の コマ ンド を 簡単 に 作れ る エイ リア ス 機 
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荻窪 E 


ス と 読ん じゃ や う 人 は , ダライ アス の や りす 
ぎ て ある 。 
エイ リア ス と いう の は 別名 と か 偽名 と い 
2 意味 で ある 。 具体 的 に は , コマ ンド の 普 
びに 何 か 名 前 を つけ て , それ で 呼ん で し ま 
お う , と いう こと で ある 。 エ イリ アス が 優 


秀 な の は , デ バイ ス ド ラ イ バ と し て history. 


x を 登録 し て お くく と, そこ で 指定 され だ エ 
イリ アス の ファ イル を メモ リバ ッ フ ァ 上 に 
読み 込ん で し まい , 常用 で きる こと に ある 。 
も ちろ ん , コマ ンド ライ ン か ら 6 指定 す る こ 
と も て きる し 。 メ モリ 上 に ある エイ リア テス 
定義 も ファ イル に し まう こと も で きる 。 
エイ リア ス 機 能 は [ESC|-I で 制御 する 。 
名 前 定義 [RSCI|-! 
は エイ リア ス の 登録 , た だ の [ESC]-I 
イリ アス の 定義 リス ト , 
名 前 [ESC]-I 
ば , 人 ス の 削除 で ある 。 
1, 具体 的 に 見 て いこ う 。 


まず は 文字 どおり “別名 "を 与え る だ た だめ 
の エイ リア ス か ら 。 
files dir 
ょ ー す る に これ は ,。 di fie と いう 名 
で 定義 する も の で ある 。 こ れ に よっ て , files 


と 入力 し て も , デ イレ クト リ が 見 られ る 。 ど ・ 


ー し て も BASIC と 同じ コマ ンド が 使い た 
いと いう 人 な ら す る か も し れ な い (私 は 逆 
に , BASIC で dir と 打っ て し まっ て イラ だ 
2 

同様 の パタ ー ン で , 

list type 
と いう の も ある 。 
な ら , 

ls dir 
な ん て する か も し れ な い 。 

ょ 〈 く 使う コマ ンド は , あっ きり と すま せ 
EN CABRIO こう する か も し れ 


る ら に , UNIX ユ ー ザ ー 


能 を 重点 的 に 見 て いき まし ょ う 。 単 に 名 前 を 変え る だ け で な く , 
マル チ 機 能 と 併用 すれ ば 新しい 世界 が 開け て きま す 。 


な い 。 
CD copy 

copy と 4 回 $ も キー を 打つ の が 面倒 な の 
T, cp に 減ら し た わけ だ 。 きら に は , こん 
な こと も する が か も せ し れ な eC 

sw switch 

そり ゃ , switch と 打つ ょ bsw の ほう が 簡 
単 だ ども ん ね 。 究極 の 手 と し て , よく 使う コ 
マン ド を すべ て アル ファ ベッ ト 1 文字 で 表 
現し て し まう と いう の も オタ ッ キ ー で いい 
か も し れ な い 。C は cobpy で 。 せ は diY。 mi 
move, W は wp と いう 感じ だ 。del も bd だ と 
か , chdir も c と いっ だ 問題 も ある が , それ は 
適当 に ほか の 文字 に ふっ ちゃ え 。 

と まあ この へ ん は 趣味 の 問題 だ が , “コマ 
ンド の オプ ショ ン 付 き 実 行 は 面倒 臭い !” 
と いう 人 は 多い だ ろう 。 そ ん な 人 に も お 勧 
め は エイ リア ス で ある 。 たとえ ば, 

dir dir /p 


で ある 。 コ マン ド と 同じ 名 前 で 定義 し た と 
き は どう な る か 。 エ イリ アス の は ほう が 優先 


され る の で ある 。 優先 順位 は 高い ほう か ら 
エイ リア ス , 内 部 コマ ンド , 外部 コマ ンド 
(拡張 子 .r の ほう が .x よ り 先 ), バッ チ フ ァ 
イル な の だ 。 エ イリ アス は 最初 に チェ ッ ク 
され る の で ある 。 

上 の 例 は 私 も 使っ て いる 。 普通 に dir を 打 
て ば , 1 ペー ジ ご と に “どれ か キー を 押し 
て く 〈《 く だ さき さい" と いっ て スク ロー ル が 止ま る 
DT, ファ イル が 多い と き に [CTRL|+S に 
指 を か け て 目 を 疾 ら 6 す 必要 も な い 。 こ うい 
っ た 使い 方 は 有効 びろ う 。 普通 に dir し た い 
と き に は コマ ンド を 入力 し た 段階 で [IESC| 
-※ を 打っ て か ら 実 行 す れ ば いい 。 エ イリ ア 
ス の 内 容 を 無視 し て , 元々 の dir が 実行 で き 
De 

この パタ ー ン で も っ と 便利 な の が , 

ed ed /e /l 
で ある 。 エ ディ タ は や っ ぱり 改行 マー ク 

と EOF マ ー ク を 表示 し て 使い た いか ら , を 

4 を デ ク ネ ルド に し て し まう の だ 。 
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きら に , オプ ショ ン が いろ いろ ある 
copyal な ん か も 狙い 目 だ どろ う 。type と 打つ 
と del を 実行 し , del す る と dump す る よう な 
シュ ー ル な 世界 も 作れる が こん な 危な いこ 
と は 試 る ない よう に (これ で は 別名 じゃ な 
l て 偽名 だ な )。 


I 新しい コマ ンド を 作る - そ の 1 


これ は 楽し い 作 業 で ある 。 
root cd Y 

私 の Human68k で は root と 入力 する と, 
どこ に いて も ルー トディ イレ クト リ に カレ ン 
ト が 移る こと に な っ て いる 。cd と 打っ て 
も 手間 は 変わ ら な い の だ が , root と 打つ と 
root に 戻る と ころ が 自然 言語 チッ ク で いい 
ん で は な いか と 思う 。 

同様 な コン セプト と し て (きっ と 誰 も が 
や っ て る 気 が す る けど ), 

talk copy %1.pcm pcm 

play copy %1.opm opm 
て の も 気持 ちがい い 。 エ イリ アス で は , 
バッ チ フ ァイル 同様 パラ メー タ を 渡す こと 
が て きる の で こん な 芸当 が 光る の で ある 。 
だ だ 。 “talk ファ イル 名 だ け で よい の だ 。 
「 う ちの パソ コン は talk コ マン ド で し ゃ で べ 
る ん だ ぜ 」 ほ と や っ て も よい 。 MT 

IT, も っ と 怠 慢 に 生き だ た い 私 と し て は , 
よく 変更 する ファ イル に 対し て は 専用 の エ 
ディ タコ マン ド を 用 意 し て いる 。 

edauto ed Fautoexec, bat 

edcon ed config, sys 
029%, この 2 つっ つ は よさ よ で すら に ビビ る が か も, 
専用 の コマ ンド に し て し まっ た 。 

る さて, 問題 で ある 。 こ の ed は , 前 述 の 
エイ リア ス 定 義 し た ed (ed /E /L) で 立ち 
上 が る の か , それ と も , その まま ed.x を 読 
み に い くく の か 。 これ は config. sys に よる 。 
history.x の 立ち 上 げ 時 専用 オプ ショ ン に ., 
エイ リア ス の 中 で エイ リア ス を 使え る か 耕 
か 。 と いう の が あっ て , どちら て も 選べ る 
TES 

/ar オ プシ ョ ン を 付け て ある と , エ イリ ア 
ス 定 義 の 中 で も , エイ リア ス し た コマ ンド 
を 使え る 。/ar を 付け な いと , エイ リア ス の 
中 で エイ リア ス し た コマ ンド は 使え な い 。 
の まり 。 

edc ed /e /l 
edauto edc \autoexec. bat 
の 2 つが 登録 る きれ て いる と き , /ar し て な 
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いと , edauto は “コマ ンド まだ は ファ イル 
名 の 見 つか り ま せん >> LED, far 
し て あれ は 。 うま くい くわ り だ 。 
ST, 味 を し め た 私 は , こん な の も 登録 

CLIO 

dbat dir * bat 

dx dir *,x 

ddir dir *. 
な ど で あ る 。 ddir と いう の は , だ た いて い の 
ファ イル に は 拡張 子 が 伯 い て いる が , ディ 
レク トリ 名 に は 普通 付け な いと いう 習性 を 
利用 し た も の だ 。 

denv dir %%1% 


も 5 ある 。 こ れ は , 環境 変数 多 1 に set し た パー 


ス の ディ レク トリ を 見 る も の だ 。 
言語 を 使う と き に は , 
cy cc /Y%1.c 
ce cc /E%l.c 

な ども 手軽 。 


| 新しい コマ ンド を 作る - そ の 5 


エイ リア ス は バッ チ フ ァイル と 違っ て , 
復 数 行 に 渡る コマ ンド を 使う こと は で き な 
い (if な どの コマ ンド を 使う こと は 可能 だ 
が )。 し か し , | | で マル チ 処 理 機能 (BASIC 
て フマル チズ テー トド メンド) し た り 。 | 
で パイ プラ イン し た り ,。 > や く で リ ダ イ レ 
クト し だ たり は で きる か ら , 単純 な バッ チ フ 
ァイル を 作る くら いな ら , ずっ と エイ リア 
ス の は ほう が いい 。 

いま 重宝 し て いる の は , 

mcd md %1 | | cd %1 

で ある 。 デ イィ イス ク か ら フ ァイル を デベ で ベ 
つう を ピー し だ いと き 。 コ ピー 飲 に ディ レル 
クト リ を 作っ て そこ に 放り 込む こと が 多い 
の で (ハー ド デ ィ スク を 使っ て いる と 特に 
多い ), それ を 楽し よう と 思っ て 作っ た の 
だ 。 受 け 側 で “med ディ レク トリ 名 "を 実 
TL, あと は コピー 一 発 で ある 。 

同じ 発想 で , 

deld del %1\ ギ *.* | | rd %1 
6 重宝 し て いる 。 デ イィ レク トリ 削除 の と き , 
便利 だ 。 さらに 深く サブ ディ レク トリ が あ 
る 場合 に は 使 を な いけ れ ど , 困っ た こと は 
と りあ え ず な い 。 
つい で に , swap コ マン ド も よく 〈 使 う 。 
swap ren %1 temp. $$$ | | 
ren %2 %1 | | ren temp. $$$ %2 
で ある 。 何 を する か と いう と , ファ イル 


%1 と ファ イル %2 の 名 前 を 中 間 フ ァイル を 
介し て 入れ 替え る の で ある 。 

る ら に 高度 な 技 し し て は , エイ リア ス に 
ヨン トド ロー ルコ ヨード や 登録 する ほ と い う の が 
ある 。 こ れ は Human68k の サン プル “his 
tory. his” に 登録 る され て いる 

lpff echo ^L > prn 

で ある 。 L は [CTRL|]+TL で あり , プリ 
ンタ に 送る と 改 ペ メージ し て くれ る の だ が , 
こう に いっ た コン トロ ロー ルコ ー ド を 人力 する 
こよ も で きる の だ 。 と の と き は ほ は 。 [ESC 
[CTRL|+n (mn は 任意 の 文字 ) 技 を 使う 。 す 
る と , その コン トロ ー ル コー ド は 実行 る され 
ず に , 画面 に 表示 る れる 。 

また , Human68k の サン プル に は , 

apath path %path%;%1 

と いう パス に 新しい パス を 追加 する と いう 
お いし い の も 付い て いる 。 こ の path % 
path EHT 522, と いう の は history. 
X な し で も 使用 で きる 。 と いっ て も , コマ 
ンド ライ ン か ら で は 使え な い 技 な の だ が , 

バッ チ フ ァイル 内 と エイ リア ス で は 有効 な 
DI 

これ だ け 簡 単に 自分 の コマ ンド が 作れ る 
の も エイ リア ス の お か げ で ある 。 この ほか, 
アプ リケーション の 立ち 上 げに も 。 ペ バッチ 
ファ イル を 作る より 簡単 で よろ し い 。 

ちな み に , ALIAS と いう の は UNIX の シ 
ェ ル が 持っ て いる 機能 で ある 。(UNIX で は 
小文字 の alias) ここ で も UNIX の 環境 が 手 
本 と な っ て いた だり する の で ある 。 

* * * 

コマ ンド シェ ル を 使い な が ら ,「 あ , これ 
は ほ は さっ つき も 交 っ だ だ な だ 」 と か 「 こ あ 、 長 (て 
打つ の が 面倒 ど な 」 と 思っ た と き , 気まま 
に 登録 し て いく の が いい 。 そし て , 登録 し 
だ エイ リア ス を “history.his” へ 登録 する 
の も, 気 が 遠 く な る ほど 多い history. x の オ 
プシ ョ ン を 覚え る の も 面倒 どか ら , エイ リ 
TATU 

saval history /waaYhisYhistory. his 

を 使う 。 そ ん な こん な で 私 の エイ リア ス 定 
義 は 何 十 個 (を た とう いえ ぇ えば, 学生 時 代 UNIX を 
使っ て いた ころ も , や だ ら alias 定 義 し て 
た だ た 気 が する 。UNIX の コマ ンド が な か な か 
覚え を られ な か っ だ か ら 6) に も な っ て し まっ 
Ro も の 覚え が 悪い 私 が いま 一 番 よ 《 使 う 
の は た だ の JESCHI" (エイ リア ス 定 義一 覧 ) 
だ っ た り し て , これ も また 情け な い 話 で は 
ある 。 
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す 。 あ な だ は 以下 の と 


も MW-C も 買っ た の で ある 。 も 

な し て いて な ん の 不 自 

les 

っ て な いよ お ぉ 。 

けど た よく お わ お の ん 6 0。 
まさ だ し も 買っ て な い 。 

1), 2) の 方 に は な ー も いう こと が あり ま 
へ ん 。 さ っ さと 読み 飛ば し て いた だ いて 結 
構 で す 。 

Ls 3) の 方 な ん て す が ,。 実 を いう 8) 
の 方 を 対象 に 書き ます の で と 〈 く と ご 覧 あれ 。 
少な て と も つま ずい た と き の 資 料 に で らい 
は な る つも り で す 。 

さて, 私 も いろ いろ と 考え ん だ た の で す が せ 
っ か が かく OS- 9 を 買っ だ の に つま ずい て し ま 
っ た 理由 と し て 次 の こと が 考え られ ます 。 

"OS- 9 の コマ ンド の 使い 方 が よく わ 
か らら ない" 

“OS- 9 に 標準 で アセ ンプ ブラ が つい て 
いる こと を 知ら な い “ 

“アセ ンプ ブラ が あっ て も ユー ザー コー 
ル の 使い 方 が わか らら ない“ 

まず , OS- 9 を 買っ て くる と 厚 さ 5cm の 
ユー ザー ズ マ ニュ アル が つい て くる の で す 
が こい つが わか り に くい 。 私 の よう に OS- 
9 を 少し で も 使っ た こと の ある 人 間 に は な 
ん と か 使い 方 が わか る の で す が , きっ し と 初 
め て OS- 9 を 触る 人 に は どこ か ら 6 読ん で よさ 
いも の や ら る っ ぱり で し ょ う 。 そこ で , OS 
-9 の コマ ンド を 使っ て 実際 に OS- 9 の て 
ニュ アル の 読み 方 が わか る で らい に な る ま 
で , と りあ ぇ え ず コマ ンド 入門 を や っ て みた 
いと 思い ます 。 

次 に アセ ネン デラ に つい て な の て す が ,) は 
っ きり いっ て OS- 9 に は 一 応 ラ イン エディ 
炊 と アデ ャ ング プラ が つい で て き で て いる の て です が 
これ は ほど 使え を な いも の も な い 。 な に し ろ ア 
セン ブラ に つい て は マニ ュ ア ル に は ひと 言 
も 書い て な いし (まぁ , 福袋 だ と 思え ば 当 


OS-9/X68000 で は 用 意 さ れ た 環境 の 男 囲 内 で 作業 する こと 


は あま り 快 適 で は あり ませ ん 。 PDS な ど を 揃え られ る 状況 で 


Komura Satoshi 


at 聡 


然 な の か も し れ な い が ), Human で の DOS 
ュ コール に 当 だ る ユー ザー コー ル に つい て は 
人 売っ て いる 資料 さえ ほとん ど な い 。 実は 私 

も FM 用 に 別売 りさ る きれ て いる 資料 を 訳し て 
使わ ざる を えな か っ た の で す 。 

Tr アセン プラ の 使い 方 。 アセ ンプ デッラ ッ ジ 
ログ ラム の 約束 事 , ユー ザー コー ル 一 覧 表 
と いう 具合 で や っ て いこ うと 思い ます 。 ペ 
ー ジ 数 の 都合 で か な り 駆 け 足 に な り ま す が , 
29,800 円 も か けた だ OS- 9 の た めで す 。 が ん 
は っ て つい CT て CS て RS 


E 実習 の 前 に 必要 な こと 


OS- 9 と いう 0S は マル チタ スク だ マル 
チュ ユ ュー ザー だ と ウリ と いう か 特徴 し な る よ 
う な 機能 が 非常 に 多い の で す が , それ が 逆 
に OS の と っ つき に く 《 く る (つまり どこ か らい 
じ っ て いい か わか ら な い ) と な っ て いる さよ 
う 2 な 気 が し ます 。 

T, 今回 は 「 と りあ ぇ ず Human を 知っ て 
いれ ば な ん と な く 〈 く 使え る 」 と いう 部 分 を 中 
心 に 説明 を や っ て いき だ いと 思い ます 。 
Human に し ろ OS- 9 に し ろ ク 「 デ ィ イス ク の 管 
理 」「 プ ログ ラム を 組む 人 の だめ の 機能 を 備 
える 」 と いう 0OS (DOS) と し て の 目的 に 差 
は な いわ け で すし , と りあ え ず 触っ て 機能 
の 一 部 で も 使い 始め り れ ば その ほか の 部 分 は 
目 然 と 興味 が 出 て き て 自分 で いろ いろ 調べ 
て 使っ て くれ る だ ろう か ら 6 です 。 

ST, 05-9 に ほ は コン ソー ルル シス テム が 
3 つ あ り ま す 。 AV ライ ダー は は ほっとい て, 
マル チ ス クリ ー ン ,。 フ パー ソナ ルウ ィ インド ツウ 
の どちら を 使っ て も この 教習 で は ほとん ど 
か わり ませ ん が 一 応 こ こ で は 基本 的 に パー 
ソナ ルウ ィ ン ド ツウ を 使っ て いる も の と し て 
話 を 進め て いき ます 。 

これ か らい ろ い ろ と ディ スク を 書き 換え 
ます の で 一 応 ,。 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使っ 
て いる 人 は , 

$ format /d0 


な い 限 り , あと は 自分 で 改善 し て いく し か あり ませ ん 。 地道 
に アセ ンプ ブラ の 使い 方 な どか ら 見 て いき まし ょ う 。 


$ make-d0-wnd 
を し て バ パック アッ ププ を と っ て お いて だ る 
Us 

で は , まず ディ レク トリ を 見 て いこ うか 
と 思い ます 。OS- 9 も Human と 同じ 〈 階層 
ディ レク トリ を 採用 し て いま す 。 ディレク 
トリ の 書き 表し 方 は , Human» “Y” 1 “/” 
の 両方 を 許し て いた だ の に 対し , “/” DAL 
UNIX に 近い も の に な っ て いま す 。 

だ と えば 、 Humant i3; 

a: FuserYgame. s 

と いう ディ イレ クト リ は, 
/d0/user/game. a 

と いう 具合 に “/” を 使っ て 表し ます 。 

まだ ドラ イブ 名 も A, B, C…… で は な 
l, ハー ド デ イ スク が /H0, フ ロッ ピー は / 
DO0, /D1 と な っ て いて どの ディ スク か ら 立 
ちあ げ て も ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ 名 と 
フロ ッ ピ ー の ドラ イグ 名 が 入れ 替わる よう 
な こと も あり ませ ん 。 

まり 

../ デ イィ レク トリ 
T, ひと つき る か の ぼっ て みた デ イィ イレ クト リ 
./ デ ィ レ クト リ 
T, 現在 位置 か ら 見 た ディ レク トリ を 意味 
し ます 。 ※ が ワイ ルド カー ド 。 拡 張子 は あ 
り ま せん か ら “。 も ファ イル ネー ム に 使え 
ます 。 

ディ レク トリ を 見 る コマ ンド は Human 
と 同じ く 〈 く dir です 。 

ST, 前 に も 話し た こと が ある よう な 気 
が し ます が , OS- 9 の シェ ル に は ほとんど 
内 部 コマ ンド と いう も の が な く 〈 大 半 の コマ 
ンド が デイ スク 上 の ある ディ レク トリ に 入 
っ て いま す 。 

ディ スク を 立ち あげ て すでに dir を 取っ 
て みれ ば わか り ま す が , CMDS と いう ディ 
レク トリ に は ほとん どの コマ ンド が 入っ て い 
ます 。 

dir /d0/cmds 
で も も ちろ ん コマ ンド は 見 られ ます が ここ 
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は びと た つ 。 デ ジア ォ ル ト の ディ レク トリ を 
CMDS に 変え て し まい まし ょ う 。 こ の 暗黙 
に 了解 され る デイ レク トリ を カレ ント 作業 
ディ レク トリ と 呼ん で 

chd ディ レク トリ 
で 変え る こと が で きま す (Human や UNIX 
の cd と 同じ で すね )。 

chd CMDS 

dir 
と 入力 も て みて (だ さい 。 これが コマ ンド 
たち で す 。 

使い 方 見 て みた だ たい なら, 

HELP コマ ンド 名 
で 簡単 な 使い 方 を 見 る こと が で きま す 。 わ 
か ら な い コ マン ド が あっ た だ たら これ で 調べ て 
みて 〈 く だ さい 。 

る さて, この CMDS に ある コマ ンド が コマ 
ンド ライ ン ル 5 入 作 し て 全う こと 6 が て きる 2 
の は , この CMDS が 実行 ディ レク トリ に 暗 
黙 の うち に 指定 され て いる か ら で す 。 実行 
ディ レク トリ と いう の は その 名 の と お ちり 実 
行 す る コマ ンド が 入っ て いる デイ レク トリ 
で , これ は 変更 する こと が で きま す 。 

あま りや っ て ほし て は な いじ に の て す が , 
chxE と いう コマ ンド が そう で す 。 

chx ディ レク トリ 名 

あま りや っ て ほしく な いと いう の は , y 
き な り chx を や っ て し まっ た ら dir も 使え な 
く な る か ら な の で す (dir は CMDS に あっ た 
TLiI これ を や っ て し まう に と, 使え る の 
は chx 目 身 と chd く らい に な っ て し まい ま 
$ (chx を CMDS に 戻せ りゃ 問題 な いけ 
と ど )。 気 を つり て ほし い コ ュ ョ マン ド で す 。 

Human や UNIX で は mkdir で ディ レク 
トリ を 作っ ただ よう に OS- 9 で は , 

makdir 
で ディ レク トリ を 作り ます 。 
Human で の type 命 令 は OS- 9 で は , 
list ファ イル 名 
に あたり ます 。type 命 令 で 文字 が ずら ーー っ 
と 測 て きだ の や を CTRL 寺 5 て 止め だ よう に 
OS- 9 で も CTRL 十 S で 一 時 停止 で きま す 。 
再開 は CTRL 十 Q で す 。 また, 
CTRL+W 
で も 止め られ ます 。 こ ちら は それ 以外 の キ 
ー さ え ぇ 押せ ば 再開 で きま す 。 

Human の よう に ファ イル へ の 入出 力 を 
ほか の キー ボー ド な ど へ の 変更 ( リ ダ イ ン レ 
クシ ョ ン ) も あり ます 。 その 際 フ ァイル の 
終わ り と し て CTRL 二 Z を Human で 押し 
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だ よう に OS- 9 で は CTRL 十 | で 終了 し ま 
Fe 

Human の F3 キ ー で 直前 に 押し た キー 内 
容 が 戻っ て きま し だ た ね 。 あ れ は OS- 9 で は 
CTRL 十 A で す 。 

そう そう 。 さつき 日 て きだ たり ダイ レク シ 
ョ ン は Human と 同じ で く , >, パイ プラ イ 
ン は ! と な っ て し じ ま す (だ だ し 。 リ ダイ レン 
クシ ョ ン や パイ ブ プ 記号 の 前 後に スペ ー ス を 
入れ て は いけ た ない)。 

ブレ イク な ん か も きき ます 。 

003 : キー ボー ドイ ンタ ラプ ト が か か 
り ま も た 

と いっ て 上 比 ま る は ず て す 。 

それ か ら , OS- 9 に も copy が あり ます 。 
オプ ショ ン の ーーw な ん か は Human よ り 使 
えま す (自分 で help copy し て みて ね )。 

ファ イル を 見 る , 削る …… と いつ の だら 
ンド は と どの OS も 比較 的 似 た よう な も の な 
の て と る つき や すい の で は な いで し ょ う 
か ? 


M エディ タ に っ いて 


さて , OS-9 の スタ ペー ト ア ッ プ ファ イル 
(Human な ら autoexec. bat で すね ) を 書 
き 換え て “自分 の OS" っ ぽく し て みた だ いな 
ー, な ど と 考え 始め た ら 今 度 は エディ タ が 
必要 に な っ て きま す 。Human の ed ほど 立派 
な も の じゃ な いけ ど OS- 9 に も 一 応 つ いて 
ます 。edt っ て や つが そう で す 。 

edt ファ イル 名 

て 起動 し ます 。 こ いつ は テライン エディ タ な 
の で 行 単位 に いろ いろ や っ て や ら な くち ゃ 
いけ な い 。 ま , と りあ え ず , よく 使う も の 
だ け は 書い て お 〈 く か ら 自 分 で 調べ て 使っ て 
みて edt に 慣れ て いっ て くだ さい 。 マ ニュ ア 
ル に は 221 一 223 ペ ー ジ に 載っ て いま す 。 
L * 

と りあ え ず 最初 か ら 6 最後 まで 見 て みる 。 
行 数 の 後ろ の に その 行 の 内 容 が 《 る 。* が つ 
いて いる の が いま 編集 の 対象 に な る 行 。 


行 数 
その 行 に ポイ ンタ が 移る 。 
+ (一 ) 数 字 


を の 数 字 分 ポイ ンタ を 下 (E) の 行 へ 。 
S/ 文 字 列 / 

文字 列 を 探す 。 
C/ 文 字 列 1/ 文 字 列 2/ 

文字 列 を 置き 換え る 。 


D 数 字 
その 数 字 の 指す 行 を 消す 。 


E ブロ グラ ム 編 


と りあ え ず ディ スク や ディ レク トリ の 操 
作 ほ と エディ タ が 使え れ ば プロ グラ ム を 組め 
る 可能 性 が ある わけ で す (マシ ン 語 を 知っ 
て いれ ば の 話 ど けど ね )。 プ ログ ラム が 組め 
れ ば , 自分 ど コ マン ド を 作っ て 徐々 に 環境 
整備 する こと も で きま す 。 い ずれ は エディ 
タ や シェ ル ま で …… と オペ レー デ ネ ッ ク の 
基礎 固め は プロ グラ ミン グ か ら で す 。 

OS- 9 /X68000 は 標準 で は な に も 高級 言 
語 が つい て きま せん (ほか の 機種 ご で は C が 
つい て くる 。 も っ と も それ ら の 機種 の OS- 
9 は 10 万 円 以上 する わけ だ けど )。 で, ここ 
で は OS- 9 に つい て くる ア ャ セン ブラ を 使っ 
て の プロ グラ ミン グ に つい て 説明 し ょ うと 
思い ます 。 

OS- 9 の マニ ュ ア ル に は アセ ンプ ブラ の 使 
い 方 は ね お ろか アセ ンプ ブラ が つい て くる こと 
さえ ぇ 説明 る れ て は いま せん 。 

X68000 の OS-9 の シス テム ディ イス ク に 
は ,AV DATA の ディ スク と いう の が あり 5 
ます 。 も うす で に ご 存じ の 方 も 多い か と は 
志 い ます が この ディ スク の ディ レク トリ 
.giftDox に は マク ロア セン ブラ r68, リン カ 
168, ライ ブラ リ usr.1, そし て oskdef. dò A 
っ て いま す 。.giftbox は 隠れ ディ レク トリ 
に な っ て いま す の で それ ら の ツー ル は は ほか 
り の デオ レク トル に よ と め て コピ ー し て お ちく ( 
の が よい で し ょ う 。 私 は /h0/user と いう デ 
ィ レ クト リ を 作っ て いろ いろ な ソー スリ ス 
ト と と も に 入れ て あり ます 。 


ソー スリ スト を 書く 


で は , さっ そく プロ グラ ム の ソー スリ ス 
ト か ら 6 書い て いき だ いと 思い ます 。 まず, 
な ん ら か の エディ タ を 使う こと に な り ま す 
が どの 方 法 で も 構わ な いで し ょ う 。 

1) スク リー ン エ ディ タ を 入手 する 

これ が あれ ば いち ば ん 手 っ 取り 早い の で 
す が ……・ は っ きり に っ て スタ リー ン エ ディ 
タ を 持っ て いる 人 は C を 買っ た か , 自分 で 
作っ だ か し て いる 人 だ と 思い ます 。 ARE 
語 が ある の な ら 6 (まし て , それ が アセ ンプ 
ラ の 代わ り に な る よう な も の で あれ ば ) を 
っ ち を 使っ た ほう が いい と 私 は 思う の で す 


が oo。 な ん に し て も 。 スク リー シン エディ 
タ を 持っ て いる の で あれ ば を そちら の マニ ュ 
アル を 見 て プロ グラ ム し て くだ きい 。 
2) ライン エ ディ タタ を 使う 

OS- 9 に 標準 で つい て きだ ライン エディ イ 
タ edt を 使う 方 法 で す 。 エ ディ タ の 使い 方 は 
前 の コマ ンド 編 で 書き まし た の で そちら を 
見 な が ら プ ログ ラム し て くだ さい 。 ス クリ 
ー ン エディ タ (Human の ed な ど ) に 慣れ て 
し まっ た 人 に と っ て は 多少 使い に くい 部 分 
も ある か も し れ ま せん が 慣れ て し まえ ば こ 
っ ちの も ん で す 。 
3) hufile を 使う 

私 も , OS- 9 の エディ イタ が あま り 速 く な 
ぃ い だ め 使う こと が ある の で す が , いっ た だ ん 
Human 上 の スク リー ン エ ディ タ を 使っ て 
プロ グラ ム を 作り hufile で OS- 9 上 に 持っ 
て いく と いう 手 が あ り ま す 。 この 方 法 は ア 
ャ ンプ ブラ の よう に 行 数 の 多く な る タイ プ の 


ゎぁ の を 打ち 込む と き に は 有利 な 手 で し ょ う 。 


今回 の 「 数 あて 」 の ほう は を その 方 法 を 使い 
まし た 。Human 上 の エディ タ で ある 程度 書 
いて お いて , あ と で OS- 9 上 に hufile コ マン 
ド で 持っ て いき r68 で アセ ン ブ ル し た あと 
デバ ッ グ は OS- 9 上 の エディ タ で 書き 換え 
る 。 と いっ た だ 具合 で す 。 
まず , Human で 書い に た ソー スプ ログ ラ 
を フロ ッ ピ セー 上 に と し ます 。 次 に OS- 
9 を 立ち あげ て , 
XOS9>hufile /d0 
らし ます 。 
で , た と えば ソー スリ スト の 名 前 が 
game.a て あれ ば , 
hufile>get 一 r game, a 
と し て や れ ば , OS- 9 の 作業 ディ レク トリ 
の ほう に game.a が 入っ て いる は ず で す 。 
に OS- 9 >HumanO ¿ 312, 
hufile>put 
TTo 
hufile の サブ コマ ンド に は Human の 内 
部 さき マ ンド て よく 使う も の は だ いだい 入っ 
て いま す 。dir も 見 る こと が で きま すし , も 
ちろ ん type も で きま す 。 


—r game. a 


08-d 上 で の プロ グラ ミン グ 上 注意 


OS- 9 の 大 き な 特 徴 に マル チタ スク ・ マ 


ル チ テ ュー ザー て ある と いう こと が あり ます 。 


この マル チタ スク ・ マ ル チ ユ ー ザ ー で ある 
が た め に OS- 9 で は シン グル タス ク ・ シ ン 


- グル ユー ザー で ある Human と は 違っ て , あ 


る 違っ た 状況 が 起こ りえ ます 。 つ まり 違っ 
た ユー ザー が (まだ は 違っ た タス ク で ) W 
じ モ ジュ ー ル を 使う こと が ある の で す 。 だ た 
と えば メッ セー ジ を 出力 する モジ ュー ル が 
0 の だ と し まし MA う 。 ラ ヨー ザー が こん 
に ち は " と ユー ザー2 が “Hello" と 同時 に 
表示 し だ が っ だ と し まし ょ う 。 こ の よさ うだ な 
場合 (厳密 に いう と ちょ っ と ニュ アン ス が 
違う よう な 気 も し ます が ) OS- 9 で は 同時 
に 同じ モジ ュー ル が 文字 出力 を 受け 持つ の 
CT 

この よう な 事態 を 解決 する た だめ に OS- 9 
で の プロ グラ ミン グ は で きる 限り リエ ント 
ラン ト に し な けれ ば な ら な い , と いう 制約 
が つき ます (実際 に は 共有 使用 を 禁止 する 
こと も て きる 。 つ まり 、 MAVIY RIY 
ト で な く て は な ら な いと いう わけ で は な い 
が , で きる 限り リエ ント ラン ト に する )。 

だ と えば , 先 の メッ セー ジ 出 力 モ ジュ ー 
ル の 場合 な ら ワ ー ク エリ ア を 自分 自身 の 中 
に 持た だ た な けれ ば よい の で す 。 

モジ ュー ル 側 で ワー クエ リア を 持っ て い 
だ た と する と …… 。 まず , ある 処理 で 表示 す 
る メッ セー ジ 1 を ワー ク に 格納 し 最初 の 文 
字 を 表示 し まし た 。 次 の 処理 で も 同様 に メ 
ッ セ ー ジ 2 を 表示 し よう と する と …… メッ 
セー ジ 2 を ワー クエ リア に 格納 する と き に 
メッ セー ジ 1 を 破壊 し て し まい ます 。 し か 
し , モジ ュー ル が 呼び 出る され る だ たび に 別 の 
変数 エリ ア を 確保 し て いれ ば を そう は な り ま 
せん 。 ユー ザー 1 か ら 呼 び 出 きれ メッ セー 
ジ を 表示 し な が ら ユ ー ザ ー 2 の 表示 し よ ょ 25 
と する メッ セー ジ を 同時 (厳密 に は 時 分 割 
UT, メッ セー ジ 1 を 何 娘 字 か 出し て か ら 
2 を 数 文字 出し て , 1 を 出し て と や っ て い 
る ん だ けり と ど と) CELTNI T., 

まる に 。 こ うい う 理 由 て で 08-9 の デブ ログ 
ラム で は 各種 宣言 部 , 変数 領域 , プログラ 
ム 領 域 と 分 け て 書か な けれ ば な り ま せん 。 
絶対 に プロ グラ ム 領 域内 で メモ リ の 内 容 を 
書き 換え て は な ら な い の で す 。 また , 絶対 
に OS の ユー ザー コー ル を 介 る な いで 1/O の 
アク セス を し て は な り ま せん 。1/O を ある 
一 定 の 操作 を 行う グロ ー バ ル ワ ー ク エリ ア 
の よう な 6 の と 思 ん は 当て し ょ う 。 05- 
9 自体 が 「 プ ログ ラム モジ ュー ル は ブロ グ 
ラム 領域 は 書き 換え な い 。I/O も いじ ら 6 な 
い 」 と いう 前 提 の も と に 作ら れ て いる の で 
を その よう な お 行儀 の 悪い プロ グラ ム を 走ら 6 


せ て し まう と 動 作 の 保証 が で びき な い の で す 。 
これ は 同じ く マ ル チ タ スク の OS/ 2 な ど で 
も そう な の だ そう で す 。 

サン プル プロ グラ ム を 見 れ ば わか る か と 
思い ます が , 変数 領域 は vsect と い 2 疑似 命 
令 で 定義 し ます 。 

VSect e ends 

この 2 つ に 囲ま れ た 部 分 が 変数 領域 で す 。 
この 中 の 変数 は 書き 換え て 構い ませ ん 。 

Vi, 使っ て いる リロ ケー タブ ル マ ク ロ 
アァ セン プラ に は 変数 関係 の 疑似 命令 と し て 
次 の よう な も の が あり ます 。 
O dc (.b.w.|) データ 値 , デー タ 値 … 

dc は 初期 値 を 設定 する デー タ て 文字 列 
の 設定 な ど に 使い ます 。 

dc.b 文字 列 ",$0d 
な ど と すれ ば 文字 列 デ ー タ も 入り ます 。「 数 
あて 」 の リス ト 2 を 参照 し て くだ さい 。 


O dz (.b.w.|) サイズ 

これ は 初期 値 が 0 の 場合 の ワー クエ リ 
ア の 確保 で す 。 
O ds (.b.w.|) サイ ズ 


これ は 初期 値 が 設定 され な い ワ ー ク で す 。 

この 3 つの うち dc は プロ グラ ム 領 域 に 
書い て デー タ を 参照 する こと も で きま す 。 
リス ト 1 の パラ メー タ を 表示 する だ け の サ 
ンプ ブル で も その よう に 使用 し て いま す 。 が, 
先ほど か らし つこ くい っ て いる よう に , 絶 
対 に プロ グラ ム 領 域 を 書き 換え を る と いう 本 
挙 に は 出 な いで くだ さい 。 

IZT, 先ほど も いっ だ ただよう に OS- 9 で は 
自分 の ほか に も 誰か が 同じ コマ ンド を 使っ 
て いる か も し れず , その た め 変 数 領域 も と 
こ に ある か わか り ま せん 。 どうやって ブロ 
グラ ム は ワー クエ リア を アク セス する の で 

JA i 


e dae de ose oee oop dee oye mor mme e me n 


1 use "oskdefs" 

2: psect yasa, (Prerm<<8)+0bjct, 
(ReEnt<<8)+Rev, Edition, Stack,main 

3: Rev equ 1 

4: Edition equ 1 

5: Stack equ 1 


6: main: 

Ta move. l a5,a0 

8: move.l d5,dl 

9: move.l $1,d0 

10: os9 I$fWritLn 

11: cmp.b $1,dl 

12: beq Err 

13: clr.w di 

14: OS9 F$Exit 

15: Err 

16: lea.l mes(pcr),a0 

17: move. l fmesend-mes,dl 
18: move.l #1,d0 
19: os9 I$WritLn 

20: Gir w al 
21: 089 FSExit 


22: mes do.b "パラ メー タ が あり ませ ん " ,$0D 
23: mesend 
24: ends 
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し ょ う 。 こ こ に 68 系 MPU を 使っ て いる 強み 
と r68 の r68 た る 部 分 が あり ます 。68 系 の 
MPU の 命令 は アド レッ シン グモ ー ド が 非 
豊富 で す 。 そこ で OS- 9 /68000 で は ア 
ドレ スレ ジス タ (a6) を 介し て アク セス し 
ます 。OS- 9 の 変数 領域 は (a6) の 指す 番地 
か ら 前 後 あ わせ て 64K バ イト に 広がっ て い 
ます 。68000 の マシ ン 語 の アド レッ シン グ に 
は イン ダイ レク ト ・ ウ ィ ズ ・ デ ィ ス プレ ー 
スメント と いう モー ド が あっ て d16 (An) と 
書き ます が , これ は d16 の 部 分 に 16 ビ ッ ト 
の オフ セッ ト を 書き 込ん で お け ば , 
デー ター (An の 指す 番地 士 オ フ セ ッ 
ト ) 
と いう デー タ を 指し て くれ ます の で OS の 
教え て くれ る デー タ 領 域 の 中 心 線 A6 を 使 
えば きっ ちり ほか と は ぶつ か ら な いで アク 
セス で きる の で す ( そ の た だ ため , Human の プ 
ログ ラム に 比べ る と 多少 遅く 。 そし て 大 き 
な っ て し まう 
< し て A6 か ら 目 指す ワー クエ リア は まで 
の オフ セッ ト は ラベ ル さ きえ ぇ 書い て お け ば 
r68 が ちゃ ん と 計算 し て くれ ます の で プロ 
グラ ム を 書く と き に は , だ と えば LEA 命 令 
で あれ ば 
lea.1 work (a6),a0 
と "ラベル (a6) の ナン トカ の ひと つ 憶 ぇ 
TOKTH: 


ル (pcr) ” o ON 
ます 。PC リ ラテ イブ と は 現在 の プロ グラ ム 
カウ ンタ を アド レス レジ スタ の 代わ り に 用 
いる も の て 相対 的 に 番地 を 指定 し て デー タ 
を 参照 する た め プ ログ ラム が メモ リ 上 の ど 
こ に 位置 し て いて も デー タ を 参照 で きる と 
いう 利点 が あり ます 。 こ れ と Bcc, BRA 命 
令 を 併用 すれ ば 特別 な こと を し な く て も ププ 
ログ ラム を リロ ケー ト で きる と いう 利点 が 
あり ます (Human の r 和 形式 と 同じ で す )。 


| 間 プロ グラ ム セ ク ショ ン 


ST, サン プル を 見 る と どちら に も 変数 
右 域 の 前 に ご ちゃ ご ちゃ と な に か 書い て あ 
り よ ます 。 

use “oskdefs” 

psect yasa, (Prgrm< <8) +0Objct, 
(ReEnt< <8) + Rev, Edition, Stack, 

main Rev equ 1 


Edition equ 1 


Z の ohnx 19901. 


Stack equ 1 
main: 
) 
ends 
これ ら ゃ も r68 (つま り 0S- 9 ) で プロ グラ 
ム を 書く 〈 際 に は 必須 の こと が ら 6 です の で 解 
説 し ます 。 
まず,use 命 令 で びす が こ れ は は ほか の 言語 な 
と て 見 だ こと の ある 方 も 多い こと で し ょ う 。 
で う て す 。 HuYboPaeeal な と で て ライラ ラリ 
の イン クル ー ド に 使う あれ と まっ た 同じ 
で す 。 先 ほど ,.giftbox デ ィ レ クト リ か ら 取 
り 出 し た oskdefs を 参照 する た め の 宣 言 で 
Te 
この な か に この あし と の psect で 指定 する 
謀 々 の ラベ ル の 内 容 が 入っ て いま す 。 
psect 命 令 は プロ グラ ム セ ク ショ ン の 始 
まり を 定義 する 命令 で 普通 アプ セン ブラ で プ 
ログ ラム を 組む と き に は , 
psect 一 ends 
と な っ て いま す 。 
2 パラ メー タ ほ は ます 左 か ら セ クシ ョ ン 名 。 


適当 な 名 前 を つけ て くだ きい (カッ コ 内 は 
実際 の 数 値 )。 
次 に モジ ュー ル タ イ と 使用 言語 。 
[モジ ュー ル タ イ プ ] 
(0) シス テム コー ル の ワイ ルド カ 
ーー ド 
Prgrm (1) プロ グラ ム モ ジュ ー ル 
Sbrtn (2) サブ ルー チン モジ ュー ル 
Multi (3) マル チ モ ジ ュー ル 
Data (4) デー タモ ジュ ー ル 
(5-10) リザ ー プ 
TrapLib (11) ユー ザー トラ ッ プ ライ ブラ 
リ 


System (12) シス テム モジ ュー ル 
Flmgr (13) ファ イル マネ ー ジ ャ 
Drivr (14) デバ イス ドラ イ バ 
Devic (15) デバ イス ディ スク リプ タ 
(16-255) ユー ザー 定義 領域 


(0) シス テム ワイ ルド カー ド 
Objct (1) 68000 マ シン 語 
ICode (2) MW-BASIC (I コー ド ) 
PCode (3) MW-Pascal (P ュ コード) 
CCode (4) C 言 語 ( コード) 
CblCode (5) COBOL (I コード ) 
FrtnCode (6) FORTRAN (TI コー ド ) 

(7-15) シス テム リザ ー プ 

(16-255) ユー ザー 定義 領域 


これ ら る を 上 位 , 下位 を れ ぞ れ 8 ビ ッ ト に 
割り 振っ て 宣言 し ます 。 今回 は プロ グラ ム 
て マン シン 語 て すか り 。 

(Prgrm< <8) +0Objct 
E due 

次 が 属性 で 。 こ の プロ グラ ム が リエ ント 

ラン ト で ある こと を 指し て いま す 。 
(ReEnt< <8) +Rev, Edition 

リエ ント ラン ト で ある こと を 指し て いる 
場所 の 下 8 ビ ッ ト と を の 次 の 部 分 は 自分 で 
定義 し て いる こと か ら も わか る と 思い ます 
が これ は この プロ グラ ム が 第 何 版 で ある か 
を 示し て いる も の で す 。 最初 の バー ジョ ン 
な の で 両方 と も 1 に し まし た が 特に 気 に す 
る 必要 は あり ませ ん 。 

最後 の 2 つも な ん と な くわ か る で し ょ 2 う 。 
stack は その 名 の と お な おり スタ ッ ク サ イズ で 
Fo 最後 の main は プロ グラ ム の エン トリ ポ 
イン ト 。 その ラベ ル の 示す 位置 か ら ブ ログ 
フ ム が スタ ー ト し ます 。 し た が っ て , Pas 
cal の よう に いち ば ん 最後 の プロ シー ジャ 
か ら 始 まる よう な プロ グラ ム も も ちろ ん 作 
4 しま すず 。 


起動 時 の レジ スタ 内 容 


いま は OS- 9 の コマ ンド ライ ン か ら 使 う 
ブロ グラ ム を サン プル を 使っ て 説明 し て い 
る の で す が , OS から ユー ザー ブログ ラム に 
渡さ る れる パラ メー タ が あり ます の で それ に 
つい て 述べ て お きま し ょ う 。 

これ ら の パラ メー タ は シス テム コー ル の 
F$Fork を 使っ て 子 プ デ ロ モ セス の 起動 を し 
だ と きも 同じ で す 。 パ パラ メー タ は レジ スタ 
を 使っ て 渡る され ます 。 

d0.w プロ セス ID 

d1.1 グルー プ ・ ユ ー ザ ーID 

d2.w 優先 順位 

d3.w 1/O パ ス の 数 

d5.1 パラ メー タ の バイ ト 数 

d6.1 すべ て の デー タ 領 域 の 大 きる 

(a1) デー タ 領 域 の 再 上 位 

(a3) モジ ュー ル の 先頭 

(a5) パラ メー タ の 先頭 

(a6) デー タ 領 域 の 中 心 

(a7)  a5 の コピ ー 

いち ば ん よく 使う の が (a6), それ に d5, 

(a5) と いす も ころ で し よう か が か 。 サシ プル 
1 “パラ メー タ を 表示 する だ け の ブロ グラ 
ム を 参考 に し て くだ さい 。 


y シス テム コー ル 


さて , ブロ グラ ム の 本 体 ,。 つ まり MOVE 
で デー タ を 転送 し て ADD で 足し 算 を し て 
と いう 部 分 は 別に Human 上 で の プロ グラ 


ミン グ と な ん 6 変わ る と ころ は あり まや せん 。 


だ だ 。 リエ ント ラン ト ・ リ ロケ ー タ ブル を 
ここ ろ が ける , つま り ワ ー ク エリ ア の 書き 
換え な ど は “WORK (26)”, ブロ グラ ム 本 
体内 の 定数 値 の 参照 に は “table (pcr)” と 
書く よう に すれ ば よい だ け で す 。 残り の 間 
題 は ひと つ 。 ど う や っ て 1/O に アク セス す 


この 表 は マイ クロ ウェ ア が 出し て いる テク 
ニカ ル マ ニ ュ ア ル や その 他 の 資料 を 基 に 私 
が 編集 し た も の な の で 若干 お か し な 部 分 が 
ある か も し れ ま せん が , その と き は OhIX 編 
集 室 まで ハガキ で ご 連絡 くだ さい 。 

ょ ころ て 。 こら の シス テム コー ル の 呼 
び 出 し 方 な の で す が , これ に は r68 の 内 蔵 の 
マク ロ を 使っ て 呼び 出し ます 。 | 

まず , 表 を 参考 に し て レジ スタ に 各種 の 
値 を 設定 し て てく だき さい 。 その あと , 

os9 I$Write 
な どの よう に “os9" と いう 疑似 命令 を 使っ 
て 呼び 出し ます 。 


ド game が で きま す 。 そ うし た だ たら , 
XOS9> game 

と すれ ば 数 あて ゲー ム が で きま す 。 

Tr68 も 168 も オプ ショ ン に 一 ? を つけ る と 
説明 が 出 て きま す の で (英語 で すけ と ど ね 。 
辞書 と 首 っ ぴ びき で が ん ば っ て ) 読ん で くだ 
きい 。r68 に は アセ モン ブル リス ト の 出し 方 が 
豊富 に オプ ショ ン で つい て きま す 。 


E 最後 に 
最後 に これ ら 6 の 話 の 参考 に な れ ば と , JE 
常に 小さき いも の で す が 。 サン プル プロ グラ 


る か だ け で す 。 例 ) lea.1 mes5 (a6),a0 ム を 作っ て お きま し た 。 

これ は OS- 9 の シス テム コー ル を 使う し move.1 fmes5e—mes5, dl ひと つめ は た だ 単に パラ メー タタ ぞ 肖 示 チ 
か あり ませ ん 。 これ で OPEN し て READ, move.1 F1,d0 る だ けり の プロ グラ ム 。 
WRITE し て CLOSE す る の で す 。OS- 9 の os9 I$WritLn 2 つめ は 数 あて ゲー ム 。 コ ンピュータ が 
シス テム コー ル は 次 の 3 つが あり ます 。 ラン ダム (た だ し 同じ 数 字 は 2 度 使わ な い ) 
1) ユー ザー モー ドリ クエ スト U アセン ブル, リン ク な 4 桁 の 数 字 を 持っ て いま すか ら そ れ を あ 


2) 1/O リ クエ スト 
3) シス テム モー ドリ クエ スト 

この うち ユー ザー モー ド の プロ グラ ム で 
使用 可能 な の は 1) と 2) で す 。 

先ほど の I/O を アク セス する よう な と き 
に 使う の は 2) の I/O リ クエ スト で OPEN, 
CLOSE, WRITE, READ?” 6 makdir, 
delete と いっ た だ コマ ンド で お 馴染 み の も の 
まで あり ます 。 

て 。} り ) の ユー ザー モー ドリ クエ スト な の 
で す が カ ー ネ ル て 処理 し て いる OS の 機能 
を ユー ザー ブロ グラ ム に いっ て みれ ば , 分 
け 与 えて くれ る も の で す 。 こ れ に は 子 プ ブロ 
も セス の 実行 Fork, 時 刻 を 知る Time, ブロ グ 
ラム の 終了 Exit な ど が あり ます 。 

1) の も の に は シス テム コー ル の 名 前 の 頭 
に F $ が, 2) の も の に は I$ と いう 名 前 が つ 
いて いま すず 。 

シス テム コー ル の 名 前 と 機能 に つい て は 
最後 に 一 覧 表 を つけ て お きま し た の で そ ち 
ら を 参考 に し て くだ さい 。 な お , ほか の 関 
連 知 識 や オプ ショ ン が 必要 な シス テム コー 
ル に は 書い て な いも の が あり ます 。 また, 


も うこ こま で わか れ ば こっ ちの も の 。 あ 
と は プロ グラ ム を 書い て アセ ンプ ブル す る だ 
け で す 。 ア セン ブラ の 名 前 は も う 何 度 も 出 
て きよ し た が r68 と いい ます 。 で, この r68 
は , 

r68 ファ イル 名 
だ け て は オプ ジェ クト アテ イル を 作っ て 
nitáAs 

r68 ソー ス 名 一 0= オ ププ ジェ クト フ 

ァイル 名 
て 作り ます 。 

リン カ の 168 も , 

168 オブ ジェ クト 名 一 | ニラ イブ ラリ 

ファ イル 名 一 o 三 実行 ファ イル 名 
T, 実行 ディ レク トリ (ふつ う は CMDS) 
に 実行 プロ グラ ム を 入れ て くれ ます 。 

た と えば リス ト 2 の 数 あて ゲー ム の 場合 
ソー ス の 名 前 は game. a で すか ら 。, 

XOS9>r68 game. a —O=game.r 
XOS9>168 game. r 一 ] 三 usr.1 -o 
=game 
と すれ ば , 実行 デイ レク トリ cmds に コマ ン 


て て くだ きい 。 こ ちら が な に か いえ ぇ えば, 桁 
の 合っ て いる 数 字 が あれ ば 1 ヒッ ト , 桁 は 
違う が 使っ て いる と いう の が あれ ば 1 エラ 
ー と し て , 〇 ヒッ ト ※ エ ラー だ よ と いっ て 
きま す 。 

だ と えば コン ピュ ー タ の 考え て いる の が 
1234 で こち ら 6 が 4130 と 入力 すれ ば 1 ヒット 
2 エラ ー と 返っ て きよ ます (まっ だ (あっ て 
いな けれ ば 「 お お は ずれ 一 「」 と いっ て き 
ます )。 

ちょ っ と 乱数 の 作り 方 が 悪く て 待た され 
ます が (バッ クト ラッ ク に すり ゃ よかっ た 
qe ) 気長 に 待っ て くだ さい 。 

この サン プル が 皆さん の 参考 に な れ ば 幸 
いで す 。 

と ころ で usr.1 に は まだ TS$SLMUL や 
T$DDiv と いっ た 数 値 演算 関係 の ユール も 
入っ て いる よう な の で す が 残 念 な が ら 手 元 
に それ 関係 の 資料 が な いた めど う や っ て 使 
2 う のか わか ら な いで いま す 。 その へ ん が わ 
か っ だ ら ま だ OS- 9 関係 の ペー ジ に も 書い 
も いき だ いと 思っ て いま すす 。 

で は その と きま で 。 


porn ron ere precedidos GAME.,A ESTADIA E 
1: use "oskdefs" a 13: meso: 
2: psect game, (Pregrm<<8)+0bjct, (ReEnt<<8)+Rev, Edition, 14: hito: do,b $30 
Stack,main : 15: _ de,b ヒッ ト 
3: Rev equ 1 686: pesi: 
4: Edition equ 1 : 17: erre: de.b $30 a 
5: Stack equ 1024 : 18: _ de.b エラ ー ,$0D 
6: Ss 19: mese: La 
T: vsect 20: mes2: dc.b "大 当り リー っ! 「,$9D 
e:t . 21: mes2e: - 
9: * 変 数 領域 a : : : 22: mes3: do.b "BBAXRN—>!",$0D 
1@: * メ ッ セ ー ジ テー ブル 23: mes3e: NN . 
11: 4 : : 24: mes4: dc.b "4 杵 の 数 字 を いれ て くだ さい 「, SOD 
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25: mes4e: 
26: mes5: de.b "*xx*kx*ibTRk*",$0D 
27: mes5e: 
28: mes6: 
29: kami: dc.b $30 
30: kaisuu! de.b $31 
ーー dc.b 回目 で 当たり まし た 。", $9D 
33: mes6e: 
34: mes7: de,b 答え は 、 * 
35: ni: dc.b $30 
36: ne: dc.b $30 
37: n3: dc.b $30 
38: n4: de.b $30 
39: dc.b " TLA!",$0D 
40: mes7e: 
41: mes8: dc.b "4 桁 の 数 字 を 入力 し て くだ さい " ,$9D 
42: mes8e: 
43: strbuf: 
44; dc.1 $20202020 
45: dc.b $20 
46: sbe: 
47: ret: dc.b $0d 
48: 
49: ends 
50: 2 
51: * プ ログ ラム 領 城 
52: *main program 
53: % 
54: main: 
55: lea.l mes5(a6),a0 
56: move,l  fmes5e-mes5,dl 
57: move.l #1.d9 
58: os9 I$WritLn 
59: mloopl: 
60: bsr.s ininum 
61: £ bsr.s endmes * デ バッ グ 用 メッ セー ジ 
62: mloop2: bsr.w inpnum * 数 字 を 入れ させ る 
63: bsr.w chknum * 数 字 の チェ ッ ク 
64: cmp.b $255,d0 xd0.b=255% V 
65: beq.s gamend 
66: bsr.w errprn * 
6i: addq.b #1,kaisuu(a6) 
68: move.b kaisuu(a6),d9 
69: cmp. b #$3a,dð 
TO: bne.s jumpl 
Tl; move.b #$39,KaisSuu(a6) 
TES addq.b f1,kami(ab) 
T3: 
74: jumpi bra.s mloop2 
T5: 
76: gamend: lea.1 mes2(a6),a9 * 全 部 当たっ て 最後 の メッ セー ジ 
T7: move.1  fmes2e-mes2,dl 
78: move.1 #1,d9 
79: os9 I$WritLn 
80: lea.l mes6(a6),a0 
81: move.]  #mes6e-mes6,d1 
82: move.1 #1,d の * 標 準 出力 
83: os9 I$WritLn 
84: bsr.s endmes 
85: clr.w dl * 異 常 な し で 
86: os9 F$Exit * お わり ます ! 
87: 
88: endmes: lea.l mes7(a6),a0 
89: move.1  fmes7e-mes7,dl 
90: move.1 #1,d8@ 
91: os9 I$WritLn 
92: rts 
93: £ 
94: 579" ム な 4 桁 の 数 を 作る 
95: * 
96: ininum: move.w #1,d9 
97.: os9 F$Time * 乱 数 に 時 間 を 使う 
98: move.1 d0,dl 
99: and.]l #$9f,d1 
100: ror.l d1,d0 
101: and.1 F$ffff,d0 
102: move.1 #09,di x D1 = 保存 用 
103: 
104: bsr.s divl0 
105: move.b d0,n4(a6) 
106: move.1  d1,d0 
107: bsr.s divl0 
108: move.b d0,n3(a6) 
109: move.1 d1,d0 
110: bsr.s divl10 
111: move.b d0,n2(a6) 
112: move.1 d1,d0 
113: bsr.s divig 
114: move.b d0,nl(a6) 
115: 
116: chkkas: move.b nl(a6),d0 * 和 冗 な り チ ェ ッ 
117: cmp.b  n2(a6),d0 * あ 、 手 抜き だ 。 
118: beg.s ininum * 連 載 で あん な こと を 
119: cmp.b n3(a6),d0 * 書 いた ば っ か りな の に 
120: beq・S ininum 
izi: cmp. b n4(a6),d0 
122: beq.s ininum 
123: move.b n2(a6),d0 
124: cmp.b n3(a6),d0 
125: beg.s8 ininum 
126: cmp.b n4(a6),dO 
1990.1. 


_Oh! X 


divl0: 


* 
・ 数 字 の 入 カ 


inpnum: 


latchk: 


latlop: 


errprn: 


: prnhit: 


> s» .. >e ve so so 


chknum: 


chklop: 


: chkerr: 


loop2: 


latlo2: 


retb:; 


incent: 


incZ: 


inchit: 


beq.s 
move.b 
cmp.b 
beq.s 
rts 


divu.w 
move .w 
ler. 
lsr. 
add. 
rts 


T Ra 


lea.l 
move. 1 
move.l 
os9 

move. i 
move. l 
lea. 1l 
os9 

cmp. b 
bne.s 


move. b 
lea.l 
move.b 
cmp.b 
bes.s 
cmp.b 
bec.s 
subq 
bne.s 
lea.1 
move. 1l 
move. l 
os9 
rts 


move.b 
bne.s 
move.b 
bne.s 
lea. 1 
move.]l 
move , 1 
os9 
rts 


lea.l 
move , 1 
move . 1 
os9 
rts 


move.b 
lea.l 
lea.l 
cmpm.b 
bne.s 
subq 
bne.s 
move . 1 
rts 


move.b 
move.b 
move.b 
move.b 
lea.l 
move.l 
lea.l 
move.b 
cmp.b 
beq・S 
subq 
bne.s 
lea.l 
suba 
bne.s 
move , 1 
rts 


cmp.b 
beg.s 
move.b 
addq.b 
move.b 
bra.s 
move.b 
addq・.b 
move.b 
bra.s 


ends 


ininum 
n3(a6),d0 
n4(a6),d0 
ininum 


*d9=dO mod 10 
*d1=d0 div 10 


#$0a, dð 
dð, dl 
#8.d9 
#8,d9 
#$30,d0 


mes8(a6),a9 $" 役 字 を いれ て くだ さい 
#meS8e-mes8,d1 
$1,d0 

I$WritLn 

#1,d0 

# す ,d1 
Strbuf(a6),a9 
I$Read 

$4,d1 

inpnum 


REA 
+ バッ プ ァ は 4bytes 


#4,d1 
Strbuf(a6),a9 
(a0)+,d0 
*$30,d0 
inpnum 
f$3a,d0 
inpnum 
$1,d1 
latlop 
ret(a6),a9 
#1.d1 
#1,d9 
T$WritLn 


* 数 字 チ ェ ッ ク 


hito(a6) ,d9 
prnhit 
Grro(a6) ,d9 
prnhit 
mes3(a6),a0 
fmes3e-mes3,dl 
$1,d0 

I$WritLn 


*” お お は ずれ 一! " 


mes9(a6),a9 * 〇 ビッ ト 〇 エラ ー" 
fmes0de-mes0,dl 
*1,0d0 


I$WritLn 


$4,d0 
nl(a6),a0 
strbuf(a6) ,a1 
(a0)+,(al)+ 
chkerr 

#1,d9 

chklop 
$255,d0 


* 数 字 が お な じ か ? 


#$39,d0 
d9,erro(a6) 
d0,hitc(a6) 
#4,d1 
nl(a6),al 
#4,d2 
strbuf(a6),a2 
(al),d5 
(a2)+,d5 
incent 
$1,d2 
latlo2 
l(al),al 
#1,d1 

loop2 

$0,d0 


*hi も と error の カウ ント 
*dizcom's answer 
xd2zman's answer 


d1,a2 
inchit 
errc(a6),d3 
#1,d3 
d3,errc(ab) 
retb 
hitec(a6),d3 
#1,d3 
d3,hitc(ab) 
retb 


DS- ヨ の シス テム コー ル ( シ ステ ム モ ー ド 除く ) 


この 表 は 独自 調査 に よる も の で す 。 内 容 に つ 
いて シャ ー プ 。 マイ クロ ウェ ア に は 問い 合わ せ 
な いよ うに し て くだ さい 。 パ バグ な ど が あり まし 
た ら 0hXX 編 集 室 まで お 願い し ます 。 


ユー ザー モー ドリ クエ スト 


OFSANBit 

アロ ケー ショ ンマ ッ プ の ビッ ト セ ッ ト を 行う 
た め の シ ステ ムコ ー ル で , F$SchBit で 得 ら れ た 
空き 領域 の ビッ ト 0 を | に 反転 し ます 。RBF タ 
イプ の デバ イス で の クラ スタ 管理 に 使用 され ま 
す 。 
入力 

dO.w = 反転 する ビッ ト の 開始 位置 
dl.w = ビッ ト 数 

(a0) = アロ ケー ショ ンマ ッ プ の 開始 位置 出 

カカ な し 

@F$CRC 

CRC の 値 を 計算 する ファ ンク ショ ンコ ー ル で 
す 。 最 初 に 計算 する と き は , 

move.| #$FFFFFFFF, dl 


と し て くだ さい 。 
ATI 
d0.| = 計算 する バイ ト 数 
d.l = CRC ア キュ ムレ ー タ 
(a0) = 計算 開始 番地 
出力 
di. l = CRC ア キュ ムレ ー タ 
OF $Chain 


プロ セス ディ スク リプ タ を その まま に し て 実 
行 モ ジュ ー ル を 切り 替え ます 。 


入力 

d0O.| = モジ ュー ル の 言語 の タイ プ 
(0: ワイ ルド カー ド 値 ) 
(| マン ン 同 オプ ジェ クト ) 
(2: MW-BASIC ) 
(3: P コ ー ド (Pascal) ) 
(4: | コー ド (c) ) 
(5; Y (COBOL) ) 
(6: Y) (FORTRAN) ) 
(7-15: リザ ー プ ) 


(16-255: ユー ザー 定義 領域 ) 


di.| = 追加 デー タ 領 域 
d2.| = パラ メー タバ イト 数 
d3.w = コピ ー さ れる I/0 パ ス 数 
d4.w = 優先 順位 
(a0) = 実行 モジ ュー ル 名 先頭 
(al) = パラ メー タ 先 頭 

出力 
(a0) = 

OFS$CmpNam 


文字 列 の コン ペア 。 比 較 先 文字 列 は 00 で 終わ 

る ASCII コ ー ド 列 で す (比較 元 は バイ ト 数 を 指定 
する )。 基 本 的 に ファ イル ネー ム の コン ペア で す 
の で ワイ ルド カー ド の 使用 が 可能 で 大 文字 小 文 
字 の 区 別 は し ませ ん 。 


入力 
dl.w = 比較 元 バ イト 数 
(a0) = 比較 元 先頭 番地 
(al) = 比較 先 先頭 番地 
出力 


キャ リフ フク を 上 けけ 下げ し ます の で て で, bec 
(bcs) 命令 を 使用 し て くだ さい 。 


OF $CpyMem 
ほか の プロ セス の 使用 し て いる メモ リ の 内 容 
を A ビー し E す 。 


dw = ほか の プロ セス の プロ セス |D 

dil = コピ ー バ イト 数 

(a0) = コピ ー 元 アド レス 

(al) = コピ ー 先 アド レス 
OF $DatMod 
プロ セス 間 の デー タ 通 信 を 行う た め の ユ ー ザ ー 
コー ル で その た め の デ ー タ モジ ュー ル を 作成 し 


ます 。 

入力 
dO0.| = デー タ 領 域 の 大 き さ 
dl.w = モジ ュー ル の 属性 ・ リ ビジョン 
d2.w = 
(a0) = モジ ュー ル 名 先頭 

出力 
dO0.w = モジ ュー ル の 言語 タイ プ 
dl, w= モジ ュー ル の 属性 ・ リ ビジ ョ ン 
(a0) = 名 前 の 先頭 
tal) = デー タ の 先頭 (オフ セッ ト ) 
(a2) = モジ ュー ル ヘ へ ヘッダ 先頭 

@QF $DelBit 


F$AIIBit で セッ ト し た アロ ケー ショ ンマ ッ プ 
の クリ ア を し ます 。 


入力 

dO0.w = クリ ア す る ビッ ト の 開始 位置 

diW = cvYR 

(a0) = アロ ケー ショ ンマ ッ プ の 開始 位置 
OFS$DExec 

F$DFork で 起動 し た プロ セス の 実行 を し ます 。 
入力 

dO.w = 実行 子 プ ブロ セス の ID 

dl.| = 実行 命令 数 (0: 連 続 ) 

d2.w = プレ イク ポイ ント 数 

(a0) = プレ イク ポイ ント テー ブル 先頭 

出力 
d0.| = 実行 済み 命令 数 
dl.l = 残り 命令 


d2.w = 例外 発生 番地 (オフ セッ ト ) 


d5.| = 
OFSDExit 

F$DExec で 実行 し た モジ ュー ル の 終了 入力 
入力 

dO0.w = 終了 させ る 子 プ ロ セ ス の DD 
OFSDFork [ 

トレ ー ス モー ド で の 子 プ ロ セ ス 起 動 を 行い ま 
す 。 主として デバ ング 用 て す 。 


入力 
dO0.w = モジ ュー ル の 言語 の タイ プ 
d|.| = 追加 する デー タタ 領域 バ イト 数 
dZ | = パラ メー タバ イト 数 
d3.w = コピ ビ ピー す る |/0O パ ス 数 
(a0) = プラ イマ リモ ジュ ー ル 名 先頭 
(al) = パラ メー タ 先 頭 
(a2) = 子 プ ロ セ ス の レジ スタ バッ ファ 先頭 
出力 
dO0.w = 子 ブ ロ セ ス の ID 
(a0) = 更新 後 の 名 前 先頭 
(al) = 子 プ ロ セ ス の レジ スタ バッ ファ 先 
頭 


OFS$EXIT 

プロ セス を 終了 させ ます 。 
入力 

dO.w = 呼び 出し 元 へ の ステ ー タ スコ ー ド 
OFS$Fork 

新しい モジ ュー ル の 起動 を 行い ます 。 
入力 
dO.w = 起動 する モジ ュー ル の 言語 タイ プ 


di, | 追加 デー タ 領 域 バ イト 数 
d2.| = パラ メー タ 数 

d3.w = コピ ー す る |I/0 パ ス 数 
d4.w = 優先 順位 


(a0) = プラ イマ リモ ジュ ー ル 名 先頭 
(al) = パラ メー タ 先 頭 


出力 

ddw = 子 プ ロ セ ス の DD 
OFSGPrDsc 

指定 し た ブロ セス の プロ セス ディ スク リプ ブタ 
を 転送 し ます 。 
入力 

dO.w = 転送 元 ID 

di.w = 転送 バイ ト 数 

(a0) = 転送 先 先頭 番地 
OFsID 

現在 の ID・ 優 先 順 位 を 調べ ます 。 
出力 


duw = プロ セス 

dl.w (h) = グル ー プ 

dl.w (I) = ユー ザー 

d2.w = 優先 順位 
OF $icpt 

キー ボー ド の 処理 な ど に 用 いる イン タラ プ ト 
処理 用 ルー チン 用 の フッ ク テ ー ブ ル を 設定 し ま 


す 。 
入力 

(a0) = ルー チン の 先頭 

(a6) = ルー チン 用 の ワー ク 領 域 先 頭 
出力 

dl.w =0 シス テム アボ ー ト 


| プロ セス の 復帰 

2 キー ボー ドア ボー ト 

3 キー ボー ドイ ンタ ラプ ブ ト 

4 アラ ー ム 

それ 以外 は ユー ザー が 再 定義 可能 
(a6) = ワー ク の 領域 先頭 
これ ら が イン タラ プ ブ ト の 起き た さい に 処理 ル 


ー チ テン に 渡さ れ ま す 。 
OF SJulian 
年 月 日 つ ユ リウ ス 日 &0 時 か ら の 秒 数 に 変換 
し ます 。 
入力 
dO.| = 時刻 (00hhmmss) 
dI.| = 年 月 日 (yyyymmdd) 
出力 
dO0.| = 0 時 か ら の 秒 数 
dl | = ユリ ウス 日 
OF SLINK 
モジ ュー ル の リン ク を し ます 。 
入力 
dO0.w = モジ ュー ル の 言語 タイ プ 
(a0) = モジ ュー ル 先 頭 
出力 
dl.w = モジ ュー ル の リビジョン 
(a0) = 更新 後 の 名 前 先頭 
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(al) = モジ ュー ル の 実行 番地 

(a2) = モジ ュー ル の 先頭 
OF$Load 

ディ スク 上 の モジ ュー ル を ロー ド し ます 。 
入力 

d0.b = アク セス モー ド 

(al) = パス リス ト 


dO.w = モジ ュー ル の 言語 タイ プ 
dl.w = モジ ュー ル の リビジョン 
(a0) = 更新 後 の 名 前 先頭 

= モジ ュー ル の 実行 番地 
(a2) = モジ ュー ル の 先頭 


デー タ 領 域 の 大 き さ に 関す る ファ ンク ショ ン 
で す 。 
入力 
dO.| = 0 領域 は いく ら か 7? 
<> 0 変更 後 の 大 き さ 


d0.| = 確保 し て いる 領域 の 大 き さ 
OFSPErr 
エ よう ラー を 出力 ・ 表 示し ます 。 


入力 

d0.w = 

dl.w = エラ ー 番 号 
出力 

エエ ラー メッ セー ジ 
OFS$SRTE 


イン タラ プ ト 処 理 ル ー チ ン を 終了 させ ます 。 
OFS$SchBit 
アロ ケー ショ ンマ ッ プ か ら 空 き 領域 を 探し ま 
す 。 確保 で き な い 場合 いち ば ん 大 き な 空 き 領域 
を 返し ます 。 
入力 
dO.w = 探し 始め る ビッ ト の 位置 
dl.w = 確保 し た い ビ ピッ ト 数 
(a0) = アロ ケー ショ ンマ ッ プ の 位置 
(al) = アロ ケー ショ ンマ ッ プ の 最後 十 | H 
ya) 
d0.w = 見 つか っ た ビッ ト 位 置 
dl.w = 確保 で きる ビッ ト 数 
OF $Send 
ほか の プロ セス ヘ シ グ ナ ル を 送り ます 。 
入力 
d0. w =0 全 プ ロ セ ス 
それ 以外 は その DjD 
dl.w =0 シス テム アボ ー ト 
| プロ セス の 復帰 
2 キー ボー ドア ボー ト 
3 キー ポー ドイ ンタ ラプ ト 


4 アラ ー ム 
それ 以外 は ユー ザー が 再 定 義 可 能 
OF $Sleep 


プロ セス を 一 定時 間 休 止 状態 に し ます 。 
入力 
ddw = タイ ム ス ラ イス 数 (最上 位 ビ ッ ト が 
た っ て いた ら 1/256 秒 単位 に な り ま す ) 
OFS$SPrior 
プロ セス の 優先 順位 の 変更 。 


dO.w = プロ セス の ID 
dl.w = 新しい 優先 順位 


時 (00hhmmss) 
日 (yyyymmdd) 


d0,w =0 通常 の 歴 
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=| ユリ ウス 暦 の 日 数 
出力 
通常 
dO.| = 時刻 00000000hhhhhhhhmmmmmmmmssssssss 
d|.| = 年 月 日 yyyyyyyyyyyyyymmmmmmmmdddd 
ユリ ウス 礎 
d0.| = 0 時 か ら の 秒 数 
dll = 日 数 
共通 
d2.w = 曜日 (0= 日 ……6= 土 ) 
@F$UnLink 


モジ ュー ル を アン リン ク し モジ ュー ルディ レ 
クト リ か ら 削 除 し ます (アド レス 指定 )。 
入力 

(a0) = モジ ュー ル の アド レス 
OFSUNLink 

モジ ュー ル を アン リン ク し モジ ュー ルディ レ 
クト リ か ら 削 除 し ます (名 前 指定 )。 


dO.w = モジ ュー ル の 言語 タイ プ 
(a0) = 名 前 の 先頭 アド レス 


コ プ ロ セス の 実行 が 終わ る まで WAIT し ます 。 
出力 

ddw = 終了 し た 子 プ ブロ セス ID 

dlw = ステ ー タ スコ ー ド 


ロリ ウエスト 


OlSAttach 
デバ イス の 登録 と 登録 確認 の た め の コ ー ル で 
す 。 
入力 
dO0.b = アク セス モー ド 
(ビッ ト |=| 書き 込み 
0=| 読み 出し ) 
(a0) = デパ イス 名 
出力 
(a0) = デバ イス テー ブル ポイ ンタ 
@i$ChgDir 
作業 ディ レク トリ の 変更 を 行い ます 。 ア クセ 
スモ ー ド の 指定 で 実行 ディ レク トリ の 変更 に も 


な り ま す 。 
入力 
d0.b の ビ ピット 2=| 実行 ディ レク トリ の 変 
更 
(a0) バス ネー ム 
出力 
(a0) = パス リス ト 
@i$Close 
パス の クロ ー ズ 。 
入力 
dO0.w = パス 番号 
@i$Create 
新しい ファ イル を 作り ます 。 
入力 
dO.b = (ビッ ト | =| 書き 込み 
0 =| 読み 出し 


た だ し update は と も に | ) 
(ビッ ト 6=I| 共 有 不 可 

一 般 実 行 可 

4 ん 書き 込み 可 

3 読み 込み 可 
2 オー ナー の み 実 行 
| 
0 


ag 


Y) 書き 込み 可 
Y 読み 込み 可 ) 
(a0) = パス リス ト 


出力 

dO0.w = パス 番号 

(a0) = 新しい パス リス ト 
Ol$Delete 


ファ イル を 削除 し ます 。 


dO.b = (ピット 2 実行 ディ レク トリ 
| 書き 込み 
0 読み 込み ) 

(a0) = パス リス ト 


出力 

(a0) = 新しい パス リス ト 
Ol$Detach 

デバ イス の 削除 を 行い ます 。 
入力 

(a2) = デバ イス テー プル 
@i$MakDir 

新しい ディ レク トリ を 作り ます 。 
入力 


ddb = (ビット 7=| ディ レク トリ 
2=| 実行 ディ レク トリ ) 


dl.b = (ビッ ト 6=| 共 有 不 可 
5 一般 実行 可 
4 / 書き 込み 可 
3  / 読み 込み 可 
2 オー ナー の み 実 行 
| Y 書き 込み 可 
0 y 読み 込み 可 ) 
(a0) = パス リス ト 
出力 
dO.w = パス 番号 
(a0) = 新しい パス リス ト 
@i$Open 
パス を オー プン し ます 。 
入力 
dO.b = ( ビ ピット]| =| 書き 込み 
=| 読み 出し 
た だ し update は と も に | ) 
(a0) = パス リス ト 
出力 
dO.w = パス 番号 
(a0) = 新しい パス リス ト 
@i$Read 
デー タ の 読み 出し (編集 な し )。 
入力 


dO.w = パス 番号 
di.w = 読み 出し た い パ イト 数 
(a0) = バッ ファ の アド レス 


出力 

d|.| = 読み 出せ た バイ ト 数 
@i$ReadLn 

デー タ の 読み 出し (編集 あり )。 
入力 

dO、w = パス 番号 

dl.w = 読み 出し た い バ イト 数 

(a0) = バッ ファ の アド レス 
出力 

dl.l = 読み 出せ た バイ ト 数 
@i$Seek 

ファ イル ボイン タ を 設定 し ます 。 
入力 

dO.w = パス 番号 

dil = ファ イル ポイ ンタ の 絶対 位置 
@i$Write 

デー タ 書 き 出 し (編集 な し )。 
入力 

d0.w = パス 番号 

dl.w = 書き 込む バイ ト 数 
出力 

dl.w = 書き 込め た バイ ト 数 
@i$WriteLn 

デー タ 書 き 出 し (編集 あり )。 
入力 

dO.w = パス 番号 

dl.w = 書き 込む バイ ト 数 
出力 

dI.w = 書き 込め た バイ ト 数 
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ブロ セス 管理 に メモ リ 管 理 。 よ ぐ 聞 ぐ 言 葉 で す が , 実際 に は どう や 


つて いる の で し よう 


これ ら の 操作 は 本 来 ひ りら の み に 許 され だ 機 


能 で ご す 。 そ れ だ け に 奥 が 深く , 知れ ば 知る ほど 面白 いも の で す 。 S 


回 は , OS に な つっ だ つも り で , これ ら の 世界 を 垣間見 て み ま し よう 。 


今回 は “プロ ャ ス ” 関連 の 話題 を 取り 上 げ る 。 プ 
ロ セ ス と いう 言葉 自体 は "チャイルド (F) プロ ャ 
A” な ん て いう 言い 回 し で 馴染 み だ ろ う 。 ユ コンピ 
ュー タ 用 語 の プロ セス は 一 連 の 工程 " で ら 6 い の 意 
RT, ある ひと まとまり の 処理 単位 を 指す 言葉 だ 。 
Human68k で は 基本 的 に 1 本 の プロ グラ ム = テ ひと 
つの プロ セス と いう こと に な っ て いる 。 プ ログ ラム 
は Human68k に よっ て 確保 8 きれ た メモ リ に ロー ド 
きれ, 諸々 の 管理 情報 を 与 を た られ た 時 点 で , Human 
68k の 管理 下 に 置か れ , プロ セス と な る 。 

Human68k 上 で 一 度 に 動け る プロ セス は た だ ひ 
と つ だ け だ が , 動作 中 の プロ セス は 別 の プロ セス を 
生成 ・ 起 動 す る こと が で きる 。 い わ ゆ る チャ イル ド 
プロ セス だ 。 あ まり 意識 きれ な い が , COMMAND. 
X や VS.X 上 か ら 実 行 し て いる プロ グラ ム も , 結局 
は みん な チャ イル ド プ ロ セ ス で ある 。 

で は , さっ そく 〈 く 本題 に 入ろう 。 ち な み に 今 回 の 話 
の 参考 資料 は 『 プ ログ ラマ ー ズ マニ ュ ア ル 』 の 第 7 
章 だ 。 


メモ リ 管 理 は DS の 役目 


メモ リ 上 に 複数 の プロ セス が 共存 する た め に は , 
ひと つの 大 前 提 が ある 。 プ ロ セ ス 間 で メモ リ の 王 渉 
が 起き な いよ う , 誰か が メモ リ の 使用 状況 (どこ が 
使用 中 で , どこ が 空い て いる の か ) を 把握 ・ 管 理 し 
て いな けれ ば な ら な い 。 当然 そ れ は OS の 役目 だ 。 メ 
モリ の 管理 は OS に 求め られ る 最も 基本 的 な 機能 
いえ る 。 

Human68k で は メモ リ 管 理 ポ イン タ と 呼ば れる 
双方 向 リ スト 構造 を し た デー タ を 使っ て メモ リ を 管 
理 し て いる 。 簡単 に いっ て し まう と , 確保 し た メモ 
リプ ロッ ク (ひと か だ まり の メモ リ ) の 先頭 に その 
ブロ ッ ク の 大 きる や , 前 後 の メ モリ ブロ ッ ク の 位置 
を 示す 情報 を 付け 加え , それ に よっ て 管理 する と い 


う 方 法 だ 。Human68k の メモ リ 管 理 ポ イン タ は 4n 
ング ワー ドニ テ 16 バ イト か ら な り , 表 1 に 示す よう な 
構造 を し て いる ( 表 中 , 上 は ロン グ ワ ー ド の 意味 )。 
メモ リ 管 理 ポ イン タ は 必ず xxxxx0』 の アド レス に 
直 か れる 。 これ は 実質 的 に メモ リ 確 保 の 最小 単位 が 
16 バ イト で ある こと を 意味 する 。 

メモ リ 管 理 ポ イン タ 内 に は 直前 と 直後 の メモ リ 管 
理 ポ イン タ の アド レス が 格納 され て いる か ら , これ 
を 利用 し て , メモ リ 管 理 ポ イン タ を 正 逆 両方 向 に た 
どる こと が で きる 。a0 レ ジス タ に メモ リ 管 理 ポ イン 
タ の アド レス が 入っ て いる 状態 か ら , 

movea .1 (a0),a0 

を 実行 すれ ば a0 は 直前 の メモ リ 管 理 ポ イン タ を 指 
Es 


movea.l 12(a0) ,a0 
を 実行 すれ ば 次 の メモ リ 管 理 ポ インタ を 指す よう に 
IET 
この メモ リ 管 理 ポ イン タ の リン ク (つなが り ) を 


RI メモ リ 管 理 ホ イン タタ ( 計 16 バ イト ) 


El メモ リ 管 理 の イメ ー ジ 
d) E を 確保 


+004 IL ひと つ 前 の メモ リ 管 理 ポ イン タ の アド レス (0… 前 は な い ) 
+04 IL この メモ リブ ロッ ク を 確保 し た プロ セス の メモ リ 管 理 ボ インタ の アド レス 
(0… 親 は な い ) 
+08, IL この メモ リブ ロッ ク の 終わ り + | の アド レス 
キ 0C。 IL 次 の メモ リ 管 理 ポ イン タ の アド レス (0… 次 は な い ) 
a) 最初 。 b) D を 確保 c) C を 開放 o 
> 
A 
| al 
5 | 
E ー 
0 
空き メモリ 3 
0 


memend 


memend 
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1) Human68k の メモ リ 管 理 
ポイ ンタ は , 必ず メモ リ の 低 


位 ア ドレ ス か ら 順 に リン ク し, 


あっ ちい っ た りこ っ ちい っ た 
りす る よう な こと は な い 。 

| | 

2) 『 プ ログ ラマ ー ズ マニ ュ 
アル 」 に は この アド レス が , 

さも 固定 で ある か の よう に 具 
体 的 な アド レス で 示し て ある 
が 無視 する こと (し か も 示さ 
れ て いる アド レス は 間違っ て 
いる )。 

| | 

3) 余談 な が ら , Human68k の 
RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ は mem 
end に 相当 する Human68k 内 部 
の ワー クエ リア を 操作 する こ 
LT, メイ ン メ モリ の 後ろ か 
ら メ モリ を 削り 取っ て 使っ て 
いる 。 


4) 表 | で 確認 し て も らい た 
い の だ が , “次 の メモ リ 管 理 ポ 
イン タ の アド レス "か ら “I 
の メモ リブ ロッ ク の 最終 アド 
レス + | を 引け ば , 隙間 の 
大 き さ が 求め られ る 。 


リス ト 1 MB.S 
4 : ま メモ リ 上 の 全 メ モリ ブロ ッ ク の 位置 を 表示 する 0 
2 f > 
3: f 作成 法 : as mb 42: 
4: * as itoh 43: 
5! y lk mb itoh 44: 
6: * 45: 
t: «include doscall.mac 46: 
8: «include const .h 47: 
9: k 48: 
10: .xref itoh * 外 部 参照 49: 
11: Xx 50: 
12: * メモ リ 管 理 ポ イン タ の 構造 51: 
Las £ 52: 
14: PREVMEM equ 0 53: 
15: OWNERPROC equ 4 54: 
16: MBEND equ 8 55: 
17: NEXTMEM equ 12 56: 
18: x 57: 
19: «text 58: 
20: „even 59; 
21: x 60: 
22: ent 61: 
23: lea.l mysp,sp *sp の 初期 化 62: 
24: 63: 
25: Clr.1  -(sp) * ス ー パ ー バ イザ モー ド に 64: 
26: DOS _ SUPER * 切り 換え る 65: x 
27: xd0 = ssp 66: 
28: move.1 dð, (sp) *SSp を 待 選 57: 
29: _ 68: * 
30: loopl: move.1 PREVMEM(a0),d0 *dO = 直前 の メモ リ 管 理 ポ イン タ 69: buff: 
31: beq loop2 *9 な ら 先 頭 70: crlfms: 
3p: movea.] d0,a0 ` xað = 直前 の メモ リ 管 理 ポ イン タ Il: F 
33: bra  loopl * 先 頭 に 達する まで 繰り 返す 12: 
34: 3: 
35: loop2: pea.l buff * メ モリ 管理 ポイ ンタ の 74: ネ 
36 : move.1 a0,-(sp) * 先頭 アド レス を 75: mystack: 
37: bsr itoh * 16 進 文字 列 変換 し て 78: 
38: addq.1 #8,sp * buff 以 降 に セッ ト す る 77: mysp: 
39: 78: 
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直前 , また 直前 と いう よう に ずっ と 前 に た どっ て い 
〈 と OS 内 部 に ある 最初 の メモ リ 管 理 ポ イン タ に 突 
き 当たる 7。 こ の メモ リ 管 理 ポ イン タ は OS その も の 
が 収め られ だ た メモ リブ ロッ ク を 表し て いる と 考え ら 6 
れる 。『 プ ログ ラマ ー ズ マニ ュ ア ル 』」 の 表記 に 従い , 
以下 , この 最初 の メモ リ 管 理 ポ イン タ の 置か れ た ア 
ドレ ス を fstmem と 呼ぶ こと に する 。 な お , fstmem の 
位置 は Human68k の バー ジョ ン に よっ て 異な る 2。 
Human68k に お ける メモ リ 管 理 ポ イン タ に よる 
メモ リ 管 理 の イメ ー ジ を 図 1 に 示す 。 最 初 の a) で は 
A-C の 3 つの メモ リブ ロッ ク が 確保 きれ て いる 。 
図 1 で は 特に 明記 し て いな い が 各 メモ リブ ロッ ク の 
頭 に は それ ぞ れ メモ リ 管 理 ポ イン タ が ある 。 いま, 


それぞれ の メモ リ 管 理 ポ イン タ は , 


0 で ルーラ うど うし 0 
と いう リン ク グ を 形成 し て いる (0 は リン ク の 未 端 を 
示す も の と する )。 C の 後ろ が 空き メモ リ で ある 。 空 
き メ モリ は どの メモ リ 管 理 ポ イン タ に も 属 き ない 部 
分 で あり , どこ まで が 空き メモ リ か は 別 の 情報 ( 図 
で は memend と し た ) で 示す 必要 が ある 3?。 
この 状態 か ら 新 た な メモ リブ ロッ ク D を 確保 す る 


と b) の よう に な る 。 空き メモ リ の 先頭 を 前 っ て D に 


割り 当て た 形 だ が 。 を その の ち D を 開放 すれ ば a) に 戻る 
わけ だ が , D を 確保 し た まま で C だ け を 開放 する こ 
と も で きる 。c) の 状態 が それ で , B と C, C と D の 
間 の リン ク を 断ち 切っ て , つなぎ 合わ せ た 格 好 を し 
て いる の が わか る 。 

空い に て し まっ だ メモ リ は 無駄 に は な ら な い 。 次 に 


確保 する メモ リ が ここ に 収まる 大 きる で あれ ば , d) 
の よう に この 隙間 を 埋め ゆる 形 で メモ リ の 確保 が 行わ 
れる 。 さらに 残っ た 隙間 も まだ た あと で 使わ れる チャ 
ンス が ある 。Human68k は メモ リ の 確保 を 行う とき 
に , 必ず , メモ リブ ロッ ク の 隙間 に 収まる か どう か 
を チェ ッ ク す る ?。 

た だ , Human68k の 場合 , 隙間 の チェ ッ ク を メモ 
Y の 低位 か ら 順 に 行う の で , 必ず し ちゃ 最高 の 効率 で 
メモ リ が 使用 で きる わけ で は な い 。20K バ イト , 10 
K バ イト の 隙間 が この 順序 で 存在 する と き に , 10K 
バイ ト の メモ リ を 確保 し よう と する と, 最初 に 見 つ 
けた 20K バ イト の 隙間 を 使っ て し まい , 10K バ イト 
の 隙間 2 つが 残る と いう 結果 に な る 。 


1 メモ リブ ロッ ク の 表示 


メモ リ 管 理 ポ イン タ は 通常 の アプ ログ ラム で は 特に 
気 に す る 必要 が な い の だ が , つい で な の で , VAN 
1 に メモ リ 管 理 ポ イン タ の リン ク を だ と り , fstmem 
以降 の メモ リプ ブロ ッ ク の アド レス を すべ て 表示 する 
プロ グラ ム MB.X を 示す 。XC や Human68k Ver.2. 
0 な ど に 付い て いる PROCESS.X を ずっ と 簡単 に し 
だ た よう な も の だ (実行 結末 を 見 比べ て みる と よい )。 
リス ト 2 の ITOH.S と リン ク し て 実行 形式 ファ イル 
を 作成 する よう に な っ て いる 。ITOH.S 中 の サブ ル 
ー チ ン itoh は , 以前 作っ た 数 値 つ 16 進 文字 列 変換 サ 
プル ーー チン を ,。 スタ ペッ ク を 介し て パラ メー タタ を 渡す 
ょ うに 作り 直し た も の だ 。 こ れ か ら も ちょ くち ょ く 


move.b #'-’,buff+8 * つ な ぎの '-' を 書き 込む 
pea.l buff+9 * メ モリ プロ ッ ク の 
move.1 MBEND(a0),d0  * 最終 アド レス を 
subq.1 +41,d0 . * 16 進 文字 列 に 変換 し て 


move.1 d9,-(sp) * buff+9 以 降 に セッ ト す る 
bsr itoh * 

addq.1 #8,sp _ * 

pea.1 buff *XXXXXXXX-XXXXXXXX ま で を 
DOS _PRINT * まとめ て 表示 する 
addg.1 #4,sp x 

pea.l crlfms TE 

DOS _PRINT * a 

addq.1 #4,sp k 


move.1 NEXIMEM(a0),d0 xd0 = つぎ の メモ リ 管 理 ポ イン タ 
movea.1 d0,a0 * ま 注意 : フラ グ は 変化 し な い 


bne 1oop2 *d の が 0 で な けれ ば 繰り 返す 
DOS _SUPER * ネ ユー サー モー ド に 
addq.1 #4,sp * 戻す 
DOS _EXTT 終了 
data 


91234567890123456 


.dc.b  *12345678-12345678',0  * 表 示 用 文字 列 格納 領域 
de.b  CR,LF,0 * ネ 改行 コー ド 
stack 
even 
* ス タッ ク 領 域 
.de.l 100 k 
„end ent * 実 行 開始 アド レス は ent 


使う の で ライ ブラ リ に 加え て お な いて は ほし い 。 
MB.X の アル ゴリ ズム は , fstmem か ら 順次 , メモ 
リブ ロッ ク の 先頭 アド レス と 最後 の アド レス を 表示 
し て は リン ク を た とる 処理 を 繰り 返す と いう だ け の 
単純 な も の だ 。 最後 の メモ リブ ロッ ク に 到達 し た か 
と どう か は ,。 メモ リ 管 理 ポ イン タ 内 の “次 の メモ リ 管 
理 ポ イン タ の アド レス ” が 0 か どう か で 判断 する 。 
た が だ, fstmem が 何 番地 か 決め られ な いた だ た め , メイ ン 
の 処理 に 先立っ て fsStmem の 位置 を 探る なけ れ ば な 
ら な い 。 これ は メモ リ 管 理 ポ イン タ を メモ リ 低 位 方 
向 へ た どる こと で 行う 。 

問題 は も う ひ と つ あ る 。fsStmem は OS 内 で あり , ユ 
ー ザ ー 空 間 の 外側 の スー パー バイ ザ 空 間 に 位置 し て 
いる 。 通常 の アプ リケーション の 走行 環境 で ある ユ 
ー ザ ー モ ー ド で は アク セス で き な い 場所 に ある わけ 
だ ?。 を そこ て, 一 時 的 に スー パー バイ ザ モ ー ド に 移行 
する 必要 が 出 て くる 。 こ れ に は DOS ュ ユー ル Ssuper を 
使う 。 リ スト 1 の 25 行 の よう に スタ ッ ク に ロン グ ワ 
ー ド で 0 を 積ん で 9super を 呼び 出す と スー パー バ 
イザ モー ド に 移行 する こと が で き る 。super か ら 戻 っ 
た 時点 で d0.1 に は 直前 まで の ssp (スー パー バイ ザ ス 
タッ クボ インタ) が 入っ て お 027。 これ は あと で ユー 
ザー モー ド に 戻る と き に 必要 な 情報 な の で どこ か に 
保存 し て お か な けれ ば な ら な い 。 リ スト 1 で は 素直 
に スタ ッ ク に し まっ て いる 。 

スー パー バイ ザ モ ー ド に 移行 し , 安心 し て 悪 る が 
で きる よう に な っ だ と ころ で メモ リ 管 理 ポ イン タ を 
だ と どっ て fstmem を 探す 。 プ ログ ラム が 起動 し た 時 点 
で a0 レ ジス タ に は プロ グラ ム の 置か れ た メモ リブ 
ロッ ク の メモ リ 管 理 ポ インタ が 入っ て いる こと に な 
っ て いる が から, そこ を 基点 に し て メモ リ 管 理 ポ イン 
を ひたすら 前 に た どっ て いく (30-331). 

fstmem が 見 つか っ だ ら ,16 進 変換 サブ ルー チン を 
適当 に 使っ て メモ リプ ロッ ク の 最初 と 最後 の アド し レ 
ス を 表示 する 。 ひ と つの メモ リ 管 理 ポ イン タ に 対す 
る 処理 が すん だ 6, リン ク を だ どっ て 続く メモ リブ 
ロッ ク を 処理 する (35-597). 

も し 続く メモ リ 管 理 ポ イン タ が な けれ ば それ で て 処 
理 は お し まい だ 。 終了 上 直前 に 礼儀 正しく スー パー バ 
IFE PDA SES PERALTA UL, 
これ は る っ き ス ー パ ー バ イザ モー ド に 移っ た と き に 
DOS ュ ユー ル super か ら 6 戻っ て きた ssp の 元 の 値 を ス 
タッ ク に 積ん で 再度 super を 実行 する こと で 行う 9。 


1 メモ リ の 人 確保 と 解放 


OS が メモ リ を 管理 し て いる 以上 , ユー ザー ブロ グ 


ラム は OS に 与え られ だ メモ リ 以 外 に 手 を 出し て は 
いけ な い 。 もし, 実行 途中 で より 多く の メモ リ が 必 


要 に な っ だ 60S に 要求 し , 確 人 し て か ら 使 う 。Hum 
an68k に は , メモ リ 確 保 に 関す る DOS ュ ユール と し て 
malloc, free, setblock の 3 つが 用 意 き る きれ て いる 。 る を 
れ ぞ れ , メモ リブ ロッ ク の 確保 。 メ モリ ブロック の 
解放 メモ リブ ロッ ク の サイ ズ 変 更 を 行う 。 
O malloc 

malloc は 次 の よう に し て 呼び 出す 。 


move.]1 確保 し た い バ イト 数 , 一 (sp) 
DOS MALLOC 
addq.1  %4,sp 


バイ ト 数 に メモ リ 管 理 ポ インタ の 分 を 入れ る 必要 
は な い 。 自動 的 に メモ リ 管 理 ポ イン タ で 使う 16 バ イ 
ト だ け 余 計 に メモ リ が 確保 る れる 。 ま ただ, バイ ト 数 
は 下位 の 24 ビ ッ ト の み が 有 効 だ (上 位 8 ビ ッ ト は 0 
と 見 な る れる)。X68000 の メイ ン メ モリ は 最大 で 12 
M バ イト だ か ら 6 これ で 十分 な の は いう まで も な い 。 


メモ リ の 確保 に 成功 し た 場合 は dO .1 に 確保 し て 使 - 


える よう に な っ だ た メモリ の アド レス を 入れ て 戻る 。 
これ は メモ リ 管 理 ポ イン タ の 直後 に あたり , 実際 に 
使え を る メモ リ の 先頭 アド レス だ 。 

メモ リ 不 足 で 指定 し た だ どけ の メモ リ が 確保 で き な 
か っ た 場合 は dO.1 に 81000000』 十 確保 で きる 最大 の 
バイ ト 数 が 返っ て くる 9。 ま た, 完全 に 確保 不可 能 な 


5) 強引 に アク セス し よう と 
し て も , ユー ザー モー ド か らら 
見 れ ば “そこ に は メモ リ が 実 
装 さ れ て いな い の と 同じ こ 
L” なので, バス エラ ー が 発 
生 す る 。 


6) 実際 に は clr.I を 使っ て い 
る 


o 


7) すでに スー パー バイ ザ モ 
ー ド な の に 再び スー パー バイ 
ザ に 切り 替え よう と する と エ 
ラー に な り , d0.| は 負 の 値 を 
と る 。 

| 
8) リス ト | で は いき な り s 
uper を 呼び 出し て いる よう に 
見 える が , 28 行 で すでに ssp を 
スタ ッ ク に 積ん だ 形 に な っ て 
いる の で ,。 これ で よい の だ 。 

| 


9) malloc で 一 度 に 確保 で き 
る 最大 の バイ ト 数 は , 空き メ 
モリ の 合計 で は な く , 最大 の 
大 き さ の 空き メモ リブ ロッ ク 
の 大 き さ で ある こと に 注意 し 
た い 。 


リス ト ら ITOH.S 
1: .xdef itoh * 外 部 定義 
2: + 
3: „text 
4: .even 
5: A 
6: *Xitoh(value, buff) 
7: BRE: 32 ビ ピッ ト 整 数 を 16 進 8 桁 の 文字 列 に 変換 する 
8: * レ ジス タ 破 壊 : cor 
9: x 
10: * ex) 
ll; * pea.1 buff 
12: * move.1 #$12345678,-( sp) 
13: * bsr itoh 
14: * addq.1 #8,sp 
15: * 0 1 
16: * buff:  .dS.b 8+1 
17: * 
18: * 
19: value = 8 
20: buff = 12 
21: x 
22: itoh: 
23: link a6, #0 
24: movem. 1 d0-d2/a0,-(sp) 
25: 
26: move.] value(a6),dð * 値 
27・ movea.1 buff(a6),a0 * 文 字 列 格納 アド レス 
28: 
29: moveq. 1 #8-1,d2 * 以 下 を 8 回 繰り 返す 
30: 
31: itoh0: rol.1 #4,dQ *d の .1 を 左 に 4 ピッ ト 回 転 する 
32・ move.b d0,dl *d9 の 下位 バイ ト を d1 に 取り 出し 
33: andi.b #$0f,d1 * 下位 4 ビ ピット を 残し て マス ク す る 
34: addi.b +'0*,dl * こ こ で 数 値 か ら 16 進 を 表す 文字 へ 
35: cmpi.b **9*+1,dl * 変換 する 
36: bos itoh1 * 99 の 場合 は "9' を 足す だ け だ が 
ーー addq.b +'A'-"0'”-10,d1 * AF の 場合 は さら に 補正 が 必要 
39: itohl: move.b dl,(a0)+ * 変 換 し た 文字 を し まう 
40: 
4l: dbra d2,itoh0 * 線 り 返す 
42: 
1 clr.b (að) * 文 字 列 終端 コー ド を 書き 込む 
45: moyem. 1 (sp)+,d0-d2/a0 
46: unlik a6 
47: rts 


x 68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング de 


10) リス ト 3 の ALLMEM.S は 
ITOH.S 同 様 ラ イブ ラリ と し 
て 使う た め の も の だ か ら , 単 
独 で 実行 形式 ファ イル に し て 


も 意味 が な い 。 


11) 


リス ト | の MB.X を 走ら 


せ た 人 な ら , 最後 に や け に 大 
き な メ モリ ブロ ッ ク が ある の 


に 気づい た は ず だ 。 


リス ト 3 ALLMEM.S 
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場合 は 戻り 値 は 8200000x』」 に な っ て いる (x は 不定 だ 
そう だ )。 メ モリ 管理 ポイ ンタ を 格納 する た め の 16 バ 
4 すら 取れ な か っ た と いう こと だ 。 

と どちら に し ろ , 8xxxxxxx』 は 2 の 補 数 と し て 見 れ 
ば 負 の 値 で あり , ほか の DOS ュ ー ル 同様 , d0.1 が 負 
で あれ ば エラ ー ヒ と 判断 し て よい こと に な る 。 

malloc の 返す エラ ー を 積極 的 に 利用 する と, リス 
h 9 の よう ぴら こと も て きる 。 こ こ に 示す サブ ルー 
チン alhmem は 取れ る 限り 大 き な メ モリ ブロ ッ ク を 
確保 し , その 先頭 アド レス を d0.1 に 入れ て 戻る 。 確 保 
で き な か っ た だ た ら d0.1 は 負 の 値 に な る 。 

allmem で は 最初 に 絶対 確保 で き な い 大 きる の メ 
モリ を 確保 し よう と する 。 当然 エラ ー に な る か ら , 
戻り 値 の dO0.1 は 81xxxxxx』 か 8200000xa。 の どちら か 
だ 。 81xxxxxx』 だ っ た 場合 は 下位 24 ビ ッ ト を 残し て 
上 位 ビ ッ ト を マス ク す る と, 確保 で きる 最大 バイ ト 
数 が 答 ら れる 。 こ の 値 を 使っ て も う 一 度 malloc を 実 
行 す れ ば , 間違い な 〈 最 大 の 大 きる の メモ リブ ロッ 
ク が 確保 で きる わけ だ 。8200000x』a だ っ た 場合 は , 上 
位 を や を マスク し て も う 一 度 malloc し て も や は り エ ラ 
ー に な る わけ で , サブ ルー チン か ら 戻 っ た 時 点 で メ 
イン ルー チン 側 で エラ ー チ ェ ッ ク す れ ば 判別 で き る 。 
Ofree 

malloc で 確保 し た メモ リブ ロッ ク を 解放 する に 
は free を 使う 。malloc の 戻り 値 を スタ ッ ク に 積ん で 
呼び 出す だ けが だ 。 


move.] 確保 し た メモ リ の アド レス , 一 (sp) 
DOS _ FREE 
addq.1 #4,sp 


変 な アド レス を 指定 し た 場合 な ど , エラ ー の と き 
は d0.1 に 負 の 値 を 返す が , malloc の 戻り 値 を その ま 
ま 使 えば , エラ ー が 起こ る こと は 考え られ な い 。 


doscall.mac 


«include 
* 
.xdef  allmem * 外 部 定義 
* 
„text 
„even 
* 
: Xallmem() 


; 1 機能 : 確保 で きる 最大 の メモ リプ ロッ ク を 確保 する 
ox 
: * ネ レジ スタ 破壊 : 9.1,oocr 


d0.1 に 確保 し た 先頭 アド レス を 持っ て 戻る 
d9 1 が 負 の 場合 は エラ ー 


ex) 
bsr allmem 
tst.1 dð 
bmi error 

move.1 #$ffffff,-(sp) 

DOS _ E 

andi.1 #$ffffff,d0 

move.1 dð, (sp) 

DOS _MALLOC 

addq.1 #4,sp 

rts 

.end 


な お , free を 使っ て 明示 的 に 解放 し な く て も , exit 
や exit2 で プロ セス が 終了 し た と き に , その プロ セス 
が 確保 し た メモ リ は すべ て 解放 ほれ る こと に な っ て 
いる 。 だ が , 礼儀 と 上 し て は 確保 し た スモ リ は きち ん 
と 解放 し て か ら 6 終了 す べき だ ろう 。 
Osetblock 

残る setblock は malloc で 確保 し た メモ リブ ロッ ク 
の 大 きる を 変更 する の に 使う 。 小 さき くす る の に も 大 
きく する の に も 使え る 。 呼び 出し 方 法 は 次 の と ぉ り 
¡pa 


move.l 変更 し た い バ イト 数 , 一 (sp) 
move.] 確保 し た メモ リ の アド レス , 一 (sp) 
DOS SETBLOCK 

addq.1 #8,sp 


setblock の 実行 が うま くい け ば , その メモ リブ ロ 
ッ ク は 指定 し た 長 る に 変更 きれ て いる 。 メ モリ ブロ 
ッ ク を 小さ くす る 分 に は エラ ー は 起き よう も な い が , 
大 きく 《 く し よう と し て で き な か っ た 場合 は malloc 同 
様 の 値 で d0.1 に エラ ー を 返し て 〈 く る 。 

ŠT, Human68k の チャ イル ド プ ロ セ ス 起 動 時 の 
メモ リ 割 り 当 て に は 変 な 癖 が ある 。 最も 大 き な 空 き 
メモ リプ ロッ ク を 全部 確保 し て , プロ グラ ム を 読み 
込む 領域 に 割り 当て て し まう の だ ゆり 。 メ モリ 上 に 
Human68k と COMMAND.X だ けが ある 状態 か ら ユ 
ー ザ ー プ ログ ラム を 起動 する と, その プロ グラ ム に 
は 最も 大 き な 空 き メ モリ ブ プ ブロック, つまり, フリ ー 
エリ ア の 残り 全部 が 割り 当て られ る 。 家 を 買っ た ら 6 
広い 歴 が オマ ケ に 付い て きだ よう な も の で , ブログ 
ラム 本 体 は を の 頭 の 部 分 に ちょ こん と 置か れ た 形 に 
な っ て いる 。 この"“ 庭 " は malloc な ん か し な く て 
b, 当然 自由 に 使っ て よい 。 す で に 確保 きれ て いる 
の だ 。 

が , 広い メモ リ を 与え られ た と いう こと は , その 
メモ リ の 管理 が ユー ザー プロ グラ ム に 任 さ る れ た こと 

意味 する 。 どこ を 使っ て いる の か を 自分 で 把握 し 
て いる 必要 が ある わけ だ 。OS の 苦し み を いや と いう 
ほど と 味 あ わる れる こと に な る だ ろう 。 そこ で , いっ 
だ ん 余分 な メモ リ を OS に 返却 し て し まい , それ か ら 
必要 に 応じ て malloc で 確保 し て 使う と いう こと が 
よ て 行わ る 。!『 こ ん な メモリ は いら な い 」 と 戻し て 
きい て 。 ! て も 。 ちょ っ と ちょ うだ いね 」 と 少し ずっ 
取り 返す の だ 。 

余分 な メモ リ の 切り 離し に は , さっ き の setblock 
を 使い , “プログ ラム 自身 が 置か れ て いる メモ リブ ロ 
ッ ク を “プログ ラム 本 体 を 収め る ぎり ぎり の 大 き 
る "に 変更 する 。 リ スト 4 の サブ ルー チン memoff が 
この 場合 の 常 奪 的 な 手順 だ 。 

setblock に 渡す パラ メー タ と し て “プログ ラム 自 
身 が 置か れ て いる メモ リブ ロッ ク の メモ リ 管 理 ポ イ 


ンタ の 直後 の アド レス "と , “プロ グラ ム 本 体 の 大 き 
3" が 必要 ど だ から, まず , これ ら を 求め る 。 前 者 は 
プロ グラ ム 起 動 時 の a0 レ ジス タ (ニプロ グラ ム の 置 
か れ だ た メモ リブ ロッ ク の メモ リ 管 理 ポ イン タ の 先頭 


アド レス ) に , メモ リ 管 理 ポ イン タ で 使っ て いる メ 
モリ サイ ズ 16 を 加え れ ば よい 。 リ スト 4 で は 15 行 の , 
lea.1 16(a0) ,a0 


で この アド レス を a0 に 求め て いる 。 ま た , 起動 時 の 
a1 レ ジス タ に は プロ グラ ム 本 体 の 終わ り 直 後 の ア 
ドレ ス が 入っ て いる の で , al から いま 求め た a0 の 値 
を 引け ば , プロ グラ ム で 使っ て いる メモ リ の 大 きる 
が 求まる 。 あ と は これ ら を setblock に 渡す だ けが だ 。 


プロ セス 管理 と は 


Human68k で は プロ セス は “プロ セス 管理 ポイ ン 
タ "②⑦ と 呼ば れる 240 バ イト の 構造 体 杖 の デー タ で プ 
ロ セ ス を 管理 し て いる 。 メ モリ 管理 ポイ ンタ の よう 
に 相互 に リン ク す る よう な こと は な く , 単に 管理 情 
報 が ひと まとめ に し て ある だ け の も の だ 。 

プロ セス 管理 ポイ ンタ は 表 2 の よう な 構造 を し て 
50 (K, L, W, B は それ ぞ れ ロン グ ワ ー ド , 
ワー ド , バイ ト を 意味 する ), メス モリ 管理 ポイ ンタ の 
直後 に 置か れる 。 慣例 に 従い プロ セス 管理 ポイ ン 
タ 内 の デー タ は メモ リ 管 理 ポ イン タ の 先頭 か ら の 相 
対 ア ドレ ス (アド レス の 差 ) で 示し て ある 。 プロセ 
ス 管 理 ポ イン タ の 直後 か ら 実 際 の プロ グラ ム が 格納 
され る 。 プ ログ ラム の 先頭 に ent と いう ラベ ル を 付け 
だ と する と , プロ セス 管理 ポイ ンタ の 先頭 は ent-F 
0』 で 直接 指定 でき る 3。 

ここ で は , プロ セス 管理 ポイ ンタ の 中 身 自体 を 理 
解す る 必要 は な い 。「 プ ログ ラム の 頭 に は こん な 情報 
が 付い て いる ん だ な ーー。 プロセ ス を 管理 する の に 必 
要 そ うな 情 報 が 並ん で いる な 一 」 と いう 程度 の 認識 
で 十分 だ 。 実 際 . この 内 容 を 直接 書き 換え る こと は 
ユー ザー プロ グラ ム に は 許 き れ て いな いし , 読ん で 
みた と ころ で 役に立つ よう な 情報 も 少な い 。 

だ だ , プロ セス 管理 ポイ ンタ の 80。 番 地目 以降 に , 
起動 きれ だ プログ ラム 自 身 り の ドラ イブ 名 , パス 名 , 
ファ イル 名 が 格納 し て ある の は ちょ っ と お いし い 。 
この 情報 は ブログ ラム の 実行 に 必要 な デー タフ ァ イ 
ル が ある 場合 に 重宝 する 。 デ ー タ ファ イル を 実行 フ 

ァイル と 同じ デイ レク トリ に 置い て ぢ お く こ と に すれ 
ば , この プロ セス 管理 ボイン タ 内 の 情報 か ら , デー 
タフ ァイル の ある ディ レク トリ (結局 は 実行 ファ イ 
ル の ある ディ レク トリ ) が す で 求 め ら れる 。 これ で 

"次 も いう デー タフ ァイル の ある デイ レク トリ に 
移動 し て か ら 実 行 し て くだ さい" な ど と いう 間抜け 
な ブロ グラ ム を 作ら な く て すむ だ ろう 。 


Oexec 

プロ セス に 関す る DOS コ ユー ル は いく つか ある が , 
その うち 最も 利用 価値 の 高い の が プロ グラ ム 中 か ら 
ほか の ブログ ラム を 起動 する exec だ 。 この DOS ュ ー 
ル ひ と つ で 子 プ ロモ セス の 起動 が 比較 的 簡単 に 行え る 。 

な お , exec で 子 プ ブロ セス を 起動 すみ る とき に は Hu 
man68k 内 部 で malloc が 実行 る され, 子 デ ロ セ ス 用 の 
メモ リ が 確保 きる れる 。 こ の だ ため, 子 プ ロ セ ス 起 動 の 
前 に , きっ き の memoff の ょ うな 処理 で 子 プ ロ セ ス 
用 の 空き メモ リ を 作っ て お か な けれ ば な ら な い 。 

exec に は 0 一 4 の モー ド が 用 意 き る きれ て お り , モー 
ド に よっ て パラ メー タ の 個数 や 意味 が 異な る 。Hu 
man68k Ver.2.0 て ! は 機能 が 若干 拡張 さき され て いる が , 
今回 は Ver.1.0 と 共通 の 部 分 が どけ を 取り 上 げ る 4。 
モー ド 0 は プロ グラ ム の ロー ド ・ 実 行 を 一 気 に 行 う 。 


move.1 環境 変数 領域 の アド レス , 一 (sp) 
move.l コマ ンド ライ ン フ パラ メー タ , 一 (SD) 
move.] 起動 ファ イル 名 , 一 (sp) 
clr.w = (8p) * モ ー ド 0 
DOS EXEC 
lea .] 14 (sp) , sp 

環境 変数 領域 の アド レス に 0 を 指定 する と, 子 プ 


ロ セ ス は 親 の 環境 を を その まま 引き 継ぐ 。 特 別 な 環境 
で 子 プ ロモ セス を 走ら せよ うと いう の で な い 限 り , い 
つ 6 0 に し て お り は よい だ ろう 。 コマ ンド ラオ シグ バ パ 
ラメ ー タ は 任意 の 文字 列 (の 先頭 アド レス ) で 指定 
する 。 子 プロ セス 側 で は この アド レス を 起動 時 の a2 
レジ スタ で 受け 取る こと に な る 。 起動 ファ イル 名 は 
や は り 適 当 な 領域 に ファ イル 名 を セッ ト し て , その 
先頭 アド レス で 指定 する 。 最 後に スタ ッ ク に 積ん て 
いる 0) は モー ド 番 号 の 0 だ 。 

リタ ー ン 時 の d0.1 が 負 で あれ ば エラ ー が 発生 し た 
( 子 プ ロモ ス が 起動 で き な か っ た ) こと を 意味 する 。 


I12)『 プ ログ ラマ ー ズ マニ ュ 
アル 」 を 見 る と , プロ セス 管 
理 ボ イン タ の 同義 語 と し て 
“PSP”, "PDB" と いう 2 つの 
語 が 未定 義 の まま 使わ れ て 
いる よう だ 。 前 者 は MS-D0S 
で 使わ れ て いる 言葉 で “Pro 
gram Segment Prefix” Nt? 
っ た と 記憶 し て いる 。“ プ ロダ 
ラム が 格納 され た 領域 の 頭 書 
2” ぐら い の 意 味 だ 。 後者 は 
マニ ュ ア ル で は ひと 言 も 触れ 
られ て いな い が , きっ と “Proc 
ess (Program ? ) Data Block" か 
な ん か だ ろう (自信 は な い が )。 


13) メモ リ 管 理 ポ イン タ も 同 
様 に ent 一 100』 で 指定 で きる 。 
これ は ブロ グラ ム 起 動 時 の a0 
レジ スタ と 同じ 値 に な る は ず 
で ある 。 


リス ト 4 MEMOFF.S 


1: „include _ doscall .mac 

2: t 

3: .«xdef memoff * 外 部 定義 

4: £ 

5: . text 

6: ¿even 

T: E 

8: *memoff() 

9: *# 機 能 : プロ グラ ム 本 体 以降 の 余分 な メモ リ を 開放 する 

10: : 注意 : プロ グラ ム 起 動 直 後 、a9,a1 が 破壊 され る 前 に 

11: 呼び 出す こと 

12: TUAMA: að. ーー 1,d0.1,ccr 

13: 

14: er 

15: lea.l 16(a9),a9 *a0 = メモ リ 管 理 ポ イン タ の 直後 
16: *al = プロ グラ ム 本 体 の 直後 
17. suba.l a9,a1 žal - að = プロ グラ ム に 必要 な 
18: x メモ リサ イズ 
19: move.l al,-(sp) * メ モリ プロ ッ ク の 新 サイ ズ 
20: move.1  a0,-(sp) * メ モリ プロ ッ ク の 先頭 アド レス 
21: DOS _SETBLOCK * メ モリ プロ ッ ク サ イス 変更 
22 addq.1 #8,sp * ス タッ ク 補 
23: 
24: rts 
25: 
26: .end 


X 68000 マ シン 語 
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14) 子 プ ロ セ ス の 終了 コー ド 
は DOS コ ー ル wait を 使っ て も 
取得 で きる 。wait は 単に , 

_ WAIT 

で 呼び 出し , 最後 に 実行 し た 
子 ブ プロ セス の 終了 コー ド を 


DOS 


dO.| に 返す 。 


dO0.1 が 正 で あれ ば , それ は 子 プ デ ロ セ ス の 終了 コー ド 
て ある 9。 

モー ド 1 は ロー ド の み を 行い , 実行 アド レス を 
dO .1 に 返す 。 呼び出し 時 の パラ メー タ は モー ド 番 号 
を 除け ば モー ド 0 と 変わ ら な い 。 


move.] 環境 変数 領域 の アド レス , 一 (sp) 
move.) コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ , 一 (Sp) 
move.] 起動 ファ イル 名 , 一 (sp) 

move.w *l,— (sp) * モ ー ド 1 
DOS EXEC 

lea .] 14 (sp) , Sp 


モー ド 1 で ロー ド し た の ち 実 行 す る に は モー ド 4 
を 使う 。 モ ー ド 1 の 戻り 値 あ スタック に 積ん で 渡す 
TES 

move.1 実行 アド レス , 一 (sp) 
move.W #4,— (sp) 
DOS EXIT 
addq.1 #6,sp 


モー ド 2 は モー ド 0, 1 実行 前 の 下 準備 に 使う 。 


15) child を 呼び 出す メイ ンプ 


ログ ラム 側 で は , この 512 バ イ 
ト も 計算 に 入れ て スタ ッ ク 領 


具体 的 に は コマ ンド ライ シン を ファ イル 名 と パラ メー 
タ に 分 解 し , 同時 に 指定 し た 環境 変数 領域 内 の 環境 


域 を 確保 する 必要 が ある 。 


変数 path を 参照 し て ファ イル を ディ スク か ら 検 索 
する 。 フ ァイル 名 は この 検索 結果 に 従っ て 絶対 パス 


16) exec で 子 プ ブロ セス を 実行 


し た と き に は sp,sr 以 外 の レ 
ジス タ は 破壊 され る 。 


て 返さ れる 。 
MORE CONFIG.SYS 
の よう な 文字 列 を , 
A:YBINFMORE.X 
CONFIG.SYS 


Re プロ セス 管理 ポイ ンタ 


る ⑧ メ モリ 管理 ポイ ンタ 


+00, 4L 

る ⑧@ プ ロ セ ス 管 理 ポ イン タ 

+i IL プロ セス の 環境 変数 領域 アド レス (= 起動 時 の a3) 

十 |4。 IL ブロ セス が 終了 し た 際 の 戻り アド レス 

+i8& IL プロ セス が CTRL+C に よっ て 中 断 さ れ た 際 の 戻り アド レス 
十 |C。 IL プロ セス が エラ ー に よっ て 中 断 さ れ た 際 の 戻り アド レス 
+20。 IL プロ セス に 与え られ た コマ ンド ライ ン の アド レス (= 起動 時 の a2) 
+24, 12B プロ セス の ファ イル ハン ドル の 使用 状況 

+304 IL プロ セス の bss の 先頭 アド レス 

+34 IL プロ セス の ヒー プ の 先頭 アド レス (bss と 同じ ) 

+384 IL プロ セス の 初期 スタ ッ ク ア ドレ ス (= プロ グラ ム の 終わ り 十 | = 起動 時 の al) 
+3C4 IL 親 プ ロ セ ス の usp の 値 

+40 IL 親 プ ロ セ ス の ssp の 値 

+44 Iw 親 プ ロ セ ス の sr の 値 

+464 IW 中 止 時 の sr の 値 

+48, IL 中 止 時 の ssp の 値 

十 4C』。 5L trapl0 て 14 の 例外 ベク タ 

+604 IL プロ セス の フラ グ (0… 親 , 一 | …0S か ら 起 動 さ れ た ) 
+64, 28B 未 使 用 (Ver.2.0 で は 一 部 使用 ) 

+80 IL この プロ セス に 対応 する ファ イル の ドラ イブ 名 (ドラ イブ 名 十 ") 
十 82。 IL この ブロ セス に 対応 する ファ イル の パス 名 CAY 0) 
+04, IL この プロ セス に 対応 する ファ イル の ファ イル 名 (CX,0) 
+DC, 36B 未 使用 

倫 ブ ログ ラム 本 体 

+ 100; ~ 
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に 分 け て くれ る わけ だ 。 モー ド 2 の 結果 を 使っ て モ 
ー ド 0 か 1 を 改め て 実行 すれ ば , path が 通っ て いる 
ディ レク トリ に ある プロ グラ ム な ら ど れ で も 簡単 に 
ロー ド ・ 実 行 で きる 。 


move.1 環境 変数 硫 域 の アド レス , 一 (sp) 

move.l コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ の 格納 
PHR, 一 (sp) 

move.1 与え を る コマ ンド ライ ン 兼 ファ イル 
名 格納 領域 一 (sp) 

move.W #2,— (sp) *※ モ ー ド 2 

DOS EXEC 

lea .1 14 (sp) , sp 


環境 変数 領域 は モー ド 0 , 1 同様 , 0 を 使っ た 手 
抜き 指定 が 可能 だ ど 。 ま た だ , 与え る コマ ンド ライ ン が 
ファ イル 名 で 上 書き る れる 点 に は 注意 し て も らい だ 
Mu 

残る モー ド 3 は メモ リ の 範囲 を 直接 指定 し て , る 
こ に ブロ グラ ム を ロー ド す る 。 あ まり 使わ れ な い だ 
ろう か ら こ こ で は 相手 に し な い 。 X-BASICOFNC 
ファ イル の 読み 込み な ん か に 利用 きれ て いる よう だ 。 


子 ブ プロセ ス の 起動 


exec は この まま 使っ て も それ な り に 便利 な の だ 
が 。 辻 士 手間 が か か る の て 。 こ こ て 。 ヨ マン ドラ ォ ィ 
ン 文 字 列 を や 与え る と path の 検索 か が から ロー ド ・ 実 行き 
で 行う よう な サブ ルー チン を 作っ て お くく 。 サ ブル ー 
チン 名 は child と し ょ う 。 リ スト 5 が だ 。 大 筋 は exec の 
モー ド 2 と 0 を 連続 実行 し て いる だ け で , 変 な こと 
は し て いな いつ も り だ か ら , し っ か り 読 み 切 っ て も 
らい だ い 。 

ます , サ フル ー チ ン の 頭 で 512 パ イト の ロー カル エ 
リア を 用 意 し て いる 9。exec モ ー ド 2 で 分 解き れる 
ファ イル 名 と コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ を 格納 する 
の に 256 バ イト ずつ 使う 。 リ スト 中 で は それ ぞ れ の 先 
頭 ア ドレ ス は スタ ッ ク フ レー ム 上 の 位置 “nam buf 
(a6)”, “cmdlin(a6) "で 表 き る きれ て いる 。 以下 , これ 
ら を 単に nambuf, cmdlin と 表記 する 。 

ロー カル エリ ア 確 保 後 , d0 と sp を 除く レジ スタ を 
AA YZE, それ か ら サ ブ プルー チン に 渡 
る れ だ た コマ ンド ライ ン 文 字 列 の 先頭 アド レス を a0 
に 取り 出し , その 文字 列 を nambuf に コピ ー す る 。 
exec モ ー ド 2 で は 与え た 文字 列 を 上 書き する 形 で 
ファ イル 名 が 返る きれ る た だ た だめ, メイ ン か ら 渡 され た 文 
字 列 を 保存 する 意味 で こう いう こと を し て いる 。 こ 
の コピ ー な ら 上 書き され 失わ れ て も , メイ ン ル ー チ 
ン に 影響 は 出 な い 。 
nambuf へ の 文字 列 コ ピー は 39-41 行 の ルー で 
行っ て いる 。 nambuf が 256 バ イト し か な い の で , 4 


れ 以 上 は 絶対 に 転送 し な いよ う 細 工 し て ある 。 
ここ で 使っ て いる dbeq は dbra の バリ エー ショ ン 
T, eq は beq の eq と 同じ "も し Z ク フラ グ が 立っ て いれ 
IP と いう 条件 を 表す ⑦。dbeq は 次 の よう な 動作 を 
する 。 
1) 有 ク フラ グ が 立っ て いれ ば , 即座 に ルー プ を 抜け , 
dbeq の 直後 の 命令 の 実行 に 移る 
2) そう で な けれ ば , 指定 され た デー タレ ジス タ を 
1 減ら す 
3) 結果 が 一 1 で あれ ば ルー プ を 抜け る 
4) そう で な けれ ば , 指定 アド レス に 分 岐 し , ルー 
ブ を 繰り 返す 
2) ~4) は dbra の 動作 と 同じ で , その 前 に フラ グ に 
よる 条件 判断 が つい た も の と 思 を ば よい 。 感じ と し 
LE, 
skip 
dí, > 


beq 
dbra 
skip: ~ 
を ひと まとめ に し た よう な も の だ 。“ あ る 処理 を 一 定 
回 数 線 り 返す が , 途中 で 特定 の 条件 が 成り 立っ て い 
だ た ら ル ー プ を 抜け る ” の に 便利 な 命令 だ 。 こ こ で は 
"メモ リリ 転送 を 255 回 繰り 返す が , 途中 で 文字 列 の 終 
端 コ ー ド を 見 つけ た ら そ れ 以 上 転送 ボ f ず に ルー プ を 
抜け る ”" た め に 利用 し て いる 。 
nambuf に コマ ンド ライ ン 文 字 列 を セット したら, 
以下 , 環境 変数 領域 (手抜き の 0 ), cmdlin, nambuf 
を スタ ッ ク に 積ん で , exec モ ー ド 2 , 0 を 連続 実行 
する 。 モー ド 2 の 呼び 出し で スタ ッ ク に 積ん だ パラ 
メー タ が モー ド 0 で も その まま 使え る の で , 途中 の 
スタ ッ ク 補 正 は 省略 し , スタ ッ ク ト ッ プ の モー ド 番 
号 を 直接 2 か 5 ら 0 に 置き 換え て いる (5341), 


1: „include doscall.mac 
2: * 

3: .xdef child * 外 部 定義 
し 

5: x EXEC モ キー ド 

6: x 

7: LOADEXEC equ 0 

8: PATHCHK equ 2 

9: x 

10: „text 

11: „even 

12: * 


13: Xchild(cmd) 
14: * 機 能 : 与え られ た コマ ンド ライ ン に 従っ て 


15: * プロ グラ ム を チャ イル ド プ ロ セ ス と し て 起動 する 


16: * d0 .1 に EXEC の 終了 コー ド を 持っ て 戻る 
17: * d9 .1 が 負 の 場合 は エラ ー 

18: * レ ジス タ 破 壊 : d9.1 ,ocr 

19: x 

20: * ex) 

21: * pea.l cmd 

22: * bsr child 

23: * addq.1 #4,sp 

24: * tst.1 dð 

25: Y bmi error 

26: ネ 

27: * cmd .dc.b ' command /cdir*,0 
28: * 

29: nambuf = -512 

30: cmdlin = -256 

31: str < 8 


exec? ら の 戻り 値 d0.1I は その まま サブ ルー チン か 
ら の 戻り 値 し し て メイ ン ル ー チ ン に 返す 。 メ イン 側 
は d0 .1 の 正負 か ら エ ラー の 有無 を 判定 する 。 

child の 使用 例 を リス ト 6 に 示す 。 この プロ グラ ム 
CHLDTEST.X は 単に し チャ イル ド プ プロセス と し て 
ATTRIB.X を 起動 する だ け の も の だ 。 起 動 す る コ 
マン ド は プロ グラ ム 中 に 埋め 込ま れ て いる の で , 適 
当 に 変更 し て みる と よい 。 メ モリ の 切り 離し に リス 
ト 4 の memoff を 使っ て いる か ら , 実行 ファ イル は , 

A>LK CHLDTEST CHILD MEMOFF 
で 作成 する こと 。 

ST, サブ ルー チン child は COMMAND.X を 経由 
する こと な く 直 接 プ ログ ラム を 子 プ ロモ セス と し て 起 
動 す る 。 そ の だ め , COMMAND.X の 内 部 コマ ンド 
P, リダイレクト , パイ プ な どの 機能 を 利用 する こ 
と は で き な い 。 もし, これ ら の 機能 が 使い た けれ ば , 

COMAMND DIR 

COMMAND DIR >$$$ 

COMMAND DIR | MORE 
の よう な 文字 列 を child に 渡る な けれ ば な ら な い 。 を 
れ が 面倒 で あれ ば , 

DIR | MORE 
と いう 文字 列 を 渡す と, 

COMMAND DIR | MORE 
に 変換 し て か ら child を 呼び 出す よう な サブ ルー チ 
ン を 作っ て お け ば よい 。 リ スト 7 に を の 一 例 を 示す 。 

256 バ イト の ロー カル エリ ア に 56 行 で 用 意 し た 

“command ” と いう 文字 列 キ オメ イン か ら 渡 され た 
文字 列 を 作り 上 げ , child を 呼び 出す だ け だ 。 プ ログ 
ラム 上 の テク ニッ ク と し て は , 2 つの dbeq の 微妙 な 
使い 方 を チェ ッ ク し て いて も らい だ い 。 


17) 当然 , dbne や dbcc や dbcs 


な ん か も ある 。 


リス ト ら 5 CHILD.S 


32: * 

33: child: 

34: link a6 ,#-512 *S512 バ イト の ロー カル エリ ア 
35: movem. 1 d1-d7/a の 9-a6 , -( Sp ) 

36: 

37: movea.l str(a6 ) ,a1 * 与 えら れ た 文字 列 を 
38: lea.1  nambuf(a6),a0 * ロー カル エリ ア に 
39: move.w #255-1,dQ * 最大 255 バ イト 
40: chldQ: move.b (al)+,(a0)+ * コピ ビー し て お く 
41・ dbeq d0,ch1d0 **・ 上 書き され る か ら 
42: clr.b (a0) * 念 の た め の 終 端 コ ー ド 
43: 

44 clr.l -(sp) * 自 分 の 環境 

45 pea.1 cmdlin(a6 ) * パ ラメ ー タ 部 格納 領域 
46 pea.1 nambuf(a6 ) * コ マン ドラ イン 兼 

47: * フル パス 名 格納 領域 
48 move.w #PATHCHK,-(sp) *PATH 検 索 

49: DOS _EXEC * 

50: tst.1 de *dO . 1 が 人 負 な ら 

51: bmi ch1d1 * エラ ー 

52: 

53 move.w #LOADEXEC, (sp) * ロ ー ド & 実 行 

54: DOS _ EXEC * 

55: chldl: lea 14(sp),sp * ス タッ ク 補 正 4*3+12 バ イト 
56: 

57: movem.1 (sp)+,d1-d7/a0-a6 

58: unlk ab 

59; rts 

60: 

61: . .end 
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18) その 過程 で 困っ た こと に 
ARG2.S5 の バグ を 見 つけ て し 
まっ た 。 中 月 号 P.Ill の リス 
ト 54 行 の , 

bsr getarg 
(3, 

bsr nextarg 
の 間違い だ 。 似 た よう な ラベ 
ル 名 に は 気 を つけ よう (教訓 
に な る な ーー)。 


19) が 一 ん 。 ま た も や バグ を 
見 つけ て し まっ た 。 1043 
P.62 リ スト 6。268 行 の , 

bne wopen0 
は , 

bpl wopen0 
の 間違い だ 。 と , この よう に 
プロ グラ ム は 使い 回 し し て い 
る うち に パグ も 取れ 。 だ ん だ 
ん 信頼 性 が 高く な る の だ っ た 

(や ー, 教訓 に な る な あ )。 


ANG CHLDTEST.S 


プロ セス 操作 の 応用 


最後 に , child を 使っ た 実用 プロ グラ ム を ひと つ 示 
す 。 リ スト 8 の RDERR.X は 標準 エラ ー 出 力 を フ 
ァイル に リダイレクト し て , 子 プロセ ス を 実行 する “" 
プロ グラ ム だ 。 エ ラー メッ セー ジ な ど , 標準 エラ ー 
出力 に 出力 る され る メッ セー ジ を ファ イル に 落と し た 
いと き に 利用 し て も らい たい 。 

A>RDERR リダイレクト 先 フ ァイル コマ ンド 
の よう に し て 使用 する 。 また, 

A>RDERR / ? 
に より , 上 記 程 度 の 簡単 な 使用 法 を 標準 エラ ー 出 力 
に 出力 し て 終了 する 。 こ の あたり の コマ ンド ライ ン 
パラ メー タ 関 係 の 処理 は 以前 の ARG2.S か ら 流 用 し , 
微 調整 し て ある !9。 

リダイレクト の 処理 に は DOS ュ ユー ル dup2 を 使っ 
て いる 。 以 前 使っ た dup は すでに オー プン し た ファ 
イル ハン ドル を コピ ー し て 新しい ファ イル ハン ドル 
を 返す も の だ っ た だが, dup2 は コピ ビー 先 の ファ イル ハ 


1: t チャ イル ド プ ロ セ ス ん た ん 準 に 起動 し て みる 26: 
2: x 27: 
3: $ 作成 法 as chldtest 28 
4: x lk chldtest child memoff 29: 
5: * 30: 
6: „include doscall.mac 31: 
7: «include const .h 32: 
8: ネ 33: 
9: .xref child * 外 部 参照 34: 
10: .xref memoff * 35: 
11: * 36: 
12: text 37: 
13: „even 38: 
14: * 39; 
15: ent: 40 
16: lea.l mySsp,SD *sp の 初期 化 12 
17: : 
18: bsr memof f * 余 分 な メモ リ を 開放 する ー 
19・ : 
20: pea.1 cmd * チ ャ イル ドブ プロ セス 起動 45 
21 bsr child * 46: 
22: addq.1 #4,sp * 47: 
23: tst.1 dð * エ ウラ ウー? 48・ 
24: bmi error * そう な ら エ ラー 終了 49: 
25: 
リス ト フ COMMAND.S 
1: . include doscall.mac 30: 
2: $ 31: 
3; .xdef command * 外 部 定義 32: 
4; .xref child * 外 部 参照 33: 
5: £ 34 
6: «text 39: 
7: .even 36: 
8: ネ 31: 
9: *Xcommand (cmd) 38: 
10: * 機 能 : command .x を チャ イル ド プ ロ セ ス と し て 起動 する 39: 
11: t 00 .1 に EXEC の 終了 コー ド を 持っ て 戻る 40 
12: * d9 .1 が 負 の 場合 は エラ ー 41: 
13: XLIX IHR : d0.1,ccr 42: 
14: x 43: 
19: 2 ex) 44: 
16: * pea.l cmd 45: 
17: * 。 ・ bsr command 46: 
18: * addq.1 #4,sp 47: 
19: * tst.1 dô 48: 
20: * bmi error 49: 
21: ¥ 50: 
22: * cmd: .dc.b  *dir | more',0 Ki: 
23: $ 52: 
.24: temp = -256 53: 
25: str > 8 54: 
26: x 55 
27: command: 56 
28: link 86 ,#-256 57: 
29: movem.1 a0-al,-(sp) 58: 
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ンド ル 番 号 を 指定 で きる 。 つ まり , ファ イル ハン ド 
ル を 強制 的 に (上 書き する 形 で ) コピ ー す る わけ だ 。 
ファ イル ハン ドル AE と B が ある と き に , dup2 で A を 
B に 強制 コピ ビー する と , A と B は 同じ ファ イル を 指 
す よ うに な る 。A ニ ある ファ イル を オー プン し て で 
きだ ファ イル ハン ドル , B 三 標準 エラ ー 出 力 の ファ 
イル ハン ドル と 考え れ ば , これ は 正しく 標準 エラ ー 
出力 の リ ダ イ レ ク シ ョ ン で ある 。 心配 な の は この フ 
ァイル ハン ドル が 子 デ ロモ セス に 引き 継が れる か どう 
か だ が , 標準 入出 力 や エラ ー 出 力 に 使わ れる 0 一 4 
の ファ イル ハン ドル は ちゃ ん と 引き 継が れる こと に 
a Tie 

プロ グラ ム 中 で は 50 行 以下 が リダイレクト の 処理 
だ 。 ま ず , すでに コマ ンド ライ ン 解 析 ル ー チ ン に よ 
っ て filnam 以 下 に 切り 出る され て いる リダイレクト 先 
ファ イル を create で 新規 作成 する 。 以 前 の UPPER. 
X を 参考 に , create で エラ ー が 出 て も , も う 一 度 open 
で 書き 込み モー ド で オー プン し て いる 。 こ れ は con 
な どの キャ ラク タデ バイ ス が 指定 され た 場合 に 備え 
TOCE Rn 


DOS _EXIT ET 
x 
・ error: * エ ラー 終了 
pea errmes 
DOS _PRINT 
addq.1 #4,sp 
move.w #l,-(sp) 
DOS _EXIT2 
ネ 
.data 
„even 
* 
cmd: .dc.b attrib *.*',0 * 起 動 コ マン ド 
: errmes: .dc.b "コマ ンド が 起動 で きま せん ' ,9 
x 
stack 
even 
* 
mystack: * ス タッ ク 領 域 
.ds.1 1024 
mysp 
end ent * 実 行 開始 アド レス は ent 
lea.1 temp(a6 ) ,a0 * 一 時 領域 に 
lea.l comstr,al * command ' の 文字 列 を 
move.w #255-1,dQ * コピ ー す る 
: COm の : move.b (al)+,(a0)+ * 
dbeq d0,com0 * 
subq.1 #1,a0 *a の は 行き 過ぎ て いる 
movea.1 str(a6 ) ,a1 * 与 えら れ た 文字 列 を 
: comli: move.b (al)+,(a0)+ * それ に に る 
dbeq dQ,coml * (合計 で 255 バ イト まで ) 
clr.b  (a9) * 念 の た め の 終端 コー ド 
pea.1 temp(a6 ) *"command "+strě 
bsr child * 実行 する 
addq.1 #4,sp * 
movem.1 (sp)+,a0-al 
unlk a6 
rts 
* 
.data 
.even 
: comstr: .dc.b  'command ?”,0 
.end 


create, open と も に エラ ー で あれ ば , エラ ー メ ッ 
セー ジ を 出し て 終了 する 。 オ ー プ ン で きた ら そ の フ 
ァイル ハン ドル を 標準 エラ ー 出 力 を 表す ファ イル ハ 
ンド ル に dup2 で コ ユ コピー し, いま オー プン し た ファ イ 
ル ハ ンド ル は 不要 に な っ た の で クロ ー ズ する 。 で 
メイ ン ル ー チ ン に 戻る 。 

メイ ン ル ー チ ン で は その後, child を 呼び 出し て 子 
プロ セス を 起動 し , 子 プ アロ モス か ら 6 戻っ だ た 6, リ ダ 
イレ クト され て いた 標準 エラ ー 出 力 を クロ ー ズ し て 
元 の con に 戻す 。child の 戻り 値 (= ニ exec の 戻り 値 ) 
を 調べ て エラ ー の 有無 を 判別 する 前 に 標準 エラ ー 出 
力 を 閉じ て いる の は , エラ ー メ ッ セ ー ジ を 標準 エラ 
ー 出 力 に 出し て いる 関係 だ 。 順 序 を 間違え る と , エ 
ラー メッ セー ジ が リダイレクト 先 の ファ イル に 行っ 
て し まい , エラ ー メ ッ セ ー ジ を 標準 エニ ラー 出力 に 出 
し て いる 意味 が な く な る 。 


と , 今月 の 話 は これ まで 。 

プロ セス 関連 は つつ 〈《 と な か な か 面白 く (人 に も 
ょ る だ ろう が ), プ ブロ セス 管理 ポイ ンタ 周り で は トリ 

ー な 技 も か な りあ る 。 妙 な (決し て 役 に は 立た 
な い ) サン プル プロ グラ ム も 何 本 か 用 意 し て あっ た 
の だ が , 
て し まっ た だ, 残念 。 ま , 読者 諸氏 も , 暴走 を 顧み ず 
いろ いろ 試し て みる と OS や マシ ン 語 に 対す る 知識 
の 幅 を 広げ る こと が で きる か も し れ な い 。 暗黒 の 迷 
豆 で ある OS 内 を 懐中 電灯 片手 に うろ つき 回 る の も 
また 一 興 で ある 。 

と ころ で, 当 連 載 で これ まで に 紹介 し た 68000 の 命 
T, Human68k の DOS ュ ユー ル の 種類 は 結構 な 数 に 
る 。 主要 な と ころ は 押 る えた よう だ 。 次 回 は その は ほ 
か の 命令 や DOS コ ー ル を (全部 と いう わけ で は な い 
が ) ひと と お りさ る ら っ て みたい 。 


肥大 化し た 本 文 に 押し 出さ きれ て 痢 に 葬 6 れ ・ 


x て は 。 また 来 月 。 
リス トロ RDERR.S 

1: * 標準 エラ ー 出 力 を リダイレクト する 62: addq・1 #6,sp * 

2: x 63: tst.1 de 117-7 

3: * 作成 法 : as rderr 64: bmi errorl * そう な ら 今 度 こ そ エ ラー 終了 
4: f 1k rderr child memoff 65: 

5: x 66: wopen0: move.w d0,dl *d1 .w= 出 力 先 ファ イル ハン ドル 
6: . include doscall.mac 67: 

イ : „include const.h 68: move.w FSTDERR,-(sp)  * オ ー プ ン し た ファ イル ハン ドル を 
A 69: move.w dl,-(sp) * 標準 エラ ー 出 力 に 

9: xref child * 外 部 参照 70: DOS _DUP2 * 強制 コピ ー 
10: xxref  memoff * Ti: addq.1 #4,sp * 
11: x T2: tst.1 dð * エ ラー 
12: «text 73: bmi errorl * そう な ら エ ラー 終了 
13: „even 74: 
14: £ 75: move.w dl,-(sp) * い ま オ ー プ ン し た ファ イル ハン ドル は 
15: ent: 76: DOS _CLOSE * もう いらない か ら 
16: lea.l mysp,sp *sp の 初期 化 17; addq.1 #2,sp * クロ ー ズ し て し まう 
17: 78; 
18: bsr memoff * 余 分 な メモ リ を 開放 する ご rts 
19: : 
20: bsr chkarg * コ マン ドラ イン の 解析 81: * 
21: 82: * コマ ンド ライ ン の 解析 
22・ bsr do XxX 4 VER 83: * 
23: 84: chkarg: 
24: DOS _EXIT * 終 了 85: addq.1 #1,a2 *a2= コ マン ド 行 文字 列 先頭 
25: 86: 
26: * 87: bsr nextarg * ス ペー ス を スキ ッ プ する 
7: $ メイ ン 処 理 88: tst.b (a2) * パ ラメ ー タ が ある か ? 
28: * 89: beq usage * な いな ら パ ラメ ー タ が 足ら な い 
29: do: 90: lea.1  filnam,a0 *a9= ブ ァイル 名 切り 出し 領域 
30: bsr err redirect * 標 準 エ ラー 出力 を 91: bsr getarg * パ ラメ ー タ 1 つ を a9 以 降 に 取り 出す 
31: * リダイレクト 92・ 
32: move.1 a2,-(sp) * チ ャ イル ドブ プロ セス 起動 93: 1ea.1  -100(sp),sp *199 の バイ ト の ロー カル エリ ア に 
33: bsr child * 94: move.1 sp,-(sp) * DOS コ ー ル を 使っ て 
34: addq.1 #4,sp * 95: move.1 a0,-(sp) * ファ イル 名 を 
35: 96: DOS _NAMECK * 展開 し て みる 
36 : move.1 d0,-(sp) *EXEC の エラ ー コ ー ド を 退避 97: 1ea.1 199+8(sp) , sp * 
37: 98: tst.1 dð *d0 が 0 で な けれ ば 
38: move.w FSTDERR,-(sp)  * 標 準 エ ラー 出力 を クロ ー ズ 99: bne usage * ファ イル 名 の 指定 に 誤り が ある 
39: DOS _CLOSE * (割り 当て は con に 戻る ) 100: 
40: addq.1 #2,sp * 101: bsr nextarg * さ ら に スペ ー ス を 飛ば す 
41: 102: tst.b (a2) * ま だ ある か ? 
42: move.1 (sp)+,d9 *d9 .1 =EXEC の 終了 コー ド 193・ beq usage * 実行 すべ き コ マン ド が な い 
43: bmi errorZ * 負 な ら エ ラー 104: 
44: 105: rts 
45: rts 106: 
46: 107: x 
47; t 108: x AS AARUE LO ZONDA IAE TIA VI AED 
48: x 標準 エラ ー 出 力 を fi1nam に リダイレクト する 109: * 
49; x 110: nextarg: 
50: err_redireot・ 111: bsr skipsp * ス ペー ス を スキ ッ プ 
51: wopen・ 112・ 
52: move.w  RARCHIVE,-(sp) * 指 定 さ れ た ファ イル を 113: cmpi.b +'/*,(a2) * パ ラメ ー タ の 先頭 が 
53: pea.l filnam * 新規 作成 する 114: usage * /,- で あれ ば 
54: DOS _ CREATE * 115: cmpi.b +4'-*,(a2) * 使用 法 を 表示 
55: addq.1 #6,sp x 116: beq usage * 
56: tst.1 dð * エ ラー? 117・ 
2 bpl wopen® * エラ ー が な けれ ば オー プン 完了 118: rts 

: 119: 
59: move.w  RWOPEN,- (sp) *oreate で エラ ー が 発生 し た と き は 120: * 
60: pea.l  filnam * open を 使っ て 121: 3 a2 の 指す 位置 か ら パ ラメ ー タ 1 つ 分 を 
61: DOS _OPEN * も う 一 度 ラ イト オー プン し て みる 122: t a9 の 指す 領域 へ ユビ ピー する 
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123: f 


124: getarg: 
120: move. 1 
126: gtarg0: tst.b 
127: beq 
128: cmpi.b 
129: beq 
130: cmpi .b 
131: beq 
132: cmpi.b 
133: beq 
134: cmpi .b 
135: beq 
136: move .b 
137: bra 
138: gtargl: clr.b 
139; 
140: rts 
141: 
142: * 
143: * 
144: * 
145: skpsp0: addq.1 
146: 
147: skipsp: 
148: cmpi .b 
149: beq 
150: cmpi.b 
151: beq 
152: rts 
153: 
154: DOS 
1509: 
156: * 
157: € 
158: * 
159: usage 
160: lea 
161: bra 
162: * 
163: errorl: 
164: lea 
165: bra 

AS EA ó ~n 

《 広 告 の 半 ペ ー ジ 》 


a0,-(sp) 
(a2) 
gtargl 
#SPACE , (a2) 
gtarg1 
#TAB, (a2) 
gtargl 
#'-', (a2) 
gtarg1 
/*,(a2) 
gtargl 
(a2)+,(a0)+ 
gtarg0 
(að) 


movea.l (sp)+,a0 


* {レジ スタ 人 待避 
*1) 文 字 列 の 終端 コー ド か 
* 


*2) スペ ー ス か 

* 

*3) タブ か 

* 

*4 ) ハイ フン か 

x 

*5) ス ラッ シュ 

* 

* ru 
* 繰り 返 


e M ド を 書き 込む 
*) レジ スタ 復帰 


コマ ンド 行先 頭 の スペ ー ス を スキ ッ プ する 


使用 法 の 表示 & を 終了 ・ エ ラー 終了 
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#SPACE, (a2) 


skpsp0 
#TAB, (a2) 


skpsp0 


_EXIT 


usgmes ,a0 
err0 


errms1,a0 
err 


* ポ イン タ を 進め 
* 繰 り 返 す 


* サ プ ブルー チン は こ 
* ス ペー ス か ? 

* そう な ら 飛 ば す 
*TAB か ? 

* そう な ら 飛 ば す 


こ か ら 始 まる 


* フ ァイル オー プン 時 エラ ー 


いよ いよ 0 年 代 到 来 グ 


AR 
AO 


166: 
167: 
168: 
169: 
170: 
171; 
172: 
173: 
174: 
113: 
176: 
1r. 
178: 
179: 
180: 
181: 
182: 
183: 
184: 
185: 
186: 
187: 
188: 
189: 
190: 
191: 
192: 
193: 
194: 
195: 
196: 
197: 
198: 
199: 
200: 
201: 
202: 
203: 
204: 
205: 
206: 
207: 
208: 


p94: 


* チ ャ イル ド プ ロ セ ス 生 成 時 エラ ー 


* 標 準 エ ラー 出力 へ 
* メッ セー ジ を 
a 出力 する 


* 終 了 コ ー ド 1 を 持っ て 
* エラ ウー 終了 


機能 : 標準 エラ ー 出 力 を ファ イル に 切り 換え て か ら ”,CR,LF 
| 指定 の コマ ンド を 実行 し ます ',CR,LF 


使用 法 : RDERR 切り 換え 先 フ ァイル 実行 コマ ンド ” 


"ファ イル が 作成 で きま せん で し た 「,9 
"コマ ンド が 起動 で きま せん で し た 「,9 


error2: 
lea errms2,a0 
bra errO 
* 
errQ: move.w #STDERR,-(sp)} 
move. l a0,-(sp) 
DOS _FPUTS 
addq.1 #6,sp 
move.w #1,-(sp) 
DOS _EXIT2 
* 
+ デー タ 
x 
«data 
„even 
* 
usgmes: .dc.b 
„dc. b 
.de.b 
crlfms: .dc.b CR,LF, の 
errms1: .dc.b 
errms2: .dc.b 
* 
* ワー クエ リア 
* 
. bss 
.even 
4 
wfno: dS. W 1 
filnam: .ds.b 256 
* 
stack 
even 
* 
mystack: 
.ds.l 1024 
mysp: 
end ent 


5h 
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* リ ダイ レク ト 先 ファ イル ハン ドル 


* フ ァイル 名 切り 出し 用 バッ ファ 


* ス タッ ク 和 領域 
* 


* 実 行 開始 アド レス は ent 
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先月 は 休講 し た C 調 言語 講座 。 今 月 は 思考 ルー チン で ある ミニ マッ クス 法 に つい 


Iwai Ippel 


満開 製作 所 視 一 平 


て の 講義 で す 。 ミ ニ マ ックス 法 と は チェ スゲ ー ム な ど で お 馴染 み の 指 手先 読み の 
ワザ 。「 ぼ ほぼ よ よー て ん 」 で 始ま る 2 カ月 ぷり の 一 平 氏 は 気合 い が 入 つて ます 。 今 月 は 


珍し く 文 章 が 多い けど , し つが りこ と 理解 し まし よう 。 


SRIRIRRIRISSRRRGARRSANRARGAASRRARGRRARRNRAGRIGAGARNRNRARRNRIARG 


ELE +A. 最近 ディ ー プ アート と いう チェ スマ ジン が 新聞 や 
誌 で 評判 に なか っ て いる みた だ い だ け ど , 着実 に コン ピュ ー タ も 思 
考 を 深め とる わけ や ね 。 詳し いこ と は よく 〈《 知 ら な いけ ど , な ん で 
も カス タム チッ プ を 使っ て いる そう で , この チッ プ の 人 性能 の お か 
FT, 初め て 人 間 の グラ ンド マス ター ( 強 る に 対す る 称号 ) に 勝 
CROKE うだ 。 


忌 考 ルー チン の 話 


ST, この 思考 ルー チン だ けど と 。 オセ も セロ あたり て は か な り の と 
このみ ま て き て いる そう な が (それ て も や っ ぱり まだ 人 間 の チャ ン ビ ピ 
ォ ン に は 勝て な いそ うだ けど )。 あと, 森田 の 将棋 と か も わり と い 
いと こま で き て いる よう で す な 。 しかし, 私 の 勝手 な 考え で は , 
いち ば ん 茂 し い の は 囲碁 だ と 思う 。 

いま の 思考 ルー チン の 最大 の 間 題 点 は 学習 機能 の 弱る で あろ 2 う 
と 思う 。 つ まり , 一 度 犯 し た 間違い を , また 繰り 返す (と いう よ 
りゃ も , 自分 の 間違い を 発見 / 抽 出 で き な い ) と いう 欠点 が ある わけ 
だ な 。 た だ たと えば 極端 な 話 , 「 同 じ 間 違い は 絶対 二度と 繰り 返さ な い 」 
と いう 思考 グロ グラ ム が で きれ ば (相当 メモ リ を 喰い し を うだ な )), 
を いつ は 数 多 〈 対 戦 を 繰り 返す こと に よっ て , 少し ずつ で は ある 
に せよ , 確実 に 強 《 な っ て いく わけ で し ょ 。 要する に , いま の 技 
術 は を こま で き て いな いわ け だ 。 

を し て , 最近 情け な 〈 く 思う の が シミ ュ レ ーション ゲー ム の 思考 
ルー ナン て ある 。 別に も の すご てく 強 く な く て も い に か ら 。 少な 
と も 「 油 断 で き な い 」 と いう レベ ル に ま て 達し て くれ な い だ ろ う 5 
か (も ちろ ん ズル な し で )。 ここだ け の 話 だ が , 古典 的 ベス ト セ ラ 
ー の 戦国 シミ ュ レ ーション ゲー ム で , コン ピュ ー タ 側 の レベ ル を 
だ けり て アレ ルオ し て いた だ 人 人 が た だ たま たま 避 作 る く ス て 。 ヨン ピュ ョ ュー ク 
側が 扱っ て いた ある ひと つの 領地 を , 1 ター ン 内 で 2 度 の ぞい た 
こと が あっ だ た を そう な 。 で, その 結果 わか っ た こと は , その 思考 ル 
ー チ ン は , 1 ター ン の うち に ズル し て 何 度 も 動く こと に よっ て , 
強く な っ て いた と いう こと で あっ た 。 ち ゃ ん ちゃ ん 。 

し か し それ で さえ ん も 。 いま あの 思考 ルー チン は 。 ま だ まだ ママ えろい 
の で ある 。 言っ て みれ ば , 「 い よっ 。 若旦那, お 強い で すね ぇ 。 さる 
すがっ ! 39, あたしゃ コテ ン パ ン で ゲス 」 な ん て いう , タイ 
コモ チ 的 思考 ルー チン で ある よう な 気 が す る 。 そし て , そん な 思 


考 ル ー チ ン に 勝っ た で らい で , 小鼻 を びく びく きる せ て 喜ん で いる 
人 も 多い よう で ある 。 

勝負 ご と は , な ん で も 勝ち 負け が ある わけ だ 。 で も っ て , 勝て 
ば 気持 ちい いけ ど ,。 負け る と プリ プリ な わけ で ある 。 だから, A 
けた だ は ほう は 強く な ろう と 替 旋 し た りす る の て ある 。 し か し 。 TO 
いや な 負け 役 を , 学習 能力 と 向上 心 の は ほとんど な い パ ソコ ユン が 受 
け 持 っ て くれ だ りす る と , プレ イヤ ー は 負 鹿 旦那 に 成り 近 て だ り 
する わけ で ある 。 接待 プロ グラ ム の 功罪 や 如何 。 

大 分 前 に 読ん を ど イ ギリ ス 人 の 文章 で ある が ,「 ス ポー ツ の 最大 の 
効用 は , 負け を 教 ん を て くれ る こと だ 」 と いう の が あっ た 。 一種 の 
精神 修養 と いう と ら え 方 で ある な 。 確か に 負け 惜しみ と か , 言 
い 逃 れ は 紳士 的 じゃ な 〈, 見 苦し いも ん な 。 と いう わけ で , いま 
の パソ コ ュ ン ゲー ム の よう な , タコ い 思 考 ル ー チ ン に 勝ち 続け て い 
る と , 変 に 自信 を 持っ ちゃ っ て , 負け 惜しみ の 強い , いや ー な 人 
問 に 育っ て し まう か も し れ な いよ ー ん 。 

と いう わけ で , パソ コン 少年 の 精神 修養 の た ゆめ に も , と き に は 
人 間 に 勝つ よう な (も ちろ ん ズル な し で ) 思考 ルー チン が あっ た だ 
らい いな あぁ と 思う わけ で ある 。 る も な いと , 結局 は 思い 込み の 強 
い 人 し か 楽し め な い だ け の も の に な っ て し まう か も し れ な い ぞ え 。 


忌 考 の イロ 八 


コン ピュ ー タ に ゲー ム を させ る 場合 , も し も 「 読 み 切り 」 が で 
きれ ば それ で すべ て が 解決 する の で ある が , だ た いて い の ゲ ー ム で 
は それ は 無理 し いう も の で ある 。 なにせ, 起こ り る ゲー ム の 局 
面 の 数 が 「 全 宇宙 の 粒子 の 数 より も 多い 」 な ん て の は ザラ ご か ら 
で ある 。 た と えば, 大雑把 に 言っ て , 囲碁 で あれ ば 19x19 の 階 乗 , 
すなわち 361 ! の 局面 が ある の だ (実際 は それ より も ちょ っ と 少 
な い が , まあ , 似 た よう な も の ) 

そこ で , この 状況 を 克服 する た め に 評価 関数 し いう も の を 持ち 
出す の で ある 。 こ れ は , 盤面 の 形勢 を 数 値 化 し た も の で , た と えば 
いい 局面 な ら 30 点 , 負け そう な 局面 な ら 一 50 点 と か の 点数 を や つけ 
る の で ある 。 で , あと は この 点数 が で きる だ け 高 く な る よう に 駒 
を 動か し て いけ ば いい わけ だ な 。 

この 関数 の 完璧 な もの が わか る と いう こと は , すなわち , 最善 
手 が わ か る と いう こと な わけ で , と な れ ば 完璧 な ゲ レ イ が 可能 に 
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な る の で ある 。 し か し 当然 な が ら , 世の中 は そう 甘く な い の で て で あ 結果 は 3 b LEACHE, 黒 は きっ と b で , 結果 は 2 で あ 


る 。 実際 は ,「 ま あ , だ いだい は 当 だ っ て いる だ ろう 」 と いう 点数 ろう 。 こう 考 える と , 評価 関数 の 数 字 で は , 
し か 計算 で き な い の で ある 。 A => 3 
ZIT, 少し で も その 近似 の 精度 を 上 げ る だ た め に , ミニ マッ ク B > 5 
ス と いう 手法 を 使う の で あっ た 。 こ こら へ ん は ゲー ム 理 論 の 基礎 C > 9 
で ある 。 だ っ た の で ある が , 黒 の リア クシ ョ ン ま で も 考え に 入れ る と, 
A > 1 
B > 3 
C > 2 
ゲー ム 理 論 と し いう の は , みん な も よく 知っ て いる フォ ン ・ ノ イ と いう 点数 の ほう が も っ と も らし く 見 えて くる の で ある 。 を そこ て 
マン お じ さ ん が , 40 年 くら い 前 に , も う ひ と り の お 友達 と 一 緒 に 白 は この 数 字 を で きる だ け 大 きく し た いわ け だ か ら , B=3 を 選 
考え 出し た も の で ある 。 よー する に 基本 的 に この 何 十 年 の 間 進 歩 ぶ べ きだ と に いう こと に な る わけ で ある 。 | 
し て いな か っ た りす る 。 この 過程 を も う 一 度 た どっ て みる 。 
まず 評価 関数 を 使っ て 駒 を 動か す 方 法 で . いち ば ん 簡単 な の は 黒 は 数 字 を 小さ きく し よう と する の で , NIR RT a 
一 手 読 み び ある 。 これ は すべ で て の 動き を 試し て みて , その な か で の うち か ら , も っ と も 小さ な も の を 選ば ぼう と する 。 結局 早 が 選 
評価 関数 の 点数 が 最大 に な る も の を 選ぶ の で ある 。 こ れ は か な り で あろ うと 思わ れる の は , 
も っ と も な か 方法 で あろ う 。 しかし, 問題 は 先ほど も 述べ だ よう に min(A - x)=A-a=1 
評価 関数 が 完璧 じゃ や な いと いう こと な わけ だ 。 つまり, 一 見 する x 
と いい 手 に 見 を える が 。 どっ こい , チャ ンズ の 真 に ゼン シンチ あ すり の 言 min(B- x) =B-b=3 
葉 が 示す よう に , 実際 は その 手 を 指す と , 何 手 か 先 に 引っ 〈《 り 5 返 X 
され る 運命 に ある か も し れ な いわ け で ある 。 これ は 特に オセ ロ ゲ min(C - x) =C - b=2 
ー ム な ん か で は よく 出くわす こと で ,「 や っ た だ た! 隅 を 取っ だ ぞ ! x 
う び う び ひび 」 と 思っ だ た の も つか の 間 , 何 手 か あと に は その か いも な の 8 つて ある 。 
く ボロ ボロ に 負け て し まっ て 悔し い 思 い を し た 人 も 多い は ず が だ 。 で 。 自 は 数 字 を 大 きく し た いわ け で ある か ら , これ ら の うち か 
LIT, 考え 出さ きれ た の が ミニ マッ クス 理論 で ある 。 ら も っ と も 大 きい B-b=3 を 選ぶ わけ で ある 。 で, これ は , 
これ は 簡単 に 言っ て し まえ を ば, いま か ら 何 手 か 先 の 評価 関数 の B - b=max(min(X - x)) 
示す 点数 を 子 測 し よう / 引 っ 《 く り 返 る れる か も し れ な い 事 態 を 前 X X 
も っ て 予測 し よう , と いう こと で ある 。 図 1 
A A B C 
ミニ マッ クス 理 請 こ は 3 5 3 
SIN / / へ 
まず は わか りや すい よう に , いち ば ん 浅い ミニ マッ クス を 考え 。 し i : a 
て みよ う 。 ゲ ー ム は , まあ , な ん で も よい の だ が , と りあ え ず は 
AABT, スペ ー ス の 都合 も ある か ら , ZNZNO TFI AAU 図 2 
3 通り あっ て , その うち の ひと つ を 選ぶ こと に よっ て ゲー ム が 進 E , > 。 
ん で いく と いう こと に する 。 で , 評価 関数 は 常に 白 に と っ て の 点 3 5 9 
数 と いう こと に し よう 。 す な わ ち 。 折 は この 数 字 を 大 きく し た い | | ~~ 
し 。 時 は この 数 字 を 小さき くし た い の で ある 。 ま ず は 最初 に , 評価 」 | 
数 状態 が 図 1 の よう だ ほし よう .。 ANA 
T, ここ に 表示 きれ て いる 範囲 内 で 考え る な ら (つま り 白 も 黒 22y ahy 22y aby 227 227 aby «fy 227 
も これ より 深 ( は 考え な いと 仮定 する ). も し ち 自 が A 案 を 採用 し た o o 
な ら , きっ と 黒 は それ に 対し て a を 選択 する だ ろう と いう こと が 図 3 
わか る 。 なぜなら , 黒 は で きる だ け 小 さい 数 字 に し た い の だ か ら , , , 
a=1, b=3, c=2 の うち か が から な ら ば ,。 a の 1 を 選ぶ は ず て で 5 
ある 。 で , A の 手 に お ける 評価 関数 は 3 だ けど , 黒 が それ に 対抗 a | o o oo 
する 手 を 考慮 に 入れ る と , 実は A の 本 当 の 点数 は ,、 3 で は な く 1 m E = 
だ と いう ほう が 正確 らし いと いう こと が わか る の で ある (あく まき / へ IN / | へ 
で この 枝 振り の 様子 か ら 考え れ ば , と いう こと を 忘れ ず に )。 同 じ 。/ o a ( 、 


ょ よう に , も し も 白 が B 案 を 採用 し た な ら , 黒 の 手 は きっ と b て 。, 
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ISA いい WU いい AV 


な わけ な の だ 。 評 価値 の 最小 (ミニ マム) を 選ん だ な か か ら , W 
大 (マキ シマ ム ) を 選び 出す 。 こ れ が ミニ マッ クス の 意味 な の で 
ある 。 


ここ て 理解 し て ぢ か な けれ ば な ら な い の は , これ は あく まで ゲ 
ー ム の 展開 あ モ デル 化し た も の で あっ て , NITE 
ん な に 単純 で は な いと いう こと で ある (本 質 の 部 分 で は , 通い 合 
う も の が ある こと は ある けど と )。 

上 の 例 で は 白 が B を 選べ ば , 黒 は で びき る だ け 頑 張っ て b を 選ぶ 
と いう こと に な っ て いる が , 実際 は 黒 に は 黒 の 考え が ある の だ か 
b, 日 の 予測 と お なり に 動く と は 全然 限ら な い 。 

さら に は ,。 だ と えば , も う 一 手 深く 読む と , 
な っ て いる の か も し れ な い の が だ 。 

T, た だ たと ぇ ば 日 が B を 選ん だ と する 。 黒 は それ に 対し て , 
- ク ロー ズ ア ッ プ し だ よう な 枝 振 り に くる わけ で ある 。 

ここ で ミニ マッ クス を 適用 する の で あれ ば , 黒 は 逆 の 立場 だ か 
ら マ ックス を と っ て か ら ミ ニ を 取る の で , 


実は 図る の よう に 


図 3 


a- 万 三 6 

b-«a=9 

c=y=2 
と な る 。 これ を 最小 に し だ いわ け だ か ら , c- y=2 が 狙い 目 と な 
bo すなわち, ZRNBOBEALT, 日 の 予想 で ある b で は な く 《, 
c を 選ぶ の で ある 。 そ うな る と 日 は 「 ラ ッ キ ー! 3 点 に 行き 着 
l と 思っ て た けど , 黒 は 4 点 の 枝 を 選ん だ ぞ 」 と 考え る わけ で あ 


BW, ELTI? la- 6=8*b- «==9 を 回 避 し て c - y=2 て 収 
の だ で 。 うり し し し し 」 と 思っ ら て いる の ある 。 

な ん か お 互い の 思惑 が チグハグ だ けど , これ が ミ 
実体 で ある 。 


ニ マ ックス の 


ミニ マッ クス の 欠点 


1 い 


「 自 分 の 評価 関数 は 十分 に 正しい 」 

と いう , か な り 強 引 な 前 提 の も と に , 

「 お そら く 〈 敵 も , 自分 の と 同じ よう な 評価 関数 を 使っ て いる に 
い な kwj 


と みな すわ け で ある 。 


E “EX 


か な り 無 謀 な 手法 で ある が , 
「 」 と いう の も 見 つか ら な い の で , 10, 


A, や っ ちゃ ぇ え !「」 な の で ある 。 


LHL, や っ ぱり な か ( 


ん は マイ ナー 


ミミ マッ クス て は , 


進ん で い 
か ら ゆ っ 0% 
ST, 


《 な る と いう 


て の る 。 CIEE; 
し て 3 段 で らい で あき 
を の 結果 , 先 の ほう が よく わか ん な い の で , あま り 強 い 思 考 ル ー 
に いう こと な っ て し まう の て あろ る 。 

で ,「 こ こ か ら 先 の 枝 振 り は 見 る 必要 は な い 」 と いう の を 判定 し , 
少し で も 計算 時 間 の 短縮 と を もくろむ の が g- 切断 で ある 。 そ し て 


と ころ を , 我慢 


に て きき な いい 


これ は 来 月 の テー マ で ある 。 


- は 土 よ り 飛 


Be NN 
け で , その よう な と き は 自分 の 評価 関数 と , 敵 の 行動 予測 用 の 
価 関数 を , 別々 に 使う 必要 が 出 て くる の で ある が , 
人 アル ツル を に すず ぎ だ いか ら , 
この よう に 交錯 し た 思惑 の な か で ゲー ム が 
くわ け で ある 。 基 本 原理 は それ ほど 面倒 な も の で は な い 
2 えれ ば 問題 な いで あろ う 。 
この ミニ マッ クス の 最大 の 欠点 と いう の が , 
な ゲー ム で も , 数 段 の 探索 で た ち ま ち も 枝分かれ が トン で も な く 〈 多 
こと で ある 。 す な わ ち 計算 
本 当 は 5 段 く らい 先 ま で の 枝 振り を 見 だ い 
ら め る と いう こと に 


Zs 426% 
お いて お ぢ く 〈。 


[時間 が や だ た だら と か か る の 


ブロ グラ ム の 解説 


ちょ っ と で も 複雑 な ゲーム に な る と , 
っ て し まう の で , あれ これ 考 た た の だ が な か な か よい テン プル 
が 見 つが か な な か っ た だ た だ 。 

「1 列 どけ の 性 跳 ひ ゲー ム 」 と いう の を や っ て みる こと 


cts 
図 4 


WHITE = 


DEDEDEDEDEDEDENEE 


プロ グラ ム 実 行 結果 
A>g1 9 9 


0, BLACK 
Www000bbb 
0www00bBb 
0Www0bb0b 
00wwwbB0b 
0bWwwb00b 
0b0wwBw0b 
0bbww0W0b 
0bbww00wB 
0bbww0bWO 
0bbww0B0w 
0bbwWb00w 
0Bbw0bw0w 
b0bw0bWO0w 
b0Bw0b0ww 
bb0W0b0ww 
bb00wB0ww 
bb0bW00ww 
bb0B0w0ww 


BLACK WIN 


Agi 1 0 


WHITE = 
W 


EVEDEDEDEDEO 


1, BLACK 
Www000bbb 
0www00bBb 
0Www0bb0b 
00wwwbB0b 
0bWwwb00b 
0b0wwBw0b 
0bbww0W0b 
0bbww00wB 
0bbww0bWO 
0bbww0B0w 
0bbWwb00w 
0Bb0wbw0w 
b0b0Wbw0w 


WHITE WIN 


O0wwW00bbb 
9www の Bb9b 
00wwWbb0b 
0Bwwwb00b 
0b0wwbW0b 
0bBww0w0b 
0bbww00Wb 
0bbww0Bw0 
0bbww0b0W 
0bbwwB00w 
0bbw0bW0w 
B0bw0bw0w 
b0bw0b0Ww 
bB0w0b0ww 
bb00Wb0ww 
bb0Bw00ww 
bb0b0W0ww 
bbB00w0ww 


O0wwW00bbb 
の www の Bb の b 
00wwWbb0b 
0Bwwwb00b 
0b0wwbW0b 
0bBww0w0b 
0bbww00Wb 
0bbww0Bw0 
0bbww0b0W 
0bbwwB00w 
0bb0wbW0w 
B0b0wbw0w 
b0b00bwWw 
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た だ たちまち 枝 が プ ブ ハ ブ ハ に 


oc 心 の CO の ビード ゆ の コ つの の の OO の ビビ コ ざ さら 


必 ビ デ の の の コ つの の の OO の コマ 


ILE. で, この 最大 の 欠点 は , な に げ な く 〈 作 っ た 評価 関数 が , 
どう や ら 「 完 璧 」 だ っ た らし くく て ,。 わ ぎわ ぎざぎざ ミニ マッ クス を し な 
く て も 1 段 だ け 見 て , 評価 関数 を 最大 に する 駒の 動き を 選べ ば を 
れ で 最善 手 に な っ て し まっ た と いう こと で ある 。 

Se これ て は サッ ジル に ならない 」 と 思っ だ た が 。 そ こはく 
N, 転ん で も タダ で は 起き な い 私 で ある 。 き っ を そく 評価 関数 を 
ワザ と 少し な か し くし て みて , 「 ほ うら , こ の よう に 評価 関数 が お 
か し てく て も , ミニ マッ クス を 使え ば ちゃ ん と いい 手 を 指す よう に 
だ あん だ よ 」 と 。 開き 直っ て し まう の て ある 。 

元 の 「 完 壁 ら し い 評 価 関 数 」 は , /*ー*/ で 注釈 文 に し て 無効 に 
し て ある vtable と いう 配列 ( 表 ) を も と に 計算 し て ある (リス ト 
1). その あと に 作っ た ワザ と お か し くし た 評価 関数 用 の 表 と 見 比 
さて いた だき さき た kk 

T, ゲー ム と いう の は 9 マス の 左端 3 マス に は 白 , 右端 3 マス 
に は 黒 が いる 。 白 は 右 へ , 黒 は 左 へ 移動 する の だ が , 前 に 石 が い 
な けれ ば 1 マス 進む だ け 。 も し も 前 に 石 が あり , そし て その 先 に 
( 何 個 先 で も よい ) に 空い (に た マス が ある の な ら , そこ へ びょん と 跳 
ん で いけ る 。 だ だ し 1 回 に 一 度 し か 飛べ な い 。 も し も 空き が な か 


ィ ン ク ルー ド フ ァイル (gl h) 


ここ < と ここ < ここ ここ ここ ここ ニニ = は よ 。 時 ニニ ニニ ニニ ここ ここ っ <2 ここ と クニ 
: #define SIZE 9 /* 盤 の 大 き さ */ 
: fdefine KOMA 3 /* 駒の 数 */ 


・ #define EMPTY 9 


1 

2 

3 

4 /* 空き */ 
5: fdefine WHITE 1 

6 

7 

8 

9 


/* 白駒 */ 
/* HE */ 


/* 無効 (あり えな い 値 ) 
(((x) く <(y) ) ? (x) :(y) ) 


: fdefine BLACK 2 


: fdefine  BIGNUM 9999 
: define  MIN(x,y) 


11: /* TOR 
12: int vtable[3][SIZE] = { 


1 列 だ け の 星 跳び ゲー ム ( 呼 1.C) 


: Hinclude <olass.h> 
: finclude <stdio.h> 
: finclude "gl.h" 


1 
2 
3 
4: 
5: main(argc,argv) 
6: int argc; 
7: char *argv[]; 
8: 1 

: int i,levelð,levell; 
10: int number; 
ll: auto int vtISIZE]; 


/* 動か すべ き 駒 番号 */ 
/* 評価 値 */ 


13: level0 = levell = 0; 


14: if largo > 1) { /*level0 = 第 1 引数 = 白 の レベ ル *#/ 


15: level0 = atoi(argv[1] ) : 

16: } 

17: if (argc > 2) { /*levell = 第 2 引数 = 黒 の レベ ル */ 
18: levell = atoi(argv[2]); 

19: } /* 思考 レベ ル の 設定 */ 

20: 


21: — printf("WHITE = %d, BLACK = %dYn",level0,level1);/* レベ ル 表 示 */ 


22: init board(board ) : /* 盤 の 初期 化 */ 

23: 

24: miel { 

25: for(i=0;i<SIZE;i++) {  /* 評価 表 を 作る */ 

26: vt[i] = think(board,i,WHITE, 1eve19 ) 

27: } 

28: number = max(vt); /* i es */ 
29: display_move (board, number ) ; * 胸 の 動き を 表示 する */ 
30: if (gameend(board)) {  /* e */ 

31: break; 

32: } 

33: 

34: for(i=0;i<SIZE;i++) {  /* 評価 表 を 作る */ 

35: vt[i] = think(board,i,BLACK,level1); 

36: } 

37: number = min(vt); /* 最小 値 を 与え る 位置 を 求め る */ 
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っ た ら , その 石 は 動け な い (3 個 と も 動け な か っ だ た ら パ ス )。 そ し 
動け る 石 が ある 以上 は パス は 許さ る されない (リス ト 2 )。 
以上 が ルー ル で ある 。 で ,。 プロ グラ ム の 実行 に は , 
gl 円 の レベ ル 黒 の レベ ル 
の 形式 で 日 と 書 の 思考 レベ ル を 指定 する 必要 が ある 。 その 結果 で 
ある が , 
日 =0, 黒 =0 > 18 手 目 で 黒 の 勝ち 
A=1, £=0 > 13 手 目 で 白 の 勝ち 
A=1, 黒 =1 つ 16 手 目 で 黒 の 勝ち 
な ど と な っ て いる 。 図 4 の 実行 結果 を 参照 の こと 。 


行く 年 来る 年 


前 述 の よう に , 来 月 は 枝 切 り の 基本 の ゥ ヶ 一 万 切断 を や る つも 5 
で ある 。 で きれ ば ある 程度 遊べ ご る ゲー ム も 用 意 し た いと 思う が , 
な に せ TRON が す で を そこ まで き て いる らし い の で , 1990 年 の 1 月 
に は ニュー ジー ラン ド に 直人 答 し て いる か も し れ な い ( ウ リツ )。 て は 。 
よい お 年 を 。 


13: 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, O, 
14: ð, 1, 2, 3,4, 5, 6, 6, 6, 
15: —-6,-6,-6,-5,-4,-3,-2,-1, 0); 
16: */ 

17: int vtable[3] [SIZE] = ( 

18: 0, 0, O, 0, 0, 0, 0, 0, Q, 
19: 0,0, 1, 3, 2, 1, 6, 6, 6, 
20:  -6,-6,-6,-1,-2,-3,-1, 0, 0); 


21: 
22: UBYTE board[STZE]: 1% 
23: int WHITE_P,BLACK_P; /* 終了 判定 用 変数 (フラ グ ) */ 
24: 
25: 
38: display_move (board,number) ; /* 胸 の 動き を 表示 する */ 
39: if (gameend(board)) {  /* ゲー ム エ ン ド ? */ 
40: break; 
41: } 
42: } 
43: } 
44; 


45: /* 1eve1 の 深 さま で 探索 する */ 
46: int think(p,n,color,level) 
47: UBYTE *p; 

48: int n; 

49: UBYTE color; 

50: int level; 

Si: £ 

52: int i,j, number; 

53: int v,table[SIZE]; 

54: UBYTE vb[SIZE]; 

55: UBYTE rcolor; 


56: 

57: if (pin] != color) { 

58: return(BIGNUM); /* 対象 外 な ら 無 効 */ 

59: } 

60: 

61: if (level <= 0) { 

62: return(test_eval(p,n)); 

0 } /* 動か し て みた 場合 の 評価 値 だ け を 返す */ 
65: roolor = rev(color); /* 敵 の 色 */ 

66: for(i=0;i<SIZE;i++) { 

67: for(j=0;j<SIZE; j++) { 

68: vb[j] = p[J]: 

69: } /* 一 時 的 に 盤 の 状態 を コピ ー */ 
70: if (move(vb,n) < 0) { 

7i: v = BIGNUM; /* 動け な いな ら 無 効 */ 
72・ ) else { /* 1 レベ ルト げ て 敵 の 手 を 探る */ 
73: v =think(vb,i,rcolor,level-1); 

74: if (v == BIGNUM) { 

T5: v = eval(vb) : 


} /* 無効 な ら 動か し て みた 場合 の 評価 値 だ け を 返す */ 
/* 評価 値 を テー ブル に */ 


) 
table[i] = v; 


if (color == WHITE) { 

1 = max(table); /* 白 な ら 最 大 に し た が る */ 
) else { 

i = min(table); /* 黒 な ら 最小 に し た が る */ 


if (i )> 0 ) ( 


return(table[i]); /* これ が 最終 的 な 評価 値 */ 
} else { 


return(BIGNUM); /* 最大 最小 が な い */ 


< /* 黒白 */ 
・ reví(color) 

: UBYTE color; 
sd 


: } 
: /* 最小 の 評価 値 の 肉 番 号 を 返す */ 


returm( (color == WHITE) ? BLACK : WHITE); 


101: int min(table) 

102: int *table; 

103: ( 

104: int i,n,v,v0; 

105: 

106: n= -1; 

107: v = BIGNUM; /* DUMMY */ 

108: for(i:20;i<SIZE; i++) { 

109: if ((v > (v0 = table[i])) 4% (vo != BIGNUM)) ( 
110: v = v0; 

111: nsi: 

112: } 

113: 

114: retury ( n ) : 

115: } 

116: 

117: /* 最大 の 評価 値 の 駒 番 号 を 返す */ 

118: int max(table ) 

119: int *table; 

120: { 

121 int 1,0,V.V0; 

122: 

123: n= -1; 

124: v = -BIGNUM; /* DUMMY */ 

125 for(iz20;i<SIZE;i++) { 

126: if ((v < (v0 = table[i])) && (vV の != BIGNUM)) { 
127: y = vð; 

128: n= id 

129: } 

130: } 

131 return(n); 

132: ) 

133: 

134: /* 駒の 動き を 表示 する */ 

135: display_move(p,n) 

136: UBYTE Xp; 

137: int n; 

138: 1 

139: int m; 

140: 

141: — printf("%c*t","0WB"[pln]1);/* 白黒 の 表示 (最近 知っ た テク )*/ 
142: display(p,n); /* 元 を 表示 */ 
143: if (n>=0 { 

144: m = move(p,n); /* 動か す */ 
145: printf(" --> "); 

146: display (p,m); /* 移動 後 を 表示 */ 
147: printf (" %din",n); 

148 } else ( 

149: printf ("YtPASS*n"); 

190: 3 

151: ) 

152: 

153: /* 盤 b の n 盤 目 の 駒 を 動か し た 場合 の 評価 を 返す */ 
154: /* 実際 に は 動か さ な い */ 

155: int test_eval(b,n) 

156: UBYTE *b; 

157: int n; 

158: { 

159:  UBYTE t[SIZE]; 

160: int 1,v; 

161: 

162: for(i20;i<SIZE;i++) { 

163: t[il = *b++; /* copy */ 
164: } 

165: 

166: if (move(t,n) >= 0) { /* 動か す */ 
167: v = eval(t); /* 評価 */ 
168: ) else { 

169: v = BIGNUM; /* 無効 値 */ 
170: } 

171: return(v) ; 

172: } 

173: 

174: /* 盤 p の n 盤 目 の 胞 を 動か す */ 

175: /* 動け な いな ら - 1 を 返す */ 

176: int move(p,n) 


177: 
178: 
179: 
180: 
181: 
182: 
183; 
184: 
185: 
186: 
187: 
188: 
189: 
190: 
191: 
192: 
193: 
194: 
195: 
196: 
197: 
198: 
199: 
200: 
201: 
202: 
203: 
204: 
205: 
206: 
207: 
208: 
209: 
210: 
211: 
214: 
213: 
214: 
215: 
216: 
217: 
218: 
219: 
220: 
221: 
222: 
223: 
224: 
225.: 
226: 
227・ 
228: 
229: 
230: 
a e 
232: 
233: 
234: 
235: 
236: 
の は すれ 
238: 
239: 
240: 
241: 
242: 
243: 
244: 
245: 
246: 
247: 
248: 
249: 
250: 
251: 
252: 
253: 
254: 
255: 
256: 
251: 
258: 
259: 
260: 
261: 
262: 
263: 
264: 
265: 
266: 
267: 
268: 
269: 
270: 
271: 
272: 
213: 
274: 
275: 
276: 


UBYTE *p; 
int n; 
{ 


int i,v; 
v =l: 


switch(p[n]) { 


case WHITE: 
for(izn+1;i<SIZE;i++) { 
if (p[i] == EMPTY) ( 
pin] = EMPTY; 
p[i] = WHITE; 
v ži; 
break; 


/* 跳び 超え る ? */ 
/* 着地 */ 


) 


) 
break; /* 動け な か っ た */ 
case BLACK: 
for(izn-1;i>=0;i--) { 
if (p[i] == EMPTY) { /* 跳び 超え る ? */ 


/* 着地 */ 


に 
と 
u n 
に 
に 


} 
} 
break; /* 動け な か っ た */ 


return(v); 


} 


/* BAER */ 
display(p,n) 
UBYTE *p; 
int n; 

{ 


int 1; 


for(i=0;i<SIZE; i++) { 
if (i =n) 1 
printf("%c","0WB"[*p++]); 
) else { 
printf("%c",'"0wb" [*p++]); 
} 


) 
) 


/* 評価 関数 の 本 体 */ 
int eval(b) 

UBYTE žb; 

{ 


int i,val; 


WHITE_P = BLACK P = val = 0; 
for(i=0;i<SIZE;1++) { 
val += vtable[b[i]]([i]; 
if (b[i] == WHITE) { 
WHITE_P += vtable[WHITE] [i]; 
) else ( 
BLACK P -= vtable[b[i]][i]; 
) 


return(val); 


) 


/* 駒の 初期 化 */ 
init board(p) 
UBYTE *p; 

{ 


int i; 


for(i=0;i<SIZE;i++) { 
*p++ = EMPTY; 


} 
/* 駒 を 初期 状態 に 置く */ 
for(i=0;i<KOMA; i++) ( 
board[i] = WHITE; 
board[SIZE-i-1] = BLACK; 
) 
) 


/* ゲー ム の 終了 を チェ ッ ク */ 
int gameend(p) 
UBYTE *p: 
{ 
eval(p); 
if (WHITE P == 18) ( 
printf ("YnWHITE WIN\n\n" ) : 
return( 1 ) : 


) 

if (BLACK P == 18) ( 
printf ("¥nBLACK WIN\n\n" ) : 
return( 1 ) 

) 


return(0); 


C 調 言語 講座 PRO- 68K 


/* 終了 判定 用 */ 
/* 終了 判定 用 */ 
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が 来る わ 来 る わ 。 1 日 当 た て し 込み 数 の 記録 を , 軽 
〈 2 倍 ほ ど 更 新 する 日 が 連日 続き まし た 。 と て も 処理 で 
きだ も の で は な い 。 ち ゃ ん と ギャ グ を 入れ て いる 方 は ほ 
と ん どい な いし (M る ん , あな だ の ギャ グ は ヒン シュ ク 
を か いま し た だ た 。 当 チー ム に は 女性 の スタ ッ フ も いる の で 
Fi. ここ に 内 容 を 掲載 びき な いよ うな 下 ネ タ は 困り ま 
FT), し ば ら l| 受付 が 放棄 さる れ て し まい まし た 。 気 を 取り 
直し て , 受付 を 再開 し て 気がつい た の で す が , “マニ ュ ア 
ル が 足り な い 1『“ 

よっ ぱと どぉ 断り 申し 上 げ よ うか と も 考え た の で す が , 
断る だ け で も 大 変 な 量 な の で , し か だ な い の で , この 時 
期 に な っ て 増刷 に 踏み 切り る こと に な り ま し た 。 と いう 
こと で , 増員 分 の マニ ュ ア ル が な く な る まで は CGA シ ス 
テム の 申し 込み を 受け 付け て な お り ま す 。 皆さん ふる っ て 
ご 応募 くだ さい 。 ハ ッ ハ ッッ 。 


フレ ー ム ソー スズ こと は 


フレ ー ム ソー ス フ ァ イル は , 動き に 関す る デー タフ ァ 
イル で す 。 "動き" と いう の は , “時 間 (フレ ー ム ) が 変 
化す る と き に 位置 が 変化 する こと "で すか ら , “1 フレ ー 
ム 目 に (50,0,0) に ある 物体 が , 20 フ レー ム 目 に は 
(1000, 0,0) に 移動 し て いる " と いう ふう に 表現 する こ 
と が で きま す 。 そ の と き , “1 フレ ー ム 目 は (50, 0, 0) 
て 。 2 フン レー ム 目 は (100,0,0), 3 フレ ー ム 目 は (150, 
4 フレ ー ム 目 は ……”" と いち いち 指定 し て や る 
どう な の で , 1 フレ ー ム 目 と 20 フ レー ム 目 の 位 
ELT, その 間 は 均等 補間 し て や る の が 普通 で す 
し , 均等 補間 で な く て も いろ いろ な 式 や 関数 を 用 いて 表 


図 1 現す る こと も で きま す ( 図 1)。 
座標 軸 と 向き (石手 系 ) 
Z 軸 (上 ) 


A 
1 フル -4 (50,0,0) Am 
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MY DOGA・CG ア ニメーション 講座 ()〉 


ee ee oe ee oe eo oo © © eo ..0602Xu..0 onu. oe ee eo oe ee oe © © 9 oe 0 0 0 0 0 0 0 ee E 


動き の デザ イン の 2 回 目 と いう こと で , フレ ー ム ソー ス フ ァ イル の 
書式 と 作り 方 に つい て 勉強 し まし ょ う 。 マ ニュ アル に も 結構 詳し く 
書い て あり ます が , 実例 が 乏しい の で , より 具体 的 に 解説 し ます 。 
今回 は ちょ っ と 手ごわい ぞ 。 


“動き” は 位置 の 変化 し は 限り ませ ん 。 物体 の 大 きる 
や 向き の 変化 も や あり ます 。 た と えば , Z 軸 方 向 に 小さ きく 
し て や れ ば , ペ シ ャ ン コ に つぶ れ て いく 〈 “Bs” に な 5 
ます 。 それ に , 動く も の は 物体 と も 限り ませ ん 。 カメ ラ 
(視点 ) が 動く の は CG で よく 用 いる 手法 で すし , XOH 
た る 方 向 ど だ けが“ 動く" アニ メー ショ ン だ っ て あり ます 。 
極端 な 話 。 光 の 色 が 変わ っ て いく の も , ある 種 の “動き " 
と いえ ます 。 

さら に フレ ー ム ソー ス で は , 動か な いも の (“動き "が 
0 ) も 一 緒 に 取り 扱い ます 。 で すか ら , フレ ー ム ソー ス 
は , “動き の デー タ " と いう より も ゃ , 物体 を 配置 し , AL 
視点 用意 する , Did “空間 の デザ イン "” と いっ た だ は ほ 
2 が よい が も しれ ませ ん 。 


元 月 の 宿題 の 答え 合わ せ 


さて, 皆 き ん 宿題 は ちゃ ん と や っ て きま し な たか? (© 
れ た だ 人 は 廊下 に 立っ て な きい )。 

まず , 例 1 を ご 覧 くだ さい 。 こ れ は , 動き に 関す る デ 
ー タ を 実際 に FFE で デザ イン し だ た フレ ー ム ソー ス を その 
も の で す 。 こ れ を これ か ら 解 説 す る の で す が , この 形式 


6811 FFE の 出力 ファ イル 


#frame( fno, 1, 20 ) 
84.28 
env { back ( rgb ( 0.00 0.50 0.80 ) ) } 


fram 
{ 
light pal( rgb ( 1.00 1.00 1.00 ) -3.00 -2.00 -4.00 ) 
{ mov ( 500 
200 
400 
) 
eye deg( 60 ) 
} 
{ mov ( ¥div( 50, 1000, 
1, 20, fno )¥ 
0 
0 
) target 
{ mov ( ¥div( 50, 1000, | 
L 20.800 7 
o . 
) 
obj BICYCLE 
} 
} 
#endframe 


で 書い て いた の で は , や だ ら に 改行 が 多く (, ペー ジ を 無 
駄 に 使っ て し まう の で , 本 文 に むい て は 例 2 の よう に (て D 
述 し ます 。 

フレ ー ム ソー ス に お いて は , スペ ー ス , 改行 , タブ は 
同じ 区 切り 記号 の 意味 し か 持ち ませ ん の で , 例 1 と 例 2 
は まっ た だく 〈 く 同じ と いう こと に な り ま す 。 ま だ ただ, 例 2 以 降 
の 各 リ スト の 左端 に 付い て いる 数 字 は 解説 の た め の 行 番 
号 で , 実際 の フレ ー ム ソー ス に は 付き ませ ん 。 

フレ ー ム ソー ス を 記述 する と き の 注 意 の ひと つと し て , 
コマ ンド な ど は すべ て 小文字 びな けれ ば いけ ませ ん 。 物 
体 名 どけ は 大 文字 で も か まい ませ ん が が, これ は CAD( モ 
デリ ング ツー ル ) で セー ブ し た 名 前 と 合わ せな いと 「 オ 
ブ ジ ェクト 名 ホネ ネネ は 登録 きれ て いま せん 。」 と 文句 
を いわ れ て し まい ます 。 本文 で は , 区 別 し や すい よう に 
物体 名 は すべ て 大 文字 を 使用 する と し まし ょ 2 う 。 

それ で は , 「 例 2」 を 解説 し まし ょ う 。 ま ず 1 行 目 で 
ll, フレ ー ム ソー ス の 始ま り を 富 言 し て いま す 。10 行 目 
は 対 に な っ て いる 終わ り の 宣言 で す 。 こ の 手 の 宣 言 は お 
まじ な いで す の で , な に も 考え ず に フレ ー ム ソー ス の 最 
初 と 最後 に 付け れ ば よい わけ で す 。 た だ , 14TH Or 
の 中 は , “fno と いう 変数 が 1 か ら 20 ま で 変化 する 20 フ レ 
ー ム 分 の フレ ー ム ソー ス で ある ” と いう 意味 が あり ます 。 
BASIC の , 

FOR fno=1 TO 20 
と 同じ よう な も の で す 。 で すか ら , ( fno, 50, 100 ) と 
いう 記述 も で きま す 。 


Ti, 


3 行 目 は 環境 文 , 4 ~ 9 行 目 が フレ ー ム 文 で す 。 環 境 
文 と は , 作画 する 前 の 画面 の 状態, 
す 。 こ の 例 で は , で た 塗り (back) で 色 は 空色 (rgb (0, 00 
0.50 0.80)) と な っ て いま す 。 rgb の 値 に 式 を 使う こと も 


ab E ZJU > 
HALET 


いわ ゆめ 


env { back ( rgb ( \fno/20\ 0.0 0.0 ) ) ) 
と する と , (フレ ー ム ご と に fno の 値 が 増え て いく の で ) 
背景 が だ どん だ ん 赤く 染まっ て いく と いっ た 表現 も で きま 
Fo EN, 環境 文 を 省略 する と, 


背景 が な い , Dž bË 


— 99 例 ど 
y 6 3 x 7 š F 
2 行 目 は 動き を いろ いろ * 式 や 関数 を 用 て 表現 FFE の 出力 ファ イル 
する 際 の 精度 を 設定 し て いま す 。 こ の 例 で は , 4 桁 の 精 oe m a) (改訂 版 ) 
度 で 小数 点 以 下 が 2 桁 し いう こと で す 。 整 数 を 出力 し て 1 | back ( rgb ( 0.00 0.50 0.80 ) ) } 
: Iram 

や り だ けれ ば , @4.0@ と し ます 。 まだ, ひと つの フン レー 5 light pal( rgb ( 1.00 1.00 1.00 ) -3.00 -2.00 -4.00 ) 
ム ソ ー ス の 中 で 何 度 で も 設定 し 直す こと が で きま すか ら , PT こし | | 
ここ は 整数 で , ここ は 6 桁 で , な ど と 細か い 指 定 を する 5 { mov ( \div( 50, 1000, 1, 20, fno )\ 0 0 ) obj BICYCLE ) 
こと が て きま すず す 。 し か し この 行 は な (て も か まわ な い の 10: Wendframe 


T, あま り 気 に する 必要 は あり ませ ん 。 


も て いく つ 寝 る と CGA コ ン テ ス ト の 締め 切り 
で す 。 ラ スト スパ ー ト か か っ て いま すか 7 作 
品 が 思っ た ほど 集まら な い の で は な いか と , 夜 
も 眠れ ぬ 日 々 が 続い て いま す 。 ぜ ひ 皆 さん の 積 
極 的 な ご 参加 お 願い いた し ます 。 


AL, 作品 (コピ ー で よい ) と 一 緒 
に コン テス ト 事 務 局 まで お 送り くだ 
さい 。 

・ 応 募 用 紙 を ご 希望 の 方 は , 事務 局 ま 
で 至急 ご 連絡 くだ さい 。 


第 2 回 「 ア マチ ュ ア CGA コ ン テ ス ト 」 応募 要 項 
ORD 
パー ソナ ルコ ンピュータ を 使用 し た ア 
マチ ュ ア の オリ ジ ナ ル 作 品 _ 
・ 実 写 が 含ま れ て いて も か まわ な い 
・D6GA・CGA シ ステ ム を 使用 し て いる 
必要 は まっ た く な い 
・ 静 止 画 は 基本 的 に 不可 
・ プ ロ の 方 で も , プラ イベ ー ト に 制作 
し た も の な ら 可 
人 の 締切 
1989 年 12 月 31 日 
OA 
・D6GA・CGA シ ステ ム の マニ ュ ア ル に 
付い て いる 応募 用 紙 に 必要 事項 を 記 


〒533 大 阪 市 東淀川 区 淡路 5-17-24 E 
コー ボ 2 号館 102 号 室 
CGA コ ン テ ス ト 事 務 局 
@ 広 募 形態 
VHS, S-VHS が 望ま し い 。 8mm フ ィ ル ム 
で も 可 
@ 読 者 特別 救済 処置 
イメ ー ジ ユニ ッ ト が な い の で VTR に 落と せ 
ZU, 完成 が 間に合わ な い " な どの お 便り を 
いた だ きま し た 。 そこ で (応募 作品 も 少な く て 
困っ て いる こと で すし ), 以下 の よう な 救済 処置 
を 行い ます 。 
・ フ ロッ ピー ディ スク で の 応募 可 
お 送り いた だ いた FD か ら VTR に 録画 させ る 作 
業 を 代行 し ます 。 も ちろ ん D6GA・CGA シ ステ ム 


に よる 作品 に 限り ます (静止 画 を た くさ ん 送っ 
て き て , 8 mm で コマ 撮り し ろ っ た っ て お 断り し 
ます )。 当 チー ム の スタ ッ フ が 正月 休み を 返上 し 
て 作業 する こと に な る の で すか ら , 録画 し や す 
いよ うに よく 整理 し て , 詳し く 解 説 も 同封 する 
こと を お 忘れ な く (ディ スク を 入れ た ら オ ー ト 
スタ ー ト ぐら い が 望 まし い )。 や や こし い 作 業 を 
要求 し た り , わけ が わか ら な か っ た り し た ら 。, 
その 時 点 で 選 外 (論外 と も いう ) と させ て いた 
だ きま す 。 

また , 脈絡 の な い ア ニメーション が 数 カッ ト 
ある と いう だ け で は 作品 と いえ ませ ん 。 少 なく 
と も タイ トル で ぐらい は 付け て くだ さい 。 

・ 未 完成 , 予告 編 あ り 

除夜の鐘 の 音 を 聴き な が ら ,「 う ぉ ー と うと う 
間に合わ な か っ た っ ! 」 と いう 方 へ 。 ま だ 完成 
し て いな い 作 品 。 予告 編 で も , 一 応 エ ント リー 
し て くだ さい 。 多少 不利 に は な り ま す が , ちゃ 
ん と 審査 いた し ます 。 また 審査 の 途中 で , 完成 
作品 と 交換 する こと も 可能 で す 。 


D6GA・CG ア ニメーション 講座 
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総 対 座標 軸 


図ら 
セッ ティ ング 座標 軸 


例 コ mov の 使い 方 


mov ( 1000 300 200 ) 
rotx ( 60 ) 


5 
6 
24 
AA 


X 
1: #frame ( fno, 1, 20 ) 
2: fram { 
3: light pal(.rgb ( 1.00 1.00 1.00 >) -3.00 -2.00 -4.00 ) 
4: { moy ( \fno*20\ 200 50 ) eye deg( 60 ) } 
5: { 
6: mov ( 100 0 0 ) obj TREE 
7・ moy ( 100 0 0 ) obj TREE target 
8: mov ( 100 0 0 ) obj TREE 


10: } 
11: #endframe 


明 の 状態 に な が り ま す 。 

5 行 目 で は 光 の 設定 を 行っ て いま す 。 この 行け を 日 本 語 
に する と , “X (light) は 平行 光線 (pal) T, 色 は 日 , 
ベク トル (-3, 一 2, 一 4) OFMERGLTOA Eb 
っ だ 具合 に な り ま す 。 

6 行 目 は 視点 の 設定 で す 。 視点 は , 原点 がら (500, 
200, 400) だ け 移 動 し た 位置 で 画 角 が 60 度 と な っ て いま 
Fo. 視線 は この 視点 の 位置 と 7 行 目 の ター ゲッ ト (注目 
点 ) の 位置 を 結ん だ 線 に な り ま す 。 しかし, 7 行 目 の タ 
ー ゲ ッ ト 指 定 の 文 で は , mov の 中 に 式 が 書か が れ て いる , 
つま り タ ー ゲ ッ ト の 位置 が 移動 し ます の で , 視線 も それ 


に 合わ せ て 動く こと に な り ま す 。 

8 行 目 に 物体 (obj) の 指定 と し て 「BICYCLE」 が あ 
る わけ で す が , これ も 移動 し ます 。 よく 見 る と , ター ゲ 
ッ ト の 動き と 同じ で す の で , 視点 は 常に 「BICYCLE」 を 
見 て いる こと に な り ま す 。 

さて フレ ー ム ソー ス で は , 壮 と 壮 に 囲ま れ て いる 部 分 
は , 式 ま た は 関数 と 見 な る され, 計算 を 行い ます 。 環境 文 
の 解説 例 で も あっ だ たよ うに, 式 と し て は 通常 の 四則 演算 
の ほか, 括弧 や sin , log, 累乗 な ど , 皆さん が ご 存じ 
の 関数 は た いて い 使 えま す 。 ま だ た だ, C 言 語 の よう な 記述 
の 方 法 で ユー ザー が 関数 を 定義 する こと も で きま す 。 こ 
の 例 で は div と いう フレ ー ム ソー ス が 独自 に 持っ て い 
る 関数 が 用 いら れ て いま す 。div は 補間 と いう 意味 で , Z 
の 例 で は ,「fno が 1 の と き に 50,20 の と き に 1000 と な る 」 
ょ うに , つま り ぎ fno*50\ と 同じ 意味 に な り ま す 。 


ImOV で 平行 移動 


まず mov で す が , mov( X Y Z ) と いう 形式 で , X, 
Y, 方 向 の 平行 移動 量 を 表し ます 。 こ こび で 注意 し な け 
れ ば いけ な いこ と は , mov( X YZ J(X, Y, Z) 
と いう 位置 を 表し て いる の で は な く 〈, あく まで も 移動 量 
な の で す 。 では, 何 が 移動 し て いる の で し ょ う ? 

ここ で , 「 モ セッ ティ ング 座標 軸 」 と いう も の を 仮想 し ま 
す (名 前 は いま この 場 で 命名 し た いい か げん な も の だ が )。 
この セッ ティ ング 座標 軸 は , 最初 は 絶対 座標 軸 と 重なっ 
て いる の で す が , mov (平行 移動 ), rot (回 転移 動 ) な ど 
の コマ ンド が ある と 移動 し ます ( 図 2 )。 そ を そして, obj, 
eye, target な ど 位 置 を 設定 する コマ ンド が ある と , 現在 
セッ ティ ング 座標 軸 が ある 位置 に , 向き に , 設定 する わ 
け で す 。 

例 3 を ご 覧 くだ さい 。 3 本 の 「TREE」 を 植え て いま す 
が , 決し て 同じ 位置 に 重なっ て いる わけ で は あり ませ ん 。 
1 本 目 は (100, 0, 0) の 位置 に あり ます 。 2 本目 は , 7 行 
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さて , 今月 登場 する 作品 は , 以前 この 連載 で 
も 紹介 し た 「 グ ラフ ィ ッ ク 研 究 会 」 の 「 あ が た 」 
氏 の 作品 「 ご き ぶ りさ ん 」 で す 。 ご き ぶ り に 「 さ 
ん 」 を 付け て し まう こと で も わか る よう に こ 
の 作品 は 「 あ が た 」 氏 の 「 ご き ぶ りさ ん 」 に 対 
する 愛情 に あふ れ て いま す 。 ま ず 背 景 を ご 覧 く 
だ さい 。 ごきぶり に と っ て 理想 の 環境 (?) と 
も いえ る パス テル カラ ー に 統一 され た 空間 に , 
パス テル カラ ー の オブ ジェ を 配置 する と いう 心 
憎 さ き 。「 ご き ぶ りさ ん 」 に 対す る 深い 配慮 の 表れ 
と いえ る で し ょ う 。 こ の 素晴らし い 環 境 に 放 た 
れ た ご き ぶ り の , 喜び に あふ れ た 縦横 無尽 の 走 
り を 見 て くだ さい 。 ごきぶり の 豆 び が 画面 か ら 
伝わっ て きま す 。 特に 足 の 動き が ご き ぶ りら し 
い 要 囲 気 を 出し て いま す 。 よ く 見 る と , | 本 | 
本 の 足 は 単純 な 形 で で き て お り , その 動き も 簡 
単 な 4 パターン の 繰り 返し だ け な の で す が ,「 ご 
そ ご そ 」 と 音 で も 聞こ えて きそう な 実感 が あり 
ます ね 。 こ の デフ ォ ル メ の テク ニッ ンク は 大 い に 
参考 に し まし ょ う 。 

さす が GR さん だ け あ っ て , アト リ ビ ュ ー ト の 


Oh! X 1990.1. 


寺田 の 教育 的 指導 


使い 方 アン チエ リア テン シン ング な ど , この 連載 て 
取り 上 げた よう な ポイ ント は ちゃ ん と 押さ えて 
ます 。 その うえ 最終 画面 と 最初 の 画面 を 同じ に 
し て お いて , | カット が ルー プ に な っ て いる な 
E, デモ と し て 心 憎 い 気 配り で す 。 せ っ か く こ 
こま で 作っ た の で すか ら , あと は | 本 の 作品 と 
し て まとめ て いけ ば よい と 思い ます 。 背景 を コ 
ン デ ン サ や トラ ンジ スタ に し て , 回 路上 を 走り 
回 ら せ た あと , ひと つの LSI の 中 に 入っ て いく 
と , LSI の た くさ ん の 足 か ら , 分 裂 し た 「 ご き ぶ 
りさ ん 」 が 四方 八方 に 走り 去っ て いく …… な ん 
て スト ー リ ー は いか が で し ょ う 。CGA コ ン テ ス 
ト も あり ます し , 頑張 っ て くだ さい 。 

今月 は も う | 本 ご 紹介 し まし ょ う 。 今度 は 趣 
向 が 変わ っ て , NHK の 放送 コン クー ル 応 募 用 に 
作ら れ た , 北海 道 の 追 分 高校 放送 部 の 「 青 い 空 
と ぼく た ちの 地球 」 で す 。 公害 問 題 を テー マ と 
し て 取り 上 げた 実写 も 含め た 作品 で , これ な ど 
CGA シ ステ ム の よい 利用 法 と いえ る で し ょ う 。 
で は 特別 ダス ト と し て 放送 部 OB で も ある 三保 
氏 に も 意見 を 聞き た いと 思い ます 。 


寺田 (以下 て ) : 実は 私 も 元 放送 部 員 な ん で す 
が , どう で すか 感想 は ? 
三保 (以下 み ) : ナレ ーション が し っ か り し て い 
て 放送 部 な ら で は の 出来 で すね 。 
て : ナレ ーション が いい と 作品 が 引き 締まり ま 
すか ら ね 。 
み : CGA を 要 所 要 所 に 効果 的 に 使っ て いる の が 
いい で すね 。 
て : か っ こい いじ ゃ な いで すか 。 オ ゾン や 酸性 
雨 を 取り 上 げた テー マ も タイ ムリ ー で すし 。 
み : CGA 自 体 の 技術 レベ ル は あま り 高 く は な い 
の で す が , 全体 的 に 見 れ ば , 積極 的 に CGA を 取り 
入れ た 意欲 的 な 作品 だ と 思う の で す が 。 
て : 確か に CGA 作 品 と し て は , いま 一 歩 と いっ 
た 感 も あり ます が , | 本 の 作品 と し て まとまっ 
て いる と ころ は , さす が 映像 制作 に な れ た 放送 
部 と いっ た 感じ で す 。 放送 コン クー ル の ニュ ー 
ウェ ー プ ブ で すね 。 

いか が で し た か 。 皆さん も , 作品 が で きた ら 
送っ て くだ さい ね 。 お 待ち し て いま す 。 そ れ で 
は また 。 次 回 に 。 失礼 し ます 。 


BED mov に よっ て , モッ ティ ング 座標 が , 1 本 目 の 
「TREE」 の 位置 か 6 ら XX 軸 方 向 に 100 だ け 移 動 し て いま す 
DT, (200,0,0) と いう こと に な り ま す 。 3 本 目 は , 同 
BEI (300,0,0) で す 。 き て , 7 行 目 の target で す が , 
2 本 目 の 「TREE」 を 植え を た あと target まで 移動 を 示す 
コマ ンド が あり ませ ん 。 つま り セ ッ テ ィ ング 座標 軸 は る 
Dł ł DORETHE ZRET AOTT H6, 2 本 目 の 
「TREE」 の ある と ころ を 注目 し て いる こと に な り ま す 。 


「Ot で 座標 軸 の 回 転 


次 に rot で す が , これ は セッ ティ ング 座標 軸 を セッ テ 
ィング 座標 軸 ま わり に 回 転 き させ ます 。rotx , roty, 
rotz の 3 種類 が あり , 当然 X, Y, Z 軸 まわ り の 回 転 を 
表し て いま す 。 単位 は 「 度 」 で , 回転 の キー は , その 還 
の 十 の 方 向 ヘ ネジ が 進む よう に 回 す の を 十 と し ます 。 ま 
だ , 3 次 元 空間 に お ける 軸 回 転 は , X, Y, 選 の 順番 が 
異な る と 結果 が 異な る の で 注意 が 必要 で す 。 つ はまり, 

rotx (30) roty (—90) rotz (20) obj BICYCLE 

Es 

rotz (20) rotx (30) roty (—90) obj BICYCLE 

と は 同じ 向き に な ら な いと いう こと で す ( 頭 が ウニ に な 
り そう )。 
例題 1 : 原点 か 6 出発 し て , 以下 の よう に 移動 し た 場合 
REEI ほ は とこ に ,、 と の よう な 向き に 立っ て いる で し ょ 
IP 
( 500 00) 

(一 90 ) 

( 一 500 0 0 ) 
roty (90) 

obj TREE 


mov 
rotz 
mov 


mov ( 500 0 0 ) 


~ 


ーッ 


ーー Z 
~- y 
~ 
XxX 


X 


roty (90) 


実際 に この よう な 記述 は , フレ ー ム ソー ス の 文法 上 な 


ん ら 間 題 あ り ま せん 。 正解 は 図 3 に あり ます (11-06, 
頭 が 納豆 に な っ て きか た )。 

ポイ ント は 2 回目 の 平行 移動 mov( 一 500 0 
す 。 セッティング 座標 軸 が 回 転 し て いる の て , 
ング 座標 の x 軸 と 絶対 座標 の X 軸 は 異な る 方 向 


いる の で す 。 図 4 の よう な 間違い を 起こ る な いよ うに 。 


図 4 例題 1 の 誤 答 例 


-500 0 0 ) 


mov ( 


13: } 
14: } 
15: #endframe 


rotz (-90) 


例 4 例題 の 解答 


1: #frame ( fno, 1, 36 ) 

2: 04,26 

3: env { back(rgb( 0.0 0.2 0.6 ) ) } 

4: fram { 
5: light pal ( rgb ( 0.5 0.7 1.0 ) 3 6 -8 ) 
6: { mov ( -900 0 100 ) eye deg (70) ) 
7: mov ( 500 0 -400 ) target } 

8: 


moy ( 500 0 -200 ) 
rotz ( Yfnox10Y ) 
moy ( 0 -800 0) 
obj SAKANA 


E3 例題 08% 


mov ( -500 0 0 ) 
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800 0 ) と し て し まう と , 「SAKANA」 が 後ろ 向き に 泳 
いて し まい ます の て 、 注意 し て くだ きい 。 


scal で 大 き さ を 変え る 


scal ( X Y Z ) と いう 形式 で 各 軸 方 向 の 大 きる を 
変化 きせ ます 。 X, Y, Z の 値 が 1 以下 の 場合 は 小さ 
な り ま すし , 負 の 値 な ら そ の 軸 方 向 に 反転 し ます 。 し か 
し , 0 で あっ て は いけ ませ ん 。 

この scal で 注意 する こと は , 物体 の 大 きる を 変化 る 


El 
例題 の 解説 図 


ング 座標 の Y 軸 で す 。 


それ で は 次 に 実戦 的 な 応用 問題 で す 。 か な り 難 し いで 


+ Lo 

例題 2 sin や cos を 用 い ず に ,obj SAKANA を 正確 
な 円 運動 きせ よ 。 た だ ただし, 中 心 は (500, 0, 一 200), 半径 
は 800 , 回 転 は Z 軸 まわ り に 十 の 向き と する 。 


正解 は , 例 4 の よう に な り ま す 。 よく 見 て 理解 で きれ 
ば 十分 で す 。sin, cos を 使う と , 
の 方 法 で は 回 転 の 角度 を 与 を る の が 簡単 な うえ , 


同様 に 2 回 目 の 回 転 roty (90) の Y 軸 と は セッ ティ イ 


誤差 が あり ます し , Z 
自動 的 


に 進行 方 向 に 頭 を 向け る な どの メリ ッ ト が あり ます 。 


23 911 


目 で , 回 転 の 中 心 を 与え を て いま す 。 そ し て 10 | 


行 目 で 回 転 の 角度 を 与え ます (10 度 か ら 360 度 まで 10 度 ず 


目 は 半径 


こん に ち は 「 姫 て す 。 ち また で は 風邪 が は 
や っ て いる よう で す 。 流行 に 敏感 な 姫 は , さっ 
そく ひい て し まい まし た (以前 に も こう いう 


| "だ し が あっ た よう な 気 が する )。 皆 様 は お 元気 で 
= すか ? 夜 ふ か し が いち ば ん よく な いみ た いな 


E ja 
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の て , 気 を つけ て くだ さい (と いい つつ , 夜 ふ 
か し し て 原稿 を 書い て いる 姫 な の で あっ た )。 


- さて , アン ケー ト の 回 答 が 続々 と 寄せ られ て 
お り ま す 。 力作 が 多く て ,。 た い へ ん お も し ろか 


っ た の で , その うち の いく つか を ご 紹介 し まし 
ょ う (と ころ で , 今回 の 小 壮 の 方 々 の な か に は 
女性 が 3 名 いら っ し ゃ いま す 。 さ て 誰 で し ょ う )。 
E: 珍 格言 集 番外 編 D6GA の 沙汰 も 腕 次 第 。 
E. その と お り で す 。 が ん ば っ て くだ さい 。 
宝くじ , | 億 円 当たっ た ら 100 万 円 追加 カ 
ンー バレ ょ す 。 

姫 : うてん , うれ し いで すね ぇ 。 期 待 し て 待っ 
て ます 。 


TŽ: OA T EE e 


Oh! X 1990.1. 


に な り ま す 。 図 5 を ご 覧 くだ さい 。moy 
0 0 ) と いう の は , y 軸 方 向 に 一 800 動か す 
rotz ( Ffnox*x10% ) 
方 向 が 刻々 と 変わ っ て いく の が 


に よっ て , Y 軸 の 
ミツ で す 。 半 径 を mov( 0 


っ て いま し た が ,「 パ ソン コン サン デー」 の プレ ゼ 
ント で も ら っ た 「R-TYPE」 より も 簡単 な も の で 
Lis 

E: 中 学生 の 方 で も ひと 通り で きた と わか っ て 
ほっ と し まし た 。 で も 「 パ ソン コンサ ン デ ー」 が 
な く な っ た の は 残念 で すね (古い 話 で す が )。 
小 羊 : CGA シ ステ ム が まだ 着 か な いと 苦情 を い 
う 人 が 多い よう で す が , 私 は か つて ある 通販 ビ 
デオ を 約 2 年 待っ た こと が あり ます 。 

姫 : え , えら い ! うち の 妹 な ん か , 1 カカ 月 前 に 
出し た 応募 者 全員 プレ ゼン ト が 届か な い ぐ ら い 
で 、「 私 は 全 プ レ に ほ ず れ た 」 と ぐち っ て いる で ぐ 
らい な の に 。 


小 羊 : DoGA・CGA シス テム が まだ 届き ませ ん 。 


いっ た い ど うな っ て …… 中 略 da 届き まし た 1 
せっ か く こ こま て で 書い た の で , 捨て る の も も っ 
た いな い の で 出す こと に し まし た 。 どう も , $ 
り が と う 。 

E: 236, お 待た せ し ま し た 。 

れ 間 バグ が 多く て 困っ て ます 。 シ ステ ム エ ラ 
ー や アド レス エラ ー が 出 て , どの プロ グラ ム も 
動き ませ ん 。 

MB: それ は パグ で は あり ませ ん 。 ディス ク が ク 
ラッ シュ し て いる の で す 。 す ぐに お 取り 替え し 


せる と いう より , 
Teog D 
~ あと で mov を する と , 
そ を 溶 か が かる な いよ うに )。 

例 5 と 図 6 を ご 覧 くだ きい 。 
し て いな が いと き て 。 
2 」 で は , scal の 後ろ に は obj CAT が ある だ け で す の 
T, 3 匹 目 の 「CAT」 だ けが 2 倍 に な り ま す 。 
単に 物体 だ どけ を 巨大 化 き させ る と , 物体 
同士 が 交差 する こと が あり ます 。「 そ の 3」 の よう に ,mov 
の 前 に scal が ある と, 移動 量 も 大 きく な る た だ め , 相対 的 
な 位置 関係 を 月 る な い の で す 。 

も ちろ ん この scal は , rot 
せん 。 それから 余談 に な り ま す が , この 例 5 で は target 
間違い で は あり ませ ん 。target が な い 
と き は , 視線 は x 軸 の 正 の 方 向 (前 ) と な り ま す 。 


と y CAMA e PRE 


例 5 「scal の 使い 方 
い 。7 行 目 に ある scal が , 
すべ て の 行 に 
な る の は 8 行 目 どけ で す が , 


この 例 の よう に , 


が あり ませ ん が , 


X 方 向 に 


「CAT」 が 3 匹 並 ん を で いま す 。 


影響 を 与 を て いま す 。 


ます 。 

Æ: この 値段 で この 分 厚い マニ ュ ア ル は , $ 
上 最強 の プロ テク ト だ ! 

MM: ご も っ と も な こと で す 。 コ ピー する より 応 
募 し た ほう が 安かっ た り し て 。 で も それ は 実費 
し か いた だ いて いな い 証 拠 で すし ,、 マ ニュ アル 
を 薄く する わけ に も いか な いし , オン ライ ンマ 
ニュ アル は 見 に くい し ・…… どう すれ ば よい の で て で 
し ょ うか 7 

小 汗 : 私 か ら カ ン パ ひと 口 。 私 の 母 か ら も う ひ 
と 口 。 母 より ひと 言 : 皆さん ご 苦労 様 で す が , 


、 が ん ば っ て くだ さい 。 


姫 : あっ どう も ご て いね い に 。 母 上 様 に も よろ 
し く お 伝 え く だ さい 。 

小 羊 : 掃除 , 洗濯 な ん で も し ます か ら , 冬休み 
に 遊び に 行っ て いい で すか ? 

姫 : は い , 歓迎 し ます 。D6GA は 年 中 無休 で す 
が , 事前 に お 手紙 で 日 時 を ご 連絡 くだ さい ね 。 
INE: 友人 に CGA シ ステ ム を 見 せ た ら , 「I0MHz 
の 68000 で こん な スピ ー ド が 出る わけ な い 。 な に 
か 特別 な が ハー ド を 付け た の だ ろ 」 と いわ れ た 。 
そう さ , ボク の X68000 は ポリ ゴナ イザ ー 無 い 
蔵 ! 

m: お あと が よろ る し いよ う で …… o 


セッ ティ ング 座標 軸 自 体 を 変化 させ ま 
scal に よっ て XX 方 向 の 大 きき を 2 人 惜 に し た 
2 倍 移動 し ます (MA 


「 そ の 1」 が scal を 使用 
「 そ を の 


し か し 。 


に 対し て は 影響 が あり ま 


を その 3」 を も う 一 度 ご 覧 くだ さる 
7 行 目 ど び け に と ど ま ら ず 以 下 
この 例 で は , 問題 と 
も っ と 複雑 な フレ ー ム ソー 


ス を 作っ た だ ときには 非常 に 面倒 だ が こと に な りか ね ませ ん 。 
を そこで と いう か 。 当 然し いう か , mov, rot, scal な どの 
コマ ンド は , 「{」 と 「)」 を 用 いて , その 機能 の 有効 範囲 
を 設定 する こと が で きま す ( 例 6, 図 7)。 

例 6 を 見 な が ら 6,mov を 例 に し た コマ ンド の 有効 範囲 
を 解説 いた し まし ょ う 。 こ の 例 は , 視点 に 向かっ て や っ 
て くる 空 飛 ぶ 「JYUTAN」 の 上 に , スル スル と 横滑り す 
る 「DESK」 と 「CHAIR」 が あり , その 「DESK」 の 上 
に は 2 牛 の 「BOOK」 が ある と いう わけ の わか ら な いも 
の で す 。 

まず , 「 人 と 「」 の 対応 に つい て 見 て み ま し ょ う (に 
れ が 非常 に 重要 な の で す )。 6 行 目 の 先頭 に 付い て いる 
「{」 は , 15 行 目 で 閉じ て いま す 。 こ の 中 に , 7 行 目 か ら 6 
始ま っ て 11 行 目 で 閉じ る 括 紋 と, 12 行 目 か ら 始 まっ て 14 
行 目 で 終わ る 括弧 が あり ます 。 さ る さらに , 9 行 目 , 10 行 目 
は , その 1 行内 で 括弧 が 対応 し て いま す 。 

千 論 か が らい うと , 各 コ マン ド は 括弧 の 外 に 対し て は 影 
Br, その 括弧 内 か , さら に 内 側 の 括弧 の 内 部 に 対 
し て の み 有 効 し な る の で す 。 

6 行 目 の mov の 括弧 は 15 行 目 で 閉じ て いる の で , Z 
の 範囲 の すべ て の mov に 影響 が あり ます 。 こ の 6 行 目 
は 「JYUTAN」 の 動き を 記述 し て いる の で すか ら , 
「JYUTAN」 が 動け ば , その 上 に 乗っ て いる すべ て の 物 
が 動く と いう わけ で す 。 そ れ に 対し て , 8 行 目 の mov は 
7 行 目 か ら 11 行 目 の 括弧 に 囲ま えれ て いる の で , 11 行 目 ま 
で し か 影響 が あり ませ ん 。 も ちろ ん 9 行 目 , 10 行 目 に つ 
いて は , きら に 内 側 の 括弧 な の で すか ら 影 響 が あり , 


BIS. 1 scal の 使い 方 その 1 


1: frame ( fno, 1, 20 ) 


2: fram { 
3: light pal(rgh(111)52-6) 
4: { mov ( -500 \fno*50\ 200 ) eye deg( 60 ) ) 
5: { 
B: mov ( 0 200 0 ) obj CAT 
7 mov ( 0 200 0 ) obj CAT 
8: mov ( 0 200 0 ) obj CAT 
9: } 
10: } 
11: Fendframe 
515. 2 _scal の 使い 方 その どら 
1: frame ( fno, 1, 20 ) 
2: fram { 
J: light pal( rgb (111)52-6) 
A { mov ( -500 Yfno*50Y 200 ) eye deg( 60 ) } 
5: {1 
6: mov ( 0 200 0) obj CAT 
7: mov (02000) obj CAT 
8: mov (02000) scal(222) obj CAT 
9: } 
10: } 
11: #endframe 


615. 3 scal の 使い 方 その 3 


1: fframe ( fno, 1, 20 ) 

2: fram { 

3 lightpal(rgb(111)52-6) 

4 { mov ( -500 ¥fnox50¥ 200 ) eye deg( 60 ) } 
5: { 

5: mov ( 0 200 0 ) obj CAT 

7 scal (222 ) mov (0 200 0 ) obj CAT 

8 mov ( 0 200 0 ) obj CAT 

9 


: } 
10: } 
11: endframe 


「DESK」 が 動け ば を その 上 の 「BOOK」 は 動く と いう わけ 
で す 。 し か し ,「DESK」 が 動い て も, 13 行 目 の 「CHAIR」 
は 動か ず , まっ だく 別 の 動き を する わけ で す 。 

9, 10 行 目 は , その 行 で 完結 し て いる の で , この 行 の 
mov は ほか の 行 に 影響 を 与 を ませ ん 。 も L, ZO BOOK」 
を 動か し て も , ほか の 物 は 動か な いわ け で す 。 同様 に , 13 


図 B 8Cal の 使い 方 


Toil 


A 


の 4 
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516 
#frame ( fno, 1, 20 ) IVY KROANE 
fram { 
lightpal(rgb(111)52-5) 
{ mov ( -2000 0 500 ) eye deg(60) } 
{ mov ( 00 50) target ) 
~ ino ¥div(0,-1500,1,20,fno)¥ 0 100 ) obj JYUTAN 
| z f 
mov ( 200 \-200+20*fno\ 0 ) obj DESK 
{ mov ( 50 50 100 ) obj BOOK } 
{ mov ( -20 0 100 ) obj BOOK } 
mov ( -200 Y200-20*fnoY 0 ) obj CHAIR 
ー 
} 
: lendframe 
図 ノ 例 B の 解説 図 
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に し か 影響 を 与 を ませ ん 。 
この 例 で は mov で 解説 し まし た が , rot や scal で 
も まっ を だ く 同 選 よ うじ 考え ん る こと が て きま す 。 こ の 
と 「}」 に よっ て , 非常 に 自由 度 の 高い 記述 が 可能 と な る 
DCT, し か し , Human68k の エディ タ ED な ど で フ レ 


行 目 の mov も 「CHAIKR」 


の 総数 が 異な っ だ た りす る こと が よく あり ます 。 な に か お 
か し か っ た だ たら , まず この 括弧 を チェ ッ ク す る こと を お おす 
すめ し ます 。 


お わり に 


どう だ , まい っ た か 。 今回 の フレ ー ム ソー ス は 難し か 
っ た で し ょ う 。 1 回 で 終わ る つも 0 り だ っ だ の で す が , 次 
回 に 引き 継 で こと に な っ て し まい まし た 。 言っ て お くけ 
E, 来 月 は も っ と 難しく な り ま す (オイ オイ , 死ん だ フ 
リ を し て いる 場合 じゃ や な いっ て )。 

会 回 の フレ ー ム ソー ス の mov, rot や 「{ j」 の 使い 
方 は 。 ほ か の 本 格 的 な CG シ ステ ム に も 共通 する 概念 で 
す 。 最 初 は 戸惑う けど , 一 度 理解 で きれ ば 簡単 , 簡単 。 
来 月 まで に , ちゃ ん と マス ター し て お いて くだ さい 。 

KHR, いよ いよ ち お待ち か ね の 構造 体 が 出 て きま す 。 
つま り , 「 パ パロ レイ バー」 や 「 ナ イト オプ グリ ー ン 」 に 
よる アク ショ ン デ ザイ ン を 解説 する の で す 。 あ な だ は 「 フ スパ 
ロレ イ バ ー」 対 「 ナ イト オプ グリ ー ン 」 の バト ル シ ー 
ン で も 作り ます か ? それ と も “ドジョウ すく 《 い "で も 
や ら せ ま すか ? 


ー ム ソー ス を 書く と 対応 を 間違え たり , Ty Ok T} 


[SIG 開 催 の お 知ら せ ] 

この た び , D6GA で は , 「J&P HOTLINE」 に お い 
T, 9G を 4 開く こと に な り ま し た 。 「J&P HOT 
LINE」 は , 関西 を 基点 と し て 全国 に アク セス ポ 
イン ト を 持つ 関西 最大 の パソ コン 通信 で す 。 
・「CGA デ ー タ ベー ス 」 

形状 デー タ な どの ライ ブラ リー 

・「CGA Q&AJ 

CGA シ ステ ム を 中 心 と し た , Q&A 

・ プロ グラ ムラ イフ ラリ ー」 

新しい ツー ル な どの ライ フラ リー (PDS) 
お し ゃ べり コー ナー」 

ワー ンー イ 。 ワウ ワーイ 。、 に こ ・ に こ ・ ぷ ん ! 

・「 バ グ 情 報 」 

バグ な ん て だ いっ きら い だ 一 

と いっ た コー ナー を 考え て お り , 全国 各地 の 
チー ム と の 通信 欄 と し て も 使用 し ます 。 一応 , 
年 始 か ら 開 局 で きる 見 通し で す が , 詳し く は 来 
月 号 の 誌面 で お 知ら せ し ま す 。 今後 ネッ ト 関 係 
の 情報 は , THUA 松井 の Login」 の コー ナー で 
扱っ て いく (予定 で て す の て で て, 楽し み に し て いて く 
だ さい (シグ オペ : 遊び 人 松井 サブ オペ : ペ 
コチ ャ ン 上 野 )。 

[DeGA の 作品 が レン タル ビデ オシ ョ ッ プ 
に !」 

先月 号 で も 少し 触れ まし た が , Do-GA の 最新 
CGA 作 品 「Thank you VOYGER」 が 集英社 ビジ ネ 
スジ ャ ンプ (BJ) の 映像 フェ ステ ィ バ パ バル 「 映 像 
大 賞 」 の 236 本 の 中 か ら 最 終 ノ ミネ ー ト 作品 に 選 
ば れ ま し た 。 こ の コン テス ト の 最大 の 特長 は , 
最終 ノミ ネー ト 作 品 10 本 を まとめ て , 全国 の レ 
ンタ ルビ デオ ショ ッ プ に 「 ム ー ビ ピー リー グ 」 と 
し て 店 頭 に 並べ , 一 般 の 視聴 者 か ら の 人 気 投票 
を 行う こと で す 。 い まま で て 写真 (BLE) TL 
か ご 覧 いた だ け な か っ た CGA を , 全国 各地 の 皆 
さん に ちゃ ん と アニ メー ショ ン と し て ご 覧 いた 


96 OhlxX 19901. 


各 読 者 通達 事項 


だ ける 最高 の チャ ンス で す (| 月 16 日 , 23 日 に 
は オン エア され た けど 誰 も 見 て いな か っ た だ ろ 
う な)。 最 初 か ら そ れ が 目的 で 出品 し た の で す 
が 第 | 回目 の コン テス ト に し て は ハイ レベ ル 
な 作品 が 多数 集まっ て いて , 一 時 は 入賞 を あき 
ら め て いま し た 。 結局 は , や は り CG と いう も の 
の 珍し さ が 有 利 に 働い た の で は な いで し ょ うか 。 
ほか の 9 作品 は , セミ プロ が 制作 し た も の や 制 
作 費 150 万 円 と いう 本 格 派 が 揃っ て いま す 。 CR 
E” の 勉強 の た め に も ぜひ 一 度 ご 覧 くだ さい 。 

期間 は | 月 中 旬 ま で , ビク ター 系 列 の レン タル 
ビデ オシ ョ ッ プ に は 必ず 置い て ある そう で す 。 

すでに , この 作品 を ご 覧 に な っ た 方 か ら の お 
手紙 が 何 通 か 来 て いま す 。 本 当 に D6GA・CGA シ 
ステ ム て で て 作っ た の か 疑っ て いら っ し ゃ る よう で 
す が , それ で は ほか の どの シス テム を 用 いれ ば 
可能 な の で し ょ う 。 当 チー ム が GWS( グ ラフ ィ ッ 
ク ・ ワ ー ク ステ ーション ) を 持っ て いる わけ な 
UL, 市 販 の レイ トレ ソフ ト を 使っ た と し た ら , 
計算 時 間 だ け で 数 年 間 必 要 と な る で し ょ う 。 た 
EL, 静止 画 の 一 部 や マッ ピン グ デ ー タ に Z's 
STAFF を , レン ダリ ング は REND を 32 ビット パソ 
コン (Panacom M800) に 移植 し て 高速 化す る と 
いっ た こと は 行っ て いま す 。 

し か し 送 に , CGA シ ステ ム を 用 いれ ば 誰 に で 
も ああ いっ た 作品 が で きる と いう わけ で は あり 
ませ ん (いや , 私 は あの 程度 の 作品 な ら 誰 に で 
も で きる と 思っ て いる 。 自 己 評価 : 100 点 満点 で 
40 点 )。 長 年 に わた る , 血 と 汗 の つら い 修 行 の 
日 々 が あっ て 初め て 可能 と な る の で す (大 ウ 
ソ )。 "CGA の 道 は 1 日 に し て な ら ず じゃ 

と ころ で , BJ に 掲載 され て いた 批評 は , 「 発 想 
は 並 。 し か し CG の 技術 は 圧巻 ! と 票 が 集結 」 と 
あり まし た 。「 発 想 は 並 」 と は えら い 言 われ よう 
て すず が 。 ここ 覧 に な れ ば お わか り の よう に 、 あ の 
作品 は “Ba” を 狙っ た も の で は な く , 意図 


J=, ワー スル 4。 に こ *・ に こ 


e SA! 


的 に テー マ も 演出 も 表現 も オー ソノ ドッ クス に 
(ある い は や や 古典 的 に ) まとめ た の で すか ら , 
的 の は ずれ た 批評 と 思う の で す が ……。 
[CGA シ ステ ム 発 送 先 不明 ] 

以下 の 方 々 は , 指定 され た 住所 に 発送 し まし 
た が , あて 先 不 明 で 戻っ て き て お り ま す 。 正確 
で 詳し い 住 所 , 氏名 , 電話 番号 を , て いね い に 
明記 し て ご 連絡 くだ さい 。 


愛知 県 豊田 市 花園 町 加藤 様 
神奈 川 県 横浜 市 西区 宮澤 $R 
三重 県 四日市 市 河原 田町 EA? KE 
群馬 県 豊岡 市 豊岡 平木 様 
滋賀 県 大 津 市 長 等 山田 様 
愛知 県 西春 日 井 郡 豊山 町 AR $R 


「 電 信 振 込 」 で 申し 込ま れ た 方 に つい て は , 
基本 的 に 対応 いた し か ね ます 。 “そん な む ご い 
… い の ” な ん て 言わ せま せん 。 な ぜ な ら 「 電 信 振 
込 」 に は , 振込 人 の 住所 も 名 前 も 書か れ て いな 
ONTT., 発送 で きる わけ な いじ ゃ な いか ! 

以下 同様 に , 発送 で きる わけ な い 方 々 の 特集 
で す 。 心 当たり の ある 方 は , 正確 な 住所 , 氏名 , 
電話 番号 を 明記 し て , 振り 込ん だ 本 人 で ある 証 
拠 の コピ ー を 同封 し て , ご 連絡 くだ さい (あん 
まり 世話 を 焼 か せる ん じゃ な いよ )。 


住所 不明 シン クラ ヒカル A 
住所 不明 ヒン ヌメ マ ユウ ンジ MR 
住所 不明 イト ウ ツトム BE 
住所 不明 ンジ マサ トシ A 
住所 不明 モリ カズ ヒデ KE 
住所 不明 山崎 勝之 助 様 
群馬 県 伊勢 崎 市 入 斗 島町 ? BR 


6 月 29 日 に 大 阪 府 守口 市 か ら 振 り 込 ん だ 7? 様 
8 月 10 日 に 藤井 寺 市 か ら 振 り 込 ん だ 7 様 
9 月 28 日 に 東京 都 品川 区 か ら 振 り 込 ん だ 7? 様 
10 月 24 日 に 振り 込ん だ ? 様 
10 月 30 日 に 振り 込ん だ ? 様 


X1/X1turboĦ 


さよ な ら を 過 寺 


X 690003 


RYDEEN 


いき な り ご めん な る さい の コー ナー で す 。 
'89 年 12 月 号 で X1 用 の 天空 の 城 ラ ピュ タ よ り 0 
「 パ ズー と シー タ 」 と いう 名 曲 を お 届け し 
ORTEC CSOD この サス トビ は ば 
「 音 色 の DATA が 抜け て いる 」 と いう ご 指 
摘 が 山 の よ うに あり まし た 。 確か に その と 
828.0 で すす すべて で て 私 が や や っ た こ ょ です 。 ざめ 
なき Mo ます リス ト 1 は な が 入力 し て 。 E 
に 実行 る せる よう に し て か ら 。 12 月 号 の D 
ATA を 演奏 る せる よう に し て くだ さい 。 サ 
ボツ に AE E TOTT LA 
具体 的 に は , リス ト 1 を 12 月 号 の リス ト の 
2000 行 か ら 入力 し て , 最後 に RETURN を 
追加 し ます 。 それから , 85 行 に GOSUB20 
00 を 入れ て くだ さい 。 

きる て, 気 を 取り 直し て 今月 の 作品 の 紹介 
に いき まし ょ 2 う 。 今月 も X1MusicBASIC 
用 と X680000PMA 用 で す 。 最近 ゆめ っ きり 
と MZ-2500 の 投稿 が 少な てく な り ま し た 。 確 
か に , メシ リー ズ に 比べ て 音源 が 弱い と い 
う の は わか り ま す が , FM 音源 3 声 +PSG 
で も ちゃ ん と 音楽 で きる は ず で す 。 君 は PC- 
8801mkIISR の テグ ザー の ショ ッ ク を 忘れ 
だ た のか? 25 ユー ザー がんばれ ! 


| 
マン モス うれ P, 初 登場 


完全 に 常連 と 化し て し まっ た だ , REO 


ACTO. HAL 31 T-SQUARE, また 
し か し て を その 実体 は 


ある と き は 聖 負 魔 II, 


> 


Fushiki Yoshihiro 


KE 義 宏 


Ageno Yuyi 


揚 野 雄二 


の り ピ ビ ピー マー ン 。 …… RLT 
し た だ た 。 あ まり に も 伏 喜 用 の レパートリー が 
が et の で つい の っ て し まい まし た 3 

「 ぃ い だ だ きき マン モス 」「 ご もち そ を そう サ マン 3 
ZE, の り ピ ビー 語 で 有名 な アイ ドル , 酒井 
法子 さん の 登場 で す 。 曲 は 「 る よ な ら を 過 
ぎ て 」。 恥ず か し な が ら 私 は 原 曲 を 聴い た 
こと が あり ませ ん が , バラ ンズ の よき は きき 
す が に 常連 と いっ だ と ころ で し ょ うか が 。 | 誠 
曲 と FM 音源 と の マッ チン グ が よい の か , 
アレ ンジ が うま い の か な か な か 曲 選 び の セ 
ンス も 素晴らし いみ だ いで すね 。 これ か ら 
も が ん ば っ て て だ さい 。 私 と し て は 一 部 ドド 
ラム で 握 に か が る と ころ (JALORI 
いま えす が ポー アジ っ て 痛 ) が あり まだ が 5 
は が だ カイ し て る の で 良し ょ も に まさ 
o 気 に な っ だ 人 は , 音程 を 下げ て みて 〈 
だ きる さい 。 プ ログ ラム は , リス ト 2 を RUN す 
BE, リス ト 3 を 読み に いき ます 。 ひ っ き 
し ぶり の アイ ドル 路線 を 堪能 し て くだ さい 。 


| 


YMO は 不滅 で す | 
po O 


X680000PMA 用 に は , か の 有名 な YMO 
の 「RYDEEN」 で す 。 パ ッ ュ コン 業界 で は , 
この 曲 の な い MML は モグ リ だ ! と 言わ 
れる ほど の スー パー・ メ ジャ ー・ ソ ング で す 。 
知ら な か っ だ 人 は , ぜひ 打ち 込ん で 聴い て 
DELKO ot CEO, KEGA 
ンピュータ と か で 聴い た こと が ある か も し 


ooo! 


# 
ZO.” LAPUTA Pazu € Sheeta 
, 


TONE DATA 


10 MEMS(8£HB1D8,36)=HEXCHR$("FC 00 31 52 50 30 1A 08 16 06 1F 11 
1F 11 1F 1F 1F 1F 00 00 00 00 02 06 02 06 00 00 00 00 00 C8 80 0 


9 02 00") 13 


50 MEMS(8HB1FC,36)=HEXCHR$("FA 00 32 14 76 04 1B 1E 24 00 5D 5D 
SD 4A 1F 1F 1F 1F 00 00 00 00 05 05 04 06 00 00 00 00 F6 C8 80 0 


0 02 00") ' I4 


60 MEM$(&HB244,36)=HEXCHR$("FA 11 51 25 71 11 25 3E 4D 00 5D 56 
SD 9F 05 00 00 87 07 04 04 06 94 15 45 45 00 80 80 00 00 DC 80 9 


4 02 80") ' I6 


あけ まし て お めで と う ご ざ いま す 。 こ の ペ 


ー ジ も LIVE in "90 に な り の , 貝 機 一 転 が 
ん ば り だ いと 思い ます 。 そこ で ,「 だ ま に は 
ゲー ム へ ・ ミ ユー ジッ ンク 以外 も 載せ て ほし い 」 
と いう 声 に 応え て 今月 は ポピュラー を 2 曲 
用 意 し まし だ 。 ご こ だ つ に 入 つ て 存 分 に お 楽 
し みく だ さい 。 


酒井 法子 


思っ だ た あな 
3 重 丸 
を あげ だ てく な る で らい 気合 が 入っ て いで 。 
私 が 聴い た と ころ で は , プッ パッ カッ ・>* 


れ ま せん 。 な に を いま る さら 。 
だ は まだ 甘い 。 曲 の デキ の ほう ぅ は 。, 


ッ フ パッ A と いう 馬 の ひ づめ ? 以外 は 
ほとん ど 再 現 き れ て いま す 。 こ こま で くる 
と FM 音源 の 性 能 の レベ ル の 話 ま で いっ て し 
まい ます ね 。 正直 言っ て みごと な も ん で す 。: 

まず は , リス ト 4 を 打ち 込ん で 聴い て み 
て くだ さい 。 も し 言い た か いこ し と が の 6 
その 後に どう ぞ 。 以前 に 「 こ だ わり 」 の 語 
を も せま ょ も た だ が, TOWE RTO CSR 
り 」 の ひも に ひし と 伝わっ つっ てき た すす 。 60 
を も 吟 ら せる デキ , さて は よほど の 常連 か ? 
と 思い き や , これ が 初 投稿 と いう の だ か ら , 
世の中 広い も ん だ 。 し か も , X68000 上 で 
は 自作 第 1 号 の プロ グラ ム と いう の だ か ら 
素晴らし い 。 久々 に 期待 の 大 型 新 人 登場 
と いう こと で , 常連 きん も うか うか が かも E 話 
いら れ な く な り ま し た 。 今年 の Oh!X LIVE 
を 面目 くす る の は , あな た か も し れ ま せん 。 
あな た の 熱意 の こも っ た 作品 ,。 お 待ち し て 
HIET (S.K.) 


MusicBASIC は 1988 年 12 月 号 で 発表 され た XI 用 M 
ML, OPMA は 1989 年 4 月 号 で 発表 され た FM 音源 
と PCM 音 源 を 同期 させ る X68000 用 ミュ ー ジ ッ ク ド 
ライ バ で す (OPMA が な く て も FM 音源 の 演奏 は 可 
能 で す )。 


Oh!X LIVE in 90 97 


10 ? 
20 ?’ E 73737 ART by NORIKO SAKAI 
s9 ! 
40 ” Tone Set Program by Y.FUSHIKI 
50 


60 MEM$(%HB190,36)=HEXCHR$("EA 40 36 74 71 31 30 23 2A QA 13 15 

OB 0D 12 OE 1F 9F C4 C6 03 01 54 6A QA 08 80 80 80 00 OC C6 B2 1 

4 02 02") ’ 1 NORI-P 

70 MEM$(8£HB1B4,36)=HEXCHR$("EC 40 35 76 73 31 1D 00 2A 0A 13 15 

OB 14 00 09 00 89 04 03 03 03 04 65 05 67 80 80 80 00 OC C6 8A Q 

0 02 01") の オク は 

80 MEM$(&HB1D8,36 ) =HEXCHR$("FA 00 51 25 71 11 25 39 43 00 1F 1D 

1D 1F 05 00 00 88 07 04 04 06 94 55 55 F5 00 80 80 00 00 00 80 Q 

0 00 00") ’ 3 A PIANO 

90 MEM$(4«HB1FC,36)=HEXCHR$("DC 00 3E 02 33 31 2F 00 21 1B 1F 1B 

1E 1E 9A 88 06 86 CQ 04 OB QB 5A B6 F6 F6 00 00 00 00 00 C8 80 0 

9 02 00") * 4 Synth1 

100 MEM$(&HB229, 36 ) =HEXCHR$("FA 00 51 25 71 11 25 39 43 00 1F 1D 
1D 1F 05 00 00 8B 07 04 04 06 94 55 55 F5 00 80 80 00 00 00 80 

00 00 00") ’ 5 Stringl 

110 MEM$(8HB244,36)=HEXCHR$("FC 00 41 42 42 42 1E 2F 1B 00 1F 1F 
19 10 00 09 14 85 00 00 00 00 59 A6 75 AB 00 00 00 00 00 00 80 

00 02 00") ’ 6 String2 

120 MEM$(&HB268, 36 ) =HEXCHR$("FA 00 36 7F 73 32 2F 1B 39 00 1F 1F 
14 17 0D 12 0A 85 01 01 01 01 F4 FA F7 F5 00 80 00 00 00 D2 80 

00 02 00") ‘7 String3 

130 MEM$(&HB28C, 36 ) =HEXCHR$("FA 00 30 7D 73 31 25 39 25 1E 1F 1F 
14 17 0D 14 0A 8C 01 81 01 01 F4 FA F7 F7 00 80 00 00 00 D2 80 

00 02 00") ’ 8 W BASS 

140 MEM$(8HB2B0,36)=HEXCHR$("C4 00 53 04 53 01 1B 1B QC 00 1F 1F 
1F 1F 04 88 04 88 00 01 00 01 02 F8 02 F8 00 00 00 00 00 C8 80 

00 02 00") ) 9 Cembalo 

150 MEM$(£HB2D4,36)=HEXCHR$("F8 00 35 30 30 31 2F 25 19 13 1E 1C 
1C 1C 0D 06 04 81 08 0A 03 05 B6 B6 36 26 00 00 00 00 00 C6 80 

00 02 00") 110 BASS 

160 MEM$(4HB2F8,36)=HEXCHBR$("FA 00 01 75 01 41 23 20 2F OC 14 19 
1C OC 02 06 03 84 00 00 00 00 15 38 16 06 00 00 00 00 F4 00 80 


日 本 音楽 著作 権 協会 ( 出 ) 許 諾 第 8972064-90| 号 


170 MEM$(&HB31C, 36 ) =HEXCHR$("FB 00 70 52 20 30 1D 2A 23 00 1B 1F 
1F 1D 12 0A 0A OC 01 01 01 01 F4 F3 F3 F6 00 00 00 00 00 96 80 

00 02 00") 112 W BASS2 

180 MEM$(£HB340,36)=HEXCHR$("BA 00 43 23 71 41 2A 1B 2F 00 13 13 
13 13 0C 0C 02 8A 01 01 01 01 54 54 34 57 00 00 00 00 00 CD 80 

00 02 00") 113 A PIANO2 

190 MEM$(&HB388,36 ) =HEXCHR$("FA 50 01 70 00 41 23 25 2F QC QF QF 
14 04 02 06 03 84 00 00 00 00 15 38 16 06 00 00 00 00 F4 CA 8A 

03 02 05") 15 Violia 2 

200 MEM$(8%HB3D0,36)=HEXCHR$("F9 00 04 02 04 01 04 OF 00 00 1A 1C 
1C 14 9A 12 19 92 00 40 00 00 AA FA FA F7 00 00 00 00 F4 C8 80 

00 02 00") 117 NN - カ ッ シ ョ ン 

210 MEM$(&HB3F4 , 36 ) =HEXCHR$("F2 00 00 01 31 01 15 17 25 00 18 1A 
1F 1A 14 0A 0A 89 00 80 40 00 FA F6 F4 F5 00 00 00 00 F4 8C 80 

00 02 80") 18 Tom-Tom 

220 MEM$(8£HB5C8,36)=HEXCHR$("FA 00 31 22 41 61 11 2F 39 14 10 QF 
0D 1F 0C 0C 0A 8A 01 01 00 00 A7 A7 17 07 00 00 00 00 00 C8 80 

00 02 00") 31 Trmpet 

230 MEM$(&HB5EC, 36 ) =HEXCHR$("FA 00 QE 00 05 01 00 00 00 2F 1F 1F 
1F 10 00 00 00 93 00 00 00 00 02 02 02 F9 00 00 00 00 18 C8 80 

00 02 00") 32 Shaker 

240 MEM$(&HB658,36 ) =HEXCHR$("FB 00 71 06 03 3D 12 0D 16 00 1E 1E 
1F 12 04 01 14 8A 40 00 00 00 Fi F1 Fl F5 80 00 00 00 0D C8 80 

00 02 00") 35 Ride Cymb 

250 MEM$(&HB67C,36 )=HENCHR$("FB 00 OE 08 07 00 OF 07 11 05 1A 1A 
1A 16 04 08 0C 11 40 00 80 00 32 72 BA F8 00 00 00 00 00 C8 80 

00 03 00”) 236 H-H Close 

260 MEM$(8«HB6C4,36)=HEXCHR$("FE 00 08 31 40 00 00 04 04 04 1F 1F 
IF 1F 04 11 OF OA 40 10 0D 0D 24 97 89 89 00 00 00 00 FD C8 80 

00 03 00") 38 Tom 

270 MEM$(8HB6E8,36)=HEXCHR$("FC 00 QE 00 00 00 00 00 00 01 1F 1F 
1F 1F 00 10 16 10 CO CE 54 OE 05 67 55 67 00 00 00 00 F4 00 80 

00 03 00") 139 Snare Drum 

280 MEM$(8HB70C,36)=HEXCHR$("83 00 08 0F.00 00 01 00 07 00 1E IE 
1E 1E 1A 1C OF OF 00 DF 00 00 FD AE F8 F8 00 00 00 00 00 C8 80 

00 02 00") "40 BASS Drum 

290 ? 

300 RUN "サヨ ナラ ヲ ス キ * テ 2.mml" 


00 00 00") *11 Violin 

10 ” 

20 * 「 サヨ ナラ ヲ スキ * テ 」 by NORIKO SAKAI 

30 ' 

40 ’ Programed by Y.FUSHIKI 1989/9/1-1989/10/6 
50 ” 

60 'SAVE "*a+572+"7 2 .mml" 

70 ? 


80 INIT : CLSO : DEFINT A-Z 
90 PLAYO : PLAY"T127" 
100 LOOP=0 
110, Tis €.>E.<CI16C16C.>E.<C16016 
120 T2="C.>E.<C16C16C16>E16<C16>E.<C16C16 
130 GOTO 220 
140 LABEL "!” 
150 K=INSTR(A(J),"140") : IF K=0 THEN 180 
160 A(J)=LEFTS(A(J),K-1)+"14000v15P3"+MIDS(A(J),K+3,LEN(A(J))-K) 
170 GOTO 150 
180 K=INSTR(A(J)," 139") IF K=O THEN 210 
190 A(J)=LEFTS(A(J),K-1)+"i13902v16P3"+MIDS(A(J),k+3,LEN(A(J))-K) 
200 GOTO 180 
210 RETURN 

, 


DEESTR A-H,T DIM A(31) 


:' Drum Sub 


230 'MAIN 

240 A(@0)="L8I2O3V10Q8P2K0S2,2,0,10=1 

250 A(1)=STRING$(2,"F4EF&FG4F& F1") 

260 A(2)="F4EF&FG4F& F2G2 A2&A4.A& A2&P3A2 
270 A(3)="=0I1305V14A.A16&AB-A4&AD16F16 A4G4>C4<B-4 G.G16&GAG4&GC 
16E16 

280 A(4)="G4F4>C4&C<F16G16 

290 A(5)=A(3) 

300 A(6)="G4F4>C4T1O5V14=9DE 

310 A(7)="I105F4FEFGED16C16& C2R4<A>C 

320 A(8)="D4DFEDCD <A2R4RA> 

330 A(9)="<B-4>A4G4RD C4G4F4EF 

340 A(19)="G.G16&GFEDFE& E2R4DE 

350 A(11)="F4FEFGED16C168% C2R4<A>C 

360 A(12)="D4DFEDCD <A2R4RA 

370 A(13)="B-4>A4G4RD C4B-4A4GA 

380 A(14)="B-F4DEF4E D4R4D4E4 

390 A(15)="F4.<B-B-2> R4G4F4E4 

400 A(16)="G4.CC2 R4A4F4E4 

410 A(17)="F.G16&GD&D4DE F.G16&GD&D4RE 

420 A(18)="F.G16&GAA.G16&GF Al 

430 A(19)="R2F4G4 

440 A(20)="A.A168AB-A4FG A.A16&AB-A4RG 
450 A(21)="A4GFEFGAS% A2R4RA 

460 A(22)="GF+GA16A16G4RG FEFG16G16F4RD 
470 A(23)="E.El168EDG.G168%GF A2F4G4 

480 A(24)=A(20) 

490 A(25)=A(21) 

500 A(26)="GF+GA16A16G4RG FEFG16G16F4DE 
510 A(27)="F.El68ED4D2 R4EFG.F164FE 

520 A(28)="E.D16&DD&D2 Ri 

530 A(29)="R1 R2.DE 

540 FOR J=0 TO 29:PLAYA(J);: NEXT 

550 FOR J=7 TO 27:PLAYA(J);:NEXT 

560 PLAY "E.D16&DD&D2 11306V9R8R4G4A4B-4"; 
570 PLAY ">C1< R4G4F4.E”; 

580 PLAY "Fl E4F4G48£GE16.D324"; 

590 PLAY "E16&E16&E2.E16E16 D4.1105V14D4E4"; 
600 FOR J=15 TO 27:PLAYA(J);:NEXT 

610 FOR I=0 TO 1 


620 IF I=0 THEN PLAY "E.D16&DD&D2 1305V12R16A4G4>C4<B-4";:GOTO 6 
630 PLAY "A.A168£AB-A48AD16F16  A4G4>C4<B-4"; :*Fade out 
640 PLAY "G.G168GAG48GC16E16 G4F4>C4<B-4"; 
650 PLAY "A.A168AB-A48AD16F16 44G4>C4<B-4"; 
660 PLAY "G.G168GAG2 R1"; 
670 NEXT : 
680 PLAY":"; 
, 


700 'ECHO 
710 A( の 9)="L8I2O5V8 Q8P3K0S2,2,0,10=1R8 
720 A(3)="=01305V12P3A A16&AB-A4&AD16F16 A4G4>C4<B-4 G.G16&GAG4& 
GC16E16 
730 A(4)="G4F4>C48C<F16 
740 A(5)="11506P3V9=1 P3A1& Al G1& 
750 A(6)="G2. I105V9K5R8=0 DE 
760 A(19)="R4.D4E4 
770 A(20)="F.F16%FGF4DG F.F16&FGF4RRG 
780 A(23)="E.E168EDG.G168%GF A4.D4E4 
790 A(24)=A(20) 
800 A(28)="E.D16&DD&D4I6O5V9=1P1A4 F1 
810 A(29)="R2.G4 C2.1105=0V9P3DE 
820 FOR J=0 TO 29:PLAYA(J);: NEXT 
830 FOR J=7 TO 27:PLAYA(J);:NEXT 
840 PLAY "E.D168£DD8D2 R1"; 
850 PLAY "R1 R1"; 
860 PLAY "R1 R1"; 
870 PLAY "Rl R2D4E4"; 
880 FOR J=15 TO 26:PLAYA(J);:NEXT 
890 PLAY "F.E16&ED&D2 R4EFG.F168£F1305V14"; 
900 FOR I=0 TO 1 
910 PLAY "A.A168£AB-A48AD16F16 A4G4>C4<B-4"; 
920 PLAY "G.G16&GAG4&GC16E16 G4F4>C4<B-4"; 
930 PLAY "A.A168AB-A48AD16F16 A4G4>C4<B-4"; 
940 PLAY "G.G168GAG2 R1"; 
950 NEXT 
960 PLAY" ) 
, 


980 'Synthl 

990 A(0)="L8I205V5 Q8P382,2,0,10=1 

1000 A(1)=STRING$(2,"D4CD4DE4D8 D1") 

1010 A(2)="D4CD&DE4D& D2E2 F2&F4.F& Fl 

1020 A(3)="=:01305V12F.F164FGF48F<B-16>D16 F4E4A4G4 E.El6%EFE48E< 
A16>C16 

1030 A(4)="E4D4A4&AD16E16 

1040 A(5)=A(3) 

1050 A(6)="E4D4A4R4 

1060 A(7)="I1505P3V10D1 Al 

1070 A(8)="B-2C2 1405V12=1E4.C4<A4.>=0 

1080 A(9)="1505V10G2C2 A2D2 

1090 A(10)="El 1405V12=1R16AA16A8.AA16A48A=0 

1100 A(11)="T6O4P1V12D1 Al 

1110 A(12)="B-2C2 1405P3V12=1E.D.C.<A.G4>=0 

1120 A(13)="1604P1V12G2C2 A2D2 

1130 A(14)="G2A2 Di 

1140 A(15)="1706P2V7=1G32A32B-.8€B-2. A32B-32>C.8£C2. 
1150 A(16)="<F32G32A.£A2. B-32>C32D.8D2.=0 

1160 A(17)="T9O4K9P3V8G.G16&GG&G4R4 G.G16&GG&G4R4 
1170 A(18)="G.G16&GGG.G16&GG V11 {AAA] 2 {AAA) 2 

1180 A(19)="AI1802V13A16A16A4R2 

1190 A(20)="1305V11F.F168FGF4R4 F.F16&FGF4R4 

1200 A(21)="I904=3V10R1 R8A16A16A16A16R16A16>C16R16<B-16R16A1=0 


私 は か つて キャ ベツ の し ば ぼり 汁 の カン ジュ ー ス を 飲ん だ こと が あり ます 。 そ れ も ま じ り ) 


98 ohix 19901. 


っ けなし の 天然 果汁 (? )100%! も ちろ ん ひと 日 で 捨て まし た 。 実 は を それ は 友人 の 姉 の 勤 


め 先 で 冗談 で 作っ た も の だ っ た らしい ので す が 。 こ ん な 幻 の 毒物 (? ) 飲料 を 飲ん だ 経験 の 


ある 人 は ,。 そう いな いで し ょ う 。 


中 村 幸司 (26) 東京 者 


1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1450 
1460 
1470 
1480 


A(22)="R1 R1 

A(23)="R1 1304V11L16GAB->CDEFGA2L8 
A(24)=A(20) 

A(25)=A(21) 

A(26)=A(22) 

A(27)="14V1204P3F1 El 

A(28)="1304V10D1 11305V7=1P2A16F16D4D2. 
A(29)="B-16G16E&E2. G16E16C&C2 .=0) 

FOR J=0 TO 29:PLAYA(J) ::NENF 

FOR J=7 TO 27: PLAYA(J); ¿NEXT 

PLAY "1130611241 RAGI14B-4"; 

PLAY ">C1< R4G4F4.E": 

PLAY "Fl E1F4G44GF16.D324"; 

PLAY "E322D16.£D2.D16E16 D1”; 

FOR J=15 TO 27:PLAYA(J); :NEXT 

FOR I=0 TO 1 

PLAY "I305V12F.,F168FGF48F<B-16>D16 FIE1A4GA"; 
PLAY E.E16&EFE4&E<A16>C16 E4D444G1"; 
PLAY "F,F16%FGF48F<B-16>D16 F1E414G4"; 
PLAY "E.E16&EFE2 R1"; 


NEXT 

PLAY ;?? 

す 

78ynth2 
A(0)="L8I105V12Q8P3S4,5,130,0=3 


A(1)=STRING$(2,"F4EF8FG4F8 F1") 
A(2)="F4EF&FG4F& F2G2 A2&A4.A& A1S2,2,0,10 
A(3)="=013104L16R2R8V12P2AP1AV10P2AP1AV8P2AP1A R1 R2R8V12P2 


GP1GV10P2GP1GV8P2GP1GL8 


1490 
1500 
1510 
1520 


2070 
2080 
2090 
2100 
2110 
2120 
2130 
2140 
2150 
2160 
2170 
2180 
2190 
2200 
2210 
2220 
2230 
2240 
2250 
2260 
2270 
2280 


A(4)="R1 
A(5)=A(3) 

A(6)=A(4) 

A(7)="K6"+A(7) 

A(8)="B-2C2 1405V7=1C4.<A4F4.>=0 
A(19)="E1 1405V12=1R16AA16G8.FF16E4K£E=0 
A(11)="1604P2V12D1 A1 

A(12)="B-2C2 1405P3V12=1E.D.C.<A.G4>=0 
A(13)="1604P2V12G2C2 A2D2 

A(14)="G2A2 D1 
A(15)="1706P1V7=1R16G32A32B-4B-2. R16A32B-32>C8C2. 
A(16)="<R16F32G32A8%A2. R16B-32>C32D8D2. 
A(18)="G.G16&GGG.G16&GG V7(EEE)2(EEE)2 
A(19)= "ET18O1V11A16A16A4R2 
A(20)="11106V8=1D18 D1& 

A(21)="D1 C1 

A(22)="<B-2A2& A2.>F4 

A(23)="D1 D-1 

A(24)=A(20) 

A(25)=A(21) 

A(26)="<B-2A28 Al 

A(27)="14V1204P3D1 C1 

A(28)="1303V10A1 11305V5P1=1F16D16<B-&B-2 . 
A(29)=">G16E16C8C2. E16C16<A&A2 .=9 

FOR J=0 TO 29:PLAYA(J) : :NEXT 

FOR J=7 TO 27:PLAYA(J) ::NEXT 

PLAY "I1306P3V9RA2.8A 16V705C1"; 

PLAY “<A1> DI"; 

PLAY "G1 <Al>"; 

PLAY "1905V5D.DR16DR16DD16D4 D.DR16DR16DD16D4"; 
FOR J=15 TO 27:PLAYA(J); : NEXT 

FOR I=0 TO 3 


PLAY A(3)+"R1"; 

NEXT 

PLAY 2 

# 

"BASS 
A(0)="L8Q811203V15P3 


A(1)="D1& D2D4C4 <B-18 B-2B-4A4 
A(2)="G18 G2R>GD<G A2R>AE<A& Al 
A(3)="110V1103D.DR16EF4D4 <B-.B-R16>CD4<B-4> C.CR16DE4C4 
A(4)="<A.AR16GA4>C4 

At5)=A(S) 

4(6)>A(4) 

A(7)="V11D.DR16CD1D4 <A.AR16GA4>C1 
A(8)="<B-、F.B->C4<G1 A.AR16B->C4<A4 
A(9)="B-.B-.>DC4<G4 A.AR16>ED4CD 
A(10)="E.ER16E16R16E.£F-618D618D-618C61£<B-1 A2.£>A1 
A(11)="D.DR16CD4D4 <A. ARI6GAJ>CA 
A(12)="<B-.F.B->C4<G4 A.AR16B->C4<A4 
A(13)="B-.B-R16>D0C4<G4 A.AR16>ED4CD 
A(14)="<G.>D.<GA.>E.<A >D251,5,0,7=1D4C4=0 
A(15)="<B-1 B-1 

AGI6)= Al >B] 

A(17)="<GR16GR16G4.£G.>!110G16 FR16FRI6F1.&FI 
A(18)="E.FR16FE.ER16E <{AAA] 2 (AAA]12 、 
A(19)="A4R284,5,0,15=244=0 

A(20)=">D.DR16EF4D4 C.CR16DE4C4 
A(21)="<B-.B-R16B->C4 く GSG <A.ARIGBB->C16R16<B=A4J 
A(22)="G.GR16GA4>D-4 D.<A.>DC4 く A&>C 
A(23)="<B-.B-R16B-2G AA.、AR16GA4A4 


A(24)=A(20) 
A(25)=A(21 ) 


A(27)="<B-.B-R16GB-.B-B-16B- 11> 
A(28)="V10D1 V9<B-1 

A(29)= >»Cl< Al> 

FOR J=0 TO 29:PLAYA(J);: NEXT 

FOR J=7 TO 27:PLAYA(J); : NEXT 

PLAY "<B-.B-R16>CD4<B-4 B-.6B-.B-4>G648A-61£A16.8£18<B-1"; 
PLAY "A.AR16B->C4<A1 >D.£D.D8D4C4"; 
PLAY "<G.GR16AB-4G4 A.8A.B->C4<A4'"; 
PLAY >DI DI ) 

FOR J=15 TO 27:PLAYA(J); ¿NEXT 

FOR J=3 TO 6:PLAYA(J); :NEXT 

FOR J=3 TO 6:PLAYA(J);: NEXT 


PLAY... 

, 

IA ニー カッ ショ ン 
A(0)="L80818 O4V19P3 


2290 A(1)=A(1) 

2300 A(2)="G18 G2R>GD<G A2R> AE<A& 11 11703P1V11 

2310 A(3)=T1+T2+T1 

2320 A(4)=T2 

2330 A(5)=T1+T2+T1 

2340 A(6)=T2 

2350 FOR 1=7 TO 17 

2360 A(1I)=T1+T2 

2370 NEXT 

2380 A(18)=T1+"135P307V8(DDR)2(DDR)2 

2390 A(19)="'110D2R211703P1V11 

2400 FOR I=20 TO 26 

2410 A(1)=T1+T2 

2420 NEXT 

2430 A(27)="C.>E.<C16C16R2 13506P3!'125D2D211703V11P1 

2440 A(28)="13506P3'125D216P3V1205=1R4A4 Fl 

2450 A(29)="R2.G4 C111703V11P1=0 

2460 FOR J=0 TO 29:PLAYA(J);:NEXT 

2470 FOR J=7 TO 27:PLAYA(J);: NEXT 

2480 FOR I=1 TO 4 

2490 PLAY T1+T2; 

2500 NEXT 

2510 FOR J=15 TO 27:PLAYA(J); ¿NEXT 

2520 FOR J=3 TO 6:PLAYA(J);: NEXT 

2530 FOR J=3 TO 6:PLAYA(J); : NEXT 

2540 PLAY": ": 

2550 ” 

2560 'HiHat 

2570 PLAY "L8Q713606V10P352,2,0,10=1"; 

2580 PLAY "1205V12Q8P1K3"+STRING$(2,"F4EF4FG4F4 Pi J. 

2590 PLAY "F4EF&FG4F& F2G2 A2&A4.A& A2=013902P3K0Q7V16EE16E16EE1 
6E16"; 

2600 PLAY "13506V15D2136L16"+STRING$(5,"V11G32G32GGGV8G32032GGG" 
l; 

2610 PLAY STRING$(4,"G32G32GGG"); 

2620 PLAY STRING$(6,"V11G32G32GGGV8G32G32GGG"); 

2630 PLAY STRING$(4,"G32G32GGG"); 

2640 ? 

2650 PLAY "V14135P3D4V9L8"+STRING$(7,"P3136G64P2132G16.£G64P3136 
G ) 

2660 FOR I=8 TO 14 

2670 PLAY STRING$(8,"P3136G64P2132G16.8£G64P3136G"); 

2680 NEXT 

2690 FOR I=1 TO 3 

2700 PLAY STRING$(3,"P3136G64P2132G16.8£G64P3136G")+"13902P2V16E4 
V906"+STRING$(3,"P3136G64P2132G16.£G64P3136G")+"13902P1V16E4V906 
135: 

2710 NEXT 

2720 PLAY STRING$(8,"P31360664P2132G16.8G64P3136G"); 

2730 PLAY "R.I1802V10416A16A4R.13506V14P1D4P2"; 

2740 PLAY "13506V14D413606L16P3"+STRING$(3,"V8G32G320G0V11G32G32 
GGG")+"V8G32G32GGG"; 

2750 PLAY STRING$(4,"V11G32G32GGGV8G32G32GGG"); 

2760 PLAY STRING$(4,"V11G32G32GGGV8G32G32GGG"); 

2770 PLAY STRING$(4,"V11G32G32GGGV8G32G32GGG" ) : 

2780 PLAY "13506V14D413606L16P3"+STRING$(3,"V8G32G32GGGV11G32G32 
GGG")+"V8G32G32GGG"; 

2790 PLAY STRING$(4,"V11G32G32GGGV8G32G320GG"); 

2800 PLAY STRING$(4,"V11G32G32GGGV8G32G32GGG"); 

2810 PLAY "V11G32G32GGGV8G32G32GGGR2 R2L8V9P3136064P2132G16.4G64 
P3136G4."; 

2820 IF LOOP=1 THEN 2870 

2830 IF LOOP=2 THEN 2910 

2840 PLAY "V13"+STRINGS(8,"132P2GI36P3G"); 

2850 PLAY "132P2G136P3G132P2G136P3GR2 L1614000V16P3E4E4E4E413606 
Vilos 

2860 LOOP=1:GOTO 2650 

2870 FOR I=1 TO 4 " 

2880 PLAY STRING$(8,"P31I36G64P2132G16.89G64P3136G"); 

2890 NEXT 

2900 LOOP=2:GOTO 2690 

2910 FOR I=1 TO 2 

2920 PLAY "13506V15D21I36L16"+STRINGS(5,"V11G32G32GGGV8BG32G32GGG" 


2930 PLAY STRING$(4,"G32G32GGG"); 

2940 PLAY STRTNG$(6,"V11G32G32GGGV8G32G32GGG" ) : 

2950 PLAY STRING$(4,"G32G32GGG"); 

2960 NEXT 

2970 PLAY": ”; 

2980 ? 

2990 ’Bass Drum&SnarDrum 

3000 A(0)="L8Q7P3S4,1,0,253 

3010 A(1)="Q8I1203V10P3R16 D1& D2D4C4 <B-1& B-2B-4A4 
3020 A(2)="G18 G2R>GD<G16 I40Q7E4E4E4E4 E4E4E4E4 

3030 A(3)=STRING$(3,"140E.I39E16140E4E4139E4") 

3040 A(4)="140E.139E16140E4E4139E4 

3050 A(5)=A(3) 8 

3060 A(6)="I140E.139E16140E4E16139E16E8140E16139E16140E16139E16 
3070 A(7)=STRING$(2,"140E4E4E4139E4"”) 

3080 A(8)=A(7) 

3090 A(9)=A(7) 

3100 A(10)="140E4E4E4139E4 140E4E4E4139E16E16E 

3110 A(11)=A(7) 

3120 A(12)=A(7) 

3130 A(13)=A(7) 

3140 A(14)=A(7) 

3150 A(15)="140E4E4E413804V15=3P2E4=0 140E4E4E413804V15=3P1C4=0 
3160 A(16)=A(15) 

3170 A(17)=A(15) 

3180 A(18)="140E4E4E413804V15=3P2E4=0 110(EEE)2(EEE)2 
3190 A(19)="EI3804V15P2=3E16E16P1D4=0R4140P3E4 

3200 A(20)=STRING$(2,"140E.139E16140E4E41I39E4") 

3210 A(21)=A(20) 

3220 A(22)=A(20) 

3230 A(23)="I40E.139E16140E4E4139E4 140E.L16139EI40E4E1I39EE8140E 
I139EI40E139EL8 

3240 A(24)=A(20) 

3250 A(25)=A(20) 

3260 A(26)=A(20) 


X68000 を 購入 する ため, 必死 で お 金 を 貯め て いる 私 で あり ます 。 そ ん な 私 に 今 す で ロー 


ン を 組ん で X68000 を 買い な さい ! 
XX よ 。 あな た だ た が 憎い ! 


と いわ ん ば か り の この 記事 , この 特集 。 ああっ, Oh! 
これ か ら も 充実 し た 記事 , 特集 の 数 々 を 載せ て くだ さい 。 


Oh!X LIVE in 90 99 


後 迫 浩一 (28) 東京 都 


3270 A(27)="140E.139E16140E413804V16=3P2E.E16P3<D16D16P1C=0 R2.R 
T39E 

3280 A(28)="140E4E4E4E4 E4E4E4E4 

3290 A(29)="E4E4E4E4 I39E16E16E16E.E16E16E16E.EE16E16 

3300 FOR J=0 TO 29:"!":PLAYA(J);:NEXT 

3310 FOR J=7 TO 26:PLAYA(J);:NEXT 

3320 A(27)="140E.139E16140E4RE16139E16140E16139E16E8g8 E2E32E16.1 
40E16139E16140E16139E16E8 

3330 A(28)=A(29) 

3340 A(29)="140E.139E16140E4E4139E4 140E.139E16140E4E4I39EE16E16 
3350 A(30)=A(20) 

3360 A(31)="140E.139E16140E4E4139E4 140E.139E16140E4E41I39EP21380 
4V16=3P2E=0 


3380 FOR J=15 TO 26:PLAYA(J);: NEXT 

3390 A(0)="140E.139E16140E4EI40E16139E16140E16139E16E8 R1 

3400 J=0:"!":PLAYA(J); 

3410 FOR I-9 TO 1 

3420 PLAY A(20); 

3430 A(0)="140E.139E16140E4E4139E4 140E.139E16140E4E16139E.EE16E 


3440 J=0:"!":PLAYA(J); 

3450 PLAY A(20); 

3460 A(0)="I140E.139E16140E4E4139E4 140E.139E16140E413804V16=3P2E 
=0139E140EI39E 


3470 J=0:"!":PLAYA(J); 
3480 NEXT 
3490 PLAY"" :*Music START 


3370 FOR J=27 TO 31:"'":PLAYA(J);:NEXT 

10 /* 

20 /* 

30 /* RYDEEN 

40 /* 

50 /* Music by Yukihiro Takahashi 

60 /* 

710 /* Arranged by YMO 

80 /* 

90 /* 

100 m_init() 

110 for z=1 to 8 

120 m_assign(Zz,2) 

130 m_alloc(z,5000) 

140 next 

150 str a[256],b[256],c[256],d[256],e[256],f[256] 
160 str g[256],h[256],i[256],j[256],k[256],1[256] 
170 str m[256],n[256],0[256],p[256],q[256],r[256] 
180 str s[256],t[256],u[256],v[256],w[256],x[256] 
190 str aa[256],bb[256],cc[256],zz 
200 str th,tm,tl,ft 
210 str th2,tm2,t12,ft2 
220 str th4,tm4,t14,ft4 
230 str th1,tm1l,bd,sd,ms 
240 str 1]g[49] ,1g2[49] ,bm[409] 
250 /* 
260 dim char SYNTOM(4,19)={ 
270 /* af om wf syo spd pmd amd pms ams pan 

280 82, 18, 0, % 0, 0, 0, 0, 0, 3, 0, 
290 /* ar dir d2r rrdll tl ks mul dti dt2 ame 
300 31, 1%, 4, 2, 2, 0, 0, 19, 6, 0, 0, 
310 31: 10, Ys la 5, 3, MU, 9%, 3; 0, 9, 
320 31, 16, 3; 2, 10, 4; 0, 0, 3, 0, 0, 
330 31, 11, 8; 9, 8; E 0, ©; 3, 0; 4) 
340 m_vset(72,SYNTOM) 


350 dim char SYNTHE(4,10)={ 

360 /* af om wf syc spd pmd amd pms ams pan 

370 58, 15, 0, 0, 9; ©, Q; 0; 0, 3; ð, 
380 /* ar dir d2r rr dil tl ks mul dti dt2 ame 
390 ai; 5, 1, 12; 3, 41, 1, 0, 3, ©, 0, 
400 Li 11, 0, 8, 2, 25, 1, 4, 3, 0, 9, 
410 31, 11, 0, 0, 2; Ži, 1; 3, 7, 0, , 
420 31, MM 0, 9, 0, 0; 0, 1, 90, 0, Qi 
430 m_vset(73,SYNTHE) 

440 dim char SYNBRS(4,10)={ 

450 /* af om wf syc spd pmd amd pms ams pan 

460 59, 15, 0, 0, A 0, %, 3; 0, 3, 9。 
470 /* ar dir d2r rr dil tl ks mul dti dt2 ame 
480 18: 5, 1; 12; 3, 29; 1, 1, Ll, 0; ®;, 
490 18, 24, 99, B8, 2; 17; lı; 1, 2; 0, 0, 
500 18, 24; 0, 0, 0, 32, 0, 0; 0, 0. 9, 
510 18, 0, 0, 9, 0, Q, 0, 1, 4, 0, 0) 
520 m_vset(74,SYNBRS) 

530 dim char CHORD(4,10)=( 

540 /* af om wf syo spd pmd amd pms ams pan 

550 59, 19, 0, 0, 0, 0, 0, 0; 0, 3, 0, 
560 /* ar dir d2r rr dll tl ks mul dt1 dt2 ame 
570 18, des 1I; 7, 2, des 1, Ll, 9; 0, Q, 
580 10, 10, 1, 7, 3; 10, ls 1, 6, 0, 9; 
590 15, 30, 1, 7; 5, 19, 0, 1, 2, 0, 9, 
600 20, 2, E, 7, 4, 0, 0, 1, 4, 0, 9} 
610 m vset(75,CHORD ) 

620 dim char STRINGS(4,10)=( 

630 /* af om wf syc spd pmd amd pms ams pan 

640 60, 19, 0, 0, 0, 0%, 0, 0, 0, 3, 0, 
650 /* ar dir dzr rr dil tI ks mul dti dt2 ame 
660 di. tft 0, 5; 1, 30, QQ; UV, 3, 00, 0, 
670 20, 31, ©, 7, 0, 0, ©, 0, 3, %, 0, 
680 li 7, Y, 5, Ek, 30, 0, 1; 71, 0, Ñ; 
690 20, 31, Ys 7, Us, 0, 0, 1, 9, 0, 9) 
700 m_vset(76,STRINGS) 

710 dim char SYNTHE2(4,10)={ 

720 /* af om wf syo spd pmd amd pms ams pan 

730 14, 16. 0, OQ; 0, 0, 0, 0, 0, 3, 0, 
740 /* ar dlr d2r rr dil tl ks mul dt1 dt2 ame 
750 31; 0, 90, ©; 0, 23, 0, 1, 7, 0, 0, 
760 20, 15. 72, 5, L£, 9, 9, 4, l, % 0, 
770 31, 2, 0, 4, 4, 30; 0, 1; l, 0, Y 
780 20. 156, 7, 5, 1, 0, 0, 4, 3, 0, 0) 
790 m vset(77,SYNTHE2 ) 

800 dim char SYNBAS(4,10)=( 

810 /* af om wf syc spd pmd amd pms ams pan 

820 92, 19, Us 0, o, 0, o, 0; Bi; ド O, 
830 /* ar dir d2r rr dil tl ks mul dtl dtZ ame 
840 28, ©, 0, 0, 0, 23, 0, 0, 3, 9, 0, 
850 as, 5, 0, 828, Ll, 4, 0; 0, 3, 0, 0; 
860 2, 0, 9, 0, 0, 23, 0, 0, /, Y, 9。 
870 28 5, 0, 8, 1, 4, 0, 0, 7, 9, 9j) 
880 m_vset(78,SYNBAS) 


PIFIFA! 


日 本 音楽 著作 権 協会 ( 出 ) 許 諾 第 8972064-90| 号 


dim char BOOM( 4 ,10) = 1 


900 /* af om wf syc spd pmd amd pms ams pan 

910 62, 15, 9, 0, 0, 0, ©; 0, 0, 3, U, 

920 /* ar dir d2r rr dil tl ks mul dt1 dt2 ame 

930 31; 15, 4, 8, 2, 6, 0, 195; 0, 0, 9, 

940 31; 10, 0; 8, 2; 3, 090, 2; GG; .0, 9, 

950 31, 10, 0, 8, 2; 4, 060, 0, 0, üU, 0, 

960 3t, 10, 0, 8; 2, 0, UC, 1, A 0, 4) 

970 m vset(79,BOOM ) 

980 dim char FLUTE(4,10) 

990 m_vget(29,FLUTE) 

1000 m_vset(80,FLUTE) 

1010 /* 

1020 /* 

1030 bd="y2,23":sd:"y2,14" 

1040 th="(bb-aa-gg-ferrr)":th2="/:2"+th+":/]":th4="/:4"+th+":] 

1050 tm="(g8-fee-dd-crrr)":tm2="/:2"+tm+":/|":tm4="/:4"+tm+":] 

1060 tl="(dd-c>bb-aa-g<rrr)":t12="/:2"+*t1+":]":t14="]:4"+t1+":1 

1070 ft="(>aa-gg-fee-d<rrr)":ft2="):2"+ft+":]":ft4="]:4"+ft+":] 

1080 th1="(bafer)32":th1="/:4"+th1+":]1 

1090 tml="(gfdcr)32":tm1="]:4"+tm1+":]1 

1100 1g="{[g&a&b&<o>&b&a&g&f&e&d&oc]l16r16":1g2="1:"+1g+「: 

1110 bm="c328% (d-de-efg-ga-ab-b<c)164d8>4r32 

1120 /* 

1130 /* 

1140 a="07 v14 116 y48,48 

1150 b="'@73q5d4e4@73q7f1lr8@73frgrfreredor 

1160 oc=b+">a<r@73d1&d2 

1170 d=b+"dr@73al&a2 

1180 e="06q6d4q3d8c8 

1190 f="06q7d4d8.c 

1200 g="q3d8q7f4q3g8 

1210 h="c8d8q6 {cdc}8q3>a8<c8q7d8&d4 

1220 i="a8q6{gag}8q3f8d8q6f4q3d8f8q6a2&a8{<cdo>}8q3a8g8q6a2d4f4 
a2&a8g4ar<|1>g2<:|112>g1 

1230 j="gg>g<rgeg 

1240 k="v12q8076c4d4f4g4q7<c8c8>r4v14[*] 

1250 1="@28"+e 

1260 m="e28"+f 

1270 n="|:"+c+d+"r2 

1280 o="[$]o07v14q8e57r1r1r1r2r8"+j+"rlrirlrlir2r8"+j+">g<rr8r4r8 
"+j 

1290 p=i+"[D.S.] 

1300 q="[CODA]o7v12q8@73d4e4f8f8r4r2 

1310 r="07v13q218073r4."+1g2+"r"+1g2+"r1v11/:4"+1g+":|r4."+1g82+ 


"r2v13"+1g2+"r1r2. 


1320 


s2"v11/:6"+1g+":|rr2."+"/:3"+1g+":]rr1"+1g2+"r4"+1g+"r4v13 


"+1g8+"r2.v11/|:"+1g+"r:]|r 


1330 t="v13"+1g+"r2r"+1g+"r4v11]:"+1g+"r:/"+"r2."+1g+"r]:5"+1g8+ 
mo Le 

1340 uz"]|:4"+c+d+":| 

1350 zz="rlrir2 

1360 m_trk(1,a+zz+n) 

1370 m_trk(1,1+g+h+1+g+i) 

1380 m_trk(1,o+k+n) 

1390 m_trk(1,m+g+h+m+g+p) 

1400 m trk(1,q) 

1419 m trk(1,r) 

1420 m trk(1,s8) 

1430 m_trk(1,t) 

1440 m_trk(1,a+ut+u)- 

1450 /* 

1460 a="06 v13 116 y49,48 

1470 b="b-b-b-b-ffa-a-b-b-b-b-b-b-b-b- 

1480 c="a-a-a-a-e-e-ffa-a-a-a- 

1490 d="[$]v1208>>"+b+b+c+"a-a-gg8"+"ggggddffgga-a-aab-b- 

1500 j=b+b+c+"a-a-a-a-"+c+"a-a-a-a-ggggddffegggggggggggddffggaa 
bbgg<< 

1510 k="v11q8e77c4d4f4g4q7<c8c8>r4v13[*] 

1520 1="076"+e 

1530 m="077"+f 

1540 o0="06q7073>b-4<d-4e73d1r8073drerdrecrc>b-ar< 

1550 q="[CODA]Jo6v11€76q8d4e4f8f8r4 

1560 rz"04v1418e79r4."+bm+"r1r4"+bm+"r4r"+bm+"r2rv12|:"+bm+”":]|r 


1r2rv14"+bm 


1570 s="rlr4."+bm+"r1r4"+bm+"r1r2."+bm+"r1r2"+bm+"r1r4."+bm+"r2 
1580 t=o+ ">fr@73b-]&b-2 く < 
1590 v=o+">b-r<@73f1&f2 
1600 w="[:4"+t+v+":] 

1610 m_trk(2,a+2zz+n) 

1620 m_trk(2,1+g+h+1+g+1) 
1630 m_trk(2,d) 

1640 m_trk(2,j) 

1650 m_trk(2,k+n) 

1660 m_trk(2,m+g+h+m+g+p) 
1670 m_trk(2,q+r) 

1680 m_trk(2,s) 


や っ て し まっ た 。12 月 号 の イラ スト “Merry Christmas” が “Marry” に 


100 On! x 19901. 


な っ て る ぢ お ゃ な いか ! 辞書 まで 引い て 確認 し た の に , どこ で 間違っ た の だ ら う 。 ああ, 
全国 に ハジ ども を きる らし て し まっ た 。 描い た 当時 の 不安 定 な 精神 状態 の 表れ か ? 
りゃ わか ん ね ー か (これ で も 英 検 3 級 )。 


ま , 黙っ て 
味 野 真一 (23) 岡山 県 


2120 
c8c8> 
2130 
2140 
2150 
2160 
2170 
2180 
2190 
2200 
2210 
2220 
2230 
2240 
2250 
2260 
2270 
2280 
2290 
8&g1g 
2300 
2310 
+th+" 
2320 
2330 


2640 
&b1 く < 
2650 
2660 
ft+ft 
2670 


m_trk(2,a+u) 


m_trk(2,w) 

/* 

8="o4 @v120 q6 116 y50,48 

b="078>b-4a4< 

cz="ddddd<d>af”:czc+e 

d=">b-b-b-b-b-<b-fd":e=d+d 

f=">eggge<gd>b-< 

g="08q2dddddddddddddddd 

h= "CCCCCCCCCOCGCGCCGCC 

ュ ="C く <C>C く CCCoo> 

Jzzz+"[$]|:"+a+b 

k="]1"+i+":]/2"+1+"r2 

l="o4 v11 18 q6 074 

m="b-b-fa-b-r4b- 

n:="a-a-e-fa-r4 

o=1+m+"2"+m+n+"g88ggdfga-ab-8 
p=m+"8'"+m+n+"a-8£”"+n+"a-ggdferigegdfgaba 
q="e7606v12q881b-14<c4d4ggr4ev120[D.S.] 
r="v9>b-4a4<ddr4r2r1r1r1 
s="d<d>d<d>daxd>dd<d>d<d>dd<d>d<d> 

ES "ff fF ECF FEC <> FFE>ECE> 
u="eB05v12q41161:2"+s+s+t+t+":]"+s+s+t+"f£<f>f<f>f<f>ff 
vza+b+c+rc+e+f+bro+c+erd 
w="@80d4{fefede]4@89fd>a<dfrerfd>a<dfrer@89frffef}8grfrered 
x="d>b-fb-<drer 

aa="o7 v14 q7 116]:7"+w+">a<re80"+x+x+x 
bbzw+"dre80ar(ab-a)8gr(fgag)8frífgf)8defgarfab-a)8(gagfgf)4 
m_trk(3,j+c+c+e+f) 

m_trk(3,b+c+c+e+d+b) 

m_trk(3,g+g+g8+g+g8+8) 

m_trk(3,h+k) 

m_trk(3,o0+p+q+r) 

m_trk(3,u) 

m_trk(3,v) 

m_trk(3,aa+bb) 

/* 

a="o04 v11 q8 14 y51,48 

b="e@75f.g.a.@75f.eo 
c="[$]|:v11e75d"+b+"d1g4d2f”"+b+"d2f2<d2fe> 
d="rb-24b-8<c88c1>rb-24b-8<c88c2>fe8f16e16 
ez"d.f.g.a.d2r.dfa8ua2:|fg 

f="e-2.&e-8d8&d1 
g="'@74"+f+"f2.&F8BT8&f2f.e-8&"+f+"Ff2.&f8T8&fT1f2.&F8F8&F1f1 く < 
r[D.S.]r2 

h="1:15r1:1 
i="r2|:4e75d"+b+"d14d2e75d"+b+"d2f2a2: | 
)="@74d4e4@74fd>a<gd>a<ad>a<@74fd>a<e>a<o>a< 
k="0518/|:4"+j+"d2rcr>b-4<fd>b-<"+j+"d>b-fb-<fd>a<xdafdf: | 
m_trk(4,a+zz+c+d+e) 

m trk(4,g) 

m_trk(4,h) 

m_trk(4,a+i) 

m_trk(4,k) 

/* 

az"o04 v11 q8 14 y52,32 
b="@75p1>b-a<@75p1d.e.f.@75p1d.c>a< く 
c="[$]|:v11"+b+">b-8<c>b-ag8g2<"+b+">b-2<d2f2b-a 
d="rd2&d8d8&dird2&d8d8&d2fe8f16el6 
ez"d.>b-.<c.d.>b2<r8>b-.&b-1<:]|>b-<c 
f="f2.8f8f84f1 
g='@74p1"+f+"a-2.&a-8g8&g2g.f8&"+f+"a-2.&a-8a-8&a-1g2.&g8g 
1<g8g8>r[D.S.]r2 


h="05 @v123 116 @72 
i="v0y52,0p1rr0v123"+t12+"r"+t1+"r4"+tm2+"r"+tm2+"rrr"+th4 
rr"+tm4+"rr 
j=t12+"r"+t12+"rrr"+£ft4+"rrr"+t12+"r"+t12+"r"+tm1+t12 
k=tm2+t12+£t2+ft+"rrr"+tl+"rr"+t1+"r"+t12+"rr"+tm+"r"+tm+" 


1=t1+"r"+tm+th+tm+th+"rr"+tm+"r"+tm2+"r"+tm2+"rrr 
m=t12+th+t12+th+t12+th+t12+th+t1+tm2+"r 

コドモ ネモ 上 キキ も r+ft+ rr + よ も す ドド +ft2+ Tr +ft+"r 
o="rr"+th4+"r"+tm2+tm1+tm1+tm+"r"+t1 
p=t14+t1+£ft2+t12+t1+"r"+tl+tm+"r"+t1+"r 
q="r"+tm+t12+ft+"r"+tm+"rrr"+tm+"r"+tm2+"r'"+tm 
rz"r2/|:8"+b+"e75p1>b-8<c>b-ag8g2<"+b+"e75p1>b-2<d2f2: |] 
m_trk(5,a+zz+c+d+e) 

m_trk(5,g+h) 

m_trk(5,i) 

m_trk(5,3) 

m_trk(5,k) 

m_trk(5,1) 

m_trk(5,m) 

m_trk(5,n) 

m_trk(5,0) 

m_trk(5,p) 

m_trk(5,q) 

m_trk(5,p) 

m_trk(5,0) 

m_trk(5,p) 

m_trk(5,q) 

m_trk(5,a+r) 

/* 

8="o4 v11 q8 14 y53,64 
b="@75p2>b-<d-@75p2d.e.f.@75p2d.c>a< 
cz="[$]|:v11"+b+">b-8<c>b-<c>b-8b-2<"+b+">b-2<d2b-2<de> 
d="rf282f8g88gl1rf28f8g88£82fe8f16e16 
ez"d.>b-.<c.d.>b2<r8c.4c1: lde 

f="b-2.&b-8b-8&b- 1 
g="074p2"+f+"<c2.4c8c894c2>b.b-88"+f+"<0c2.£c8c084£c1c02.8c08>b8 
1[*]g8g8r[D.S.] 

h=" [CODA] "+h 
i="y53,0p2"+tm+"r]:20"+tm+":|r"+tm4+"r4"+t12+"r4"+ft+"rr"+ 
2+t1+t12 
j=tm+tm2+"r"+th2+th4+th1+th4+"r"+tm2+tm4+"r"+t14+"r"+ft4+" 


rrr 
2680 
2690 


kztl+"rr"+tl+t12+"r"+tm+"r"+tm+"r'"+tm2+"rr"+tm+"rr "+tm+" "vr 
l=tm2+"r"+tm2+"r"+th2+"rr"+th+"r'"+th2+"rr"+th+"r"+th2+"rr” 


+tm+"rrrr 


m=t1+tm+t1+tm2+th4+th+tm2+t12 


n=tl+"rr"+t1+t12+"r"+ft+"r"+"1:13"+ft+":]"+"rr"+ft2+t1+tm2 
o="|:"+ft+tl+tmttm+"r:[|"+ft+tl+tm2+tm+"r'"+tm 
p="|:5r"+tm+":]"+tm+tl+tm+t12+"r 
q="p3"+tm2+tm+"r"+tm2+tm+"r 


r="|:8"+b+"75p2>b-8<c>b-<c>b-8b-2<"+b+"075p2>b-2<d2f2:] 
m_trk(6,a+zz+c+d+e) 

m_trk(6,g+h) 

m_trk(6,1) 

m trK(6,J) 

m_trk(6,k) 

m_trk(6,1) 

m_trk(6,m) 

m_trk(6,n) 

m_trk(6,0) 

m_trk(6,p) 

m_trk(6,n) 

m_trk(6,0) 

m_trk(6,q) 

m_trk(6,a+r) 

/* 

a="03 @v126 q8 y54,48 
b="e7814>b-a<e78d.e.f.078d.cf 
c="[$]/|:"+b+">b-2r8a8r8g88g2<"+b+">b-1b-2b-a< 


d="18>gfg4&gb- く cd&d2 


2950 e=d+"do>a4<"+d+"d4c4>b-4.g4.a4.b-4.b2c2&oc<dc>e&e2 く <: lo4c4 

2960 f=">b-4b-4b-b-rb-&b-b-b- 4b-b-rb- く < 

2970 g=f+">a-4a-4a-a-rgiggg4ga-ab-4<"+f+">a-4a-4a-a-ra-da-a-a-4 
a-a-ra-< 

2980 h='>g4g4ggrg&ggg4gabg<o4oc4coco4cocr4[D.S.] 

2990 i=">b-b-r2ra< 


3000 


j=">b-4a4<|:4>ddr2r>a<cdd<r2.b-b-r2rf]1"+i+":/"+"/2"+i+":/" 


+"]3"+i+":]"+"]4>b-b-<r4 


3010 
3020 
3030 
3040 
3050 
3060 
3070 
3080 
3090 
3100 
3110 
3120 
3130 
3140 
3150 
3160 
3170 
3180 
3190 
3200 
3210 
3220 
3230 
3240 
3250 
3260 
3270 
3280 
3290 
3300 


k="/|:8"4+b+"e78>b-2r8a8r8g84g2<"+b+"e78>b-1b-2<: | 
m_trk(7,a+zz+c+e) 
m_trk(7,g+h) 


m trk(7,J) 

m trk(7,k) 

/* 

a="vi5 q7 116 @59 y56,0 y3,3 
b="01p2g" 

c="o7plg" 

d=b+"r"+c+b 


ezbd+d+sd+d 

f=bd+b+"r"+bd+c+b+sd+d:fze+f 

g=sd+d+sd+d 
h=bd+b+"r"+sd+c+sd+b+sd+b+sd+"r"+sd+c+b 
i=bd+b+"r"+sd+c+sd+b 
j="1:"+sd+b+sd+"r"+sd+c+b+”:| 
k=sd+b+sd+"r"+sd+c+sd+b+sd+b+sd+"r"+sd+c+b 
l:a+"/|:10"+d+":/|"+g+"/]:15"+e+":]"+h 


m="]:7"+f+":|"+e+g+"]|:15"4+e+":] 
n=h+f+e+"/:"+i+":] 
o="|1:5"4+f+":|"+e+i+sd+b+sd+"r"+sd+c+sd+b 
p="|1:11"+f+":|"+e+g+"|:14"+e+":]/” 
q="]:"+i+":]"+bd+b+sd+"r"+sd+c+sd+b+sd+b+sd+"r'"+sd+c+b 
rz"]:3"+£+":]"+e+h 

="/:3"+f+":]"+e+8 
tz"|:15"+e+":1|:"+sd+b+"r"+sd+c+b+":11:7"+f£+":] 
u=zh+k+"/:11"+£+":]"+bd+b+"r"+bd+c+b 


vzd+g+"|:60"+bd+d+":]/"+"]:"+j+k 
w="|:7"+e+":]"+8+"/|:6"+e+":]"+h 
xzk+"]:7"+e+":|"+bd+b+"r("+sd+c+sd+b+sd+"r)8"+sd+b+sd+"r"+ 


sd+c+rb+"]1:7"+e+":] 


3310 


aazi+i+"]:7"+e+":|"+j4+"1:6"+e+":|"+bd+b+"r"+sd+c+b+”]:3"+s 


d+b+"r"+sd+c+b+"”:] 


3320 
3330 
3340 
3350 
3360 
3370 
3380 
3390 
3400 
3410 
3420 
3430 
3440 
3450 
3460 
3470 
3480 
3490 
3500 
3510 
3520 
3530 
3540 
3550 
3560 
3570 
3580 
3590 
3600 
3610 
3620 
3630 
3640 
3650 
3660 
3670 


3 歳 の 息子 が 上 海 の 1 面 を クリ ア し て し まっ た 。 和 将来 が 楽し み , 不安 , ワク ワク , ドキ 


吉田 早苗 (27) 埼 玉 県 


bb="]:7"+e+":/"+h+"]:6"+e+":/|"+i+i 

cczbd+b+sd+"r"+sd+c+sd+b+sd+b+sd+"r"+sd+c+b : 

m_trk(8,1) 

m_trk(8,m) 

m_trk(8,n) 

m_trk(8,0) 

m_trk(8,p) 

m_trk(8,q) 

m_trk(8,r) 

m_trk(8,s) 

m_trk(8,t) 

m_trk(8,u) 

m_trk(8,v) 

m_trk(8,w) 

m_trk(8,x) 

m_trk(8,aa) 

m_trk(8,bb) 

m_trk(8,cc) 

/* 

/* 

m tempo(143) 

m_play() 

/* 

/* 

for z=Q to 1065000:next 

for y=0 to 120 
SYNTHE(4,5)=SYNTHE(4,5)+1:m_vset(73,SYNTHE) 
SYNBRS (4,5)=SYNBRS(4,5)+1:m_vset(74,SYNBRS) 
CHORD(4,5)= CHORD(4,5)+1:m_vset(75,CHORD) 
SYNBAS(2,5)=SYNBAS(2,5)+1 
SYNBAS (4,5)=SYNBAS(4,5)+1:m_vset(78,SYNBAS) 
FLUTE(4,5)= FLUTE(4,5)+1:m_vset(80,FLUTE) 

z1=2000-y*x15 

for z=0 to zl:next 

next 

m stop( ) 


Oh!X LIVE in 90 7 の 7 


AS 
Komura Satoshi 古 村 HE 


と 1 UE UE US 


この 原稿 が Oh!X に 載る 号 
な わけ で すね 。 

A HAPPY NEW YEAR! 

ああ めで て た に っ 

ん で も っ て 発売 日 は クリ スマ ス に も むち 
ゃ くち ゃ 近い わけ な ん で す よ ね 。 

MERRY Xmas! 

TA OTRS l 

と いう わけ で , この 連載 向き の いい 季節 
に な っ て き て , ば ー っ と 盛大 に 特別 企画 で 
も いこ うか 一 ・…… EMATECOTIA, 
いま , 私 が これ を 書い て いる 今日 は な ん と 文 
公 の 甘 の 11 月 3 日 。 実 を いう と これ が 1 月 
> た こと た は すっ つか り 宮 れ て し まっ て 
い だ た の ぞ すね ー。 

を うわ (て, お 年 玉 や クリ スマ スプ レン 
ゼン ト と いう より は , ほのか に 文化 の 香 9 
と いっ だ 感じ の 「 ユ ー テ ィ リ ティ 2 本 組 」 
RIAL e こん な の も た 
ま に は いい で すさ よね (待て よ …… Dat- fe i, 
¿46 LUvLUT2A%0 Oh!X に は バレ 
ンダ イン デー の 話 を し な きゃ な らん の か …… 

や だ な あ )。 


は 新年 1 月 号 


まず は メニ ュー か ら 


AER, プログ ラム の ほう に いっ て し 
まし まう っ ます 今月 の ユー ティ イリ ティ 
1 本 目 。 


ショ ー ト プロ グラ ム と いつ て も , いつ も BASIC ば か りこ と か が, 
いつ わけ じゃ あり ませ ん 。 飼 月 は ちよ つと し だ ユー ティ リティ を ど 本 紹介 し ます 。 
X66000 で の 外部 関数 作成 の 参考 に も な る で し よう 。 


文 ( で ) の ショ ー ト ブロ ば ー て い ぃ 


の 年 玉 (") は ユー ティ イリ ティ 


@MENU.bas For CZ-FB0X 
三重 県 水谷 RX 

X68000 の VS や PC98 の MS-DOS (最近 
の や つね ) と か を 使っ た こと の ある 人 な ら 
RM 
ログ ラム が 詰まっ て いる 場合 , DOS や BAS 
P の) こ - ブ ログ ラム の メニ 
ュー が 出 て き て 実行 する プロ グラ ム を 選べ 
る よう に な っ て いて くれ ざと すご く 〈 便 利 な 
ATTE 

この が みみ みはる を れ と AX1 て し か も オ 
ー ル BASIC の プロ グラ み で や ゃ や っ て し に し に まい, 
を の うえ ぇ 新旧 turbo 3 つの BASIC に 対応 し 
て いる と いう , 小さ いけ れ ど 縁 の 下 の 力 持 
BRIAN SAO 

まず この プロ グラ ム を 打ち 込ん で , 

SAVE “MEN U.bas” 
と し て 。 次 に BASIC の "Startup bas (B 
ASIC の いち ば ん 最初 に 実行 する プロ グラ 
ム ) の 最後 に 「Run “MENU.SYS"」 と 付 
け 加 えま す 。 

で , 電源 を 入れ 直す な り リ セッ ト す る な り 
し て や れ ば あー ら 6 不思議 (な い お い ), BA 
SI し と ょ マシン 主 の プログラム [ASCO >? y 
イル は 除く ) の メニ ュー が お ぞ ぞ ぞ っ , と 
出 て きる て が っ ジル ギー て 選ん て A 次 一 シネ 
ー を ちょ いと 押せ ば , その プロ グラ ム が 走 
ORLEAN OOT T, 

EREI ASS ALE AAA RA 


ディ スク 管理 


ディ スク に は いろ いろ デー タ が 書き 込ま れ て 
いる わけ で すけ ど , ディ スク を 使う と き に フォ 
ー マ ッ ト し ます よね 。、 フ ォ ー マ ッ ト す る と き に 
ディ スク ドラ イブ が ディ スケ ッ ト に ブ プログラム 
を 入れ る 枠 の よう な も の を 設定 し ます 。 そ の 枠 
の よう な も の を レコ ー ド と いっ て 640 レ コー ド 
を ひと つの ディ スケ ッ ト に 作っ て いき 。 USDA 
の レコ ー ド か ら レ コー ド |, 2, 3 と 番号 が つい 
て いま す 。 

ん で 。 レ コーF ド 16 か ら が XIBASIC の ファ イル 


102 ohix 19901. 


名 が 書い て ある 部 分 で す 。 ひ と つの ファ イル に 
つき 32 バ イト が 割り 当て られ て いて , その 32 バ 
イト の うち , 2 バイ ト 目 か ら 14 バ イト 目 ま で が 
ファ イル 名 , 15 バ イト 目 か ら |I7 バ イト 目 ま で が 
拡張 子 (た と えば MENU.BAS な ら MENU が ファ 
イル 名 , BAS が 拡張 子 ) に 割り 当て られ て いて 
文字 コー ド が その まま 入っ て いる わけ で すね 。 
ん じゃ 。 レコ ー ド か ら 内 容 を 読ん で , その ま 
ま 文字 列 変数 に 入れ て RUN し て や れ ば その ファ 
イル を 実行 する こと が で きる と いう わけ で す 。 


ゲー ム ハ ば か り だ こと 


mm 


pisa, 


*929 CONFIG .Uly asiPrint out-1 .Uly 

Bas: ‘EFOR 100L 2. Uy Bas: 外字 APLE Ent 

2] SS < り 

ID 8 ISK UTILITY -Obi 
i: W A 


as: rt 
in: MÉGIC 5 Bas:M te 
E MEAZ Bas Bin:FN 音 源 演奏 SUB. 


MENU.bas の 実行 例 


小 き いん で 階層 ディ レク トリ は サポ ー ト し 
て いま せん 。 ま , BASIC で わざ わき ざ 階 層 使 


メラ 人 も いな いと も 思う つう から: うろ 徐 そ m 愉 欠 て 
す よ ね 。 あと, 表示 で きる ファ イル 数 は 最 
大 で 75 個 で す 。 
ング RE ば で の コヨーテ オリ テ 
A, DSKIS 命令 (モク タタ 単位 で ディ スク を 
読む 命令 ) で ディ スク の ディ レク トリ 領域 
を 読ん で どき て RUN る させ る だ け と いう 単純 
な プロ グラ ム で す 。 オー ル BASIC で 書か れ 
て いる と いう 比較 的 初心 者 向け の プロ グラ 
ム な の で す が , これ だ け 便 利 で 実用 的 な プ 
ログ ラム に な っ て いる の に は BASIC に も を 
し て 作者 の 水谷 さん に も 頭 が 下がり ます 。 
X1]1 ユ ー ザ ー で BASIC し か わか ら な い 人 
で も , も ちろ ん それ 以外 の 人 で も , ぜひ プ 
ログ ラム リス ト の ほう を 読ん て みて . く だ る 
い 。 セ クタ や ディ レク トリ に 関し て も 囲み 


で 説明 し て , BASIC し か が わからない 人 で も 
ば っ ちり わか る よう に 


し と : き ます か ら ね 。 


火 の プ ログ ラム は XX68000 用 の BASIC 外 
部 関数 で す 。 
@GMOVE.FNC For X-BASIC 
中 川勝 豊 
¿EM LEAL ARIAS n 
グラ ム と し て 投稿 され て きだ な の で すず が , Z 
ちら で BASIC 用 の 関数 に 直し た も の で す 。 


この ブログ ラム は グラ フィ ッ ク に 描か れ た 
絵 を 90 度 回 転 き せ た り 左右 反転 きせ た りす 
る 外部 関数 で す 。 ま あ , 日 で ご ちゃ ご ちゃ 
いう より 実行 し て も ら っ た は ほう が 絶対 イン 
が あり まあ すず がら ぜひ そう し て てく だ る 
い (画面 消去 の 「 し わ わ ー」 っ と 消え る の 
が 感動 で す )。 

X-BASIC の 外部 拡張 関数 っ て いう の は 
マジ ン 語 が わか っ て いる . (つまり, ブロ グ 
ラム の リス ト が 手許 に あれ ば ) な ら 科 単に 


目 分 で 拡張 で きる よう に な っ て いま すか ら , 


この プロ グラ ム を 参考 に し て ぜひ と も 自分 
で 拡張 関数 を 作っ て この コー ナー に 投稿 し 
Cenei 

T, この 関数 の BASIC へ の 組み 込み 方 
AUTE RNA 

ED GM.S 
と し て エ デ イ タ を 立ち 上 げ ま す 。 リ スト を 
を の まま 打ち 込ん で いっ て , 終わ っ た ら 6E 
SC キー を 押し て か ら E を 押し て エディ イタ を 
抜け ます 。 

ae 

AS GM 
を 実行 し て きら に , 

LK GM 
EXSITLTINKSCASERNULE ES 
nde 

“No Fatal error(s)” 

と 出 て こ な か っ た ら 打 ち 込 み 間 違い が あり 
ます 。 ED GM.S” へ 戻っ て 修正 し て くだ 
きい 。 
e ip yA ll A AO Car E a 
ウム ぬ な を BEASICO に くっ つけ まず す 。 まず ,。 

COPY GM.X \BASIC2 ぎ GM.FNC 
と 打っ て BASIC の と ころ まで 持っ て いき ま 
す 。 を し て . 遇 後 の ツメ で す 。 

ED ぎ \BASIC2 ぎ BASIC.CNF 
と も TLF ROR S TORT; 


FREE =256 
WIDTH =64 
BEEP =ON 
CAPS =OFF 
FUNC =AUDIO 


FUNC =GRAPH 


FUNC =IMAGE 


こん な 風 に 書い て ある は ず で す 。 最後 の 
行 に , 
FUNC =GM 


と 付け 加え ん ば 。 や っ と 完成 で す 。 サ ンジ 
ルプ ログ ラム で 遊ぶ の も よし , 自分 で 描い 
た 絵 を ぐる で る 回 し て 遊ぶ の も よし 。 感動 
LAA Wo 

bot, 忘れ て だ 。 この 関数 は BASIC の 


リス トト に: 

GMOVE (引数 ) 
と や っ て 使い ます 。 引 数 の 値 は 整数 (つま 
り INT っ て や つ で すね ) で 
グラ フィ ッ ク 画 面 消去 
グラ フィ ッ ク 画 面 ON 
グラ フィ ッ ク 画 面 左右 反転 
無効 
テキ スト の パレ ッ ト 0 の 色 を 青 に 
* ラ フィック 画面 を 180 度 回 転 
キス ト の パレ ッ ト 0 の 色 を 戻す 
ラフ ィ ッ ク 画 面 を 左 90 度 回 転 
ララ フィック 画面 上 下 反 転 
グラ フィ ッ ク 画 面 を 右 90 度 回 転 
と な っ て いま す 。SCREEN モー ド は 1, X, 
lite X=i=3U TO 


SAARE 


GM の ほう は 私 が ちょ っ と ば っ か り 手 を 
入れ で て しま いま し た が , 今月 は どっ あゆ % よ 
《 で きだ た ユー ティ イリ ティ な の で 私 は 感動 し 
LLÍDE Ce USA 
ョ ー ト が くれ ば これ か ら も いつ で も 載せ て 
CRIAS e o e MO T e 
ショ ー ト じゃ な い 」 っ て ハガキ を 送っ て き 
な ESTO の 

だ nom 炎上 テオ だ と つっ 相生 
明 的 な 文章 が 多く な っ ちゃ いま し た だ た ねー。 
いかが が で LRP? 

プロ グラ ム の 説明 が これ か ら も あっ た は ほ 


CO QO "+: 0 01! de うり IS. A ES 
YYYY 


よく わか り ま せん が , 回転 し て ます 
うがい いと が ,。 bro ¿mA Li 
と か いろ いみ 感想 待っ て ます (ほとん ど 「 連 
載 ・ 毎 月 が 微 調 整 」 っ て 感じ だ な 一 )。 

ん じゃ , そ 一 の ゆー こと で また 来 月 。 


一 条件 分 岐 の 話 


今回 の X68000 用 の プロ グラ ム で 私 が 手 を 入れ 
た の は パラ メー タ の 判定 の 部 分 で し た 。 パ ラメ 
ー タ が デー タレ ジス タ D5 に 入っ て いて その 内 
容 を キー に し て いろ いろ な 処理 内 容 に 飛ぶ , と 
いう 処理 を する の で す が 編 集 室 に 送ら れ て きた 
プロ グラ ん ム は こん な いう に な っ て いま ょ し た 。 
cmp.b +7,d5 
beq | roll 
cmp.b #9,d5 
beq r_roll 
cmp.b #4,d5 
beq b_set 
cmp.b H6,d5 


*7 な ら 90 度 回 転 
* ま 9 なら 一 90 度 回 転 


*4 な ら 背 景色 SET 


cmp.b #0,d5 

beq gclr. ※* ネ 0 な ら 画 面 ク リア 

rts * ネ メイ ン へ 帰る 

確か に こう いう コン ペア と 条件 分 岐 が ずら 一 

っ と 並ん で いる だ け で も ちゃ ん と 動き ます し ., 
読ん で も わか り ま すか ら べ つ に 悪い と は いい ま 
せん が , BASICIZ $ IFSTHEN GOTO の 羅列 より 
も ON=GOTO 命令 が 使わ れる よう に マシ ン 語 で 


も 定石 と し て こん な ふう に 書く の が ふつ う 3 て です 。 


lea JMPTBL, a5 
isil  F$2d5 


jmp 0(a5,d5.1) 
JMPTBL : 

braw gclr 

bra.w gvon 

bra.w g side 


*0 な ら 画 面 ク リア 
* | なら GVON 
*2 な ら 左 右 反 転 


braw rroll *9 な ら 一 90 度 回 転 
68000 の 豊富 な アド レッ シン グモ ー ド は こう 
いう と き の た め に ある の で す 。 こ の 方 法 は 昔 は 
ゲー ム の ギ キー 入力 な ん か で よく 使っ て いま し た 、 
な ぜ な ら 前 の 方 法 で は D5 の 内 容 に よっ て 処理 
速度 が 微妙 に 違っ て し まい ます が 後者 で は D5 
の 内 容 に よら ず 和 処理 速度 は 一 定 だ か ら で す 。 
また 、 こ うま する こと に よっ て プログ ラム の サ 
イズ を わずか な が ら , 縮め る 効果 も あり ます 。 
この プロ グラ ム で は 条件 分 岐 の 範囲 が ワー ド で 
す の で て ひとつ 当たり 4 バイ ト 必 要 で す が う まく 
ショ ー ト ブラ ンチ の 範囲 内 に すべ て の ルー チン 
を 収め る よう に し て や れ ば ジャ ンプ テー ブル の 
大 き さ が 半分 (も ちろ ん , lsl.l $H1,D513 5) 
に な る の で さら に 小さ く な り ま す 。 ま た この ア 
ログ ラム 自体 も も を だ イン デック ス を うま く 使 っ 
た り い ろ い る ろ ひ ね れ ば まだ まだ 小さ く な る こと 
で し よう 。 


103 


(で ) の ショ ー ト プロ ば ー て い ぃ 


10 ° SAVE Mi? y. * 1989/3 by TADOMAME 


20: 
30 WIDTH 80,25: INIT:CLS 4:KLIST 0:CONSOLE 0,25* <--- Turbo 
40 *WIDTH 80: INIT:CLS 4 ? <--- X1 


50 DEFINT A-Z 

60 DIM BB$(2),NM$(75),BB(75) 

70 MAX=1:REC=16:X=0:Y=0 

80 BB$(1)="Bin:":BB$(2)="Bas:" 
’ 


100 DEVI$"0:",REC,FA$,FB$ 
110 FOR I=0 TO 3:DT$=MID$(FA$,I*32+1,32):GOSUB 420:NEXT 
120 FOR I=0 TO 3:DT$=MID$(FB$,1*32+1,32):GOSUB 420:NEXT 
130 REC=REC+1:GOTO 100 

3 


150 X=0:Y=0:NN=1:PLAY"O4C0" 
160 LOCATE X*26,Y:CREV 1:PRINT BB$(BB(NN));NM$(NN);:CREV 9 の 
170 KEYO、 9=> 
180 K$=INKEY$:TF K$="" THEN 180 
190 IF K$=" " OR K$=CHR$(13) THEN 260 
200 IF K$="2" OR K$=CHR$(31) THEN 310 
210 IF K$="4" OR K$=CHR$(29) THEN 330 
220 IF K$="6" OR K$=CHR$(28) THEN 350 
230 IF K$="8" OR K$=CHR$(30) THEN 370 
240 PLAY"O04C0":GOTO 160 

, 


260 CLS:LOCATE 10,10:PRINT"3n* ラク オマ チク タ * 44" ;CHR$(11)*:END <--- テア" ハッ クシ [*] ヲ トル 
270 "KEY の O,CHR$( 39,29 ) :CLS :PRTINT "RUN":CHR$ (34 ) :NM$( NN ) : CHR$( 34 ) : : NEWON 
280 IF BB(NN)=1 THEN KEYO,"LO.M"+CHR$(34)+NM$(NN)+CHR$(34)+",R"+CHR$(13): END 
290 KEYO,"R."+CHR$(34)+NM$(NN)+CHR$(34,13):END 
, 


310 mE Y<24 AND NN+3<MAX THEN YY=Y+1:GOTO 390 ELSE 240 
330 fF X20 THEN XX=X-1:GOTO 390 ELSE 240 
350 IF X<2 AND NN+1<MAX THEN XX=X+1:GOTO 390 ELSE 240 
370 Y>0 THEN YY=Y-1:GOTO 390 ELSE 240 


390 LOCATE X*x26,Y:PRINT BB$(BB(NN));NM$(NN);:X=XX:Y=YY:NN=Y*3+X+1 
400 PAUSE 1:GOTO 160 
, 


420 BB=ASC(LEFTS$(DT$,1))AND &H83:TF BB=1 OR BB=2 ELSE IF BB=&H83 THEN RETURN 150 
ナラ オ ワ リ 

430 IF MID$(DT$,2,8)="Start up" OR MID$(DT$,15,3)="Sys" THEN RETURN 

440 BB(MAX)=BB:NM$(MAX)=MID$(DT$,2,13)+"."+MID$(DT$,15,3) 

450 LOCATE X,Y:PRINT BB$( BB ) :NM$ (MAX ) 

460 MAX=MAX+1:IF MAX=76 THEN RETURN 150 

470 X=X+26:IF X=78 THEN X=0:Y=Y+1 


480 RETURN 
490 * --- コレ テ " オ ワ リ --- 

ios asas. BM3, 90888 セー トー スー に スー なー トン キー トー な っ レセ コレ セン し ルー 36: F dmy2・ rts 

1: * 37: 

ee 1 GRAPHIC EFECT VERSION 4.00 38: * TOKEN table 

q. * 39: F token: dc.b 'gmove',0 *< コ マン ド の 名 前 (小文字 で ! ) 

4: ネ PRGRAMED By Show H1.10,20 40: dc.b 0 

pi $ BASICver. By DEC Hi:11.093 41: 

6: 42: .even 

7: .GLOBL _gmove *< こ ご これ は コン バイ ル 用 ね 。 43: 

8: 44: * 

9: 45: * param table 

10: * 46: * 

11: * Information Table 47: 

12: * 48: F parTb1: do.1 gmove_par 

19: etext 49: 

14: 50 

15; .dc.l F_init *<BAS1C の 諸々 の 51: 4 

16: .de.1 F_ run * テー ブル た ち 52: * parameter ID table 

17: .dc. 1l F_end * この へ ん は 全部 共通 だ か ら 53: * 

18: 。do 。 1 F_exit * ニー 一 の 憶え 、 と 。 54: 

19: .de.l F_break 55: gmove_par: dc.w $02 * 引 | き 数 は 整数 (省略 不可 ) 

20: «de. 1 F_ctrlD 56: dc.w $ffff * 戻り 値 な し 

21: .de.l F_dmyl 57 

22: dc. 1l F_dmy2 58: に 

23 «de. 1 F_token 59: *EXEC TAble 

24 .dc.1l F_parTbl 60: * 

25 .de.l F_exec BL. 

02 。do .1 0,0,0,0,0 62: F_exec: de.l gmove_func 

27: 63: 

28: * dummy *< で も 初期 設定 は な い 。 64: ioos macro pr1 * TO 〇 OCS コー ル の マク ロ 定 義 
29: F init: 65: move.1l $+pr1,d0 * (TOCS .MAC を つか わな いか ら ) 
30: F run: 66: trap #15 

31: F end: 67: endm 

32: F_exit: 68: ¿even 

33: F_break 69: 

34: F ctrlD: 70: gmove func move.l 12(sp),d5 *GMOVE (BASIC) の エン トリ 
35: F dmy1: Ti: bsr gminit 


痛い 目 に あい た く な か っ だ た だら お と な し く 「 リ ブル ・ ラ ブル 」 を 出す ん だ な ! な ん の だ 
104 Oh! X 1990.1. め に ジョ イス ティ ッ ク 端 子 が 2 個 ち つい て いる と 思っ て いる ん だ ! 
山田 裕之 (24) 福井 県 


712: Cdr i do 
73: rts 
T4: 
75: _gmove move.1 8(a6),d5 * こ こ は BtoC に 作ら せ て し まい まし た 
76: BRA L4 * 手 抜き 手抜き 。 
TITS LO: 
78: MOVE.L 8(A6),D5 
79: bsr gminit 
80: MOVE.L DO, 8 (A6) 
Sis L6: 
82: UNLK A6 
83: RTS 
84: L4 
85: LINK A6, #0 
86: BRA L5 
87: 
88: x 
89: * プログ ラム 選択 
90: x 
91: 
qe, 
93: gminit: subq.l #1,a2 
94 sub.l al,al *SGUPER へ 
95: iocs $81 
96: move. 1l dð, a6 *A6 は SUPER の スタ ッ ク 
97: 
98: start move.l #$C00000,að ネネ ネネ ネネ 
99: move.l *$C00000+1022,a1 * 
100 move.1 *$C7FFFE,d0 *+ー96 度 回 転 共通 部 分 
101 move.1l *$C80000-1024,d1 * 
102 move.l $+511,d7 ネネ ネネ ネネ ネ 
103 move.1 $*£$C00000,a3 * EF. 左右 186 度 共通 DATA 
104 
105 cmp.1 #19,d5 
106: bec pend 
107: lea JMPTBL,a5 * こ こ が 例 の 縮め た 部 分 。 
108 1s1.1 #2,d5 *BASTC の ON goto み た いな も ん で す 。 
109 jmp 92(a5,d5.1) 
119 
111: 
112: JMPTBL: bra.w g_clr * 0 な ら 画 面 ク リア ー 
113.: bra.w gvon * 1 な ら GVON 
114: bra.w g side * 2 な ら 左 右 反転 
115 bra.w pend * 3 は 無効 
116 bra.w b set * 4 な ら 背 景色 SET 
117 bra.w K roll * 5 な ら 1 80 度 回 転 
118 bra.w  b reset * 6 な ら 背 景色 RESET 
119 bra.w 1 roll * 7 な ら 90 度 回 転 
120 bra.w g_ ud * 8 な ら 上 下 反転 
121: bra.w y roll * 9 な ら -90 度 回 転 
122 
123: pend: move.l a6,a1 * ユー ザー モー ド へ 
124 iocs $81 
125 rts * 作業 終了 。BASTC へ 
126: * 
127: * 背景 色 SET 
128: * 
129: b set move.1 *x0000000_0000000_00000_00000_01110_0,D2 
130: * 0000000 0000000 GGGGG RRRRR BBBBB 0 背景 色 
131 move.l #9,d1 
132: bra b_sub 
133: 
134: * 
135: * 背景 色 RESET 
136: * 
137 
138: b reset move.l $$0,d2 
139: b_sub iocs $13 
140: bra pend 
141: 
142: * 
143: x GVON 
144: * 
145: gvon move.w *$10C,d1 
146 iocs $10 
147 move.l #$E82600,al 
148 move.w #%00101111,(al) 
149 bra pend 
150 
151: 4 
1 上 下 反 転 ル ー チ ン 
154: *move.1 #$C99999,A3* 上 下 , 左右 186 度 共通 DATA 定義 済 
155 
156: gg ud move.l #$C7FC09,a4 
151" Udini move.l #512,d5 
158: udlp2 move.w (a3),d3 
159 move.w (a4),(a3)+ 
160 move.w d3,(a4)+ 
161 cmp.1  *¿$C40000,a3 
162 bge start 
163 subq.1 #1,d5 
164 bgt udlp2 
165 sub.l #2048,a4 
166 bra udlpl 
167 
168: * 
169: * 左右 反転 ルー チン 
170: * 
171: *move.1 #$C00000,A3 * 上 下 , 左 右 189 度 共通 DATA 定 義 済 
172 
173: g_side move.l #$C003FE,a4 
174: gslp move.w (a3),d3 
175 move.w (a4), (a3) 
176 move.w d3, (a4) 
177 add.1 #1024,a3 
178 add.1 #1024,a4 
179 cmp.l #$C7FFFE,a3 
180 blt gslp 
181: sub.l #$7FFFE,a3 
Pio! 本 の 「 べ で り っ 」 と いう 音 が 消 を えて いる で は な いか ! 


て な い の に 。 なんとなく 〈 得 し た 気分 だ ぁ 。 


見 た 目 は を そん な に 変わ っ 
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288: 
289: 
290: 
291: 


Sub.1 
cmp. 1 
bgt 
bra 


#$80002,a4 
a3,a4 

gslp 

pend 


r d 

* 180 度 回 転 ル ー チ ン 

* 

*move.1 #$C00000,a3 * 上 下 , 左 右 186 度 共通 DATA ERIK 


move. 1 
move. Ww 
move.w 
move .w 
cmp. l 
bgt 
bra 


h_roll 
hrlp 


#$C80000,a4 
(a3),d3 
-(ad),(a3J)+ 
d3,(a4) 
a3,al 

hrlp 

pend 


* 画面 クリ アー ルー チン 
* 


g clr moveq.l 
moveq・1 
move .w 
add. 1 
cmp. 1 

blt 
sub. 1 
subq. 1 
bgt 
bra 


gclp 


move.1l 
move.l 
move . 1 
move . 1 
move.l 


HH > > $ y FE y se 


1 TOLÍL 
lrlpl 


move . 1 
ove.l 
move . 1 
move.1l 
move . 1 
move.1l 
move .w 
move .w 
move .w 
move. w 
move .w 
move .w 
move .w 
addq.1 
subq. 1 
add. 1 
sub. 1 
subq. 1l 
bne 
subq. 1 
bes 
add. 1 
add. 1 
sub. 1l 
sub. 1l 
bra 
move. l 
bra 


lrlp2 


lrend 


move. l 
move. l 
move. 1 
move. l 
move. l 


XK HH + HE w w 35€ FE 


r roll 
rrlp1 


move. 
move. 
move. 
move. 
move. 
move. 
move. 
move. 
move. 
move. 
move. 
move. 
move. 
addq. 
subq. 
add. 1l 
sub. 1 
subq. 1l 
bne 
subq. 1 
bos 
add.1 
add . 1 
sub.l 
sub.l 
bra 
move .1 
bra 
.end 


rrlip2 


ニニ ビタ る る ダミ マタ ミレ ビビ ビビ ビビ ビビ 


rrend 


*+$000000,a0 
*sCco0000+1022,a1 * 
$*$C7FFFE,DO 
$+$080000-1024,d1 * 
#511,d7 


#0,d0 
#15,d1 
d9,(a3) 
#39,a3 
#$C80990,a3 
gclp 
$$80000,a3 
#1,d1 

gclp 

pend 


9 0 度 回 転 ル ー チ ン 


#$C00000,a0 
#$C00000+1022,al * 
#$CTFFFE,Qd0 
#$C80000-1024,d1 * 
#511,d7 


ネネ ネネ ネネ 

* こ の 部 分 共通 定義 済 
ネネ ネネ ネネ ネ 
a2,d5 * A2 待 避 
d7,d6 
a0,a2 
al,a3 
d0,al 
d1,a5 
(a2),d2 
(a3),d3 
(a4),d4 
(a5),(a4) 
d3,(a2) 
d4,(a3) 
ad2,(a5) 
#2,a2 
#2,a4 
#$499,a3 
#$499,a5 
#1,d6 
lrlp2 
$2,d7 
lrend 
#1024+2,a0 
$1024-2,a1 
$+1024+2,d0 
#1924-2,d1 
1r1p1 
d5,a2 
pend 


- 9 0 度 回 転 ル ー チ ン 


ネネ ネネ ネネ 

* この 部 分 共通 ERA 
ネネ ネネ * ネ ネネ 
a2,d5 * A2 待 避 
d7 ,d6 
a9,a2 
al,a3 
d9,a4 
d1,a5 
( a2 ) ,d2 
(a3) ,d3 
(a4) ,d4 
(a5),(al) 
d2,(a3) 
d3, (a4) 
d4, (a5) 
#2,a2 
#2,a4 
#$400,a3 
#$400,a5 
#1,d6 
rrlp2 
$2,d7 
rrend 
#1924+2,a0 
#1924-2,a1 
41024+2,d0 
$1024-2,d1 
rrlp1 
d5,a2 
pend 


(で ) の ショ ー ト プロ ば ー て ふ 
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第 4 回 知能 機械 概論 


i000bit ZOE Y HODER 


RISC, RISC の 大 合唱 


2 パソ コン の 世界 で は まだ を その 波 は 押し 寄 
いな に よ A メダ ラン より 
1 クラ ス 上 の マシ ン で ある ワー クス テー ショ 
ン の 世界 で は , いま や プロ セッ サ に は RISC 
(簡単 な 命令 どけ か ら な る 命令 セッ ト を 用 意 
し て 減 茶 苦 茶 速い スピ ー ド を 実現 する アー 
キテ クチ ャ と で も いい まし ょ うか ) を 採用 
する の が , 打ち 消す こと の で き な い 流れ の 
よう で す 。 確か に 10MIPS 程度 で ふ ー ふ ー 
paca a CISCO LT, RISC が )20 
MES 30MIPS は 当 だ り ま えー TI と カナ 
キリ 声 を 上 げ て いる の で すか ら , つい そっ 
に を 出し て し まう の が 当然 な 語 と に 
ALI. マグ に 見 だ 場合 だ よん ば メ 
フト ソ ェ ア の ライ フサ イグ クル と いう 面 か ら 
見 て も , 本当に そっ ち が 速 いか どう か は 
か な り 間 題 だ と 思わ れ ま す が 。 

Se, RISC,, RISC と 大 合唱 きれ る と 
最初 , そう 8 年 で らい 前 に 論文 を 読ん だ と 
は とれ は す ざ いと 思っ た な た 気 桂 も も き 
お た と っ か に いっ て し まい 。 い っ だ いな ん 
PAR AS OA AE. と いう 気持 ち に な 
a a E まお と に か て 速い こも は 
いい こと な の て し ょ う 。 僕 自身 も ネッ トワ 
ー ク に 恵まれ て いる ( 妙 な 言葉 だ ) OT, 
仕事 に 取り か か り 始 め る と き は 自分 の 横 1 


メー トル に 置い て ある 68 系 の プロ セッ サ を 
使っ て いて も 。 ちょ っ と 時 間 の か か る プロ 


は , 実物 れろ くに 
ある ワー クス テー シ 


グラ ム を 走ら せる 場合 に 
ARS ESA E 


ョ ン の 中 に 収まっ て いる SPARC チ ッ プ "を ご 
に 使っ て し まい ます 。 
その う b, 


2\ ジ ロン て も HHSC プ ブロ セッ サ 


106 ohx 19901. 


は 採用 る れ て , 
「RISC パワ リー 全開 ! 

スピ ー ド アッ プ グ 5 倍 (当社 比 )」 
な ど と いう 宮 伝 を する よう に な る し 上 思い まえ 
す 。 実際 ,., いま まで 使っ て いた だ マシ ン が 急 に 
5 倍速 く な る と 世界 は が ら り と 変わ る も の 
dia 

SIPFMEPeBALiLiJ. vin, あ 
る ソフ ト ハ ウス の 技術 力 は 。 ワー プロ を バ 
ー ジ ョ ン ア ッ プ し た だ とき の , 付加 し た 機能 
あたり の 速度 の 低下 量 に よっ て , ある 程度 
見 積もる こと が で きる と 思わ れ ま す 。 ここ で 
vo が て も ゃ な の は と うい うこ と で すず 。 単に 機 
能 を 増やし て いく と いう こと は , ある 程度 
の 技術 力 が あれ ば 原理 的 に 難し いこ と は な 
WE が 多い の で す が , 種々 の 機能 を どの 

うに うま さく (速度 が 落ち な いよ うに ) 統 
EGGS 
ょ より マク ロ な 視野 が 必要 で あり , ここ の あ 
だ り が その ソフ トウ ェ ア ハ ウス の 技術 力 を 
如 実 に 物語 る + いう 意味 で す 。 

も し , 急 に 5 倍速 く な っ たら, MUET 
ぎる と いう さよ に た 0, パラ メー タ を 入れ 
て 遅らせ が く て は な ら な く な る こと も 少な 
が らら す 生 まあ て し ょ よう 。 し だ が みて 上 て 六 
べ で だ よう な 判断 と し いう の は あま り 意 味 が な 
《 な る わけ で す 。 で すか ら , 革新 的 な 速度 
向上 が な され た 後 の し ば らく の 間 は , ソフ 
トウ ェ ア の 速 る と は 単に 時 間 待ち の パラ メ 
PE ANA 

の 評価 基準 が より 内 容 的 な こと に 変化 する 
AN tds o tE pE OTT, 


RISC の 次 は VLIW の 大 合唱 


RISC 一 辺 倒 の 様相 を 見 せ て いる ワー クス 
テー ショ ン 市 場 で す が , 次 の 濾 は 何かと い 
を は 。 を 人 は DD VLIW よい うこ と よ な の 
て し ょ う 。VLIW は Very Long Instruction 
Word (と て も 長い 命令 語 幅 ) OXF Z L 
っ た 言葉 で , その も つ 意 味 自体 は 説明 する 
あて も が いも し よう 。 人 稼 條 の 1 サー ド が) 
0 ピピ ウ ト や MM ビット ド ト て は な も. MAD 
は 1,000 ビッ ト を 越え る と いう 想像 を 絶 す 
る よう な 命令 幅 を も つ ア ー キ テク チャ の こ 
Ln lez 

VLIW は 素晴らし いと いう こと を 最初 に 
知っ だ た の は , 現在 は 日 本 IBM 東京 基礎 研究 
所 の 所 長 を され て いる 鈴木 則 久 先生 の 特別 


講義 の な か で で し た 。 あま り に も 突拍子 も な 
いと いう か , 複雑 な 方 式 の よう な 気 が し た 
DT, 講義 終了 後に 思わ ず ,「 を そん な に 複雑 
a a E 
な ら ば , 計算 モデ ル の すっ きり し た デー タ 
AA EY 2 の まり あま も で (は な いい かえ 」 
LE ENT A n 
に 対す る 明確 な 答え を と いう も の は , 記憶 し 
て いな い の で す が 。 まあ その ころ デー タフ 
ロー マシ ン の 勉強 を 始め た ころ で し た (し 
か も デー タフ ロー マシ ン の も つ 問 題 点 まで 
理解 し て いな か っ た だ) の で , 思わ ず そ ん な 
AER LES 

この VLIW ア ー キ テク チャ に お ける 1 命 
令 は いま まで の プロ セッ サ の 命令 と は まっ 
だ 〈 意味 合 じ が 異な り ま す 。 ひ と つの バカ 
長い 命令 は , いく つも の 独立 し た オペ レー 
ショ ン (操作 ) が 寄せ 集まっ た も の で す 。 
なき: た > AA DOOR As TE 
それ は レジ スタ 1 と レジ スタ 2 を 掛け る 提 
作 や レジ スタ 3 と レジ スタ 4 を 足す 操作 や 
ある メモ リ 番 地 か ら デ ー タ を レジ スタ 5 に 
も っ て 〈 る 操作 な ど を 自由 に 並べ た も の に 
が っ てい の る の て す (MI) 

も うお わか り だ と し 起 い ます が , 要する に 
VLIW は 並列 計算 わあ ひと つの プロ セッ サ 内 
で 実現 し よう と する , ひと つの 並列 実行 方 
式 な の で す 。 そし て , ひと つの 命令 の 中 に 
並べ られ た 複数 の 操作 は まっ た く 〈 同 時 に 行 
PRIT 

TASA AMALIA と どこ が 
すご い の か わか ら な く て 当然 で す 。 VLIW を 
次 の トレンド の 主役 た らし め る こと が で き 
る の は , その 裏 に ある 「 ト レー スス ケ ジ ュ 
Y VIAS EPI PEOR 
収穫 が あっ て こそ な の で すか ら 。 


CPU の ビッ ト 数 の 意味 


CPU の ビッ ト 数 と いっ て も , 目 を 付け る 
位置 に よっ て 意味 が まっ だ た だく 異な っ て きま 
す 。 ち ょ っ と VLIW を の も の か ら は ずれ る 
こと に な り ま す が , 計算 機 に た よっ て ゼット 
数 が 意味 する こと は 大 事 な こ と で す の で , 
a 

SOLO BYTE SIOBES E 「32 ピ ッ ト で 
PS Re IE 1 
ビッ ト 幅 の 意味 づけ を いく つか の 観点 か ら 
紹介 し て いま す の で , その 分 類 に 従っ て 簡 


o EAS dl DE T, 

1) プロ セッ サ の デー タ 

プロ セッ サ の 扱う デー タ は , その プロ セッ 
サ で 走る プロ グラ ミン グ 言 語 の も つ デ ー タ 
オプ を サポ ー ト すべ き て ある 。 

2) プロ セッ サ の 命令 
RISC に せよ ょ CISC に せよ , 命令 語 幅 は 32 
A E A EA 

2 プロ ギ モ ッ ザ の ズ ド シス 

答 グ せ グ ラム ( ブ ゼ セ モス) の も つ ア ドレ ス 
空間 は 増大 化す る が , アド レッ シン グ の 技 
法 で 当分 は 対応 可能 で ある 。 だ と えば , 2 
つの レジ スタ を つなげ て 間接 アド レッ シン 
を 使う 方 法 が ある 。 
4) LAT dr E RU 

プロ セッ サ の 速度 に 応じ て , 外部 の メモ リ 
な ど に 対す る 転送 量 を 増やす 必要 が ある 。 
この 妥 求 は , 階層 的 な メモ リ 構 成 (キャ ッ 
シュ ) の 採用 で ある 程度 抑え る こと が で き 
る 。 必要 な 1 秒 当 た り の 転送 量 C は 次 の 式 
EXana. 
C=MIPSx (SZI+FRW xSZD) 
MIPS : 1 秒 当 だ た り に プロ セッ サ が 実行 す 
る 平均 命令 数 
SZI: 命令 の 平均 バイ ト 数 


FRW: メス モリ を アク セス する 割合 
SZD : TE ERE 
だ と えば , 22MIPS の プロ セ モッ サ で 。 SZI 


=4.0, FRW=0.3, SZD=3.8 と する と , 
113 で と が な が ます と 上 秒 当 た だり 1 MM パイ 
ト を 転送 し な けれ ば な ら な いわ け で す 。 こ 
の よう な 意味 で バス 幅 を 広げ る 必要 が 出 て 
4 ナ て T, 

な お この 記事 の 中 で は , 2) を 見 る と わか 
る . よ うに , 命令 幅 は いま の まま で よい を し 
て いま す 。VLIW に も 少し 触れ て いま す が , 
プロ セッ サ 市 場 に 影響 を 与え る の に は 最低 
で も 5 年 は か か る (まっ た だ くく の 疑問 答 !) 
と だ けい っ て 深入り は 作 け て いま す 。 


ALTA NARNIA 


プロ セッ サ の 中 に ある 演算 エ ユニット ALU 
な ど を いく つも 並べ て ひと つの 命令 で 同時 
に 動か し , 並列 度 を 得る と いう こと で す 。 
し , 10 個 の ユニ ッ ト を いつ も 同時 に 動か 
すこ と が て きだ 0 が から 人 は 、、 ダ ほ 入 和光 と し 
て は 10 億 速く な っ だ こと を 意味 し ます 。 こ 
の よう な 考え ぇ 方 は , 革新 的 で も な ん で も な 


〈 て , 並列 実行 の 方 法 し し て は きわ め て 自 
な 考え 方 だ と 思い ます 。 

VLIW ア ー キ テク チャ マシ ン が 実際 に 現 
れ な か っ だ の は , 基本 プロ ッ ク の 壁 , わか り 
や すく いう な ら ば 分 岐 命令 の 壁 が あっ た か 
ら な の で す 。 プ ログ ラム 中 に 現れ る 分 岐 命 
令 の 割合 は ふつ う 10 欠 か ら 630 で らい で し 


ょ う 。 つ まり 。 平均 し 下 3 か ら 6.8 命令 ざと 
に ひと つ は ジャ ンプ 命令 が 含ま れ て いる わ 
UT. 


を そし て ジャ ンプ 命令 が ある と, VLIW 的 

な 命令 の 詰め 込み は し に くく な る わけ で す 。 
特に 条件 分 岐 の 場合 は いずれ に せよ 条件 
判断 の 結果 を 待つ こと が 必要 に な る わけ で 
す 。 要 する に 。 条件 分 岐 命令 が ふつ う の プ 
ログ ラム で は ほ は し よっ ちゅ う あ る た め に 、 7 
ログ ラム 自体 の も 一 並列 度 と いう も の が 限 
られ て し まい , いく ら 複 雑 な ALU を 用 意 し 
て も , 同時 に 実行 で きる 操作 な ど あ まり 期 
侍 て で き な い と ずっ と 考 ん えん られ て きだ わけ な 
TT 

ここ で , 生ま れ た 画 期 的 な 手法 が , トレ 
ー ス スケ ジュ ー リ ング クタ で す 。 トレ ー ス スケ 
al ROI ELA 式 
を 評価 し た 結果 が 真 に な る か 偽 に な る か で 
操作 を 分 断 す る こと な く , 真 に な る か 偽 に 
な る か を 推定 し て 確率 の 高い ほう の パス を 
次 々 と 選ん だ あと , その パス の 操作 群 を V 
LIW 命 令 ほ た し て つなぎ 合わ せ て 最適 化 ス ケ 
が oo の 衝 みらい も の で の 

この スケ ジュ ー リ ング で は , 無数 の デ 
ロッ ク (条件 分 岐 な ど で 区 切ら れる 命令 の 
固まり ) の 間 を 操作 が 移動 する こと に な り 
ます 。 だ た だ し, AL Tio KATAR NE l i 
た 場合 の た め に 補償 コー ド と いう も の も 埋 
め 込 む 必要 が あり ます 。 

と に かく 。 この 複雑 な スケ ジュ ー リ ジグ 
は , 最近 の ソフ トウ ェ ア 技 術 の 大 き な 収 穫 
まず 


VLIW は ご どこ まで 並列 処理 e 


パソ コン に は RISC が 採用 きれ る だ ろう , 
VLIW 方 式 の マイ クロ プロ セッ サ が いま に て に 普 
太 す る だ ね うな ども と いう よう な 予測 は ょ いう $ 
だ け な ら ば , きわ め て 簡単 に いう こと が で き 
ます 。 大 学 な どの 研究 レヒ ベル, メー カー の 
研究 レベ ル 。 プロ セッ サ の レベ で ベル, 
ン の レベ ル な ど が あり , どん どん 主力 が 変 


た Sen 


図 1 VLIW プ ログ ラム の 例 


a) C=A+B b) LOADA 
K=I*J LOAD B 
L=M-K =A+B 
Q=C/ STORE C 
OAD | 
LOAD J 
=|*J 
STORE K 
AD 
=M— 
STORE L 
Q=C/K 
STORE Q 
c) LoadStore IMul LoadStor Add  IMul 
LOAD A * LOAD B * * 
LOAD | * LOAD J * * 
LOAD M  K=I*J STORE C * * 
* * TOREK L=M-K Q=C/K 
STORE L * STORE Q * * 
( * 印 は NOP) 
38) の よう な ブ プログ ラム は 、 さ つう は ト ) の よう 3 


な 機械 語 に 表す こと が で きる が , VLIW 計 算 機 
で は c) の よう な 機械 語 に な る 。 横 1 列 が ひと 
つの 機械 語 命令 で あり , 同時 に 実行 され る の 
T, た っ た の 5 ステ ッ プ で 実行 きれ る こと に 
な る 。 


わ つ て いく の で す が , だ だ し それ ら の し 0 
ル が 伝搬 する の に は 時 間 差 が か が な りあ る か ら 
で す (最初 の 2 つ は ちょ っ と 微妙 で す が )。 

VLIW の 次 の 次 の 次 で らい を 目指 し て い 
ARRAT: So T TRVEWOS e. 
ナス 面 を いく つか 指摘 し て , 次 に た ぶん 流 
行 す る で あろ う VLIW に 関す る 話 わ まとめ 
し うっ 
VLIW 思想 の 欠点 を の 1 

逐次 型 言語 を 最初 か ら タ ー ゲ ッ ト と し て 
いる だ め 。 シミ ュ レ ーション で 得 た 100 近 
い 並 列 度 が 現実 に は ほとん ど 得 られ な い 。 
VLIW 思想 の 欠点 を の 2 

トレ ー ス が 当 だ っ て いる うち は 最適 だ が , 
だ め な 場合 に は つけ が くる ( 五 分 五 分 と い 
2 条件 分 岐 は 苦手 で ある )。 

MLAVWE アー BK 28 TE 
コン ピュ ー タ (1024 ビ ッ ト と いう と て つも 
な い 命 令 幅 を もつ) が アメ リカ の マル チ フ 
ロー ユン シンセ ュ ー メ 社 か ら 売 られ で いま す 。 
一 度 使っ て みた いな あと いつ も 思っ て いま 
すけ れ ど その チャ ンス が な ぜ か あり ませ ん 。 
意 単位 の お 金 の 使 を を 人 は ぜひ 買っ て みて 
Ea 
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な ん だ か と っ て も あっ だ かい 11 月 の 荒川 
土手 は , お 散歩 の 人 も だ くき ん いる 。 小学 
1 年 生 の アッ (アキ ュ ) ちゃ ん は , 段 ボ ー 
7 あず すっ て まだ エッ サエ ッ ザ と 下 か 
生 凌 っ て きだ 。 て っ ぺん に いる ノシ や パ の そば 
まで き て 見 上 げ る 目 が , 思い っ きり 丸 〈 大 
きく 輝い て いる 。 い ま 2 人 は , お シリ に 段 
ボー ル を あて が っ て , 土手 すべ り に 励ん で 
る あの だ 。 こ ん な に や り が い の あ る マジ メ 
な 遊び を 理解 で き る 大 人 は , ラッツ パ の ほか に 
は そん な に 何人 も いな い の だ か ら , アッ も 
ゃ ん は 尊敬 と 満足 で び ハ ズ ん で いる 。 この間 
は アッ ちゃ ん の 自転 車 の 練習 な の に , マク 
ドナ ルド の ハン バー ガー と , どう し て か ラ 
ジュ ン の 自動 車 $ 持 っ て きだ > パパ な の が だ 。 
下 の グ ラウ ンド で は , ヒッ ト 乱 発 の 草野 球 
チー ム が 沸き 返っ て いる 。 

ッ ツ パ は ちゃ ん と 土手 すべ り の 仲間 を 務め 
な が ら , 頭 の 中 で は 大 小 , 粗 密 の きま ざま 
な 計画 を 並べ か えて いる 。 

本 業 の 会 社 の 仕事 は , も ちろ ん いつ も メ 
ニュ ー に ある が , それ が 隅 の ほう に 押し や 
られ だ り , 下 の ほ うに 潰さ れ だ た り 。 まずは 
いち ば ん 近い イベ ント で ある , 荒川 区 か ら 
委託 され だ 「 川 の 手 も セー ルス マン 」 と し て 
の 仕事 , ! じ ペソ コン 通信 フェ ア 』 の 開催 が あ 
る 。 

それ か ら 来 春の FBI (通信 ネッ ト ) 本 部 の 
新 ビ ル へ の 移転 と , ネッ ト 運 営 の 新 展 望 の 
数 々 。 背 中 に は , 発足 し た ば か り の 全国 
BBS 連 絡 協議 会 の 常任 幹事 と し て の 任務 
の あれ これ や 構想 , etc & etc. 初期 化 さ きれ 
だ た ば か り の 計画 も あれ ば , 二 重 , 三重 の 奥 
深い 階層 まで で きた 計画 も ある 。 

を その すき ま に , アッ ちゃ ん と お 上 兄ちゃん 
の こと , ママ の こと , 空手 (ARET?) 
の こと , いろ いろ 詰め 込ん で , ラッ ツ \ は 端正 
な 顔 で すま し て 土手 すべ ざり に 励ん で いる 。 


108 onix 19901. 


$ パパ は 七色 


11 月 3 日 , 池袋 サン シャ イン シテ ィ で の 
某 大 手 メ ー カ ー 主 催 に よる 「 パ パソ コン フェ 
7891 の 最終 日 。 催 し の ひと つ で ある 女性 
向け の トー クサ ロン に 講演 者 し し て 招 か れ 
だ 。 1 日 は 評論 家 の 五 代 利 矢 子 き ん , 2 日 
は テク ニカ ル ラ イタ ー の 高橋 慈 子 さ ん, そ 
し て 3 日 は 私 。 約 1 時 間 の 話 の あと , パッソ 
通 の 女性 ネッ トワ ー カ ー が , ユー ザー と し 
て 体験 談 を 語る と いう 形式 だ 。 会 員 1000 人 
の 無料 BBS, わが FBI-NET か ら も , シス オ 
ぺ 夫 人 の 「 え いり あん る ちこ 」 さ ん が お 呼 
び を 受け て , 1 日 の 五代 る ん の あと に キャ 
リア の ある 女性 ネッ トウ リー カー と し て , > 
ツ 通 の 実際 に つい て いく つか の お 話 を し た 。 

私 の ほう は , あら か じ め の 打ち 合わ せ や 
進行 台本 も ちょ うだ いし て いた だ た ものの, Y 
日 に な ら な けれ ば どん な 方 た ち が 集 まる の 
か 詳細 は 不明 と いう こと で て で, 準備 に も 限界 
が あっ た だ 。 聴講 は ハガキ で の 申し 込み に よ 
る も の で , 約 80 名 の 定員 だ そう だ 。 

当 目 改作 化 の 且 て も あ 導 サシ ルル シャ イシ 
VIA MBRESARADOS: トー ク ザ ロン 
の ほう も まあ まあ の 満席 だ っ た 。 パ ソコ ユン 
に 興味 の ある 方 た も ち で ある の は 当然 だ が , 
まま に バジ ウン に は 且 い て みた こと が な い ょ 
いう 人 も 3 分 の 1 くら い , ほか の 人 も お お 
むね は 初心 者 だ 。 

語っ た 内容 は , 私 が 知る 限り で の パッ ンコ 
ン 約 10 年 の 流れ と , 私 が 見 つけ た 「 自 分 な 
り の パラ ルル に の いで いる し て わずか が か ば 
か り の 体験 的 アド バイ ス と , 初心 者 に は 収 
稚 の 多い パソ 通 べ へ の いざ な い 。 司 会 者 の 要 
領 を 得 た 進行 で , 大 き な 失 敗 も な く 持 ち 時 
間 を 消化 し た 。 

「 シ ディ ス サ ロ ン 」 と 名 づけ られ だ 第 ま 
り に , だ っ だ た ひとり 女装 もせ ず に 座っ て い 


木枯らし の 吹き ぬけ る 季節 だ と いう の に , 
いつ も アク ティ ブ な キョ ウ コ さ ん 。 ト ー ク 
サロ ン で 講演 を し た り , パソ 通 仲間 た ちこ 
イベ ント を こなし た り と , あい か わら ず 忙 
し いし 毎日 を 送っ て いる よう で す 。 


て くれ だ 男 の 人 は , アッ ちゃ ん と ママ の サ 
チコ さん を 伴っ た FBI の シス オペ , nn 隊長 
こと ナカ ムラ (中 村 守 利 氏 ) さる ん だ っ た 。 
休日 の パパ の フリ を し て , 時 間 を 目 い っ 
ば ぱい 生か し た 動き を する 人 。 きり 気 な い サ 
ポー ト を し て くれ な が ら ,nin 隊 長 は サン シ 
ャ イン シテ ィ 丸 ご と ぶん くら い の 情 報 を 持 
っ て 帰る だ ろう 。 本業 に 身 を 隠し て (?) 
誰 と で も 軽やか に , 時 に クー ル に 接し な が 
6, いつ も 企画 と 夢 を 抱 を て いて , や が て 
みん な は に 分け て (くれる, CABAL 


Y だ の まれ ちゃ つ だ 


すこ し 前 の こと , 用 事 つ づき の あと FBI 
に 何 日 だ りか の アク セス を し た だら, どう や 
ら 隊長 が 深夜 の テレ ビ 番 組 に 「 川 の 手 荒 川 
セー ルス マン 」 の ひと り と し て , PR 出演 し 
だ らし い 。 デ ザイ ナー の KIKU き ん の 作品 
で ある FEBI の ネー ム プ レー ト を 持っ て , 11 
月 26 昌 の 「 パ ツ ッ 遂 フェ ア 」 に つい て の イン 
フォ メー ツマ ョ ンジ あし た の だ そう だ!【 ビ デオ 
編集 が マズ か っ た 」 と か 「 隊 長 , あがっ て 
TURAI な ん て いみ 書き 込み が イオ ペン ト 
ボー ド に 連なっ て いた 。 

荒川 区 が 86 年 か ら 始 め た 新しい 町 づく 
り 「 川 の 手 キ ャ ン ペ ー ン 」 は, 毎年 意欲 的 
な テー マ の も と に 積み 重ね を つづ け て いる 
ょ うだ 。 最初 の 2 年 は ポス ター や 作品 展 で 
「 川 の 手 」 の 名 や イメ ー ジ を 浸透 きせ , "88 
年 に は 「 川 の 手 探 偵 団 」 の 募集 で 区 外 の 人 
も 交え て 荒川 の 良き を 発見 し て も らい , そ 
の 活動 と を の 後 の 「 全 国 探偵 団 会 議 」 の 報 
告 結末 か ら , "89 年 の 新た な テー マ を 見 つけ 
ML な > 

そこ て 結論 され だ , 区 の セー ルス ポ ボイン 
ト 『 人 の 住む むち 」 を コン セプト に, 荒川 
区 の 良き を 宣伝 する こと 。 その 方 法 と し て 
荒川 区 を 「 外 」 に 向かっ て 売り 込ん で くれ 


る 「 川 の 手 モ セー ルス マン 」 を 募集 , 「 モ ー ル 
久 マ ン 」 各自 に ひと つ ず つの イベ ント を 主 
に で せら うと いう る は だ っ た だ た 。 

自分 た ちの 町 の 再発 見 や 新しい 「 ふ る き 
と づく り 」 は 各地 で も 盛ん だ が , 内 外 の 住 
民 を スタ ッ フ に 巻き 込ん で 意志 的 な 参加 を 
る せ て し まう 荒川 区 の キャ ン ペ ー ン は , E 
画 が を その まま 成果 の 一 部 に も な る 立体 的 な 
PATITO AR 

「 セ ー ル スマ ン 」 は 現在 , 過去 , 将来 の 
荒川 区 住民 で , これ な ら 6 ば 私 に 聞い て , と 
いう 得意 分 野 を 持っ た 人 。PR の 方 法 と イベ 
ント の 企画 案 の 提出 に よっ て 応募 で きる 。 

と ころ が , 得意 分 野 を 持つ 人 で , イベ ン 
ト の 開催 を で きる 人 の 応募 は , 区 が は じ め 
予想 し て いた 数 に な か な か 達し な か っ だ 。 
荒川 区 民 で ある FBI の nin 隊 長 は , すでに 実 
績 を 知る 区 役所 企画 課内 の 探偵 団 事務 局 の 
カワ タダ 氏 か ら , ぜひ セー ルス マン と し て 
応募 の う えん , 「 パ ソ ュ ン 通 信 」 も テー マ に イ 
ベン ト を お 願い びき な いか と 打診 きれ た 。 

「 合 格 」 し た 隊長 は , さっ そく セー ルス 
でも の や か も を 肌 訪 で うと いう さて と だ な っ 
だ だめ 本 だ 。 
T 区 民 に 通信 初 体験 を 

だ た の も し い セ モー ルス マン た ちの 顔 写真 入 
り ポ ボ ポスター は, JR, 私 鉄 各駅 に 掲示 され , 
イベ ント も つぎ つぎ と 実施 る きれ て いっ た 。 

運転 手 ひ と りつ き の 都 電 7000 型 車両 の 重 
3%, 何人 の カカ で 引け る か と いう クイ ズ つ 
き の 「 都 電 と つ な ひ き 」。「 星 の 王子 きま 」 
と キャ ン ペ ー ン 映画 ! 隅 田川 ファ ンタ ジー 
を 上 映す る 「 納 涼 映 画 会 」。 お 寺 の 本 堂 を 会 
場 に し て , クラ シッ ク と 童謡 を プロ の 演奏 
で 聴か が か せ て くれ る 「 き る いこ うじ (西光 寺 ) 
こん さる あと 」。 台本 な し , 自由 参加 で , 素人 
役者 が 自分 の 考え や 夢 あ お 芝居 で 演じ る 
「ARAKAWA 演 劇 サ ー カ ス 」。 早 稲田 一 三 
ノ 輪 間 を , 音楽 と 食事 を 楽し みな が ら 優雅 
な 気分 に ひたる 「 オ リエ ント 都電 特別 列 
Hjo そん な な か で も ,nin 隊 長 の 担当 する 
「 ッ パン コン 通信 フェ ア 」 は , 区 で は 初め て 
の 試み で ある 。 

いま 全体 的 に パン コン へ の 関心 が 上 昇 し 
て いる な か で ', 特に 「 通 信 」 へ の 興味 が 高 ま 
っ て き て いる 。 テ レビ ドラ マ な どの 影響 も 
大 きく , 女 性 の 関心 も 強い そう だ 。 文 化 の 日 
の トー クタ サ ロン の 折 ,「 パ ソ 通 を や っ て あな た 


い 人 」 と いう 司会 者 の 問い に , 7 割 近 
い 人 が 手 を 挙げ けた の を 見 て も うな ず 
ける 。 こ れ は な か な か タイ ムリ ー で , 
効果 的 な イベ ント に な り そ う だ 。 

11 月 26 日 , 会 場 は 町 屋 文化 会 館 1F 
多目的 ホー ル 。FBI-NET 全体 が 隊 
長 を バッ クア ッ プ する 。 会 場 を 3 つの 
セク ショ ン に 分 け , ひ と つ は BM ( 通 
信 ホ スト プロ グラ ム , ビッ グモ デル ) 
La, DEDOS 
ー, も う ひ と つ は , 星 占い , ETRE I 
子 屋 , オセ ロ ゲ ー ム , 休憩 場所 に する 。 オ 

セミ ナー の 予定 は , 1 時限 め は i 
MINE 氏 に よる 「 パ ソコ ン 通 信 概 
lo 2 時限 め は 隊長 の 「 初 心 者 の た 
め の パ ッ ュ ン 通 信 」 で , これ は 実習 。 
休憩 の あと , PATAREBOBRO = 
ン ビ で の ハイ テン ショ ンジ ョ ッ キ ー, 本 場 
アメ リカ の 大 手 BBS に アク セス し て 「 英 
EC の ギ キッ ト 」 し て みよ うと いう も の 

イベ ント ボー ド の 隊長 の 企画 を 見 て IB 
PATA 氏 が 「 お お , 英語 チャ ッ ト の 練習 し 
な て な を だ わた な えて 言っ て る s 


S 夢 を お て つ だ い 


通信 シン ミュ レ ーション は 9 回 線 で 実施 , 
うち 1 本 は 荒川 NTT の 協力 で , 電話 回 線 に 
ょ っ て 外部 と の 接続 が びき る よう に な っ て 
いる 。 隊長 は 端末 集め の 協力 を 呼び か ける 。 

「 ラ ッ プ トッ プ , も し てく は ワー プロ な ど 
当日 貸し て いた だ ける 方 , また お 願い し ま 
す 。 いつ も の SSK さ る ん, Impulse き ん , あと 
純 姫 さ ん どっ け ? か な 。 9 回 線 を 予定 し 
て いま す の で …… 2 回 線 は X1 グ ルー プ に 
より 予約 で あと 7 吾 で す 。 星 占い 用 に 98 が 
いる し, 誰か Mac で いら っ し ゃ いま し た だ 
ね 」「RS-232C じ ケーブル,。 セミ ナー 用 に 1, 
BM シ ミュ レー ショ ン 用 に 9。 特に リバ ー 
ス が いい ん で すけ ど , お 持ち の 方 ご 連絡 く 
だ る い 」「 ぶ ん る ん へ 。 いつ も ハン ダ を 持っ 
て の 緊急 メン テ 担 当 の 阿部 る ん が , アメ リ 
み カ へ 出 旨 に な っ て し まい まし た 。 ぶ ん さる ん 
に は , ハン ダ ご て と テス ター 持参 で , 電気 
屋 る ん を 当日 お 願い し た いと 思い ます 。 も 
し , モジ ュ ェ ラ ー ジ ャ ッ ク を 作る 工具 (名 前 
忘れ だ が ) も あっ だ ら お 願い し ます 。 部 品 は 
いく つか 持っ て いき ます 。 あ の 規模 で , 配 
線 を やや る と 1 カ所 は 断線 な ど が あり ます の 
TOROLF を 電導 


さん 。 

「 ク ロス 1 本 確保 し まし だ 。 自作 な ん で 
す が , テス ト の 結果 2400bps で 文字 化け な 
Lo 3 メー トル あり ます 」 と な が みね 講師 。 
Mito, TR. 備品 に は FD の シー ル 等 を 使 
っ て 名 前 が わか る よう に し て お いて 〈《 だ る 
いね ぇ 。 帰っ た ら 98 が 1 台 よ けい に あっ た 
あな ん て いう の 困り ます か ら 」 と 隊長 。 

つづ いて 「286LE と クロ ス 1 本 持っ て い 
きま す 」 と 純 姫 さん 。「 了 了解 。 よ ろ し お 願 
いい だ し ます 。 端末 ソフ ト も ね 」 と 隊長 。 

"TIRA ABRES A So. 駄菓子 屋 さ ん 
の 件 そ す 。 セミ チー 開催 中 だ け , パッ マツ 
か ら の 音楽 を 止め られ る よう に プロ グラ ム 
だるい 』 

「CLOVIS 君 へ 。 会 場 警備 (SWAT) $ 
て すけ EE セミナ ーー 用 CRT に ミナ ー や も 
て いな いあ い だ 電 光 掲 示 板 み た い に メ ッ セ 
ー ジ を 流し て な きた い の で , FD で 一 式 作 っ 
で てい て る て だ る に IS で る ね は まま ER 
ね 。 デ カ 文 字 の 横 ス クロ ー ル する や つ で す 。 
テキ スト は , 当日 書き 込ん で も OK で す 」 

星 占い は , 広島 の イマ オカ る ん の ブログ 
ラム を 了解 を 得 て 拝借 す る こと に な り , y 
が 家 に あっ だ も の を コピ ー し て 準備 。 こ れ 
BARIY VOSE ADE, 

オセ ロ ゲ ー ム は , な が みね 講師 の X1 で の 
作品 。 人工 無能 , 愛称 「 美 奈子 」 ち ゃ ん も 
活躍 する らし く , 担当 の 夫 も 準備 中 だ 。 

夢 を モー ルス する ナカ ムラ 隊長 の も と, 
夢 を 手伝う 喜び を 込め て , みん な を その 日 に 
備え て いる 。 
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X1/turDO 用 シミ ュ レ ーション ゲー ム 


Super Battle 


Kameda Masahiko 亀田 METE 


Led 
ーー Prolog 


中 東 の と ある 2 カ国 で は , 款 教 対 立 に 根 
ざす ドロ 沼 の 戦争 が 8 年 に 渡っ て 続け られ 
て いた 。 国連 の 調停 作業 も 2 年 前 か ら 暗 礁 
に 乗り 上 げた だ まま だ 。 お 互い の 港湾 施設 と 
も ことごとく 破壊 る され, も は や 石油 の 輸出 
も ほとんど な い 状 態 だ 。 武 器 は , 中 古 品 の 
供与 と 借款 に よっ て まかなわ れ て い だ の で 
国 の 経済 は 両国 と も 崩壊 十 前 だ っ た だ た の で あ 
ho 

し か し , 砂漠 の 民 に と っ て , 戒律 の 厳し 
い 款 教 は 絶対 不可 侵 な も の と る れ て きた 。 
戒律 を 破る こと は , すなわち 死 を 意味 する 
も の だ っ だ 。 し だ が っ て , 両国 民 は それ ぞ 
れ の 唯一 絶対 神 を 信じ , その 名 を 叫び な が 
ら 戦 場 に 散っ て いっ た の で ある 。 

そし て 忘れ て は な ら な い 重 要 な 要因 が も 
う ひ と つ あ る 。 それは, 両 大 国 の 軍事 的 圧 
力 で あ る 。 一 方 は アメ リカ を 中 心 と する 西 
側 世 界 と た つながり, 一 方 は ソビエト ・ 中 国 
を 中 心 と する 東側 と 結び つい て いた 。 両国 
ES BO A as 
っ だ が , 実戦 に 投入 る れ て いる 兵器 か ら そ 
SAR ER AR NANI NS TT 
に 両 体制 の 代理 戦争 どっ た の で ある 。 

を ん な 折り , 一 方 の 国 の 指導 者 が 突然 死 
記し た 。 一 部 で は 暗殺 説 も 流れ だ た が, どう 
や ら 病 死 び っ た ら 5 し い 。 その 国 で は , 指導 
者 の 喪 が 明け し だ い 全 面 攻勢 に 出る と 宣言 。 
実際 に 相手 の 領土 深く まで 侵入 し , 首都 に 
追 る 勢い を 見 せ た 。 相 手 側 も 国連 を 通じ て 


110 onx 1990.1. 


声明 を 発表 し , 敵 を 侵略 軍 と 位置 づけ た 。 
お 互い に 手持 ちの 兵器 は 限ら れ て いる 。 侵 
略 車 対 防衛 軍 の 戦い は , 短期 決戦 で すぐ に 
b 決着 が つく だ ろう 。 君 に は この 最後 の 攻 
防戦 の 司令 官 と し て , 第 一 線 で 活躍 し て も 
らい た だ た い 。 国 の 命運 を か け て , 君 の 健闘 を 
祈る 。 


mm 入力 方 法 


ォ ー ル BASIC の プロ グラ ム な の で , リス 
Kir YA LOMRE ADA WUTA 
イス 上 に セー ジ し て ほし い 。. そ の 際 。。 VA 
ト よ は な ん て もい の いい が 。 リ スト みみ 選 必ず 
‘Battle. Bas と テイ MASSA 
Ea LADA Ds AURBASIC UCZ- 
8FB01 か CZ-8CB01) で 入力 ・ 実 行 す る よう 
に な っ て いる 。 し か が し, turboBASIC (CZ 
-aF B02) や の て BASIC (CZ SFB) て や も, 
1050 行 の 前 の ほう の 注釈 「」 を 取る こと で 
動作 可能 で ある 。 ま た , CZ-8FB02/3 で 高 解 
像 度 デ ィ ス プレイ を 使っ て いる 方 は , 1050 
行 の 前 後 両方 の 注釈 を 取る こと で , 高 解 像 
度 で 遊べ る 。 
Soma Lal. る を を セーブ し た 
あと リス え スト] を RUN す る だ け て ある 。 
PCG を セット し て , 且 動 的 に リサ ネト 下 2 ぞ を 読 
み 込 み ゲ ー ム が 始ま る 。 


== PLAY 


ゲー ム は 2 人 対戦 型 で 侵略 軍 と 防衛 軍 
(先攻 と 後 攻 ) に 分 か れ て 戦う 。 そ れ ぞ れ 
に 6 個 の 兵器 と 6 個 の イベ ント が 配ら れる 
か ら , 相手 の 兵器 の 種類 を 見 な が ら , 自分 
の 兵器 と イベ ント を ひと つ ず つ 選 ぶ 。 相手 
も 選ん で くる の で , そこ で 兵器 の 基本 攻撃 
値 と 防御 値 に イベ ント の 修正 値 を 加え た 値 
で 戦う 。 先 攻 兵器 の 攻撃 と 後 攻 兵 益 の 反撃 
で 1 フェ イズ で , 破壊 され た 兵器 は な く な 
り 生き残っ た も の は また 使え る 。 イ ベン ト 
は 必 す ひと つ 消 費 す る 。. こ の フェ イズ を 6 


大 戦略 ライ フワ な ゲー ム 性 を 盛り 込ん だ メニ 
ゴー 所 所 洒 0 の Sy ミュ レ ーション デー ム 。 
軽快 な 思考 ルー チン と スピ ー デ ィ な 処理 で 
日 熱 の 戦闘 フエ イズ が ガ 楽 し め る 。 コ ン ピ ビュ 
ー タ 対 プ レイ ヤー 療 け で な く , AMEL, 
コン ピュ ユー タ 同 士 の 対戦 モー ド も ある そ ぞ 。 


回 や っ て , 破壊 され た 兵器 の 多い ほう が 人 負 
TEE INSIDE AA 1 
ター ン で , 4 ター ン ま で 行わ れ 最終 的 な 勝 
敗 が 決定 する 。 2 ター ン ず つ 分 け 合 っ た 場 
合 は 防衛 軍 の 勝ち し と する 。 なお, 1 ター ン 
ご と に 先攻 と 後 攻 は 入れ 替わる 。 1 ター ン 
生き 残っ た 兵器 が あれ ば 次 の ター ン に 持ち 
越 き れる 。 

実際 の ゲー ム 中 で は , すべ て テン キー の 
2, 8 て 選び リタ ー ン キー で 決定 する だ け 
BOT, プレ イ し て みれ ば 要領 は わか る は 
TI 

起動 する と まず , 防衛 軍 と 侵略 軍 の 設定 
を する 。 それ ぞ れ の 車 を , 人 間 が や る か コ 
コー スズ 人 あの ET る 。 コン ピュ 
ー タ 1 と 2 の 違い は あと で 述べ る 。 を その あと 
は , それ ぞ れ の 車 の 兵 状 生 産 パ ター ン の 決 
定 だ 。 だ と えば , 空軍 を 選べ ば 空 の 兵器 し 
か が 配ら れ な が ない 。 バ パラ ンス が よい の は すべ て 
の 兵器 が 使 を る パタ ー ン で ある 。 

ゲー ム が 始ま っ た だら, 先攻 側 ( 右 ) か ら 
兵 益 を 選ぶ 。 兵器 の 下 の 青 い 数 字 は , 左 か 
6 対空 攻撃 値 , 対地 攻撃 値 。 防御 値 だ 。 後 
攻 側 (Æ) が 選ん だ ら 6 表示 が 変わ っ て , A 
ベン ト を 選ぶ 。 数 字 の 意味 は 兵器 と 同じ な 
の だ が , 特殊 な の は 「 先 制 攻撃 」 だ 。 先攻 
側 の 特権 で , 先攻 の 攻撃 が 成功 すれ ば 後 攻 
か ら の 反撃 が で き な く な る 。 先攻 が 失敗 す 
れ ば 普通 に 反撃 で きる 。 なお, 後 攻 が 「 先 
制 攻撃 」 を 選ん で も 何 も 起 こら な い 。 

そし て 双方 と も イベ ント を 選ぶ と , AF 
に 横 倍角 の 数 字 が 2 つ ク ルク ル 変 わっ て い 
CAMARO DER RERBMUCOSEZD 
う 。 こ れ ら の 数 字 で 勝敗 を 決め る わけ だ が , 
ブル スギ ーー は それ は ほ で 気 じ も な く て よい 。 
リタ ー ン キー を 押せ ば 勝手 に 進行 し て いく 
DUDA. な な だこ に きよ に うう ST 
いる と 気合 い が 入 る だ ろう か ら 6, 詳し い 説 
明 を あと て 行う 。 画面 中 央 より ちょ っ と 上 
の 赤い 是 印 は , 破壊 し た 敵 の 兵器 数 で あり , 
これ の 多い ほう が その フェ イズ の 勝利 者 で 
ある 。 


== プロ グラ ム 


プロ グラ ム の メイ ン ル ー チ ン は 1090 — 
1190 行 で 、 ゲー ム の 始め と 終わ り , それ と 
4 ター ン 分 を 処理 し て いる 。 を そこ で 事実 上 
の 中 核 し な っ て いる の は , “fight" と いう ラ 
ベル の サブ ルー チン で , 6 フェ イズ 分 を 担 
MULTA 

さら に その な か で も 重要 な の が , “sele 
ct è “hantei” で ある 。 “select” は , 兵器 
選択 サブ ザル ー チ ン を 呼ぶ ため の 上 位 ル ー チ 
YT, “select2" は イベ ント 選択 の それ で あ 
bo 人間 か , ユン ピュ ー タ の 思考 ルー チン 
だ 行く の か の 分 か れ 目 が ここ だ 。 “hantei” 
は 読ん で 字 の ご と く 〈, 兵器 が 破壊 きれ た か 
と うか の 判定 ルー チン で ある 。 き っ き は リ 
ター ン キ ー を 押せ ば 勝手 に 進行 する と 書い 
だ が , 実は 1890 行 の IF 文 の よう な 処理 を し 
て いる 。 UNES SAL し た も き の 特 月 
の 2 つの 数 字 の 合計 が si で , wd が 修正 防御 
値 (兵器 の 基本 防御 値 キ イベ ント の 修正 
1E), wa が 修正 攻撃 値 。kw=0 が 破壊 きれ た 
と いう こと だ が ら ,wd 一 wa 十 6 が si まり 小 
る いと き , 破壊 きれ だ と いう こと で ある 。 
これ は 攻撃 側 , 反撃 側 と も に 同じ だ 。 
ぞ と いう と き は 自分 で 計算 し て か ら 6, 気合 


> » 
w_U 


い を 込め て の の キー タ 押 じ て は じい 。 
今度 は , “thinkl=3"” (略し て 1 一 33) の 
説明 で ある 。 こ れ ら は いわ ゆる 思考 ルー チ 


YT, 1 は 初め に 選ぶ と き の コ ンピュータ 
ECO, 26 2TD0, JBA ka 


選ぶ と き の も の だ 。 1 の ほとん ど は 乱数 で , 
相手 が 空軍 か 陸軍 の と きだ け 有 効 な 兵器 を 
Mé. 2e TO めし て いて 、 MIER 
き 相 手 の 手 を 盗み 見 て 自分 の 手 を 決め る 。 
これ で 少し は 強く な っ だ か に 思わ れ た が , 
あま り 成 果 が な か っ た だ た 。 3 では, まず 先制 
攻撃 を 探し , 次 に 相手 に 有効 な 攻撃 イベ ン 
ト を 探し , 最後 に 防御 イベ ント を 探す 順に 
な っ て いる 。 ま だ 甘い ルー チン だ と は 思う 
が , お おおまか な と こ ろ は 押 き る えて ある も 。 
解析 し や すい よう に 簡単 な と ころ で や め て 
お い だ 。 も し 気力 の ある 方 は 考え て みて も 
らい だ い 。 

最後 に ラベ ル data” の デー タ 文 は , 使 
われ る 兵 肉 の デー タ が その まま 入っ て いる 。 
改造 する 方 は , 西側 東側 ・ 空 と 陸 で それ ぞ 
2 の け て ある の で それ を 変え な いよ うに 
書き 換え て ほし い 。 イ ベン ト の ほう は 。 先 
制 攻撃 以外 は 変更 可能 だ 。 こ の プロ グラ ム 
は , 兵器 の 名 前 を 変え る だ け で SF か ら フ ァ 
ンジ ベー に さま で な っ て し まう の て お 8 
まけ に モジ ュー ル 化 も 徹底 し て ある つも り 


DANI 
1000 ” 
1010 ’ Super Battle list 1 
1020 ’ 
1030 CLS:DEFINT a-z 
1040 LOCATE 10,9:PRINT "PCG SETTING...":FOR i=%H20 TO &HDF 
1050 LOCATE 24,9:PRINT i:a$=LEFT$(CGPAT$(1),8):b$="":FOR j=1 TO 8 
1060 a=ASC(MID$(a$,j,1)):b=a OR a*2:WHILE b>255:b=b-128:WEND 
1070 b$=b$+CHR$(b):NEXT:DEFCHR$(1)=b$+b$+b$: NEXT 
1080 b$=HEXCHR$("1054387C38541000"):DEFCHR$( 42)=b$+b$+b$ 


1090 b$=HEXCHR$("000000ACACOC3800” 
1100 b$=HEXCHR$( "58FC585818396990" 
1110 b$=HEXCHR$("00ACACACOC183000"” 


1250 
1000 ” 1260 LOCATE 7,6:PRINT " 
1010 ’ Super Battle list 2 1270 
1020 " 89 10 COPYRIGHT Kameda Masahiko 1280 ” 
1030 ” 1290 LABEL "swap" 


b$=HEXCHR$ ( "30FC3030F4F43000 
b$=HEXCHR$ ( "0030BOBOBCBCB800" 
b$=HEXCHR$ ( "7050700000000000" 
RUN "battle.Bas" 


f: 
J: 
) : 
y 
ys 
j: 


DEFCHR$(175)=b$+b$+b$ 
DEFCHR$(187 ) =b$+b$+b$ 
DEFCHR$(194 ) =b$+b$+b$ 
DEFCHR$(206)=b$+b$+b$ 
DEFCHR$(217 ) =b$+b$+b$ 
DEFCHR$(223) =b$+Db$+bS 


1040 CLS4:WIDTH40:INIT:CLICK OFF:DEFINT a-z:CGEN 1 


だ か ら , 改造 , 移植 する 際 に も わか りや す 
CEBO o 

BASICT, "bx EBIALTIAA 
2 な 」 や ポリ シー に 作っ た の AMO 
ARPA, 

x 

人 間 対 人 間 で プレ イ す る と , 相手 の 選ん 
だ 兵 圭 が わか っ て し まう 。 絶対 に 見 る な よさ 
条約 を 結ぶ な り , じっくり 見 た うえ ぇ で 戦う 
上 級 戦法 を しとる の も いい だ ろ う 。 先攻 後 攻 
は 入れ 替わる の で , どちら か が 有利 に な る 
A 

今回 は も っ と も 効率 的 な 運用 を 目指 す 思 
考 型 ゲー ム に , 現代 兵器 を 登場 きせ , 思い 
入れ を 強め る 効果 を 狙っ た 。 基 大 戦略 に も 
いえ る こと だ が ,。 この ゲー ム 性 は 突き 詰め 
qui “USADA” の それ と 同じ だ 。 ゲ ー 
ム と は , シン プル な ゲー ム 性 を どれ だ け 和 飾 
りつ けら れる か に か か っ て いる の で ある 。 


変数 表 

nm$ (0,?) 兵器 の 名 前 

nm$ (1,?) イベ ント の 名 前 

at (0.?,x) 兵器 の 基本 値 

at (|,?,x) イベ ント の 修正 値 

(x=0=2 対空 , 対地 , 防御 ) 

win (?) ター ン の 勝ち 数 

rd (?, ?) ラン ダム パタ ー ン 

tn (071) 人 間 か コン ピュ ー タ 
tn (273) 兵器 生産 パタ ー ン 

ft (0, ?) 後 攻 の 手持 ち 兵器 
RUI?) 先攻 の 手持 ち 兵 器 

iv (0, ?) 後 攻 の 手持 ち イ ベン ト 
iv (1,?) 先攻 の 手持 ち イ ベン ト 
S 0 が 後 攻 | が 先攻 
gm 現在 の フェ イズ 

da 攻撃 側 兵器 番号 

dd 防御 側 兵器 番号 

ia 攻撃 側 イ ベン ト 番 号 
id 防御 側 イ ベン ト 番 号 


LOCATE xx(8s)+1,5:COLOR 2:PRINT wpos; "turn":COLOR 7 


":LOCATE 27,6:PRINT " 


CONSOLE 7,2:CLS:CONSOLE 0,25:RETURN 


1300 SWAP tn(0),tn(1):SWAP tn(2),tn(3):SWAP kn$(0),kn$(1) 


1050 'WIDTH40,25,0,1:KLIST 0:CONSOLE 0,25:KMODE 0:*CGEN 0: WIDTH4 1310 

0,25,0,2 ETURN 

1060 DIM nm$(1,20),at(1,20,2),kn$(1),p1$(2),xx(1),win(1),rd(2,6) 1320 ? 

1070 DIM tn(3),ft(1,5),iv(1,6),ut(10) 1330 LABEL 

1080 ’ 1340 

1090 GOSUB "start":GOSUB "init" 1350 NEXT: RETURN 
1100 FOR wpo=1 TO 4:LINE(1,1)-(18,5)," ",bf:LINE(21,1)-(38,5)," 1360 LABEL 

", bf 1370 

1110 FOR s= の TO 1:GOSUB "init2" 1380 NEXT: RETURN 
1120 ON tn(s+2)+1 GOSUB "shi","sha","sora","riku","baln" 1390 LABEL 

1130 FOR cw= の 9 TO 5:iv(s,w)=INT(RND*10+1):NEXT:NEXT *1 の +1 ) 

1140 GOSUB "fight" ; 1400 NEXT:RETURN 
1150 IF win0>winl THEN m$=kn$(0)+") カチ !!":win(0)=win(0)+1 1410 LABEL 

1160 IF win0<winl1 THEN m$=kn$(1)+") カチ !'":win(1)=win(1)+1 x10+11) 


1170 IF win0=winl 


THEN m$="r*+97y !!” 


1180 GOSUB "printm":GOSUB "swap":PAUSE 30 


1190 NEXT:GOSUB "ending":GOTO 1090 
1200 ” 
1210 LABEL "init2" 


1220 LOCATE xx(s),1:COLOR 3:PRINT 
1230 LOCATE xx(s),3:PRINT "94/77 
1240 LOCATE xx(s),4:PRINT "PLAYER:";pl$(tn(s)) 


"x"skn$(s):COLOR 7 
2¿";win(s);"/";win(1l-8s) 


1420 NEXT: RETURN 


SWAP win(0),win(1):FOR i=0 TO 5:SWAP ft(0,i),ft(1,i):NEXT:R 
"shi":FOR i=0 TO 5:IF RND>.5 THEN w=1 ELSE w=11 
IF ft(s,i)=0 THEN ft(s,i)=INT(RND*5+w) 


"sha":FOR = の TO 5:IF RND>.5 THEN w=6 ELSE w=16 
IF ft(s,i)=0 THEN ft(s,i)=INT(RND*5+w) 


"sora":FOR = の TO 5:1F ft(s,i)=0 THEN ft(s,i)=INT(RND 


"riku":FOR i=0 TO 5:IF ft(s,i)=0 THEN ft(s,i)=INT(RND 


1430 LABEL "baln":FOR i=0 TO 5:IF ft(s,i)=0 THEN ft(s,i)=INT(RND 


x20+1 ) 

1440 NEXT: RETURN 
1450 ” 

1460 LABEL "fight" 


in tnf0-1),ft(?,?7),iv(?,?) 


1470 gm=0:win0=0:win1=0 


1480 WHILE gm<6 


Super Battle 
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1490 
1500 
1510 
1520 


yu=z10:yd=20:ys=2:GOSUB "select":GOSUB "select2" 

sg= の :GOSUB "hantei":k0=kw 

IF k の <> の THEN GOSUB "shippai":GOTO 1530 ELSE GOSUB "bakuha" 
COLOR 2:winl=win1+1:LOCATE 27,6:FOR i= の TO win1-1:PRINT "*" 


; ¡NEXT:COLOR 7 


1530 
1540 


IF ss=1 AND k0=0 THEN k1=ft(1,da):GOTO 1570 
s=1:SWAP da,dd:SWAP ia,id:GOSUB "hantei":k1l=kw:SWAP da,dd:S 


WAP ia,id 


1550 
1560 


IF k1<>0 THEN GOSUB "shippai":GOTO 1570 ELSE GOSUB "bakuha" 
COLOR 2:win0=win0+1:LOCATE 7,6:FOR i=0 TO win0-1:PRINT "x" 


; ¡NEXT:COLOR 7 


1570 
1580 
1590 
1600 
1610 
1620 
1630 
1640 
1650 
1660 
1670 
1680 
1690 
1700 
1710 
1720 
1730 
1740 
1750 
1760 
1770 
1780 
1790 
1800 
1810 
1820 
1830 
1840 
1850 
1860 
1870 
1880 
1890 
1900 
1910 
1920 
1930 
1940 
1950 
1960 
1970 
115 

1980 
1990 
2000 
2010 
2020 
2030 
2040 
2050 
2060 
2070 
2080 
2090 
2120 
2100 


ft(0,dd)=k0:ft(1,da)=k1:iv(0,id)=0:iv(1l,ia)=0 

GOSUB "f2":gm=gm+1 

WEND : RETURN 

) 

LABEL "select" *out da,dd 

FOR i= の TO 5:ut(i)=ft(0,i):NEXT:xl=1 :s= の 9:GOSUB "utlist" 


FOR i= の TO 5:ut(i)=ft(1,i):NEXT:x1=21:8=0:GOSUB "utlist" 
x1=21:s=1:ON tn(1)+1 GOSUB "cursor","think1","think2" 
da=d0:IF ft(1,da)=0 GOTO 1640 

x1=1 :s=0:0N tn(0)+1 GOSUB "cursor","think1","think2" 
dd=d の 9 の :TF ft(0,dd)=0 GOTO 1660 

GOSUB "f2":RETURN 

, 


LABEL "select2" 
ia=0:id=0 

FOR iz0 TO 5:ut(i)=iv(0,i):NEXT:xl1=1 :s=1:GOSUB "utlist" 
FOR i=0 TO 5:ut(i)=iv(1,i):NEXT:x1=21:s=1:GOSUB "utlist" 
x1=21:8s=1:dt=dd:ON tn(1)+1 GOSUB "cursor","think3","think3" 
ia=d0:IF iv(1,ia)=0 GOTO 1740 

IF iv(1,ia)=5 THEN ss=1 ELSE ss=0 

LOCATE 21,yu+ia*2:CREV 1:PRINT SCRN$(21,yu+tia*2,18);:CREV 0 
x]=1 :s=0:dt=da:ON tn(0)+1 GOSUB "cursor","think3","think3" 
id=d0:IF iv(0,id)=0 GOTO 1780 

LOCATE 1,yu+id*2:CREV 1:PRINT SCRN$ ( 
RETURN 

, 


7out ia,id 


1,yu+tid*2,18);:CREV の 


LABEL "hantei" 'in s out kw 
GOSUB "f3":IF ft(s,dd)>10 THEN w=1 ELSE w=0 


wazat(0,ft(1-s,da),w)+at(1,iv(1-s,ia),w) 
wdzat(0,ft(s,dd),2)+at(1,iv(s,id),2) 

LOCATE 29,24:PRINT " A 

LOCATE 29,24:PRINT "D";wd;"A";wa; 

GOSUB "sicoro":IF (wd-wa)+6<si THEN kw=0 ELSE kw=ft(s,dd) 
RETURN 

ネネ ネネ ネネ ネネ ネ Sub-routine キネ ネネ ネネ ネネ ネネ 

, 

LABEL "cursor" 'in xl,yu,yd,ys out dO 

d0=0:yy=yu:m$= "select !'!":GOSUB "printm" 


LOCATE x1,yy:CREV 1:PRINT SCRN$(x1,yy,18);:CREV 0:KEYO,""” 
Ww$=INKEY$: IF w$="" GOTO 1960 
SOUND 0,0:SOUND 1,15:SOUND 2,0:SOUND 3,15:SOUND 4,0:SOUND 5 


SOUND 8,16:SOUND 9,16:SOUND 10,16:SOUND 11,0:SOUND 12,15 
SOUND 13,0:SOUND 6,0:SOUND 7,8B111000 

LOCATE x1,yy:PRINT SCRN$(x1,yy,18);:1F w$=CHR$(13) RETURN 
IF w$="8" AND yy>yu THEN yy=yy-ys:d0=d0-1 

IF w$="2" AND yy<yd THEN yy=yy+ys:d0=d0+1 

GOTO 1950 

, 


LABEL "random" *'out d0 
d9=TINT(RND*6 ) : RETURN 
, 


LABEL "think1" 
IF tn(3-s)=2 THEN w=0 ELSE IF tn(3-s)=3 THEN w=1 ELSE GOTO 


WwW=0:wr=INT(RND*3):WHILE ww<6 AND at(0,ft(s,rd(wr,ww)),w)<4 


:wwzww+1: WEND 


2110 
2120 
2130 
2140 
2150 
2160 
2170 


IF ww<6 THEN d0=rd(wr,ww):GOTO 2130 

GOSUB "random":w=255:1F ft(s,d0)=0 GOTO 2120 

RETURN 

LABEL "think2" 

GOSUB "think1":IF w<>255 OR s=1 GOTO 2200 

IF ft(1-s,da)>19 THEN い =1 ELSE wz0 

ww=0:wr=INT(RND*x3):WHILE ww<6 AND at(0,ft(s,rd(wr,ww)),w)<4 


¿Wwzww+1:WEND 


2180 
2190 
2200 
2210 
2220 
270 

2230 
2240 


IF ww<6 THEN d0zrd(wr,ww):GOTO 2200 

GOSUB "random": IF ft(s,d0)=0 GOTO 2190 

RETURN 

LABEL "think3" 

d0=0:WHILE d0<6 AND iv(s,d0)<>5:d0=d0+1:WEND:IF d0<6 GOTO 2 


IF ft(1-s,dt)>10 THEN w=1 ELSE w=0 
d0=0:WHILE d0<6 AND at(1,iv(s,d0),w)<=0:d0=d0+1:WEND: IF d0< 


6 GOTO 2270 


2250 


d0=0:WHILE d0<6 AND at(1,iv(s,d0),2)<=0:d0=d0+1:WEND: IF d0< 


6 GOTO 2270 


2260 
2270 
2280 
2290 
2300 


GOSUB "random": IF iv(s,d0)=0 GOTO 2260 

RETURN 

, 

LABEL "f2" 

CONSOLE 7,2:CLS:CONSOLE 0,25:LOCATE 2,7:CSIZE 1:PRINTR*0 nm$ 


(0,ft(0,dd)) 


2310 
2320 
2330 
2340 
2350 
2360 
2370 
2380 
2390 
2400 
2410 


LOCATE 25,7:PRINT*0 nm$(0,ft(1,da)):CSIZE 0 

RETURN 

) 

LABEL "f3" 

m$=nm$(0,ft(1-8s,da))+"»" “+nm$(0,ft(s,dd)) 

IF s:0 THEN m$=m$+"9 コウ ケ " キ !!" ELSE m$=m$+"- ハン ケ " キ !!” 
GOSUB "hassha":GOSUB "printm" 

RETURN 

, 

LABEL "printm" *in m$ 


CONSOLE 23,2,2,26:CLS:LOCATE 2,23:COLOR 6:PRINT m$;: CONSOLE 


0,25:COLOR 7 


112 


Oh! X 1990.1. 


2420 RETURN 

2430 ' 

2440 LABEL "sicoro" 'out si 

2150 LINE (29,23)-(37,23),"W",bf:KEYO,"" 

2460 w0= INT(RND*6+1):wl1=INT(RNDXx6+1) 

2470 LOCATE 28,23:CREV1:CSIZE2:PRINT*0 w0;:LOCATE 32,23:PRINT*0 

wl; 

2480 IF INKEY$<>CHR$(13) GOTO 2460 

2490 CREVO:CSIZE0O:siz=w0+w1:m$="":GOSUB "printm":RETURN 

2500 ' 

2510 LABEL "utlist" 'in xl,yu,yd,ut(0-),s 

2520 LINE (x1l,yu)-(x1+17,yd+1)," ",bf:dw=:0 

2530 FOR ii=yu TO yd STEP 2:LOCATE x1,ii:PRINT "*";nm$(s,ut(dw)) 
2540 LOCATE x1+4,ii+1:COLOR 1:IF ut(dw)=0 GOTO 2560 

2550 FOR jj=0 TO 2:PRINTUSING " ## ";at(s,ut(dw),jj);:NEXT 

2560 COLOR 7:dwz=zdw+1:NEXT: RETURN 

2570 '*##* ネ ネネ ネネ ネネ Sound ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 

2580 " 

2590 LABEL "hassha" 

2600 FOR ii=0 TO 3 

2610 SOUND 0,10:SOUND 1,5:SOUND 2,10:SOUND 3,4:SOUND 6,4 

2620 SOUND 8,16:SOUND 9,16:SOUND 11,10:SOUND 12,40:SOUND 13,0 
2630 SOUND 7,4B100100:FOR jj=0 TO 400:NEXT:NEXT: RETURN 

2640 LABEL "bakuha" 

2650 SOUND 0,10:SOUND 1,12:SOUND 2,10:SOUND 3,9:SOUND 4,10: SOUND 
5,6 

2660 SOUND 6,10:SOUND 8,16:SOUND 9,16:SOUND 10,16 

2670 SOUND 11,10:SOUND 12,50:SOUND 13,0 

2680 SOUND 7,0: RETURN 

2690 LABEL "shippai" 

2700 SOUND 7,4B111111:PLAY "vi5o3e0r0e3:v1503e0r0e3": RETURN 
2710 !# ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ Begin&End ネル ネネ ネル ネル ネル 

ZT20 ! 

2730 LABEL "start" 

2740 CLS:win(0)=0:win(1):=0:ii=0 

2750 LOCATE 6,4:CSIZE 3:PRINT*0 "Super Battle":CSIZE の 

2760 LOCATE 30,24:PRINT "(C) KAME"; 

2770 LOCATE 1,10:COLOR 4:PRINT " ホ " ウェ イク * ン ":LOCATE 21,10:PRINT "y 

リャ ク ク * y" 

2780 COLOR 7:FOR i=1 TO 21 STEP 20:RESTORE "d0":FOR j=12 TO 16 S 

TEP 2 

2790 READ a$:LOCATE i,j:PRINT a$:NEXT:xl=i:yu=12:yd=16:y8s=2 
2800 GOSUB "cursor":tn(ii)=d0:ii=ii+1:NEXT:ii=2 

2810 FOR iz1 TO 21 STEP 20:RESTORE "d1":FOR j=12 TO 20 STEP 2 
2820 READ a$:LOCATE i,j:PRINT a$:NEXT:x1l=i:yu=12:yd=20:ys=2 
2830 GOSUB "cursor":tn(ii)=d0:ii=ii+1:NEXT:CLS 

2840 RETURN 

2850 ” 

2860 LABEL "ending" 

2870 IF win(0)>win(1) THEN m$=kn3$(0):w0=win(0):wl=win(1) 

2880 IF win(0)<win(1) THEN m$=kn$(1):w0=win(1):wl=win(0) 

2890 IF win(0)=win(1) THEN m$="x%*" 9143" +":w0=win(0):wl=win(1) 
2900 m$=m$+"6" コノ クニ ヲ セイ アツ シタ !!":CLS:CONSOLE 5,15,9,22 

2910 LOCATE 9,5:PRINT nw の Oi" ショ ウリ 111 "ハイ テ * ";ms$ 

2920 PRINT:PRINT:PRINT "push [RETURN]":CONSOLE 0,25 

2930 IF INKEY$<>CHR$(13) GOTO 2930 ELSE RETURN 

2940 ” 

2950 LABEL "square" *in x1l,yu,xr,yd 

2960 LINE(x1,yu)-(xr,yu),"-":LINE(x1,yu)-(x1l,yd),"!" 

2970 LINE(x1,yd)-(xr,yd),"-—":LINE(xr,yu)-(xr,yd),"!" 

2980 LOCATE x1,yu:PRINT "r";:LOCATE xr,yu:PRINT "7"; 

2990 LOCATE x1,yd:PRINT "*";:LOCATE xr,yd:PRINT "-"; 

3000 RETURN 

3010 ” 

3020 LABEL "init" 

3030 RESTORE "data":COLOR 5 

3040 FOR iz=1 TO 20:READ nm$(0,i):FOR j=0 TO 2:READ at(0,i,j):NEX 

T:NEXT ; 

3050 FOR i=1 TO 10:READ nm$(1,i):FOR j=0 TO 2:READ at(1,i,j):NEX 

T:NEXT 

3060 x1:0 :yu= の 9:xr=19:yd=6:GOSUB "square":xl=0 :yu=9:xr=19:yd=22 
:GOSUB "square" 

3070 x1=29:yu= の 9:xr=39:yd=6:GOSUB "square":x1=20:yu=9:xr=39:yd=22 
:GOSUB "square" 

3080 LOCATE 6,6:PRINT "4 H": LOCATE 26,6:PRINT "4 pr 
3090 xx( の )=1:xx(1)=21:kn$( の )=" ホ "ウエ イク " ン " :kn$( 1 )=" シ ン リ ャ ク ク * ン “" 

3100 RESTORE "d0":FOR i=0 TO 2:READ pl$(i):NEXT:COLOR 7 

3110 RESTORE "r0":FOR iz=0 TO 2:FOR j=0 TO 5:READ rd(i,j):NEXT:NE 

XT 

3120 FOR i=0 TO 1:FOR j=0 TO 5:ft(i,j)=0:NEXT:NEXT 

3130 RETURN 

3140 ” 

3150 LABEL "data" 

3160 DATA F-14 ト ムキ ャ ッ ト ,19, 1, 6, F-15 イ ー ク * ル 。 9, 5, 5 

3170 DATA F/A-18 ホ ーネット ,8, 4, 5, A-10, 2,10, 2 

3180 DATA ヒュ イコ フ * ラ , 1, 9, 1, Mig31, 10, 0, 6 

3190 DATA Mig29, 8, 0, 6, Mig23, 6, Es 4 

3200 DATA Su-24, 3. By 0 MF 0, Y, 1 

3210 ?’ 

3220 DATA レオ ハ " ル ト * 2, 90,10, 0, YA'NI, 8, 5, 4 

3230 DATA 74 シ キ , 0,8, 5, ロー ラン ト * 2, 10, 0, 2 

3240 DATA ラン ホ * -*, 8,10, 1, T-72, 0, 9, 5 

3250 DATA SA4N" 27, 10, 0, 2, SA87” »I-, 9, 0, 3 

3260 DATA BRDM-2, Li B; 2, Y. LINA 1; 3, の \ 

3270 ?’ 

3280 DATA タイ クウ ミサ イル , 5, 0, 0, タイ チミ サイ ル , 9, 3, 0 

3290 DATA トマ ホー ク , 3, 2, 0, コウ セイ ノウ レー クタ" -, 2, 0, 1 

3300 DATA セン セイ コウ ヶ * + を *, 0, 0, 0, P-3C, 3. 0, 1 

3310 DATA >%*54, 0, 5,-2, イー シ * スカン, 5, 0, 1 

3320 DATA スコ ー ル , -2,-5, 5, W, -2,-3, 3 

3330 ? 

3340 LABEL "d0":DATA Human ,Computer1,Computer2 

3350 LABEL "d1":DATA ニシ カ " ワ ヘ イキ eh シカ" ワ ヘ イキ , クウ ク * Y ぅ リク クン , balance 

3369 


LABEL "r0":DATA 3,5,0,2,1,4 ,2,1,4,3,5,0, 4,2,1,5,0,3 


マン ン 語 カク テル in Z80's Bar 
第 7 回 一 - ド ライ ブ プ に 連れ て っ て (1 リーー 


allioli tl ls 
Mi 上 中 


シナ リオ : 金子 俊一 
特別 監修 : 浦川 博之 
イィ イィ ラスト: 山田 純二 


アカ ラン コロ ー ン (ドア が 開く 人 音 ) 

マス ター (以下 M) : い らっしゃい 。 
西川 善司 OF) : ハック ショ ー イ , y 
や ギー な ん だ か ク み クシャミ が 止ま ら な くっ て ね 。 
メア リー の 風邪 で も うつ っ た か な ぁ ? 
長老 (以下 老 ) : お や お ぉ や, メア リー ちゃ 
ん が 風邪 を ひい た だ と は の 3 うぅ 。 

善 : ほ は ほら, メア リー っ た ら 5 デイ ズ ニ ー ラ ン 
ド に マ ゼ ラ ト ッ プ ( 往 1) な ん か 着 て くる も ん 
“RG 

BA (以下 光 ): タ ンク トッ プ だ ろ ! ま 
あし か だ が な いで すね 。 キ ャ リフ ォ ル ニア 
で は 1 年 中 暖か か っ た っ だ らし いか ら 6。 冬 
着 を あま り 持 っ て な いん で す よ , 彼女 は 。 
よう こ (以下 Yo) : ネーーー ん 。 ず いぶ ん 
と お 詳し い の ね ! 


光 : えっ 。 そ っ そん な こと は …… - 
Yo: よく 言う あ よ 。 だ だ いね ーー" Y 
ONT < FA 


老 : ワ ッ ワ シ は ちと 用 事 を 思い 出し た の で 


RI 3D DRIVE GAME IOCS TABLE 


IIED AO LC DO WARRIOR ORTA TDT LB 
座 。 今 月 は 始め に BASIC で アル ゴリ ズム を 解説 し て か ら , 必要 
と な る マシ ン 語 の IOCS ル ー チ ン を 作 つ て みる こと に な り ま し だ た 。 
は だ し て 君 は , よう こち ゃ ん を ドラ イブ に 連れ て 行け る か ゃ 


だ が の や まこ て の と し よう 。 (いそ いそ ) 
善 ほ : ぼっ ぽく も 善司 ソフ ト の ほう が 忙し い 
か ら ……… o (CC そ Ce る) 

DAFT => y 
M: あら ら 。 
Yo SCHR Lro CATE Da 
キラ イ よ ! 
光 : よ っ よう こき さん,。 そん な こと 言わ ず に , 
ね っ , そう だ , 今度 の 休み は ドラ イブ に 連 
れ て っ て あげ る か ら 。 

Yo; riss EV. MMS Y 

26 : は ん と て すっ て 。 ねえ ぇ え マ スタ ー, 気分 
転換 に な る や つ 2 つ お 願い ね 。 

M : ほ 一 い , 気分 転 館 ( 往 2)。 

光 ・ だ いじ ょ ー ぶ な ん で すか 。 この 液体 ? 
M : 味 以 外 は 保証 する よ 。 ま あ グ イ っ と 。 
Yo:・ ゴ ク ゴ ク 。 ふう 一 。 そ を 一 いえ ば き ぁ 
光る 君 い 。 ゲー ムセン ター と か で ドラ イブ 
ゲー ム が ある で し ょ 。 あ の 地面 が パタ パタ 
っ て 向かっ て くる の っ て どう や る の ? 


パッ ベン 


ビエ ーー ン 。 


サブ ルー チン の 機能 


HSYSINIT IOCS イ ニシ ャ ライ ズ 。 AF,BC,HL 
ÉSTICKI JOYSTICKI の ステ ィ ッ ク の 状態 を 調べ る 。A レ ジス タ に 0In | AF 

ー09』 の 値 が 入る 。 方 向 は テン キー の | 一 9 と 同じ 。 
HSTRIGI JOYSTICKI の トリ ガ の 状態 を 調べ る 。A レジ スタ に 0lIm 一 03』 | AF 

の 値 が 入る 。 第 0 ビッ ト が トリ ガ |, 第 | ビット が トリ ガ 

2 に 対応 し て いる 。 
HPALET DE レジ スタ を 用 いる 。 パ レッ トコ ー ド D を カラ ー コ ー ド E | な し 

に 換え る 。BASIC 風 な ら ば 「PALET DE」 に な る 。 
HMSG DE で 始ま る 文字 列 を 00』 が ある まで 表示 する 。 BC 
HPRINT HL レジ スタ の 内 容 の 下 3 桁 を 16 進 数 で 表示 する 。 AF,BC,DE,HL 
HPRTHX A レ ジス タ の 内 容 を |6 進 数 2 桁 で 表示 する 。 AF,BC,DE,HL 
HPRT A レ ジス タ を 直接 テキ スト VRAM に 送る 。 AF,BC DE,HL 
せ WAIT 


アド レス @WAIT の 中 身 を カウ ンタ と し た ウエ イト 。 | 


・PRINT ル ー チ ン 関 係 で は アド レス @XY の 中 身 を (X,Y) と し て , 画面 に 表示 し ます 。 


・LOCATE は 直接 @XY を いじ る 。 
・ 基 本 的 に 改行 な ど は し な い 。 


i i 
o To 
di dl ilit; 
a 
pi 


光 : うー ん , 初心 者 に は ちょ っ と 。 


Yo > ==, と 一 サ 初 者 て す よ や 。 さき 


っ と わた だ た し な ん か より メア リー の ほう が メ 
アリ ー の ほう が …… ビ ェ エーーー ン 。 

5: わが っ だ 。 わ か り ま し た だ 。 説明 し まず す 。 
説明 きぬ せ て いた だ きま す 。 ね, ね っ 。 

M : ほ い , 気分 転 館 。 


Yo: 37273272, 


光 : ほ い じゃ あ ね , カチ ャ カチ ャ …… i 


や っ ぱり 大 本 は BASIC 


光 : (リス ト 1 ) を 見 て ご らん 。 


Yo: どれ どれ , あっ BASIC じ ゃ な い 。 


光 : う ん , アル ゴリ ズム の 確認 や 研究 に は 


図 1 パレット 機能 の し くみ 


バレット コー ド 
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> q. 
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BASIC は も っ て こい だ と 思う よ 。 

Yo: ふーん 。 じゃ あ 実 行 し て み ょ っ と 。 あ 
れ 一 緑色 の 線 が 動い て る よ 。 

we フフ フラ フフ ブフ 。 

Yo: フ が 5 つ 。 

光 : い ちい ち 数 えな く て いい の ! 

Yo : は ーー いい 。 で 、 と 一 ゆー し くみ な の 7 


w: これ は ね 。 パ レット を 使っ て いる ん だ 。 
Yo : な に それ 7?7 


光 : ハー ド で 瞳 間 的 に 色 を 変え る ん だ 。 
Vo: HAVA ST 

X: と は 違う な ぁ 。 カ メレ オン は 本 当 に 色 
を 変え て る で し ょ 。 パ レッ ト 機 能 は 本 当 は 
色 を 変え ず に , 見 た 目 の 色 を 変え る ん だ 。 
Yo: ぜ ザー ん ぜん わか ん な い 。 

光 : それ じゃ あこ の 図 を 見 て ざら 5 ん …… カ 
キ カ キ ーー……… ( 図 1)。 

Yo: な る ほど , 画面 の 色 =G-RAM の 色 で 
は な い の ね 。 

光 : そう いう こと 。 プ ログ ラム て は 最初 に 
全部 の 色 を パレ ッ ト で 青色 に し て 1 色 ず つ 
線 色 に 変え て 青色 に 戻し て …… を 繰り 返し 
て あん て すさ 。 

Yo: でも, これ じゃ まる で どっ か の ビル 
の ネオ ン サ イン みた い 。 

光 : い ま の は は ほん の 小手 調べ で 。 ち ゃ ん と し 
て な い の は 遠近 感 が な が いか ら だ よ 。 

Yo : 遠く の 物 は 小さ きく 見え て, 近く の 物 
は 天 き (見 た る っ て や つね 。 

w: そう 。 それで は 未 近 感 を 出し て みよ 2 
か な 。 カ チャ ヤ ャ カチ ナヤ" (Y AF 2)。 


遠く の 物 は ちい ご さく な あれ 


Yo : 
E, 道 も な いし , カン ジン の 車 $ 
光 : 草 原 と 上 いう こと に し て 。 フロ ント ガラ 


全 度 は ちゃ ん と 動い て る みた い だ け 
が いわ 。 


ス か ら 見 える 風景 な ら ば …… - 
Yo: い や っ ! 道 と 車 が 欲し い 。 

光 : た だ , そろ そろ スピ ー ド 感 が な く な っ 
て きち ゃ うん だ よ な , 実際 。 

WO ETET 

We だ か 6 ら 6。- LIO DAA AO TP 


チャ ゴチ ャ 手 を 加え る ん だ けど , その た だ たび 
に スピ ー ド が 少し ずつ 落ち て いく ん だ 。 俗 
に いう 「 処 理 が 重く な る 」 っ て や つき る 。 
Vo: シェ イプ アッ プ す る 方 法 な い の 7? 

光 :『 作 れ ば や せる ! 驚異 の 大 減量 プロ 
グラ ミッ ンク 』 で すか 7 


114 onx 19901. 


Yo: プ ログ ラミ ング で や せら れる の ? 

光 そん か な ワケ な かない て し ょ 。 

Vo: な あん だ 。 せ っ か く の チ ャ ンス だ と 
思っ だ の に 

光 : そん な に や せ た だ た い の ? 

o. あの ね ダイ エッ ト し て 。 
小さい 服 を 着る の 。 ク リス マス パー ティ で 
は 髪 を 折 い リボ ン で 結ん で ね , や っ ぱり 
is と つと き の ビ ング の ト 
レス に 真っ 曰 な が ヒール, ちょ っ と 小さ め の 
イヤ リン グ と ネッ クレ ス で キマ リ わ ね 。 そう 
E, 今年 こそ みん な を あっ と 言わ せる の 。 


ルー ジュ |! 


を それから あの 人 に 私 の 想い を 打ち 明け る の 。 


彼 っ た ら 「 僕 も 前 か ら 君 の こと が …… 」 な 
ー ん ちっ て 。 いやー 困っ た なあ …"" 
(金縛り に な っ て いる 光 君 ) 

M: ね ぇ , プログ ラム は どう な っ た の ? 
o : そう よ 。 道 と 車 。 


光 : も う 。 スピ ー ド が どう な っ て も いい ん 
Fs Cpr カナ ツル カチ ヤン e も で 
だ っ と (リスト 3)。 

Yo わーい D5 RAT, ドラ イア 。 
cade 

o: ち ょ っ と 。 ほか に 車 は 走っ て な い の 
? 

光 : あの ね ぇ , いま で も 結構 遅い で し ょ 。 こ 


れ 以 上 車 を 走ら せ た ら 滋 准 5 キロ と か に な が 


ODAA (Decimal AdJust Accumulator) は 
疑似 的 な 10 進 数 演算 を する 命令 で ある 。 
た と えば , A=59』, ロニ 36g の と き , 
ADD A,B 
で は , A=Fi だ が , 
ADD AB 
DAA 
で は , A=95』 と な る 。 

見 比べ れ ば わか る が , 59 十 36=95 と いう 
10 進 数 の 足し 算 の よう に 16 進 数 を 扱え る の 
で ある 。 こ れ を 10 進 補正 と いう 。 同様 に , 
A=95a の と き , 

ADD A, お 89 
な ら , 95+89=184, よっ て A=B4m, CY 
=] と な る 。 

今回 は スピ ー ド 表示 の と ころ で 使っ て い 
る の だ が , HL レジ スタ の 下 3 桁 を 10 進 補 
正す る よう に プロ グラ ミン グ さ れ て いる 。 
参考 に し て も らい た い 。 
〇 #WAIT と いう サブ ルー チン で は 8 ビッ 
ト の カウ ンタ を 使用 し て いる が , も っ と も 
一 般 的 な 16 ビ ッ ト の WAIT ルー チン も 作っ 


1 サイズ 


マシ ン 語 する する 
・ ね ぇ 光 君 , マシ ン 語 に は し な い の ? 
・ も ちろ ん 直し ます よ 。 

・ そ れ じ ゃ スピ ー ド に は 間 題 な い の ね 。 
・ 実 は を の と お りな ん で す 。 

・ じ ゃ あ 最 初 か ら マ シン 語 に 
か っ だ じゃ ない 。 

光 : 遅 く て も 一 応 動 0 2 2400 
で 組む 。 そ の あと に マシ ン 語 に 直す と い 
手順 は わり に オー ソ ド ッ クス な ん だ 。 

02 だ 2 つ し CK 7 

光 : マシ ン 語 は 一 歩 間 違え る と す で 禁 走 に 
つなが る 。BASIC な ら ブ レイ ク で きる し , 
変数 も 保存 きれ て いる か ら デ バッ グ し や す 
いん だ 。 


M 
光 
M 
光 
Yo 


すれ ば よ 


て みた (リス ト B)。 知ら な か っ た 人 は せ ひ | 
解析 し て いた だ きた い 。 | 
〇 ラベ ル 名 の 話 だ が , 今回 の ブロ グラ ム で 
は IDCS サ ブル ー チ ン の 頭 に は # を つけ , 

ワー クエ リア 関係 に は @ が つい て いる 。 こ ご 
うい っ た 統一 を し て お く と 大 き な ブ プロ グラ 
ム に な っ た と き に ラベ ル を 見 た だ け で ある 
程度 の 見 当 が つく の で 便利 で ある 。 な お , 

ラベ ル 名 は その ルー チン が 何 を する か , 何 
を 表す の か を よく 反映 し た も の に する こと よ 
い 。 L370n な ど と いう ラベ ル 名 は 対応 する 
BASIC リ スト が ある か ら よ いも の の , で 
きれ ば 避け る べき で ある 。 

〇 OIOC ら SG な どの 仕様 を 決め る コツ は メイ ン 
プロ グラ ム の こと を よく 考え て , 必要 性 の 
ある サブ ルー チン を リス ト ア ッ プ し , 使い 
方 , 注意 点 , レジ スタ 破壊 な ど を メモ し て 
お く (プロ グラ ム 中 に も 書い て お く こ と が 
RAN) 1] つ ひ と つの サブ ルー チン を きっ 
ちり 作り , デバ ッ グ も し っ か りや っ て お く 。 
この 手 の も の を 集め た ライ ブラ リ が ある 人 
ほど 開発 効率 が よい 。 


Yo: 急 が ば 回 れ っ て や つね 。 

Ls を の うら と 。 

Ye: それ じゃ , う 早く マシ ン 語 に し まし ょ 
し 

光 : え 一 と , メイ ン ル ー グ の WHILE-WE 
ND の 中 に は どん な 命令 を 使っ た っ け ? 
Yo: うー ん と , PALET で し ょ , FOR~N 
EXT で し ょ , STRIG, STICK, GOSUB ~ 
RETURN, LOCATE と PRINT ね 。 

Y : GOSUB は CALL-ーRET で その まま 代 
用 で きる で し ょ 。 FOR 一 NEXT も な ん と か 
な る か ら , 要する に 必要 な の は STICK 関 係 
Ł PALET, PRINT 関係 びな 。 

Yo: そ うな る か し ら 6。 

光 : それ じゃ あ 専 用 IOCS を 作っ ちゃ お う 。 
Yo: ICPO? ゼニ ガタ 警部 で も 呼ぶ の ? 
光 : IOCS. Input Output Control Syst 
em の 略 ど よ 。 つ まり コン ピュ ー タ の 入出 力 
を まとめ て 管理 する プロ グラ ム な ん だ 。 XI 


テス トブ プ ブログ ラム 1 


10 ’ 3D TEST 1 

20 * 

30 WIDTH 80 :INIT :CLR 
40 ? 

50 ” * Draw Back 

60 ?” 


7 の FOR I=1 TO 7 :Lz=ix*3 
80 FOR O=0 TO 199 STEP 21 


90 LINE(0,0+L)-(639,0+L+2),PSET,I,BF 


100 NEXT 

110 NEXT 

120 * 

130 >” * Preparation 
140 ” 

150 FOR J=2 TO 7 

160 PALET J,1 


170 NEXT 

180 ” 

190 ” * Main Loop 
200  * 

210 WHILE 1 


220 PALET 1,4 :PALET 7,1 
230 FOR J=2 TO 7 

240 PALET J,4 :PALET J-1,1 
250 NEXT 

260 WEND 


テス トラ ログ ラム ら 


3D TEST 2 

WIDTH 80 :INIT :CLR 
i * Draw Ground 
A jo 
NEXT 


* Main Loop 


‘PALET 7,4 
TO 7 


PALET J,6 :PALET J-1,4 
ch 


10 
20 
30 
40 
50 
60 
70 
80 
90 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
1; 
18 
19 
20 


0 
0 
Q 
の 
0 
の WHIL 
0 
0 
0 
0 
0 


FI ra FOET, pE 


turbo の BIOS も これ に 相当 する ね 。 さ て と , 


Yo: それ , な に を 書い て る の ? 

光 : IOCS み た いな 基本 的 な も の は 仕様 を 
きっ ちり 決め て な く こ と が いち ば ん 大 切な 
ん だ 。 こ こ で と どの 程度 し っ か り 作 る か に よ 
っ て バグ の 発生 率 が うん と 変わ っ て 〈 く る 
Mis 

光 : よ ー し っ と , こん な も ん か ( 表 1)。 
VO の あと は グロ グラ ミン グ お 。 

光 : ま か し て ちょ ー だ い 。 カ チャ カチ ャ … 
"s て イー きつ だ っ と (リス ト 4 十 5) Us, 
アセ ン デ ル し て …… 

Yo ドラ イン 。 ドラ オイ フラー。 777 mit 
る 君 , 確か に スピ ー ド は 速く な っ た けど , 
め り よ つの と ペン だ よ 。 

光 : うー ん 。 こ れ は WAIT ルー チン (リス 
ト 6 ) を 適当 に 作っ だ せい だ な ぁ 。 

Yo: が ん と か し て よー。 


10 ” 3D TEST 3 
0 , 


30 WIDTH 40 
14 CONSOLE 0,25 


w 


(00-10) 
Sa 


の の どの づ コ の いこ ーー の さや ざ 


LINE 
COLOR 1 
FOR I=1 


COLOR 7 
LOCATE 10,0 


WHILE 1 
FOR W=0 TO 
NEXT 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
5 
5 
5 
5 
5 
5 


Oh U NA O 0 00 0) Ue 19 0 HA O 10 00 1 0) づい は 05 NA O 10 00 1 0) OR LO 
ん) 


50 4 3D TEST 4 

30 WIDTH 40 :INIT 
40 ' 
50 


0 
0 

6 LINE. 25,199)-(150,80),PSET,0 
9 1299 184 - (170,80) i 
0 

0 


光 : 自分 で や りな る さい, 方 法 は いく ら 5 でも 
ある か ら 。 いい 勉 強 に な る よ 。 
Yo : ふーん だ 。 
e e = Tb, 
すか な 。 
Yo: えー っ 。 もう 帰っ ちゃ う の ? 
光 : 続き は また 今度 。 今 月 は マージ が 足り 
な いん だ 。 
Yo : そう 。 (きび し そう にし に) 
W e a I 
ゆみ ラン ョ ロン ン 
Yo: あー あ 。 行っ ちゃ っ た 。 
M : は い , 気分 転 館 。 
Yo・ も う 。 お な か いっ ぱい よ 。 

ー つ づく ae: 


と いう こと で そろ を そろ 帰り 


El : 懐か し いな ぁ , ハモ ン さ ん が 乗っ て た っ 
け 。「 好 きっ だ っ た よ , 坊や 」 な ん て セリ フ 残 


E2 : ちゃ ん と し た (? ) 飲み 物 。 


テス トブ ログラム 9 


SINIT :CLR :Q=5 :SP=150 :X=14 * 3<=Q<=7 


a * Draw Ground 


FOR O=1 TO 10 :L=(0-1)*Q+L 
FOR I=1 TO Q 
I O BT HT 


, PSET, 0 


PAINT (160,80),0 
; * Draw Sky 


TO 10 
PRINT STRING$(40," B"); 
NEXT 


:PRINT" SPEED= Km " 


| * Main Loop 


SP 


PALET 1,6 :PALET Q,4 
2 TÒ Q 


FOR J= 
PALET J,6 :PALET J-1,4 
T=STRTG( 1 ) :SP=SP+T*15 
SP=SP+5+(SP>=250)*10-(SP<0)*15 
LOCATE 16,0:PRINT 300-SP; 
GOSUB 460 
S=STICK (1) :X=X+(S=4)-(S=6)-(X<4)+(X>23) 
GOSUB 510 
NEXT 
WEND 
LOCATE X,20:PRINT" い 
LOCATE X,21:PRINT" a 
LOCATE X,22:PRINT" a 
LOCATE X,23:PRINT" a 
RETURN 
LOCATE X,29:PRTNT" ーーー へ ": 
LOCATE X,21:PRINT"_ srh- 
LOCATE X,22:PRINT" MEM SNE MER; 
LOCATE X,23:PRINT" MEM +O+O¥~ E"; 


テス トブ ログラム 4 


:CLR :POKE &HDF99,7 ,&H59,15 :CALL &HE900 


* * Draw Ground 


115 


マシ ン 語 カク テル in Z80's Bar 


60 > 
he A ji D98B CD 81 E1 87 CALL #MSG 
99 LINE(0,79+L+I*0)-(319,79+L+I*0+0),PSET, I , BF 2 イー 1 o EA 
100 NEXT n (Nl) 
110 NEXT D092 11 10 DF 90 LD DE ,@SPS2 
120 LINE (25 199)-(150 89) PSET,0 beds CD S81 Bl yl CALL *MSG 
130 LINE (299,19 E 170,80), ,PSET,0 D098 32 03 DF 92 LD (@XY),A 
140 PAINT (160,80), DO9B 34 93 INC (HL) 
150 ” D99C 11 1C DF 94 LD DE,eSPS3 
160 ?’ * Draw Sky D99F CD 81 El 95 CALL #MSG 
178 > D9A2 32 03 DF 96 LD (@XY),A 
180 COLORI D9A5 34 97 TNC (HL) 
190 FOR I=1 TO 10 D9A6 11 1C DF 98 LD DE,eSPS3 
200 PRINT STRING$(40," B"); DOA9 CD 81 El 99 CALL #MSG 
210 NEXT D9AC 32 03 DF 100 LD (@XY),A 
220 COLOR 7 DOAF F1 101 POP AF 
230 LOCATE 10,0 :PRINT" SPEED= Km " DOBO C9 102 RET 
240 -. l D9B1 103 
250 ' * Main Loop DOB1 104 PUTCAR 
260 D9B1 21 03 DF 105 LD HL,eXY 
270 WHILE 1 D9B4 7E 106 LD A, (HL) 
280 CALL 2£4HD000 DOB5 25 107 INC HL :HL=Y 
290 WEND ;HL= 
DOB6 36 14 108 LD (HL),20 
DOB8 11 2A DF 109 LD DE,eCAR1 
DOBB CD 81 El 110 CALL #MSG 
DOBE 32 93 DF 111 LD (@XY),A 
DOCI 34 112 INC (HL ) 
DeC2 11 35 DE 113 LD DE ,@CAR2 
D9C5 CD 81 E1 114 CALL #MSG 
D9C8 32 03 DF 115 LD (@XY) ,A 
D9CB 34 116 INC (HL) 
D9CC 11 41 DF 117 LD DE ,@CAR3 
DOCF CD 81 El 118 CALL #MSG 
0000 2 ; 3D DRIVE MAIN D9D2 32 03 DF 119 LD (OXY),A 
0000 3> D9D5 34 120 INC (HL) 
0000 4 D9D6 11 4F DF 121 LD DE ,@CAR4 
D999 5 ORG $D999 D9D9 CD 81 El 122 CALL #MSG 
D999 6 DODC 32 03 DF 123 LD (@XY),A 
D999 7 MAIN DODF C9 124 RET 
D999 11 06 01 8 LD DE,$0106 ; ( PALET 1,6 DOEO 125 SPDPRT 
D993 CD 55 El 9 CALL #PALET ; } DOEQ 21 11 00 126 LD HL, $0011 : 
D996 3A 00 DF 10 LD A,(@P) : DOE3 22 03 DF 127 LD (@XY),HL : 
D の 99 57 11 LD D,A ; PALET Q,4 D の E6 06 00 128 LD B,$00 
D99A 1E 04 12 LD E,4 ・ DOE8 4F 129 LD C,A 
D99C CD 55 El 13 CALL #PALET : } DOE9 21 00 03 130 LD HL,$300 
DOOF 14 : DOEC ED 42 131 SBC HL, BC 
DOOF 1E 01 15 LD E,1 ; ( DO の RE 7D 132 LD A,L 
D011 D5 16 PUSH DE ; DOEF 27 134 DAA 
D012 17 MLOOP : DOFO 6F 134 LD L,A 
D012 CD E3 El 18 CALL #WATT DOF1 CD 97 El 135 CALL HPRINT ; 
D015 Di 19 POP DE ; FOR J=2 DOF4 136 
D016 1C 20 INC E : DOF4 137 
D017 7A 21 LD A,D ; DF99 138 ORG $DF00 
D918 BB 22 CP E ; TO. 8 : DF99 139 @P 
D019 D8 23 RET C : DE99 00 149 DS 1 : TOTAL PALET NO. 
DO1A D5 24 PUSH DE ; } DE9@1 141 @WATT 
D91B 25 : DF01 00 142 DS 1 ; SPD 
D91B 53 26 LD D,E >] DF02 143 @CARX 
D91C 1E 06 27 LD E,6 ; PALET J,6 DF02 00 144 DS 1 ; X (FOR CAR) 
DO1E CD 55 El 28 CALL HPALET ; } DF93 145 @XY 
D921 15 29 DEC D ; DF の 3 00 00 146 DS 2 X,Y 
D922 1E 04 39 LD E,4 ; PALET J-1,4 DF95 147 eSPS1 
D924 CD 55 El 31 CALL #PALET ; } DF95 20 20 20 148 DM " " : SPS*10 
D927 32 ; DF98 20 20 20 
D927 33 L379 DF の B 20 20 20 
D927 CD 3F El 34 CALL #STRTG1 ; í DF の E 20 
D92A 57 35 LD D,A : DFOF 00 149 DB $00 
DO2B 3A 01 DF 36 LD A, (OWAIT); T=STRIG(1) DF10 150 eSPS2 
DOZE CB 1A 37 RR D ・ DF19 20 20 20 151 DM . y : SPSx11 
D939 D2 43 DO 38 JP NC,BRAKE ; SP=SP+T*15 DF13 20 20 20 
D033 FE 10 39 CP 16 ; DF16 20 20 20 
D935 DA 3A DO 40 JP C,STWAIT ; DF19 20 20 
D938 D6 OF 41 SUB ・ 15 ; SP=SP+5+(SP)250)*10 DF1B 00 152 DB $00 
D93A 42 STWAIT ・ DF1C 153 eSPS3 
DO3A 32 01 DF 43 LD (OWAIT),A; -(SP<0)x15 DF1C 20 20 20 154 DM 0 " ; SPS*13 
D93D CD EQ DO 44 CALL SPDPRT : DF1F 20 20 20 
D040 C3 4D DO 45 JP RLCAR : LOCATE 16,0 DF22 20 20 20 
D943 46 BRAKE : DF25 20 20 20 
D043 FE FA 47 CP 259 ; PRINT 300-SP; DF28 20 
D045 D2 3A DO 48 JP NC, STWATT: DF29 00 155 DB $00 
D948 C6 05 49 ADD A,5 ; DF2A 156 @CAR1 
D94A C3 3A DO 50 JP STWAIT i } DF2A 20 20 20 157 DB $20:$20:$20:$8F:$90:$90:$90 
D94D 51 ; DF2D 8F 99 99 
D94D 52 RLCAR DF30 90 
D94D CD 1C El 53 CALL #STICK1 DF31 90 90 9F 158 DB $90:$90:$9F 
D050 FE 05 54 CP 5 DF34 00 159 DB $00 
D952 CA 6E DO 55 JP Z, CAR DF35 160 @CAR2 
D955 CD 7A DO 56 CALL DELCAR DF35 20 20 FQ 161 DB $20:$20:$F0:$F0:$90:$9E:$96 
D958 21 02 DF 57 LD HL, eCARX DF38 FQ 90 9E 
DOSÉ 7E 58 LD A, (HL) DF3B 96 
D の 5C DA 68 DO 59 JP C,CARLEFT DF3C 9B 90 FO 162 DB $9B:$90:$F0:$F0 
DO5F FE 18 60 CP 24 DF3F FO 
D961 D2 6E DO 61 JP NC,CAR DF49 00 163 DB $99 
D964 34 62 TNC (HL ) DF41 164 @CAR3 
D965 C3 6E DO 63 JP CAR DF41 87 87 87 165 DB $87:$87:$87:$80:$80:$8D:$8D 
D968 64 CARLEFT DF44 80 80 8D 
D068 FE 04 65 CP 4 DF47 8D 
D96A DA 6E DO 66 JP C,CAR DF48 8D 80 80 166 DB $8D:$80:$80:$87:$87:$87 
D96D 35 ; 67 DEC (HL) DF4B 87 87 87 
DOGE 68 CAR DF4E 00 167 DB $00 
DO6E 3A 02 DF 69 LD A, (ECARX) DF4F 168 @CAR4 
D071 32 03 DF 70 LD (@XY),A DF4F 87 87 87 169 DB $87:$87:$87:$7E:$2A:$E1:$2B 
D974 CD B1 DO 71 CALL PUTCAR DF52 7E 2A El 
D977 72 1 DF55 2B 
D077 73 NEXT DF56 El 2A 7E 170 DB $E1:$2A4:$7E:$87:$87:$87 
D977 74 DF59 87 87 87 
D977 C3 12 DO 75 JP MLOOP ; NEXT DF5C 00 171 DB $00 
DOTA 76 ; DF5D 172 
D97A 77 DELCAR DE5D 173 
D97A 3A 02 DF 78 LD A, (ECARX) DF5D 174 : 
D97D 32 03 DF 79 LD (OXY),A DF5D 175 ; 3D DRIVE IOCS 
D989 89 ; DF5D 176 ; 
D989 F5 81 PUSH AF DF5D 177 
D981 21 03 DF 82 LD HL,@XY E000 178 ORG $E000 
D984 7E 83 LD A, (HL) E000 179 
D985 23 84 INC HL :HL=Y DATA ADDRESS E000 180 HSYSINIT 
D986 36 14 85 LD (HL),20 E000 CD 00 El 181 CALL STKINIT 
D988 11 05 DF 86 LD DE,esps1 E003 CD 49 El 182 CALL PLTINIT 


宮崎 県 産 の ピー マン で 「Oh ! 宮崎 」 と いう の が ある の で す が , や は り 0 発売 元 は (株 ) 日 本 
776 On x 19901 ソフ トバ ンク な の で し ょ うか (そん な わけ な いっ て )。 坊 農 誠 (18) 福 井 県 


E006 
E007 
E007 


E007 


E0F1 
E0F4 
ROF7 
REOFA 
EQFD 
E100 
E100 
E100 
E100 
E100 
E100 
E103 
E105 
E107 
E108 
E10A 
El0C 
El0E 
El0F 
E10F 
E110 
E113 
E115 
E117 
E118 
E11A 
E11B 
E11C 
E11C 
E11F 
E120 
E121 
E123 
E125 
E125 
E127 
E12A 
E12B 
E12B 
E12D 
E130 
E131 
E131 
E133 
E136 
E137 
E137 
E139 
E13C 
E13D 
E13D 
E13E 
E13F 
E13F 
E142 
E144 
E145 
E146 
E147 
E148 
E149 
E149 
E149 
E149 
E149 
E149 
E14C 
E14E 
E14F 
E151 
E152 
E154 
E155 
E155 
E156 
E157 
E158 
E159 
E15A 
E15C 
E15D 
E15F 
E15F 
E161 
E162 
E164 
E164 
E167 
E16A 
E16A 
E16B 
E16C 
E16E 
E170 
E171 
E171 
E172 
E174 
E175 
E176 
E177 
E179 
El7A 
E17B 
E17C 
E17D 
E17E 
E17E 
E181 
E181 
E181 
E181 
E181 
E181 
E182 
E183 


区 わ ~ー っ , 石 を 投 な いで 


C9 


00 


00 
00 
00 
00 
00 


FS 
D5 
ES 


00 
07 
79 
78 


3F 
79 


00 
OE 
79 


78 


OF 
93 
95 
1A 
2B 


1A 
31 


1A 
37 


1A 
3D 


OF 
9F 


TE 
AA 


CC 
FO 


01 
05 
02 
FB 


TE 
93 


OB 
01 


79 


Fi 


00 


も の だ ょ 1 


1C 


1C 


El 


El 


El 


El 


El 


El 


El 


El 
10 


00 


で も これ は すべ で て X68000 が 高 す ずる か らい け な い ん だ 
円 で 買っ た ん だ ゾ ど 。 
だ いく 


183 
184 
185 
186 


187 
188 
189 
190 
191 
192 
193 
194 
195 
196 
197 
198 
199 
200 
201 
202 
203 
204 
205 
206 
207 
208 
209 
210 
211 
212 
213 
214 
215 
216 
217 
218 
219 
220 
221 
222 
223 
224 
225 
226 
227 
228 
229 
230 
231 
232 
233 
234 
235 
236 
237 
238 
239 
240 
241 
242 
243 
244 
245 
246 
247 
248 
249 
250 
251 
252 
253 
254 
255 
256 
257 
258 
259 
260 
261 
262 
263 
264 
265 
266 
267 
268 
269 
270 
271 
272 
273 
274 
275 
276 
277 
278 
279 
280 
281 
282 
283 
284 
285 
286 
287 
288 
289 
290 
291 
292 
293 
294 
295 
296 
297 


.... 


RET 


SPACE 


DS 


$E100-SPACE 


; JOYSTICK ROUTINES 


を 
, 


STKINIT 


STKIN 


FSTICKI 


STK1 


STK2 


STK3 


STK4 


#STRTG1 


; 
; PALET D,E 


+ 
, 


PLTINIT 


#PALET 


PLTLOOP 


PLT2 


PLT3 


PLT4 


@BPLT 


DS 


; PRINT ROUTINE 


, 


#MSG 


PUSH 
PUSH 
PUSH 


BC,$1C00 
A,07 
(C),A 

B 


A, (C) 
$3F 
(C),A 


BC 
BC,$1C99 
A,$0E 
(C),A 

B 

A,(C) 

BC 


ta lo 
3 
= 
pr 


の 
3 
A 
N 


の 
Y 
A 
て > 


>0U0 OU Ho PAV > 
て の 
= 
A 
> 


HL,eBPLT 
(HL), $AA 
HL 


(HL ) , $CC 
HL 


(HL), $F9 


NZ, PLTLOOP 


HL,eBPLT 
BC,$1003 


A,D 
(HL) 


4 の *25 ONLY 


AF 
DE 
HL 


o お, 俺 は X1turbo か ら PC-8801FA に 乗り 換 を た ヒキ ョ ー 


FA な ん て 5 万 


いい わけ に 聞こ を える …… で きる だ け 早 いう ち に X メ ユー ザー に 戻り 
猪口 敏 司 (21) 大 阪 府 


E184 
E185 
E187 
E18A 
E18B 
E18E 
E18F 
E190 
E193 
E193 
E194 
E195 
E196 
E197 
E197 
E198 
E199 
E19B 
E19D 
ElA0 
ElA1 
ElA2 
ElA2 
ElA3 
E1A4 
ElAS 
ElA6 
R1A7 
ElAA 
ElAB 
ElAB 
ElAE 
E1B1 
ElB1 
E1B3 
E1B5 
E1B7 
E1B8 
E1BA 
E1BB 
E1BB 
ElBE 
R1C@ 
ElC3 
ER1C4 
ER1C7 
E1C8 
E1C8 
E1C9 
E1CA 
E1CD 
E1D0 
E1D3 
E1D4 
E1D5 
E1D5 
E1D6 
E1D8 
E1D8 
E1D9 
E1DA 
E1DD 
E1DE 
E1E0 
E1E1 
ElE2 
ElE3 
ElE3 
ElE3 
ElE3 
ElE3 
ElE3 
ElE4 
ElE7 
ElE7 
ElEA 
ElEB 
E1ED 
E1F0 
E1F0 
E1F1 
E1F2 
E1F2 
E1F3 
E1F5 
E1F5 
E1F6 
E1F8 
E1FB 
E1FB 
E1FC 
ElFD 
E1FD 


1A 298 
FE 00 299 
CA 93 El 300 
DS 391 
CD BB El 302 
Di 303 
13 304 
C3 84 El 305 
306 
El 307 
Di 308 
Fi 309 
C9 310 
311 
7C 312 
E5 313 
E6 QF 314 
F6 30 315 
CD BB El 316 
El 317 
7D 318 
319 
F5 320 
OF 321 
OF 322 
QF 323 
OF 324 
CD AB El 325 
Fi 326 
327 
CD B1 El 328 
CD BB El 329 
330 
E6 OF 331 
F6 30 332 
FE 3A 333 
D8 334 
C6 07 335 
c9 336 
337 
CD C8 El 338 
ED 79 339 
3A 03 DF 340 
3C 341 
32 03 DF 342 
C9 343 
344 
D5 345 
E5 346 
21 00 00 347 
11 28 00 348 
ED 4B 03 349 
DF 
04 350 
351 
19 352 
10 FD : 353 
354 
59 355 
19 356 
01 D8 2F 357 
09 358 
44 4D 359 
El 360 
D1 361 
c9 362 
363 
364 
365 
366 
367 
F5 368 
3A 01 DF 369 
370 
CD F2 El 371 
3D 372 
FE 00 373 
C2 E7 El 374 
375 
F1 376 
c9 377 
378 
F5 379 
3E AA 380 
381 
3D 382 
FE 00 383 
C2 F5 El 384 
385 
Fl 386 
C9 387 
388 
389 
エイ トド ルー 
l; 
2 ; 
3 ; 
4 
5 WAIT 
6 
7 
8 
9 WAIT2 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 


MSG2 


FPRINT 


FPRTHX 


PRTHX1 


ASC 


#PRT 


ADRCAL 


ADCL2 


WAIT3 


WAIT4 


H 
X 


WAIT ROUTINE 


LD A, (DE) 
CP $00 
JP Z,MSG2 
PUSH DE 
CALL #PRT 
POP DE 
INC DE 
JP $MSG+3 
POP HL 
POP DE 
POP AF 
RET 
LD A,H 
PUSH HL 
AND $0F 
OR $30 
CALL #PRT 
POP HL 
LD A,L 
PUSH AF 
RRCA 
RRCA 
RRCA 
RRCA 
CALL PRTHX1 
POP AF 
CALL ASC 
CALL FPRT 
AND $0F 
OR $30 
CP $3A 
RET € 
ADD A,7 
RET 
CALL ADRCAL 
OUT (C),A 
LD A,(0XY) 
INC A 
LD (@XY) ,A 
RET 
PUSH DE 
PUSH HL 
LD HL,$0000 
LD DE,40 
LD BC, (€XY) 
INC B 
ADD HL, DE 
DJNZ ADCL2 
LD E,C 
ADD HL, DE 
LD BC,$3000-40 
ADD HL, BC 
LD BC, HL 
POP HL 
POP DE 
RET 
PUSH AF 
LD A, (OWAIT) 
CALL WAIT3 
DEC A 
CP 0 
JP NZ,WAIT2 
POP AF 
RET 
PUSH AF 
LD À, $AA ; $AA is about. 
DEC A 
CP 9 
JP NZ, WAIT4 
POP AF 
RET 
AF 
HL 
HL, $XXXX ) COUNTER 
HL 
A,H 
L 
NZ,WAIT2 
HL 
AF 
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ミン グ 応 用 編 


fee [C7025 


理系 の 学生 な ら , 数 学 や 物理 の レポ ー ト 
を 「 ワ ー プ ロ で て 」 Hi うと 試み た 方 は 少な 
か ら ず いる と 思う きっ と 一 度 や 二 度 は 
A ビワ に 
は 数 式 を 扱え る 機械 で ある 。 計算 する の は 
まあ まあ 得意 技 。 しかし, 体裁 と いう こと 
に 関し て は る っ ぱり で ある 。 これ だ け で は 
29 7 の 人 の た だ ため に , 例 を 挙げ よう 。 

1) a 


いう まで も な くく a の b 乗 。 BASIC で は a-^ 


b, FORTRAN で は a* xb, 今回 の 主役 , 
C に い だ っ て は pow(a,b) な ど と 関数 で し 
か 記述 で き な い 。 し か し 。 まあ ここ まで は 
ワー プロ だ っ たら 1/4 角 文 字 を 使っ て 切り 
抜け られ る (この 原稿 を 書い て いる X68000 
の ワー プロ で も ,。 ar は 書け た )。 そ れ で は, 
ちと 意地 悪く 。 aP は どう か ? 
2) f(x) = J aot 2 (arcosne+ bnsinnx) 
これ が な ん の 式 か わか る 人 も わか ら な い 
人 も , 試し に ワー プロ て 挑戦 し て みて いた 
だ きだ い 。 強引 に 全角 ・ 半 角 ・1/4 角 な どの 
文字 と 半分 改行 を 駆使 すれ ば , ひと つの 式 
-3 行く らい 占領 し て , どう に か 書く こと 
は で きる が , 見 栄え を は きっ と いま いち で あ 
ろう 。 こ こ で ネッ ク に な っ て いる の は , 分 
数 「1/2」 と 「2」 で ある 。 それ と , 添え 字 
na do 


3) TÍ 

an=} f? fa) cosnx dx 
x 

=1 7 fosinne dx 


今度 は 積分 記号 が ネッ ク 。 積 分 区 間 [ 一 
el の 表示 が , ワ ー プ ロ で は か な り 著 し 
(な る 。 

図 1 wp.x の 出力 例 


1 o0 
f(x) zza + = lan cos nx + bna sin nx) 


bd 


zZ 
| fíx)cos nx dx 
-H 


z 
| fíx)sin nx dx 


bn = 


Aa Naje 
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数 式 記述 か ら 3D タ ー ト レレ まで 


再帰 大 作戦 


ワー プロ て は 書き に くい 数 式 も - 


くい 数 式 も TeX な ら 美 し く 書 け ま す 。 ま 


ず , 再帰 処理 を 使っ て C 言 語 で TeX も どき を 作っ て み ま し ょ 


Tan Akihiko 


PF 明彦 


この , ワー ブロ で は 苦し い 部 分 を 専用 の 
ソフ トウ ェ ア で 見 事 に 解決 し た の が TeX で 
の る 。 1eX は 「 テ デフ 」 ま だ は 「 テ ッ ク 」 し と 
A, その 筋 で は 有名 な DTP 支援 ツジ ー ル で 
ある (正しく は “TEX” の よう に 段違い に 
書く べき な の だ が , i 
de ワー ブロ の 見 苦し い 印 刷 や , 手 書 
本 
系 の 論文 作成 の た め に , 素晴らし く 強 力 な 
武器 と な っ て いる 。 TeX は 数 式 が 「 美 し 〈」 
印刷 で きる こと が 最大 の 特徴 で ある 。 ワ ー 
プロ で も 無理 を すれ ば 数 式 は 書け る が ,「 ど 
うに か 書け る 」 と いう 程度 の 品質 の 文字 で 
あり , TeX の 文字 と は 次 元 が 違う の だ 。 Te 
X て 印刷 され た 数 式 は まる に 数 学 の 教科 書 
と 見 ま が う ば か り の クオ リティ 。 コン ピュ 


ー タ と レー ザー ブリ ンタ の 組み 合わ せ で ( つ 


まり 印刷 所 を 通る ず に ), こ こま で の こと が 
で きる 時 代 に な っ た の だ 。 


T 


Cl 


どい うこ と て 。 いき な が なり だ が この TEX の 
よう な ブロ グラ ム を 作成 し て みた い 。 と い 
っ て も, ye a De SA 
談 。 こ こ て で 扱う と いう の は a! と aa だけ 。 
以下 ap の b の よう な 文字 を 「 上 付き M 
as の n は 「 下 付き 文字 」 と 呼ぶ 。 情 け な い 
仕様 ど び が がっかり せ ず に 先 に 進 も う 。 名 
付け て TeX も と き 。 

と りあ え ず 上 付き 文字 に 
上 付き 文字 は , 本 体 の 文字 より 少し 小さ < 
な っ て , 本 体 の 右 肩 に 付く 。a"? で は , b が 
a より 少し 小さ く な っ て a の 右 肩 に 付い て 
いる 。aP の c の よう な 場合 も 同様 で , c は 
b よ り も さる さらに 小さ る さく な っ て , b の 右 肩 に 
Mes 

だ いた だ たい の 構造 が わか っ た ところで, こ 
れ を C の プロ グラ ム で 実現 する こと を 考え 
る 。 フ ブリ ンタ へ の 印刷 は 割愛 し て , グラ フ 
ィ ッ ク 画 面 に 表示 する こと に する 。 これ は 
も ちろ ん , プリ ンタ も な に も 持っ て いな い 
標準 シス テム の ユー ザー を 考慮 し て の こと 
THA, と いう の は 嘘 で ,。 XC の symbol 関 


う 。 一 見 複雑 そう な 処理 も エレ ガン 
り ま す 。 いろいろ な 例題 を 通し て 再帰 処理 を 考え ます 。 


つい て 考え よう 。 


に 記述 で きる こと が あ 


2 +H | 
Max In+2"" 


数 が 手軽 に 使 を た か ら で あ る 。X-BASIC 生 
まれ の この 関数 は , 文字 の 大 きる きる を 自由 に 
変え て 表示 で きる の で , TeX モ ドキ に は ち 
ょ うど いい 

ST, aP を 表示 する 過程 を 追っ て みた い 
の だ が , その 前 に aP' を TeX で は どう 書く か 
見 て いた だ る 3 

$a^{b^c}$ 

注目 し だ た い の は , 全角 や 1/4 角 な どの 特 
味 な 文字 が 一 切 使わ れ て いな いと いう こと 。 
TeX は 通常 の 英文 な ども 印刷 で きる よう に 


する た だ ため, 数 式 の 部 分 を $……$ で くく っ て 
いる の だ が , 今回 は この 部 分 は し りあ ぇ ず 
目 を つぶ っ た だ フォー マッ ト に し て お く 。 つ 
まり aP は こう 表現 し た い 。 

a^tb^cj 

さあ , これ を 10 秒 ば か り 眺 め れ ば , TeX 
の 上 付き 文字 の 規則 に つい て お お よそ が 理 


解 で きる で あろ う 。 

・ 数 式 の 単位 は 1 文字 また は {…}) で くく て ら 6 
れ た だ 数式 (これ を 便宜 的 に 「 ブ ロッ ク 」 と 
呼ぶ ) ブロ ッ ク は ,。 場合 に よっ て は ネス ト 
する こと も ある ( 例 :a*{b*t{c*{d*e}}})。 
・“^ の 後ろ の 1 文字 まだ は 1 ブロッ ク は 
上 付き 文字 に な る 。 

つい で に 下 付き 文字 の こと も いう と, 
・“ "の 後ろ の 1 文字 また は 1 プ ブロッ ク は 


下 付 き 文字 に な る 。 


図 2 に 間違い や すい 例 を いく つか 載せ て 
お く 。 それ を 見 て TeX モ ドキ の 文法 を 把 提 
し た 5。 ブ ログ ラム の 動作 に つい て 考え さ 
De 

a ど "の 「a」 だ け を 指 で ちょ っ と 隠し て み 
も は ほしい 。 で こ に は な に が 見 える だ ろう か 


「D*」 が (少し 小さ く な っ て いる けれ と も) 
見 え を る だ ろう 。 そ うな の で ある 。 上 付き 文 
字 と いう の は , 文字 を 少し 小さ くし て , 普 
通 の 文字 と 同じ よう に 印刷 し て いる に すぎ 


な い 。 a を 表示 し た ら , ES の 次 の ブロ ッ 
ク {b^c) を a の 右 肩 に 上 げ , を そこ か ら 文 字 


を 小さ くし て Eb? の 表示 に か か る 。"b“" 
を 表示 し だ たと ころ で , まだ も “^” が 登場 す 
BOT, その 次 の 文字 “c AA 
肩 に 上 げ て いる の で ある 。 を し て さら に 小 
る く な っ た だ ao 

この 解説 は 言葉 より も 図 で 見 な ほう が ず 
っ と わか りや すい だ ろう ( 図 3 )。 こ れ を 見 
て いる と , な ん だ か 似 た よう な 処理 が 積み 
重なっ て いる よう な 気 は し な い だ ろ うか 。 
する は ず で ある 。“^” が 登場 する た びに 文 
字 は 小さ く な る だ け で , 構文 を 解析 し て 数 
式 を 表示 する 手順 は 文字 が どの 大 きる の と 
き て も まる っ り 変 わら な い 。 


処理 が 繰り 返し に な っ て いる の で , ルー 
グ を 使っ た e えた 方 ちい らっし ゃ 
る だ ろう 。 し か し , ここ で 僕 が 気にいっ て 


いる , わり と エレ ガン ト か な 方法 を 伝授 し た 
い 。 こ の 記事 の 本 題 で ある 「 再 帰 」 が それ 
で ある (前 置き の 長い こと で )。 

ここ で , 上 付き 文字 と 下 付 き 文 字 を サポ 
ー ト し た 関数 tex( ) を 考え よう 。「 文 字 列 」 


は TeX フ フォー マット で 書か れ た 数 式 で , 倍 


率 は いち ば ん 大 き な 文 字 の 拡大 率 。 symbol 
関数 と し の か ら み も ある の で , 倍率 に は 4 と 
か 8 と か , 切り の いい 数 で 呼び 出す と よ か 
ろう 。 以 下 は 関数 tex( ) の アル ゴリ ズム を 


ここ < ここ ここ こる ここ tex,c ター かー なー ペー テー シー か マタ ーー ター 
1: /* TeX も どき */ 
2. 
3: #include <stdio.h> 
4: #include <basic0.h> 
5: finclude <graph.h> 
6: 
7: fdefine BASE 9  /* お お も と モー ド *#/ 
8: #define SINGLE 1 /* ] 文字 モー ド */ 
9: fdefine MULTI 2  /#* プ ロック モー ドキ */ 
10: 
11: #define BASE X 9  /* 表 示 開 始 位置 */ 
12: fdefine BASE Y 128 
13: fdefine BASE MAG 4  /* 表 示 開 始 倍率 (8 も 試す と よろ し )*/ 


15: fdefine FONT 2  /*12xX24 ド ッ ト フ ォ ン ト *#/ 
16: #define SIZE 12  /* 横 方 向 ド ッ ト 数 */ 

17: fdefine COLOR 1 /XRBx/ 

18: 

19: int tex( char*, int*, int, int, int, int ); 
20: 

21: void main() 


23: int 150; 


日 本 語 C (こん な も ん ある ん だ ろう か 。 鞭 , 
PNDASIC な いう : い 言語 も あっ 
IS Tae PL SO 

tex (文字 列 , 倍率 ) 

( 


symbol (文字 列 の うち , 
で きる 文字 ) : 
if (文字 列 中 に ^ が あっ た ら ) 


この 倍率 で 表示 


tex (上 付き 文字 列 , 倍率 /2) 
if (文字 列 中 に が あっ た ら ) 
tex ( 下 付き 文字 列 、 倍率 /2) 


tex( ) の 中 で tex( ) を 呼ん で いる こと に 
気づい だ だ ろう か 。 こ れ を 「 再 帰 呼び 出し 
(リカ ー シ プ ブラ ヨー ル )」 と いう 。 目 分 自 彼 (て 
の 関数 自身 ) を 呼び 出し て いる と ころ か ら 

こう 呼ば れ て いる の だ 。 

わざ わざ 再帰 の よう な 気持 ち 如 いも の を 
使う 理由 が ある の だ ろう か と いう 攻 問 も わ 
くく か が も し れ な い 。 僕 が 初め て 再帰 呼び 出し 
に 触れ た と き は 少々 気持 ち 悪 いと 思っ た 。 
ふつ う の BASIC か ら X-BASIC に 移っ て き 


《 プ ログ ラム が 作り に くい の も 確か で あ 
o だ た と えば, 「a の ni 乗 」 と O oS i ir 

字 の 中 に 下 付き 文字 が 紛れ 込む よう な や 
aa laa 
sokl EVORA SACOS TLIFER 
ろう 。 それ な らい っ を 再帰 を 使っ た ほう が 
プロ グラ ム も スッ キリ まとまる し 。 ず っ ば ょ \ 
賢い や り 方 だ と 思う 。 

IA ) は ご 〈 く 簡単 な サン プル だ が , 再帰 

* く つか の 美 点 が 端的 に 現れ て いる 。 

・ プ ログ ラム が 簡潔 に , 美しく 書け る 

・ そ の 割 に は 難しい 処 理 が 実現 で きる 

・ プ ブロ グラ ム の 見 通し が よく な る 

再帰 呼び 出し は , 関数 の モジ ュー ル 人 性 を 
生か し た , (お そら く は) 高度 な プロ グラ ミ 
ング 技法 で ある 。tex( ) は , 数 式 の 持っ て 
いる 再帰 的 な 構造 に 着目 し て 作っ た プロ グダグダ 
ラム と いえ る 。 リ スト 1 が そう だ が , 使い 
方 を 説明 し て お こう 。 

まず コン パイ ル で ある が , BASIC ラ イブ 
ラリ を 使っ て いる の で , LORA LY FR 
指定 し て な お く の を 忘れ ず に (/W ) 


た と き , 自分 を 呼ぶ と 
2 is 3 > 3 TeX も どき に お ける 
いう 行為 が GOTO.GO 図 2 TeX も どき の 入力 と 出力 図 も ど > 
AAA (間違い や すい も の ) a^tb^c} の 出力 過程 
SUB に 慣れ た 頭 に は 稿 
雲 に 映っ た もの だ っ た 。 a be oa a^{b^c} 
し か し いま は 平気 で あ aibe >. SS 
ajos 
る 。 ーー ーー ale NS 
; x f も E 
aP の よう な 単調 な 数 aite o a EJOR 
式 な ら ば 。 ルー フ で も , y 
o a € > de C 
な ん と か な る の だ ろう alb c) -> abx gog 
が , ルー プ で は 融通 が 
41: c[1]=0; /* 文 字 列 の 終端 コー ド は 0*/ 
42: Tor (53) 1 
43: switch ( c[0J=s[(*i)++] ) { /* 文 字 列 か ら 1 文字 読む */ 
44・ case *””: /* 上 付き 文字 */ 
45: if ( sifili? ) ( /#* ブ ロッ ク か ? */ 
46: (*1)++: /* ま か っ こ は 読 み 飛ば し */ 
47: xl=tex( s, i, x, y, mag/2, MULTI ): /* プ ロック モー ド で 再帰 */ 
48: ) else ( 
49: xl=tex( s, i, x, y, mag/2, SINGLE ); /*1 文字 モー ド で 再帰 */ 
50: ) 
54: if ( s[*i] 1=*_' ) xcx1i/* 下 付き 文字 混在 な ら 表示 位置 は 更新 し な い */ 
52: break; 
53: case ’ ”: /* 下 付き 文字 : 上 付き 文字 と ほぼ 同じ */ 
54: if ( e[tiJ==*( ) í 
55: (xi)t+; 
56: x]1=tex( s, i, x, yHag*SIZE, mag/2, MULTI ); 
57: ) else { 
58: x1=tex( s, i, x, ytmag*SIZE, mag/2, SINGLE ); 
59: } 
60: iE ts to: xxi 
61: br ; 
62 case *'Yn' 


63: break: 


/* 以 下 の コ メン ニハ 改行 に も 対応 する */ 
if ( mode!=BASE ) break 


24: char formula[128]: /* 数 式 を 格納 する 文字 列 */ 65: x = BASE_X; 

25: 66: y += SIZE*BASE MAG*3; 

26: soreen( 2,0,1,1 ); /*768 ド ッ ト モ ー ド */ 67・ fgets( s, 128, “stdin ys 

21: 68: *1=0; 

28: fgets( formula, 128, stdin ):  /* 標 準 入力 か ら 数 式 を 読む */ 69: break; ここ まで */ 

29: tex( formula, &i, BASE X, BASE Y, BASE MAG, BASE ):  /* 第 一 段 の 呼び 出し */ 70: case ")'::  /* プ ロッ ク の 終わ り は 表示 せ ず に 戻る */ 

39: 71: case 9 /* 文 字 列 の 終わ り で も 戻る */ 

31; return; 72: break; 

32: ) 73: default :  /* コ ン 1 A 
39 74: symbol( x, Y, C, mag, COLOR, 0 ); 
34: int tex( s, i, x, y, mag, mode ) 75: x +z mag*SIZE; po 

35: char *s; の 76: break; 

36: int  *i, x, y, mag, mode A T AE NERT TI: )  /# 終 了 す る 文字 な ら ル ー プ か ら 抜 ける */ 

37: { /*x ,y は 表示 位置 mag は 拡大 率 、 mode は 動作 モー 78: if ( cl0]==*")* || cl9]==0 || mode==SINGLE ) break; 
38: char  c[21: ルリ アー マヤ ンー ンーー ン 1*/ 79: 

39: int xl; /* 上 付き / 下 付き 文字 混在 表示 用 * 80: return( x );  /* ネ 新しい 表示 座標 を 返す */ 

40: 81: ) 
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コマ ンド ラオ ン か ら 。 

A >tex 
で 起動 し , 入力 待ち に な る 。 適当 な 数 式 を 
タイ プ し て 最後 に リタ ー ン キー を 押せ ば , 
グラ フィ ッ ク 画 面 に TeX 風 の 数 式 が 出 て 〈 
hr KERR, 

abec) 
と タイ プ す れ は , 

ab” 
が 画面 に 出 て くる こと で あろ う 。 

ここ て 問題 。 複雑 な 数 式 を いち いち タイ 
プ す る の は 面倒 だ し , タイ プ ミ ス も 怖い 。 
calle STRIPTEASE, 
リ ダ イ レ ク グ クション が 使え る 。 だ と えば , 

A>ed abc. dat 
ELE, 

abre 
と いう 内 容 の ファ イル abc. dat を 作る 。 を 
OCs 

A>tex < abc. dat 
これ で OK。 い うま で も な くく これ は 標準 入力 
を 使っ た トリ ッ ク で ある 。 本筋 と は 関係 な 
い が , 参考 まで に 。 

ST, 非常 に 心苦しい の で ある が , 簡単 
な プロ グラ ム だ け に , いく つか の 制限 (も 


再帰 と 自動 変数 


C の 関数 は (うま く 書 け ば ) モジ ュー ル 化 で 
きる 。 中 身 を 知ら な く て も , 呼び 出し 方 だ け 知 
っ て いれ ば 自由 に 使え る 独立 し た サブ ルー チン 
に な り 得 る の で ある (ここ が ふつ う の BASIC の 
リブ ルー チ テン と 大 きく 異な る と ころ て あう ろう )。 
関数 の 中 で 宣言 し た 変数 が 外部 と まっ た さく 独立 
し て いる の で ,「 こ ちら を 立て れ ば あちら が 立た 
ず 」 式 の バグ の 発生 を 抑え や すく な る の で ある 。 
し た か っ て ゲバ パ バッグ も か な り し や すく な る 。 本 
文 の tex( ) の 場合 も 基本 的 に 内 部 だ け 考 えて い 
れ ば よい 。 次 の 段 の 再帰 呼び 出し の 際 に , 拡大 
率 を 半分 に し て や る だ け で , 実際 に 表示 する グ 
ラフ ィ ッ ク 座 標 の こと を 神経 質 に 考え る 必要 が 
な い の だ 。 

再帰 呼び 出し の た め に は , 自動 変数 の 存在 が 
必要 で ある 。 通常 の 変数 は メモ リ の どこ か に 記 
憶 領域 を と っ て , その 一 定位 置 に 格納 され る (C 
で は 静 的 変数 と 呼ば れる )。 自動 変数 は 関数 を 呼 
び 出 し て その 中 て で 変数 が 宣言 され る と 同時 に ス 
タッ ク 上 に 生成 され , 変数 の 値 も スタ ッ ク ボ イ 
ンタ 相対 で 参照 され る 。 関 数 の 処理 が 終了 し て 
呼び 出し 元 に 帰る と き に , 自動 変数 は スタ ッ ク 
か ら 消 えて な く な る 。 

tex( ) を 例 に 取る と , x y な ど は 外部 と 独立 
し て お り , も し 呼び 出し 元 に 同じ 名 前 の 変数 x 
や y が あっ た と し て も , 縁 も ゆか り も な い 。 有 再 
帰 呼 び 出し で tex( ) が tex( ) を 呼び 出す よう な 
場合 で さえ も , 呼び 出し 元 の tex( ) 内 の x, y と , 
呼び 出し 先 の tex( ) 内 の x y は な ん の 関係 も な 
い 。 逆 に いえ ば , こう や っ て 変数 の 保護 を 保証 
し て いる か ら , 関数 が 独立 し て 動作 で き , 関数 
の モジ ュー ル 化 が 可能 に な り , 他人 の 書い た 関 
数 を , 中 身 を 少し も 知ら な く て も , ブラ ッ ク ボ 
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し く は 欠陥 ) が ある 。 小 さく て わか りや す 
い プ ログ ラム の た だ め に 実用 性 を 犠牲 に し た 
の だ と 善意 に 解釈 し て くれ れ ば うれ し い 。 
・ 表 現 力 が 貧弱 

上 付き 文字 と 下 付き 文字 び け で は 表現 で 
きる 式 も た か が 知れ て いる 。 も っ と も これ 
は 仕様 だ か らし よう が な いじ (へ た な し ゃ れ 
El 

・ 半 角 文 字 し か 受け 付け な い 

大 学 数 学 / 物 理 必須 アイ テム で ある は ず の 
2 も も 9 も レレ も gw も 使え な い 。 つ いで に 
カナ も 便 え ん が かい の だ が 、 こ ちら は 実害 は か 
いで あろ う 。 ど うし て も 使い だい 方 は , X 
字 列 を 格納 する 配列 に char で な く umsigned 
char 宣 言 を 使う と よろ し か ろう 。 

・ コ ント ロー ル 文 字 の チェ ッ ク が 甘い 
改行 コー ド (LF) は 終了 コー ド の ひと つ 
で も ある の で チェ ッ ク し て ある が 。 その は 
か は し て いな い の で , 思わ ぬ 表 示 が 出 て き 
て ぴっ くり すず する か も し れ な い 。 と その は か に 
も 全般 に エラ ー チ ェ ッ ク は 甘い 。 書 式 に 合 
わな い 数 式 を 入力 し た 場合 , まあ 林 走 は し 
な い だ ろ う が , きっ と 妙 な こと を 始め る に 
違い な い 。 


・ 手 抜き で ある 


ックス と し て ライフ ラリ と し て , 活用 で きる 
の で ある 。 自動 変 数 は 関数 内 の ご く 限 られ た 領 
域 で し か 有効 で は な い の で , 変数 の 管理 が 楽に 
な る 。 巨大 な プロ グラ ム を 書い た と き に , この 
変数 は どっ か で 使っ て た よう な 気 が …… と いっ 
こ 悩 み も な く な る し , それ が 原因 で 起こ る バグ 
も 発生 し な く な る 。 

いい こと ずく めで は な い 。 自動 変数 を スタ ッ 
ク 領 域 に 確保 する 作業 は 関数 を 呼び 由 す た びに 
行わ れる 。 こ の オー バー ヘッ ド の お か げ で , ス 
ビー ド 重 視 の 計算 屋 さ ん か ら は 「 速 度 の 低下 を 
招く 」 と し て 不評 で ある 。 一 応 , 弁護 し て お く 
な ら ば , そん な と き に は 静 的 変数 の 宣言 を し て 
お け は 若干 の スピ ー ド アッ プ に は な る 。 

(auto) int x, y; /* 自 動 変 数 / 

の 代わ り に , 

static int x, y; /* 静 的 変数 */ 
な る 宣言 で , この 変数 は スタ ッ ク 上 で な く メ モ 
リ の 定位 置 に 確保 さき れる こと に な る 。 も ちろ ん 
この 場合 も 関数 外部 と の 独立 性 は 確保 され て い 
る 。 しかし, 再帰 呼び 出し の 動作 は 保証 され な 
く な っ て し まう の で , で きる だ け 自 動 変 数 を 使 
うべ き で あろ う 。 わ ざわ ざ auto と いう 宣言 を し 
な く て も , ふつ うに 宣言 し た 変数 は すべ て 自動 
変数 に な る 。 

また , あえ て 独立 し て いな い ほ うがい い 変 数 
も ある 。 グ ロー バル 変数 と 呼ば れ て いる 。 いく 
つか の 関数 か ら も 参照 され る よう な 変数 は , mai 
n. ) の 前 で 宣言 し て お く こ と て , プログ ラム の 
どこ か ら で も 参照 で きる よう に な る 。 

再帰 呼び 出し は か な り ル ー プ に 展開 で きる と 
いわ れ て いる 。 実際 そう だ と 思う 。 し か し 「 バ 
グ の 可能 性 は ある し プロ グラ ム も 見 に くく な る 
が 高速 」 と 「 著 干 遅 く て も エレ ガン ト 」 だ っ た 
ら , 個人 的 に は 再帰 の ほう を 選び た い 。 


上 付き 文字 と 下 付 き 文 字 の 混在 は 可能 な 
ょ うに 作っ て ある が , プロ グラ ム が 少し 手 
抜き に な っ て いて , 2 つの うち 長く な る は ほ 
う を やあ と に 書 が なく て は な ら な い 。 こ れ は 
次 の 2 つの 例 を 試し て みる と よく わか る こ 
と で あろ う 。 本来 は 同じ 式 の は ず な の だ が , 
結末 は 違っ て し まう 。 と いう より も , 1 番 
目 の 数 式 が お か し な 表示 を し て し まう 。 

xtabc)_n+y 
x_n abc) +y 


再帰 


ST, TeX (モドキ ) を た だき 台 に 上 げ 
T, 再帰 tk いう も の の 考え 方 と 有用 性 を 力 
説 し た つも 0 で ある 。 再 帰 的 な 構造 を 持っ 
て いる 対象 の 多く は , ちょ いち ょ いと 再帰 
の ロ グラ ミン グ し て や る だ け げ け て あっ けり か なかい 
ほど 簡単 に 処理 で き て し まう 。 その いく つ 
か を 紹介 し て みよ う 。 

・ ハ ノイ の 塔 

あま り に も 有名 。 再帰 プ ログ ラミ ング と 
は 切っ て も 切れ な い 仲 な の が この ハノイ の 
塔 。Pascal が フー ソナ ルコ ンピュータ 界 に 
登場 し て ,「 こ れ か ら は 構造 化 言 語 の 時 代 
だ 」 と 騒が れ た ころ か ら , 何 回 と な く ハ ライ 
の 塔 を 見 て きた 。 再 帰 呼 び 出 し の 使え る 言 
語 な ら , 本 当 に 簡単 に びき て し まう 。 ハ ノ 
イ の 塔 の な ん た る か は , 本 誌 1988 年 5 月 号 
で て 相馬 氏 が 詳説 され て いる の で そちら を ご 
覧 い だ だ きだ い 。 し か し アル ゴリ ズム の キ 
モ の 部 分 は 「 日 本 語 C」 で 書き た い の で 書 
de 
hanoi (n 枚 の 円 盤 を A か ら B へ 動か す ) 

{ 

hanoi (nー1 枚 を A か ら C へ 動か す ) : 

A か ら B へ , A に 残っ た 1 枚 を 動か す : 

hanoi (nmー1 枚 を C か ら B へ 動か す ) : 
| 

う , 美しい 。 総数 2! 回 に 及ぶ 膨大 な 数 の 
手順 は , 再帰 呼び 出し が 深く な る に つれ て 
スタ ッ ク に 積ま れ て いく 。 い わ ば スタ ッ ク 
に シワ 寄せ が いっ て いる , CPU が 苦労 する 
パタ ー ン で は ある 。 が, その お か げ で C の 
ブロ グラ ム 目 体 は 非常 に 簡単 に まとまっ て 
いる 。 

・ レ イト レー シン グ 

手前 味噌 な 話 で 恐縮 だが, レイ トレ ー シ 
ング が 屈折 ・ 反 射 を 得意 し し て いる と いう 
事実 は , 再帰 呼び 出し を アル ゴリ ズム に 組 
みか めん て いる と いう こと か し き て いる 。 
ray (視点 , 視線 ベク トル ) 
| 

視線 と 各 プ リ ミ テ ィ ブ の 交点 を 求め る : 


変 点 が いち ば ん 近い プリ ミ テ ィ ブ に つい 
Li 
(散乱 反射 体 ) 
表面 色 を 計算 する 
) 
if (反射 体 ) { 
反射 ベク トル を 計算 する 
ray (交点 , 反射 ベク トル ) : 
} 
f (透明 体 ) ! 
屈折 ベク トル を 計算 する 


視線 探索 を 行え ば , 反射 / 屈 折 を か な り 起 実 
に ツツミ キレ ピー トド て さる こく こと に な る 

レイ トレ ー シ ン グ は 生成 する 画像 の 品質 
の わり に , 原理 的 な アル ゴリ ズム は 意外 と 
や る しい 。 原理 的 と 断っ た の は , も ちろ ん 
これ だ け で は 遅い か ら で (再帰 を 使っ て い 
る た めで は な い , 念 の だめ), ボ クセ ャ ル 分 割 


な どの 高速 化 手法 を 導入 する と アル ゴリ ズ 

ム は 複雑 に な っ て いく 《。 マ ッ ピ ング な ども 
難し い 問 題 の ひひ と つ だ が , これ は レイ トレ 
ー シ ン グ に 固有 だ な 間 題 で は な い 。 基 本 的 に 


に よる タタ DMW 

話 が 図形 関係 に 集中 し て 非常 に 心苦しい 
の だ が , 再帰 呼び 出し の 例題 その ELT, 
「 タ ー ト ル グ ラ フ ィ ッ ク に よる フラ クタ ル 図 
形 」 を と りあ げ る 。 こ れ も 12 月 号 で 泉 氏 が 
解説 る れ た 題材 で ある が , ここ で も う 一 度 
解説 を 試み よう 。 

ター トル グラ フィ ッ ク は , 実は じ で は な 
く 〈 く LOGO な どの 得意 技 で ある 。 ター トル ({ 


ray (交点 , 屈折 ベク トル ) : レイ トレ ー シ ン グ は 単純 明快 な アル ゴリ ズ urtle) は 亀 。 いま で こそ 画面 上 を 動き 回 る 
Re ム 。 こ れ は 再帰 呼び 出し の 力 に よる と ころ も の は ね ずみ で ある が , ター トル グラ フィ 


ッ ク は , 画面 上 を 歩き 回 る 1 匹 の 亀 に な ぞ 
ら え て 命名 きれ て いる 。 亀 と は と どの つま 
り グ ラフ ィ ッ ク カ ー ソ ル の 愛称 で ある 。 


交点 が な けれ ば 背景 色 を 返 が 大 きい 。 再帰 呼び 出し を 禁止 し て いる F 
) ORTRAN で レイ トレ ー シ ン グ を 書 こ うと 
プリ ミ テ ィ ブ と 視線 の 交点 が 新しい 視点 する と , スタ ッ ク を プログ ラマ 自身 が 用 意 


と な り , 反射 方 向 ま た は 屈折 方 向 の ベク ト する ハメ に 陥る 。 涙 で まし き 努 力 と いっ て この 亀 る きん の 働き は 実に 単純 で ある 。 で 
ル が 新しい 視線 し な る 。 こ うし て 再帰 的 に も いい 。 や っ ぱり C が 好き 。 きる こと と いる だ もち 、。 Moel pci 
図 4 ハノイ の 塔 と その 解法 直進 する みこ と だ け 。 そし て 直進 する と き に 

は , 画面 上 に 線 が 残る 。 い っ て みれ ば 亀 の 
(A) e =) SAR EREE Ara 


数 だ け を 集め て turtle.c と いう イン クル ー 


ド フ ァイル (リス ト 2 ) に 収め て ある 。 
図 5 レイ トレ ー シ ン グ 
hanoi (nー| 枚 . A->C) : 再帰 呼び 出し ここ を 新しい 
視点 と し て 再 
帰 呼び 出し 
ae H 
J-A 


hanoi (nýt, AB) 


m ここ を 新しい / 
HALA  / 
(3) 帰 呼 び 出し 一 > 
(A ) 一 (B) の 動作 を 行う た め に は 屈折 
( 1) 一 (2) 一 (3 ) の 方 式 を と る 


ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ  turtle.c ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 31: } 

1: /* タ ー ト ル グ ゲ グラフィ ッ ク : 基本 サブ ルー チン *#/ 32: 

2: 33: void forward( length ) /* 指 定 し た 距離 だ け 前 進 する */ 
3: finclude <math.h> 34: double length; 

4: finclude <graph.h> 35: € 

5. 36: double x, y; 

6: double Turtle_x, Turtle y, Turtle arg;  /* グ ロー バル 変数 : 亀 の 状態 を 表す */ 37・ 

7: int Turtle color; 38: x=Turtle_x; /* 今 まで いた 位置 */ 

8: 39: y=Turtle y; 

9: void set( double, double, double ); /* 亀 の 状態 を 設定 する * 40: Turtle_x += cos( Turtle arg )*length;  /* 相 対 移動 量 を 足し て 新しい 位置 を 出す */ 
10: void get( double*, double*, doublex ); /* ーー */ 41: Turtle y -= sin( Turtle arg )* length; 
11: void forward( double ); /* 指 定 し た 距離 だ け 前 進 す 42: line( (int)x, (int)y, (int)Turtle x, (int)Turtle y, Turtle color, QxFFFF 
12: void right( double ); PEREU EARE DENES EE */ ES 
13: void  pencolorí( int ); /* 足 跡 の 色 を 設定 する * 43: 
14: 44: return; 
15: void set( x, y, arg ) /* 灸 の 状態 を 設定 する */ 45: ) 
16: double x, y, arg; 145 INEA / 46: 
17: 1 47: void right( arg ) /* 指 定 し た 角度 だ け 回 転 する */ 
18: Turtle x=x; 48: double arg; 
19: Turtle_yzy; 49: { 
20: Turtle_arg = arg/180.0*PI;  /#* 人 角度 の 単位 を ラジ アン に 変換 する */ 50: Turtle_arg -= arg/180.0*PI; /* 単 位 は ラジ アン */ 
21: return; 51; return; 
22: ) 52: ) 
23: 53: 
24: void get( x, y, arg ) IMORBAJNES */ 54: void  pencolor( col ) /* 足 跡 の 色 を 設定 する */ 
ーー Xx, žy, *arg; LARR Y (上 と 比較 せよ ) */ 55; int col; 

F 56: I 
27: *x=Turtle x; 57: Turtle_color=col; 
28: *y=Turtle y; 58: return; 
29: farg=Turtle arg*180.0/PI; /* 角 度 の 単位 を 度 に 戻す */ 59: ) 


30; return; 
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forward (100.0); 
画面 に 水平 に 線 が 引か れる 。 


エバ ター グラ フィ ッ ク の テス ac | 45 度 左折 し て み 上 う 。 を の あ と 前 進 。 
3: finclude <basio0.h> right (一 45.0) : 

a forward (100.0) ; 

ンー リー ーー right( ) は 右折 する 関数 。 だ か ら 左 折 す 
リリ | ); る に は , 角度 に 負数 を 指定 すれ ば よい 。 


10: pencolor( 1 ); /* 灰 色 */ 

11: set( 100.0, 100.0, 0.0 );  /* 右 向き に 亀 を 置く */ 
12: /*** こ ご ここ に 好き な 文 を 入れ て みよ う *#** ネ / 

13: return; 


・45 度 右折 し て 前 進 する 。 


図 6 turtle. c て 定義 され て いる 関数 


set (x, y, a) 

get (8x, &y, £a) カメ の 状態 を xy, a に 保存 する 。 
right (Aa) カメ の 向き を 変え る 2。 

forward (£) カメ を ! だけ 歩か せる 。 
pencolor (c) 足跡 の 色 を c に 変え る 。 


x, y a, Aa, £ は double で 
c は int で 与え る こと 。 


7 test.c の 実行 結果 


Turtle_x, Turtle_y ( 亀 の グ ラフ ィ ッ ク 
座標 ), Turtle_arg ( 亀 の 向き ) , 2LTT 
urtle color (足跡 の 色 ) は いわ ゆる グロ ー 
バル 変数 に な っ て いる 。 だから main( ) か 
ら て も 値 を いじ る の は 可能 だ が , それ は し 
な いと いう の が C プ ログ ラマ の 守る で き ひ 
と つの 礼儀 で あろ う 。 無理 に いじ ら な 〈 く て 


も , turtle. c 内 の 関数 で 操作 は 十分 で きる 。 


こう する こと で 初め て 関数 の モジ ュー ル 化 
が で きる の で ある 。 

だ と えば 足跡 の 色 を 変え た た いと き は , pe 
ncolor( ) を 使わ な く て も , Turtle_color= 
1 で 可能 な の だ が , イン クル ー ド ファ イル 
に し た 段階 で , すでに プロ グラ マ が 変数 名 
Turtle_color を 「 知 ら な い 」 と いう 前 提 の 
b と に 置か れ だ こと を 意識 し て お こう 。tur 
tle.c に 収め た 関数 を 図 6 に 示す 。 

これ る さえ で きれ ば , あと は main( ) 中 に 
亀 の 動き 方 を 指示 し て や る だ け で , ター ト 


122 onix 19901. 


カメ を 座標 (x, y) に , 角度 a TE”, 


|) 角度 


2) lAa 
Ba ¿y 

/ NX / ンズ 
Aa>0 Aa<0 
右 回 り 左 回 り 


ル グ ラ フ ィ ッ ク が 楽し め る 。 簡単 な 例題 か 
ら 始 め よ う 。 
リス ト 3 (test.c) は 完結 し て いな い 。 Z 
れ か ら 挙 げ る 文 を も リ スト に 挿入 し て いっ て , 
その 都度 コン パイ ル し て 実行 し , ター トル 
グラ フィ ッ ク の だ いた い の 操 作 を 理解 し て 
い だ だ きだ い 。 
・ 座 標 (100, 100) に 亀 を 右向き に 置 こ う 。 
set (100.0, 100.0, 0.0); 
角度 の 指定 は 右 が 0 度 , 上 が 90 度 。 右上 
が 45 度 と いっ た で あい に 行う 。 
・ こ れ だ け で は 画面 に な ん の 変化 も な いか 
O, 亀 を 歩か せ て みよ う 。 
図 8 フラ クタ ル と グラ フタ ル 


right (45.0); 
forward (100.0); 

画面 に は 図 7 の よう に 折れ 線 が で き て い 
る は ず 。 

ら ここ ま て て ダー トル クララ オッ ク の 使い 
や する に 気づか れ だ と 思う 。 グ ラフ ィ ッ ク 
座標 を 意識 する の は 初め ゆめ び だけ で , あと は 自 
動車 動かす よう な 感覚 で 亀 を 動か すこ と 
が で きる 。 line ) だ と , 始点 と 終点 の 座標 
を 指定 し な てく て は な ら ず , この 計算 が けっ 
こう 面倒 に な る こと が ある 。 


で は ター トル グラ フィ ッ ク を 使っ て 少し 
面倒 が こと を や っ て みた い 。 木 を ゲロ グラ 
ム て 生成 し よう と いう の て ある 。 林 と いう 
の は , も ちろ ん あな た が 散歩 に 出かけ れ ば 
どこ に で も 生え て いる 植物 の こと 。 木 を じ 
っ と 観察 する と , 幹 か ら 枝 が 分 か れ て 伸び , 
その 枝 が 伸び る 途中 で も , も っ と 細い 枝 が 
分 か れ て 伸び て いる 。 木 は この 繰り 返し で 
で き あ が っ て いる よう に 見 える 。 一 種 の フ 
ラク タル 的 な 構造 で あり , や は り 再 帰 プ ロ 
グラ ム を 駆使 すれ ば 簡単 に 書く こと が で き 
る 。 名 づけ て 木 の 生 成 シ ミュ レー ショ ン 。 


て の い だ だ と う 。 ます 。 アル ゴリ スム 。「 枝 を 
描く 」 機 能 を 関数 に し て し まえ ぇ えば 以下 の よ 
うに な る 。 


y 
(tree1) 
> l. > > > 
7273). | 
tree2 
| 本 の 線 が 変形 する か た ち に な る 。 teed) 
> > > > 
どちら の 場合 も , 構造 が 再帰 的 に 
な っ て いる 点 で 共通 し て いる 。 クラ フタ ル ・ 


周囲 に 枝 が 成長 し て いく か た ち に な る 。 


tree (サイ ズ ) 


forward ( 幹 ま た は 枝 を 描く ) 

( 十 方 向 に 角度 を つけ る ) ・ 

し 小さ な サイ ズ ) : /* 再 帰 */ 
角度 を つけ る) : 

/ x 再帰 */ 


right 

tree (少し 

right (一 方 向 に 

tree (少し 小さき な サイ ズ ) : 
) 
この よう ん か プログ ラム て 次 々 に 
枝 を 持つ 木 を 描く こと が で きる 。 

だ だし, 搬 画 に は ター トル グラ フィ ッ ク 
を 用 いる の だ か ら 。 これ だ け で は うま くい 
か な い 。 なぜなら 亀 は 基本 的 に 1 匹 な の で , 
同時 に 2 方 向 に 分 岐 する 用 途 に は 向 か な い 
か ら だ 。 そ を そこ で ソー スリ スト の よう に, get 
( ) で いっ た ん 現在 の 亀 の 状態 を 保存 し て 
53, 一 方 の 枝 を 分 岐 さ きせ る (ひと つ 目 の 
再帰 呼び 出し を か ける )。 この 枝 を 先端 まで 
描き 終わ っ だ たら, 再帰 呼び 出し か ら 戻 っ て 
l る の で て で, その と き に 亀 も 呼び 戻す 。 保存 
し て お いた 状態 を set( ) を 用 いて 復活 させ , 
も う 一 方 の 枝 を 分 岐 き せる (2 ご つ 目 の 再帰 
呼び 出し を か ける ) の で ある 。 図 9 を ご 覧 
い だ だ きだ い 。 

も う ひ と つ 。 再帰 呼 び 出し の レベ ル が 際 
限 な 〈 く 深く な る の は 好ま し 〈 く ない 。 呼び 出 
し の 際 に レベ ル を 引数 と し て 与え る の は 12 
月 号 の XX-BASIC 入 門 で 作っ て いた ユ ッ ホ 曲 
線 な ど と 同じ 。 コ ッ ホ 曲線 で は , も っ と も 深 
レベ ル の と ころ だ け で 線 を 引い て いた が , 木 
の 場合 は , どの レベ ル で も 幹 ( ま だ は 枝 ) を 
3, も っ と も 深い レベ ル で は 葉っぱ を 捕 
〈 く よう に し た 。 と いっ ら て も 。 だ ん の こし 上 は 
な い 。 人 色 を 変え た て いる だ け の こ ょ 。 

¿inci FMI, tree( ) Je 
う に 書け る 。 リ スト の tree1l .c の 日 本 語 版 
ある 。 
tree (レベ ル , 
| 

if (最深 レベ ル で な いな ら ) d 

forward ( 幹 ま た は 枝 を 描く) : 
get ( 亀 の 状 態 を 保存 する ) : 
( 十 方 向 に 角度 を つけ る ) : 
し 小さき な サイ ズ ): 


2 分 割 する 


サイ スズ ) 


right 
tree (レベ ルー1, 少 
set ( 亀 を 呼び 戻す ) : 
方 向 に 角度 あや つけ る) : 
し 小さ な サイ スズ): 
jelse (= 最深 レベ ル な ら ) 

forward (緑色 で 葉 を 描く ) : 


right (一 
tree (レベ ルー1。 少 


こう し て 作っ た 木 は , 確か に 木 の よ うに 
も 見 える が 。 どこ か 対称 的 すず て つま ら な 
Oo を そこで, 非対称 に 成長 する 木 $ 考 えて 
みた 。tree2.c が そう で ある 。 幹 の 途中 か ら 


PROKAS の レス ル を di 


非対称 形 の 木 


ree 
: 7/#* 木 の 自動 生成 (1 > 


1 

Ls 

3: include <atdio.h> 

1: include ¿basic0.h> 

3: zinclude. “turtle.c” 

6: 

Ti void treel( int, double, double ); 
8: 

9: void maini} 

10: { 

11: int 

t2: double t 

まき sereent 210 は まう) 

ld: printf POLAR Ts : 
15; scantí “xa” 

16: pencolort 1 : 

17: printf ¿AROMA TO : a 
18: scanf "XE" 


こよ な こなせ せ な 


REER 


es UAD oe 
19: setí 256.0, s12. a 90.0); aa TEM 


20: treelí n, 128.0, t ); /\ 第 一 段 の 呼び 出し */ 
241: return; 
か: 
Ls 
24: void treell n, length, t } 
A E S S n; /* 再 帰 の ルベル */ 
26: double length, t;  /* 枝 の 長 さ 、 和 角度 *#/ 
EA RAS S 
28; double NALES 
29: 
30: if (mo) 1 /* 最 深 じ ベル で は な いな ら #/ 
31: forward( length ); /* 幹 ( 枝 ) を 伸ばし */ 
32: geti &x, ky, &arg 1);  / ネ 現状 を 保存 する */ 
KK right( t ); /* 角 度 を 変え て +/ 
34: treell n-1, length/1.5, tj); ペペ ペー ズー Pau: し て 再帰 時 び 出 し +/ 
35: setí X, y, arg ); /* 呼 び 出し 前 の 状態 を 再現 す 
36: right( -t ); PAN AREA TS 
37: treel( n-1, Jength/1.5, t ); /* 再 帰 呼び 出し */ 
38: } else { 
39: pencolort 8 ); /* 葉 を 描く */ 
30: forwardi length ); 
41: pencolort 1); 
42: } 
43; return; 
Les] 
図 9 木 の 成 長 と 変数 の 保護 
peo y ato, po j; $ > qe 
|) 幹 を 描く 2) こ の 状態 を 3) 一 方 に 分 岐 す る 4)2) で 保存 し た 状態 5) も う 一 方 に 
保存 し て お く を 復活 させ る 分 岐 す る 
A _- 114 > > y 9 > と ` à == ` ム ヒ ) 一 
も 分 岐 す る よう に 仕組 ん だ だ け で , tree1 .c て や れ ば ,。 より 自然 物 ら し い 表 現 が 可能 


と 本 質 的 に は まる っ きり 同じ 。 と ころ が , 
実行 結末 は か な り 違 う も の と な っ た だ 。 個人 
的 に は , tree2 .c で 生成 し た 木 の ほ う が, H 
が は て て 好き て あわ る 。 

実行 方 法 は どちら で も 同じ で , 起動 する 
と 再帰 の レベ ル よ と 分 岐 の 角度 を 聞い て くる 。 
いろ いろ と 試し て みて ほし い 。 特に tree2 は 
角度 20 一 30 度 あたり が 個人 的 に 
は 好き で て ある 。 

木 の 自動 生成 は , 真面目 に 取り 組め ば な 
か な か が か に 奥 の 打 そう な テー の よう だ 。 人 
回 は , 分 岐 の 際 の 枝 の サイ ズ の 変化 や , 分 
岐 の 角度 を 一 定 に し て 木 を 生成 し た の だ が , 
上 手 に 乱数 を 使っ て これ ら の 要素 を 提 乱 し 


ZN フル 5 。 


な る と 思う 。 それ は ほど 上 難しく ない 改 造 で で 
きる と 思う 。 こ れ は 読者 の 演習 問題 し と し て 
し て お て こと に し よう 。 

ここ で 紹介 し た 木 の ょ うな 図形 は , フラ 
クタ ル 的 な 性 質 を 持っ て いる が 。 フラ クタ 
ル と は 呼ば れず に グラ フタ ル と 呼ば れ て い 
る そう だ 。 グ ラン フ 理 論 方 面 か ら の 言葉 らし 


い 。 
さき て, こう し た グラ フィ ッ ク デ ー タ の 自 
HÆK, 3 次 元 コ ンピュータ グラ フィ ッ 


ク に お いて , モデ リン グ の 強力 な 一 手法 と 
な る 。 ち ょ いと 角度 の 指定 な ど を 変え る だ 
GT, 単純 計算 の 得意 な コン ピュ ー タ の こ 
と , まっ だ く 違 っ た だ 木 の デ ー タ が あっ と い 
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IET き て bb まう か ら だ 。 そこ で この 記 
事 の し めく くり の 余興 と し て , 木 を 3 次元 
空間 内 に 生成 し レイ トレ ー シ ン グ で レン 
タリ ング す る と いう 無謀 な 試み わ や っ て み 
に 

treel1 の 3D 版 が tree3, tree2 の 3D 版 が tre 
e4 で ある 。 テ キス ト デ ー タ て 出力 する 関係 
か ら , レン ダラ に は C-TRACE を 使っ た が , 
木 の 枝 の 数 し いう の は あな どれ な いも の で, 
すでに 数 百 一 数 千 に な っ て し まう 。 お か ば げ 
で 描画 は あき れる ほど の ろ い 。 これ に 挑戦 
し た に ガガガ は 心して いた だ きた に 。 HEN 
HT, レイ トレ ー ス 用 の デー タフ ァイル を 
出力 する の で , それ を レン ダラ に か ける だ 
け で よい 。 レ ベル は , 最初 2 3 3 か ら 始 め 
だ ほう が 無難 で あろ う 。 5 一 6 に な る と も 
は や 人 遅い な ん て も の で は な く な る か ら 。 ア 
トリ ビュ ー ト 周り は ソー ス 中 に ベタ 書き な 
DT, 好き に いじ っ て ほし い 。 実行 結果 だ 


ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ tree2.c と ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ < ここ 


: /* 木 の 自動 生成 (2)*/ 


: #include <stdio.h> 
: finclude <basic0.h> 
"turtle.c” 


1 

2 

3 

4 

5: finclude 
6: 

T: void tree2( int, double, double ); 
8: 

9 


: void main() 


ti: int n; 

12: double t; 

13: screen( 2,0,1,1 ); 

14: printf( 再帰 の レベ ル を 教え て ちょ :”): 
19: scanf( "%d", &n ); 

16: pencolor( 1 ): 

17: printf( "分岐 の 角度 も 教え て ちょ :”): 
18: soanf( "%F", &t ); 

19: set( 256.0, 512.0, 90.0 ); 

20: tree2( n, 256.0, t ); 

21. return; 

22" | 


24: void tree2( n, length, t ) 
25: int n; 


図 10 tree3.c で 生成 する 木 


struct MOVREV { 
char index; 
double rx, ry, my; 
struct MOVREV * next; 


け 見 だ た いと いう 方 は カラ ー ペ ー ジ か 先月 号 
の 特集 扉 を 引っ 張り 出し て 見 て いた だ きた 
Us 
tree3 お よび tree4 の 解説 は 割愛 し , ヒン 
ト 程 度 を 図 10 に 示す 。 こ の プロ グラ ム て で 使 
っ て いる 「 自 己 参照 する 構造 体 」 と 再帰 呼 
び 出 し の 関係 に は 。 な か な か に 深い も の が 
あっ て 面 日 く (. けっ こう 高度 な テク ニッ ク 
だ と 自負 し て いる の だ が , ある 程度 C に 慣 
れ だ 人 が ソー ス と コメ ント を 読ん で も ら え 
ば 十分 と いう レベ ル の も の で , ここ で わか 
りや すく 説明 で きる 自信 が 僕 に は な い 。 K 
SR を 参照 し て ほし い 。 
* * 
再帰 呼び 出し と いう も の が 本 質 的 に 必要 
か どう か は 議論 の 対象 に な ろう 。 しかし, 
再帰 は ポイ ント を 鋭く 突い て 使え ば , これ 
ほど エレ ガン ト な も の も ない 。 K&R の あ 
る サン プル プロ グラ ム な ど は , 再帰 を 非常 


* 


に うま く 〈 く 使っ た 例 で ある 。 あ の レベ ル の プ 
ログ ラム が 書け る よう に な る に は 。, 多少 の 
修業 が 必要 だ ろう 。 

本 文中 ちょ くち ょ く 登 場 し た 日 本 語 C の 
ソース (7) は 。 プ ログ ラム も し て は アル 
ゴリ ズム の , ほん の エッ セン ス を 書い た も 
の で ある 。 これ と 実際 の ソー スリ スト の 間 
に は , 多少 の ギャ ッ プ が ある 。 それ は , Æ 
数 の 設定 や , ポイ ンタ の 調整 や , 座標 の 計 
算 と いっ た , 細か い 部 分 で ある 。 それ は 気 
合 と 根性 と 注意 力 だ けが 要求 きれ る 世界 で 
ある 。 それ ら 汚 れ 仕事 に 埋もれ て プロ グラ 
ム の 本 筋 が 見 を な く な る と いけ な い の で , 
日 本 語 C を 使わ せ て も ら っ た だ の だ 。 プ ログ 
ラミ ング の あら すじ を 日 本 語 C で 。 ユー デ 
ィング の 実際 を 本 物 の C で , と いう で あい 
に し て 見 比べ る と , も し か し た ら 勉 強 に な 
る か も し れ な いと 期待 し つつ , 今回 は この 
へ ん で 失礼 する こと に する 。 


26: double length, t; 

27: { 

28: double x, y, arg; 

29: 

30: ば (wow) í 

31: forward( length/4.0 ); /* 幹 の 長 さ の 1/4 の と ころ か ら 第 一 分 岐 */ 
32: get( 8x, &y, &arg ); 

33: right( -t ); 

34: tree2( n-1, length/2.0, t ): /* 半 分 の 大 き さ で 再帰 呼び 出し */ 
30: 

36: get ( X, Y, arg ES 

37: forward( length/4.0 ); /*1/2 の と ころ で 第 二分 岐 */ 
38: get( &x, &y, &arg ); 

39: right( t ); 

40: tree2( n-1, 1ength/2.9, -t ); 

41: 

42: set( x, y, arg ); 

43: forward( length/4.0 ); /*3/4 の 所 で 幹 を 伸ばす (これ も 再帰 ) */ 
44: tree2( n-1, length/2.0, t ); 

45: ) else { 

46: pencolor( 8 ): 

47: forward( length ); 

48: pencolor( 1 ): 

49: } 

50: return; 

01: } 


4 9 枝 5 に 注目 する 。 
原点 に 作っ た 円 柱 を 左 図 の 位置 に まで 移動 する に は : 


y y y y 
5 
4 
X 5 5 
5 4 3 
2 X X X X 


円 柱 を 作る 


原点 の 上 側 に ひと つ 下 の 枝 を 
移動 する 成長 させ る 


以下 同様 


し た が っ て , 枝 5 の 移動 量 は , 枝 | 4 の 成長 を 順に 合計 し た も の に な る 。 
C-TRACE で は , 枝 4 一 枝 | の 順に 記述 する と よい 。 
tree3. c で は , 枝 の 成長 に 伴う 移動 ・ 回 転 の 量 を MOVREV と いう 構造 体 に 格納 する 。MOVREV は 自己 参照 を 行っ て い 
T, next は 根元 に 近い 側 に 接続 し て いる 枝 へ の ポイ ンタ と な っ て いる 。 た と えば 枝 5 の next は 枝 4 を 指す 。 フ ァ イ 


) ル を 出力 する と き は , この next を 使っ て 枝 の 先端 か ら 根 元 に 向かっ て 移動 量 を た どれ ば よい 。 この 構造 体 は 再帰 呼 
び 出 し と と も に スタ ッ ク 上 に 生成 され , 次 段 呼 び 出 し の と き に その ポイ ンタ を 引数 と し て 渡し て いく 。 
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‘< FILE trot.: 


232232222259% tree3,c ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 


/#3D の 木 (レン ダリ ング は C- TRACE) */ 


include <stdio.h> 
: typedef struct MOVREV 1 
char index; /#* 既 つめ の 分 岐 か を 示す 通し 番号 */ 
double rx, ry, my; /* 枝 の 移動 量 */ 


MOVREV tnext;  /# 自 己 参照 : 構造 体 自身 へ の ポイ ンタ #/ 


struct 
} MOVREV; 


: void tree3D( int, double, double, double, MOVREVA ); 
: void mr _out( MOVREV* ); 
: void index out{ MOVREV* ); 


/* 移 動 量 を ファ イル に 出力 #/ 
/* 通 し 番号 を ファ イル に 出力 */ 


/* グ ロー バル 変数 : レイ トレ ー ス ファ イル */ 


: void main() 


( 


int n; 
double も ? 
MOVREV mr; 


printf( ネス ト の 深 さ を 教え て ちょ :”): 
scanf ( か “n j: 

printf( 「 枝 の 角度 も 教え て ちょ : | ); 
scanf( "%F", &t ); 

rdt=fopen( "TREE3.RDT", "wt" ); 


fprintf( rdt, "ratt\n' ); /#* ア トリ ビュ ー ト 部 は ベタ 書き #/ 


fprintf( rdt, “branch r¥n" ); /* 枝 の 表面 属性 */ 
fprintf( rdt, "Yt0.6 0.2 0.0¥n" ); 
fprintf( rdt, "Yt0.0 0,0 0.0Én” ); 
fprintf( rdt, "Yt10.0 100.0Én" ); 
fprintf( rdt, "leaf r\n" ); /* 葉 の 表面 属性 */ 


fprintf( rdt, "¥t0.0 0.8 0,0Xn" ); 
fprintf( rdt, "Yt0.0 0.0 0.0¥n" ); 
fprintf( rdt, "Yt10.0 100.0%n" ); 

fprintf( rdt, "earth rin" ); /* 地 面 の 表面 属性 */ 
fprintf( rdt, "Yt0.6 0.6 0.2¥n" ); 

fprintf( rdt, "Yt0.0 0.0 0.0Xn" ); 

fprintf( rdt, "Yt10.0 199.9\n' ); 

fprintf( rdt, "end¥n" ); 


fprintf( rdt, "tattYn" ); 

fprintf( rdt, "branch_tYn” ); IRON / 
fprintf( rdt, "Yt0.0 0.0 0.0Xn" ); 

fprintf( rdt, "Yt1.0Én” ); 
fprintf( rdt, "leaf t¥n" ) /* 葉 の 透過 属性 * ネ / : 
fprintf( rdt, "Yt0.0 0.0 0.0¥n" ); 

fprintf( rdt, "¥t1.0¥n" ); 
fprintf( rdt, "earth t¥n" ); /* 地 面 の 透過 属性 */ 
fprintf( rdt, "Yt0.0 0,0 0.0¥n" ); 

fprintf( rdt, "Yt1.0n" ); 

fprintf( rdt, "endYn" ); 


fprintf( rdt, "shp¥n" ); 

fprintf( rdt, "earth¥n" ); /* 地 面 は 巨大 な 薄板 */ 
fprintf( rdt, "YtbxYt1000.0Yt1.0ft1000,0%n"” ); 
fprintf( rdt, "Yt:myYt-1.01Yn" ); 

fprintf( rdt, "Yt*r earth r *t earth tYn” ); 


mr.indexz0; 

mr .next=(MOVREV*)NULL; /* ネ ルー ト は ポイ ンタ を NULL に する こと で 区 別 す る */ 
tree3D( n, 100.0, t, 3.0, ámr ); /#* 第 一 段 の 呼び 出し */ 

fprintf( rdt, "end*n" ); 
fprintf( rdt, "lit¥n" ); /* 光 源 そ の 他 も ベタ 書き */ 
fprintf( rdt, "1lti¥n" ); 

fprintf( rdt, "Ytpa 1.0 -0.5 0.0fn” ); 

fprintf( rdt, "Yt  10000.0Yn" ); 

fprintf( rdt, yt 1.0.1.0 1.Uln. 3): 

fprintf( rdt, "1t2Xn" ); 

fprintf( rdt, "¥tam 0.3 0.3 0.3Yn" ); 

fprintf( rdt, "end'n” ); 


void tree3D( n, length, t, r, next ) 
int 6 8 
double 
MOVREV 

{ 


length, t, r; 
Xnext; 


MOVREV mr; 


if (m0) í 
fprintf( rdt, "branch" );  /* 枝 ( 幹 ) の 生成 */ 
index out{ next ): 
[*x/ fprintf( rdt, "YtcyYtxfFtxfYt%fEn"”, r, -length*0.4, r ); 
/**/ fprintf( rdt, "¥t:my¥t%f¥n", length*0.4 ); 
mr_out( next ); 
fprintf( rdt, "Yt*r branch r *t branch t¥n" ); 


mr.index=1; IEA 
mr , rx=t? 
mr.ry=0.0; 
/* ネ * ネ / mr.my=1ength*0.2; /* 枝 の 長 さ の 1/5 の と ころ か ら 分 岐 す る */ 


mr , next=next ; 
tree3D( n-1, length*0.8, t, r*0.8, &mr ); 
mr. index=2; IBA / 
mr.rx=t; 
mr.ry=120.0; 
/**/ mr.my=length*0.4; /*2/5 の と ころ か ら 分 岐 する */ 


76・ fprintf( rdt, "back\t9.2 0.0 0.4Yn" ); 

ES fprintf( rdt, "allendYn" ); 

78: 

79: folose( rdt ); 

80: return; 

Bi: } SS 

82: 

83: void tree3D( n, length, t, r, next ) 

84: int n; /* 再 帰 レベ ル */ 

85: double length, t, r; /* 枝 の 長 さ 、 分岐 の 傾き 、 枝 の 半径 */ 

86: MOVREV  *next; /* 一 彼 根元 側 に ある 枝 の 移動 量 */ 

87: f 

88: MOVREV mr; /* 再 帰 呼び 出し と 共に 新しく 作ら れる 構造 体 */ 
89: 

90: if (n0) f 

91: fprintf( rdt, "branch" ); /*EK (82) の 生成 */ 

92: index_out( next ); /* 通 し 番号 付き で 名 前 を 出力 */ 
93: fprintf( rdt, "¥tey¥t%f¥t%f¥t%f¥n", r, -length*0.5, r ):/* 枝 (6%) を 作 
る */ 

94・ fprintf( rdt, "Yt:myFt%f*n", lengthr0.5 ); 

95: mr_out( next ); /* 枝 の 移動 量 を 出力 */ 

96: fprintf( rdt, "Yt*r branch r *t branch t¥n" ); 

97: 

98: mr.index=1; IB ÚE* / 

99: mr.rx=t; IL CR OA 

100: mr.ry=0.0; 

101: mr .my=length: /* 間 の 先端 か ら 分 岐 する */ 

192・ mr.nextznext; 

103: tree3D( n-1, length*0.8, t, rx*0.8, &mr );  /*# 再 属 */ 
104: 

105: mr.index=2; /* 第 二分 岐 */ 

106: mr.rx=t; / 欄 に 対し て 傾け て */ 

197・ mr.ry=120.0; /*1 20 度 回 す */ 

108: mr.my=length; 

109: mr.nextznext; 

110: tree3D( n-1, length*0.,8, t, r*0.8, émr ); 

LLE: 

112: mr . index=3; /* 第 三 分 岐 #/ 

113: merit 

114: mr.ry=240.0; 

115: mr.my=length; 

116: mr.nextznext; 

117. tree3D( n-1, length*0.8, t, r*0.8, &mr ); 

118 ) else {  /* コ メン ト を 取れ ば 葉 を 出力 する よう に な る #/ 

119: /# ご こ か ら fprintf( rdt, “leaf” ); 

120: index out( next ); 

121: fprintf( rdt, "¥tel¥t%f¥t%f¥ft%f¥n", rł2.5, r*5.0, r*0.5 ); 
122: fprintf( rdt, "Yt:myYt%fYn", r*5.0 ); 

123: mr_out( next ): 

124: fprintf( rdt, "¥tłr leaf r At leaf tin" ): こ こま で */ 
125: } 

126: return; 

eto] 

128: 

129: void mr_out( mr ) /*C-TRACE で は 、 移 動 量 を */ 

130: MOVREV Amr; /* 先 端 か ら 根元 に 向かっ て 順に 記述 する */ 
131: 1 

132: while ( mr->next != (MOVREV*)NULL ) { /* ル ー ト に 達する まで 繰り 返す */ 
133: fprintf( rdt, "¥t:rxy¥t%f¥ft%f¥fn", mr->rx, mery ); 
134: fprintf( rdt, "Yt:myEt%fYn", mr-»my ); 

135: mr=mr->next:  /*ー 段 根元 に 向かう */ 

136: } 

T37: return; 

138: } 

139: 

140: void index out( mr )  /* プ ブリ ミ テ ィ ブ 名 を 区 別 す る た め の 通 し 番号 */ 
141: MOVREV Xmr; 

142: ( 

143: while ( mr->»next != (MOVREV* )NULL ) ( 

144: fprintf( rdt, "%d", (int)(mr->»index) ): 

145: mr=mr—»next ; 

146 } 

147: fprintf( rdt, "¥n" ); 

148 return; 

149: ) 


mr.nextznext; 
tree3D( n-1, length*0.8, t, rx0.8, &mr ); 


“mr. index=3; /* 第 三 分 岐 */ 
mr.rx=t; 
mr.ry=240.0; 
/**/ mr.my=length*0.6; /*3/5 の と ころ か ら 分 岐 する */ 
mr.next=next; 


tree3D( n-1, length*0.8, t, rx0,8, &mr ); 


/**/ mr. index=0; /* 第 0 分 岐 ( 枝 を 延長 する ) */ 

/**/ mr.rx=0.0; 

/* ネ */ mr.ry=0.0; 

/**/ mr.my=length*0.8; /*4/5 の と ころ か ら 分 岐 する */ 

/**/ mr.nextznext; 

/* ネ *※/ tree3D( n-1, length* の 9.8, t, r*0.8, &mr ); 
) else { 

/* fprintf( rdt, "leaf" ); 


1index out( next ); 

fprintf( rdt, "\te1\t%f\t%f\t%fn" , rx2.5, rł*5.0, r*0.5 ); 
fprintf( rdt, "\t:my\t%f\n"', r*5.0 ); 

mr out( next ); 

fprintf( rdt, "Ytkr leaf r łt leaf tin" ):*/ 
} 


return; 


特集 2 再帰 大 作戦 
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特集 どじ プロ グラ ミン グ 応 用 編 


C 言 語 特集 ど びと, どう し て も X68000 が 主 
流 と な っ て 8 ビッ トマ シン は 陰 の 存在 と な 
っ て し まい ます 。 し か し ご 安心 な され 。 私 
が 今回 使う の は CP/M-80 上 で 走る C の な 
か で も か な り メ ジャ ー な egC (BDS-C) で 
す 。 これ な ら , MZ, X1 ユ ー ザ ー で 使え ます 
ね (当然 , 持っ て いな いと 使え ませ ん が )。 
な お , ここ で の プロ グラ ム は X68000 で も 動 
きま す 。 

ST, gC は 標準 的 な C か ら 6 一 部 の 機能 
が 削除 きれ た いわ ゆる サブ セッ ト 版 で す 。 
その だ た だめ, ちょ っ と 疑っ た こと を し よう と 
する と 動作 し な いこ と が あり ます 。 こ の 制 
限 の な か げ で 私 は 題材 に 困っ て し まい , $ 
げ 句 の 果て に 正規 表現 な ど と いう と ん で も 
な い 題 材 れ プロ グラ ム す る こと に な っ て し 
まい まし た (お か げ で 苦労 する する )。 


ME 


正規 表現 と 聞い て 皆 き ふん な に を 思い 浮か 
べ る で し ょ うか 。 言 語 を 表す た だ ため の 手 段 の 
ひと つと 答え て お く の が 無難 で し ょ う (a 
ン パ イラ 関係 の 本 だ と , 言語 で は な さく 字 旬 
と 書い て あり ます )。 で も だ た いて い は CP/ 
M や Human, MS-DOS な ど で 使 える ( あ 
と , BASIC で も 使え たか) ワイ ルド カー ド 
の も っ と すご いや つと か , UNIX 上 で お 目 
に か か れる 摩 記 不思議 な 表現 と いう 程度 で 
し か 知ら な いと 思い ます の で , ここ で は 正 
規 表 現 の 定義 も 述べ て お な おく こと に し ます 。 
読ん で いて 頭 が 痛く な っ だら, 読み 飛ば し 
て も ら っ て も か まい ませ ん 。 まず は 定義 の 
下 準 備 と し て 言葉 の 説明 (EX) か ら 
・ 記 号 (文字 ) 

a, b, Ce や , あ , 5 a DŁ 5 に 表 
る れる も の を 記号 と 呼び ます (文字 と も 呼 
ば れ ま す )。 

・ ア ルフ ァ ベ ッ ト 

記号 の 集合 の こと を アル ファ ベッ ト と 呼 
び ま す 。 た と えば , 記号 a,b か ら な る アル フ 
ァ ベ ッ ト は {a,b} と な り ま す (0) は 集合 
と いう こと )。 日 常 で いわ れ て いる アル ファ 
ベッ ト と は ta b, cC, …… Ze Te 
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8 ビッ ト で も C 言語 


ツ じ で 書 く 正規 表現 


CP/M 上 で 動作 する C 言語 の な か で は も っ と も 広まっ て いる 
と 思わ れる aC (BDS C の サブ セッ ト ) を 使っ て 文字 列 の 正 


Motohashi Jun 


本 橋 純 


語 (文字 列 ) 

ある アル ファ ベッ ト に 属す る 記号 を 有限 
個 並 べた も の を , その アル ファ ベッ ト の 上 
の 語 と いい ます 。 だ た と えば , アル ファ ベッ 
ト >=ー (a,b) の 上 の 語 は , 

a, b, baab, abaaba, …… 

の よう に な り ま す 。 それ と , 記号 の 個数 が 
0 の と き の 語 は 空 語 と いい , = で 表す こと に 
し ます (計算 機 上 で の ヌル スト リン グ を 連 
想 す る と よい で し ょ う ね )。 


・ 言 語 


ある アル ファ ベッ ト ヌ 上 の 語 の 任意 の 集 
合 を る 上 の 言語 と いい ます 。 Ak LT, 3= 
{a,b} の と き の 上 の 言語 は , 
(e, a, b, baab, abaaba, …… } 
と な り ま す 。 な お ぉ , 空 集合 は る で 表す こと に 
し ます 。 
・ 連 接 
同 ア ルフ ァ ベ ッ ト 上 の 2 つの 語 を 接続 し 
て 新た な 語 を 作る こと を , 語 の 連接 と いい 
ます 。 だ と えば, 
アル ファ ベッ トニ { あ , い } 
語 A= あ いあ , B= いい 

と する と , A と B の 語 の 連接 AB は 
AB= あ いあ いい 

と な り ま す 。 

ま に 。 2 つの アル ラク アパ ペッ トト の 言語 
接続 し て で きた だ 新しい 言語 を , 言語 の 連接 
と いい ます 。 言語 の 連接 は 2 つの 言語 に 含 
まれ る 任意 の 語 を 連接 し て 作っ た 語 の 集合 
と だ な だ り ま す 。 だ た だ と える は ば, 

21= { い , ろ , は 2 ニ (12, ほ , へ } 
Ll= 1 い の みい いろ) 
L2= {( ほ べ へ, に へ } 
と し だ と き ,L1 と 上 2 の 言語 の 連接 L1L2 は 

LIL2= {いろ い ほ へ 。 いみ ろ い に へ , 

い は ろ ほ へ , vids) 
なり ます 。 


過 TN 
ML nk 
E oR 


I 
z 


の よう に 
・ 閉 包 
語 上 を 自分 自身 に 任意 回 連接 し た も の 
語 の 閉包 と いい , し *※ で 表し ます 。 
Lx*= {e} ULULLULLLU…… 
だ た と えば , L= (mz,x) ¿3 52, 


Lx*= (e, mz, x, mzmz, mzx, mzmz 


規 表現 を プロ グラ ム し て み ま し ょ う 。 サ ンプ ル は XC な ど で 
も 実行 可能 で す 。 


と な り ま す 。 
ST, これ ら を 踏ま は を た うえ ぇ で 正規 表現 
の 定義 は 次 の よう に な り ま す 。 
・ 正 規 表現 
アル ファ ベッ ト ヌ 上 の 正規 表現 と 正規 表 
現 が 表す 集合 (言語 ) は , 
1) ぁ は 正規 表現 で 空 集合 みあ を 表す 。 
2) e は 正規 表現 で (e) を 表す 。 
3) 上 の 各 要 素 a に つい て a は 正規 表現 
で あり , la) を 表す 。 
4) s,t を 正規 表現 と し , それ ら が 示す 集合 
PS TT と する と , 
(s+t) 2S, TOMEASUT 
(st) は S, TT の 連接 ST 
(s*) は S の 閉包 S * 
を 表し , それ ら は 正規 表現 で ある 。 
5) 1) 一 4) を 有限 回 用 いて 導 か れる も の 
以外 は 正規 表現 で は な い 。 
わか り づ らい と 思う の で 例 を 挙げ る と, 
ター {a,b}) と する と , a,(a 十 bb), (ab) 
な と ど は 正規 表現 で .。 それ ぞ れ 集合 {a}, 
la, bj, lab) を 表し て いま す 。 
まだ , == [X,0,6,8) の と き 
(X68) (0*) = (x58) {g,0,00,000……) 
= (x68, x680, x6800, x68000, ---) 
の よう に な り ま す 。 
こう し て みる と 基本 は 和 集 合 , 連接 , PA 
包 で す が , 次 で 述べ る よう に 現実 で 用 いら 
れ て いる 正規 表現 は 便宜 的 な 記号 を 用 いて 
機能 付加 を し て いま す 。 


は 実際 に 正規 表現 あわ プロ グラ ミン 
グ す る わけ で す が , 定義 を の も の を その ま 
ま プ ログ ラミ ング し て も る も 面白く な い の で , 
世の中 で 活躍 し て いじ る も の に つい て 作る こ 
と に し ます 。 そ こ て で 今回 は , UNIX 上 の 2 大 
エディ タ の ひと つ で ある (と 枕詞 を つけ て 
お こう ) emacs で 用 いら れ て いる 正規 表現 
を 作っ て み ま す 。UNIX の シェ ル の も の で 
な くく な ぜ emacs な の か と いう と ,。 マニ ュ ア 
ル を 持っ て いる か ら , と いう 単に それ だ け 


の 理由 か ら で す 。emacs で の 正規 表現 の 構 
文 は 結構 多い の で , ここ で は を その 一 部 分 を 
プロ グラ ミン グ す る こと に し ます 。 

emacs 上 の 正規 表現 で "りり (まり ( 十 う 
の パト, 中) 補 の 文字 は 特別 な 意味 を 持ち ま 
す 。 こ れ 以 外 の 文字 は 通常 の 文字 びす 。 た 
だ し , 学 が 前 に ある と き は 少々 違っ て きま 
す 。 

通常 の 文字 は 単純 な 正規 表現 で 文字 を の 
ちの に マッ チ し ます 。 た だ た 上 えば 。 は 文字 
列 'x' に マッ チ す る 正規 表現 で す 。 ま た , 
mm, 2Z を 連接 きせ る と mz と な り ま す の で , 
文字 列 'mz に マッ チ す る と いう よう に な る 
わけ て すね 。 こ れ だ け な ら 585-0S 上 の エディ 
タ で も 持っ て いま す が , 次 か ら 6 述べる 特殊 
文字 に よっ て 自由 度 は 格段 に 広がり ます 。 

これ は 改行 文字 以外 の あら ゆる 1 文字 に 
マッ チ し ます 。 た だ たとえば, MTRM THA 
まり で 終わ る 3 文字 に マッ チ し ます 。 O 
まり , MIT'*, “Monster-Attack-Team” 
の 略称 の IMAT', MED) …… と マッ チ す る 
わけ で す 。 

2 

これ ば 定義 の 部 分 で 述べ だ 閉包 の 記号 で 
すか ら , 前 の 正規 表現 を 可能 な 限り 繰り 返 
すこ と を 意味 し ます 。 当然, 前 の 正規 表現 
が 1] 回 $ も マッチ し な く て も , マッ チ す る わ 
け で す 。 で , 前 の 正規 表現 は 最小 の も の が 
適用 きれ ます 。 だ たとえ ば, ab*' な ら '*※' は 
DP に つい て 繰り 返す と いう よう に な り ま す 。 

ST, '※*' の 動作 は 次 の よう に な り ま す 。 
が 現 れる と まず マッ チ す る も の が で き 
る だ け 長 く な る よう に し ます 。 次 に 残り の 
正規 表現 に つい て マッ チ る せる わけ で す が , 
これ が 失敗 し た だ た ときには ひと つ 前 の 状態 に 
戻り 同様 に 残り が マッ チ す る か を 試み ます 。 
例 を 挙げ て 説明 し まし ょ う 。 

や D*bc' を bbbc に マッ チ る させ る こと を 試 
み ま す 。 まず, 'b*' に よっ て すべ て に マッ 
チ し た と する と 残り は 正規 表現 側 は 
Dc で すか ら マ ッ チ 失敗 で す 。 そ を そこ で ひと 
つ 戻 る と bcc と となり ます か らら マッチ し ます 。 
20D, ここ で は ①b*' は bb' に マッ チ し た 
わけ で す 。 

q 

これ は '* ネ と 同様 の 働き を し ます が , こ の 
正規 表現 は 少な く と も 1 回 は マッ チ し な け 
れ ば な ら な いと ころ が '*※' と は 異な り ま す 。 
だ と えば , “ab+c iitabe, "abbbe'r な ど に は 
マッ チ し ます が , ac に は マッ チ し ませ ん 。 
los 

これ は 前 の 正規 表現 が 0 回 か 1 回 マッ チ 
し だ らき に マッ テ し ます 。 


A 
《 2 


これ は 行 の 先頭 の 空 文字 に マッ チ し ます 。 
それ 以外 は マッ チ し ませ ん 。 た だ たとえ ば, C 
abc' は 行頭 に ある 'abcc に マッ チ し ます 。 
gr 

これ は 行 の 最後 に マッ チ し ます 。 
xp 

これ は 特殊 文字 の 機能 わな くす だ た め に 用 
いる こと と , 次 か ら 述 べ る 構成 要素 を 作る 
の に 用 いら れ ま す 。 だ た と えば , ' ぎ $' は ⑪' の 文 
字 に マッ チ し ます 。 う 一 ん , バッ クス ラッ 
シュ じゃ な いと 気分 が 出 な いな あ 。 王 だ と 
エス ケー ズ グ 文 字 に 見 えな いも ん な あ 。 
gp 

これ は わか り ま す よ ね 。 改行 文字 に マッ 
FLT 
ge 

これ は タグ 文字 に マッ チ し ます 。 
Y | ) 

これ は 選択 を 表し ます 。 た と えば , “cz | 
mz な ら 'c あるいは ‘mz に マッ チ し ます 。 
これ は 定義 で いう と ころ の (s+t) の 十 と 同 
じ で すね 。 
Y (Y) , 

これ は グル ー プ を 作り ます 。 こ の 利用 方 
法 と し て は 次 の よう な も の が あり ます 。 な 
お , 私 の プロ グラ ム で は E (E) Y) ' の 
ょ うに 入れ 子 は (問題 点 は 多少 ある も の の ) 
一 応 可能 で す 。 
1) FEF "の 選択 範囲 を 定め ます 。 つ まり , 
‘Oh¥ (MZ¥ | XX) "は 'OhIMZ' か Oh!X "に 
マッ チア し よ す 。 
2) ※* な ど が 利用 で きま す 。 た と えば , 


“af (ha\) *’lłʻa’, “aha”, ‘ahaha’ に マ 
ッ チ し まず 。 

3) 次 で 示す ' ぎ digit に 利用 し ます 。 
digit 


LIE) に よっ て マッ チ し た 65。 それ 
IES (~¥) は ' 宰 digit で 表現 で きま 
す 。 つま b, “digit 番 目 に 出 て きた 学 ( 一 ) 
て マッ チ し た テキ スト "を 意味 し ます 。 
‘digit は 1 か ら 9 ま で で , E (E) "が 10 個 
以上 出 て くる 場合 は 最初 の 9 個 に 対応 し ま 
す 。 例 を 挙げ て お く と , Y (test\) \1' は 
'testtest' に マッ チ し ます 。 

《 [~] り 

"は 文字 集合 の 始め , J "は 終わ り を 表 
し ます 。 だ と えば , [xy は"' あ るい は ツ 
に マッ チ し ます 。 と いう こと は 学 ( FA] 
~F) の か だ ち て 各 有 要素 が 1 文字 の 場合 と 


同じ 意味 で すね 。 ま た だ , を 用 いる こと で 


文字 範囲 を 書く こと が で きま す 。 たとえば, 
“la-z] ' は すべ て の 英 小 文字 に マッ チ す る 
と いう こと に な り ま す 。 


な お , 前 で 述べ て きた 特殊 文字 は この 中 
で は 特殊 で は な く 通 常 の 文字 と た し て 扱わ れ 
ます 。 を その 代わ り , 別 の 特殊 文字 が 存在 し 
ます 。 それ は ーッ TT これら 6 の 文 
字 を 文字 集合 に 含み た い 場 合 に 中 一 "は 最 
初 に 持っ て いき , は 最初 以外 に 持っ て い 
きま す 。 ま た , "一 ' は "ーーー' の よう に 範囲 
の か だ た ち で も 書け ます 。 と いう こと は , す 
べ て を 含ま せる と き は " [] ーー] ' の よ 
うに すれ ば よい わけ で す 。 

( [~n] 0 

"の 直後 に "が くる と き は 文字 の 補 集 
合 を 意味 し ます 。 つ まり , 内 部 に 書い た 文 
字 以 外 に マッ チ す る わけ で す 。 だ た と えば , 
[aーzA-Z0-9] ' は 英 数 字 以 外 に マッ 
た し ます 。 


A 


私 は 100 行 以上 の C の プロ グラ ム を 作る 
の は 2, 3 回 目 ほ し いっ た だ た C ビ ギ ナ ー な の で , 
まだ まだ 修業 が 足り ませ ん 。 その た め , Y 
ログ ラム は 結構 見 苦し いと ころ だ 65 け だ と 
思い ます が 勘弁 し て くだ さき さい 。C で の 文字 
列 の 扱い 方 を 簡単 に 述べ て お いて か ら , Y 
ログ ラム の 説明 を する こと に し ます 。 

C で は BASIC の よう に 文字 列 型 と いう 
型 は あり ませ ん 。 文字 (char) 型 の 配列 で 
文字 列 を 扱い ます 。 その 際 に 文字 デー タ の 
後ろ に 07 が くっ つき ます 。 これ は 文字 列 
は これ で 終わ り で す よ と いう こと を 示す だ 
め の 印 で す 。 例 を 挙げ て な 〈 と , “xyz” が 文 
字 配 列 a [] に 入っ て いる と き は , 

a101=X, al sy, a 2 に WS Aa 
[3] ="%0' 
の よう に な っ て いま す 。 つまり, n 文 字 (n 人 
0) の 文字 列 を 格納 する に は 長 さ る n 十 1 の 配 
列 が 必要 と な り ま す 。 

この よう に , C で は 文字 単位 が 基本 で を 
れ を 集め て 文字 列 を 作っ て いま す 。 文字 列 
単位 が 基本 の BASIC と は 考え 方 が 逆 で す 
ね 。 で すか ら , 当然 文字 列 処理 の 方 法 も 逆 
に ぴり ます 。 

・ 文 字 単 位 の 処理 

文字 列 の k 文 字 目 の 文字 を 得る とき , C 
で は a [k-1] で 得 ら 6 られ ま す 。 こ れ に 対し 
BASIC で は , mid$ (A$, k, 1) の よう に 関 
数 を 用 いな いと 得 ら れ ま せん 。 

・ 文 字 列 単 位 の 処理 

文字 列 の 代入 を 行う 際 , C で は 関数 str 
cpy を 用 いて , strcpy (a, “abc”) : の よう に 
し な けれ ば 代入 で きま せん (初期 設定 以外 
の と き )。 しかし, BASIC で は 代入 文 A$= ニ 
"abc" で すみ ます 。 
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き て , 1 文字 の 内 容 を 得る の に , さっ き は 
a lk 一 1] の よう に 配列 の 添え を 字 を 用 いて い 
ます 。 現在 位 置 が 何 文字 目 か を 知ら な けれ 
ば な ら な いと き は これ で も よい の で す が , 
何 文 字 目 か を ん な に 重要 で な い 場 合 は ボ ポイ 
ンタ を 用 い だ ほ は う が す っ きり 記述 で きま す 。 

ポイ ンタ と は は ほか の 変数 の アド レス を 持 
つ 変 数 の こと で す 。 マ シン 語 を 知っ て いる 
人 は お ゎ お 有 馴 光 み だ と 思い ます 。 例 を 挙げ て 軽 
〈 説明 し て お きま し ょ う 。 ここ で は , 文字 
ポイ ンタ を char *pa: と し て , 前 述 の “xy 
2" を 入れ だ a [] を 用 いる こと に し ます 。 

まず , a [0] の アド レス を pa に 代入 し ま 
す 。 こ れ は , 

pa = ka [0] ; 
の よう に し ます 。' 六 ' は 変数 の アド レス を 示 
す 演 算 子 で すね 。 な お , 配列 名 は 最初 の 要 
素 の 位置 と 同じ な の で 上 記 の 式 は pa = a; 
と も 書け ます 。 こ うし て a [0] の アド レス 
を 得 だ た わけ で す が , 内 容 を 参照 し な いな ら 
意味 は あり ませ ん 。 

を こ で 参照 する た め に は , *pa の よう に 
し ます 。'*'" を ポイ ンタ の 前 に つけ る と, を 
の ポイ ンタ の 内 容 を 参照 する こと が で きる 
わけ で す 。 こ こ で は a 0] の 内 容 'x' が 参照 
きる れる の で 

c= *pa; (c は char 型 と する ) 
な ら ば , c に 'x' が 代入 きる れ ま す 。 

さて, 次 に a [1] を 参照 し た いと し ま 
す 。 参照 方 法 の ひと つ は , * (pa 十 1) で す 
が , これ で は a [0+1] と 大 差 あ り ま せん 。 
そこ で , pa の 値 を 1 加え て (つま り , pa++; 
を し て ) all の アド レス に し ます 。 す る 
と *※pa は 今度 は a [1] の 内 容 'y を 参照 し て 
いま すこ の よう に で さま の アド セス に 名 
減算 し て , 参照 位置 を 変更 びき る の で , ポ 


表 1 MZ-2500 の マッ チン グ 
ポイ ンタ 位置 以降 の 内 容 
count digit デー タ 
0 mz-2531 Y(mz-Y)[0-9]% 
->1 mz-2531 mz-Y) 
1 z-2531 z-Y) 
1 -2531 -Y) 
<-1 2531 Y) 
0 2531 [0-9]x 
=+1 0 531 [9-9]* 
232 0 31 [9-91* 
=>3 0 1 [0-9]x 
sA 0 YO [0-9]% 
4 0 YO \ の 
ce 0 
e 0 
r> 0 
0 
R2 マッ チン グ 和 失敗 
ポイ ンタ 位置 以降 の 内 容 
デー タ 正規 表現 コメ ント 
Xit HC¥ | SMC 
Xit SMC 
15 HC¥ | SMC 
1t SMC 
t HCY | SMC 
t SMC 
YO HC¥ | SMC 
\ の MC 
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イン タ は 便利 な わけ で す (も ちろ ん , ほか 
に も ポイ ンタ は 役立つ こと だ ら 6 け で す が )。 
な お , alk] の か だ ち は 実 際 は * (a+k) 
ら 骨 じじ こと て す 。 

ST, ブログ ラム の 説明 で す 。 ま ず , R 
体 的 な 利用 法 を 述べ て お きま す 。 関 数 
regexpD は 次 の よう に な っ て いま す 。 

int regexD (Char **x, char * *y) 

使用 法 は , 呼び 出す 側 で 文字 ポイ ンタ の 
ポイ ンタ (char **) を 作っ て お いて , x 
の 中 に 文字 ゲー タ の ポイ ンタ を 入れ , yO 
中 に 正規 表現 の ポイ ンタ を 入れ て か ら 呼 び 
出す , ある い は 文字 ポイ ンタ に "徹し を つけ て 
アド レス を 渡す よう に し て 呼び 出す と いう 
2 通り の 方 法 が あり ます 。 で , 戻り 値 は 正 
規 表 現 の 構文 が むか し く て エラ ー に な っ た 
場合 2 を , マッ チ に 失敗 し た 場合 0 を 返し ま 
Fo そして, マッ チ し た 場合 は 1 を 返し , 
か つ x の 中 に マッ チ 開 始 位 置 を , y の 中 に マ 
ッ チ 終了 位置 を 入れ て 戻る よう に し て あり 
ます 。 な お , この 関数 は あく まで テス ト の 
た め に 作っ た も の な の で , 適当 に 変更 し て 
使う こと を お すす めし ます 。 

関数 regexp は 単に 処理 本 体側 の た め に 
変数 な どの 用 意 を する いわ ば お 騰 立 て 関数 
で す 。 処理 自身 は regmain と いう 関数 が 行 
Cid. この 関数 は , 

int regmain (int i, int c, 

char **pds, char * * pde, 

char * *prs, char * * pre) 

と , 引数 が 6 つ あ り ま す 。 以 下 で 用 途 の 説 
明 を し まし ょ う 。 

まず 。 Int 1 に つい て 。 こ れ に は 〒 そ (や )" 
の 出現 回 数 を 入れ て あり ます 。int c は ?, 
" 十 。「 来 "て マッ チ し た 回 数 が 入っ て いま す 。 
残り の 4 つの 文字 ポイ ンタ の ポイ ンタ は 呼 


マッ チチ 位置 

開始 終了 コメ ント 

m 

m 

m 

m \¥) な の で マッ チ で 戻る 

m \(~¥) が 最初 な の で 開始 も 返し た 
: 2 が マッ チ し た の で 再帰 に 入っ た 
1 

YO 9 の 個 で の マッ チ だ か ら 再 帰 は 停止 
YO 1  \9 の 手前 の 1 が 終了 位置 と な り 戻 る 
< i 終了 位置 を 返し 続け る 

5 1 

m 1 これ で 処理 終了 


マッ チ 失 敗 に より \| の 次 へ きた 


デー タ 終 了 位 置 で マッ チ 和 失敗 だ か ら 和 失敗 で 終了 


び 出 す と き に は デー タ の 開始 位置 , 終了 位 
中, 正規 表現 の 開始 位置 , 終了 位置 が 入り 
ます 。 そして, 戻る と き は マッ チ 開 始 位置 , 
終了 位置 , 正規 表現 の 現在 位置 , 終了 位置 
が 入れ られ , 関数 の 戻り 値 は 上 記 の regexp 
と 同じ で す 。 

IT, これ ら の 引き 数 を 一 見 する と 文字 
ポイ ンタ の ポイ ンタ 以外 は 用 途 が は っ きり 
ES, いっ だ いな ん の 役に立つ ん だ と 思わ 
Kame LNI EAs し か し 5 1566 は と も に 
関数 regmain を 再帰 的 に 呼び 出す と き に 意 
味 を 持つ 引数 な の で す 。 こ の 2 つの 引数 が 
と どう 使わ れる か を , 文字 列 デ ー タ が “mz 一 
2500”, 正規 表現 が “\ (mz-— Y) [0—9] *" 
の と き を 例 に し た も の を ( 表 1) に 示し て 
お きま す の で 見 て くだ さる い 。 

これ を 見 れ ば わか る と お り ' 演 (一 \) "は 
内 部 を 調べ る の に は 再帰 し た ほう が 楽 で す 
(入れ 子 可能 に し た だ め , ほとん ど LISP の 
ノリ な っ て し よろ うだ)。 

それ に '*'" に いた だ っ て は 構文 の 説明 の と 
ころ で 述べ だ た よう に , マッ チ に 失敗 し た ら 6 
ひと つ 前 に 戻る と いっ た だ こと を 行い ます か 
ら , 処理 に 再帰 を 利用 し た ほう が プロ グラ 
ミン グ は 格段 に 楽に な り ま す 。 しかし, $ 
帰 に する と メモ リ 効 率 , 速度 の 面 で は 不利 
に な り ま す の で , メモ リ が 多く 取れ な い 場 
合 (特に 8 ビッ トマ シン ) や , 速度 重視 の 場 
合 は 使わ な が いこ と に 越し た こと は あり ませ 
ん (今回 は 楽 を し た いた め 再 帰 を 使っ た )。 

次 に マッ チ に 失敗 し た と き の 処 理 を 述べ 
て お きま す 。 まず, マッチ に 失敗 し だ 6 正 
規 表 現 の 残り も サーチ し て | が ある か 
どう か を 調べ ます 。 FALTO, デー タ 位 
置 は 最初 に マッ チ し た 次 の 位置 へ (一 度 も 
マッ チ し て な か っ た ら 開 始 位置 の 次 ) に 戻 
し 正規 表現 は ぎ | ' の 次 か ら と な り ま す 。 存 
在 し な か っ だ ら 次 の 処理 を 行い ます 。 

デー タ の 終了 位置 に きた な ら ば , 最後 ま 
で 調べ て 失敗 し た の だ か ら , “失敗 "で 戻り 
ます 。 デ ー タ の 途中 な ら デ ー タ 位置 を 最初 
に マッ チ し た 位置 の 次 に 戻し , 正規 表現 も 
最初 に 戻し し ELTE (~¥) "で マッ チ し 
た 個数 も 初期 化し ます 。 失敗 の 流れ を デー 
32 “X1t”, 正規 表現 “HC\ | SMC" で ( 表 2 ) 
に 示し て お きま す 。 


て お きま す 。 まず, ツー スリ スト を エディ 
タ を 使っ て 入力 し ます 。 を の 際 に ファ イル 
の 拡張 子 は “.C" に し て お きま す 。 次 に 
“SAMPLE.C" を コン パイ ル し だ た いと し 


Te そし た ら 。 
A>CC SAMPLE 
と コマ ンド 入力 を し ます (ここ で は 拡張 子 
は 書か な く て も 平気 で す ) すると, 
BDS Alpha—C Compiler v1.51 
(partI) 
35k elbowroom 
BDS Alpha—C Compiler v1.51 
(partII) 
32k to spare 
の よう な メッ セー ジ が , エラ ー が な い 場 合 
表示 る され ます 。 エ ラー が あっ たら エ ラー メ 
ッ セ ー ジ が 当然 表示 る され ま す 。 で, 無事 コ 
ン パ イル 終了 し だ ら 6 双 C じ な ど と は 異な り 実 
行 形式 の ファ イル は まだ で き あ が っ て いま 


いう 長い 名 前 の ファ イル “SAMPLE. CR 
"が て き て いる だ け て す 。 そこで て, 実行 フ 
ァイル を 得る た め に , 

A>CLINK SAMPLE 
と いう コマ ンド 入力 を する と エラ ー が な け 
NIF, 

BDS Alpha—C Linker v1.51 

Linkage complete 

40K left over 
の よう な メッ セー ジ が 表示 る れ ま す 。 ここ 
で は “.CRL" フ ァイル を リン カ に 通し , PE 
準 関数 な ど と リン ク を し ます 。 を そう し て , 
ゃ や っ と “SAMPLE. COM" が で き あ が る わ 
け で す 。 め で だ た し めで た し 。 

xX * x 


多少 な り と も 理解 が 深め られ た でしょ うか 。 
読ん だ だ け で は わか ら な いな ら , ADET 
みて いろ いろ と 試し て みる こと を お すす め 
し ます 。 そ の 際 に 関数 regmain 中 の printf 文 
を コメ ント で は な くし て 途中 の 情報 を 表示 
させ て みる と と どん な 処理 も し て いる か , 視 
覚 的 に も わか る と 思い ます 。 

ここ で 作っ た プロ グラ ム は 機能 を 追加 し 
ko ( 逆 方 向 検索 も 簡単 に 実現 で きる と 思 
いま す ), 改造 し まく る な り , 美しく 記述 し 
だ り , ある い は 虫 を 見 つけ だ ら 退 治す る な 
り と どん どん いじ くっ て 活用 し て くだ さい 。 
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A y ロロ ケー タダ ブル パオ ナリ アデ イル と ŠT, これ で 皆さん も 正規 表現 に つい て "GNU Emacs マ ニュ アル 」 共立 出版 
ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ regexp.C ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 75: for (bufen = *x; *bufen '= EOB; bufen++) /* 終了 位置 を 求め て いる 。 x/ 

1: #include <stdio.h> /* tinclude <bdscio.h> */ 76: ; 

Da 77: for (regen = *regen != EOS; regen++) 

3: fdefine EOB '¥0’ 78: K 

4: #define EOS ’¥0’ 79: digmax = 0; /* digmax 初期 化 */ 

5: 80: flag = regmain(0, 0, x, &bufen, y, &regen); 

6: #define UNMATCH 9 81: *y = bufen; 

7: #define MATCH 1 /* bit 0: MATCH/UNMATCH (1/0) */ 82: return flag; 

8・ #define ERROR 2 /* bit 1: */ 83: } 

9: define FIRST 4 /* bit 2: FIRST/not (1/0) */ 84: 

10: #define MOV 8 /* bit 3: MOVE/STAY (1/0) */ 85: /* %%%%%%%%%%6%%%%%%%%%%% LEEK */ 

LE 86: int regmain(i, c, pds, pde, prs, pre) 

12: fdefine NOT 2 /* bit 1: 補 集 合 / 集 合 (1/0) */ 87: int i; /* digit */ 

13: 88: int c; MORIR P TOR y FEA */ 

14: /* 正規 表現 テス ト */ 89: char **pds, **pdei /* 評価 文字 列 ポ イン タ ポ イン タ 開始 位置 , 綱 了 位置 +y 
15: 90: char *kprs, **prei /* 正規 表現 ポイ ンタ ポイ ンタ 開始 位置 , 終 了 位置 */ 
16: int regexp( ) : 91; 1 

17: int remain(); 92: char *d; /* 評価 文字 列 現在 位置 */ 

18: char *getend(); 93: char tr, *r0;  /* 正規 表現 現在 位置 、 前 回 位置 */ 

19: 94: int f; /* flag */ 

20: /k -=-- --- main _- ーー - - */ 95: 

21: main() 96: d = *pds; 

22) { 97: r = *Xprs; 

pa: char *wp; 98: f = FIRST | MOV; 

24: char *x, *y; 99: 

25: char regdt[256], buffer[256]; 100: while (1) { 

26: int f; 101: { /* 途中 経過 の 表示 (不要 な ら 消し て 下さ い 。) */ 
ZI: 102: nt J 

28: while (1) { 103: char *pt; 
29: printf ("buffer?:Yn"); 104: 

30: gets(buffer); 105: for (j = Ci j--; ) 

31: while (1) { 106: putchar(” '); 

32: printf ("regexp?:Yn"”); 107: printf (Xa Xd] Kx: *, e, i, E); 

33: gets(regdt); 108: for (pt = d; pt != *pde; putchar(*pt++)) 

34: if (regdt[0] == 'Y0*') break; 109: を 

35: 110: putchar(*Yt”); 

36: x = buffer; 111: for (pt = r; pt != *pre; putchar(*pt++)) 

SES y = regdt; 112: : 

38: f = regexp(&x, &y); 113: putchar('Yn'); 

39: printf ("Ynbuffer: %sinregexp: %s\n", buffer, regdt); 114: } /* 表示 終了 */ 

40: switch (f) ( 115: 

41: case MATCH: 116: TO sr: 

42: printf ("MATCH!¥n"); 117: f &= “MATCH; 

43: for ( ; x != y + 1; putchar(*x++)) 118: JE 基 の 、 だ コ ご ニニ モニ ニジニ コピ ニニ ニュ ユニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ジニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ */ 
44: ; 119: if (r == *pre) ( 

45: putchar(*Yn?); 120: if (f € FIRST) return ERROR; 

46: break; 121: *prs = r; 

47: case UNMATCH: 122: *pde = d - 1; 

48: printf ("xxxxUNMATCHxxxx¥n" ) ; 123: return MATCH; 

49: break; 124: } 

50: case ERROR: 125: JE AL LETICIA */ 
51: printf ( "@@@@ERROR@@@@\n” ) ; 126: switch (*r++) [ 

52: break; 127: [iea aesae eaea r a 1! $y 
53: } 128: case '.”: 

54: ) 129: if ((*d) && *d != ’¥n’) f |= MATCH; 

55: } 130: break; 

56: } 131: Piee ーーー n gy 
57: 132: case ’^’: 

58: /* regular expression */ 133: if (*(d-1) == ’¥n’ || (digmax == 0 && d == tpds)) ( 
59: /* MON Oct 23 1989 by motoha-j */ 134: f |= MATCH; 

GO: /* く くく くく くく くく くく くく くく く >>>>>>>>>>>>>>>>>*/ 135: f &= MOV; 

61: struct matchdata ( 136: ) 

62: char *buf; /* マッ チ 開 始 位置 */ 137: break; 

63: char *bufend; /* マッ チ 終 了 位 置 */ 138: ーー ツー ベト ーー ニー ニニ ーーーーーーーー ニ ーーーーーー…ー…ーーーーーーーー t$! 2 
64: } w[10]; 139: case ’$': 

65: int digmax; /* digit 最 大 値 */ 140: if (*d != 'Yn' 48 d != *pde) break; 

66: 141: f |= MATCH; 

67: /* %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 正規 表現 テス ト */ 142: f &= “MOV; 

68: int regexp(x, y) 143: break; 

69: char *Xx; /* in: 評 価 文字 列 ポ イン タ の ポイ ンタ out: マ ッ チ 開始 位置 */ 144: / ネ ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー IP E 
70: char *#y; /* in: out: マ ッ チ 終了 位置 */ 145: case '[? 

7i: í 146: ( 

72: char tbufen, *regen; 147: int fi: /* local flag */ 

Tas int flag; 148: 

74: 149: if (r == *pre) return ERROR; 


特集 2 gC で 書く 正規 表現 129 


159: else if (dp ニニ パシ) { /* 縛 集合 か 否 か */ 
151: r++; fi = NOT; 

152: } 

159: else fl = 0; 


155: do { 

156: f1 &= "MATCH; 

157: switch (*(r+1)) { 

158: case *-?: 

159: if (žr == '-* 88 *(1r42) 22 リー!) [ /£ *--— DUB */ 
160: if (td ss *= f1 iz MITCH: 
161: riei 

162: break; 

163: } 

164: else if (*(r+2) 88 *(r+2) !2 '-") | /* 2-8 Daug */ 
165: if (łd >= *r && *d <= *(r+2)) 
166: fI [2 MATCH; 

167: r += 3; 

168: break; 

169: } 

170: default: 

171: if (*r++ == *d) fl |= MATCH; 
172: break; 

173: ) 

174: if (f1 && MATCH) 

175: for (1 kr t= *]!: r++) 


177: } while (r != *pre 8% *r != *)]'); 


179: if (* エ ++ == kpre) 
180: return ERROR; 

181: if (fli € NOT) 

182: f1 “= NOT | MATCH; 
183: if (d != *pde) 

184: f |= 11; 

185: break; 


/* 補 集 合 の 時 の フラ グ の 反転 */ 
/* メイ ン の フラ ゲ グ に 情報 を 渡す */ 


188: case *YY”: 


201: int ib; /* 局所 的 digit */ 
202: char *reb; /* 'Y)” を 終了 位置 と する た め の 変 数 */ 


204: if (digmax <= 9) digmax++; 

205: ib = digmax - 1; /* 引数 の 設定 */ 
206: w[ib].buf = d; 

207: w[ib].bufend = *pde; 

208: reb = getend(++r); 

209: if (*reb == EOB) return ERROR; 


211: switch (regmain(ib + 1, c, 8w(ib].buf, &w[ib] .bufend, dr, 


212: case MATCH: 

213: d = w[ib].bufend; /* '¥(¥ ARTO? y FETAR */ 
214: if (f & FIRST) { 
215: *pda = w[ib].buf; 
216・ f &= “FIRST; 

217: } 

218: f |= MATCH; 

219: break; 

220: case UNMATCH: 

221: ヤーー! 

222 break; 

223: case ERROR: 

224: return ERROR; 


229: case ')?’:; 
230: if (i == 0) return ERROR; 


232: case ’|?: 


239: / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 'Ydigit? */ 
240: if (žr >= '1' && tr <= '9*) [ 

241: if (digmax < *r - *0*) return ERROR; 
242: { 

243: char *dgs, *dge; 


245: dgs = w[*r - '1’].buf; 

246: dge = w[*r - ’1’].bufend; 

247: f |= MATCH; 

248: for (; dgs != dge + 1 848 (f & MATCH); d++) 
249: if (d == *pde || *d != *dgs++) 

250: f &= “MATCH; 

201: d--; 

252: break; 

253: } 


} 
255: else if (*r == Xd) f |= MATCH; 
256: break; 


/* end-of-*YY” ネ / 


260: / ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー other-char */ 


Oh! X 1990.1. 


default: 
if (*d == *(r-1)) f |= MATCH; 
break; 
} /* end-of-switch */ 


x+?’ -mode */ 


case *'+?: 
if (!(f € MATCH) && c == 0) 
break; 


case '?”: 


case '*?’: 
if (f & MATCH) 
{ 
char *dsb; 


dsb = d + 1; 
switch (regmain(i, c + 1, &dsb, pde, £r0, pre)) | 
case MATCH: 
if (f & FIRST) | 
pds = d; f &= “FIRST; 
) 
return MATCH; 
case UNMATCH: 
if (Xlr-1) %= 9%) fpds = r; 
break; 
case ERROR: 
return ERROR; 


y /* end-of-'+*?? */ 
matoh&move */ 
switch (f 8 MATCH) ( 
case MATCH: 
if (f & FIRST) ( 
*pds = d; 


if (f € MOV) d++; 
else f |= MOV; 
break; 


case UNMATCH: 
tor (ji) 
if (kr == 'YY” 88 *(r+1) == *]”) ( 


else if (r++ == *pre) ( 
if (d++ == *pde || i) { 
*prs = *pre; 
return UNMATCH; 


) 
if (!(f € FIRST)) { 
f |= FIRST; 
d = *pds; d++: 
} 
(*pds)++; 
r = *Xprs; 
digmax = i; 
break; 
} 
} 
break; 
} /* end-of-match&move */ 
) /* end-of-while(1) */ 


| /* %%%%XXXX%X%X%%%%%%%%%% ECE)’ の 対応 位置 を 得る 。*/ 
・ char *getend(r) 

: Char žr; 

e 


int nest; 


nest = 1; 
while (nest) { 
switch (*r++) { 
case EOS: 
return --r; 
case *[?: 
if (*r == EOS) break; 
for (r++; *r (t= ']’ && (*r); r++) 


$ 

break; 

case '¥¥': 

switch (*r++) { 
case EOS: return --r; 
case *(*: nest++; break; 
case *)*': nest--; break; 

) 

break; 

} 
} 


return r; 


: } 


特集 ど プロ グラ ミン グ 応用 編 


は じ め に 


皆さん は GNU ( グ ニ ュ ) と いう 言葉 を 聞 
い だ こ と が あり ます か 。 GNU 上 は 
GNU's Not Unix! 
(GNU は UNIX で で ない!) 
の 略語 で , UNIX と 互換 性 が あり , か つ 無 料 
で 提供 きれ る ソフ トウ ェ ア 環 境 の こと で す 。 
当然 UNIX に 付属 する も ろ も ろ の ソフ ト ツ ウツ 
ェ ア ツー ル は GNU で も 提供 きれ て いま す 。 

GNU の ソフ トウ ェ ア で いち ば ん 有名 な 
も の は emacs エ ディ タ で し ょ 2 う 。 現在 , UN 
IX 上 で emacs と いえ ば 本 家 を 差し 置い て 
GNU の emacs (ある い は それ を 日 本 語 化 し 
だ nemacs) の こと を 指す くら い 普 及 し て い 
ます か ら ね 。 GNU の emacs の 機能 が あま り 
に も 高かっ た だ た め に UNIX 本 来 の emacs が 
駆逐 きれ て し まっ だ た だ の で す 。 

ZUT, それ と 同じ よう な 状況 が C コ ン 
パパ イラ に つい て も 起こ っ て いま す 。 従来 の 
UNIX 上 の C コ ュ コンパ イラ は コー ド の 最適 化 
を あま り 行 っ て いま せん (RISC は 別 *) 。 
LL, GNU の し じ ュ コン シン パイ ラ (GCU は で 
れ な り の 最適 化 を 行っ て いま す 。 その 結果 , 


GCC の 入手 方 法 


GNU は パプ リッ ク ド メ イン ソフ トウ ェ ア 群 で 
は あり ませ ん 。 当然 , 市 販 ソ フト で も あり ませ 
ん 。GNU は 広く 配布 され る こと を 提 と し た フリ 
ー ソ フト ウェ ア 群 で す 。 簡単 な 配布 条件 を 満た 
せ ば , 自由 に 移植 ・ 複 製 ・ 配 布 ・ 改 良 で きま す 。 

GNU 配布 の 多く は 手渡 し また は 通信 で 行わ れ 
て いま す 。 満開 製作 所 発行 の 電脳 倶楽部 1989 年 
6 月 号 の オマ ケ と し て 配布 され た こと も あり ま 
す 。 で すか ら , GCC を お 持ち で な い 方 で 入手 を 希 
望 さ れる 場合 は 知人 を あたる か , 通信 に よっ て 
入手 し ます 。 

フリ ー ソ フト ウェ ア と いう 性 格 か ら か , 現在 
X68000 用 と し て 出回っ て いる も の だ け で も た 
くさ ん の バー ジョ ン が 存在 し ます 。 元 々 の バー 
ジョ ン の 違い , 移植 者 の 違い , バグ フィ ックス 


ここ まで で きる 


CC に 見 る 最適 化 


68000MPU で は UNIX 上 の ソフ トウ ェ ア も 簡単 に 走り ます 。G 
CC は か な り 先 端 を いく 最適 化 コ ン バ パイ ラ で す 。 浮動 小数 点 な 
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従来 の じ コ ン パ イラ を 使用 する より も 2 
~ 3 割高 い 性 能 


ラム 開発 の 中 心 に な る も の で すか ら , GNU 
に お いて も 非常 な 関心 を 集め , た だ たえず その 
改良 が 活発 に 行わ れ て き て いま す 。 

まだ , GCC は 多く の 人 が を その 恩恵 に 預 か 
れる よう に と いろ いろ な マシ ン に 移植 され 
て いま す 。 最近 で は あの TOWNS に も 移植 
され だ そう で す が , わが X68000 も 例外 で は 
あり ませ ん 。 最 初 に X68000 に 移植 され た の 
は (お そら く ) GCC の バー ジョ ン 1.31 (E 
脳 倶楽部 で 配布 され た だ やつ) T, 現在 で は 
バー ジョ ン 1.34 や 最新 版 の 1.36 も 出回っ て 
いる よう で す *?2。XC が コー ド の 最適 化 を 
ほとん ど や っ て くれ な いこ と に 頭 を 悩ま し 
て いた だ 私 が 初め ゆ て GCC を 手 に し だ た と き の 
感動 は 言葉 で は いい 表せ ませ ん 。 今 回 この 
GCC を 紹介 する 機会 を 編集 部 か らい た だ 
きま し だ た の で , 思い つく まま GCC の 素 晴 6 
し る (特に 最適 化 ) に つい て 語っ て いき た 
いと 思い ます 。 


*1) バー ジョ ン 1.36 で GCC は RISC チ ッ 
プ で ある MIPS 社 の R2000 用 に も 移植 され 
た 。 し か し 。 GCC て ヨン パル ル し た ブロ グ 
ラム は MIPS 社 本 来 の じ と コ ン パ イラ で コン 


な ど に よる 移植 バー ジョ ン の 違い な ど が 考え ら 
れ ま す 。 基本 的 な 部 分 で は 大 差 は あり ませ ん が , 
細か な 部 分 で 違い が あり ます の で 注意 し て くだ 
さい 。 

また , GCC は それ ぞ れ の 機種 の C コン パイ ラ 
が 持つ ライ ブラ リ に 依存 し て いま す の で X 
68000 で 使用 する 場合 は XC が 必要 に な り ま す 。 
その ほか , GCC は も と も と UNIX 用 の 開発 シス テ 
ム で すか ら , 通常 の パソ コン 用 C コ ン パ イラ と 
は 大 き さ が 違い ます 。 コ ン パ イラ 本 体 で 540 K バ 
イト 程度 の 大 き さ が あり ます の で , メイ ン メ モ 
リ が 1M バ イト の マシ ン で は 控え め に いっ て も 
苦し いも の が あり ます 。 

すべ て の GNU ウェ ア は 配布 時 に GNU 声明 な ど 
の ドキ ュ メ ント が 付属 され て いる は ず で すか ら , 
ソー スコ ー ド の 入手 法 な ど に つい て は それ ら を 
参照 し て くだ さい 。 


得る こと が で きる の で す 。 
も と も と C コ ン パ イラ は UNIX で の プログ 


ど を 除け ば , XC 比 2? ~ 3 倍 の 性 能 を 示す こと さえ あり ます 。 
ここ で は 最適 化 を 初め と し た GCC の 魅力 を 見 て いき まし ょ う 。 


パイ ル し た も の より か な り 実 行 速度 が 遅 か 
うっ 7C。 

*2) GCC の 移植 は 案外 簡単 で , ソー ス フ 
ァイル の 内 の (多く の 場合 ) 4 つ を ター ゲ 
ッ ト の CPU に 依存 する 記述 に 書き 直せ ば ・ 
E tro だ だ し 32 ビッ ト CPU で な いと 結構 
大 変 な 作業 に な る 。 


ANSI 仕 様 に 準拠 


言語 と いえ ば 最近 の 話題 は ANSI 仕 様 
で し ょ う 。 少し 前 まで は ANSI 準 拠 と 称し 
な が ら , その 実は void と enum 宮 言 お よび 構 
造 体 を 関数 の 戻り 値 に びき る こと を サポ ー 
ドド だ だ 人 は の じ コ シン パイ ラ ば か り て し た 。 
し か し , 現在 の パソ コン 上 (正確 に は MS- 
DOSE) の じ コ ン パ イラ は は ば ぼ ば ぼ 完全 な 
ANSI 準 拠 に な っ て き て いる よう で す 。 遅 
れ て いる の は ワー クス テー ショ ン や ミニ ュ コ 
ンド 上 の し ヨン シン パイ ラ て 。 これ ら 6 は 依然 と し 


て ANSI に 似 て いる 程度 に と ど ま っ て いま 
す (それ に は いろ いろ な 事情 が ある の で す 
が ) 。 


を の 点 GCC は ワー クス テー ショ ン 上 で 
は いち 早く ANSI 仕 様 を 取り 込ん を だ C コ ン 
パイ ラ の 部 類 に 属し ます 。 お そら 現在 ま 
と も な ANSI 仕 様 の C じ コン パイ ラ は GCC し 
か な いと いっ て いい か も し れ ま せん (int 型 
が 16 ビ ピット の C が まとも と いえ る だ ろう か )。 

も っ と も GCC は ANSI 仕 様 ど び け で は 満足 
せ ず 独自 の 拡張 を 行っ て いま す *9⑳ が ,。 コン 
パイ ル 時 の オプ ショ ン 指 定 で 完全 な ANSI 
準拠 の C コ ン パ イラ と し て る も 旧 仕 様 の C コ 
ン パ イラ と し て も 使用 びき る よう に な っ て 
いま す 。 た だ , この 原稿 は ANSI 準 拠 の 紹介 
を 主 目 的 し し て いま せん か ら , リス ト 1 に 
ANSI で 規定 され た 機能 を 用 いた プロ グラ 
ム 例 を 示す だ け に し て お きま す 。 コメ ント 
を 付け て むき まし た か ら ど うい 2 機能 を 試 
し て いる の か は わか る で し ょ う 。 こ の プロ 
グラ ム を コン パイ ル す る だ た だめ に は 一 ansi オ 
プシ ョ ン を 忘れ な が いで くだ さい (そう で な 
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いと トラ イグ ラフ が 理解 されない)。GCC 
の バー ジョ ン 1.31 と 1.34 で 動作 を 確認 ずみ 
で す 。 こ れ で や っ と K&R の 第 2 版 に 載っ て 
いる プ ブログ ラム を 動か せま すね *9。 


*3) GCC で は ANSI に な い 仕 様 と し て 64 
ビッ ト 整 数 型 (long long int 型 ) を サポ ー 
ト し て いる 。long long int 型 用 の 加減 乗除 
な どの ライ ブラ リ が 提供 さき れる よう に な っ 
だ の は バー ジョ ン 1.36 か ら で あ る 。 それ 以 
前 の バー ジョ ン で も ライ ブラ リ を 自作 する 
こと で long long int 型 を 使用 で きる 。 

*4) いま だ に K&R の 第 1 版 が 売れ 続け 
て いる の は ANSI 仕 様 を 満た す C コ ン パ イ 
ラ が 少な いせ いで あろ う 。 私 自身 は 第 1 版 
は 説明 が 不 十分 で あま り い い 出来 と は 思わ 
な い の だ が 。 


優れ た 最適 化 


GCC の 優れ て いる 点 は 出力 する コー ド 
の 最適 化 が よく 行わ れ て いる と いう こと で 
Fo コンパ イラ の 最適 化 の 理論 は 昔 か ら エ 
イ ホ と ウル マン の 教科 書 り で 紹介 きれ て い 
ます 。 しかし, その 昔ながら の 理論 で すら 
実際 に 適用 し て いる C じ コン パイ ラ は ほとん 
と あり ませ ん で し た (少な く と も 適用 し て 
いる と は 思え な か っ た )。 

現在 パソ コン の 世界 で は C じ コン パイ ラ の 
人 性能 競 争 が 激しく , ひと 通り の 最適 化 は 行 
われ て いる よう で す が , ワー クス テー ショ 
ン の 世界 で は 進歩 が あり ませ ん 。 一 方 , 
GCC は 菩 か ら 意 欲 的 に 最適 化 を 行っ て き 
て お り , この 点 ほ か の C コ ン パ イラ に 一 歩 
2 し て いる と た いん る で や で しょう LT 
は GCC が 実際 に 行っ て いる 最適 化 を XC と 
比較 し な が ら 紹 介し て いき だ た いと 思い ま 
す *9。 使用 し だ C じ コンパ イラ は GCC の バー 
ジョ ン 1.34 と XC の バー ジョ ン 1.01 で す 。 


テス ト 1 : 定 数 の た た み 込 み 


これ は コン パイ ル 時 に 計算 可能 な 式 を あ 
ら か じ め 計 算 し て し まう 最適 化 で す 。 た と 
えば , 

人 な 箇 
と いう 式 が ある 場合 , 実行 時 に 常に 2*3 を 
計算 し て x に 代入 する の は 時 間 の 無駄 で す 。 
それ より も ゃ 式 を 計算 し て , 
と し て お なけ ば X に は 直接 6 を 代入 する だ け 
で よく な り ま す 。 こ の よう に 直接 定数 式 を 
プロ グラ ム 中 に 記述 する こと は まれ か も し 
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あら か じ め 値 を 計算 する 
上 げ ら れる 場合 も あり ま 
いう int 型 配列 の , 

a li+1] 


れ ま ぜん 。 し か し 。 デ ログ ラム で は デリ プ 
ロ セ ッ サ の #define で 定義 きれ た 定数 値 と 
別 の 数 値 と の 演算 は 非常 に よく 現れ る の で 
この 最適 化 は 重要 に な っ て きま す 。 こ れ は 
も っ と も 基本 的 な 最適 化 で す (ほとん と ど 常 


識 ) か ら や っ て な い コ ユ コン パイ ラ は まず な い a の アド レス + (i 
CE に よっ て 計算 きれ ま す 。 
また だ , 直接 に 式 で 表 る れ て いな く て も , (a の アド レス + 4) 


リス ト 1 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
ーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーー 


e e e l i a a o e e o e a a a a ーー 
ーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニニ 


ANST .C 


: ANS1T に 準拠 し た 機能 の 例 
+ El 


1 

2 

3 

4: / 本 本 本 本 本 本 本 本 ネネ ネネ ボネ ネネ 

5: + を プロ ト タ イ プ ブ プ 宣 言 > 

6・ る る る を る る る る る る る る る る る る る る る る る る る 4 

Ts iot Stromp(char *sl, char %*s2); 
8 
9 


/* 有限 個 の 引数 
: void printf(char:*format, ...):  /* 不定 個 の 引数 


る る る る る る る る る る る を を る る る る る を を を を を る る: 
11: xx プリ プロ セッ サ 関 連 * 
i2: を る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る 4 


193: / ま (17 4 マク ロ の 引数 に "つき 文字 列 を 与え る */ 
14: /* (2) ## マク ロ の 引数 を 連結 する */ 
15: 1 (3) LINE ,,,, 定義 ずみ の マク ロ 

16: 

17: #define mess(that) "Can't you see that " that "?¥n" 
18: #define cat(x,y) x $$ y 

19: 

20: void sharps(void) 

2i: { 

22: printf(mess(You are sweet) ) : /* 文字 列 の 引数 */ 
23: printf("cat(1,2)=%dYn", cat(1,2));/* 引数 の 連結 */ 
24: } 

25: 

26: void predefined(void) 

2m: l 

28: printf(” LINE =%d\n", LINE ):/* 行 番号 */ 
29: printf("__FILE__=%s*n",__FILE__);/* ファ イル 名 */ 
30: printf("__DATE__=*Xs*n",__DATE__);/* 日 付 */ 
31: printf("_ TIME =%s\n"。 TIME  ):/* 時 間 */ 
JE: printf("__STDC__=%dY*n",__STDC__);/* ANSTI 準 拠 か ? */ 
33: } 

34: 


35: /* ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
36: ** 関数 の 宣言 ( プロトタイプ 宣言 も 同時 に 行わ れる ) * 
37: ネネ ネネ 氷水 氷水 ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ / 
38: double add_inc(double x, double y) 


39: f 

40: return(x+y+1); 
AL.) 

42: 


43: /* ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 
44: ** トラ イグ ラフ (3 文字 で 特殊 な 1 文字 を 表現 ) * 
45: はるる る る も る そそ る る る る る る る も も る る る る る る る る る する する すす する る を る る する る する る る る る る る / 
46: void trigraph (void ) /* 77/ は YE な の で エス ケー 


4t: | 

48: PrintIt 772 æ ま ; ¥?7/ a E : 72 . * ¥n"); 

49: printf 771 > [ ; 77) = |]: 706.1 ¥n"); 

50: printf( TIC > { : 773. } ) PT > — Ya”): 

Bis } 

52 

53: / ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 

54: ** 文字 列 の 連結 * プリ プロ セッ サ の # と 同時 に 使う こと が 多 


55: ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ / 
56: void catstr( yoid ) 


4 | 

58: char *s = "I think that " /* 分 け て 書い た 文字 列 が 連結 され 
59: “that that " 

60: "that is used there " 

61: “is wrong!” "¥n" ; 

62: printf(s); 

63: } 

64 


65: /* ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 

66: ** signed char * 

67: ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 玉林 ネ ネ / 
68: signed char sc; 


70: /ARAAAAAKARALA 

71: ** 16 進 定数 2 

T2: ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ *※/ 

73: char az EXZf” 
74: unsigned char b=*YxAB?' ・ 
75: signed char c='¥xAB’ ; 


/* \x2f は 19 進 数 の 47 */ 
/* \xAB は 19 進 数 の 171 
/* \xAB は 19 進 数 の -85 


(符号 な し ) 
( 待 号 つき ) 


77: / ネ ネネ ネネ 氷水 氷 氷水 氷 ボ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 
18: ** 実行 し て みる 5; -ansi オプ ショ ン で コン パイ ル ず る +t 
79: を る そる る る を も る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る でる る る る る する る る る る る る る する る る 
80: void main(void) 


こと で 実行 速度 を 
TI TELA. al 


と いう 妥 素 を 参照 する 場合 、 ア ドレ ス は 


+1) *4 
DES, 
+ 1*4 


*/ 


こん な も の 必要 な の ? 


プ が 必要 */ 


y 


る */ 


てこ 


81 

82: sharps(); /* # と ## WAT */ 

83: predefined(); /* 定義 ずみ マク ロ */ 

84: printf("add_inc(3,5)=%fYn", add -inora 5));/* 引数 は double と 宣言 */ 
85: trigraph(); /* トラ イグ ラフ 

86: catstr(); /* 文字 列 の 連結 s 

87: } 


と 変形 し て (a の アド レス 十 4) を あら 6 かじ 
め 計 算 し て な け ば 1i に 1 を 加え て か ら 64 倍 
する と いう 操作 が 単純 に i を 4 倍 す る 操作 
に 置き 換わり ます 。 これ は a li+1] が ルー 
プ 内 に 現れ る と き 特 に 有効 で す 。 

リス ト 2 に 定数 の た だ た み 込 み を 併 う プロ 
グラ ム と コン パイル 結果 を 示し ます 。 さす 
が に GCC も XC も ちゃ ん と 定数 の た た み 込 


ー ド を 生成 する こと は 実行 速度 の 面 か ら も 
プロ グラ ムサイ ズ の 面 か ら も 不利 に な り ま 
す 。 こ の よう な 無駄 コー ド は 削除 る きれ な く 
て は な り ま せん 。 わ ざわ き 無 駄 な コー ド を 
書く 人 は いな いと 思い ます が , 
の ユー ド 生 成 の 仕方 に よっ て は , だ また だ ま 
無駄 な コー ド が 生ま れる 場合 も あり ます 。 
また 使用 し な い 変 数 を 宣言 する こと は 結構 


コン シング 4 ラ 


それ を 一 度 に 計算 し た ほう が 演算 回 数 を 減 
ら す こと が で きま す 。 これが 共通 部 分 式 の 
削除 と 呼ば れる 最適 化 で す 。 こ れ は いわ ゆ ゅ 
る 最適 化 コ ン パ イラ な ら ば 必ず 行っ て いる 
も っ と も 代表 的 な 最適 化 で す 。 だ たとえば, 
x = a*b+c; 
y = a※ ま Db 一 c : 
と いう 式 が あれ ば , a*※b と いう 共通 部 分 式 


み を 行っ て いる よう で すね 。 た だ XC に は 無 ” ある の で は な いで し ょ うか 。 を 認識 し て , 
駄 な コー ド が 多い の が 気 に な り ま す が 。 リス ト 3 に 無駄 な コー ド を 含む ゲロ グラ t= ab: 
ム と を その コン パイ ル 結 果 を 示し ます 。 GCC x = t=c; 
TAR? : 無 駄 コ ー ド の 削除 で は すべ て の 無駄 コー ド が 削除 きれ て 非常 y = to: 


ょ よく 考え ず に プロ グラ ム を 書く と 無駄 な 
コー ド が 発生 し て し まう こと が あり ます 。 
だ E AN 
・return 文 より も 後ろ の 未 到 達 コ ー ド 
・ 宣 言 し た だ け で 使用 し な い 変 数 
・ 条 件 が 常に 偽 の if 文 
・ 実 行き れ な い ル ー プ 
な ど で す 。 これら の コー ド は 最終 的 な 実行 
結果 に 無関係 です から, それ ら に 対す る コ 


に スッ キリ し だ コー ド を 生成 し て いま す が , 
XC は return 文 以降 の 未 到 達 コ ー ド を 削除 
する 以外 は 馬鹿 正直 に コー ド を 生成 し ます 。 


TAN 3 : 共 通 部 分 式 削除 
プロ グラ ム 内 で は 意図 的 に ある い は 無 意 


識 に 同じ 式 を 何 度 か 繰り 返し て 書く 場合 が 
あり ます 。 同 じ 値 を 持つ 式 が 2 カ所 以上 で 


と いう 式 に 変換 する の が 共通 部 分 式 の 削除 
で す 。 こ の 変換 で 代入 の 回 数 は 増え て し ま 
いま し た が 演算 回 数 (この 場合 は 実行 の 遅 
い 乗 算 の 回 数 ) を 減ら すこ と が で きま し た 。 
リス ト 4 に 共通 部 分 式 の 現れ る プ ブログ ラム 
と コン パイ ル 結 果 を 示し ます 。 GCC で は 共 
通 部 分 式 が うま 削除 る きれ て いま す が XC 
で は まっ た く 〈《 考 應 る きれ て いま せん 。 

ただただ, この プロ グラ ム に は トリ ッ ク が あ 
り ま す 。a 十 b (加算 ) と いう 式 を a*b (Æ 


現れ る (これ を 共通 部 分 式 と いう ) な ら ば , 


DAN 
sssas=o=seesose cconatíinid.o Inicios: 29: bge L5 

Es JE 30: unlk a6 

2: (最適 化 1 ) 定数 の た た み 込 み 31: rts 

3: */ E lo e a a a e la o a a o 

4: int a[10] 33: 00/1073 で コン バ パイル 

5: in xX; 34: ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

6: main() 35: _main 

Ss 36: BRA L1 

8: int 1; 37: L20001: 

9: x223; 38: MOVE.L -4(A6),DQ {s i 
10: for(i=0;i<9;i++) 39: ASL. L $2,D0 <= 4* ュ 
11: a[i+1]=x; 40: ADD. L #4+_a, D0 <= (a+4 )+4* ュ 
Les) 41 MOVE.L DQ,AQ 
13: / ま ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 42: MOVE.L _x,(A0) <= (a+4)+4*i 
14: gce -0 -S で コン パイ ル 43: L6: 

15: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 44: ADDQ.L #1,-4(A6) 

16: _main: 45: L4: 

17: link a6,+0 46: MOVE.L  -4(A6),D0 

18: moveq.1 #6,d2 <= 213 を 計算 47: CMP.L #9,D0 

19: move.l d2,_x 48: BLT L20001 

20: cir.i dl 49: L3: 

21i: lea _at4,að <= a+4 を 計算 50: UNLK A6 

22: L5: Sis RTS 

2a: move.l d1,d0 52: LE: 

24: asl.l #2,d0 <= 4xi 53: LINK A6, #-4 

25: move.l _x,(a0,d0.1) <= (a+r4)+4xi 54: MOVE.L #6, x <= 2*3 を 計算 

26: addq.1 #1,d1 55: CLR.L -4(A6) 

27: moveq.1 #8,d2 56: BRA L4 

28: cmp.1 d1,d2 57: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー */ 
\ も IER 

ペー ター セー ネー も ーー ネー トー ター ター ドー シー も deadcode.c こと と と ニニ ニニ エニ エニ ニニ エニ ニ 22: rts 

1: /* 23: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

2 (最適 化 2) 無駄 コー ド 削 除 er: po 9 コン バイル 

3: */ 25: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

4: int x; 26: _main: 

5: main() 21: BRA L1 

6: 28: Le 

7 int i,j; 29: CLR.L -8 (A6) <= j=0 

8 j=0; /* 未 使 用 変数 */ 30: CLR.L -4(A6) くく = 150 

9: i:=0; 31: CLR.L DO 
10: if(0) fli);  /* RHAI- F */ 32: BEQ L4 
11: 3: 33: MOVE.L -4(A6),-(SP) 

12 return 34: JSR E <= f(i) 
13: x+=10 /* 未 到 達 コ ー ド */ 35: ADDQ.L #4,SP 

14: } 36: L4: 

T A 37: MOVE.L -4(A6),_ x <= x=i 
16 gec -0 -S で コン パイ ル 38: UNLK A6 

1T: ai a ~~ 39: RTS 
18: _main: 40: Li: 

19: link a6, #0 41: LINK A6, #-8 
20 Clr,l x <z x=0(=1) 42: BRA L2 
21 unlk a6 43: ーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーー */ 
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算 ) に 置き 換え る と GCC で も 共通 部 分 式 の 
削除 が で き な く な っ て し まい ます 。 こ れ は 
乗算 が 関数 に よっ て 実行 きれ る (MC68000 
に 32 ビ ッ ト 乗 算命 令 は な い ) た め に , 一 般 
的 な 最適 化 の アル ゴリ ズム が 使え な く な る 
だ た だめ と 考え られ ます (関数 は いろ いろ な 副 
作用 を 伴う の で それ を 含む 式 の 最適 化 は 難 
し い )。 乗 算 が ある 場合 , 試 し に 一 m68020 と 
いう オン ショ シン や つ 付 て コン ソン パ イル し て みあ 
まし ょ う 。 これ は MC68020 (32 ビ ッ ト 乗 算 
命令 が ある ) 用 の コー ド (も ちろ ん X68000 
上 で は 実行 でき な い が , コー ド 生 成 は 可能 ) 
を 出力 する だ た め の オ プシ ョ ン で す 。 こ の 場 
合 は 乗算 を 含む 共通 部 分 式 も ちゃ ん と 削除 


され る よう で す (早く X68020 か X68030 が X=xX+a; 
発売 され な いか な あ )。 な お , 残念 な が 6 ab 一 c 十 d: 
( ? ) 現在 X68000 用 に 出回っ て いる バー ジ ) 
リス ト 4 共通 部 分 式 の 削除 

LH e Err cseelim.c くく さる くる ここ ここ ここ ここ こる be E 

1: /* 28: ~-=- 
2: (最適 化 3 ) 共通 部 分 式 の 削除 29: 

3: Ef 30: ーーーーーー ニ ーー 
4: int NIE 31: _main 
5: int a,b,c; 32: 

6: main() 33: L2 

t: 34: 

8: xza+b-c; 35: 

9: yza+b+e; 36: 

10: zza+b; J. 

11: } 38: 

12: /※ ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 39: 

13: gce -0 -S で コン パイ ル 40: 

14: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 41: 

15: _main 42: 

16: link a6,# の 43: 

li.: move.l _a,d0 44 

15: add.1 _b,d0 <z d0: a+b 45: 

19: move.1 d0,dl 463 L3: 
20: sub.1 ee,di <= (a+b ) -c ar 

21; move.1 dl,_x 48: 

22: move.l d9,d1 49: Lis 
23: add.i c,dl <= (atb)+c 50: 

24: ' move.l dl, y 51: 

25: move.1 d0,_z <= (a+b) 52: -------- 
26: unlk a6 


サー な ーー ジー セー ター セー ター ター ネー ター loopinv.c' A EEES 33: 
1: /* 34: 
2 (最適 化 4 ) ルー プ 内 不変 式 の 移動 35: 
3: */ 36: -ーーーーーーーー 
4: int xe 37: 
5: int a,b,c,d; eee e ms 
6: main() 39: _main 
7 40: 
8 int i; 41: L20001: 
g: > azl; 42: 
10: for(i=0;i<10;i++)( 43: 
11: x=x+a; 44: 
12: azb-c+d; /* 不変 式 */ 45: 
13: ) 46: 
14: ) 47: 
15: / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 48: 
16: gcc -0 -S で コン パイ ル 49: 
MT M 50: L6: 
18: main 51: 
19: link a6, #0 52: L4: 
20: moveq.1 #1,d2 53: 
21; move.l d2,_a 54: 
22: clr.1 di 55: 
23., move.l _b,d0 56: L3: 
24: sub.1  o,d9 57・ 
25: add.1 _d,d0 <= d0: b-c+d 58: 
26: L5: amm ここ か ら ル ー プ 69: Li: 
27: move.l _a,d2 60: 
28: add. 1l d2, x <= xzx+ta 61: 
29: move.l d0,_a <z az(b-c+d); 62: 
30: addq.1 #1,d1 rr ここ まで ルー プ 63: 
31: moveq.1 #9,d2 に を cenas 
32: cmp.1 d1,d2 


134 on x 19901. 


ョ ン 1.36 の 移植 版 で は 68020 の コー ド が 出 
せな いも の も ある よう で す 。 


テス ト 4 : ル ー プ 内 不変 式 の 移動 


ルー 内 に あっ て , 値 が ルー の 繰り 返 
し に よっ て も 変化 し な い 式 を ルー プ 内 不変 
式 と いい ます 。 こ の よう な 式 を ルー プ の 繰 
り 返 し ご と に 計算 し 直す の は 時 間 の 無駄 で 
す 。 を そこ て ルー プ 内 不変 式 は ルー プ に 入る 
前 に 計算 し て し まう と いう 考え 方 が あり ま 
す 。 こ れ が ルー プ 内 不変 式 の 移動 と 呼ば れ 
る 最適 化 び で す 。 た と えば , 

for (i=0;i<10:i++) { 


と いう ルー プ が ある と き , (b 一 c 十 d) の 値 
は ルー プ グ 内 で 不変 で す 。 こ の ょ よう な 場合 は , 


t=b=c+d; 

for (i=0;i<10;i+>+) { 
X=xta; 
azt; 

) 


と し て コン パイ ル す れ ば ルー プ 内 で の 計算 
回 数 を 減ら すこ と が で きま す 。 リ スト 5 に 
ルー ジ 内 不変 式 を 持つ プロ グラ ム と を の っ ュ コ 
ン パ イル 結末 を 示し ます 。 GCC は 期待 ど お 
り の 最適 化 を や っ て くれ て いま す が , XC で 
は ルー プ 内 不変 式 に 関し て は な ん の 最適 化 
b や っ て いま せん 。 な お 。 リス トク 2 の GCC 
の コン パイ ル 結 果 で , ルー プ 外 で (a の アド 
レス 十 4) を a0 レ ジス タ に 入れ て いた だ の も 
この ルー プ グ 内 不変 式 の 移動 で す 。 


A e aee ane mee me a a a 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


MOVE.L c, Di <= dl: e 


= (a+b)-c 


ADD.L b,D0 <= d0: a+b 
< 


= (a+b)+o 


ADD. L b, DO <= d0: a+b 


MOVE.L DÔ, z 

UNLK A6 

RTS 

LINK A6, #0 

BRA L2 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー */ 
bge L5 

unlk a6 

rts 

co /0 /S で ラン パオ イル 


ーーー" ここ か ら ル ー プ 


SUB.L D1,D0 <= dð: b-c 

ADD. L _d,D0 <= dð: (b-c)+d 

MOVE.L D0, a <= az(b-c+d) 
ーー ニー ここ まで ルー ブ 

ADDQ.L #1,-4(A6)} 

MOVE.L  -4(A6),D0 

CMP.L #10,D0 

BLT L20001 

UNLK A6 

RTS 

LINK A6, #-4 

MOVE.L #1, a 

CLR. L -4 (A6) 

BRA L4 


テス ト 5 : 自 動 変数 の レジ スタ 割り 付け 


言語 で は 使用 頻度 の 高い 変数 を 高速 に 
参照 する た め に (で きる だ け ) レジ スタ に 
割り 付け る た め の register 宣 言 が あり まし 
だ 。 し か し , その よう な こと は 人 間 が いち 
いち 指示 し な く て も コン パイ ラ が 自主 的 に 
生 プ の が 正しい あり 方 て は な いて し ょ うか 。 
GCC で は 自動 変数 を で きる だ け レ ジス タ 
に 割り 付け る よう な コー ド 生 成 を 行い ます 。 
その だめ, 自動 変数 を 使用 する 式 を 高速 に 
計算 する こと が で きま す 。 静 的 変数 は 通常 
は レジ スタ に 割り 付け られ ませ ん が コ ユ コンパ 
イル 時 の オプ ショ ン (-fforce-mem) Tu 
ジス タ に 割り 付け る こと も 可能 で す *9。 リ 
スト 6 に レジ スタ 割り 付け を 行う 例 を 示し 
まし ょ う 。 当然 な が ら , XC で は register 宮 
言 が な い の で 自動 変数 は メモ リ に 割り 付け 
られ て いま す 。 


FAN : 連 続 関数 呼び 出し 時 の 引数 ポッ プ 


通常 の C じ コン パイ ラ て , 
f (a,b) ; 
と いう 関数 呼び 出し を コン パイ ル す る と 次 


-ー ニ ーーーーーーーーーー ニ ーー ニー 
ニニ ニニ ニー ニー ニー ニーーーーーー 


regalloc.,c 


1 

2: 
3: ネ 
4: main() 
5: { 
6 
7 
8 
9 


‘ azb; 
: 1f(b==e ) { 
: czate; 
10: db; 
Ls ) 
12: else { 
13: c=a-e 
14: dze 
15: } 
16: b=c+e; 
17: ezb+d; 
18: f(a+b+c+d+e); 
19: ) 
20: / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
21: gcc -O -S で コン バ パイル 
22: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


23: d3 の 退避 ・ 回 復 以外 に メモ リ 参 照 な し 


24: main: 


25: link a6,+0 

26: move.1 d3,-(sp) <= d3 退避 
2r. move.l d0,d3 << d0: : dd: 
28: cmp.1 d0,al <= al:e 

29: bne L2 

30: move.l d0,d2 

31: add.l al,d2 <= d2:czb+eza+e 
32: move.l d の 9,d1 <= dl:d 

33: bra L3 

34: L2: 

35: move.1 d3,d2 

36: sub.1 al,d2 <= d2:cza-e 
31: move.l al,di <z dl:d 

30: lud: 

39: move.1 d2,d0 

40: add.1 al,d0 <= d0:bzc+e 
41: move.1 d0,al 

42: add.1 dl,al <= al:ezb+d 
43: move.1 d3,a0 <= al:a 

44: add.1 d0,a0 <= a0:(a)+b 
45: add.1 d2,a0 <= a0:(a+b)+c 
46: add.1 d1,a9 <= a0: (a+rb+c)+d 


/* 
(最適 化 5) 自動 変数 の レジ スタ 割り 付け 
/ 


の よう な コー ド が 生成 され ます 。 


push b : 引数 を も スタック に 積む 
push a 引数 を スタック に 積む 
jsr f , 関数 を 呼ぶ 

add #8,sp : スタ ッ ク を 補正 する 


つま り , 引数 の プッ シュ に よっ て ずら し 
だ スタ ッ ク ポ イン タ を 関数 か ら 5 戻っ て きた 
あと で 補正 し ます 。 ところで, も し 関数 の 
呼び 出し が , 

ド (a,b): 
g (x, y); 
の よう に 連続 する 場合 は , 


push b : 引数 を スタ ッ ク に 積む 
push a : 引数 を スタ ッ ク に 積む 
jsr f , 関数 を 呼ぶ 


add #8,sp : スタ ッ ク を 補正 する 


push y : 引数 を スタ ッ ク に 積む 
push x : 引 数 を スタ ッ ク に 積む 
jsr g , 関数 を 呼ぶ 


add #8,sp ; スタ ッ ク を 補正 する 


と な り ま す が , この 命令 列 を よく 眺め る と , 
jr f 

En 
push y 


の あい だ に ある , 


add #8, sp 
は あま り 意 味 の な い コ ー ド で ある と わか り 
ます 。 こ の コー ド を 省略 する と 関数 5 を 呼 
ぶ 前 に スタ ッ ク ポ イン タ の 値 が 8 だ けず れ 
だ まま に な り ま す 。 しかし, €55RSO 
きだ あと に , 
adda.1 416, sp 

に よっ て 一 括 し て スタ ッ ク ポ イン タ の 補正 
を し て や れ ば な に も 不都合 は 起き ませ ん 。 

GCC は こう いう 方 法 で 関数 呼び 出し 後 
の スタ ッ ク ポ イン タ の 補正 を 省略 し て 実行 
速度 を 上 げ て いま す 。 これ を 示す プロ グラ 
ム が リス ト 7 です 。XC で は そん な や や こし 
いこ と は な に も 考え られ て いま せん ね 。 

な お , リス ト 7 の GCC の コン パイ ル 結 果 
で は , unlk 命 令 で スタ ッ ク ポ イン タ が 関数 
が 呼び 出さ れ た 直後 の 値 に 復帰 する こと を 
利用 し て , 最終 的 な スタ ッ ク ポ イン タ の 補 
正 ま て 省略 し て いま す ( 素 晴らし い )。 も っ 
と も 常に こん な 最適 化 を 行う と 不都合 が 生 
じ る 場合 が ある か も し れ な い の で , GCC で 
は この よう な スタ ッ ク ポ イン タ の 一 括 し て 
の 補正 を 禁止 する コン パイ ル 時 の オプ ショ 
Y (一 fno 一 defer 一 pop) も 用 意 き れ て いま 
Fo これ で 万 全て すね 。 


リス ト B タ 割 り 付け 

ーー ーー 47 pea (al,a0.1l) <= push al+a0ze+(a+b+c+d) 
48: Jar f 
49: move.1 -4(a6),d3<= d3 m E 
50: unlk a6 
51 rts 
52: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
53 Sc JO /8 で ヨコ ヨン パイ ル 
54: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
55: _main 
56 BRA Li 
Bt: LS 
58 MOVE.L -4(A6),D0 
59 MOVE.L -20(A6),D1 
60 SUB.L  D1,D9 
61 MOVE.L D0,-12(A6) 
62 MOVE.L  -20(A6 ) ,-16(A6 ) 
63: L5 
64 MOVE.L  -12(A6),D0 
65 ADD.L -20(A46),D0 
66 MOVE.L D0,-8(A6) <= b=o+e 
67 MOVE.L -8(A6),D0 
68 ADD.L -16(A6),D0 
69 MOVE.L  D0,-20(A6) <z ezb+d 
70 MOVE.L  -4(A6),D0 ís A 
71 ADD.L -8(A6),D0 <= (a)+b 
712 ADD.L -12(A6),D0 <z (a+b)+e 
73 ADD.L -16(A6),D0 <= (a+b+Go ) +d 
7 4 ADD.L -20(A6),D0 <z (a+b+c+d)+e 
75 MOVE.L  D0,-(SP) <= push (a+b+e+d+e) 
76 JSR E 
Ti. ADDQ.L #4,SP 
183 L3: 
79: UNLK A6 
80: RTS 
81: LI: 
82: LINK A6, #-20 
83 MOVE.L -8(A6),-4(A6) <= -8(a6):b ; -4(a6):a 
84 MOVE.L  -8(A6),D0 
85 CMP, L -20(A6),D0 <z -20(a6):e 
86 BNE L4 
87 MOVE.L  -4(A6),D0 
88 ADD.L -20(A6),D0 
89 MOVE.L  D0,-12(A6) <= -12(a6):c 
90 MOVE.L -8(A6),-16(A6) <= -16(a6):d 
91 BRA L5 
92: RR MMMM * / 
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テス ト 7 : ル ー プ の 最適 化 


ルー プ 内 て 配列 要素 を 参照 する と き そ れ 
が ルー プ ご と に 連続 し た 領域 に な る こと が 
し ば し ば あり ます 。 だ と えば , 

for (i¡=0;i1 <100;1++) 

a に = 

と いう int 型 の 配列 を 初期 化す る ルー プ を 
考え て み ま し ょ う 。 こ の 場合 , ルー プ 内 に 
ある a [li] と いう 配列 要素 の アド レス は , 

a の アド レス + i*4 
に よっ て 計算 きれ ます 。 つ まり 1 回 の 乗算 
と 1 回 の 加算 が 必要 で す 。 し か し , ポイ ン 
タタ 変数 や 用 いた , 

p=&a [0] ; 

for (i=0;i <100;i++) { 


Kp = UV; 
PtT; 
) 
と いう ルー プ で 同じ こと を 行う 場合 は 配列 
要素 の アド レス を わざ わざ 計算 する 必要 は 
あり ませ ん 。p 十 十 に よっ て 次 の 要素 の ア 
ドレ ス を 計算 し て は いま す が , これ は 加算 
1 回 で 行う 2 こと が で きま す (MC68000 の ポ 
スト イン クリ メン ト ・ ア ドレ ッ シ ン グ を 用 
いれ ば その 必要 も な い )。 こ れ は ルー プ グ 内 の 
計算 の 「 強 る 」 を 減少 し た こと に な り ま す 
(当然 実行 速度 は 上 が る )。 こ れ は 演算 強度 
の 軽減 (スト レン グ ス リ デュ ー ス ) と 呼ば 
れる 最適 化 で す 。 GCC は 通常 は この よう な 
最適 化 は 行い ませ ん が コン パイ ル 時 に ., 
ーfstrength 一 reduce 
と いう オプ ショ ン を つけ る こと で 演算 強度 


の 軽減 を 行う こと が で きま す 。 リ スト 8 に 
演算 強度 の 軽減 を 利用 し た ルー プ の 最適 化 
を 行う ブログ ラム 例 を 示し ます 。 こ こ で は 
も は や XC と の 比較 を や め て 一 fstrength 一 
reduce オ プシ ョ ン が ある 場合 と な い 場 合 
の GCC で 比較 を 行っ て いま す 。 リ スト 8 で 
は ルー プ の 1 回 の 繰り 返し ご と に 配列 要素 
を 示す ポイ ンタ の 値 が 4 ずつ 増え て いく の 
で 少し 複雑 な ユー ド に な っ て いま す 。 


テス ト 8 : フ レー ム ポ イン タ の 削除 


関数 の 入り 日 で は 通常 の じ コ ン パ イラ で 
は スタ ッ ク フ レー ム を 生成 し (MC68000 で 
は link 命 令 を 使う )、 フレ ー ム ポイ ンタ から 
の 相対 位置 を 指定 し て 引数 や 局所 変数 を 参 
MUITO. VERIS, 


pc or or cl parampop.e ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ EA oo っ テー ニーーーーー ホ ーー ニー ニニン ニー ニー ニニ ニー ニニ ーー ご ニー ホーー ニ ーー ニー 
1: /% 38: 00/0/83 で コン バイ ル 
2 (最適 化 6 ) 連続 関数 呼び 出し 時 の 引数 ポップ 0 e 
3: €/ 40: _main 
4: main() 41 BRA Li 
5: { 42: L2: 
6: int a,b,o; 43 MOVE.L #1,-4(A6) <= -4(a6):a 
T: azl; 44: MOVE.L  -4(A6),D9 
8: bža+1; 45: ADDQ.L #1,DO <= a+l 
9: c=b+1; 46: MOVE.L D0,-8(46) <= -8(a6):b 
10: f(a,b); 47: MOVE.L -8(A6),DQ 
11: £(b,c); 48: ADDQ.L #1,D0 くっ b+1 
12: h(a,b,c); 49: MOVE.L D0,-12(A6) <= -12(a6):c 
13: ) 50: MOVE.L -8(A6),-(SP) <= push b 
1 51: MOVE.L  -4(A6 ) , -(SP) <= push a 
15: gec -O -S TI 2114 7 52 JSR Ff 
AA A a o e 53: ADDQ.L #8,SP <= sp の 補正 
17: 関数 呼び 出し 後に スタ ッ ク ポ イン タ の 捕 正 を し な い 54: MOVE.L -12(A6),-(SP) <= push c 
18: _main: 55: MOVE.L -8(A6 ) , -( SP ) <= push b 
19: link a6,# の 56・ JSR E 
20: movem.1 d3/d4/d5,-(sp) 57: ADDQ.L #8,SP <= sp の 補正 
21: moveq.1 #1,d3 <= a 58: MOVE.L -12(A6),-(SP) <= push c 
22: moveq.1 #2,d4 <= b 定数 の た た み 込 み 59: MOVE.L  -8(A6),-(SP) <= push b 
23: moveq.1 #3,d5 <= oc 定数 の た た み 込 み 50: MOVE.L -4(A6),-(SP) <= push a 
24: move.1 d4,-(sp) <= push b 61: JSR h 
25: move.l d3,-(sp) <= push a 62: LEA 12(SP),SP <= sp の 補正 
26: jar r 63: La: 
27 : move.l d5,-(sp) <= push c 64: UNLK A6 
28: move.1 d4,-(sp) <= push b 65: RTS 
29: JO 1 68: Li: 
30: move.1 d5,-(sp) <= push c 67: LINK A6 ,#-12 
3 よい move.1 d4,-(sp) <= push b 68: BRA 12 
32: move.l d3,-(sp) <= push a 69: .DATA 
33: dsr h 70: EVEN 
34: movem.,1 -12(a6),d3/d4/d5 71: END 
35: unlk a6 e e a */ 
36: rts 
esoo ases strength. コス ニニ ニニ ニニ ニン ニー ネー ニ 26: moveqg.l #9,d2 
a /% et: cmp.1 d1,d2 
2: (最適 化 7 ) ルー プ の 最適 化 28: bge L5 
o 4 29: unlk a6 
4: int esa 30: rts 
5: int a[10]; 31: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
6: main() 32: gec -0 -S -fstrength-reduce で コン パイ ル 
Tt: { 33: rr 
8: int i: 34: main 
9・ for(i=0;i<10;i++) 38: link a6,# の 9 
10: a[li]z4*i-x; 36: clr.l di 
Lis 3 37: lea _a,a0 <= pz ta[0] 
12: / ま ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 38: clr,1 do 
133 tee -0 -8 で コン パイ ル 39: LS: 
14: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 40: move.1 d0,d2 <= d0: 4* ュ 
15: main 41・ sub.l x,d2 <= (4*xi)-x 
16・ link a6,# の 42・ move,1 d2,(a0)+ <= *Xp(4*i)-x ; p++; 
17: clr.l di <= di: 4 43: addq.1 $4,d0 <= 4xki の 差分 
18: lea _a,a0 44; addq.1 #1,d1 e i の 差分 
19: LS: 45: moveq.l #9,d2 
20: move.l d1,d0 46: cmp.1 d1,d2 
21: asl.l #2,d0 <= 4xi 47: bge L5 
22: move. l d0,d2 48: unlk a6 
23: sub.1 _x,d2 <= (4xi)-x 49: rts 
24: move.l d2,(a0,d0.1) <= alil=(4*xi)-x 50: -ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー */ 
25: addq.1 #1,d1 <= 1 の 差分 
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f (x,y) 
int X, y; 
{ 
return (x+y) ; 
) 
と いう 関数 は MC68000 用 の じ C コ ン パ イラ 
TU 
E 
link a6, #0 : フレ ー ム ポイ ンタ を a6 に 
move.1 8 (a6),d0 ; x を d0 に 
add.1 12 (a6),d0 ; y を d0 に 加算 
unlk a6 ; スタ ッ ク フ レー ム 削 除 
TtS 
と コン パイ ル る され る で し ょ う 。 しかし, B 
数 に 局所 変数 が まっ た く な い 場 合 , link 命 
令 で フレ ー ム ポイ ンタ を 作ら な く て も スタ 
ッ ク ポ イン タ か ら の 相対 位置 で 引数 を 簡単 
に 用 す る こと が CE きま す 。 だ と えん は 。 上 
の 場合 
move, l 4 (sp), d0 ; x を d0 に 
add.1 8 (sp),d0 ; y を d0 に 加算 
rts 
で 十分 用 が 足り て し まい , link と unlk の 2 
命令 が 節約 で きだ た こと に な り ま す (時 間 に 
し て 約 66 ク ロッ ク 減 少 )。 こ ん な うま い 話 を 
性 能 重 視 の GCC が 見 逃す は ず が あり ませ 
Ao. GCC で は コンパイル 時 に , 


ーーーーーーーーーーーーーー 
ーーーーーーーーーーーーーー 


frame.c 


PATS) フレ ー ム ポイ ンタ の 削除 


1 

2 

3: 

4: f(x,y) 
5! int x;y. 
6 

7 

8 

9 


return(xty+10); 


10: g(x} 
11: int x; 
13: int a[3]; 
14: abtiior(1,2)7 
15: return(a[1]+10); - 
16: } 
17: 
18: int X, y: 
19: main() 
20: { 
21: x=f(100,200); 
22: y=8(x); 
23: } 
24: ke M M M M M M M e M m m M m e e m 
25: gce -0 -S で コン パイ ル 
26: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
2i; f: 
28: link a6, #0 
人 move.1 8(a6),d0 <= フレ ー 
30: add.1 12(a6),d0 <= フレ ー 
31; moveq.1 +10,d1 
32: add.l d1,d0 
33: unlk a6 
34: rts 
JO. f: 
36: link a6,#-12 
37: pea 2 
38: pea 1 
39: Jar. f 
40: move.l1 d0,-8(a6) 
41: moveg.1 #19,d9 
42: add,] -8(a6),d0 
43: unlk a6 


ーーーーーーーーーーーーーー 
ニーーーーーーーーーーー ニ ーー 


—fomit— frame — pointer 

と いう オプ ショ ン を 指定 する こと で スタ ッ 
ク フ レ ー ム の 作成 (ink と unlk の 実行 ) を や 
め る こと が て きま す 。 これ を 示す プロ ダラ 
ム 例 が リス ト 9 で す 。 こ こ で も XC と の 比較 
は や っ て いま せん 。 見 て わか る よう に , 関 
数 内 で 局所 変数 を 必要 と する 場合 は 必ず ス 
タッ ク フ レ ー ム が 作ら れる よう で す 。 


テス ト 9 : 関 数 の イン ライ ン 展 開 


じ コ ン パ イラ の 最適 化 の な か で て 究極 の 最 


適 化 の ひと つ は 関数 の イン ライ ン 展 開 で す 。 


これ は 関数 の 本 体 を を それ を 呼び 出す 位置 に 
埋め 込ん で し まい , 関数 呼び 出し の 時 間 を 
即 #※ り する 最適 化 で す 。 確 か に 実行 速度 は 向 
上 する ( 約 40 ク ロッ ク 節 約 ) の で す が , コ 
ー ド サイ ズ は 明らか に 増加 し ます し , ba 
て 関数 と し て 宣言 きれ た も の を コー ド 内 に 
埋め 込ん で も いい も の か と いう 疑問 も 残り 
ます 。 まだ, 分 割 コ ン パ イル の 前 に は 無力 
に な っ て し まい ます し , 関数 の イン ライ ン 
展開 は ベン チマ ー ク 以外 に と どの 程度 有用 で 
ある か どう か は は っ きり し ませ ん 。 し か し , 
関数 の イン ライ ン 展 開 は コン パイ ラ 技 術 と 
し て は 興味 深い も の が あり ます 。 GCC で も 
簡単 な 関数 に つい て は , 


ー finline 一 functions 


と いう オプ ショ ン を つけ げ け て コン バイ ツル 写る 
こと で イン ライ ン 展 開 が で きる よう に な っ 
て いま す (簡単 な 関数 と いう 定義 は よく わ 
か り ま せん が )。 

リス ト 10 に 関数 の イン ライ ン 展 開 を 行う 
プロ グラ ム 例 を 示し ます 。 本当に 関数 が 見 
事 に 埋め 込ま れ て いま すね 。 リ スト 10 で は 
イン ライ ン 展 開 し た あと に は 定数 の た だ た み 
込み の 最適 化 が る さら に 行わ れ て いま す (5| 
数 が 定数 だ と 関数 の 戻り 値 が 計算 で き て し 
まう 

*5) ワー クス テー ショ ン 上 の CC コン バイ 

ラ が ANGSI 仕 様 に バー ジョ ン ア ッ プ され な 

い の は 互換 性 の 問題 が ある か ら で あ る 。C 

コン パイ ラ は あま り に も 基本 的 な ソフ ト な 

の で 簡単 に 置き 換え て し まう こと は で き な 

い 。 そ の 点 , OS に それ ほど 密着 し て いな い 

パソ コン 上 の C コ ン パ イラ や ワー クス テー 

ショ ン 上 の クロ スコ ン パ イラ (GCC は この 

性 格 が 強い ) は 最新 の 仕様 を 持た せ た だ バー 

ジョ ン ア ッ プ を し や すい 。 

*6) XC は X68000 の 持っ て いる 機能 を 

すべ て 実行 どき る よう に 多数 の ライ ブラ リ 

を 提供 し て いる 点 が 大 い に 評 価 で きる 。 し 

か し な が ら , コー ド の 最適 化 に つい て は お 

世辞 に も 優れ て いる と は いえ な い ( 高 機 

能 ・ 低 性 能 の 典型 例 ) 。 GCC の コード と 比較 

す あ こと で 、 やれ ば ここ まで で きる と いう 

可能 性 を 示し て 次 の バー ジョ ン に 反映 され 

る こと を 期待 し た い (現在 開発 中 と いう 噂 

も ある )。 

*7) RISC 用 の CC コン パイ ラ が 非常 に 性 

能 が いい の は (ひと 通り の 最適 化 の ほか に ) 

大 域 変数 の レジ スタ 割り 付け が よく 〈 行わ れ 

て いる か ら だ と 思っ て よい 。 これ は まじ め 


タ の 削除 

ニニ ニニ 44: rts 
45: _main: 
46: link a6,# の 
47・ pea 200 
48: pea 100 
49: Jsr 


50: move.1l d0,_x 
51: move.1 d0,-(sp) 
52: jsr 
53: move.1 d0,_y 
54: unlk a6 
55: rts 
56 : ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
57: gce -0 -S -fomit-frame-pointer で コン パイ ル 
58: RR 
59: f: <= link が な い 
60: move.] 4(sp),d0 <= sp 相対 
61: add.1 8(sp),d0 <= sp 相対 
62: moveq.1 #19,d1 
63: add.1 d1,d0 
64: ャ tg <= unlik が な い 
65・ .even 
66: .globl g 
Bes Es 
68: link a6,#-12 <= ロー カル 変数 が ある 場合 
69: pea 2 
70: pea 1 
Tis jst f 
72: move,1 dQ9,-8(a6) 

イィ ンタ 相対 73: moveq.l #19,d9 

イン タ 相 対 74 add.1 -8(a6) ,d9 


T5: unlk a6 


<= 1ink/unlk は 省略 で き な い 
76: rts 
t1? pain: <= link が な い 
78: pea 200 
79: pea 100 
80: Jjsr 
81: move. l d0,_x 
82: move.1l d0,-(sp) 
83: jsr 
84: move.1 d0, y 
85: add.w #12,sp 
86: rts くさ unik が な い 
87 : ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー *x/ 


特集 2 GCC に 見 る 最適 化 137 


に や る と 大 変 な 技術 を 要する 。 GCC で は 大 
域 変数 の レジ スタ 割り 付け は ほん の オマ ケ 
と いっ た 程度 で し か な く 〈, 中 途 半 端 に レジ 
スタ 割り 付け が 行わ れる た め 人 性能 が 低下 す 
る 場合 の ほう が 多い 。 


ドラ イス トン ベン チマ ー ク 


いく ら C コ ン パ イラ が 理論 的 に いい コー 

ド を 出す と し て も 実際 の プロ グラ ム を 動か 
し た と き に 性 能 が 出 な けれ ば 話 に な り ま せ 
ん 。 ここ で は 一 般 的 な (浮動 小数 点 演算 を 
含ま な い ) プロ グラ ム の 性 質 を よく 表し て 
る よい われ て いる ドラ イス トン ペン チマ 
ー ク *9 に よっ て GCC の 性 能 を 見 る こと に 
し まし ょ う 。 使用 する ドラ イス トン ベン チ 
マー ク の バー ジョ ン は 2.1 で す 。 こ れ は 極端 
な 最適 化 (関数 の イン ライ ン 展 開 ) が 行え 
な いよ うに 改良 きれ だ ドラ イス トン ベン チ 
マー ク の (お そる らく) 最新 バー ジョ ン で す 。 
コン パイ ル 時 の オプ ショ ン は デフ ォ ル ト 
T-O (最適 化 ) を 指定 する こと に し , A 
に 説明 し ただ, 

ーfstrength 一 reduce 

—fomit— frame — pointer 

—finline — functions 
を 適当 に 組み 合わ せ て コン パイ ル を 行い , 
性 能 の 違い を 泊 定 し まし た 。 

表 1 に 渦 定 結果 を 示し ます 。 予想 ど お り 


表 1 


ドラ イス トン ベン チマ ー ク 
コン パイ ルオ プシ ョ ン (一 O 以 外 ) 


xX 
X 
xX 


X 


( 注 1) 


ここ で は 手 で パッ チ を 当て て 測定 し た 。 
( 注 2) 
( 注 3) 
レジ スタ 変数 な し で 487.8 Dhrystone/sec。 


関数 の イン ライ ン 展 開 は 効果 が あり ませ ん 
で し た (バー ジョ ン 2.1 の 性 格 )。 し か し , 
スタ ッ ク フ レー ム の 削除 は か な り 効 果 的 で 
ある こと が わか り ま す 。 ド ライ スト ン ペ ベン 
チマ ー ク で は 変数 を register 宣 言 し た と き 
の 値 を 測定 する ほう が 普通 で す が , GCC で 
は register 宮 言 を 行っ た ほう が 性 能 が 悪 か 
っ だ の で , そちら は 測定 し て いま せん 。 Z 
れ は 無理 矢 理 指定 す register € 5 D GCC 
本 来 の レジ スタ 割り 付け の 邪魔 を する せい 
で ある と 考え られ ます 。 

一 般 的 な 10MHz 動 作 の 68000 マ シン で の 
ドラ イス トン 値 は 900 一 1100 程 度 で すか ら 
GCC は か な り よ い 結 果 を 出し て いる と い 


ーfomit 一 frame 一 pointer | 一 fstrength 一 reduce 


AA 
EE RO O 
SN oe E OO 
1 し cn 
LO... | 
A OA 


ドラ イス トン の 結果 (GCC バー ジョ ン 1.34 を 使用 ) 
バー ジョ ン 2. 1 の 実行 結果 (OPM ド ライ バ あ り ) 

ドラ イス トン 値 
Dhrystone/sec 


ENE 
0265.8 


1190.5 
1265.8 


1219.5 


-finline-functions 使用 時 は Proc-8 の コー ド 生 成 を 誤る 。 


GCC で は レジ スタ 変数 あり で コン パイ ル す る と 遅く な る 。 
同じ 測定 条件 で の XC に よる 結果 は レジ スタ 変数 あり で 512.8 Dhrystone/sec, 


える で し ょ う ( ひ と まず 満足 )。 それ に し て 
も XC の 500 と いう 値 は 情け な いで すね 。 や 
は り 次 期 バ ー ジ ョ ン に 期待 が 高まり ます 。 


*8) ドラ イス トン (dhrystone) の ほか に 
有名 な ベン チマ ー ク テス ト と し て は 浮動 小 
数 点 演 算 の 性 能 を 調べ で る ウエ ッ ト ス トン 

(whetstone), リア ル タ イ ム 人 性 能 を 調べ る 
リア ルス トン (rhealstone), HERA LiF 
動 小数 点 演算 の 性 能 を ペア で 調べ る スタ ン 
フォ ー ド (stanford) な ど が ある 。 
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(邦訳 『 コ ン パ イラ 」 培 風 館 , 1986F). 

2) 松岡 泰正 , 河内 浩明 , 茂木 強 、「 コ ン パ イラ に 

お ける 最適 化 の 技法 」,、 インターフェース ,1989 年 
3 月 号 , pp. 196-210, 


リス ト 10 関数 の イン ライ ン 展 開 

ee inline.c と とこ と る る る の る る ここ ここ る 43: unlk a6 

1: /t 44: rts 

2: (最適 化 9) 関数 の イン ライ ン 展 関 PE ET 

$ x $ 1n a , 

43 fix,y) 47: pea 200 

5 int X.Y; 48: pea 100 

6: 1 49: ar E <= f() を 呼ぶ 

7: return(x+y+10); 50: move.1 d0,_x 

a: | i 51: move.1 d0,-(sp) 

9 52: jsr £ <= g() を 呼ぶ 
10: g(x) 53: move,l d0,_y 
1i: int x; 54: unlk a6 
12: { rts 
13: int a[3]; UE SEE ee a a 
14: alii=ft1,2): Sr: gcc -O -S -finline-functions で コン パイ ル 
15: return(a[1]+x): 58: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー 
16: 1 59: f 
tr: 60: link a6, #0 
18: int X,Y; 61: move.1 8(a6),d0 
19: main() 62: add.1 12(a6),d0 
20: ( 63: moveq.1 #19,d1 
Zi: xzf(100,200); 64: add.1 d1,d0 
22. マニ g(x) 65: unlk a6 
23: } rts 
24: / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー E. ES 
75: gec -0 -S で コン パイ ル 68: link a6,*-12 
の 69: moveq.1 #13.d1 <= f(1,2)-13 を 展開 
gr: f 70: move.1 d1,-8(a6)<= a[1]=f(1,2) 
28, _ link a6,#9 71; move.1 8(a6),d0 <= x 
29: move,1 8(a6),d0 T2: add.1 -8(a6),d0 <= x+a[1] 
30: add.1 12(a6),d9 13: unlk ab 
31: moveq.1 *10,d1 74: rts 
32: add.1 d1,d0 e „main: ia 
33: unlk a6 $ ink a6, #- 
34: rts FI: move.1 #310,d0 <= f(100,200)=310 を 展開 
35: g: 78: move. l d0,_x 
36: link a6,#-12 79: moveq・1 #13,d1 <= f(1,2)=13 を 展開 
37・ pea 2 80: move.1 d1,-8(a6)<= a[1]=f(1,2) 
38: pea 1 81: add.1 -8(a6),d0 <= a[lll+x=8(x) を 展開 
39: jsr f <= f() を 呼ぶ 94 move.1 d0,_y 
40: move.1 d9,-8(a6 ) 83: unlk a6 
41: move.1 8(a6),d0 84: rts 
42: add.1 -8(a6),d0 a — — —— — — — > */ 
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Meer 


WSLANG 用 アク ショ ン ゲ ー ム 

今月 の WORM KUN は SLANG で 作ら れ た アク ショ 
ング ー ム で す 。 ちあ よっ と 見 る と どこ に で も あり そ ぞ 
うな スネ ー ク ゲー ム 。 で も よく 見 る と , 体 が 長く 
な る こと 以外 スネ ー ク ゲー ム の 様相 は ほとん ど 残 
きれ て いま せん 。 

WORM 君 の 大 好物 は RON ちゃ ん で す 。RON ち ゃ ん 
を 追っ か け て , 各 面 に いる も の を すべ て 食べ 尽く 
し て くだ さい 。 こ の 場合 , | 匹 ず つ 地 道 に や っ つ 
け て いっ て も よい の で す が , リフ ブル ラ ブル の 「 バ 
シン 」 の よう に 一 定 の エリ ア を 囲ん で 一 気 に 相 手 
を 飲み 込む こと も 可能 で す 。 同じ よ うに 見 える キ 
ャ ラク タ に も 実は いろ いろ 性 格 が ある の が わか る 
LED 

さて , 最初 に いっ た よう に この ゲー ム は SLANG 
で 記述 され て いま す 。SLANG は , 比較 的 最近 発表 
され た TTI や TTC に 比べ る と , か な り 本 格 的 な 開発 
言語 だ と いえ ます 。 手軽 に 使う な ら TTI&TTC, 幅 
広く 使う な ら SLANG と いう 使い 分 け も で きる で し 
E 

皆さん も これ ら の 言語 を 使っ て , 7 
ョ ン を どん と ん 作っ て みて くだ きい 。 


SLANG 用 ゲー ム WOHM KUN 


再掲 載 SLANG コ ン パ イラ 


@SLANG 再 掲載 

S-0S 用 シス テム & ア プリ ケー ショ ン の な か で も 
実用 性 の 高い と 思わ れる コン パイ ラ 言 語 SLANG を 
ファ イル 入出 カラ イブ ラリ ご と 再掲 載 し ます 。 本 
当 は 先月 の DIO.LIB と 一 緒 に 掲載 する 予定 どっ た の 


で す が , 諸々 の 都合 に 
ELE LIZ 

今回 再掲 載 さ れる の は コン パイ ラ 本 体 だ け で す 
DT, 実際 の ブ プログ ラム の 入力 / 作 成 に は S-0S 用 
の エディ タ が 必要 で す 。 具体 的 に いう と , 主 な と 
ころ で は ZEDA, E-MATE, WINER, TED-750 ら の い 
ずれ か が 必要 と な り ま す 。 これら 以外 に も エディ 
タ 機能 を 持っ た も の が あり ます が , ZEDA コ ン パ チ 
の も の な ら そ の まま 使用 で きま す 。 ま た , エディ 
タ ア セン ブラ REDA の エディ タ 部 分 は イン デン ト 
( 字 下 げ ) を 行わ な いと いう 条件 つき で な ら 使 用 
で きま す 。 

SLANG は 低級 言語 の 小回り の よさ と 高級 言語 の 
便利 さ を 兼 ね 備え , か つづ つ 手軽 に 扱え る コン パイ ラ 
で す 。 コンパ イラ に よる プロ グラ ム 開 発 の 入門 用 
と する な り , S-0S 用 の アプ リケーション を 開発 す 
る な り 存 分 に 活用 し て くだ さい 。 


より 今月 の 掲載 と な っ て し 


プリ ケー シ 


@S-OS の 系 譜 ( 6 ) 

S-0S は 現在 の バー ジョ ン , “SWORD” に な っ て 
格段 の 進化 を 遂げ まし た 。 今月 も 先月 に 引き 続い 
T, SWORD” シス テム 作成 者 の ひと り で ある 泉 大 
介さ ん に S-0S “SWORD” 誕生 時 の 様子 を うか が う 
ら こら を に し きま し IA う 。 

S-0S SWORD の いち ば ん の ウリ は ファ イル シ 
デム で すず す 。 も と も と 。 プロ ッ ピ ーー ディス メタ クタ で は 
ディ レク トリ を 一 気 に 検索 し て 目的 の ファ イル が 
存在 する か どう か を チェ ッ ク し ます 。 E カセ 
ッ ト テ ー プ で は , ファ イル を 順次 読み 込み な が ら 
目的 の ファ イル か どう か チェ ッ ク し ます 。 これら 
異な る 動作 を する も の を , 「 フ ァイル オー プン ・ 
A 
使え る よう に し よう と いう の で すか ら 大 変 で す 。 

これ に 対し て 私 の 友人 が うま い 解 決 方 法 を 示し 
て くれ まし た 。 それ は , Z80 が 持つ , キャ リ / ゼ 
ロ の 2 つの フラ グ を 使い 分 ける と いう 方 法 で す 。 
つま り , キャ リフ ラグ は メデ ィ ア を 問わ ず エ ラー 
の 発生 を 意味 させ る よう に し ます 。 ゼ ロフ ラグ は 
ディ スク アク セス で は 常に ゼロ で ある よう に 設定 
し て お きま す 。 一 方 , カセ ッ ト テ ー プ で は 目的 の 
ファ イル が 見 つか れ ば これ が ゼロ に な る よう に し 
て お きま す 。 こ の よう に する こと で 「 キ ャ リフ ラ 
グ が 立っ て いた ら エ ラー。 メン セロ な らら ゼロ に な 
る まで オー プン し 直す 」 と いう ひと つの ルー プ て , 
テー プ に も ディ スク に も 対応 で きる よう に な っ た 
の で す 。 

また , これ まで に S-0S “MACE” 用 に 発表 され て 
いた プロ グラ ム が その まま “SWORD” 上 で 動く よ 
うに 用 意 さ れ た 部 分 も あり ます 。 フ ァイル コン ト 

ロー ルプ ブロ ッ ク , 略し て FCB (旧名 RDI) が そう で 
す 。 これ は 和牛 嶋 さ ん に よっ て 提案 , サポ ー ト され 
た だ ルー デン で 。 ディ スク を テー ンジ の よう に 捉 う る 
の で すず; 

この よう に “SWORD” に は , “MACE” と の 互換 
性 を 維持 する た め の 工 夫 が いっ ぱい で す 。 マ シン 
語 が わか る よう に な っ た 皆さん は , 一 度 見 比べ て 
みて くだ さい 。 
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山田 純二 


1988 年 3 月 号 で 発表 きれ た 構造 型 コ ン パ 
イラ SLANG を 使っ た リア ル タ イ ム ゲ ー ム 
を 発表 し ます 。 

SLANG は , 文法 も 6C に 近い 構造 型 で 機 
能 ち も すっ きり まとまっ て いる し , 浮動 小数 
点 パ ッ ケ ー ジ を 使え ば 実数 演算 まで で き て 
し まう S-OS 用 の 開発 ツー ル と し て は か が な が 
り 強 力 な ツー ル で す が , いま まで に 発表 る 
れ た も の し いん ば ユー ティ リティ が 数 本 , 
ゲー ム に いた っ て は 1988 年 5 月 号 に 掲載 き 
れ た 「 地 底 最 大 の 作戦 」 以 外 な い 。 これ は 
_ 実 加 $ っ た いな い 状況 と いえ る て し ょ う 。 
そる そこ て, 初め て SLANG を 見 る 人 向け に 


作っ で みた の が 今回 の プロ グラ ム で す 。 ゲ 


ー ム は シン フル (単に 質素 と も いう ) その 
- も の で す が 。 これから SLANG を 使っ て み 
ょ よう か 時 っ て いる 人 は , 今回 の ゲー ム フ 
ログ ラム 多 参 考 (踏み del 
E ASA ALTOS 


入力 万 法 


まず . 掲載 きれ て いる ソー ス 


リス ト を E- 


MATE な どの エディ タ を 使っ て 入力 し , デ 


ィ ス ク 版 ユー ザー の 人 は いっ た ん デバ イス に 
ャ ー デ し て か ら SLANG を 起動 し , 

』 し ノ ァ イル 
て ゴ タ パ 4 ル し て くだ さい 。 テ ー プ 版 ユ ー 
ザー の 人 ! EECa sA LEU 


th の で 。 エ ディ タ の テキ スト 格 


納 ア ドレ ス を 7000』 以 降 に 変更 し て か ら テ キ 
スト を 人 和 人力 し まし ょ う 。 そし て コン パイ ル 


E 
| 
a 
= 
Z 
E 
| 


FOR SLRNG 
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全 機種 共通 S-0S“"GWORHD" 要 


sLANGm ケ - ム WUHM KUN 


言語 ライ ク な 5-D ら オリ ジ ナ ルコ ン バ イ ラ SLAINQ で 開発 さ 
れ た アク ショ ン ゲ ー ム で す 。 WOHM 君 を 操っ て 画面 上 の HON ち 
や ん を すべ て 食べ 尽く し て くだ さい 。 な お , GLANG を お 持ち で 
な い 方 は 145 ペ ベー ジ か ら の SLANG 再 掲載 を 参考 に し て くだ さい 。 


し て くだ さい し じ 。 エ ラー な て コンペ パイ ルル て き 
た 場合 に は , 

Program 8000— A 3E2 

Work A3E3-—???? 
: 表示 る きれ ま す の で , ブロ グラ ム エ リ ア 80 
00』ーA3E2g の オブ ジェ クト を セー ブ し て , 
J8000 で 実行 し て くだ る 
操作 法 避 遊び 万 


ゲー ム 内 容 は WORM 君 (C@ "が 頭 で ^O" 
が 体 で す ) を 動か し , EN うう の も ょ ろ る 
o el と 呼ん で ) を 10 
匹 全 部 食べ て し まう と , 1 面 ク リア と いう 
A 3 Ue 
リア ご と に 体 が 1 パー ツ ず つ 増 えて いき 
最高 15 個 分 まで 増え 続け ます 。 画面 に は W 
Ma T -。 お じゃ ま 
キャ ラク ター の "* (アス タ 君 だ よさ) が い 
ます 。 こ の "* "は , な に も 考え ず に た が だ 画 
面 中 わ も うろ ちょ みろ 進ん で いる だ け な の で す 
が , WORM 君 に と っ て は 天敵 で 体 の どの 部 
分 に 触れ て も WORM 君 は 死ん で し まい ま 
+. 
WORM 君 の 移動 は 、 カー ソル キー か , F 
VE, まだ は K を 中 心 と し た "1 。M, 
LJ? LT, 上 トト 左右 に 動か し ます 。W 
ORME, いっ た ん 進み 始め た ら ほ か の 
方 向 キ ー が 押さ れる か , 障害 物 に ぶつ か る 
まで 進み 続け ます 。 それ と 自分 の 進ん で き 
た 方 向 と 逆 向 き に は 進め ませ ん の て 注意 し 
C% だ さい 

次 に スペ ー ス キー を 1 MS l AZIR 
pe “P” を 自分 の いち ば ん 後 

に 置き ます 。“P” が ある と き に も う 一 

度 ス ペー スキ ー を 押す と , 自分 の 頭 '@ と 
P "の 範囲 に 網 を 張る こと が で きま す 。 自 
分 で 捕まえ る ほか に し に, 
も 5“Q" を 捕らえ ん る こと が で きま す 。 


BAC AREA? "と いう の が あり ます が , 


これ は 網 を 張れ る 範囲 を 表示 し て いて これ 
が 0 に な っ て し まう と, 一 度 置 いた ポイ ン 


この 網 を 張る こと で 


タ は 解除 きれ て し まい ます 。 こ の AREA も 
グ リプ ざと に いび ょ と つ す ずつ 放 えて いき さま す 。 
RON ちゃ ん は 1 匹 捕らえ る と 5 点 で す が , 
網 を 張っ て 捕らえ る と 倍 の 10 点 も ら え , 復 
数 いっ ぺん に 捕まえ を る と スコ ア は 2 倍 ず つ 
加算 さる きれ ます 。 

基本 的 に RON ちゃ ん は ラン ダム に 動い て 
いま す が な か が か が に は ひね (て れ だ ヤツ が いて , し 
つこ 〈 WORM 君 か 6 逃げ 回 り ま す 。 こい 
つ は , WORM 君 と XX 座標 か Y 座 標 が 合う 
と 逃げ て し まい ます の で , 座標 を 少し ずら 
し て 端 に 追い 込ん で か 5 ら すばやく 綱 を 強 
っ て 捕まえ る の が 効果 的 で す 。 面 が 進む と 
だ ん だ た ん ひね で て で れ た ヤツ が 増 を て いき 10 
匹 じ っ ぺん に 逃げ る る ま は な か な か 気持 ち 
いい で す 。 

の 上 。 ア ログ ラム の 政 造 を し た だ たい とき に 
注意 し て ほし い の は ,。 この プ ブログ ラム , 25 
ッ シ ユ テーブル が めい っ ぱい な の で, 新 
し く 関 数 を 定義 むす る と き は SLANG の ワー 
クエ リア の 3012』 と 30144 か ら の ハッ シュ 表 
の 上 限 ア ドレ ス を 変更 し て 《 だ さる ぃ 

ー ーー 
最後 に 


| 
初め に , 初心 者 の 人 は 参考 に し て 〈 く だ きる 
いな ど と いい まし だ た だが, コン パイ ル 時 に 山 
の よう な エラ ー が 出 て マニ ュ ア ル と に ら め 
うこ し な が 5 ずい ぷん 背 究 し まし だ に 。 アロ 
グラ ム 自 体 の 内 容 は だ た いし だ こと は な い の 
に 。 な ぜ か ずい ぶん サイ スズ が 大 きく な っ て 
し まい まし た (無駄 が 多い ん で し ょ うわ ね )。 
この プロ グラ ム を 作っ て , O 
OS し た 。 構 造型 と い 
で 最初 は 戸惑っ て いま し た が , e. 
e e a 
使い 方 次 第 で は な ん で も で きち ゃ う 
魔法 の SLANG! と な る で し ょ う 。 初心 
者 の 人 に は と っ つき に くい で で しょうが, 高 
級 な 処理 か ら マ シン 語 レ ベル の 処理 まで こ 
な せる この SLANG, S-OS 用 の 開発 ツー 
ル と し て , 皆さん ぜひ 活用 し て 〈《 だ さい 。 


OOD POL 


// 


// WORM KUN 1989.11.17-21 


// FOR SLANG 
17 Programed by JUNJI 
ORG $8000; 
VAR LENG,1I,J,SCORE,HISC,X,Y, 
DEATH, ROUND , PX, PY ,PFLAG, 
HANI , NOKORI , RONALL ,NAGASA , 
TKAZU,KCODE,SPC,APF,OVER; 
ARRAY BYTE WORM[31], 
BYTE VRAM[29][24]:$B000, 
BYTE RON[45], 
BYTE BACK[300], 
BYTE ASTA[15]; 
MAIN() 
VAR I,OVKEY; 
BEGIN 
WIDTH(40); 
REPEAT ( 
SHOKI( ) : 
GAMEN( ) : 


MENSHOKT( ) ; 

PARAMETER( ) : 

WORMPRTNT( ) : 

REPEAT ( 

LOCATE(30,20); PRINT("PUSH ANY"); 
LOCATE(30,21); PRINT("  KEY!"); 


LOCATE(30,20); PRINT(" +: 
LOCATE(30,21); PRINT(" h}: 
) UNTIL INKEY(0)<>0; 
REPEAT ( 
ASTAMAIN( ) : 
FOR 1=9 TO 2 ( 
RONMATN( ) ; 
WAIT(); 


WORMMAIN(); 

IF PFLAG<>0 THEN POINTPUT( ) : 

IF RONALL==0 THEN ROUNDCLEAR( ) : 

IF DEATH<>0 THEN ( 
WSHINDA();1=0; 

) ENDIF; 

) NEXT; 

APF--; 

) 


UNTIL OVER<>0; 
OVKEY=GAMEOVER( ) : 


) 


UNTIL OVKEY==2; 


LOCATE(0,0); 


END; 


WORMMAIN () 
VAR KEY,FLAG; 


BEGIN 


IF 


) 


END; 


VAR 
BEGIN 
C 


KEY=KEYSET( ) : 
IF KEY== の THEN KEY=KCODE : 
ELSE IF KEY<>5 THEN KCODE=KEY・ 
X=WORM[ 0]; 
Y=WORM[ 1 ] : 
CASE KEY OE ( 
1 Y--; 


2 
3 
4 X--; 
5 IF SPC==0 THEN (; 
POINTSET();SPC=10; 
) ENDIF; 
10 OVER=10: 
) 
KEY<>0 THEN ( 
FLAG=XYCHK(); 
FLAG=CHRCHK( ) : 
IF FLAG==0 THEN ( 
WORMMOVE ( ) ; 
) ENDIF; 
ENDIF; 
WORMPRTINT( ) : 


KEYSET( ) 


CODE; 


ODE=INKEY(0); 

CASE CODE OF ( 
ga”. CODE=S3; 
ra? CODE=4: 
’6? 。 CODE>2・ 
8: CODE=1 ; 
’ M?’ CODE=3: 


YT=WORM[1+1]; 


LOCATE(XT,YT); PRINT(" "); 
REPEAT ( 
WORM[ I ] =WORM[ 1-2]; 
WORM [ 1+1]=WORM[ 1-1]; 
I=1I-2; 
) UNTIL I<2; ・ 
WORM[ 9 の] =X:WORM[ 1 ] =Y: 


END: 


XYCHK( ) 


VAR CHK; 


BEGIN 


CHK=0; 

IF X==0 THEN CHK=10: 
IF X==29 THEN CHK=10: 
IF Y==0 THEN CHK=10: 
IF Y==29 THEN CHK=10: 


END (CHK) ; 


CHRCHK( ) 


VAR CHK,DISP; 


BEGIN 


CHK=0; 

DISP=SCREEN(X,Y); 

CASE DISP OF ( 
$7B CHK=10; 
’Q’ ( GETRON(); 

SCOREPLUS(5); ) 
2x? DEATH=10: 
) 


END(CHK ) : 


WSHINDA( ) 
BEGIN 


WORMLINE(*xXx”); 

BEEP(); BEEP(); 
WAIT(); 
WORMLINE(?* ?); 
NOKORI--=; 

IF NOKORI==0 THEN OVER=10; 
LOCATE(PX,PY); 
PRINTE" *): 
PFLAG=0 : 

DEATH=0; 

PARAMETER(); 
WORMSET( ) : 
ASTAOFF( ) ; 
ASTACLR( ) : 

APF=1; 


END; 


ASTAOFF( ) 
BEGIN 
FOR 1=0 TO 4 ( 


IF ASTA[I*3]<>0 THEN ( 


LOCATE(ASTA[3*1+1] ASTA[1Xx3+2]); 


PRINT( "}: 
) ENDIF; 
) NEXT: 


END: 


WORM 


'J’  CODEZz4: 
FL”. CODE=2: 
rta”  CODESIS 
$1F CODE=3; 
$1D CODE=4: 
$10 CODE=2; 
$1E CODE=S1; 
' . CODES; 
$1B CODE=10; 
OTHERS CODEz0; 
) 
IF CODE<>5 THEN ( SPC=0; 
IF CODE<>0 THEN CODE=TURNCHK (CODE ) : 
) ENDIF; 
END(CODE ) : 
TURNCHK ( CODE) 
VAR CD; 
BEGIN 
CD=CODE : 
CODE=CODE+2 ; 
IF CODE>4 THEN CODE=CODE-4 : 
IF KCODE==CODE THEN CD=0; 
END(CD); 
WORMMOVE ( ) 
VAR XT,YT; 
BEGIN 
I=LENG*x2-2; 
XT=WORM[1]; 


KUN 14] 


TINILNIS JHLA 


185 WORMLINE(CH) 281 END(PF); 


186 'BEGIN 282 

187 FOR 1=0 TO LENG-1 ( 283 BOXFULL(RX,RY) 

188 LOCATE(WORM[ 1x2] ,WORM[1x2+1]); 284 VAR LX,LY,SC,CN; 

189 PRTINT(CHR$(CH) ) : 285 BEGIN 

190 ) NEXT; 286 LX=WORM[0]'; 

191 END; 287 LY=WORM[1]; 

192 288 IF LX>RX THEN ( 

193 289 1I=RX;RX=LX;LX=1; 

194 RONDEATH(XR,YR) 290 ) ENDIF: 

195 VAR RI, I; 291 IF LY>RY THEN ( 

196 BEGIN 292 I=RY;RY=<LY;LY=I; 

197 RI=99; 1-0; 293 ) ENDIF; 

198 REPEAT ( 294 BACKCHK(RX,RY,LX,LY); 

199 IF RON[T] く <> の 9 THEN ( 295 FOR i=LY TO RY ( 

200 IF RON[(1+1]==XR THEN ( 296 LOCATE(LX,1); 

201 IF RON[I+2]==YR TREN RlsI; 297 PRINT(STR$($7B,RX-LX+1)); 

202 ) ENDIF; 298 ) NEXT; 

203 ) ENDIF; 299 IF TKAZU<>9 THEN ( 

204 I=1+3; 300 TDEATHPRT(); 

205 ) UNTIL 1>44; 301 SC=0; CN=10; 

206 RON[RI]=0; 302 FOR I=0 TO TKAZU-1 ( 

207 END(RI); 303 SC=SC+CN : CN=CN*2・ 

208 304 ) NEXT; 

209 GETRON() 305 ) ENDIF; 

210 VAR RI; 306 WAIT(); SCOREPLUS ( SC ) ; 

211 BEGIN 397 FOR IzLY TO RY ( 

212 RONDEATH(X,Y): 308 FOR J=LX TO RX ( 

213 IF RI<>99 THEN ( 309 LOCATE(J,1); 

214 LOCATE(X,Y); 310 PRINT(CHR$(VRAM[J][1])); 

215 PRINT;  ): 311 ) NEXT; 

216 RONALL--; PARAMETER(); 312 ) NEXT; 

217 ) ENDIF; 313 END; 

218 BEEP( ) : 314 

219 END; 315 BACKCHK (BRX ,BRY , BLX , BLY ) 

220 316 VAR CH; 

221 WORMPRINT() 317 BEGIN 

222 BEGIN 318 TKAZU= の : 

223 I=LENG*2-2; 319 FOR I=BLY TO BRY ( 

224 REPEAT ( 320 FOR J=BLX TO BRX ( 

229 LOCATE(WORM[1I] , WORM[ I+1] ) ; 321 CH=SCREEN(J,I); 

226 PRINT("0");1=1-2; 322 CASE CH OF ( 

227 ) UNTIL 1<2;5 323 tar ( 

228 LOCATE(WORM[ 0], WORM[1]); 324 RONALL-- : 

229 PRINT("e"); 325 PARAMETEER( ) : 

230 END; 326 RONDEATH(J,1); 

231 327 TBSET(J,1,CH); 

232 328 ) ) 

233 POINTSET( ) 329 ) NEXT; 

234 BEGIN 330 ) NEXT; 

235 IF PFLAG==0 THEN ( 331 

236 PFLAG=10; 332 END; 

237 PX=WORM[ LENG*2ー21: 333 

238 PY=WORM[LENG*2-1]; 334 TBSET(HX,HY,CH) 

239 POINTPUT(); BEEP(); 335 BEGIN 

240 ) ELSE ( 336 BACK[ TKAZU*3]=CH; 

241 LOCATE(PX,PY);PRINT(" "); 337 BACK[ TKAZU*3+1 ] =HX : 

242 PFLAG= の : 338 BACK [ TKAZU*3+2 ] =HY:・ 

243 BOXFULL (PX ,PY ) ; 339 TKAZU++; 

244. LOCATE(33,15); 340 END; 

245 PRINT(FORM$ (NAGASA,02),":" ,FORM$(NAGASA,02)); 341 

246 ) 342 

247 ENDIF; 343 TDEATHPRT() 

248 END; 344 VAR RI,XC,YC; 

249 345 BEGIN 

250 POINTPUT() 346 FOR 1=0 TO TKAZU-1 ( 

251 VAR PF; 347 XC=BACK[I*3+1]; 

252 BEGIN 348 YC=BACK[I*3+2]; 

253 LOCATE(PX,PY); 349 CASE BACK[I*3] OF ( 

254 PRINT("P"); 350 7Q) ( RI=RONDEATH(XC,YC); 

2505 PF=POINTCHK(); 351 ) 

256 IF PF<>0 THEN (・ 352 ) 

257 PFLAG=0; BEEP(); 353 LOCATE(XC,YC);PRINT("x"); 

258 LOCATE(PX ,PY ) : 354 BEEP( ) ; 

259 PRINT;  ): 355 ) NEXT; 

260 LOCATE(33,15); 356 END; 

261 PRINT(FORM$(NAGASA,02),":" ,FORM$(NAGASA,02)); 357 

262 ) ENDIF; 358 // ENEMY MAIN 

263 END; 359 

264 360 RONMAIN() 

265 POINTCHK() 361 BEGIN 

266 VAR SX,SY, PF; 362 よこ ひい 

267 BEGIN 363 REPEAT ( 

268 PF=0; 364 IF RON[I]<>0 THEN RONMOVE ( ) : 

269 SX=PX-WORM[ の 1 : 365 si+3; 

270 SY=PY-WORM[1]; 366 ) UNTIL 1243; 

271 IF SX.<.0 THEN ( 367 END; 

272 SXSCPLISA)+1; 368 

213 ) ENDIF; 369 RONMOVE() 

274 IF SY.<.@ THEN ( 370 VAR RNX,RNY,RN; 

£5 SY=CPL(SY)+1; 371 BEGIN 

276 ) ENDIF; 372 RNX=RON[I+1]; 

2I IF NAGASA<SX THEN PF=10: 313 RNY=RON [ エ +2 ] ; 

278 IF  NAGASA<SY THEN PF=10; 374 LOCATE(RNX , RNY ) ; 

279 LOCATE(33,15); 375 PRINT(" "); 

280 PRINT (FORM$ (NAGASA-SX,02),”:" ,FORM$(NAGASA-SY,2)); 376 IF RON[I]<>1 THEN ( 

ゆ めぞん 一 刻 24 枚 組 LD 購入 の た め X68000 が 買え な く な っ て し ま ょ っ た と いう 方 は けっ こ 

142 ohnx 19901. うい る と 思い ます が , 春 ご ろ に あの 伝説 の 50 枚 組 LD「 う る 星 や つら 」 が 再販 され る そう で 


す 。 ま た だ X68000 が 遅く な る ? LD プ レー ヤー も 安く な っ た こと だ し 。 る あ 皆 さん, 30 万 
円 どう や っ て 作り ます 07 田中 正志 (21) 千葉 県 


377 RN=RNIGERU(RNX,RNY); 473 ) ENDIF; 


378 ) ELSE ( RN=RND(4); 474 IF DFL<>0 THEN ( 
379 ) ENDIF; 475 ASTA[1*3]=DIRSET(DX,DY); 
380 CASE RN OF ( 476 ) ELSE ( 
381 の RNY++; 477 ASTA[1x3+1]=ASTA[1x3+1]+DX; 
382 1 RNX--: 478 ASTA[1x3+2]=ASTA[1x3+2]+DY; 
383 2 RNX++; 479 ) ENDIF; 
384 3 RNY--; 480 LOCATE(ASTA[T*3+1] ,ASTA[1x3+2]); 
385 ) 481 PRINT("x"); 
386 IF SCREEN(RNX,RNY)==$20 THEN ( 482 END; 
387 RON[1+1]=RNX; 483 
388 RON[ T+2 ] =RNY: 484 ASTACHK( ASX , ASY ) 
389 ) ENDIF; 485 VAR AW; 
390 LOCATE(RON[1+1],RON[1+2]); 486 BEGIN 
391 PRINT("Q"); 487  AW=SCREEN(ASX,ASY); 
392 END; 488 CASE AW OF ( 
393 489 20? DEATH=10, AW=0; 
394 RNIGERU(RNX,RNY) 490 2? DEATH=10, AW=0; 
395 VAR  RDX,RDY,RN,CH; 491 $7B AW=10; 
396 BEGIN 492 OTHERS AW=00; 
397  RDX=RNX-WORM[0]; 493 ) 
398  RDY=RNY-WORM[1]; 494 END(AW): 
399 495 
400 IF RDX==0 THEN ( 496 DIRSET(DX,DY) 
401 IF RNX<14 THEN RN=2; 497 VAR DIR; 
402 ELSE RN=1: 498 BEGIN 
403 ) ENDIF; 499 CASE DX*3+DY OF ( 
404 IF RDX.<.0 THEN RN=1; 500 -2 DIR=1; 
405 IF RDX.>.0 THEN RN=2; 501 4 DIR=2; 
406 CH=RCHK(RNX,RNY,RN); 502 2 DIR=3; 
407 IF CH<>$20 THEN ( 503 -4  DIR=4; 
408 IF RDY==0 THEN ( 504 ) 
409 IF RNY<11 THEN RN=0; 505  END(DIR); 
410 ELSE RN=3; 506 
411 ) ENDIF; 507 ROUNDCLEAR ( 
412 IF RDY.<.0 THEN RN=3; 508 VAR K; 
413 IF RDY.>.0 THEN RN=0; 509 BEGIN 
414 ) ENDIF; 510 LOCATE (05,12); 
415 END(RN): 511 PRINT("*x ROUND CLEAR!! xx"); 
416 512 BEEP( ) : 
417 RCHK(RNX,RNY,RN) 513 ROUND++ ; LENG++;NAGASA++; 
418 VAR CH; 514 IF LENG==16 THEN LENG=15; a 
419 BEGIN 515 IF NAGASA==16 THEN NAGASA=15; pa e 
420 CASE RN OF ( 516 LOCATE (07,14); rr 
421 O RNY++; 517 PRINT("PUSH RETURN KEY!"); 
422 1 RNX--; 518 REPEAT ( の 
423 2 RNX++; 519 K=INKEY(2); 
424 3 RNY--; 520 ) UNTIL K==$0D; rr 
425 ) 591. VRAMCLR( ) : ーー 
426 CH=SCREEN( RNX , RNY ) ; 522 GAMEN( ) : EE 
427 END (CH); 523 MENSHOKI (); o 
428 524 PARAMETER( ) : = 
429 ASTAMAIN() 525 WORMPRINT(); rn 
430 BEGIN 526 KCODE=1; E 
431 FOR 1=0 TO 4 ( 527 END; 
432 IF ASTA[I*3]<>0 ASTAMOVE(); 528 
433 ELSE ASTADASU(); 529 GAMEOVER() 
434 ) NEXT; 530 VAR K; 
435 END; 531 BEGIN 
436 532 LOCATE (08,12); 
437 ASTADASU() 533 PRINT("** GAME OVER Xx"); 
438 BEGIN 534 LOCATE (08,14); 
439 IF APF==0 THEN ( 535 PRINT("TRY AGAIN(Y/N)?"); 
440 APF=100-ROUND*10; 536 REPEAT ( 
441 IF APF<5 THEN APF=5; 537 K=INKEY (2); 
442 ASTA[1*3]=RND(02)+1; 538 CASE K OF ( 
443 REPEAT ( 539 Y? Kezl; 
444 ASTA[T*3+1] =RND( 28 ) +1: 540 'N? Ke=2; 
445 ASTA[T*3+2] =RND( 2 ) *22+1 : 541 OTHERS K=0; 
446 ) UNTIL SCREEN(ASTA[1*3+1],ASTA[1x3+2])==$20; 542 ) 
447 LOCATE(ASTA[1*3+1] ,ASTA[1x3+2]); 543 ) UNTIL K<>0; 
448 PRINT("*"); BEEP(); 544 END(K); 
449 ) ENDIF; 545 
450 END: 546 MENSHOKI () 
451 547 BEGIN 
452 ASTAMOVE() 548 APF=1; 
453 VAR XA,YA,DX,DY,DFL,FC; 549 PFLAG=0; 
454 BEGIN 550 KCODE=1; 
455  XA=ASTA[I*3+1]; 551 WORMSET( ) : 
456 YA=ASTA[T*3+2] : 552 RONSET( ) : 
457 LOCATE(XA,YA); 553 ASTACLR(); 
458 PRINT(" "); 554 END: 
459 CASE ASTA[1x3] OF ( 555 
460 01 DX=-1, DY=1・ 556 WORMSET( ) 
461 02 DX=1 , DY=1; 557 BEGIN 
462 03 DX=] , DY=-1: 558 1=0; 
463 04 DX=-1, DY=-1・ 559 REPEAT ( 
464 ) 560 WORM[1]=15; 
465 DFL=0; 561 WORM[1+1]=15; 
466 FC=ASTACHK ( XA+DX , YA); 562 I=1+2; 
467 IF FC<>0 THEN ( 563 ) UNTIL I>LENG*2-2; 
468 DX=CPL(DX)+1; DFL=10; 564 END: 
469 ) ENDIF; 565 
470 FC=ASTACHK ( XA+DX , YA+DY ) : 566 ASTACLR( ) 
471 IF FC<>0 THEN ( 567 BEGIN 
472 DY=CPL(DY)+1; DFL=10; 568 FOR 1=0 TO 15 ( 
y 僕 の 周り に は 毎日 学校 帰り に ゲー ム や っ て て 小学 生 の 間 で 有名 に な っ て いる や つと か 
ゲー セン に 行っ て 有り 人 金 使っ て くる と 学校 に 出 て て る や つと か , 2 日 ゲー ム を し な いと 指 WORM KUN 143 


が けい れん する や つと か いて , ふと 冬 の 青空 を 見 た りす る と 「 を そーいや 僕 6 受 験 生 だ 」 と 
思い 出す 今日 この ご ろ で す 。 KE 満 (18) 静岡 県 


569 ASTA[1]=0; 663 


570 ) NEXT; 664 SCOREPRINT( ) 

571 END: 665 BEGIN 

572 666 LOCATE (31,6); 

573 RONSET() 667 PRINT("HI-SCORE"); 

574 VAR TC,NIGE; 668 LOCATE(33,7); 

575 BEGIN 669 PRINT(%(HISC)); 

576 NIGE=ROUND MOD 10; 670 LOCATE (31,8); 

577 FOR I=0 TO 09 ( 671 PRINT("SCORE"); 

578 IF NIGE<>0 THEN ( 672 LOCATE(33,9); 

579 RON[1x3]=2; NIGE--; 673 PRINT(%(SCORE)); 

580 ) ELSE ( 674 END; 

581 RON[1x3]=1; 675 

582 ) ENDIF; 676 STAGEPRINT() 

583 REPEAT ( 677 VAR SA; 

584 X=RND(29)+1; 678 BEGIN 

585 Y=RND(22)+1; 679 SA=ROUND MOD 5; 

586 TC=SCREEN(X,Y); 680 CASE SA OF ( 

587 ) UNTIL TC==$20; 681 1 STAGE1(); 

588 RON[1x3+1]=X; 682 2 STAGE2(); 

589 RON[1x3+2]=Y; 683 3 STAGE3(); 

590 LOCATE(X,Y);PRINT("Q"); 684 4 STAGE4(); 

591 ) NEXT; e 685 0 STAGE0O(); 

592 RONALL=10: 686 ) 

593 END; 687 END; 

594 688 _ 

595 SHOKI() 689 STAGE1() 

596 BEGIN 690 BEGIN 

597 SCORE=0; 691 BLOCKPRINT(5,5,6,0,2); 
598 ROUND=1; 692 BLOCKPRINT(23,5,6,0,2); 
599 NOKORI=3; 693 BLOCKPRINT(10,11,4,2,0); 
600 NAGASA=5; 694 END; 

601 LENG=4'; 695 

602 DEATH=0: 696 STAGE2( ) 

603 OVER=0; 697 BEGIN 

604 VRAMCLR(); 698 BLOCKPRINT(7,5,6,0,2); 
605 END; 699 BLOCKPRINT(21, 5, 6, 0,2); 
606 700 BLOCKPRINT(5,11,9, 2,0); 
607 VRAMCLR( ) 701 END; 

608 BEGIN 702 

609 FOR I=0 TO 24 ( 703 STAGE3() 

610 FOR J=0 TO 29 ( 704 BEGIN 

611 VRAM[J][1]=$20; 705 BLOCKPRINT(6,5,6,0,2); 
612 ) NEXT; 706 BLOCKPRINT(22, 5, 6, 0,2); 
613 ) NEXT; 707 BLOCKPRINT(14,1,3, 0,2): 
614 END; 708 BLOCKPRINT(14,17,3,0,2); 
615 709 END; 

616 GAMEN() 710 

617 BEGIN 711 STAGE4() 

618 PRINT(CHR$($0C)); 712 BEGIN 

619 PRINT(STR$($7B,30)); 713 BLOCKPRINT(7,5,6,0,2); 
620 LOCATE(0,1); 714 BLOCKPRINT(21, 5, 6, o, 2). 
621 FOR I=1 TO 23 ( 715 BLOCKPRINT(5,19,9,2,0); 
622 PRINT(CHR$($7B),SPC$(28) CHR$($7B),"Y*N"); 716 END; 

623 VRAM[0][1]=$7B; 717 

624 VRAM[29][1]=$7B; 718 STAGEO( ) 

625 ) NEXT; 719 BEGIN 

626 PRINT(STR$($7B,30)); 720 BLOCKPRINT(5,5,9,2,0); 
627 STAGEPRINT(); 721 BLOCKPRINT(10, 1 。 6, 0,2): 
628 END; 722 BLOCKPRINT(5,19,9,2,0); 
629 723 END; 

630 PARAMETER() 724 

631 BEGIN 725 BLOCKPRINT(X,Y,N,DX,DY) 

632 LOCATE (30,1); 726 VAR 1; 

633 PRINT("Xx>>>>>>>>Xx"); 727 BEGIN 

634 LOCATE (30,2); 728 FOR 1=0 TON ( 

635 PRINT(" WORM"); 729 BLOCKPUT(X,Y); 

636 LOCATE (30,3); 730 X=X+DX; Y=Y+DY; 

637 PRINT(" kun"); 731 ) NEXT; 

638 LOCATE (30,4); 732 END; 

639 PRINT ("まく くく くく くく くま )・ 733 

640 SCOREPRINT(); 734 BLOCKPUT(XB,YB) 

641 LOCATE(31,11);5 735 VAR XS; 

642 PRINT( "WORM RON"); 736 BEGIN 

643 LOCATE(32,12); 737 LOCATE(XB,YB); 

644 PRINT(":",NOKORI," Q:",FORM$(RONALL,2)); 738 PRINT(STR$($7B,2),"YDYLYL" ,STR$($7B,2)); 
645 LOCATE(32,14); 739 FOR 1-0 TO 1 ( 

646 PRINT( "AREA" ) : 740 XS=XB; 

647 LOCATE(33,15); 741 FOR Jz0 TO 1 ( 

648 PRINT(FORM$(NAGASA,02),":" ,FORM$(NAGASA,02)); 742 VRAM[XB][YB]=$7B; 
649 LOCATE(31,17); 743 XB++; 

650 PRINT("ROUND"); 744 ) NEXT; 

651 LOCATE (33,18); 745 XB=XS; 

652 PRINT (FORM$ (ROUND,02)); 746 YB++; 

653 LOCATE(30,23); 747 ) NEXT; 

654 PRINT( "FOR SLANG"); 748 END; 

655 END; 749 

656 750 WAIT() 

657 SCOREPLUS(SC) 751 VAR MATU; 

658 BEGIN 752 BEGIN 

659 SCORE=SCORE+8C: 753 MATU=2809-(209*(ROUND MOD 19)+1 ) : 
660 IF SCORE>HISC THEN HISC=SCORE : 754 FOR 1=0 TO MATU ( 

661 SCOREPRINT(); 755 ) NEXT; 

662 END; 756 END; 
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5 掲載 つ し LANG コ イラ 


SLANG は 1988 年 3 月 号 に 掲載 され た 構 
AIR. な の な と を て 
E る よう に C 言 語 に か な り 近 い 文 法 を 
> 48D, きら に マシ ン 語 レベ ル の 低級 
y M ON 
ER 高 機能 言語 て 


1 ル 入 出力 機能 の 追加 , きら に 12 月 号 
われ た リ ダ イ レ ク シ ョ ン 機 能 の サポ ー 
b S-OS に 高 機能 コマ ンド を 追加 す 
MC きる よう に な り ま し た 。 
-0S 用 ユー テイ リティ の 開発 や ホビ ー プ 
埋 ま ク だ け で な く , ブロ グラ ミン グ 
用 。 C 言 語 へ の 入門 用 と , きま ざま 
し ん 手ごろ な 言語 
掲載 きれ る の は , バグ 取り お よび 
ラテ イル 人 (デバ ッ グ 版 ) を 加え ぇ 
C す 。 今 回 の デバ ッ グ を 行わ な い と 
A ク を 破壊 する こと が あり ます の で て で, 
まで の SLANG ュ ユー ザー の 方 も 必ず 確 
し と ち お いて くだ さい 。 
た , 従来 は 仕様 書 ど ぉ り の 動作 で な か 
NO Batea どおり に 訂正 る 


_ N NG の 言語 仕様 


。 SPANG は 2 バイ ト 無 符号 整数 を 基本 と 
NH し た コン バイ ラ 言 召 で す 。 1 パス で ユン シフ 
レ を 終了 する の て 非常 に 高速 な 開発 環境 
l ENF 
C 言 語 同様 ゲロ グラ ム は main( ) か ら 実 
「 行 され ます 。 か な り の 部 分 が C 言 語 を 意識 
EZTOT», Z80 に と っ て 
ぎる 部 分 な ど は 簡略 化 さ れ た り , さら 
に Z80 に 最適 化 さ れ た 仕様 も 加え られ て い 
す 。1I/O エ リア を 配列 に し た り , S-OS の 
特殊 ワー ク を サポ ー ト し た り , レジ スタ に 
密着 し た 変数 を 用 意 し た り と いっ た 部 分 が 
それ に あたり ます 。 マ シン 語 の 知識 が あれ 
ば それ を 十 二 分 に 生か せる 言語 と いえ る で 
Lis 


h, 実数 演算 パ ッ ケ ー e ジグ 。 


だ と 思い ます 。 


1988 年 月 号 で 発表 され た , G-DG オ リ ジ ナ ルコ ン パ イラ 言語 
LANG を 再掲 載 し ます 。 小 回 り が きき ながら 極端 な 癖 の な い 構 


造 化 言 語 で すか ら , 常用 プロ グラ 


ミン グ ツ ー ル こと し て 活用 で きま 


す 。 また, デバック グ 情 報 と し て も 活用 し て くだ さい 。 


C 言 語 の よう な ポイ ンタ は 使え ませ ん が , 
間接 変数 に よっ て 「 ポ イン タ も どき 」 く ら 
いな ら で き ます し , 局所 変数 サポ ー ト , 配 
列 も 2 次 元 ま で 扱え ます 。 

通常 , オブジェ クト に は ラン タイ ムル ー 
チン が 加え られ て いま す の で , で き あ が っ 


だ オブ ジェ クト の 先頭 番地 か ら 実 行 す れ ば 


を の まま プロ グラ ム を 起動 で きま す 。 
使い 方 


ŠT, SLANG は オン メモ リ 版 と ディ ス 
ク 版 の 2 と お り の 使い 方 が で きま す 。 テー 
プ , QD ユ ー ザ ー の 方 は 3006』 番 地 を 0 に 書 
き 換 えた オン メモ リ 版 を 使用 し ます 。 こ の 
場合 は あら か じ め エ ディ イタ で 一 定 の アド レン 
ス か ら ソ ー ス を 書き 込ん で お 〈 必 要 が あり 
ます 。 その ほか の 方 は を た の まま ディ スク 版 
を お 使い くだ さい 

SLANG を メモ リ 上 に 読み 込み , 

J3000 


で ュー ルド スタ ー ト で す 。 こ の 状態 で 以下 


の コマ ンド が 使用 で きま す 。 
C フ ァイル 名 


表 1 初期 値 お よび スイ ッ チ 


$3006 : DISK 初期 値 …1 
0: オ ン メ モリ 版 
1: ディ スク 版 
$3007: セ ミコ ロン チェ ッ ク 初期 値 …1 
0 . チェッ ペタ ペ し な い 
4 チェック する 
$3008 : OBJ 初 期 値 (下位 ) 
$3009 : OBJ 初 期 値 (上 位 ) 
オプ ジェ クト コー ド を 生成 する 先頭 アド 
レス 。ORG 宣言 を 省略 し た 場合 使用 され 
る 。 デ ィ ス ク 版 の 場合 $88000 に する と よい 
$300A : ラン タイ ム 最 終 ADR (下位 ) 
$300B : / (上 位 ) 
ラン タイ ムル ー チ ン の 最終 アド レス 。 ラ ン 
タイ ムル ー チ ン を 追加 する 場合 変更 する 
$300C: クラ スタ BUFF( 下 仁 ) 初期 値 …$7000 
$300D : / (上 位 ) 
ディ スク 版 で .。 ソー ス を 読み 込む た め の 
4K バ イト の ワー ク の 先頭 アド レス 


初期 値 …$B000 


ファ イル を 読み 込み コン パイ ル を 開始 し 
ます 。 オ ン メ モリ 版 の と き は メモ リ 上 の ソ 
A DINA JULIA, 

X nn 

ソー ス 格 納 ア ドレ ス を nn 番地 に 
す 。 

S nni nn2 nn3 nn4: ファ イル 名 

読み 込ん だ と き nn1 か ら nn2 番 地 に ロー ド 
され nn3 番地 か ら 実 行き され る よう な オブ ジ 
ェクト を も セー ブ し ます 。 nn4 は セー ブ ず る 
ブログ ラム の 実際 の 格納 アド レス で nn1 と 
同じ 場合 は 省略 で びき ます 。 

D デバ イス 名 : 
ディ レク トリ を 表示 し ます 。 
DV デバ イス 名 : 
デフ ォ ル ト デ バ イス を 変更 し ます 。 
E 
プリ ンタ を ON/OFF し ます 。 
J ま た は G nn 
nn 番地 の オブ ジェ クト を 実行 し ます 。 


変更 し ま 


S-OS の モニ タ に 移り ます 
M 
各 機 種 の モニ タ に 移り ます 。 


$300E : TEXT. TOP (下位 ) 
$300F : TEXT. TOP (上 位 ) 
オン メモ リ 版 で , ソー ス を 格納 する 先頭 
アド レス の 初期 値 。X コマ ンド で 変更 す 
る こと が で きる 
$3010 : 局所 表 TOP (下位 ) 
$3011 : / (上 位 ) 
S-OS 特 殊 ワ ー ク エリ ア 上 に 取ら れる 局所 
表 の 先頭 アド レス 。 人 通常 変更 し な い 
$3012 : ハッ シュ 表 TOP( 下 位 ) 初期 値 …$0200 
$3013 : Y (上 位 ) 
S-0S 特 殊 ワ ー ク エリ ア 上 に 取ら れる 大 域 
表 の た め の ハ ッシュ 表 の 先頭 アド レス 。 
同時 に 局所 表 の 上 限 で も ある 
$3014 : 大 域 表 TOP (下位 ) 初期 値 …$0300 
$3015 : / (上 位 ) 
S-0S 特 殊 ワ ー ク エリ ア 上 に 取ら れる 大 域 
表 の 先頭 アド レス 。 同時 に ハッ シュ 表 の 
上 限 で も ある 


初期 値 …$7000 


初期 値 …$0000 
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書式 に 関す る 規定 


フフ リー フォー マット 
基本 的 に は C 言語 の よう に フリ ー フ ォ ー マ ッ ト で , 
行 の 概念 は な く , 名 前 な どの 途中 以外 で は どこ で 区 切 
っ て も よい が いく つか 例外 が ある 。 
// コ メン ト // 以 降 は コメ ント と 見 な され , その 
行 の 終わ り ま で 無視 され る 
文字 列 2 行 に また が る こと は で き な い 
配列 配列 名 と [の 間 を 空白 な ど で 区 切る こと は 
で き な い 
関数 関数 名 と (の 間 を 空白 な ど で 区 切る こと は 
で やき ない 
空白 
空白 は 名 前 な どの 途中 と 配列 の | お よび 関数 の (の 
前 以外 な ら ど こ に 置い て も よい 。 以 下 の も の は 空白 と 
同等 で ある 。 
改行 
コメ ント 
盾 コマ ンド 
コメ ント 
注釈 文 。 空 白 が 置け る と ころ な ら , どこ に 置い て も 
よい 。 
// コ メン ト // か ら 行 の 終わ り ま で 
/* ネ コメ ント */ /※ か ら */ ま で 。 ネ ステ ィング 
不可 
(* ネ コメ ント *) (* ネ か ら *) ま で 。 ネ ステ ィング 
不可 
#Igzy F 
コン パイ ラ に 対す る 命令 。 空白 が 置け る と ころ な ら , 
こ に 置い て も よい 。 
HINCLUDE ファ イル ネー ム 
別 の ソー ス を その 場所 に 取り 込む 。 ネ ステ ィ ン 
グ 不 可 。 フ ァイル ネー ム 以 降 は 行 の 終わ り ま て 無 
視 さ れる 。 オ ン メ モリ 版 で は 使用 で き な い 
HCHAIN ファ イル ネー ム 
続き の ソー ス を 読み 込む 。 フ ァイル ネー ム 以 降 
は すべ て 無視 され る 。 オ ン メ モリ 版 の 場合 , 準備 が 
よい か どう か 聞い て くる の で , な に か キー を 押す 
と 読み 込み を 始め る 。 ブ レイ クキ ー を 押す と コン 
パイ ル を 中 止 する 
HIF 式 
#ELSE 
# ENDIF 
条件 付き コン パイ ル を 行う 。 #IF の 後ろ の 式 が 
真 な ら ば 半 ELSE ま で を , 7 bI HELSE か ら E 
ENDIF ま で を コン パイ ル す る 
アド レス 宣言 
A クエ リア の 先頭 アド レス 
を 指定 する 。 宣言 を 省略 する こと も で きる 。 
EE 
オブ ジェ クト コー ド の 先頭 アド レス を 指定 する 。 
宣言 を 省略 し た 場合 は デフ ォ ル ト 値 が 使わ れる 。 
実際 に は , 先頭 に ラン タイ ムル ー チ ン が リロ ケー 
ト さ れ , その 後ろ に オブ ジェ クト コー ド が 続く 
WORK 宣 言 
変数 や 配列 の ワー クエ リア の 先頭 アド レス を 指 
定 す る 。 ま ず 静 的 な ワー クエ リア が 取ら れ , その 
後ろ か ら $FFFF に 向かっ て , 動 的 な ワー クエ リア 
OR 
言 を 省略 し た 場合 は , 静 的 な ワー クエ リア は 
a a 動 的 な ワー 
クエ リア は オブ ジェ クト コー ド の 後ろ か ら $FFFF 
に 向かっ て 伸び て いく 。 た だ し , 初期 値 を 持つ 静 
的 な ワー クエ リア の 場合 は , 宣言 の 有無 に か か わ 
ら ず , オブ ジェ クト コー ド 中 に 埋め 込ま れる 
OFFSET 宣 言 
コー ド を 生成 する 際 の オフ セッ ト を 指定 する 
ZEDA や FuzzyBASIC コ ン パ イラ の OFFSET と 同じ 。 
宣言 を 省略 し た 場合 は オフ セッ ト は 0 と な る 


Re SLANG リ ファ レン スマ ニュ アル 


プロ グラ ム 

アド レス 宣言 , 大 域 宣 
ら な る 。 必ず, 

MAIN( ) 
と いう 関数 が 必要 で , ブロ グラ ム を 実行 させ る こと は 
関数 MAIN( ) を 実行 させ る こと で ある 。 関 数 MAIN( ) の 
定義 は プロ グラ ム の どこ に あっ て も よい 。 
ブロ ッ ク 

関数 頭 書き , 局所 的 宣言 ( 静 的 宣言 と 局所 宣言 ) と 
関数 定義 か ら な る 。 


言 と ブロ ッ ク (関数 定義 ) か 


SUB(X, Y) (x 関数 頭 書き *) 
VAR 1; (x 静 的 宣言 * ) 
BEGIN (* 関 数 定義 *) 

I=X+Y; 
RETURN(|) ; 
END; 
局所 的 な まとまり で , この 中 で 宣言 され た 名 前 は この 
中 で の み 有 効 と な る 。 
名 前 の 有効 範囲 
局所 的 な 名 前 


静 的 宣言 や 局所 宣言 で 宣言 され た 名 前 や 仮 引 数 , 
ラベ ル 名 は 局所 的 な 名 前 と な り , その 関数 内 で の 
み 使 用 で きる 。 大域 的 な 名 前 に 同じ 名 前 が あっ た 
場合 , 局所 的 な 名 前 を 優先 する 
大 域 的 な 名 前 
関数 名 や 大 域 宣言 で 宣言 され た 名 前 は 大 域 的 な 
名 前 と な り , ブロ グラ ム 全 体 で 使用 で きる 。 関数 
名 以外 は , 宣言 され た 以後 有効 と な る 
大 域 宣言 
大 域 的 な 名 前 を 宣言 する 。 変 数 や 配列 は 静 的 に メモ 
リ に 割り 付け る 。 
静 的 宣言 
局所 的 な 名 前 を 宣言 する 。 変 数 や 配列 は 静 的 に メモ 
リ に 割り 付け る 。 
局所 宣言 
局所 的 な 名 前 を 宣言 する 。 変 数 や 配列 は 動 的 に 取る 。 
た だ し , その ワー クエ リア の 合計 は 1 関数 240 バイ ト 
以内 で な けれ ば な ら な い 。 


型 
BYTE, ! …1 バ イト 型 
WORD, %… 2 バイ ト 型 
デー タダ 形式 
変数 


符号 な し 16 ビ ッ ト 長 整数 を 扱い , 型 は な い 。 単純 変 
数 と 間接 変数 が あり , 必ず VAR 宣言 が 仮 引数 で 宣言 
て か ら 使 用 する 。 

間接 変数 は , 変数 と し て も , 配列 と し て も 扱え る 。 
FuzzyBASIC の 変数 , メモ リ 配 列 の 扱い と 同じ 。 間 接 変 
数 自体 に 型 は な い が , pd し て 使用 する た め , 1/3 
イト 型 か 2 バイ ト 型 か 言 し な けれ ば な ら な い 。 省 
aL a ona. 

た と えば , POINT が 2 バイ ト 型 の 間接 変数 と し て 宣 
言 さ れ て いた と する と , 

POINT = $C000 : 

I=POINT[3] : 
で は , $C006 の 内 容 を 下位 バイ ト , $C007 の 内 容 を 上 位 
バイ ト と し て , 変数 | に 代入 され る 。 

単純 変数 は 変数 と し て の み 使 用 で き , 配列 と し て は 
扱え な い 。 

VAR 宣 言 

変数 を 宣言 する 。 仮 引数 リス ト も 書式 は 同じ 。 複 数 

の 変数 を 宣言 する 場合 に は , (カシ マリ で つか ぐ 。 
単純 変数 は 
VAR HENSUU, ABC : 

の よう に 変数 名 を 書け ば よい 。 

間接 変数 は 配列 と し て 使用 する 際 の 型 を 宣言 し , 変 
数 名 に [ ] を 付け た 形 で 宣言 する 。 

VAR BYTE POINT [ ], %KANSETUÍ ] : 
型 を 省略 し た 場合 は 2 バイ ト 型 と 見 な され る 。 
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後ろ に : 定 数式 と する こと に より , 変数 の 格納 アド 

レス を 指定 する こと が で きる 。 

VAR XY : $C000, BYTE Z[ ]:$D000; 
と 書く と , $C000 と $C001 を 変数 XY の 格納 アド レス , 
$D000 と $D001 を 変数 Z の 格納 アド レス と する こと が で 
きる 。 

また , = 定数 式 と する こと に より , 変数 の 初期 化 を 
する こと が で きる 。 こ の 場合 , WORK 宣言 が な され て 
いて も, その 変数 の ワー ク は プロ グラ ム 中 に 埋め 込ま 
れる 。 

VAR A=0, B=3, C[ ]=$C000 : 
この 初期 化 は コン パイ ル 時 に の み 行 われ , 実行 時 に は 
行わ れ な い 。 

た だ し , 変数 の 格納 アド レス 指定 と 初期 化 は 大 域 宣 
言 と 静 的 宣言 の み 使用 で き , 局所 宣言 や 仮 引数 リス ト 
で は 使用 で き な い 。 
定数 

基本 的 に は , 16 ビ ッ ト 長 の 符号 な し 整数 で 0 か ら 65 
535 ま で の 値 を 取る が , 2 の 補 数 表現 の 符号 付き の 整数 
と 見 る こと が で きる 。 


10 進 数 

数 字 か ら な る 文字 列 
例 ) 1234, 一 5 

16 進 数 


$ で 始ま り 16 進 数 か ら な る 文字 列 か 数 字 で 始ま 
り , か つ 16 進 数 か ら な り 最 後に H が 付く 文字 列 
例 ) $ABCD, 12ABH, OFFFFH 
2 進数 
0 と 1 か ら な る 文字 列 で , 最後 に B が 付く 
例 ) 1111000011001010B 
文字 定数 
'( シ ング ルク ォ ー テ ーション ) で くく っ た 1 文 
FT, 文字 の ASCII コ ー ド を 値 と する 。 エス ケー プ 
文字 が 使用 可 
例 ) AL NL V 
文字 列 定 数 
"(ダブ ルク ォ ー テ ーション ) で くく っ た 文字 列 
T, 文字 列 が 格納 され て いる アド レス を 値 と する 。 
文字 列 は , オブ ジェ クト コー ド 中 に 埋め 込ま れ , 
自動 的 に 最後 に $500 が 付け られ る 。 エ スケ ー ブ ズブ 文字 
が 使用 可 。 
た だ し , 2 行 に また が る こと は で きず , 定数 式 
に も 使用 で き な い 
例 ) "メッ セー ジ \n" 
記号 定数 
CONST 宣 言 で 定義 され た 値 を 持つ 
$ 
次 に 生成 する オブ ジェ クト コー ド の アド レス を 
値 と する 
エス ケー ズブ 文字 
文字 定数 や 文字 列 定数 中 に 使わ れ , 2 文字 で 1 文字 
と し て 扱わ れる 。 ! の 後ろ に 1 文字 を 付け た 形 で 使用 
され る が , 該当 する 文字 が な い 場 合 は しい だけ で 1 文字 
と な る 。 大 文字 と 小文字 の 区 別 は し な い 。 


\ 

UN eee $0D 

V/ …… $0D 

VO …… $0C 

VR eee $1C 

UL 上 eee $1D 

\U eee $1E 

De $1F 

LO ……$00 (MZ 以外 で は \ は \) 

CONST 宣 言 


記号 定数 を 定義 する 。 複 数 の 記号 
合 は , (カン マ ) で つなぐ 。 

CONST PC= $8001, MZ=2000 ; 

と する と , 以後 PC は $8001, MZ は 2000 と いう 定数 値 を 


定数 を 定義 する 場 


(AA AAA 
持つ 。 

CONST 宣 言 は 静 的 宣言 と 局所 宣言 の 差異 は な く , E 
ちら も 局所 的 な 記号 定数 の 宣言 と な る 。 
配列 

1 バイ ト 型 と 2 バイ ト 型 が ある 。 単純 配列 と 間接 配 
列 と シス テム 配列 が あり , 単純 配列 は ARRAY 宣言 で , 
間接 配列 は VAR 宣言 か 仮 引数 で 間接 変数 と し て 宣言 
て か ら 使 用 する 。 シ ステ ム 配 列 は 宣言 し な い 。 

1 バイ ト 型 は 1 バイ ト 単 位 で , 2 バイ ト 型 は 2 バイ 
ト 単 位 で , 配列 要素 を アク セス する 。 

アク セス 時 に 添字 の チェ ッ ク は し な い 。 シ ステ ム 配 
列 は メモ リ や |/0, S-OS 特殊 ワー クエ リア を 配列 の 形 
で 直接 アク セス する 。 

単純 配列 は ARRAY 宣 言 で 宣言 する 。 た と えば , 

ARRAY BYTE BUFF[10] : 
と 宣言 する と , 1 バイ ト 型 の 配列 が BUFF [0] か ら BU 
FF [10] ま で の 11 個 確保 され る 。 単 純 配列 名 は 配列 の ワ 
ー ク の 先頭 の アド レス を 指す 定数 と し て 扱わ れる が , 
動 的 な (局所 宣言 で 宣言 され た ) 配列 名 は 定数 式 に は 
使用 で き な い 。 

間接 配列 は 間接 変数 を 配列 と し て 使用 する 。 間 接 変 
数 の 値 を イン デック ス と し て メモ リ を アク セス する 。 
FuzzyBASIC の メモ リ 配 列 と 同じ 。 型 は 間接 変数 を 宣言 
する 際 に 指定 する 。 省 略し た 場合 は 2 バイ ト 型 と 見 な 
され る 。 また, 間接 配列 名 は 変数 で ある 。 
ARRAY 宣 言 

単純 配列 を 宣言 する 。 複 数 の 配列 
(カン マ ) で つなぐ 。 

ARRAY BYTE ABUF[5], WORD C[3] : 
の よう に 型 配列 名 [定数 式 ] の 形 で 宣言 する と , 定数 
式 十 1 個 分 の 配列 が 確保 され る 。 添字 を 省略 する と 0 
と 見 な され , 1 個 分 の 配列 が 確保 され る 。 型 を 省略 す 
る と , 2 バイト 型 と 見 な され る 。 

後ろ に : 定数 式 と する と , 配列 の 格納 アド レス を 指 
定 す る こと が で きる 。 

ARRAY ABC[10] : $C000 : 
と する と , $C000 以 降 を 配列 ABC の ワー クエ リア と し , 
ABC[0] の 格納 アド レス は $C000 と \C001, ABC[1] は $C 
002 と $C003, ABC[2] は $C004 と $C005, …… と な る ( 配 
列 ABC は 2 バイ ト 型 の た め )。 

この 場合 , 添字 は 意味 を 持た な い の で 

ARRAY ABC[ ]: $C000 : 


宣言 する 場合 は , 


と し て も よい 。 
また ={CODE リ スト } と する と , 配列 を 初期 化す る 
こと が で きる 。 た だ し , { } は 文 括 弧 。 こ の 場合 , W 


ORK 宣言 が な され て いて も , その 配列 の ワー クエ リア 
は , プロ グラ ム 中 に 埋め 込ま れる 。 

ARRAY BYTE DT[4]=(0, 1, 2, 3, 4); 

初期 値 が 足り な い 場 合 は , 残り は 0 で 埋め られ る 。 
多 す ぎる 場合 は , エラ ー と な る 。 添字 が 省略 され た 場 
合 は チェ ッ ク し な い 。 

た だ し , 配列 の 格納 アド レス 指定 と , 初期 化 は , 大 
域 宣 言 と 静 的 宣言 の み で 使用 で き , 局所 宣言 で は 使用 
で き な い 。 


関数 頭 書き 
定義 する 関数 名 を 宣言 する 。 ブ ロッ ク の 最初 に 書き , 
以後 , 静 的 宣言 や 局所 宣言 , 関数 定義 が 続く 。 
関数 名 ( 仮 引 数 リス ト ) 
の 形 で 書く 。 
仮 引 数 リス ト の 書式 は , 局所 宣言 の VAR 宣言 の 書式 
と 同じ 。 
仮 引数 を 持た な い 場 合 は , 
関数 名 ( ) 
と 書く 。 
仮 引数 は 関数 コー ル 時 の 実 引 数 の 値 を 持ち ( 値 渡し ), 
自動 的 に 動 的 な 局所 変数 と し て 宣言 され る 。 
MACHINE 宣 言 さ れ た マシ ン 語 関数 は , 
関数 名 (引数 の 数 ) 


と 書く 。 た だ し , 引数 の 数 が 0 個 の 場合 と , 引数 の 数 
を 省略 し て 宣言 する 場合 は , 


関数 名 ( ) 
と 書く 。 
関数 定義 
関数 を 定義 する 。 
BEGIN . 
局所 宣言 : 
X; 


X; 
END : 
の 形 で 書く 。 
END( 式 ) ; 
と する と , 式 の 値 を 関数 の 値 と し て 返す こと が で きる 。 
関数 
ユー ザー 関数 と シス テム 関数 と MACHINE 関 数 が ある 。 
ユー ザー 関数 は プロ グラ ム 中 て 定義 し た 関数 。 引 数 
を 渡す の に IY レ ジス タ を ボイン タ と し て 使用 する 。 
シス テム 関数 に は , CODE 関 数 と PRINT 関数 が ある 。 
MACHINE 関 数 は MACHINE 宣言 し た 関数 で , ユー ザー 
関数 と 異な り , レジ スタ や スタ ッ ク を 使っ て 引数 を 渡 
す 。 主 に , 外部 の マシ ン 語 サブ ルー チン を MACHINE 関 
数 と し て 宣言 する が , プロ グラ ム 中 で CODE 関数 を 使 
っ て 定義 し た マシ ン 語 関数 も MACHINE 関 数 と する こと 
が で きる 。 
関数 コー ル 
値 渡し で ある 。 
関数 名 ( 実 引数 リス ト ) 
の 形 で 関数 を 呼び 出す 。 
実 引数 と 仮 引数 の 数 が 合わ な いと , エラ ー に な る 。 
RETURN( 式 ) : 
や 
END( 式 ) : 
に よっ て 返さ れる 値 が 関数 の 値 と な る 。 
MACHINE 関 数 で 引数 の 数 を 省略 し て 宣言 し た 場合 の 
み , 引数 の 数 の チェ ッ ク を 行わ な い 。 
MACHINE 宣 言 
マン ン 語 関数 を 宣言 する 。 複数 の マン シン 語 関数 を 宣 
言 する 場合 は , (カン マ ) で つなぐ 。 
関数 名 (引数 の 数 ) 
の 形 で 宣言 する 。 た だ し , その 関数 を 使用 , 定義 する 
前 に 宣言 し な けれ ば な ら ず , また , 大 域 宣 言 で の み 宣 
言 で きる の で , 通常 , アド レス 宣言 の 次 の 大 域 宣 言 で 
宣言 する 。 
MACHINE MSUB(2) : $C000 : 
の よう に 後ろ に : 定 数 式 を 付け る と , 外部 に ある マシ 
ン 語 サブ ルー チン を 関数 と し て 利用 で きる 。 上 の 場合 
MSUB は $C000 に あり , 引数 を 2 個 持 つ 関 数 と な る 。 
引数 の 数 が 0 個 の 場合 は , マシ ン 語 関数 で は な く , 
引数 を 持た な いふ つう の 関数 と し て 扱わ れる の で , 7 
ログ ラム 内 の 関数 の 宣言 は 無 意 味 で ある 。 外部 の 関数 
の 宣言 に 使う 。 
MACHINE MON(0) : $1F8E : 
引数 の 数 が 1 個 か ら 3 個 ま で の 場合 は , レジ スタ を 
使っ て 引数 を 渡す 。 
引数 の 数 が 4 個 以上 の 場合 は , スタ ッ ク を 使っ て 引 
数 を 渡す 。 
引数 の 数 を 省略 し た 場合 は , スタ ッ ク を 使っ て 引数 
を 渡し , HL レジ スタ に 引数 の 数 が 代入 され る 。 こ の 場 
合 に 限り , 引数 の 数 の チェ ッ ク は 行わ な い 。 
MACHINE PRINTF( ) : 
関数 コー ル の 実際 
引数 や , 動 的 な 変数 や 配列 の ポイ ンタ と し て IY レ ジ 
スタ を 使用 し て いる 。 
実 引数 の 場合 , 
SUB(A, B) 
と する と , 
LD HL, (VARA) 
LD (IY+$70), L 
LD (IY +$71), H 
LD HL, (VARB) 
LD (IY+$72), L 
LD (IY +$73), H 


TIRAR PAN] 
CALL SUB 
と いう コー ド が 生成 され る 。 
一 方 , 関数 側 で は , た と えば は ば, 
SUB(I, J) (* 仮 引数 *) 
VAR K; (* 静 的 宣言 *) 
BEGIN 
VAR L: (* 局 所 宣言 * ネ ) 
y 
END; 


と な っ て いた と する と , 動 的 な 変数 は 3 個 (1, J, L) と 
な り , 関数 の 最初 と 最後 に , 
PUSH IY 
LD BC,6: 3 個 X2 バ イト 
ADD IY, BC 
j 
POP IY 
と いう コー ド が 生成 され る 。 
た だ し , 動 的 な 変数 や 配列 が な い 場 合 は , 
成 さ れ な い 。 
この 関数 内 で の 動 的 な 変数 の アド レス は 次 の よう に 
な る 。 


な に も 生 


1 …… (IY+$6A) 下位 
(IY + $6B) 上 位 
Jeee (IY+$6C) 下位 
(IY+$6D) 上 位 
L…… (IY+$6E) 下位 


(IY+$6F) 上位 

つま り , | の 初期 値 は 実 引数 A の 値 , 」 の 初期 値 は 実 
引数 B の 値 , L の 初期 値 は 不定 と な る 。 

実 引数 用 の ワー ク は (IY+$70) か ら (IY+$7F) ま 
で で ある た め , 引数 の 数 は 最大 8 個 ま で と な る 。 実 引 
数 に 関数 を 使用 する 場合 , 引数 が 8 個 以下 で も ワー ク 
が あふ れ て し まい エラ ー に な る 場合 が ある の で 注意 す 
る こと 。 

動 的 な 変数 や 配列 の ワー ク は (IY+$80) か ら (IY+ 
$6F) まで の 240 バ イト し か な い の で , 大 き な 動 的 配列 
を 宣言 する 場合 は 注意 する こと 。 

関数 の 値 は , 関数 か ら 戻 っ て きた と き の HL レ ジス タ 
の 値 と な る 。 

MACHINE 関 数 の 場合 は , 宣言 し た 引数 の 数 に よっ て 


呼び 出し 方 が 異な る 。 
0 個 。 …… CALL の み 
E sisese HL レジ スタ に 引数 を 代入 し て CALL 
2 個 ees 順に HL, DE に 代入 し て CALL 
3 個 “で 順に HL, DE, BC に 代入 し て CALL 
4 個 以上 …… スタ ッ ク に 積ん で CALL 
省略 eee スタ ッ ク に 積み , HL に 引数 の 数 を 代 
入 し て CALL 
例 ) スタ ッ ク に 積ん だ よう す SUB(A, B, C) : 
アド レス 大 


SP 
アド レス 小 
MACHINE 関 数 で , 動 的 な 変数 や 配列 を 使用 する 場合 
b, ユー ザー 関数 と 同様 の )Y レ ジス タ の 退避 が 行わ れ 
る の で 注意 する こと 。 l 
関数 の 値 は , 関数 か ら 戻 っ て きた と き の HL レ ジス タ 
の 値 と な る 。 


式 

式 は すべ て 16 ビ ッ ト 長 て 演算 を 行う 。 
真 は 1, 偽 は 0。 
ビッ ト 演 算 子 

AND 論理 積 

OR 論理 和 

XOR 排他 的 論理 和 

CPL ビッ ト 反 転 
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TINILNIS 3HLh 


<< 左 シ フト 
>> 右 シ フト 
HIGH 上 位 8 ビッ ト を 値 と する 
LOW 下位 8 ビッ ト を 値 と する 

論理 演算 子 ( 真 の と き 1, 偽 の と き 0 を 値 と する ) 
NOT , 論理 否定 

関係 演算 子 ( 真 の と き 1 , 偽 の と き 0 を 値 と する ) 
== 等 し い 


<> 等 し く な い 

| / 

> 大 きい 

>= 大 きい か 等 し い 

< 小さ い 

<= 小さ いか 等 し い 
代入 演算 子 

= 代入 
カン マ 演 算 子 

; 左 か ら 右 へ 計算 され , 最も 右 の 論理 項 を 

値 と する 

算術 演算 子 


+ (単項 ) 正 符号 
ー (単項 ) 負 符 号 


+ 加算 
ー 減算 
乗算 
Í 除算 
MOD 剰余 算 


ピリ オド 演算 子 (符号 付き で 演算 を 行う ) 
LE MOD. 、 く る ララ 、 ぐら =。 ラニ 。 そう 
その 他 
++ イン クリ メン ト 演 算 
変数 や 配列 の 値 に 1 を 加え る 。 変数 や 
配列 の 前 に 置い た 場合 は , + 1 し て か ら 
値 が 参照 され , 後ろ に 置い た 場合 は , 値 
が 参照 され て か ら 十 1 する 
ーー デ ク リ メン ト 演 算 子 
変数 や 配列 の 値 か ら 1 を 引く 。 前 置き , 
後ろ 置き の 規則 は ++ と 同じ 
& アド レス 演算 子 


変数 や 配列 が 格納 され て いる アド レス 
を 値 と する 。 た だ し , シス テム 配列 に は 
使用 で き な い 
?: 言語 の 条件 演算 子 と 同じ 。 三 項 演算 子 
演算 の 優先 順位 
Fe ES 
2. ++ 一 一 & 
3. + 一 HIGH LOW NOT CPL (すべ て 単項 演算 
子 ) 
4. * / MOD<< >> .*. ./. MOD. .<<. .>>. 
5. + 一 
6, == < > le dea >» € > で 
DE E 
7. AND OR XOR 
8. ? : ( 三 項 演算 子 ) 
9. = 
10. , (カン マ ) 


Xx 
{ } は 文 括弧 を 表す 。 文 括弧 と し て [| ], ( ), 「 」, 
BEGIN END; が 使用 で きる 。[ ] は 省略 可 を 表す 。 
ラベ ル 
ラベ ル 名 : 
GOTO 文 や EXIT TO 文 の ジャ ンプ 先 を 指定 する 。 ラ ベ 
ル 名 は 局所 的 な 名 前 と な る 。 
RX 
式 ; 
式 の 文 。 
複合 文 
(x [L 文 , …, 文 ]} 
複数 の 文 を 文 括弧 で くく り , ひと つの 文 と し て 扱 
Ye 


EX 


な に も し な い 文 。 
IF 文 
IF 式 [THEN] 321 [ELSE 322] [ENDIF : ] 
式 の 値 が 真 な ら ば 文 1, 偽 な ら は ば は 文 2 を 実行 する 。 
文 2 が IF 文 の 場合 , ELSE IF を ELSEIF ま た は EF と 書 


てく こと が で きる 。 
FOR 文 
FOR 単純 変数 名 = 式 1 TO 式 2[DO] 文 [NEXT : ] 
/ Y) / DOWNTO/! Y $ / 


単純 変数 の 値 を 式 1 か ら 式 2 に な る まで 1 ずつ 増 や 
し , 文 を 繰り 返す 。DOWNTO の 場合 は 1 ずつ 減ら す 。 

まず , 文 を 実行 し て か ら , 終値 の 判定 を 行う 。 た だ 
L, 式 1 と 式 2 が 間 に 0 を は さも む 場合 は , 期待 され る 
繰り 返し は 行わ れず , 1 回 で 繰り 返し を 終了 する 。 
WHILE 文 

WHILE 式 [DO] 文 [WEND : ] 

式 の 値 が 真 の あい だ , 文 を 繰り 返す 。 
REPEAT 文 

REPEAT 文 UNTIL 式 : 

式 の 値 が 真 に な る まで , 文 を 繰り 返す 。 
EXIT 文 

EXIT : 

FOR 文 , WHILE 文 , REPEAT 文 か ら 脱 出す る 。C 言語 の 
break 文 と 同じ 。 

EXIT TO ラベ ル 名 : 

ラベ ル に ジャ ンプ する 。 た だ し , あ と 戻り は で き な い 。 

RETURN 
RETURN ; 
その 関数 を 終了 し て , 呼び 出し た 関数 に 戻る 。 
RETURN( 式 ) : 

式 を その 関数 を 値 と し て , 呼び 出し た 関数 に 戻る 。 
GOTO 文 

GOTO ラベ ル 名 : 

ラベ ル に ジャ ンプ する 。EXIT TO ラベ ル 名 : と 違っ 
T, ジャ ンプ 先 に 制限 は な い 。 

CASE 文 
CASE 式 0 [OF] { 
定数 式 1[ :] 文 1 
pal =] 52] 
[OTHERS [:] X ] 
) 

式 0 の 値 が 定数 式 n と 等 し けれ ば , 文 n を 実行 し , 
CASE 文 を 脱出 する 。 上 か ら 順 に 比較 し て いき , いずれ 
の 定数 式 と も 等 し く な か っ た 場合 は , OTHERS の 後ろ 
の 文 を 実行 する 。 

定数 式 1 TO 定数 式 2[:] 文 1 
と する と , 式 0 の 値 が 定数 式 1 以上 , 定数 式 2 以下 の 
場合 , 文 1 を 実行 する 。 

定数 式 1, [定数 式 2,…,] 定数 式 n[ :] 文 1 
と する と , 式 0 の 値 が 定数 式 1 か ら 定 数 式 n まで の い 
ずれ か に 等 し い 場 合 , 文 1 を 実行 する 。 
登録 済み の 名 前 

シス テム 関数 や シス テム 配列 な ど , 登録 済み の 名 前 
は , すべ て 大 域 的 な 名 前 で ある 。 ` 
登録 済み の 記号 定数 

FALSE 値 は 0 
TRUE 値 は 1 
シス テム 配列 
MEM[ 式 ] 式 の 値 の アド レス の 内 容 を 1 バイ 
ト 単 位 で アク セス する 

式 の 値 の アド レス の 内 容 を 2 バイ 
ト 単 位 で アク セス する 。 式 の アド ドレ 
ス が 下位 バイ ト , 式 十 1 の アド レス 
が 上 位 バ イト に 対応 する 

式 の 値 の |/0 ポ ボー ト を 1 バイ ト 曲 位 
で アク セス する 

式 の 値 の |/O0 ポ ボート を 2 バイ ト 上 単位 
で アク セス する 。 式 の 1/O0 ポー ト が 
下位 バイ ト , 式 + 1 の 1/0 ポー ト が 


MEMW[ 式 ] 


PORT[ 式 ] 


PORTW[ 式 ] 
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上 位 バ イト に 対応 する 。 下位 バイ ト , 
上 位 バ イト の 順に アク セス され る 


SOS[ 式 ] 式 の 値 の S-0S 特 殊 ワ ー ク エリ ア を 
1 バイ ト 単 位 で アク セス する 

SOSW[ 式 ] 式 の 値 の S-0S 特 殊 ワ ー ク エリ ア を 
2 バイ ト 単 位 で アク セス する 。 式 の 
特殊 ワー クエ リア が 下位 バイ ト , 式 
+ 1 の 特殊 ワー クエ リア が 上 位 バ イ 
ト に 対応 する 

登録 済み の 変数 

^A CALL 関 数 , GETREG 関 数 で 使用 。 
CALL 関 数 で は 値 を A レジ スタ に 代入 
し て か ら マ シン 語 ル ー チ ン を コー ル 
L, 終了 後 A レ ジス タ の 値 が 代入 さ 
れる 。^ は 1 で も 可 

^BC ^A と 同様 

^DE ^A と 同様 

“HL ^A と 同様 

IX ^A と 同様 

^IY ^A と 同様 

^AF ^A と 同様 。^AF の 上 位 バ イト と ^A 
の 下位 バイ ト は 同じ 値 を 持つ 

^SP CALL 関 数 , GETREG 関数 で 使用 。 
現在 の SP の 値 が 代入 され る 

上 CALL 関 数 , GETREG 関数 で 使用 。 

CARRY de 、 

oy | CY フラ グ が 立っ て いれ ば 1, 立っ て 


いな けれ ば 0 が 代入 され る 
“ZORO Z フ ラグ 。-^CARRY と 同様 
@KBUFF キー 入力 用 バッ ファ の アド レス を 
値 と し て 持つ 。 代 入 す る と , S-0S の 
#KBFAD の 値 が 変わ っ て し まう の で 
注意 する こと 
登録 済み の 基本 関数 
BEEP( ) 
BEEP 音 を 鳴ら す 。S-0S の BELL 
STOP( ) 
プロ グラ ム の 実行 を 終了 する 
LOCATE (X HEAR, YEAR) 
カー ソル を 移動 する 
INKEY(n) 
入力 され た キー の 値 を 返す 
n= 0 の と き S-0S の 革 GETKY と 同じ 
n= 1 の と き S-0S の FLGET と 同じ 
その 他 の と き S-0S の 半 INKEY と 同じ 
INPUT( ) 
キー ボー ド か ら 人 入力 さ れ た 数 値 を 返す 。 先頭 
に $ を 付け る と , 16 進 数 と 見 な す 。 コ ー ル し た 
時 点 の カー ソル 以降 を 読み 込み , 正常 な 入力 が 
行わ れ た 場合 は CARRY=0, ブレ イク キー が 押 
され た り 誤 入力 が あっ た 場合 は ^CARRY=1 と な 
る 
GETL (格納 アド レス ) 
キー ボー ド か ら 1 行 入力 し , 格納 アド レス に 
格納 し , 行 の 長 さ を 返す 
ブレ イク キー が 押さ れ た 場合 は 一 1 を 返す 。 
行 の 最後 は 0 と な る 
GETLIN (格納 アド レス , 長 さ ) 
1 行 の 最大 長 を 指定 で きる ほか は , GETL 関 数 
と 同じ 。 オ ー バ ー し た 分 は 無視 され る 
LINPUT (格納 アド レス , 長 さ ) 
コー ル し た 時 点 の カー ソル 以降 を 読み 込む ほ 
か は GETLIN 関 数 と 同じ 
WIDTH(n) 
画面 モー ド (40 キ ャ ラ , 80 キ ャ ラ ) を 切り 換 
える 。 n が 40 以 下 だ と , 40 キ ャ ラ , 40 よ り 大 き 
いと 80 キ ャ ラ と な る 。S-0S の WIDCH 
SCREEN (X 座標 , Y 座 標 ) 
画面 の キャ ラク タ を 読み 出し , キャ ラク タコ 
ー ド を 返す 。S-0S の H SCRN 
PRMODE(n) 
PRINT 関 数 の 出力 を 切り 換え る 
n= 0 の と き , 画面 に の み 出 力 


n= 1 の と き , 画面 と プリ ンタ に 出力 
その 他 の と き , プリ ンタ の み に 出 力 
BIT ( 値 , n) 

値 の 第 n ビッ ト を 調べ , 
n の 値 は 0 か ら 15 ま で 
SET ( 値 , n) 

値 の 第 n ビッ ト を 1 に する 
RESET ( 値 , n) 

値 の 第 n ビッ ト を 0 に する 


0 か 1 を 返す 


ABS(n) 
n を 2 の 補 数 表現 の 符号 付き の 値 と 見 な し , 
その 絶対 値 を 返す 
SEX(n) 


n を 符号 付き 1 バイ ト の 値 と 見 な し , 符号 付 

き 2 バイ ト の 値 に し て 返す 
SGN(n) 
n を 符号 付き の 値 と 見 な し , 正 な ら 1, 0 な 
50, 負 な ら 一 1 を 返す 
RND(n) 
0 か ら nー1 ま で の 乱数 を 返す 
VTOS ( 値 , BUFF) 

値 を 10 進 数 の 文字 列 に 直し て BUFF に 格納 す 
る 。 文字 列 の 最後 は $00 に な る 。BUFF は 6 バ 
イト 必要 

GETREG( ) 

各 レ ジス タ な どの 値 , それ ぞ れ 変数 CAF, 
“BC, “DE, “HL, “IX, “IY, “CARRY, “ZERO, 
^SP に 代入 する 。 単独 で 用 いる こと 

CALL (アド レス ) 


各 レ ジス タ に , 変数 “A, “BC, “DE, “HL, ^IX, 


^IY の 値 を 代入 し て , アド レス を コー ル す る 。 コ 
ー ル が 終了 する と , GETREG( ) と 同様 の 処理 を 
し , HL レジ スタ の 値 を 返す 

シス テム 関数 

CODE 関 数 と PRINT 関 数 が ある 。 

CODE 関 数 

直接 デー タ を オブ ジェ クト に 落と す た め の 関数 。 式 

中 で 使わ れる 場合 は , マシ ン 語 デー タ を 実行 後 , HL レ 

ジス タ の 値 を 値 と する 。 

CODE リ スト 

CODE 関 数 や 配列 の 初期 化 な ど , デー タ を 直接 オブ ジ 

ェクト に 沙 と す た め の 書式 。CODE 項 を , (カン マ ) で つ 


が で ぐ 。 
CODE 項 
文字 列 " 
文字 列 を その まま , 
文字 列 定数 の よう に , 
ける こと は し な い 
[ 式 ] 
式 の 値 を HL レジ スタ に 代入 する よう な オブ ジ 
ェクト を 作る 。 その 他 の レジ スタ の 値 は 保証 さ 
れ な い 
< ラベ ル 名 > 
ラベ ル の アド レス を , 下位 バイ ト , 上 位 バ イ 
ト の 順 で 2 バイ ト の オブ ジェ クト に する 
AJ, 定数 式 
1 バイ ト 型 な ら , 定数 式 の 値 の 下位 バイ ト を 
1 パイ ト の オプ ジェ クト に し , 
下位 バイ ト , 上 位 バ イト の 順 で 2 バイ ト の オブ 
ジェ クト に する 。 型 を 省略 し た 場合 は 1 バイ ト 
型 と 見 な され る 
PRINT 関 数 
文字 や 数 値 を 画面 や プリ ンタ に 出力 する 。 
関数 で 出力 先 を 変え る こと が で きる 。 
書式 リス ト 
PRINT 関 数 の 書式 。 書 式 項 を , (カン マ ) で つなぐ 。 
書式 項 


オブ ジェ クト に 落と す 。 
自動 的 に 最後 に $00 を 付 


PRMODE 


"文字 列 " 文字 列 を その まま 出力 

/( ス ラッ シュ ) 改行 する 

(El 値 を 10 進 左 詰め 出力 

FORM$( 値 , n) 値 を 10 進 n 桁 右 詰め 出力 

a 値 を 10 進 5 桁 右 詰め 出力 

PN$( 値 ) 値 を 符号 付き 10 進 左 詰 め 出力 

HEX2$( 値 ) 値 を 16 進 2 桁 出力 

HEX4$( 値 ) 値 を 16 進 4 桁 出力 

MSG$( 値 ) 値 の アド レス か ら $0OD の 直前 ま 
で を ASCII 出 力 

MSX$( 値 ) 値 の アド レス か ら $00 の 直前 ま 

| ( 値 ) | で を ASCII 出 力 

STR$( 値 , n) 値 の キャ ラク タ を n 個 出力 

CHR$(n) 値 を 上 位 バ イト , 下位 バイ ト の 
順に ASCII 出 力 

SPC$(n) 空白 を n 個 出 力 


2 バイ ト 型 な ら , 


CR$(n) 
TAB$(n) 


Missing “XF” 
Syntax error 
Illegal constant 
Illegal brace 


Bad string 
lllegal name 
Dup def name 
Undef array 
Undef var 
Illegal address 


Too many arguments 


Too many data 
Out of range 


Local area overflow 


Unmatched arguments 


Dev by 0 0 
Missing UNTIL 


Missing TO/DOWNTO 


. A 
Can't jump 
Nesting overflow 


Global table overflow 
Local table overflow 


Too long line 
Too long name 


Can't include 


Undef func 


Undef label 
Memory over 


エラ ラー メッセ ー ジ 


文字 列 エ ラー。$20 以 下 の コ ー ド が ある 


改行 を n 個 出力 
カー ソル を n 回 右 へ 移動 


ある べき 文字 が な い 

文法 エラ ー 

正しい 定数 式 で は な い 

文 括弧 エラ ー。 あ る べき 文 括弧 が な 
い 。 ま た は 開き と 閉じ の 括弧 が あわ な 
い 


名 前 を 誤 使 用 し て いる 
二 重 に 宣言 し て いる 
未 宣言 配列 
宣言 変数 
アド レス 宣言 の アド レス 指定 が 正 
LOGIA 
引数 が 多 す ぎる 。 引 数 の ワー 
ク は 8 個 分 し か な い 
デー タ が 多 す ぎる 
値 が 大 きす ぎる 
局所 域 が いっ ぱい に な っ た 。 
動 的 局所 域 は 240 バイ ト し か な 
LA 
引数 の 数 が 合わ な い 
で 割っ て いる 
UNTIL が な い 
TO/DOWNTO が な い 
ジャ ンプ で き な い 
ルー プ の 入れ 子 が 深 す ぎる 。16 レ ベ 
ル ま で 
大 域 表 が いっ ぱい に な っ た 
局所 表 が いっ ぱい に な っ た 
1 行 が 長 す ぎる 。1 行 は 255 文 字 以 内 
名 前 が 長 す ぎる 。 名 前 は 32 文 字 以 
内 
INCLUDE で き な い 。 オ ン メ モリ 版 で 
は INCLUDE で き ない 。 入れ子 は 8 レベ 
ル ま で 
宣言 関数 
宣言 ラベ ル 


メモ りり が ホー パー し も た 


SLANG コ シンパ イラ 


NIINHS 3HL 


SUM: 61 1E 09 FD DC D8 3F BF AD53 


Gan oe a ame cs ame nde sso oms cus A dus cus cue A A A O A A e o e ss aa 


e o a e u oe A A A A A A e ss a a as oan ono ma m oa oa aa oe a 


aw n o a o SOR A a a a s ems e am ai a m a e a A a o a a a sea a me a 


=m A o em 
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PU e e CS A o O em O ON ee GA A PA a ii 


-æ e O A A A a A A A A A A A A A s a aae aaa anam aani A aam ーー 


SUM: 24 54 A5 D6 C2 BB E4 42 82ED 


A A A A ie a some a n e O O A h ee 


a A A e A A A A A m ee A A XX e oa oe 


Ses cme O MI A A A A A O ーーーー 


p11 月 の ある 日 の こと , PC エン ジン を や っ て いた 子供 が 友達 に こう いっ た だ た 。「 ゲ ー セ ン に 
これ と ソック リ な ゲー ム が ある ん だ よね 」 と 。 ソ フト を 見 る と 「 ビ ッ ク リ マン ワー ルド 」 
だ っ た 。 おいおい ……。「 ワ ンダ ー ボ ー イ 」 を 「 〇 〇 名 人 の 晴 険 島 」 の 盗作 びと 思っ て いる 


子供 も いた 。 うー ん , こわ い 。 


鈴木 崇 (16) 東 京都 


ーー ーー 


ーー aca saa egm et a ett tbs was int sa oat aa ia a a ov oie og a a to cm ma ーー 


ーー 


3B80 6F 5C 2F 0D 01 00 2A 0D : 3F 


ーー ーー ーー 


ーー 


交通 安全 も か ね て (?) ス クー ター の キー に 「 を その 筋 キ ー ホ ル ダ ー」 を リン ク し て いた の 
だ が , ジー ンズ の ポケ ッ ト と ゆー の は 環境 が 劣悪 らし く ,「Oh ! 」 の 文字 が 削れ て し まっ た 


の だ 。 こい つ あ いけ ね ー や , 
お よし を し よう 。 


と 思っ だ が 肝心 の 「 そ の 筋 」 の 部 分 は 健在 で あっ た の で , ま 


田中 真一 (18) 三重 県 


ーー 


ee や ーー 


A A PP Y a A a tt so A o- PX ae ee aa 


SLANG コ ン パ イラ 151 


TINILNIS 3HL 


es A A A O O O A A A A A A cam a mam a aa rr u a 


A i A A PP ot ma et ee a a e ーー 


152 on! x 19901. 


<e a a e a o e e a o oa o o A a A A A A A PA a aaa oaa anaa oana oami a nan. aa aaa 


PEDT C の 袋 と じ と 聞い て (見 て ) 某 エ ッ チ な 本 の 仲間 入り を し だ の か と …… 。 すい 


ませ ん , ご めん な る さい 。 


棟方 正治 (22) 青森 県 


46F8 20 12 CD BC 46 C1 79 C6 01 4930 21 79 00 C3 10 47 C5 CD 46 " "ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4938 7F 49 C1 78 FE 08 38 09 48 SUM: 28 QE 51 04 6A 51 60 5C 09FB 
SUM: CE 42 DQ DF 7C 69 FD D6 3078 4940 C5 CD 83 3C C1 78 D6 08 68 
4948 47 04 05 28 0D C5 CD 63 7A 4B89 FD 2B 3E 01 18 07 3E EB AF 
4700 8E 4F 78 CE 69 47 CD 3A DA 4950 4B 04 CB 3C CB 1D C1 05 04 4B88 CD Al 4B 3E EB 32 91 4B FO 
4708 47 C3 A7 46 CD 7F 49 El 6D 4958 18 EF C9 CD 79 46 FE 01 5B 4B90 C9 00 3E C3 C3 99 4B 3E AF 
4110 ED 5B 5B 63 19 C3 97 4B C4 4960 20 09 CD 7F 46 FE 01 20 DA 4B98 CD CD A1 4B 7D CD Al 4B BC 
4718 01 AE 49 C3 21 47 0l E4 08 4968 02 37 C9 B7 C9 CD 79 46 QE 4BA0 7C D9 ED 5B 6A 1F B7 ED CA 
4720 49 E5 CD 5B 49 30 04 C1 94 4970 FE 00 20 09 CD 7F 46 FE B7 4BA8 52 38 1C CD F1 62 4D 65 78 
4128 C3 3C 47 CD 3A 47 El C3 38 4978 00 20 02 37 C9 B7 C9 CD 6F 4BB0 6D 6F 72 79 20 6F 76 65 31 
4730 10 47 CD 5B 49 DA 3C 47 25 e a .. 4BB8 72 20 20 20 20 20 20 20 52 
4738 42 4B C5 C9 C5 CD 70 46 63 SUM: 86 E0 CF 63 86 A2 F9 5D 2BA0 4BCO 20 20 0D 00 C3 77 30 FD B4 
4740 CD B3 46 C1 79 C6 8E 4F A3 4BC8 E5 D1 2A 5F 63 19 77 D9 OB 
4748 78 CE 69 47 CD 3A 47 C3 07 4980 70 46 FE 01 20 08 CD 42 EC 4BD の 9 FD 23 AF 32 91 4B C9 ED 93 
4750 A7 46 01 E8 DD 11 AF 47 BA 4988 4B CD 6A 4A 18 1B FE 02 FF 4BD8 5B 5F 63 19 5E 71 23 56 TE 
4758 C3 32 47 01 EA DD 11 TC 91 4990 20 08 CD 42 4B CD A4 4A 3D 4BE0 70 C9 3A 50 63 67 7D 94 9E 
4760 47 C3 32 47 01 4F 00 11 E4 4998 18 OF FE 03 20 08 CD 42 5F 4BE8 C6 70 C9 CD E2 4B 6F FE 66 
4768 3F 48 C3 32 47 01 79 00 3D 49A0 4B CD DE 4A 18 03 CD BC E4 4BF9 80 38 04 26 FF 18 02 26 21 
47170 11 0C 49 C3 32 47 19 C9 84 49A8 46 3E 00 C3 A2 46 CD CB C7 4BF8 99 C9 CD D5 38 CD 8A 5F 59 
4778 B7 ED 52 C9 CD 79 46 FE 49 49B0 49 CD 7F 46 FE 00 20 0D E E 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 49B8 3A 91 4B FE EB 38 06 CD DA SUM: 20 E6 20 DO 6F 92 60 C6 9F10 
SUM: 1E CB FQ 7C 55 EC AC 08 4A2E 49C0 D1 46 C3 E4 49 21 QOF 4A 81 
49C8 C3 E7 49 CD 79 46 FE 02 7F 4C00 79 FE 3A 20 07 CD 68 52 5F 
4780 01 28 23 CD E4 49 CD 63 76 49D0 CC D1 46 CD 79 46 FE 00 6D 4008 CD 76 4C D8 CD 8D 4C DA E7 
4788 4B 03 B7 ED 52 3A 49 55 10 49D8 CC D1 46 CD 7F 46 FE 01 74 4C10 5C 4C CD 11 5C 3B 0D D8 02 
4790 FE C2 20 04 3E 03 18 0A 47 49E0 CC D1 46 C9 21 07 4A E5 03 4018 CD 6F 5C 49 C6 03 4D 46 3D 
4798 FE CA 20 04 3E 02 18 02 46 49E8 CD 70 46 87 5F CD 70 46 EC 4C29 4F D2 70 4E 57 48 49 4C 13 
4740 3E 01 32 49 55 C9 CD BC 61 49F0 87 4F El 16 00 19 5E 23 67 4028 C5 7D 50 52 45 50 45 41 FF 
47A8 46 CD 7B 6A CD A7 46 CD 7F 49F8 56 EB 06 00 09 5E 23 56 27 4030 D4 E3 50 4C 4F 4F DQ D2 93 
47B0 CB 49 CD 79 46 FE 00 20 : BE  。、、- ニ ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーー 4C38 50 45 58 49 D4 67 51 52 14 
47B8 05 C3 14 48 18 10 FE 02 4C SUM: A9 DD E6 92 89 B7 40 22 E4A8 4040 45 54 55 52 CE D9 4C 47 TA 
47C の 9 20 05 C3 1D 48 18 07 FE 6A 4C48 4F 54 CF 22 52 43 41 53 BD 
47C8 03 20 03 C3 1D 48 CD C8 E3 4A00 EB CD 81 1F C3 A9 49 1F 2C 4C50 C5 70 4D 00 38 03 21 22 00 
47D0 46 7C B5 C8 7D D6 04 7C 12 4A08 4A 27 4A 2F 4A 37 4A 17 CC 4C58 39 C3 81 1F F5 CD AE 4C 58 
47D8 DE 00 30 06 45 の E 23 C3 4D 4A10 4A 27 4A 2F 4A 37 4A 3F F4 4060 38 05 CD FA 4B 18 F6 Fl 4E 
47E0 33 48 7D D6 FD 7C DE FF 24 4A18 4A 64 4A 9E 4A D8 4A 47 49 4C68 B7 28 04 BD C4 00 61 C9 8E 
47E8 38 0A 7D ED 44 47 の E 2B 70 4A20 4A 64 4A 9E 4A D8 4A 52 54 4C70 21 8D 4C C3 79 4C 21 AE 51 
47F0 C3 33 48 C9 2C 2D 20 19 99 4A28 4A 72 4A AC 4A E4 4A 58 82 4C78 4C E5 CD AE 56 El DD ES A5 
47F8 7C FE 05 30 06 44 QE 24 2B 4A30 4A 8C 4A B5 4A ED 4A 5E B4 " ニニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4A38 4A 95 4A CF 4A F6 4A CD 4F SUM: 95 20 F3 42 EQ 17 6E 50 064E 
SUM: 8D B5 9A AQ CC 7E 6C DB 42E3 4A40 63 4B 01 D1 C3 B3 46 CD 99 
4A48 70 4B CD 63 4B 01 El C3 DB 4C8 の CD 81 1F DD El C9 CD 8D 4E 
4800 C3 33 48 7C FE FC 38 09 F5 4A50 B3 46 CD 10 4B C3 BC 46 E6 4C88 4C D4 00 61 C9 CD 6F 5C E2 
4808 7C ED 44 47 OE 25 C3 33 1D 4A58 CD 18 4B C3 BC 46 CD 24 E6 4C90 7B 0D 01 00 42 45 47 49 AQ 
4810 48 CD A0 46 CD AE 49 CD 8C 4A69 4B C3 BC 46 CD BC 46 CD AC 4C98 CE 02 00 5B 0D 03 00 28 63 
4818 63 4B 01 19 C9 CD 86 46 2A 4A68 70 4B CD BC 46 3E 21 C3 AC 4CA0 0D 04 00 A2 0D 05 00 00 CS 
4820 20 0D CD C8 46 CD 7F 49 9D 4A70 99 4B CD 42 4B CD 8E 46 DF 4CA8 38 02 2E 00 7D C9 CD BA 35 
4828 CD 63 4B 01 29 18 03 CD 8D 4A78 28 06 CD 10 4B C3 6A 4A CD 4CB0 4C F5 FE 02 CC E4 4C Fl 2E 
4830 14 48 C9 C5 CD 7F 49 Cl 40 " "ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4CB8 6F C9 CD 6F 5C 7D 0D 01 5B 
4838 79 CD 30 3F 10 FA C9 CD 55 SUM: CQ C9 90 44 87 D5 5E AB D689 4CC0 00 45 4E C4 02 00 5D 0D C3 
4840 CB 49 CD 79 46 FE 01 20 BF 4CC8 03 00 29 0D 04 00 A3 0D ED 
4848 45 CD C8 46 7C B5 20 18 89 4A80 CD 6A 4A CD 63 4B 02 54 52 4CD0 05 00 00 38 02 2E 00 7D EA 
4850 CD 79 46 FE 00 20 08 CD 7F 4A88 5D C3 BC 46 CD 42 4B CD 49 4CD8 C9 CD AE 56 FE 28 CC 74 00 
4858 63 4B 03 21 00 00 C9 CD 68 4490 18 4B C3 6A 4A CD 42 4B 34 4CE0 39 CD F8 4C 3A 07 30 FE B9 
4860 C8 46 21 00 00 C3 AQ 46 D8 4A98 CD 24 4B C3 6A 4A CD BC 30 4CE8 00 20 07 CD 11 5C 3B 0D A9 
4868 7C FE 00 20 03 7D FE ði 19 4AA0 46 CD 70 4B CD BC 46 3E DB 4CF0 18 05 3E 3B CD 83 56 C9 05 
4870 C8 7D D6 11 7C DE 00 30 B6 4AA8 2A C3 99 4B CD 42 4B CD F8 4CF8 3A 50 63 CD 9F 44 3E C9 A4 
4878 9C E5 CD 7F 49 El AF 32 48 4AB0 10 4B C3 A4 4A CD 42 4B 66 —  .——— e es 
ーー ニー ニー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4AB8 CD 8E 46 28 06 CD 18 4B FF SUM: BE 7C DE 2C 68 8D 74 AE 2842 
SUM: BC 3D EQ 7D 78 CC 9D 6E 455D 4AC0 C3 A4 4A CD A4 4A CD 63 9C 
4AC8 4B 02 54 5D C3 BC 46 CD 90 4D00 C3 Al 4B CD FA 54 CD 4B E2 
4880 C7 48 C3 97 48 CD EE 48 B4 4AD の 9 42 4B CD 24 4B C3 A4 4A 7A 4D08 55 FD E5.CD 11 5C 54 48 0D 
4888 DA C8 48 CD A0 46 CD AE 18 4AD8 CD BC 46 CD 70 4B 21 FD 75 4D10 45 CE CD FA 4B CD 6F 5C BD 
4890 49 21 4F 00 C3 10 47 CB 9E 4AE0 6E C3 27 4B CD 42 4B CD CA 4D18 45 4C 53 C5 00 00 45 4C 3A 
4898 45 28 18 E5 21 C7 48 34 CE 4AE8 10 4B C3 DE 4A CD 42 4B AO 4D20 53 45 49 C6 01 00 45 C6 B3 
48A0 35 20 07 35 CD 63 4B 02 OE 4AF0 CD 18 4B C3 DE 4A CD 42 2A 4D28 01 00 00 30 1B 7D 32 5F 5A 
48A8 54 5D El 2B CD 97 48 3E A7 4AF8 4B CD 8E 46 28 06 CD 24 OB 4D30 4D CD 92 4B D1 CD 60 4D 42 
48R0 19 18 11 CB 3C CB 1D 7C AD ーーーー ニ ーーーーーーーーーー~ーー~ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4D38 FD E5 3A 5F 4D B7 20 05 A4 
48B8 FE 00 20 03 7D FE 01 C4 61 SUM: OF A5 9A EF 0D AF 46 BE DD3A 4D40 CD FA 4B 18 03 CD 03 4D 4A 
48C0 97 48 3E 29 C3 Al 4B 00 F5 4D48 D1 CD 60 4D CD 6F 5C 45 28 
48C8 C5 CD 7F 49 C1 78 FE 08 99 4B00 4B C3 DE 4A CD DE 4A CD F8 4D59 4E 44 49 C6 00 00 46 C9 BO 
48D0 38 0D C5 CD 63 4B 03 65 ED 4B08 63 4B 02 54 5D C3 BC 46 26 4D58 00 00 00 DC E4 4C C9 00 D5 
48D8 2E 00 C1 78 D6 08 47 04 90 4B10 CD BC 46 3E 11 C3 99 4B C5 4D60 FD E5 El FD E5 1B 1B D5 BQ 
48E0 05 28 0A C5 CD 63 4B 01 78 4B18 21 ED 5B CD 9C 4B CD BC A6 4D68 FD El CD 9C 4B FD El C9 39 
48E8 29 C1 05 18 F2 C9 54 5D 73 4B20 46 C3 9C 4B 21 FD 5E E5 51 4D70 21 00 00 22 6E 4E CD D2 9E 
48F0 OE 00 06 10 7A FE 00 20 BC 4B28 CD 9C 4B CD BC 46 CD E2 32 478 52 CD 11 5C 4F C6 CD 86 F4 
48F8 03 7B FE 01 20 03 41 37 18 4B30 4B El F5 CD Al 4B 7C D6 2C ーー ーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4B38 08 67 CD 9C 4B F1 3C C3 13 SUM: 99 4D 18 17 31 32 DQ 03 8534 
SUM: DO 74 El 1C 35 46 6E 9B 0322 4B40 Al 4B 3A 67 63 FE 01 20 QF 
4B48 07 3E 00 32 67 63 18 12 6B 4D80 4C F5 CD E7 4D FD E5 CD F 1 
4900 C9 CB 3A CB 1B 38 03 OC FB 4B50 3A 91 4B FE EB 38 06 FD 3A 4D88 5D 4E CD 76 4C 30 06 D1 41 
4908 10 EA B7 C9 CD 79 46 FE 04 4B58 2B 3E D5 18 02 3E E5 CD 48 4D90 CD 60 4D 18 24 2A 6E 4E 9C 
4910 01 20 1A CD C8 46 7C B5 47 4B60 A1 4B C9 D1 1A 47 13 1A 14 4D98 CD 92 4B FD E5 El 2B 2B C3 
4918 CA DE 61 7C FE 00 20 03 A6 4B68 13 CD Al 4B 10 F9 D5 C9 73 4DA0 22 6E 4E D1 CD 60 4D CD F6 
pp Oh!X は パソ コン マガ ジン の 域 を 脱し て 思想 の 世界 へ 入り 込ん で いる 。 ある い は , パソ 
ュ ン 誌 の 名 を 借り て 現代 社会 見 つめ て いる の だ ろう か 。 前 か ら 感 じ て い た だ けれど, 最近 SLANG コ ン パ イラ 153 


特に そう 思う 。 は っ きり いっ て この 路線 好き で す 。 石川 一 彦 (30) 石川 県 


TINILNIS JHLA 


oo 


ーー ーー e o e e e ーー 


ーー ニーー e e A A ーー ーー ーー 


154 on x 19901. 


m o o st y tnt a a a a o oe A s A A A A AAA A aa me anna onm nami a 一 


ーー 


修学 旅行 が 終わ っ た 。 旅館 に 出現 し た 体長 ほん の 1 cm の ゴキ ブリ に 群がる 北海 道人 「 お 
お , 初め て 見 た 。 す げ え ぇ 「」。 帰り の 飛行 機内 , 離陸 と 同時 に わき 起こ る 歓声 と 拍手 。 苦 笑 
い の 一 般 客 に 「 北 海道 へ の フラ イト は 初め て な ん で す 」 と 意味 不明 な フォ ロー を する スチ 
ュ ワ ー デ ス 。 これ で も 田舎 者 を 自覚 で きた 者 は 少な い 。 渡辺 光 (17) 北 海道 


ーー 


ーー 


la slo ois Ci GA PA e i UG oe CUA sa Gu CC O a UA A O A A A o n 


A o as oda a oa e oae oa aaa o a a a anay a oaae oaa omaa aa oaae a anaa mam oe aa aane amaa oaan oman oana mee 


-w o e i n e o e a dei ee e ia a e i e e a e e S A D R mm A oe ae oa 一 


56A8 20 20 20 9D 00 C9 DD 7E : 91 
56B9 00 FE 20 20 04 DD 23 18 : 5A 


RS 


A ois et e ots a a e e a at a am a a aa a ota sa M eg i stmt se et ms a a a 


ーー 


y 富山 で は 結婚 式 に は で っ け 一 か ま ぼ ば こ を だ た くさ ん も ら う の が 常識 です が , 私 は 24 時 間 テ 
レビ を 見 る まで は , 全国 的 に 結婚 式 に は か ま ぼ こ が つき も の だ と 思っ て いた 。 


杉田 正章 (17) 富 山県 


SUM: 2C 2C 6F 62 F5 74 A5 69 6A1B 


5900 12 13 C9 CD Ez IF 49 6E : 73 
5908 63 6C 75 64 65 20 65 6E : 00 
5910 64 20 OD 00 3A 67 59 3D : C8 
5918 32 67 59 CD 57 59 CD 50 : 8C 
5920 59 7C 32 5D IF 7D 32 TF : BI 
5928 5A CD 50 59 22 80 5A CD : 99 
5930 50 59 22 D7 5A CD 50 59 : 72 
5938 22 65 63 CD DA 59 ED 5B : 34 
5940 80 5A 2A 0C 30 3E 10 CD : 5B 
5948 00 20 DC 96 30 C3 82 5A : 6l 
5950 1A 6F 13 1A 67 13 C9 3A : 33 


RA 


= e e e oe A A A e A ーー A UA cam waa A A oaa oam omae oon am omm e e a a 


-= LA O ee e a S a an D S oma O SO D OA e O OA G sme se mt a em om o o 


-e me ae m e e e e e oe ae oee ee pam nee se asso cao cmim oae nae oaaae aan ma i ce aa aa o a a 
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] コ NIIN ぐ JHIA 


epee 一 ーーー 


-n me a A A A CA et AA AA AA A -Á Á. Á A Á- A A AA A A PP mm 


a. a s a l a e a e e a a a a a a a a a a es ied 


SUM: 7F 5E 78 61 4D F6 0D E2 4C67 


156 ohlxX 19901. 


=. n e o A a e A oya A o ca a A A A A A A A A A PX XP PP a a 


qua ctas a a A CA A A CA A A A A A m a a e e e e e e a 


SA ri 


a GU FI A CIO LI A CA CA O CU Á Á CU et et Å Å- A ÅÅ- 


-= me A A A A A A A A e o A A A A A A A A A A A PPP a a 


ーーー ニーー ニ ーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニーー ニ ーーーーー ニ ーー 


6200 54 49 4C 20 20 20 20 0D : 76 


y 初め て 嫁さん ネタ 以外 で ハガキ が 載っ た 。 さて, 68000 円 で まん ま と だ まる れ た 嫁さん は 


(ば れ た ケド ), この あい だ な ー ん と 98 を 買っ て くれ だ 。 しかし! 


それ は 自分 が X68000 


を 独占 する た め だ っ た 。 と どう や ら こ の 家 の 主 人 は この 女 の 人 だ と 判断 し た X 68000131 3 


ん 相手 に 絶好 調 で ある 。 


遠藤 男 (33) 大 阪 府 


oe A me omo ーー 


ーー 


ーー ーー A A e A A e a A O A APP ーー 


e e A e a a a A o a e e ーー 


ミュ ー ジ カル ・ 


rr rd 


ーー 


ーー 


ーー シー シー ーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ナ て ーーー 一 


プラ ン の マジ ッ ク パ レッ ト に 描い て ある スイ カ の 絵 が . み ょ ー に 気 に い 


っ て し まい まし だ 。 それ か ら と いう も の の , スイ カ を 食べ た く て し ょ う が あ り ま せん 。 


岩田 英之 13) 茨城 県 


ーー 


ーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…ーー 一 ーーーーーーーーーー 
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]J4NIINJ ぐ JHIA 


ーー ニーーーーー ーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー e 一 


158 on x 19901. 


ーー 


ー ニ ーーーー テ ーー ーーーーーー 一 


dnd 


と うと う 英 単語 連想 記憶 術 に 3 冊 目 が で まし た 。 こ れ に よる と Combine (結合 する ) は 
YY 今晩 いい ん ?」 と 結合 する ?” と 覚え る そう で …… o Beast も ちょ っ と あぶ な いけ ど 。, 


Create な ど は と て も 恥ず か し い 。 


牧野 裕 (18) 北海 道 


Mes 6 AS 
序論 共通 化 の 試み 

第 1 部 S-0S"MACE" 

第 2 部 Lisp-85 イ ンタ プリ タ 
第 3 部 チェ ッ ク サ ム プ ログ ラム 
Mi5F 7 月 号 
第 4 部 マシ ン 語 プロ グラ ム 開 発 入門 
第 5 部 エディ タ ア セン プラ ZEDA 

第 6 部 デバ ッ グ ツー ル ZAID 

Mes F 8 月 号 
第 7 部 ゲー ム 開 発 パ ッ ケ ー ジ BEMS 
第 8 部 ソー スジ ェ ネ レー タ ZING 
Mes F 9 月 号 
イン タラ プ ト S-0S 番 外地 

第 9 部 マシ ン 語 入 力 ツ ー ル MACINTO-S 
第 10 部 Lisp-85 入 門 (|) 

計 85 年 10 月 号 

第 11 部 仮想 マン ン CAP-X85 

連載 Lisp-85 入 門 (2) 

園 85 年 11 月 号 

連載 Lisp-85 入 門 (3) 

W512 3 
第 12 部 Prolog-85 発 表 
Mes 1 月 号 
第 13 部 リロ ケー タブ ル の お 話 
第 14 部 FM 音源 サウ ンド エディ タ 
W? 月 号 
第 15 部 S-OS“SWORD” 
第 16 部 Prolog-85 入 門 (|) 
Mec 3 月 号 
第 17 部 magiFORTH 発 表 
連載 "Prolog-85 入 門 (2) 
Mes 4 月 号 
第 18 部 思考 ゲー ム JEWEL 

第 19 部 LIFE GAME 

連載 基礎 か ら の magiFORTH 
連載 Prolog-85 入 門 (3) 
Mec 5 月 号 
第 20 部 スク リー ン エ ディ タ E-MATE 
連載 実戦 演習 magiFORTH 
Mec F 6 月 号 
第 21 部 Z80TRACER 

第 22 部 magiFORTH TRACER 

第 23 部 ディ スク ダン プ & エ ディ タ 
第 24 部 “SWORD” 2000 QD 

連載 対話 で 学ぶ magiFORTH 
特別 付録 PC-8801 版 S-0S"SWORD" 
Mes 7 月 号 
第 25 部 FM 音源 ミュ ー ジ ッ ク シ ステ ム 
付録 FM 音源 ボー ド の 製作 

連載 計算 カ ア ッ プ の magiFORTH 
特別 付録 SMC-777 版 S-OS“SWORD” 
圏 86 年 8 月 号 
第 26 部 対局 五目 並べ 

第 27 部 MZ-2500 版 S-0S“SWORD" 
WF 9 月 号 
第 28 部 FuzzyBASIC 発表 

連載 明日 に 向かっ て magiFORTH 
Mec 10H= 


主機 種 共 通 ツ シス テム イン デック ス 


第 29 部 ちょ っ と 便利 な 拡張 プロ グラ ム 

第 30 部 ディ スク モニ タ DREAM 

第 31 部 FuzzyBASIC 料理 法 <1> 

証 86 年 11 月 号 

第 32 部 パズル ゲー ム HOTTAN 

第 33 部 MAZE in MAZE 

連載 FuzzyBASIC 料理 法 く 2> 

較 86 年 12 月 号 

第 34 部 CASL & COMET 

連載 FuzzyBASIC 料理 法 <3> 

MF 1 月 号 

第 35 部 マシ ン 語 入力 ツー ル MACINT0-C 

連載 FuzzyBASIC 料理 法 く <4> 

記 87 年 2 月 号 

第 36 部 アド ベン チャ ー ゲ ー ム MARMALADE 

第 37 部 テキ アベ 作成 ツー ル CONTEX 

M0 3AS 

第 38 部 魔法 使い は アニ メ が お 好き 

第 39 部 アニ メー ショ ン ツ ー ル MAGE 

付録 “SWORD" 再掲 載 と MAGIC の 標準 化 

MF 4 月 号 

第 40 部 INVADER GAME 

第 41 部 TANGERINE 

園 87 年 5 月 号 

第 42 部 S-0S“SWORD" 変身 セッ ト 

第 43 部 MZ-700 用 “SWORD” を QD 対応 に 

ERAS 

イン タラ プ ト コン パイ ラ 物 語 

第 44 部 FuzzyBASIC コン パイ ラ 

第 45 部 エディ タ ア セン ブラ ZEDA-3 

B: 7 月 号 

第 46 部 STORY MASTER 

MF 853 

第 47 部 パズル ゲー ムラ 碁石 拾い 

第 48 部 漢字 出力 パッ ケー ジ JACKWRITE 

特別 付録 FM-7/77 版 S-0S"SWORD" 

WF 9 月 号 

第 49 部 リロ ケー タブ ル 逆 アセ ンプ ブラ Inside-R 

特別 付録 PC-8001/8801 版 S-0S"SWORD" 

議 87 年 10 月 号 

第 50 部 tiny CORE WARS 

第 51 部 FuzzyBASIC コン パイ ラ の 拡張 

第 52 部 X1turbo RE S-OS“SWORD" 

雇 87 年 11 月 号 

序論 。 神話 の な か の マイ クロ コン ピュ ー タ 

付録 S-0S の 仲間 た ち 

第 53 部 も う ひ と つの FuzzyBASIC 入門 

第 54 部 ファ イル アロ ケー タ & ロ ー ダ 

イン タラ フト  S-0S こち ら 集 中 治療 室 

第 55 部 BACK GAMMON 

較 87 年 12 月 号 

第 56 部 ター トル グラ フィ ッ ク パ ッ ケ ー ジ TURTLE 

第 57 部 X1turbo AR “SWORD” アフ ター ケア 
ライ ンプ リン トル ー チ ン 

特別 付録 PASOPIA7 版 S-0S“SWORD" 

Mes 1 月 号 

第 58 部 FuzzyBASIC コン パイ ラ ・ 奥 村 版 

付録 石上 版 コ ン パ イラ 拡張 部 の 修正 

Mes 2 月 号 


ーー 


SUM: 0D AB 82 B6 OE 05 8E 0D 2AA9 


第 59 部 シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES 
Mes 3 月 号 
第 60 部 構造 型 コ ン パ イラ 言語 SLANG 
Mes 4 月 号 
第 61 部 デバ ッ ギ ング ツー ル TRADE 

第 62 部 シミ ュ レ ーション ウォ ー ゲ ー ム WALRUS 
還 88 年 5 月 号 
第 63 部 シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES II 
第 64 部 地底 最大 の 作戦 

Mes 6 月 号 
第 65 部 構造 化 言語 SLANG 入門 (」) 

第 66 部 Lisp-85 用 NAMPA シミ ュ レ ーション 
MeF 7 月 号 
第 67 部 マル チ ウ ィ ン ド ウド ライ バ MW-1 
連載 構造 化 言語 SLANG 入門 (2) 
Mes 8 AS 
第 68 部 マル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ WINER 
Mes 9 月 号 
第 69 部 超 小 型 エ ディ タ TED-750 
第 70 部 アフ ター ケア WINER の 拡張 
還 88 年 10 月 号 
第 71 部 SLANG 用 ファ イル 入 出力 ライ ブラ リ 
第 72 部 シュ ー テ ィング ゲー ム MANKAI 


Mes 1143 

第 73 部 シュ ー テ ィ ン ク ゲー ム ELFES N 
Mes 12H 3 - 

第 74 部 ソー スジ ェ ネ レー タ SOURCERY 
Mes 1 月 号 


第 75 部 パズル ゲー ム LAST ONE 
第 76 部 ブロ ッ ク ゲ ー ム FLICK 
Mes 2 月 号 
第 77 部 高速 エディ タ ア セン プラ REDA 
特別 付録 X1 版 S-0S"SWORD"< 再 掲載 > 
Mes 3 月 号 
第 78 部 " Z80 用 浮動 小数 点 演算 パッ ケー ジ SOROBAN 
Mes 4 月 号 
第 79 部 SLANG 用 実数 演算 ライ ブラ リ 
Mes F 5 月 号 ーー 
第 80 部 ソー スジ ェ ネ レー タ RING 
M89F 6 AS 
第 81 部 超 小型 コン パイ ラ TTC 
M3e9F 7 月 号 : 
第 82 部 TTC 用 パズル ゲー ム TICBAN 
Me9F 8 月 号 
第 83 部 CP/M 用 ファ イル コン バー タ 
Mes 9 月 号 
第 84 部 生物 進化 レシ ミュ レー ショ ン BUGS 
M8 9 7 1 0 A SANA] 
第 85 部 小型 イン タプ リタ 言語 TTI 
Mes 11A3 
第 86 部 TTI 用 パズル ゲー ム PUSH BON! 
画 89 年 12 月 号 
第 87 部 SLANG 用 リ ダ イ レ ク シ ョ ン ラ イブ ラリ 
DIO. LIB 


ES AMA ETT PEE RS ENTES E PTAS AIR 
* 以上 の アプ リケーション は , 基本 シス テム で ある 
S-OS “MACE” また は S-OS“SWORD” が な いと 動作 
し ませ ん の で ご 注意 くだ さい 。 
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NIINHS JHIA 


1 月 号 (品切れ ) 
特集 いき な り 初 春 か ら ハ ー ド ウェ ア 
デジ タル 回 路 入 門 / 電 子 サ イコ ロ / 乱 数 発生 器 /X1turb 
、 0o バ ンク メモ リ 拡 張 /X68000 用 CP/M-80 シ ステ ム ft 
1988 年 度 GAME OF THE YEAR ノミ ネー ト 作 品 発表 
e MZ-2500 用 Hyper Game Book 
O LIVE in '89 エン デュ ー ロ レー サー/ ア ルル の 女 
E $ ようこそ, セガ ・ メ ガ ド ラ イブ |! ! 
A C 調 言語 講座 PRO-68K/Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 
全 機 種 共 通 シ ステ ム パズル ゲー ム LAST ONE/FLICK 


己 月 号 (品切れ ) 
特集 マシ ン 語 “で じ た る ざん まい 
アー キテ クチ ャ か ら の マシ ン 語 入門 / ア セン ブラ へ の 招 
待 / 超 入門 Z80 マ シン 語 活用 術 /X68000 料 理 教室 
THE SOFTOUCH 彩 CRONE/Final Ver.3.2 ft 
@X|/XIturbo 用 RPG FLAME 
Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 最終 回 爆発 , そ し て 完成 へ 
C 調 言語 講座 PRO-68K (8) と お りゃ ん せな の で ある 
OS-9/X68000 入 門 (3) つい に 発売 1 0S-9/X68000 
全 機種 共通 シス テム 高速 エディ タ ア セン ブラ REDA 


づ 月 号 (品切れ ) 
特集 BASIC“ お も ちゃ 箱 ” 

ビ ピコピコ ゲー ム か ら 重 カシ ミュ レー ショ ン ま で 
O X1/X1turbop で MZ-700 用 スペ ハリ / ロ ボッ トゲ ー ム TAMA 
@ 数 値 演算 を 高速 化 FLOAT2+.X 
OS-9/X68000 入 門 (4) C 言 語 の 概要 を 見 る 
¿ C 調 言語 講座 PRO-68K(9) ニホン 語 , 不得 意 
| 新 連載 予告 編 X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 入門 
H 全 機種 共通 シス テム 浮動 小数 点 演算 パッ ケー ジ SOROBAN 
THE SOFTOUCH/LIVE in'89/ 知 能 機械 概論 / 猫 と コン ピュ ー タ 


月 号 

特集 ゲー マー た ちの “ 新 深夜 族 ” 宣 言 
1988 年 度 GAME OF THE YEAR 

新 連 載 X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 

O X1/X1turbo 用 パズル ゲー ム ロボ ッ ト 衛 兵 

@ MZ-700 用 ゲー ム パ ッ ケ ー ジ System-7B 

@ LIVE グラ ディ ウス II / ザ ・ ス キー ム / パ ワー ドリ フト 
連載 C 調 言語 講座 PRO-68K/0S-9/X68000 入 門 
全 機種 共通 シス テム SLANG 用 実数 演算 ライ ブラ リ 
特別 付録 X68000 イ メー ジ CG ポ スタ ー 


ら 5 月 号 
特集 MIDI サ ウン ド デ ー タ 料理 術 
LA 音源 を FM 音源 で シミ ュ レ ー ト /X-BASIC で MIDI 制 御 
特別 企画 第 4 回 「 言 わせ て くれ な くち ゃ だ ワ 」 
@ シ ャ ー プ パソ コン フォ ー ラ ム '89 in 赤坂 
@ 詳解 Human68k ver.2.0 
e MZ-2500, XI/XIturbo 用 戦略 的 ライ ト サ イ クル ゲー ム 


_ 連載 C 調 言語 講座 PRO-68K/ 0S-9/X68000 入 門 


X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 
全 機種 共通 シス テム ソー スジ ェ ネ レー タ RING 


76A3 


特集 これ か ら の Xfamily 
X68000 に 光 磁 気 デ ィ ス ク を / 学 習 リ モコ ン の 製作 
_ THE SOFTOUCH ライ トニ ング バッ カス /Might and Magicl 他 
@ OPMA 用 外部 関数 に よる KENBAN.BAS 
@ X1/X1turbo 用 ドラ イブ ゲー ム Spirit of Rally 
O X1turboZ 用 これ , パ ズル な ん で すか 。 
MZ-2500 MIDI 入 門 (1)MIDI ボ ー ド を 作る 
C 調 言語 講座 PRO-68K/X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 
全 機 種 共通 シス テム 超 小 型 コ ン パ イラ TTC 


ここ に は |989 年 | 月 号 か ら I2 月 号 ま で を ご 紹介 し ま 
し た 。 現在 1987 年 4 , 1988 年 5, 6, 9, 1989 年 4 — 12H 


号 ま で の 在庫 が ご ざい ます 。 バ ッ ク ナ ン バ ー お よび 
定期 購読 の お 申し 込み 方 法 に つい て は ,174 ペ ー ジ を 
参照 し て くだ さい 。 


ノ 月 号 


特集 3D グ ラフ ィ ッ ク へ の 飛翔 


Z バッ ファ アル ゴリ ズム / ス ムー スシ ェ イ ディ ング 他 
THE SOFTOUCH Terazzo PRO-68K/ ア ド ヴ ァ ンス トワ ァ ンタ ジア ン 
新 DoGA*CG ア ニメーション 講座 o 

MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ 作 成 講座 
| マシ ン 語 カ ク テ ル in Z80's Bar 
載 | x-BASIC プ ログ ラミ ング 調理 実習 
全 機種 共通 シス テム TTC 用 パズル ゲー ム TIC BAN 
X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング /C 調 言語 講座 PRO-68K 他 


` 


8As 

特集 1 X1 プ ログ ラミ ング ガイ ドブ ッ ク 
PCG の 基礎 か ら 奥 義 まで / 超 高 速 ラ イン ルー チン 他 
特集 2 3D グ ラフ ィ ッ ク の 深淵 へ 

スキ ャ ン ラ イン Z バ ッ フ ァ /3D モ デリ ング 他 

HER |( で ) の ショ ー ト プロ ば ー て い ぃ 

X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ンク /C 調 言語 講座 PRO-68K 
X-BASIC プ ログ ラミ ンク 調理 実習 /DoGA・CGA 講 座 
MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ /Z80's Bar E 

全 機種 共通 シス テム CP/ M 用 ファ イル コン バー タ 


9 月 号 
特集 活用 ハー ド デ ィ スク & プ リン タ 
各社 ハー ド デ ィ スク 接続 総 チ ェ ッ ク / ハ ー ド ディ スク 雑学 
講座 /COPY キ ー メ ニュ ー/ ビ デオ プリ ンタ 活用 プロ グラ ム fe 
THE SOFTOUCH _ ジェノサイド / 琉 球 /mFORTH Compiler 
O サイ バー ステ ィ ッ ク て で て 遊ぶ 不思議 な 環境 ソフ ト の 世界 
@ X1/X1turbo 用 シュ ー テ ィング ゲー ム Defeat X 


Z80's Bar /MZ-2500 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ 他 


[X68000] X-BASIC/ マ シン 語 /C 調 言語 講座 /D6GA・CGA 
全 機 種 共 通 シ ステ ム 生物 進化 シミ ュ レ ーション BUGS 


10 月 号 
特集 ゲー ム 面 白 心理 学 
ソー サリ アン ・ 宇 宙 か ら の 訪問 者 / フ ァ ン タ ジ ー ゾ ー ン 
ね じ 式 / ガ ウデ ィ ・ バ ル セ ロ ナ の 風 / サ バッ シュ Ab 
@ MZ-700 用 シュ ー テ ィング ゲー ム Side Roll-F 
@ X1/X1turdo 用 カー ド ゲ ー ム Bonding 
ショ ー ト プロ /Z80's Bar/MZ-2500 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ 
X68000 マ シン 語 /X-BASIC/C 調 言語 講座 /D6GA・CGA 
THE SOFTOUCH Z'sTRIPHONY DIGITAL CRAFT/James68K 
全 機 種 共通 シス テム 小型 イン タブ リタ 言語 TTI 


11 月 号 
特集 microComputer 入 門 
初歩 か ら の CPU 物語 /RISC プ ロ セ ッ サ の 設計 と 製作 
X68000&X1 で 周辺 LSI を 使い こ な そ う 
E ショ ー ト プロ /Z80's Bar/MZ-2500 グ ラフ ィ ッ クエ ディ イタ 
載 X68000 マ シン 語 /X-BASIC /C 調 言語 講座 /D6GA・CGA 
e X68000 用 カー ド ゲ ー ム ば ば ぬき 
LIVE in 89 メタ ル ホ ー ク / オ プ ・ ラ ・ デ ィ , オブ ・ ラ ・ ダ 
THE SOFTOUCH Stationery PRO-68K/ リ ング マス ター1 
全 機種 共通 シス テム TTI 用 パズル ゲー ム PUSH BON! 


18 月 号 
特集 C プ ログ ラミ ング へ の 招待 

付録 0 言語 簡易 リフ ァ レ ンス 
$| ショ ー ト プロ ば ぱー て い ぃ /Z80's Bar 
Bl | X68000 マ シン 語 /X-BASIC/D6GA・CGA 
@ Oh ! X2 周 年 特別 企画 「 素 粒子 の 声 が 聞こ える 」 
@X|/turbo 用 アク ショ ン ゲ ー ム ACTIVE UNIT 
LIVE in "89 天空 の 城 ラ ピュ タ / ギ ャ ラク シー フォ ー ス 
THE SOFTOUCH 38 万 キロ の 虚空 / た 一 みのる 2 
全 機種 共通 シス テム SLANG 用 リ ダ イ レ ク シ ョ ン ラ イブ ラリ 


EED? S 


料金 受取 人 払 ] 0 2 


(受取 人 ) 
差出 有効 期間 
1990 年 9 月 30 東京 都 千 代田 区 
日 まで 九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 
息 日 本 ソフ トバ ン フ 
77777 へ 編集 宣行 
HHHUH zi 
住所 
氏名 _- A 


7777 バ い 1 


OREFAD yt 


ツ いち ば ん 良かっ た 記事 興味 の な か っ た 記事 
: これ か ら 載 せ て ほし い 記 事 内 容 : 本 誌 以 外 に お 読み の パソ コン 雑誌 


: 1989 OhX ゲ ー ム 大 賞 : 
: 推薦 理由 : 


q JÄ : 


: 推薦 理由 : 


: あな た の 愛 機 は (所 有機 種 に ひつ 印 を つけ て くだ さい ) な い 
: X1( マ ニア タイ プ .C.D.F.G.twin) X1turbo(model 10,20,30,40,11,111,2,Z11,Z 111) 
: MZ-(80K/C, 1200, 700, 1500, 80B, 2000, 2200, 2500, 2861) 


: X68000( ノーマル. ACE, PRO, EXPERT, [HD ') その 他 
: FD( Æ) TAPE QD HD( MB) FISDL ) 
年 齢 歳 パソ コン 歴 年 男 ・ 女 フレ ゼン ト No 
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ED AAA A RA A A A AA A A A AS AAA AA A ANA AAA DAD BD DAA 


TOMO ASDM>AS HEN 


ARA L JAA HKEE LJAA 
年 月 号 TC NO. 


1 し 込み HEEE LJAA 
Te j X NO. 


h ノ FM 定期 購読 PL AREA 


q 3 FMNO. 


月 刊 情報 定期 購読 新風 申し 込み HREHLIAA 


処理 試験 


C MAGAZINE |** 


この 払込 通知 票 は 、 
また 、 本 票 を 折り 曲げ た り し な いで 〈 く だ さい 。 


意 く だ だ さい 。 


T JS NO. 
申し 


年 間 7,200 円 


年 間 11,440 円 ] 
6 ヶ月 5,720 円 


年 間 6,720 円 


・ 間 6,720 円 


t EJ 8,160 円 
6 ヶ月 4,080 円 


年 間 6,960 円 


機械 て 使用 し ます の で 、 下 部 の 欄 を 汚さ な いよ う 特 に 御 注 


プレ ゼン ト の 応募 方 法 


アン ス ・ コ ン サ ル タ ン ツ 容 092(522)6347 


と じ 込 み の ア ン ケ ー ト は が き の 該 当 項 目 を すべ て 


ご 記入 の うえ , 希望 する プレ ゼン ト 番 号 を は が き l サイ クロ ン Express 


右 下 の スペ ー ス に ひと つ 記 入 し て お 申し 込み くだ 
さい 。 締め 切り は 1990 年 | 月 18 日 の 到着 分 まで と X6800UU 用 5PgHD 版 78,000 円 
し ます 。 当選 の 発表 は 1990 年 3 月 号 で 行い ます 。 


1 名 


デー タウ エス ト 容 06(968)1236 


初心 者 で も 簡単 に レイ トレ 
ー ス の 画面 を 作成 で きる グ 
ラフ ィ ッ クツ ー ル 。 これ で 
次 回 の コン テス ト を 目指 そ 
2 


Misty 2 


X680008 5'?HD 版 


5,000 円 


2% 


ボニー キャ ニオ ン B03(221)3151 


モノ クロ の 画面 が 臨場 感 を か も し 出す 「Mi 
sty」 シ リー ズ の 第 2 弾 。 今回 は , シナ リ 
F 5 本 を 収録 。 


ビー ロー・ オ プ ・ ラ ンス 
Xlturbo 用 5PD 版 4 枚 組 
7,500 円 


3% 


ヘル ツ 容 03(371)3801 


レナ ム の ポス ター 


5 名 


「 ア ド ヴ ァ ンス ト ・ ダ ンジ ョ 
スッ プン ド ャ ドラ ゴル 著 が 9 
「 ド ラゴン ラン ス 戦 記 」 が 原作 
の アデ ク ショ ン ゲ ー ム 。 

マツ ウス 操作 が うれ し い AVRPG「 レ ナ 
ム 」 の 宣伝 用 ポス ター。 は ほか で は ち 
ょ っ と 手 に 入ら な いも の 。 5 名 の 方 


lo 
11 月 号 プ レ ゼ ント 当選 者 = 


MU >77257—1 (大 阪 府 ) 野瀬 茂樹 (石川 県 ) 石野 吉 統 (鳥取 県 ) 
1999 森下 寛和 詞 ロ ー グ ・ ア ライ アン ス (東京 都 ) 佐藤 貴之 (大 阪 府 ) 光井 
1 ri 浄 二 (広島 県 ) 猪原 忠彦 回 ソン グフ ァイル 68K シ リー ズ A. リ ゾー ム 


SA 症候 群 (長野 県 ) 蟹 沢 克 仁 (大 阪 府 ) 黒岩 智 教 B . ス ケッ チ ( 神 奈川 県) 

A MR AS UA% (富山 県 ) MB Bro オリ ジ ナ ル T シャ ツ (東京 都 ) 

A A A 栗原 健次 LA (静岡 県 ) 小杉 文武 (福井 県 ) REZ (兵庫 県 ) 滝沢 

a 与 一 回 コー ヒー キャ ン デ ィ (広島 県 ) 安達 宏治 (SAEZ) 

7 8 以上 の 方 々 が 当選 され まし た 。 お めで と う ご ざい ます 。 商 品 は 順次 発 

A DA id un sl a 送 い た し ます が , 入荷 状況 な ど に より 遅れ る 場合 も あり ます 。 ま た , A 

諾 の カレ ンダ ー。 ヨン パク da, 1. 正 取引 委員 会 の 告示 に より , この プレ ゼン ト に 当選 され た 方 は 。 この 号 
PIELES AA. 月 ご と に の 他 の 懸賞 に は 当選 で き な い 場合 が あり ます の で . ご 了承 くだ さい 。 

か わい い イ ラス ト が 描か れ | ! 


も ゆる 。 


(価格 は すべ て 消費 税別 で す ) 
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X58000 用 LAN ボ ー ド 
CZ-6BL1 


シン シャープ 


シャ ー プ は , X68000 用 LAN ボ ー ド 「CZ- 
6BLl」 の 販売 を 開始 し た 。 

CZ-6BL1 は 、 TCP/IP ブ ロト コル を サポ 
ー ト する Ethernet に X68000 を 接続 する た め 
の 拡張 ボー ド 。 こ れ に より , スタ ンド アロ 
ン 環 境 の X68000 シ ネットワーク に 統合 し , 
デー タ や プリ ンタ の 共用 が 可能 に な る 。 
ま ょ た, EWS や ミニ コン の 端末 と し て 使用 す 
る こと も 可能 。 使 用 で きる コマ ンド は , tel 
net( リ モー トロ グイ ン ).,ftp( フ ァイル 転送 ) 
の 2 つ 。 価格 は ,268,000 円 し な っ て いる 。 
また 同時 に Ethernet と Cheapernet の 両方 
に 使用 で きる 「CZ-6BL2」 も 発売 きれ, I 
ちら は 298,000 円 。 

く 問い 合わ せ 先 > 
シャ ー フ ( 幌 = 容 06(621)1221,03(260)1161 


カラ ー 印 刷 可能 な 書院 
WD-A900/A710 


シャ ー プ 


シャ ー プ は 。 パー ソナ ルソー プロ て ある 
ミニ 書院 シリ ー ズ の 新 製品 と し て カラ ー 印 
刷 可 能 な 「WD-A900」(198,000 円 ) と 3.5 イ 
人 
98,000 円 ) の 販売 を 開始 する 。 両 製品 と 
新設 計 の AI-V2 辞 書 を 搭載 し て いる 。 
WD-A900 は ., 業界 初 の トリ プル カセ ッ ト 
方 式 カ ラー ブリ ンタ に は より, 印刷 速度 3 倍 ・ 
ラン ニン グ ユ スト 1/5( 同 社 比 ) を 実現 し た 。 
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まだ た だ, カラ ラー 写真 ヤギ イ オラ スト な と の 入力 が 
で きる ハン ディ イィ カラー スキャナ を 標準 装備 , 
オプ ショ ン で ビデ オ な どの 画像 を 取り 込 も 
カラ ー ビ デ オア ダ プ ブタ も 接続 可能 。 
WD-A710 は , 毎秒 50 字 で 印刷 で きる 56 ド 
ッ ト の 高速 ・ 高 品位 プリ ンタ を 搭載 する と 
と も に .3.5 オ シン チ フ ロッ ピー ディ スグ ドラ 
イブ を 2 基 搭 載 し た も の 。 

〈 く 問い合わせ 先 > 

シャ ー プ 株 容 06(621)1221, 03(260) 1161 


デザ イン シミ ュ レ ーション シス テム 
CCS-I 


ュ ニ テッ ンジ ャ パン 


ユニ テッ クジ ャ パン は , X68000 ベ ー ス の 
カラ ー デ ザイ ン シ ミ ュ レ ーション シス テム 
「 和 ーー カラ アー シミ ュ レ ー タ ー(CS-1」 の 
販売 を 開始 し た 。 

SATA, 40M バ イト ハー ド デ ィ スク 
内 蔵 の X68000PRO に カラ ー イ メー ジス キャ 
ナ 。 カ ラー ビデ オォ フリ ンタ な ど を 組み 合わ 
せ だ た も の 。 ス キャ ナ か ら 読 み 込 ん だ り , fF 


属 の ペイ ント ソ ッ マフ ト で 描い た 画像 を 編集 し , 


A6 ま た は A4 サ イズ で ビデ オォ プリ ンタ に 出 
HFA., イメ ー ジ 処理 。 マス ク 処 理 , 
ツ 処 理 な どの 編集 作業 は , すべ て 65 5366 
で 行う こと が で きる 。 ディスク に は 約 40 枚 
の 画像 を 記録 する こと が で きる 。 シス テム 
価格 は 3,500,000 円 と, 従来 の デザ イン シミ ュ 
レー ショ ン シ ス テム に 比べ る と 低 価格 で ある 。 
く 〈 問 い 合 わせ 先 > 

帆 ユ ニテ ッ ク ジ ャ パン 容 06(946)7689 


ラマ ーー 


低 価格 MNP5 モ デム 
通信 ボコ 


ィ ン テ クノ ラン 


イン テグ ラン は , MNP ク ラス 5 の 全 二 重 
モデ ム 「 通 信 ポ コ (PoCo)」 の 販売 を 開始 し た 。 
同 製品 は , 300 一 2400bps の 転送 速度 に 対 
応 し だ た モデ ム で , エラ ー 放 正方 式 に MNP 
2 E a E 
bps ま て 対応 可能 で , 端 林 と モデ ム 間 の 速度 
は 最高 19200bps ま で 対応 し て いる 。 通信 制 
件 手順 は ヘイ ズ AT 互 換 で , 価格 は 45,000 円 
と 市 販 の MNP ク ラス 5 モデ ム の な か で は 最 
b 低 価 格 な クラ ス と な っ て いる 。 
く 〈 く 問い合わせ 先 > 
ALTZA 容 03(546)1234 


モデ ム 新 製品 
MD24/96 シ リー ズ 
立石 電機 


ンク ン ンク ラク ンク ク クック クス クン ンク シン シク ン み フス メン クン $ 


立石 電機 は , CCITT V.42 搭 載 の 全 二 重 
モデ ム の 販売 を 開始 し た 。 

販売 開始 され た の は , MNP ク ラス 4 搭載 
の 「MD24FS4」(44,800 円 )、 MNP ク ラス 5 
の 「MD24FS5」(49,800 円 )、MNP ク ラス 7 
の 「MD24FS7」(64,800 円 ) の 2400bps の モ 
デム 3 製品 と , MNP ク ラス 5 て 9600bps の 
「MD96FS5」(198,000 円 )。 各 製品 と も CCITT 
V.42 を サポ ー ト し , MD96FS5 は CCITT V. 


32 も サポ ー ト し て いる 。 制 御手 順 は , ヘイ 
ズ AT お よび CCITT V.25bis に 準拠 。 特 に, 
MD24FS7 は , 国内 で 初め て MNP ク ラス 7 
に 対応 し た モデ ム で , 実効 通信 速度 は 7200 
bps。 全 製品 と も RS-232C と ケー ブル は 付属 
CTD. 

<Hluo Abr 

立石 電機 帆 谷 03(436)7266, 06 (282) 2672 


プリ ンタ バッ ファ 
PRB シ リー ズ スズ 
アイ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 


アイ ・ オ ー・ デ ー ベ タ 機 器 は , 2M バイ ト 
と 4M バ イト の プリ ンタ バッ ファ 「PRB シ リ 
ー ズ 」 の 販売 を 開始 す 


リン タバ ッ フ ァ を 販売 し て お り , 今回 の 製 
mT 4 機種 が 揃う 。 同 シリ ー ズ は , 機能 面 
を シン グル に し て 他社 に 比べ て 低 価格 を 較 
397 に も の て 、 
800 円 , 4M バ イト タイ プ は 未定 。 
〈 く 問い 合わ せ 先 > 

ア イッ オー デー スク 機 舌 き 0762(21)2873 


ファ ミコ ン 通 信 ア ダブ ター 


マイ グロ コア 


マイ クロ コア 


は 。 ジア 
ププ テン 端末 機能 , パソ ュ ン 通信 機 
た だ た アダプタ の 販売 を 開始 する 。 

クア ュ ミリ ーー と ビュ ョ ュー タカ ツイ ンク テア テ ミュ 


ミコ ン 通 信 ,。 キャ 
E を 持っ 


ン に 装着 し て 使用 する 通信 アダ プ ブタ で , 
キヤ ワウ ゲサン 導 ポ ララ ング 2 (ビデ オォ テッ クス 


網 ), LE 1200bps の パソ コン 通信 ( 電 
話 回 線 ), ファ ミコ ン 通 信 ( 電 話 回 線 , DDX 


-TP, VAN) の 3 つ を 1 台 で 兼ね る 。 それ 
ぞ れ 4 一 12 色 の カラ ー 表 示 が で き 見 や すい 
も 5 の と な っ て いる 。 発売 子 定 は 90 年 4 月 て 


る 。 同社 で は すでに , 
500K バ イト タイ プ と 1M バ イト タイ プ の プ 


価格 は 2M バイ ト タ イ プ が 79, 


価格 は 未定 。 
く 問 い 合 わせ 先 > 
内 マイ クロ コア B03(448)0811 


時 計 付 き 電 子 メモ 


シャ ー プ は , 電話 番号 や スケ ジュ ー ル な 
ど を 記憶 する 電子 メモ シリ ー ズ の 新 製 品 「P 
A-220」 の 販売 を 開始 し た 。 

PA-220 は , 電話 番号 な ら 450 人 分 
カナ で 8 文字 , 電話 番号 12 桁 ), 
ル な ら 540 件 分 が 記憶 可能 。 また, スケ ジュ 
ー ル メモ と し て 使っ た 場合 予定 が 入っ て 
いる 日 時 に な れ ば アラ ー ム が 鳴る 。 
7,500 円 と な っ て いる 。 

く 問 い 合わ せ 先 > 
シャ ー プ 眉 容 06(621) 1221, 03 (260) 1161 


(名 前 
スケ ジュ ー 


i 


OS-9000 発 表 


マイ クロ ウェ アシ ステ ムズ 


マイ クロ ウェ ア は OS-9 と 上 位 互換 性 が あ 
る マル チ ユ ー ザ ー, マル チタ スク の 32 ビ ッ 
ト 用 0S で ある OS-9000 を 発表 し た 。 
OS-90001x, モト ロー ラ の 680X0, イン テ 
ル の 80X86 の 両 ア ー キ テク チャ の チッ プ で 
の 同 -- の 操作 環境 を 日 指し た も の 。 動作 す 
る CPU は 68020, 68030, 80386 な どの 32 ビ ッ 

低 価格 拡張 スロ ッ ト の 

お 知ら せ 

シス テム ショ ッ プ ハドソン 


価格 は , 


正 の 拡張 ボッ クス の 88,000 円 に : 


ロロ と ほ ば 同等 で あ る Oo 


ザー や 興味 が ある ユー ザー は , 


合わ せ を し て いた だ きた い 。 
く 問 い 合 わせ 先 > 


トチ ッ プ と RISC チ ッ プ 。 各 チッ プ の OS-9 
000 は C の ソー スコ ー ド レベ ル で は 完全 互換 
で ある 。 ま た ,OS の 移植 性 を 高め ゆる た め に , 
OS-9000 カ ー ネ ル の 95 多 と I/O モジ ュー ル 
や ユー ティ リティ な どの 周辺 ソフ ト は C 言 
語 で 記述 きれ て いる 。 さ る ら に , TCP/iP を 
SLDC な どの プロ ト ュ コル 以 外 に ISDN な ど と 
へ の イン タフ ェ イ ス も 備え て いる 。 


く 問 い 合 わせ 先 > 
マイ クロ ウェ エア デ プ ・ シ ステ ムズ 側 
A03 (839) 9000 
BOOKS 


d 次 元 グ ラフ ィ ッ クス 


アー マッ ト 


パソ コン 用 CG ソ フト で ある ZSs Triphon 
y (DIGITAL CRAFT) を 利用 し た 3 次 元 グ 
ラフ ィ ッ クス の 作り 方 を 解説 し た 本 (玉川 
美土里 著 2,500 円 ) 

まず , DIGITAL CRAFT 自身 の 使い 方 
か ら 始 まり , 立体 の イン ビ ト ウィ ー ン , フ 
ラク タル 図形 の 出力 ,. モ デリ ング 過程 詳細 | 
な と を 紹介 し て いる 。CG 用 語 集 も 付い て い 
る の で て 初心 者 に も わか りや すい も の と な っ 
て いる 。 また, X68000 の 隠し 機能 全 公 開 と 
いう 項目 も ある の で X68000 ユ ー ザ ー は -- 読 を 。 
く (問い 合わ せ 先 > 
IT —>? vy Pp 容 045(902) 9041 


シス テム ショ ッ プ ハドソン か カ から, X68000 用 
の 抜 張 ボッ クス が 発売 され る 子 定 で ある 。 T 
定 さ れ て いる の は , 4 スロ ッ ト 内 蔵 (うち 1 
スロ ッ ト は 本 体 接続 用 ) の も の て 価格 は 3 万 
円 台 に な る 見 込み 。 外観 デ ザイ ン (塗装 は 黒 
お よび グレ ー) の コスト を 抑え , シャ ー プ 純 
比べ て 大 幅 
な 低 価 格 を 実現 し Ko 製品 の 基本 機能 は 純正 
同社 で は , ユー ザー か 
ら の 反響 あみ た うえ ぇ で 積極 的 な 販売 を する か 
と うか を 判断 する の で , 購入 を 希望 する ユー 
同社 まで 問い 


シス テム ショ ッ プ ハドソン 容 011 (841) 5155 
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FILES 


この イン デック ス は 。 タイトル 。 注記 一 一 
筆者 名 , 誌 名 , 月 号 , ベー ジ で 構成 され て 
いま す 。 め っ きり 寒く な っ て きま し た 。 受 
験 生 の 方 々 は ここ が ふん ば り ど き で すね 。 
頑張 っ て 良い 春 を 迎え て くだ さい 。 
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OhIAX 


特集 zy h 7IL FRR S 

パソ コン 通信 ネッ ト で 広まり つつ ある , マル チ プ レイ 
ヤー ゲー ム に つい て 特集 。 そ の 歴史 , 発展 経過 , 未来 な 
ど 。 な お 現在 試験 運用 を 始め た 富士 通 ハ ビタ ッ ト を 紹介 
LTOS, 編集 部 , LOGIN, 215, 120-129pp. 

Py 図鑑 世界 の コン ピュ ー タ ちゃ ん 第 23 回 

YHP と の 合併 で 話題 に な っ た アポ ボロ 社 の ワー クス テー 
vay, "DOMAIN シリ ー ズ 」 を 紹介 。 ネ ットワーク に つ 
いて 解説 し て いる 。 その 他 コ ンピュータ 用 語 独断 的 解説 
大 事典 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 215, 160-16Ipp. 

ネッ トワ ー カ ー・ ホ リッ ク 第 |0 回 

日 本 の 大 手 有 料 ネ ッ ト の ひと つ で ある NIFTY-Serve を 
紹介 。 その 特色 と し て フォ ー ラ ム の 充実 を 挙げ て いる 。 
その 他 , 電子 手帳 を 端末 に 使っ た VAN サー ビス を , シャ 
ー プ が 来年 半ば ご ろ に 始め る と いう 話題 な ど 。 一 一 貫 集 
部 , LOGIN, 215, 218-22Ipp. 

ネッ トワ ー カ ー・ ホ リッ ク 上 第 中 回 

落語 SIG の シグ オ べ を 務め る 落語 家 , 三遊亭 彫 窓 師 匠 
を 紹介 。 新 開局 ネッ ト の DEMON は デモ や サン プル ソフ 
ト を 提供 する ネッ ト 。 一 編集 部 , LOGIN, 225, 234-237 
pp. 

> 最新 王 力 機種 レポ ー ト "89 冬 

各社 の 新 製品 9 種 を レポ ー ト 。98 シ リー スズ ス 全 製品 マッ 
プ 付 き 。 一 一 編集 部 , ASCII, 12 月 号 , 28|-296pp. 

> NeXT ディ ベロ ッ パ ー ズ キャ ンプ 

開発 者 を 対象 と し た 4 日間 の 講習 合宿 の 内 容 を レポ ボー 
ト 。 一 一 脇 山 弘 敏 , ASCII, 12 月 号 , 319-325pp . 

> 89 を し めく くる 大 型 シ ョ ウ に パソ コン 最前 線 動向 を 探る 
デー タ シ ョ ウ , エレ クト ロニ クス ショ ウ の 各社 ブー ス 
と 製品 の レポ ー ト 。 編集 部 , マイ コン , 12 月 号 , 14 
|-168pp. 
ビジ ネス マン の 情報 管理 術 

電話 帳 と 住所 録 機能 の 使い 方 の 解説 の あと は , ブリ ン 
タ を 使っ た 年 賀 状 印 刷 に チャ レン ジ だ 。 一 一 塚田 洋一 , 
マイ コン , 12 月 号 , 324-329pp. 
カッ コウ の た まこ ご 第 | 部 


軍 の コン ピュ ー タ に 侵入 し た ネッ トワ ー ク ハッ カー と , 


それ を 迎え 撃つ 天文 学者 と の 対決 を レポ ー ト し た ノン フ 
ィ ク ショ ン 。 Clifford Stoll 著 ARM 直子 訳 , ASCII, 
1243, 329-336pp. 


MZ-80K/C/1200/700/1500 


MZ-700/1500 (S-BASIC) 
ナン テコ ッ タ イ 99 
UNO の 姉妹 品 カ ー ド ゲー ム O'NO099 の パソ コン 上 版 。 


アメ リカ の 大 学 な ど に いる ハッ カー た ち が 協 力 
し て 維持 し て いる jargon file と いう スラ ング の 辞 
書 が ある 。 本書 は , その 改訂 版 の 訳 で ある 。 ハッ 
カー と いっ て も , ネッ トワ ー ク へ の 侵入 や ウイ ル 
ス と いっ た (善良 な 市 民 の 期待 する ) イメ ー ジ は 
どこ に も な い 。HACKER の 項 も "1. コン ピュ ー タ ・ 
シス テム の 細部 や , その 能力 の 伸ばし 方 を 学ぶ こ 
と を 楽し む 人 " だ 。 そ こ に ある の は , 本 当 の コン ビ 
ュー タマ ニア が 日 常 生 活 で 使っ て いる コン ピュ ー 
タ 用 語 の 束 で あり , ユー モア や ウィ ッ ト に 冨 ん だ 
彼ら の 生態 な の で ある 。 

MIT な ど 大 学 周辺 の 話 が 中 心 だ か ら , いま いち 


ーー まっ ぴ , マイ コン BASIC Magazine, 124 5, 128-130 
pp. 
MZ-700/1500 (HuBASIC) 
»EASFUFO 

空 か ら 寺 ん 子 が 降っ て くる ! し か し その 雪 ん 子 は , 
UFO だ っ た の だ 。 地 上 に 降り る 前 に ビー ム 砲 で 阻止 せよ 。 
ー 一 林 星 児 , マイ コン BASIC Magazine, 128 5, 131p. 
MZ-1500 
» PUP 

パネ ル の 上 で か わい い キ ャ ラ が と び 跳 ね て , MEL 
す 。 全 15 面 。 一 一 吉田 弘二 , マイ コン BASIC Magazine, 
12 月 号 , 132-134pp. 


MZ-808/2000/2500/2800 


MZ-2200/2500 (1Z001/1Z002) 
MOUSE 

ネズ ミ の 嫌い な 主人 公 が , 思わ ず 落 ち て し まっ た マン 
ホー ル に は , 巨大 な か ネズミ が いた の で す 。 迷路 ゲー ム 。 
ーー トシ ちゃ ん 27 歳 マイ コン BASIC Magazine, 12H 
5, 135-137pp. 
MZ-2500 
y 誌上 公開 質問 状 

MZ-2500 の 音源 機能 を 上 げ る た め の 拡 張 ボ ー ド は ? 
ー 一 編集 部 /PEGUSUS。 マイ コン BASIC Magazine, 12 月 
号 , 64-65pp. 
MZ-2500 (BASIC-M25) 
PENDO 

星 の か けら を 6 個 集め る , 奥 の 深 い ア クシ ョ ン ゲ ー ム 。 
ー 一 蒲生 敬 , マイ コン BASIC Magazine, 12H 5, 138-140 
pp. 
pg ザ ・ ス キー ム ~~ 時 の 流れ る まま に 一 

ゲー ム ミ ュー ジッ ク プ ブロ グラ ム 。 一 一 RY0-3, マイ コン 
BASIC Magazine, 12 月 号 , 19|-192pp. 


X1/turbo/Z 


X1 シ リー ズ 
p 誌上 公開 質問 状 

XIN I/O ポー ト に つい て 詳し く 掲 載 し て いる 本 を 紹介 。 
ー 一 多田 太郎 , マイ コン BASIC Magazine, 12A 5, 65p. 
» FINISH 

体操 の 床 運動 の フィ ニッ シュ を ゲー ム に し た 。 空中 で 
宙返り を し て , その 出来 栄え を 競う 。 要 ジョ イス ティ ッ 
。 一 一 HARU, マイ コン BASIC Magazine, 12 月 号 , 166 
-167pp. 
» P-700 

スポ ー ツ カー レー ス て で 現在 最 下位 の あな た 。 5 つの チ 
ェ ッ ク ポ イン ト を 通過 する まで に トッ プ を 取っ て くだ さ 


y 


わか ら な い 言 葉 が 多い か も し れ な い 。 参考 まで に , 
話 に よく 出る の は DEC-PDP-LISP-EMACS と いう 
ライ ン だ 。 ハ ッ カ ー は IBM より DEC を, C よ り 
LISP を 好む の だ ろう 。 そ れ が YES の 代わ り に T と 
いう (も ちろ ん , NO の 代わ り は NIL だ ) な ど に 表 
れ て いる 。 と は いえ , 辞典 と し て で な く 読 み 物 と 
し て 十分 に 面白 いし , 我々 も 日 常 会 話 で コン ピュ 
ー タ 用 語 を か な り 使っ て いる こと に 気づか され て 
楽し い 。 (K) 
ハッ カー 英語 辞典 ガイ ・ し L・ ス ティ ル ・ ジ ュ ニ ア 
他 5 名 著 犬伏 茂之 訳 自然 社 刊 産学 社 発売 

公 03(261)3393( 産 学 社 ) A5 判 1419 ペ ー ジ 1.,400 円 


書籍 の 価格 は 消費 税込 み で す 


い 。 高速 カー レー スゲ ー ム 。 一 一 花 光 悟 . マイ コン BASIC 
Magazine, |2 月 号 , 168-170pp. 
> SL-MAZE 

レー ル の 敷 か れ た 迷路 を SL で 脱出 する 。 ラ イト の 先 
は 線路 が どう な っ て いる か わか ら な いか ら , な か な か 難 
し い ぞ 。 安 氷 誠治, マイ コン , 12 月 号 , 230-236pp. 
PC 一 XI フ ァイル コン バー タ 

88, 98 の BASIC 標準 フォ ー マ ッ ト か ら X| へ ファ イル 転 
送 。 漢 字 コ ー ド と MML デー タ の 変換 も OK。 Am 
Z, 1/0, 12 月 号 , 238-239pp. 
X1 十 FM 音源 ボー ド ( 要 NEW FM 音源 ドラ イ バ ) 
オー ダイ ン エン ディ ング BGM 

ゲー ム ミ ュー ジッ ク プ ログ ラム 。 一 一 上 田 順一 , マイ 
コン BASIC Magazine, 12H 35, 197-198pp. 
X1turbo シリ ー ズ 
> 最新 ゲー ム 人 徹底 解剖 中 

ビー ロー・ オ プ ・ ラ シン シス の キャ ラク ター,: マッ プ な ど 
を 紹介 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 215, 194-197pp. 
や っ ぱり 大 好き ファ ンタ ジー RPG90's 

ヒー ロー・ オ プ ブ ・ ラ ンス を 紹介 。 一 一 編集 部 , POPC 
OM, 12 月 号 , 56-57pp. 
ラッ カー0| 一 一 ガッ タイ ダー 一 

悪 の 軍団 を 倒す た め に 地球 防衛 隊 が 始動 し た ラッ カー 
01(? )。 上 か ら 落 ち て くる 歯 を 下 の 歯 と 噛み 合わ せる ゲ 
Lo 大 原 コ ンピュータ 同好 会 , マイ コン BASIC 
Magazine, 12 月 号 , 17|-172pp. 
な ん で も Q&A 
Xlturbo と 家庭 用 テレ ビ で スー パー イン ポー ズ は で きる 
Dir? FE, 一 編集 部 , マイ コン , 12 月 号 , 408-409 


pp. 


» NEW SOFT 

発売 予定 の ゲー ム ソ フ ト , アー クス II と 夢幻 戦士 ヴァ 
リス II, 新作 アク ショ ン ゲ ー ム WINGS を 紹介 。 一 一 編集 
部 , LOGIN, 2135, 14-17pp. 
> X68000 新 聞 

89 年 度 中 に 出荷 台数 0 万 台 を 越え よう と し て いる 
X68000。 そ の 歴史 , コン セプト を 軽く 解説 。 新 着 ゲ ー ム 
は , ナイ ト ア ー ム ズ , ニュ ー ジ ー ラ ンド スト ー リ ー, メ 
タル サイ ト , Misty Vol.l, た て みのる 2, 開発 中 の サン 
ダー ブ プ ブレード, スー パー ハン グ オ ン を 紹介 。PDS は 6 て 8 
万 色 画 像 コン バー タ GTOT を 紹介 。 編集 部 , LOGIN, 
215, 144-149pp. 
» NEW SOFT 


開発 中 の ゲー ム , 夢幻 戦士 ヴァ リス II と フラ ッ ピ ー 2 
を 紹介 し て いる 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 22 号 , 25-26pp. 
> X68000 新 聞 


書籍 の 価格 は 消費 税込 み で す 


新着 ゲー ム , VWBALL, ラグーン , や じ う ま ペ ナン トレ 
ー ス , ゲー ム 開 発 用 グラ フィ ッ ク ツ ー ル の G ツー ル , サ 
イク ロン CG コ ン テ ス ト の 模様 を 紹介 。PDS は 暇つぶし ソ 
フト の 「 プ チ プ チ PRO68K」。 一 編集 部 , LOGIN, 223, 
162-167pp. 
» SOFTWARE REVIEW 

夢 あ ふれ る ファ ンタ ジー アク ショ ン ゲ ー ム , ニュ ー ジ 
ー ラ ンド スト ー リ ー を 紹介 。- 一 一 くし だ ナム 子 , LOGIN, 
225, 228-229pp. 
» GAMING WORLD 

開発 中 の ゲー ム , ディ オス , ラグ ー ン , AJAX, X9) 
サイ ト , VBALL, レナ ム , GAMMA PLANET を 紹介 。 一 一 
編集 部 , テク ノ ポ リス , 1283, 25-37pp. 
攻略 お すす め ゲ ー ム 

発売 予定 の アー クス II の 攻略 法 を 他 機種 を 参考 に し て 
解説 。 一 一 編集 部 ) テク ノ ポ リス , 12A, 60-6Ipp. 
y 最新 ゲー ム 徹 底 紹 介 , ゲー ム が オレ を 呼ん で いる ! 

戦国 SLG「 斬 [ZAN] 陽炎 の 時 代 」 を 紹介 。 一 一 稲生 達 
BA, POPCOM, 12 月 号 , 74-77pp. 
WE ARE THE X68000 WORLD 

新着 ゲー ム , ナイ ト ア ー ム ズ , A-JAX, GAMMA PLA 
NET, レナ ム , バト ル チ ェ ス , 夢幻 戦士 ヴァ リス II, ニュ 
ー ジ ー ラ ンド スト ー リ ー の 隠し コマ ンド な ど 。 一 一 貫 集 
部 , POPCOM, 12 月 号 , 88-9Ipp. 
ぁ 誌上 公開 質問 状 

CZ-8PC2 を 使っ て カラ ー 絵 は が き な ど を 作れ る ソフ ト 
や , CZ-8PC4 を 使っ て 48 ド ッ ト 印 字 可 能 な ワー プロ ソフ 
ト を 紹介 。 カ セッ トブ プレ イヤ ー か ら サ ンプ リン グ を する 
方 法 を 解説 。 一 一 多田 太郎 , マイ コン BASIC Magazine, 
12 月 号 , 65p. 
マリ モ こ ろ が し GAME 

2 人 て で 協力 し て 遊ぶ ちょ っ と 変わ っ た 旗 取 り ゲ ー ム 。 
マリ モ を 転がす た め に 台 の ほう を 動か す と いう 意表 を 突 
いた 面白 さ 。 一 一 高橋 潤 , マイ コン BASIC Magazine, 12 
月 号 , 173-174pp. 
» JUMP! The QUEUE 

2 EX >)O-ML0D0F751 7P? va Sd. — Ë 
橋 秀 之 . マイ コン BASIC Magazine, 125 2, 175-176pp. 
» PLUS ALPHA | 面 BGM 

ゲー ム ミ ュー ジッ ク プ ログ ラム 。 一 一 石田 勇 .」 マイ コ 
ン BASIC Magazine, 12H =, 199-20|pp. 
» PASOCOM SOFT 

新作 アク ショ ン ゲ ー ム の WINGS を 紹介 。 一 一 佐久 間 亮 
介 , マイ コン BASIC Magazine, 12H 35, 272-274pp. 
pp チャレンジ! X68000 

ビー チバ レー の ゲー ム 「VBALL」 と , 近 未 来 を 舞台 に 
し た 3D アク ショ ン ゲ ー ム 「 メ タル サイ ト 」, コナ ミ の アー 
ケー ド ゲ ー ム 「A-JAX」 の X68000 版 を 紹介 。 一 一 佐久 間 亮 
$T, マイ コン BASIC Magazine, 12 月 号 , 280-28Ipp. 


シミ ュ レ ーション 発想 e 
シミ ュ レ ーション と いう 言葉 か ら は , RITRO ii 切 
フラ イト シミ ュ レ ー タ な ど が 初 入 され る だ ろう が , の zo o 
コン ピュ ー タ が 高 性 能 化し た 現代 で は , ビジ ネス , — Ae 
アー ト , 未来 計画 な ど さ ま ざま な こと が 「 模 擬 実 コビー っ つっ て? 
験 」 の 対象 と され て いる 。 著者 は , MIT メデ ィ ア ラ ゼロ ックス で すか > 
ボ の 客員 教授 を 務め て お り , 産業 界 に お ける 事例 PROMSE, ーー A 
以外 に , 同 研究 所 で の 数 々 の 試み も 紹介 され て お ーー 
り 内 容 自体 は 豊富 。 た だ 惜しむ らく は , 個々 の 事 
例 を も っ と 詳し く 解 説 し て ほし か っ た 。 
FRERE ダイ ヤ モ ン ド 社 公 03(504)6517 2 
四 六 判 253 ペ ー ジ 1.5600 円 get 


コピ ー っ て ? 


FILES MAX 


> X68000 マ ン ン 語 入門 

サウ ンド 機能 研究 第 | 回 。 OPM ドラ イ バ の 使い 方 に つ 
いて 。 一 一 高橋 雄一 ,。 マイ コン , 12A5, 181-186pp. 
な ん で も Q&A 

CARD PRO の デー タ を DATA PRO に 転送 する に は ? 
な ど 。 一 一 編集 部 , マイ コン , 12 月 号 , 408-409pp. 
» Tiny FORTH 

87 年 9 月 号 発 表 の 88 用 を 機能 拡張 し た も の 。C で 記述 
し て ある 。 付録 の ディ スク に 収録 。 小笠 原 博 之 , / 
O, 12 月 号 , 167-18Ipp. 
ファ イル セレ クト コマ ンド 

カー ソル で ファ イル が 選べ る ユー ティ リティ だ 。 ご 屋 
も 付録 の ディ スク に 収録 。 一 一 市 原 昌 文 , |!/0, 12 月 号 , 
208-211pp. 
» SFORM 

複数 セク タ に また が る ファ イル を 高速 に レーク で きる 
よう フォ ー マ ッ ト す る プロ グラ ム 。 柴田 直樹 , |/0, 
12 月 号 , 235-237pp. 
AV WORKSHOP 

第 1 回 サイ クロ ン CG 大 会 の レポ ー ト と 作品 紹介 。 新 
作 ソ フト は "DiSS-P"。 一 一 編集 部 , ASCII, 1242, 385- 


392pp. 
» JET-CACHE 

HD, FD へ の デー タ ア クセ ス の 効率 を 高め る ディ スク 
キャ ッ シ ャ 。 一 一 篠原 淳一 , ASCII, 12 月 5, 409-411 


PP., ブロ グラ ム 476-485pp. 


ポケ コン 


PC-G801 
> 誌上 公開 質問 状 

PC-G801 T/W) (CHR$ 135) を 表示 させ る に は ? + 
リ ジ ナ ルキ ャ ラク タ を 作成 する 方 法 は ? G80I 同 士 を 
つない で プロ グラ ム , デー タ 転 送 を する 方 法 は ? PC- 
I600K の 仕様 , 接続 可能 な プリ ンタ , PC-E500 と PC-1480 
U の 違い な ど に つい て 説明 解説 し て いる 。 一 一 編集 部 / ド 
ラゴン , マイ コン BASIC Magazine, 12 月 号 . 63-64pp. 
PC-1600K 
を ポケット コン ピュ ー タ 活用 研究 

メモ , 電話 帳 , 時 計 , カレ ンダ ー と き て , 今回 は スケ 
ジュ ー ル 機能 の 追加 だ 。 一 一 塚田 洋一 , マイ コン , 12B 
号 , 311-315pp. 
PC-E500 
> ボー カー 

ポケ コン で カー ド ゲ ー ム を 。 一 一 Es.。 マイ コン BASIC 
Magazine, 12 月 号 , 179p. 
» Fi TOP LAP 

5 つの コー ス を FI て で 駆け 抜け る ! 一 一 せ と け ん , 1/0, 
12 月 号 , 250p. 


ゼロ ックス で すか 
パソ コン が これ だ け 普 及 し て いる に も か か わら 


ず ( だ か ら こ そ な の か も し れ な い が ), まっ た く 使 
い 方 を 知ら な い 人 は 意外 と 多い 。 本書 は , 筆者 が 
実際 に パソ コン 初心 者 を 通し て 得 た 体験 を も と に 
ユニ ー ク に 書か れ た 初心 者 の た め の ガ イド ブッ ク 
だ 。 た と えば , 売り 場 の 人 に すす め ら れる まま 買 
っ た は いい が , 何 を する ソフ ト だ か わか ら な い , 
と いっ た と き の 対 処 法 まで 載せ て いる 。 気分 転換 
に も 最適 な 本 だ 。 

宇田 川 一 彦 / 仲 村 正 技術 評論 社 谷 03(225)3293 
B6 判 222 ペ ー ジ 980 円 


FILES Oh! x 165 


Ca 


| 
| 


| 友達 の EXPERT と 付属 の Human68k V2.0 


僕 は X68000 ACE-HD を 買っ て | 
Q まだ 2 カ月 足ら ず の 未熟 者 で す 。 

いま ま て 日 本 語 処理 な ど , と て 
も と て も と いう よう な 8 ビッ ト 機 を 使っ て 
いた 僕 は ASK に よる 日 本 語 処理 に 感動 し マ 
ニュ アル を 見 な が らい じ っ て いま し た 。 と 
ころ が 僕 の 姓 で ある 「 山 野 」 と いう 文字 が | 
学習 され ませ ん 。 つ まり いっ た ん 電源 を 入 
れ 直 し, もう一度 ASK を 起動 し た と き に 「 山 
野 」 と いう 字 が いち ば ん 初め に 出 て こない 
と いう こと で す 。 僕 が 試し た 限り で は ほ 
か の 文字 で は こん な こと (学習 し て くれ かな 
LEE) は 決し て あり ませ ん 。 こ の こと を 


で も 同じ 症状 が 出 ま し た 。 と いう こと は 日 
本 中 に 出回っ て いる X68000 は みん な 「 山 野 」 | 
と いう 文字 を 学習 し な い の で は な いで し ょ 


う か 。 神奈 川 県 山野 和志 

日 本 全国 の 山 質 さん , 海野 さん , 

A KRIA, HAIA KRELL 

四則 まし た 。 さる て, 試し て みる と 「 山 | 
野 」 以 外 に も 「 高 野 。 宮野 。 前 野 。 河野 , 


川野 …… 」 と いっ た 名 前 が うま くく 学習 され 
な いこ と が わか り ま す 。 こ れ を 見 て も 明 ら 
か な よう に 名 前 が 「 の 」 な どの 読み で 終わ 
る と た うま くい か な がい の て す 。 

だ た と えば 「 川 野 」 と いう 文字 を 変換 する | 
と し まし ょ う 。 こ の 場合 「 か わ の 」 の 読み 
e et cet 
これ ら は 何 度 変 換 し て HOY) 


リス ト 1 


19 int fn 

20 str cr:crzchr$(13)+chr$(10) 
7000 /* for *.opm x/ 
7010 func opm_trk(i,j;str) 
7020 fwrites("(t"+str$(i)+") 
7030 fwrites(j+cr,fn) 
7040 endfuno 
7050 func opm_vset(i) 


*,fn) 


7060 int k,l 

7070 fwrites("(v"+str$(i)+",0",fn) 
7080 for k=0 to 4 

7090 for 1:09 to 10 

71100 fwrites(","+str$(v(k,1)),fn) 
7110 next 

71120 next 

7130 fwrites(")"+cr,fn) 


7140 endfuno 

7150 func opm_init() 

7160 fn=fopen("eee.opm","c") 

71170 fwrites("(i)"+cr,fn) 

7180 endfuno 

7190 func opm_alloc(i,j) 

7200 fwrites("(m"+str$(i)+","+str$(j 
)+")"+cr,fn) 

7210 endfuno 

7220 func opm_assign(i,j) 

7230 fwrites("(a"+str$(1)+","+str$(j 
)+")"+cr,fn) 

7240 endfune 

7250 func opm_play() 

7260 fwrites("(p)"+cr,fn) 

7270 fcloseall() 

7280 endfunc 


166 on x 19901. 


と 第 6 候補 より 上 


D, MO, 皮 の …… 3 
まれ て いま す 。 

これ ら は 私 の 辞書 
て いる Dil, My Be, 
つけ だ 6 の て す 。 つき 
詞 が 10 個 登録 る され て い 


11 候 補 よ り 上 に 「 川 野 


が 表示 され る こと が な 
も し て いま あす 。 
ASK で は これ ら の 
「 か わ 十 の 」 の 読み と , 
区 別して 学習 きせ る ら 
LIT 


野 」 と 変換 し た あし と! 
野 , at, 河野 」 と 箇 
6 候補 か ら 「 河 野 , 


(に 表示 る 
ませ ん 。 第 1 か ら 第 5 候補 ま て 


これ は “o” 
いて も 同様 で す 。 ま あお あ , 
える も の で し ょ う 。 実際, 


川野 」 


れる こと が あり 
を 見 る と 「 川 
と いっ た 文字 が 表示 


- 名 詞 と し て 登録 され 


q, 側 」 に の" を 
り 「 か わ 」 と 読む 名 
る 辞書 どっ た ら , R 
」 も し くく は 「 河 野 」 
いと いう こと を 意味 


市 に の "を うつ けた 
「 か わ の 」 の 読み を 
し く , それ が 上 原因 の 
以外 の 格 助詞 に つ 
ASKO RPA b 
「 か わ の 」 を 「 川 
- は 第 6 候補 か ら 「 川 
変換 し た と き に は 第 
a 「 か 


わ の 」 と いう 読み の 中 で は ちゃ ん と 学習 き 


4 し て いる こと が わか わり 
と いう わけ で す が , 


し て くれ な い X68000 な 


まい ます ね 。 いろいろ 
と りあ ぇ え ず の 解決 法 を 
公 加 は それ を 紹介 し ま 


ます 。 
持ち 王 の 名 前 を 学習 
ATELIBSTL 


と 試行 Sa に だ た 結果 , 


と 見 つけ まし た の で 
し よう 。 


ます 交 初 に DICM.X を 準備 し ます 。DIC 


M.X は シス テム ディ スス 
A EA Ta 
ー ザ ー ズ マニ 
あり ます の て 

この 山野 さん の 場合 で 

て 登録 され 
を 使っ て 削除 し ます 。 
字 を メモ し て お いて < 


ユア ノル 


それ を 


て いる 「 や ま 」 を すべ で て 


ク の BIN ディ イレ クト 
付属 の ワー プロ の ユ 


に 使用 方 法 が 説明 し て 


参 曲 し て くだ さる 

KET ます 名 詞 と | し 
DICM.X 
その 際 , 削除 し た 文 
だ さい 。 次 に いま 削 


除 し た ば か り の 女 字 を 今度 は 再 登 録 し ます 。 
その と きき 品詞 の 種類 を 名 詞 と する の て は な 
Co 単 漢字 に し て くだ きい 。 こ こ が ポ イン 
NES 

この よう に する と ちゃ ん と 山野 の 文字 を 
中 1 候補 と し て 表示 する よう に な り ま す 。 
し が し 。 こ だこ の よう に する と TELAS 


o ea 


状態 に よっ て は 


"di Es, PH 


so a 


HED TO), 


5. これ は ASK の 操作 
基本 的 な 操作 で す 。 


「 に 」 な 


て 辞書 に 登録 し Ti 


と どの 助詞 を 名 詞 と し 
だ は ほう が よい て し 
性 を 上 げ る も っ と も 


| 


| GM と し て 流し だ たい 


LESTIORN and NS W ER 


毎月 掲載 され て いる ミュ ー ジ ッ 
Q て いる うち に , 気にいっ た 曲 を 
ED な ど を 使っ て いる あい だ BGM に し て 流 
の 実行 ファ イル を 作り まし た 。 そ の ファ イ 
ル を AUTOEXEC.BAT フ ァイル 中 て 実行 す 
うに な る の で す が , 実行 時 に 一 瞬 BASIC E 
ー ド に 入っ て し まい , あま り 見 栄え の よい 
よう か 方 法 は な いも の で し ょ うか 。 
静岡 県 森高 徹 

回 メタ ル ホ ー ク が 気にいっ て し ま 
| n | い , メ タル ホー ク の BGM と と も 
を 使っ て いま す 。 ま , それ は いい と し て , 
普通 に コン パイ ル し だ た まま だ と 森高 さん の 
O, あま り 美 し いも の で は あり ませ ん 。 ま 
T, これ を な く 〈 す 方 法 を お 教え し まし ょ う 。 
で コマ ンド を 作成 する 方 法 ほ まっ た く 〈 同 じ 
TT, 

と し ます 。 これ か らら の 
説明 $ わ か が りや すく する だ ため に A ドラ イプ 
入っ て いる こと を 前 提 plena 
きま す 。 ま ず コ マン ドモ ー ド の 状態 (A 

BC B:metal.bas B:metal.c 
と し ます 。 こ うす る と 拡張 子 が metal.c の 
ファ イル が 作成 きれ ます の で , それ を ED な 
どの エディ タ で 読み 込み ます 。 そ し た ら 6b_ 
書か れ た 行 を exit(0): に し て くだ さい 。 エ 
ディ タ の 検索 機能 を 使う と 便利 で す 。 
ィ イス ク に 保存 し た ら , 
cc b:metal.c /W 
ル を 作成 し て くれ ます 。 
Es ご 息 て も よい の すす が きき ン パ イラ 
FM 音源 ドラ イ バ が 直接 実行 で きる * OPM 
ファ イル の 作り 方 を 解説 し まほ しょ う 。 El 


ク プ ログ ラム を 打ち 込ん で 聴い 
そう と 思い , C コ ン パ イラ を 使っ て X 形 式 
る よう に する と , ちゃ ん と BGM が 流れ る よ 
も の で は あり ませ ん 。 こ の よう に な ら な い 
私 も Oh!X LIVE に 掲載 され た 
に Human68k が 起動 する よう な シス テム 
いう よう に に 一峰 BASIC モ ー ド に 大 て し ま 
内 容 と し て は 12 月 号 の 荻窪 氏 に よる BASIC 
だ と えば , metal.bas と いう ファ イル を B 
に C じ コンパ イラ , B ド ライ ブ に metal.bas が 
で 入力 待ち に な っ て いる 状態 ) か ら , 
アイ ルネ ホー ム で B ド ライ ブ プ に C の ソー ス 
init( ) : と 書か れ た 行 を 削除 し b_exit(0): と 
この よう に 変更 し た ソー ス フ ァ イル を デ 
で 目 動 的 に 希望 どおり の 実行 形式 の ファ イィ 
まで 持ち 出す の は な ん か 大 仰 で すね 。 次 に 
っ て も て ん な に 時 し いこ と て は あり ませ 


ん 。BASIC の MML を 少し 手直し する だ け 
で よい の で す 。 

まず , リス ト 1 の 関数 群 を 音楽 デブ ロ グラ 
ム に 加え (7000 行 以降 ),“m_" で 始ま る 命 
Te om. に 書き 換え ます (エディ イタ で 置 
換 ) 要する に 音楽 用 関数 に 渡る れる デー タ 
を その まま 横取り する わけ で す 。 

だ た だ だし, BASIC て は m veet( し ) の よう に 
配列 全体 を 引数 に 取る 関数 は 記述 びき ませ 
ADT, m_vset( ) の 第 2 パラメータ は 大 
域 変 数 を その まま 利用 し ます 。 よ っ て , op 
m_vset( ) 関 数 の 第 2 パラ メー タ は 削除 し 
sTo DIV; 

m_vset(i,v) —> opm_vset(i) 
の よう に 変更 し て くだ さき るい 。 

次 に プロ グラ ム 先 頭 の 変数 宣言 部 に fn& 
cr を 加え れ ば で き あ が り 0 で す 。 実行 する と 
^@@@.opm と いう ファ イル が 作成 され 
ます 。 

演奏 方 法 は コマ ンド モー ド か ら 。, 

copy @@@.opm opm 
TF. これ は , 

copy beep.sys pcm 
で pcm 音 が 聞け る の と 同じ よう な 感じ で す 
ね 。 こ の サン プル で は 音色 定義 用 の 配列 名 
を vV(4, 10) と 仮定 し て いま す の で , この 部 
分 は 適当 に 変更 し て くだ きい 。 

x, opm ファ イル は , コン パイ ル し た 場合 
に 比べ て サイ ズ も 小さ く , エディ イタ で 簡単 
に 修正 で きる な どの 利点 が あり ます 。 


リス ト ら 
ニニ ここ と ここ ここ ここ ここ こと ここ こさ kinput S ーー セー ター ター ペー ター 

į: * 

2: * Kinput( ) 

30 4 

4: «include doscall.mac 
5: «include fdef.h 
6: 

7: x infomation table 

8 

9 dc 、1 x_init 

10 dc. i x_run 

11 de.l x_end 

12 dc 、1 x SYS 

13 de . 1 x_brk 

14 dc .1 x ctri d 

15 de.l x_resl 

16 dc は x_res2 

17 dc i ptr token 

18 do.l ptr_param 

19 dc.l ptr_exec 
20 dc, i 0,0,0,0,0 
21 


30 rts 

31: 

32: ptr_token: 

33: do .b ‘kinput’ , 0 
34: dc.b 0 


35: ptr param: 


X-BASIC で 顧客 管理 プロ グラ 
(O) ム を 作成 し て いる の で す が , Y 

ログ ラム の 実行 途中 で 漢字 で の 
入力 を 促す 場合 , X68000 に 精通 し て いる 人 
な ら と も か く , 初心 者 で は CTRL 十 XF1 で 
漢字 入力 モー ド に 入る こと を 知っ て いる 人 
は まず いな いと 思い ます 。 また X-BASIC に 
精通 し て いて も ASK の 環境 ファ イル に よっ 
て , キー の 割り 当て が 変更 され て いた りす 
る と お手上げ で す 。N(86)-DISK BASIC 
に は KINPUT と か いう 自動 的 に 漢字 入力 モ 
ー ド に 入る INPUT 命 令 が あっ た よう な 記憶 
が ある の で す が , X-BASIC に も これ と 同じ 
よう な 機能 を 果たす 命令 が な いも の で し ょ 
うか 。 神奈 川 県 福田 雅之 


同様 の 質問 が ほか に も 2。 3 通 
回 和 送ら れ て きま し た 。 XX1turbo に 
| 『1 | は KEYO ス テー トメ ント 中 て 漢 


字 入 力 モ ー ド に 入る よう な コー ド が あっ た 
の で す が , X-BASICO?=27 1% H % IM 
の よう に し て 探し て みて も , それ と 同じ よ 
う な 命令 は 見 当たり ませ ん 。 

て すけ ど 。 Cari > HAD > 
マー ズ マ ニュ アル に は を それ に 関係 ある こと 
が 説明 きれ て いま す 。 そ れ に よる と Human 
66k に ASK68K.SYS を デバ イス ドラ イ バ と 
し て 登録 する と DOS ュ ユール が 拡張 きれ て 
(これ を FPP ファ ンク ショ ンコ ュー ル と いう )。 
漢字 変換 ち マ シン 語 か ら も 簡単 に 扱え る よ 
うに な り ま す 。 せ っ か くく こう いっ た 便利 な 


36: de.l fepin_par 
37: fepin_par: 

38: de.w char_val 
39: de .w void ret 
40: ptr exec 

41: de. i start 

42: 

43 «text 

44 .even 

45 

46: start 

47: move.1 12(sp) ,work 
48: move.l work,d9 
49 tst.l dð 

50 bne final 

51 


62: move.l #2,-(ap) 
53: move.l #1,-(sp) 


54: dec.w _KNJCTRL 
55: add. 1 #8,sp 

56: 

ST tst.l do 

58: bne final 

59: 

60: rts 

61 

62: final: clr.l -(8p) 
63: move.l +$1,-(sp) 
64: de.w _KNJCTRL 
65: add.l $8,sp 

66: 

67: rts 

68: 

69: work: ds.l 1 
70: 

Ti: «end 


OMAN 質問 箱 


も の が 用 意 き れ て いる の で すか ら , これ を 
使わ な い 手 は あり ませ ん 。 

今回 は BASIC か ら 使 える よう に 外部 関数 
を 作る こと に し まし た 。 FP2—0 1H 
漢字 入力 モー ド の ON プ OFF を 行う も の で 
d0 に モー ド 番 号 を 入れ て DOS ュ ユー ル の $F 
F24 を 呼び 出す と モー ド に 応じ た 処理 を 行 
う で て くれ ま すず す 。 デ ロ が みみ に する と える 
2 の よう に な り ま す 。 ミ の ソー スリ ス 下 宰 
ED な どの エディ タ で 入力 し て プア セル 
リン ク し て 作成 され た * ネ .X フ ァイル を ※*. 
CNF フ ァイル に 変更 し て BASIC が 入っ 
て いる ディ レク トナ に 保存 も で て だ きい 8 
次 に BASIC.CNE 12, 

FUNC= フ ァイル 名 
の 1 行 を 追加 し て くだ きい 。 ファ イル 名 に 
は 先ほど と 変更 し た *.CNF の “*” 部 分 が 入 
り ま す 。 こ の よう に 変更 し て 起動 し た BAS 
IC に は kinput と いう 関数 が 追加 され て いま 
す 。 こ の 関数 は 引数 に 0 を な ぇ る と 漢字 入 
カモ ー ド に 入り , 1 か ら 255 の 値 を りえ る 
と 漢字 入力 モー ド か ら 抜 ける よう に な っ て 
に ま す 。 だ と ん ば 次 の よう に な か なり ます 。 

10 str a$ 

20 kinput(0)/* 漢 字 入 力 モ ー ド に 入る 

30 input a$ 

40 kinput(1)/* 漢 字 入 力 モ ー ド を 出る 
フロ グ クラム 中 に コメ ント を 記 じ や 玩 い 欠 
DT, 人 答 目 好き な よう に 変更 し て みて 〈 く だ 
きい 。 (影山 裕昭) 


質問 に お 答え し ます 
日 ごろ 疑 間 に 思 っ て いる こと , どん な こ 
と で も 結構 で す 。 ど ん どん お 便り くだ さい 。 
難問 , 奇 問 , 編集 室 が 総力 を 上 げ て お 答え 
VELET; EEL: お客 せい た だ いて い 
る も の の 中 に は , マニ ュ ア ル を 読め ば すぐ 
に 回 答 が 得 ら れる よう な も の も 多々 あり ま 
す 。 最低 限 , マニ ュ ア ル は 調 読 し て お きま 
し ょ う 。 質問 は な る べく 具体 的 に 機種 名 , 
シス テム 構成 , 必要 な ら 図 も 入れ て こと 細 
か に 書い て くだ さい 。 ま た , 返信 用 切手 同封 
の 質問 を よく 受け ます が , 原則 と し て , E 
問 に は 本 誌上 で お 答え する こと に な っ て い 
ます の で ご 了承 くだ さい 。 なお, 質問 の 内 
容 に つい て , 直接 問い 合わ せる こと も あり 
ます の で , 電話 番号 も 明記 し て くだ さい ね 。 

宛先 : 工 I02 東京 都 千代 田 区 
九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 

帳 日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
"Oh ! X 質 問 箱 」 係 
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OhIX。 そし て STUDIO X に も 新しい 年 が 
や っ て まい り ま し た 。 1990 年 は パソ コン 
ユー ザー の 皆さん に と っ て どん な 年 に な 


人 ブ プロ セッ サ 誌 日 月 号 の 特集 を 読ん で いた 私 は , 
10 月 号 特集 の 「RISC プ ロ セ ッ サ の 設計 と 製作 」 を 
読ん で 後頭 部 を ハン マー で 殴ら れ た か の よう な 
衝撃 を 受け て し まい まし た 。 あ あ , 価値 観 が 根 
底 か ら 覆 され て ゆく …… 
大 久保 EX (18) 京都 府 
な ん と いっ て も , これ こる を OhIX で な きゃ で 
き な い 特集 で し ょ う ね 。 で も 記事 を 見 て 実 
際 に 作っ た と いう 人 は は ほとん どい な いか も 
し れ な いな 。 
を "根っこ "から “初歩 " そし て “RISC” と 順に 
読ん で いく と 「 コ ンピュータ と は 」 と いう こと 
が と て も わか りや すく 書か れ て いま し た 。 ち な 
み に 私 は “RISC "で 理解 で き な く な り ま し た 。 
mM 望 (33) 岩手 県 
O “RISC” の 記事 が わか れ ば , マイ ク 
ロコ ンピュータ に 関し て は 無敵 で し ょ う 。 
念 今月 号 の 特集 の EDSAC プ ログ ラミ ング 入門 は , 
な か な か お も し ろ い 。 これから も こう いう 記事 
を 書い て ほし い 。 最近 また プロ グラ ムリ スト の 
文字 が 小さ く な っ て きた 。 特に Live in "89 な ん 
て 。 見 た だ け で 入力 する 気 が な く ぐ な る 。 
井出 博光 (20) 長野 県 
これ も ほか の パソ コン 雑誌 じゃ 読め ゆな い 記 
事 の 代表 で し ょ う ね 。 編 集 部 内 で も これ は 
珍し いと 評判 で し た か ら 。 
世間 の 知っ た か ぶり た ち に よっ て CPU の 良し 
悪し が ビッ ト 数 , クロ ッ ク 数 , 知名 度 に よっ て 
判断 され , それ を 見 聞き し た 人 た ち が CPU が な 
ん な の か 理解 し な いま ま CPU に つい て 語る この 
頃 。 か えっ て 今月 の 特集 は 新鮮 に 感じ まし た 。 
HH Et (20) 福岡 県 
念 特集 楽し く 読 ませ て いた だ きま し た 。 やはり, 
| 年 に | 回 くら い は この くら い 頭 の 痛く な る よ 
うな 記事 も 載せ て くだ さい 。 
石井 康介 (24) 大 阪 府 
ゲー ム 特 集 の 次 が これ だ か ら 戸 惑 っ た 方 も 
多い で し ょ うけ ど ね 。 これから も こう いっ 
た だ 切り口 の 特集 は と きど き や り だ た いな 。 
ONIL, 斉 場 パン クロ ー と ジョ セ フ ソ ン 
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FROM READERS TO THE EDITOR 


る の で し ょ うか 。 プ ログ ラム に 挑戦 する 
A, 新しい マシ ン を 購入 する 人 , 今年 も 
皆さん の 声 を 聞か せ て くだ さい ね 。 


素子 。 四 條 智也 (19) 京都 府 
斎場 を 出す な 上!! (内 容 は よかっ た ) 
阿部 BR (15) 神奈 川 県 
荻 窪 氏 の 記事 に は 毎回 きま ざま な 反響 が あ 
り ま す 。 張り 合い が あっ て いい で す よ 。 
0 micro Computer 入 門 」 T, 最近 の ASAHI パ ソ 
コン や EYE COM の よう な 超 入 門 か と 思っ た の 
で す が , 内 容 は ハー ドウ ェ ア 入 門 編 と いっ た 感 
じ で すね (以上 特集 に つい て )。 特集 に 限ら ず , 
すみ か ら す み ま て 読み が い の あ る 内 容 で す が , 
時 間 が と れず 全部 に 目 を 通す 前 に 次 の 号 が 出る , 
の 繰り 返し で す 。 プ ログ ラム の 入力 な ども し て 
いま す の で , それ ほど 速い と は いえ な い 私 は 遅 
れ て いく 《 く ば か り 。C マガ ジン の よう に , ディ ス 
ク を 付け て の 発売 は 高く な り そ う だ か ら や っ ぱ 
り い いや 。 でも, |,000 円 以内 に 抑え られ る な 
ら , 私 は 賛成 で す 。 佐藤 光 (23) 秋田 県 
最近 の OhIX は 長い リスト ペー ジ が 減っ て 
(だ か ら ハ ミダ シ が 少な い ) その ぶん 記事 
が 多く 〈 全部 読む の は 大 変 か も し れ ま せん ね 。 
人 ファンロード 日 月 号 で 〇 OH! x と 伏せ 字 に な 
っ て いた 雑誌 っ て な ぁ に ? 
広谷 俊幸 (17) 広島 県 
ま の だ (て 。 それ っ て どこ が 伏せ 字 な ん て す 
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か ? で も OhIX を 伏せ 字 に する に は も っ 
て こい の 記述 方 法 で すね 。 便利 そう だ な ー。 
OhiX を 買う よう に な っ て 早く も | 年, 僕 が 長 
野 県 か ら 出 て き て 7 カ月 。 時 の た つの は 早い と 
いう けど , いっ た いい まま で 何 を し て いた の だ 
ろう か 7? OhIX の 中 身 は 美味 し く な っ て いる の 
に 僕 の 頭 は 化石 に な っ て いる 。 誰か 僕 に X68000 
くれ な いか な へ 。 
丸山 俊司 (19) 神奈 川 県 
要する に X68000 が 欲し いわ け で すね 。 
玉 く じ の 引き 替え 券 も ら っ て きま し た 。 よ し , 
今年 こそ | 億 円 当て て X68000 を I00 台 (周辺 機 
益 や ソフ ト も セッ ト で ) 買っ て 学校 に 寄贈 し て 
X68000 ユ ー ザ ー を 増やし て や ろう (1 台 は 僕 の 
も の に し ます )。 いや , それ より 学校 の 前 に X シ 
リー ズ 専 門 店 を た て た ほう が いい か な ? 
渡辺 裕之 (16) 北海 道 
な ん と 殊 勝 な ここ ろ が け !7? 
サイ バー ステ ィ ッ ク に 続い て サイ バー ノー ト 
か 。 き っ と シャ ー プ は サイ バー シリ ー ズ を 作ろ 
うと し て いる に 違い な い 。 これ で , 次 の X68000 
の 名 前 は わか り ま し た ね , みな さん 。 それ は も 
ちろ ん 「X68000Cyber」 だ ! さあ , みん な で 叫 
ぼう 。「X68000Cyber! X68000Cyber! X 
68……」( け っ こう あぶ な い )。 
安 氷 吉 徳 (20) 長野 県 
サイ バー っ て 結局 どう いう 意味 な ん で し ょ 
うか 。 よ くわ か ら な いん で す が 。 
木屋 に 行っ て , ふと OhIX を 見 た ら , CGA の 
D6GA シ ステ ム に つい て 出 て いた の で , 「 こ れ は 
人 間 の 動き の 研究 な ど に 使え る の で は な いか 。 
パー ソナ ルコ ンピュータ も いろ いろ 使え る 道具 
に な っ た な あ 」 と 思い , X68000 EXPERT-HD を 買 
いま も た 。 安 沢 光男 (39) 神奈 川 県 
アニ メ 作 品 が 主 目 的 じゃ な 〈《, まっ た く 別 
の 用 途 に 使っ て も よる そう で すね 。 
を を その ボー ナス で カラ ー イ メー ジス キャ ナ を 買 
う 予 定 で す 。 や っ と , や っ と 家 に 来る の か と 思 
う と 涙 , 涙 。 18 万 8 千 円 飛ん で っ ちまう よー バッ 
キャ ロー も っ と 安く し ろ 一 な ん て 叫ん で し まい 
そう で す 。 こ ん ど は カラ ー イ メー ジジ ェ ッ ト だ 
魚住 雄一 (20) 愛知 県 
お っ と , BPR? LORAZ HIELT 
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いま すね 。 
|0 月 |5 日 の 第 2 種 情報 処理 技術 者 試験 の 自己 
採点 で , 午前 85 点 , 午後 100 点 だ っ た の で , 
X68000 ACE-HD を 買っ て も ら う こと が で きた 。 
し か し , も し も 記入 ミス な ど で 沙 ち て いた ら 
。 まあ, 今 は そん な こと は 考え ず に 遊べ る 
だ け 遊 ん で お こう 。 首藤 誠二 (21) 大 分 県 
と りあ えん ず は お めで と う 。 え っ ? X68000 
を 買っ て も ら え だ こと で す よ 。 あ と の こと 
は 知 一 ら な い 。 
どっ か の ゲー ム メ ー カ ー さ ん , ATARI の 「 ス タ 
ー ウ ォ ー ズ 」 を X68000 に 出し て くだ さい 。 
安岡 g (15) 京都 府 
は っ きり いっ て 私 だ ちゃ も 欲し いで す 。 へ ただ 
に グラ フィ ッ ク な ん か いじ ら な いで 。 あの 
ワイ ヤー フレ ー ム の まま で いい ん で すか らち 
る $ 僕 の 友達 が , あの 電波 新聞 社 が 発刊 し て いる 
マイ コン BA 〇 O 〇 〇 Magazine に 投稿 し , な ん と 
載っ て し まい まし た 。 そ いつ は , 学校 で 自慢 話 
を た っ ぷり 僕 に 聞か せ て くれ まし た 。 そ こ て で て 僕 
が Oh!X に 載っ て や ろう と 考え た わけ で す 。 編集 
部 の 皆さん , 僕 に 栄 准 を くだ さい 。 けっ し て 那 
道 な 気持 ち は あ り ま せん 。 
荒井 信 親 (16) 東京 都 
載っ た か ら と いっ て 栄誉 か どう か は 知り ま 
せん よ 。 た だ の きる らし も の だ っ た り 
を 先月 , 猫 を 飼い 始め た と 書い た 者 で す が , お 
か げ で 「 猫 と コン ピュ ー タ 」 を 一 番 に 読む よう 
に な っ て し まい まし た 。 う ちの 猫 も 紙 に すご く 


こだわ り ま す 。 特 に ひど い の が ティ ッシュ ペー 
パー で , 普通 の 状態 (あの , 頭 を 少し 出し て い 
2) で 置い て お く と , 箱 か ら 引 っ 張り 出し て そ 


れ を ちぎ る ちぎ る 。 あたり が 細切れ の ティ 
ッシュ の 海 に な か っ て し まい ます 。 それ か ら , $ 
聞 を 読ん で いる と 邪魔 を し に や っ て き て , 上 に 
HEIRSTLES Elo de 。 これ っ て 猫 の 
雑誌 じゃ な か っ た ん で す よ ね 。 失礼 し まし た 。 
松野 裕之 (22) 徳島 県 
うー ん , よく は 知ら な いけ ど 猫 の 雑誌 だ と 
思っ て いる 人 も いる ん じゃ な い 。 
O 「 維 新 の 嵐 」、 を ボク に くだ さい ! お 願い し 
ます ! ぐれ て や る ぅ ! な ん て 
Oh!X の 事典 を 作り ませ ん か ? その 筋 の 用 語 に 
解説 を つけ て o 神様 , 仏 様 , Oh!X 様 ! 私 に 
「 維 新 の 嵐 」 を めぐ ん で くだ さい 。 
木藤 将 也 (14) 埼玉 県 
そう いえ ば 以前 その 筋 事典 と いう の を 載せ 
まし た だ ね 。 う ん うん 。 と か いっ て デレ ゼ ッ 
ト の 話題 に は 触れ な か っ た だ たり し て 。 
人 シャッフル パッ ク ・ カ フェ "完成 版 の 絵 は , 
私 の 友人 伊藤 君 が 燃 える 闘魂 で 描い た も の で す 
(試作 品 の ほう は 違う の で , 念 の た め )。 ぜひ 一 
度 プ レイ し て くだ さい 。 年 末 は , X68000 用 に い 
っ ぱい ゲー ム が 出 ま すね 。 ゲ ー ム ネタ の イラ ス 
ト を 描く 者 と し て は , うれ P 一 ん だ けど , イマ 
イチ 欲し い ソ フト が な いな ぁ 。 来年 は 私 一 
押し の ゲー ム が 出る 予定 で す 。 ム フフ 
ラー イラ スト 友人 と 一 緒 に 載っ て まし た 。 ドモ 
アデ ガト) 丸 藤 俊之 (21) 神奈 川 県 
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ぇ 一 っ , 一 押し の ゲー ム っ て 何 ? あな だ 
は 何 を 知っ て いる の ? えっ , お お そう か 
な る は ど , さっ と CO プア 。 
85 年 6 月 号 で | 回 お 休み し て , 7 月 号 か ら 休 
載 に な っ た 「PUZZLE BOX」 は どう し た ん で すか 
~?  「 内 容 一 新 を 図り , 鋭意 準備 中 」 と いう 
言葉 を 忘れ た ん じゃ な いで し ょ う ね ! 
山下 貴幸 (19) 北海 道 
も ちろ ん 覚え て いま すっ て 。 な つか し いな 
あ 。 え っ , そ うい うこ と 聞い て ん じゃ な い ? 
ご めん な る さい 。 
僕 は コナ ミ 通 だ か ら 「A-JAX」 の た め に X68000 
を 買う ぞ ! 東野 貴士 (|5) 奈良 県 
パチ パチ 。 X68000 は 着 々 と 10 万 台 に 近づい 
て いる ぞ 一 。 
を X68000 を 買っ て 7 カ月 , アセ ンプ ブラ も マス タ 
ーー でき ない 旨 分 が 甘 し い 。 ど うか アセ ンプ ラ を 
や さ し く 教え て くれ る 記事 を 載せ て は くれ な い 
だ ろう か ? ちな み に 私 は X68000 を 買う 寸前 
ま て 元祖 PC-600| (パピ コン ) を 使っ て いた の 
で , MS-DOS ど ころ か VS も まとも に 使え な か っ 
た 。 初 め て X68000 の スペ ハリ を 見 た と き は , ò 
お っ と 思っ て し まっ た くら い 速 か っ た 。 Si 
ちば ん 知り た い の は IOCS コ ー ル の ラス ター 走 
査 の 方 法 で , DARIUS II の よう な 背景 を 表示 し て 
みた い 。 松原 優一 郎 (18) 千葉 県 
全 X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング は 最高 で す 
ね 。 題材 も , ベー ス も 初心 者 に と っ て も ちょ う 
どい いし 。 今後 も いろ いろ な テー マ を 取り 上 げ 
て な が < てく 連載 を 続け て くだ さい 。 
鯛 EZ (27) 神奈 川 県 
村田 氏 の 連載 は 初心 者 に は ちょ っ と へ ビー 
な 分 量 で す が , それ だ け 十 分 な 解説 が な る 
れ て いま すか ら 読 ゆば 読ん だ だ け 力 に な る 
LULA 
よう や く X68000 を 手 に 入れ る こと が で きた 。 
使っ て 感動 し て し まっ た 。 使い や すさ に 驚い て 
し まっ た 。X68000 を 手 に 入れ る 前 は NO 〇 の 8 〇 
〇 〇 mkII を 使っ て いた が , ほぼ ゲー ム マ シン と 
化し て いた 。 BASIC で も よっ と し た プロ ログラム 
を 組む こと ぐら いし か で き な か っ た 。 今 考え る 
と 実に 大 き な 損 失 だ っ た 。 だが, X68000 は 違 
う 。 市 販 ソ フト を 買っ て き て いじ る だ け で は も 


の 足り な い 。 何 か 自分 で や ら な いと いけ な いよ 
うな 気 に さ せ て くれ る 。 か と いっ て , SORA 
で は X-BASIC を 覚え る 気 に は な れ な い 。 理由 は 
ひと つ , 遅い か ら で あ る 。 た と えい ば, 3 月 号 の 
マン シン 語 入 力 ツ ー ル な ど は , CRC チ ェ ッ ク を ON 
に な ん か し て お いた と き に は , と て も や っ て ら 
れ な い 。 だ か ら 僕 は いき な り ア セン ブラ を 勉強 
し て いる の で ある 。 こ ん な 僕 は バカ だ ろう か 。 
それ は さて お き , 今 の 僕 に と っ て X68000 マ シン 
語 プ ログ ラミ ング の 記事 は 最も 重要 な 記事 な の 
で ある 。 山野 nte (19) 神奈 川 県 
X68000 っ て 自分 も 使う 努力 あし な いと マ で て 
シン に 対し て 申し 訳 な いと いう 気 に る せる 
不思議 な 魔力 を も ちっ て いる ん で す よ ね 。 
念 今 月 の マシ ン 語 カク テル は よかっ た 。 さすが 
は 西川 さん だ 。XI で 3 重 ス クロ ー ル する し , + 
ー バ パー 処理 付き と きた 。 これ か ら も , が ん ば っ 
て くだ さい 。 佐藤 史彦 (17) 北海 道 
善司 ソフ ト の 西川 君 は わけ の わか ら な い 男 
だ けど , 本 当 の 西川 氏 は ご らん の と お りな 
か な か の 実力 者 な ん で す よ ね 。 
受験 だ か ら Oh!IX を 買う の を STOP し て いた の 
に , 悪友 が 「 3 重 ス クロ ー ル だ っ て ! ホラ ホ 
ラ 」 な ん て 見 せ び ら か すか ら お も わ ず 買 っ て し 
まっ た 。 連鎖 反応 で バッ ク ナ ン バー も 買い た く 
な っ た 。 ぎゃー せっ か くく 受験 生 し て た の 
に ! し か し , こん な こと に 心 を 乱 さ れ て は い 
け な い ! 東京 の 大 学 に 合格 し て 日 ひ フ ァ 〇 コ 
〇 で アル バイ ト し て マシ ン 語 お ぼ え て XI 
turboZ の 灯 を 消し て は な ら ぬ の だ ー! 
石川 泰之 (18) 岡山 県 
うー ん , や っ ぱり 受験 生 に は 目 の 毒 だ っ た 
か な 。 でも, あと 少し で 春 は 来 ま す 。 が ん 
ば っ て くだ きい 。 
|2 月 号 の 予告 を 見 て 私 は 「LIVE in "89, 
Beyond the Galaxy だ と 一 ! も うか な り 完 成 
し て る の に ぃ ー」 と お も わ ず 私 し か いな い ア パ 
ー ト の 部 屋 で 声 を 出し て し まい まし た 。 で も ま 
あ 。 これ は し か た の な いこ と で すね 。 と ころ て , 
投稿 し た プロ グラ ム は 不 採用 に な っ て も 永久 に 
ほか に 発表 する こと は で き な い の で し ょ うか 7? 
これ は ぜひ 知り た いで す 。 
安藤 正洋 (20) 青森 県 
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確か に 「 こ れ 以 上 待っ て も Oh!X じ ゃ 載り を 
うに な いか ら , 他 誌 に 」 と 思う こと も ある 
で し ょ う 。 そ ん な と き は 電話 で ご 連絡 くだ 
きる い 。 
を X68000 の ラッ プ ト ッ プ が な か な か 出 な い の 
で つい に 2 台 目 を 買っ て し まっ た 。 家 と 職場 の 
2 カ所 に ある と , 効率 が ぐー ん と 上 が り ま すか 
Do 我 が 愛 妻 に 感謝 , カン シャ , か ん し ゃ …… a 
吉田 公 一 (31) 埼玉 県 
X680002*2%! すご い , す ご すぎ る 一 っ 。 
を X68000 さ ん へ 。 ノ ーー ライ フキ ング 出演 お めで 
と う ! 次 回 は 主演 を めざし て 頑張 っ て くだ さ 
い 。 近藤 周 司 (19) 神奈 川 県 
ん だ , ん だ 。 
を る を オプ ・ ラ ・ デ ィ , オブ ・ ラ ・ ダ が ビー トル ズ 
の 曲 だ と は …… 。 また ひと つ 頭 が よく な っ て し 
まっ た 。 買っ た その 日 に 打ち 込ん で 「 あ あ 感 動 
だ 中 」 と か 思っ て し まっ た 。 こ の 曲 は た し か 運 
動 会 か 何 か で 流れ て いた よう に 思っ た けど な 
~!l 黒崎 #2 (18) 千葉 県 
ビー トル ズ の ヒッ ト 曲 と いっ て も は ほとんど 
黒崎 君 が 生 まれ る 前 の 話 だ ども の ね 。 うーん, 
世代 の 違い を 感じ て し まう 。 
ビー で も いい こと だ が , いつ の ま に か 飯島 真 
理 サ ン が 結婚 し て いる ぢ お ゃ あー り ま せん か 。 し 
か も 外人 サン と 。 う 一 む , デカ ルチャ ー。 
龍 尾 謙二 (23) 岐阜 県 
「 き ゅ ーー ん , き ゅ ー ん …… 」 な ん て 歌っ て 
いた 飯島 真理 さん が …… , そう な の か あぁ 。 
Do6GA を 買っ た の で , 買い 始め た (た ぶん これ 
か ら 毎 月 買う と 思う )。X68000 PRO を や っ と 買 
っ た の だ 。 も う 88SR は E-500 の プロ グラ ム 保 存 
用 と し て し か 使わ な が く な る だ ろう 。 学校 が 忙し 
<, X68000 を い ぢ る ひま が な い 。 本 読む ひま も 
な い 。2M 増 設 RAM 欲 し いけ ど と 売っ て な か っ た 。 
どー で も いい けど "ジェノサイド" を 連射 装置 
を 使わ ず に コン ティ ニュ ー9 回 (のみ!) で と 
うと う 終 わら せ た ( 約 90 分 で )。 実は うれ し い 。 
三森 浩一 (20) 東京 都 
いま C 言 語 で プロ グラ ム を 作っ て いま す 。 し 
か し | て 2 時 間 程 度 で 目 が 痛く な っ て , ジェ ノ 
サザ イド を エン ディ ング まで や る の は ヘン で し ょ 
うか 。 な ぜ か ゲー ム だ と 体 の 調子 も よく な っ て 
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きま す 。 仲間 うち で は ゲー マー 杉 島 と 呼ば れ ま 
TH, その 呼ん で いる や つが | 日 ゲー ム を や ら 
な いと 手 が ヽ ふる える と いう 人 物 で す 。 い っ た い 
何と 呼べ ば いい の で し ょ うか 。 
杉 島 俊樹 (20) 愛知 県 
祭 灯 症状 で すか …… y, で も そう いう あぶ な 
い お 友 達 が いた ほう が パソ コン や っ て いっ 
て も 面白い で し ょ う 。 
ふと われ に か える と ゲー ム を し て いる 自分 。 
こん な こと で は いけ な い , XX も 〇 XX も へ [ ] も 
し な けれ ば ……… 。 し か し つい つい ゲー ム デ ィ ス 
ク に 手 が い っ て し まう 。 そ こ て で 名 づけ て 「 初 心 
者 の た め の 正 し い X68000 入 門 」 と いう の を 大 々 
的 に や っ て ほし いで す (私 は X68000 を 9 月 28 日 
に 買い まし た )。 累 計 出 荷 10 万 台 記 念 と し て | 月 
ぐら いで お ね が いし ます 。 
大 森 康雄 (22) 滋賀 県 
今月 の OS 特集 を 参考 に し て くれ る と うれ 
し いな 。 ゲ ー ム ユー ザー に も お いし い オ ペ 
レー ショ ン が ある と 思う ん だ けど 。 
金 初め て マシ ン 語 で 画面 に 文字 を 出す こと が で 
きま し た 。 う れ し 一 。 これ か ら も っ と 勉強 し た 
いと 思い ます 。 い や ー, それ に し て も MZ-80K の 
マシ ン ラ ン ゲ ー ジ SP-2001 の 解説 書 が 今頃 役 に 
立つ と は 。 ソ フト テー プ は と っ くに ウニ と な っ 
て いる の に 。 西村 武 (18) 愛知 県 
お お ーー っ 。 SP-20011 ATA | 
OhX で サブ ルー チン 単位 の プロ グラ ムコ ン テ 
スト を や っ て も ら え ませ ん か 。 毎月, 課題 と 仕 
様 を 決め て プログ ラム を 募集 し , 速 さ や バイ ト 
数 を 競う の で す 。 できれば, その 応募 作品 を PDS 
に し て 読者 が 自由 に 各々 の プロ グラ ム に 利用 で 
きる よう に な っ た ら 素 晴らし いと 思う の で す が 。 
松尾 E (21) 京都 府 
を $MZ シ リー ズ (700/2500 以 外 ) の 投稿 は な い の 
で し ょ うか 。 ショー ト で も よい の で ぜひ 載せ て 
ほし いも の で す 。 岩合 政治 (18) 愛知 県 
S-OS な ら 6 結構 来 て る よう で す よ 。 
金 X68000 を 買っ て も う 5 カ 月 た ち ま し た が , 持 
っ て いる ゲー ム の 半分 で らい は シュ ー テ ィング 
ゲー ム 。 それ と いう の も , それ 以外 の ジャ ン ル 
に 超 本 格 的 と いえ る ゲー ム が 少な いか ら だ と 思 
いま す 。 確 か に X68000 は シュ ー テ ィング ゲー ム 
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に 向い て いる と 思い ます が …… 
田中 義人 (20) 福井 県 

そう で すね 。 で も アド ベン チャ ー と か も い 

い の が あり ます よ 。 そう そう, 付録 の カタ 

ログ も 見 て くだ きい ね 。 
0 「 猫 と コン ピュ ー タ 」 は ホン ニャ ア の 行動 が 
し っ か り と , 描か れ て いて と て も 面白 い の で い 
つも 読ん で いま す 。 と ころ で , XIF の 6MHz 化 に 成 
功 さ れ た 方 が いら っ し ゃ る そう で す が , 是非 ぜ 
ひ Oh!X 誌 面 上 に 載せ て くだ さい , お 願い し ます 
(うてん , これ で MZ-2500 に 馬鹿 に され な く な 
る か も し れ な い 。 た と え OhX 誌 上 を 埋め つく そ 
うと も XI を 大 改造 し な けれ ば な ら な く と も , 真 
の ユー ザー な ら 涙 を 流し て 喜ぶ 1!? ) 

水井 雅晴 (17) 愛知 県 

を ハッ ハッ ハッ , 私 の XIturbopZ7 は も うす ぐ 8MHz 
だ 上 ! 今 は 4/6MHz の 切り 替え だ が , 8MHz に GF 
る と ソフ ト の 問題 が ある ん で す よ ね 。 特 に ディ 
スク 。 あ と DMA を 使っ た ディ スク アク セス を す 
る ソフ ト が いま だ に 動か な いん で す よ ……・ š 
っ た も ん だ …… 


福井 利夫 (17) 香川 県 
多大 阪 の 宮本 さん の XIF は 6MHz だ と か (188 
参照 )。 私 の XI turboII は 8MHz ノー ウェ イト で 
す (さす が に CPU は Z80B に し て あり ます )。 残念 
な が ら 8MHz 動 作 時 に は FDD と の シン クロ が シ 
ビア に な り , デー タ 化 け を 起こ すこ と が ある の 
で も っ ぱら turbo RAY TRCER の 計算 時 間 短 縮 く 
らい に し か 使え ませ ん が …… o 5MHz モ ー ド も あ 
る の で す が , 最近 は MIDI を 楽し ん で ます ん で ノ 
ー マ ル モー ド (4MHz) で す 。 う 一 ん 。 
山口 幸一 (23) 東京 都 
クロ ッ ク を 上 げ て いる 人 っ て 結構 いる ん で 
すね 。 も ちろ ん それ な り に 苦労 は され て い 
な よう て す が 。 
を パソ コン 歴 4 年 と 10 カ 月 (Xlturbo) で す が , 
BASIC の 勉強 を し た だ け で , パソ コン テレ ビ の 
テレ ビ と し て し か 使っ て ませ ん で し た 。 し か し 。 
今年 は ちと 違う 。 せ っ か く 1985 年 | 月 号 の Oh! 
MZ か ら 全 部 買っ て た まっ て る ん だ か ら , S-OS 
や マシ ン 語 体操 | ・2・3, 試験 に 出る Xl, etc. 
で 勉強 し て , 最近 X68000 の 影 に か くれ が ちな XI 
を 盛り 上 げた いと 思い ます 。 
E FR 21) 富山 県 
ょ ー し , みん な , いま こそ を X1 ユ ー ザ ー の カ 
を 見 せる ん だ ーー。 
を を CPU の ビッ ト 数 に つい て , 最近 新しい 規準 を 
考え た 。 それは, イン スト ラク ショ ンコ ー ド の 
最小 単位 を も っ て その CPU の ビッ ト 数 と する と 
いう も の で ある 。 こ の 規準 だ と Z80, 8080, 6809 
等 は 当然 8 ビッ ト , MC68000 系 は すべ て 1I6 ビ ッ 
h, そし て 8086 系 は 80386 を 含め て , な ん と 8 ビ 
ッ ト に な る の で ある ! 大 笑い で ある 。 だから 
速い と いう 説 も ある (コー ド が 短い ほう が 速 
い )。 lbyte=8bits は 必ず し も 成立 し な いと 聞い 
て 了 征 を うた が い , 上 式 を 世に は ぴこ ら せ た の は 
モモ トロ ヨーラ だ と 聞い て 。 う な っ て し まう っ た 。 
中 内 英 裕 (25) 東京 都 
うー ん 大 胆 な 分 類 だ な ぁ 。 


本 体 は XICk, XIturbo40, XlturboZII と 変わ り 
まし た が , ディ スプ レイ は CZ-800DS の まま で 
す 。 そ う で す 「! 今 は “ビデ オ 入 力 ” で 画面 を 
見 て いる の で す 。 それ に し て も X1turbo40, X1 
turboZl と も 後ろ の の イン タフ ェ イ ス の 数 が 少な 
UY, X1turboZ は デジ タル RGB も CMT イン タ 
フェ イス も な い 「! 今度 新 機種 が 出 た ら , 今度 
ほ ヲ リン タイ ンタ フェ エイ ス か 7? それ と も 


井原 崇 (24) 宮城 県 
X 1 turboZIII で は 結構 いろいろ と な 〈 く な 

うつ て ます ね 。 
ORE, 昔 の テー プ 版 ゲー ム を ディ スク 版 に 改 
造 す る な ん て こと を 始め まし た 。 ディスク アク 
セス ルー チン じゃ X IturboZII の バン ク メ モ リ 
を 使っ た お か げ で メイ ン メ モリ を あま り 食 いま 
せん 。 最 終 目的 は ザナドゥ を ディ スク に 詰め 込 
む 事 だ ぁ , と 息 ま いて いま す が , 無理 か な ぁ 。 
これ っ て 結構 面白 いで す よ 。 今 を と きめ く ク リ 
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支 オ リ ジ ナ ル ソ フ ト 制 作 を 中 心 に 活動 し て いる , 
「FELMIA soft」 で は 幅広 く ス タッ フ を 募集 中 。 
内 容 は , ファ ンタ ジー 系 を 主 と す る ゲー ム ソ フ 
ト な ど を 制作 し , コミ ケ な ど で 販 売 す る ほか , 
パソ コン 関係 の 会 誌 を 発行 し た り , 音楽 を 作っ 
た り し て いま す 。 開発 室 は 滋賀 県 大 津 市 に あり , 
会 員 の 方 は 豊富 な 機材 と 資料 を 自由 に 利用 で き 
ます 。 興味 の ある 方 は 62 円 切手 を 同封 し て ご 連 
絡 く だ さい 。 詳しい 案 内 書 を お 送り し ます 。 マ 
イナ ー 機 種 歓迎 。 入会 金 不要 。〒520 滋賀 県 大 
津 市 二本松 3-5 中島 能 和 (19) 

支 X68000 ユ ー ザ ー を 対象 と し た サー クル 「INSID 
EWOOD68K」 で は 会 員 を 募集 し ます 。 主 な 活動 内 
容 は 月 | 回 の 会 報 発行 で す 。 詳 し く は 62 円 切手 
を 同封 の うえ 連絡 くだ さい 。〒515-04 三重 県 多 
気 郡 明和 町 佐田 451-14 中 井 宏 行 (|7) 

支 XIturbpo ユ ー ザ ー を 対象 と し た 「Turbo Bulletin」 
で は 会 員 を 募集 し て いま す 。 活動 内 容 は ディ ス 
会 報 発行 , PDS の 配布 な ど で す 。 入 会 ご 希望 の 
方 は 62 円 切手 同封 の うえ 封書 に て 連絡 を 。 ま た 
120 円 切手 2 枚 で 会 報 を お 送り し ます 。〒729-0I 
広島 県 福山 市 今津 町 3-33-I03 竹田 智 吉 (18) 

支 X68000 ユ ー ザ ー 対 象 の サー クル 「LUM'S COM 
PANY」 で は 現在 会 員 を 募集 し て いま す 。 月 | 回 
の ディ スク 会 報 で の 交流 を し て いま す 。 合同 作 
成 に あたり , アセ ンプ ブラ に 詳し い 方 , グラ フィ 
ッ ク (ゲー ム , デザ イン ) の で きる 方 は 特に 歓 
迎 し ます 。「 や っ て や る ぜ ! 」 と いう 人 は 62 円 切 
手 を 同封 の うえ ご 連絡 くだ さい 。〒7|| 岡山 県 
倉敷 市 児島 小河 9-7-3 伊藤 智則 (17) 


エイ ティ プ ブ ・ マ シン X68000 と いえ ども こん な 事 
は で き な い で し ょ 。 だって, テー プ 版 ソフ ト が 
な いん だ も ん 。 伊藤 JEZ (20) 東京 都 
テー プ 版 の ゲー ム だ っ て いい も の は た だ たく 〈 く る 
ん あり ます か ら ね 。 ボ コス カウ ォ ー ズ な ん 
て いま で も と きど き 遊 び た だ た いと 思う も の 。 
が つか し いな 。 
$- T-A. 富士通 よ 
T! (時 事 季 語 : | 円 ) 
AN 邦 嘉 (|8) 神奈 川 県 
も う 。 こま り ま すね ぇ 。 
PC-880IMC に は 絶句 し た 。 し か し , 20 万 円 以下 
で パソ コン を 出す な ら 8 ビッ ト 機 は まだ 生き の 
び て も ら わ な く て は メー カー も 困る だ ろう か ら 
この 動き は 当然 な の か も し れ な い 。 も し も , MC 
が ヒッ ト し た な ら ば 「8 ピ ビッ ト 機 は 周辺 機器 で 
よみ が える 」 と いう 原則 が 確立 する 。 CD-ROM 内 
蔵 の XItwin や 光 磁 気 デ ィ ス ク 内 蔵 の XIturboZ が 
出 て くる か も し れ な い 。 で も 僕 は そん な 未来 は 
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* 「S-0S ユ ー ザ ー ズ ・ ク ラブ 」 で は 新規 会 員 を 募 
集 し ます 。 当会 の 活動 内 容 は , 1. ディスク 会 誌 
の 発行 , 2 の. オリジ ナル プロ グラ ム の 交換 , 3. パ 
ソコ ン ネ ットワーク や ミー ティ ング に よる S- 
0S に 関す る 情報 交換 な ど で す 。 入会 を 希望 され 
る 方 は , 住所 氏名 使用 機種 を 下記 まで ご 連絡 く 
だ さる か , 「S-0S ネ ッ ト 大 阪 」 合 06(969)8459 ま 
で アク セス くだ さい 。 折り 返し ディ スク 会 誌 「S 
-0S 通 信 」 を お 送り し ます 。 7536 大 阪 府 大 阪 市 
城東 区 鴨 野 東 |-13-18 森 喜一 郎 (24) 


| あり ます 


廊 ブ プリ ンタ CZ-8PCI キ リボ ン オ 用紙 を 2 万 円 程 
度 で 。 松 下 ・ ワ ー プ ロ FW-KI0I ( 9 イン チ CRT, 
3.5FDD) キリ ボン + 用 紙 を 4 万 5 千 円 程度 で 。 
プリ ンタ , ワー プロ と も に マニ ュ ア ル . M, 付 
属 品 あり 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒651-|| 兵庫 
県 神戸 市 北 区 鈴蘭 台南 町 4-5-6 tA (18) 

支 ロ ー ラ ンド CM-32P を 4 万 5 千 円 で 売り ます 。 付 
属 品 は すべ て あり 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒935 
富山 県 氷見 市 柳田 2286-2 岩上 章 (18) 


買い ます 

廊 XIturbo 用 増設 ドラ イブ CZ-5IF を 送料 込み で | 
万 2 千 円 で ( 箱 , マニ ュ ア ル の どちら か が な い 
場合 は 1 万 | 千 円 , 両方 と も な い 場 合 は 1 万 
円 )。 完 動 で あれ ば 傷 , 汚れ は 可 。 連絡 は 往復 ハ 
ガキ で 。〒236 神奈 川 県 横浜 市 金沢 区 高 船 台 2- 
47-5 高橋 誠司 (20) 

廊 X| 用 FM 音源 ボー ド CZ-8BSI を | 万 円 以内 で 。 多 
少 の キズ 可 。 完 動 , 付属 品 , 説明 書付 き の も の 。 
連絡 は 往復 ハガキ で 。〒364 埼玉 県 北本 市 西高 
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RENTU 田中 義教 (29) 東京 都 
と りあ え ぇ ず , X68000 ク ラス の マシ ン が 20 万 
円 びら 5 らい に な れ ば そん な 心配 は な いん で し 
ょ よう けど だ ね 。 


⑧ 掲載 ご 希望 の 方 は , 官製 ハガキ に 項目 (売る ・ 買 う ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 連 
絡 方 法 …… ) を 明記 し て お 申し 込み くだ さい 。 

@ ノ ソフ トク の 売買 , 交換 に つい て は , いっ さい 掲載 で きま せん 。 

久 取 り 引 き に つい て は 当 編 集 室 で は 責任 を 負い か ね ます 。 


@⑧ 応 募 者 多数 の 場合 , 掲載 で き な い 場合 も あり ます 。 


5-12 滝 瀬 至 永 (19) 

娘 YAMAHA の リズ ム マ シン RX-7 か , ロー ラン ド の 
リズ ム マ シン R-5 を 3 万 円 前 後 で (マニュアル, 
付属 品 付 き で , 傷 , 汚れ は 可 )。 そ れ と YAMAHA 
の ミキ サーMVI00 を | 万 円 前 後 で 大 至急 お 願い 
し ます 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。X| で MIDI を や り た 
いん で す 。〒299-25 千葉 県 安房 郡 丸山 町 加茂 
860-| 山田 正浩 (|6) 

娘 X68000 用 MIDI ボ ー ド CZ-6BMI を | 万 5 千 円 。 ロ 
ー ラ ンド の 音源 MT-32, D-110,U-110 の いずれ 
か を それ ぞ れ 2 万 8 千 円 , 4 万 円 , 4 万 8 千 円 
で 。 送 料 は こち ら で も ち ま す 。 各 マニ ュ ア ル 付 
き で 。 連絡 は ハガキ で 。〒380 長野 県 長野 市 東 
之 門 町 2549-3 大 石 壮 吾 (17) 

文 KAWAI KIII を 6 万 円 , 同じ く KAWAI PHm を 2 万 
円 で 。 完 動 , 付属 品 , 説明 書付 き な ら ば 多少 の 
傷 や 答 な し 可 。 往 復 ハ ガキ に て 。〒1|83 東京 都 
府中 市 多磨 町 1-34-7 (株 ) ジ ャ コム 多磨 寮 U 
ロ 幸 一 (23) 

支 MZ-2500 用 RAM デ ィ ス ク MZ-IR37 ま た は 同等 品 
を 1 万 5 千 円 前 後 , パレ ッ ト ボ ー ド MZ-IMIO を 
7 千 円 で ディ スプ レイ テレ ビ MZ-ID24 を 4 万 
円 前 後 で 。 完 動 品 な ら 箱 , 説明 書 の 有無 は 問い 
ませ ん 。 連絡 は 希望 価格 明記 の うえ ハガキ で 。 
T280 千葉 県 千葉 市 大 森町 319-13 黒沢 由美 江 
(17) 


DELLA 
*XONIXD 1988 F 11 B5% HASH FAT. 切り 技 
き 不可 。 連 絡 は 往復 ハガキ で よろ し く お 願 いし 


ます 。〒675 兵庫 県 加古 川 市 東 神吉 町 神吉 823- 
167 森原 美由 紀 (18) 
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この コー ナー で は , 本 誌 年 間 モ ニタ の 方 々 の 
ご 意見 を 紹介 し て いま す 。 今回 は , 11 月 号 の 
記事 に 関す る レポ ー ト で す 。 

O' micro Computer 入 門 」 と いう 今回 の テー マ 
は , 特集 全体 に は っ きり と 反映 され て いた と 
思い ます 。 特集 の 最初 の 「 コ ンピュータ の 根 
っ こ 」 で は 基本 と な る 0 と | を 押さ えて お り , 
「RISC プ ロ セ ッ サ の 設計 と 製作 」 か ら は , 自分 
で も の を 作り 出す と いう 開発 精神 の 原点 を 感 
じ ま し た 。 ソ フト ウェ ア を 作る の に ハー ドウ 
ェ ア の 知識 が 不 必要 だ と いう , 最近 の 風潮 は 
ある 意味 で は 正しい の か も し れ ま せん 。 し か 
し ソフトウェア 開発 に お いて イザ ッ !1 と 
いう と き は ハー ドウ ェ ア の 知識 が あっ た ほう 
が いい の で は な いか と 思い ます 。 

FEEBEE— (19) X68000PRO 静岡 県 

借入 門 編 と も いえ る 「 コ ンピュータ の 根っこ 」 
は 大 変 面白 く , また わか りや すく 書け て いる 
と 感心 し まし た 。 あ れ な ら , 中 学生 で も 2 進 
演算 が 理解 で きる と 思い ます 。「 初 歩か ら の C 
PU 物語 」 は , ずい ぶん 苦労 し て 書い て いる よ 
うな 気 も し ます が 。 よ くま と まう て いる と 思 
いま す 。 ま た , 注釈 が 豊富 て 理解 の 助け に な 
り ま す 。「 ヘ ン な コン ピュ ー タ 」 も よかっ た 。 
具体 的 に は , ちまた で は 概念 だ けが 先走り し 
すぎ て いる 感 も ある これ ら の コン ピュ ー タ を 
よく 限ら れ た ペー ジ 数 で うま く 説 明 で きた と 
思い ます 。「RISC プ ロ セ ッ サ の 設計 と 製作 」 は 
か が なり 難し いけ れ ど も コン ピュ ー タ に と っ 
て の 心臓 部 で ある CPU の 仕組 み を 身 を も っ て 
理解 で きる と いう こと が 素晴らし い 。 
「X68000 ハ ー ド ウェ ア 操 縦 法 」 は CRT コ ント 


ロー ラ な ど マ ニュ アル が 存在 し な い 部 分 も 詳 
し くく 解説 さ れ て お り 大 変 参考 に な り ま し た 。 
森川 一 (24) X1turboII, X68000ACE-HD 北 
海道 

@「RISC ブ プロ セッ サ の 設計 と 製作 」 は 史上 最低 
の CPU と いう こと で し た が , MC68000 や 80386 
な どの CPU に つい て 詳し く な い 私 で も 理解 で 
きる 範囲 の 記事 だ っ た の で 勉強 に な り ま し た 。 
今回 の 特集 は テー マ が テー マ だ け に 難し いで 
FA, 「EDSAC プ ログ ラミ ング 入門 」 か ら 「 へ 
ン な コン ピュ ー タ 」 に いた る まで ひと 通り 説 
Ban TLUEDC TAM, ELTESIOSE 
と 思い ます 。 た だ ,「 コ ンピュータ の 根っこ 」 
は 抽象 的 すす て か えっ て 2 進数 が 理解 し に く 
か っ た の で は な いか と いう 気 も し まし た 。 
田中 実 (|9) 大 阪 府 

⑱ と も する と 概念 的 に な り が ちな 特集 の な か 
で 「 周 辺 LSI を 使い こ な そ う 」 は 具体 的 で よ か 
っ た と 思い ます 。 特 に , IOCS 関 係 で 詳し い 説 
明 と サン ブル ブロ グラ ム が 付い て いた の は う 
れ し い で すね 。 欲 を いえ ば も っ と 応用 的 な こ 
と も や っ て ほし か っ た の て です が 紙面 の 都合 上 
難し い の か も し れ ま せん ね 。 

AARTE (18) X1turboII, X68000ACE +% 
井 県 

@CGA シス テム 自体 は シェ アウ ェ ア と し て , 
多く の 人 か ら 儲 同 さ れ て いる の で 「DoGA・CG 
アニ メー ショ ン 講 座 」 の 連載 に は 意義 が ある 
と 思い ます 。 しかし, 問題 と な る の は どう い 
う 形 式 で 連載 する か で す 。CGA シ ステ ム は BA 
SIC や C な どの 一 般 的 に 共通 な アプ ブリ ケー ショ 
ン と は 異な り , 単なる | アプ リケーション で 
す 。 た と えば , CGA シス テム を 多く の 人 に 知 
っ て も らい た い の で あれ ば , マニ ュ ア ル の 簡 
単 な 解 説 か ら 始 め る と か , ユー ザー と の コミ 
ュ ニ ケー ショ ン の 場 に する と か , 質問 コー ナ 


ご めん な さい の 
テー 


11 月 号 METAL HAWK 


12 月 号 の この コー ナー で 修正 し た “> b "の 部 
分 を " く b" に 変更 し て くだ さい 。 
12 月 号 X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 
P.97 サン ブル リス ト 4-b の スタ ッ ク フ レー 
ム の た め の レ ジス タ 復 帰 部 (3 行 ) が 誤っ て 
いま す 。 適当 に 直し て くだ さい 。 

その 他 , これ まで 連載 中 に いく つか 誤り が 
あり まし た 。 詳 し く は 本 文 の ほう を お 読み く 
だ さい 。 


P. 142 1I2 月 号 で の 訂正 に 諾 り が あり まし た 。 
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ー を 大 きく する と か の 方 法 を 打ち 出す べき だ 
と 思い ます 。 た だ, 今回 の 内 容 に つい て は ソ 
フト を 持っ て な い 人 で も , 読ん て 理解 で きる 
部 分 が あり まし た 。 

湯澤 聡 (26) MZ-2531, XIturbolll, MZ-2861, 
X68000, MSX, PC-6601, PC-1360K 東京 都 
る ⑧ メ X68000 の 場合 , 雑誌 へ の 掲載 ブロ グラ ム 言 
語 は 特定 すべ き で は な いと 思い ます 。 掲載 す 
る プロ グラ ム は や は り 用 途 に 応じ て 適し た 言 
語 が あれ ば , それ を 使う と いう 方 針 で いい と 
思い ます 。 今回 の プロ グラ ム 「 ば ば ぬき 」 に 
つい て いえ ば 特に BASIC に する 必要 は な か っ 
た の で は な いか と 考え ます 。 移植 性 な ども 考 


えて C で スマ ー ト に 書い た ほう が よかっ た よ 
うな 気 が し ます 。 

中 野 賢 一 (29) MZ-2000, X1/G/turbo II, FM- 
8, FP-200, PC-8801/9801, PC-1251, B16LX 
山口 県 

@「 マ シン 語 カ ク テ ル in Z80's Bar」 は な か な 
か いい 味 出 じじ てい る と 思い ます 。 NN CHÉ 
れ も 内 輸 話 の み に 走 ら な いよ うに し て くだ さ 
い 。 も っ と も , その 内 輸 話 が 面白 い の で す が 。 
また , 会 話 形 式 の 連載 講座 自体 は 自分 た ち 
が 話し て いる よう で すし , ソフ ト 開 発 の ちょ 
っ と し た ノウ ハウ を 学ぶ に は と て も わか りや 
すい と 思い ます 。 サン プル 的 に 出 て くる プロ 
グラ ム も , 親しむ た め の も の か ら 実 戦 的 な も 
の に な っ て きた し , 徐々 に よく な っ て きた の 
で は な いで し ょ うか 。 今月 に 関し て いえ ば , 
ページ は 増え た けど , 中 身 は 充実 し て いる と 
思い ます 。 やはり, 楽し く て やっ て いか な けれ 
ば 覚え る も の も 覚え な いと 思い ます 。 こ うい 
う 記事 は 0hX の よう な 硬派 な 雑誌 で は 異端 児 
的 に 見 られ て いる か も し れ ま せん が , 私 に と 
っ て は 導き の 光 に な っ て いま す 。 

大 津 和 之 (19) X1turboZ 福岡 県 

⑧ 今 回 て 最終 回 の 「MZ-2500 グラ フィ ッ ク エ 
ディ タ 作 成 講 座 」 は , MZ-2500 用 の ソフ ト の 
発売 本 数 が 非常 に 少な く な っ た 現在 で は , と 
て も 意義 が あっ た と 思い ます 。 また , MZ で こ 
こま で や れる と いう の が わか っ た だ け で も 非 
常に 意義 が あっ た の で は な いで し ょ うか 。 
高田 博 (31) X68000ACE-HD, PC-8001 和歌 
山県 

O 'THE SOFTOUCH」 を 書く 人 それ ぞ れ で , 一 
枕 に は いえ な いけ ど , どう も 紹介 する ソフ ト 
の 選び 方 に 偏り が ある よう に 思い ます 。 とき 
に は , ほとん と 売れ な いよ うな も の や 高い も 
の な ども 紹介 し て も 面白 いで し ょ う 。 紹介 の 
形式 自体 は いい と 思い ます 。 

大 山 栄一 (I6) X68000ACE-HD 大 阪 府 
@SAN "LIVE in "89」 の METAL HAWK は よ 
か っ た 。 前代未聞 の 25 音 音色 定義 , 音色 設定 , 
トラ ッ ク へ の 書き 込み , ポル タメ ント , すべ 
て 関数 。 お まけ に 編集 部 の 付け 加え 。 す ご く 
いい , 最高 だ っ た 。 た だ , 曲 自体 と は 関係 な 
い が , 初心 者 が 打ち 込む 場合 の 説明 が ほし か 
っ た 。 た と えば , 2620 行 まで 打ち 込ん だ 時 点 
で 2600 行 と 3780 行 を 打ち 込ん で , 270 行 を MU 
SIC( ) に すれ ば 音楽 が 聞け る と か 。 そ うす れ 
lá, ! ト ジリ ク す ずつ 聞く と が で きた の に 。 
原田 謙 (15) X68000PRO 広島 県 


バグ に 関す る お 問い 合わ せ は 


2:03(230)7683 (1515) 
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お 問い 合わ せ は 原則 と し て , 本 誌 の バグ 情 
報 の み に 限 ら せ て いた だ きま す 。 入 力 法 , 操 
作法 な ど は マニ ュ ア ル を よく お 読み くだ さい 。 

また , よく アド ベン チャ ー ゲ ー ム の 解答 を 
求め る お 電話 を いた だ きま す が , 本 誌 で は い 
っ さい お 答え で きま せん 。 ご 了承 くだ さい 。 


し 


新年 

あけ まし て 
お めで と う ご ざ いま す 
ヤク リス マス 前 に 新年 の あい さ つ も そら ぞ ら 
し い 気 が し ます が , これ も 出版 界 の な ら わ し 
で す の で こ 理 解 を 。 さ て , 今月 は 豪華 特集 2 
本 立て で す 。 初心 者 に は わか り づ らい OS と 
パソ コン の 操作 法 を , 上 級 者 に は C 言語 を 使 
っ た 応用 例 と 話題 の GCC に つい て 触れ まし た 。 
どちら が 参考 に な が なり まし た で し ょ うか 。 
年 末年 始 と いえ ば クリ スマ スプ レ ゼ ント , 
SFE, ボー ナス , 年 末 調 整 と 臨時 収入 が 多 
く な る 時 期 。 こ こら で X68000 を 買っ て みた け 
どの …… と か , も っ と ソフ ト が 欲し いと いう 方 
に 朗報 。 こ れ ま で 発表 され た X68000 用 ゲー ム 
を まとめ て 別冊 付録 に し て み ま し た 。 懐か し 
い ゲ ー ム か ら 最 新 ゲ ー ム まで , ほとん と が 網 
維 さ れ て いま す 。 冬 休み は こたつ で ゲー ム と 
いう 人 は 活用 し て みて くだ さい 。 
ヤマ 先 月 の 特別 モニ タブ プレ ゼン ト の 影響 か , E 
日 アン ケー ト ハ ガキ が 山 の よ うに 届い て いま 


す 。 さ て , プレ ゼン ト が 当たる た め の 方 法 な 
ど は あり ませ ん が , 当たら な く な くす る た め 
の 方 法 は あり ます の て 紹介 し まし ょ う 。 
アン ケー ト に は すべ て 回 答 す る 

応募 要項 に ある 「 す べ て ご 記入 の うえ 」 と 
いう 一 文 を 見 落と し て いる 方 が た くさ ん いま 
す 。 ま た , ハガキ の 表 と 裏 に 年 齢 栓 が ある の 
も 手違い で は あり ませ ん 。 
派手 に し すき な い 

目立つ ハガキ の ほう が 当選 率 が 高い と 思 
Eo ol 
OT, AHFORBUE ABLA, 極度 
に 派手 に 着色 され た も の は 郵便 屋 さ ん の 迷惑 
に な り ま す の で 上 自動 的 に 選 外 と な り ま す 。 
数 多く 出し て も 無駄 (か も し れ な い ) 

な か に は 古い ハガキ を まとめ て 出し て くる 
方 が いま す が , 整理 の 都合 上 , 見 つか り 次 第 
ホッ チキ ス で | 部 に まとめ られ ます 。 
抽選 で 選ぶ と は どこ に も 書い て いな い 

ほぼ 無 作為 抽出 で す が , も の に よっ て は メ 
ッ セ ー ジ 内 容 が 考慮 され る 場合 が あり ます 。 

これ ら を 守れ ば , 少し は 可能 性 が 出 て くる 
わけ で すね 。 で は 幸運 を お 祈り し ます 。 


T ・ B 
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人 間 い つが いち ば ん 気 が 緩 ん で る っ て , トイ レ で 
用 を 足し 終わ っ た と き 以 上 は な い 。 そ れ が ドア を 開 
けた 途 端 に ゴキ ブリ が お っ こち て きた と き は 死ぬ ほ 
ど ビ ピッ クリ し た 。 思わず 足 が そ の へ ん を さす ら っ て 
し まっ た ほど だ 。 そ いつ は 圧 殺 の 刑 に 処 さ れ た が 
次 の 日 ゴミ 第 か ら ガ サガ サ 音 が し て きた と き は …… 
(あー, ゴキ ブリ 嫌い 。HU)) 
y 最近 私 の まわ り は , ノー ト サ イ ズ の NEC の 新 製品 , 
98N を 買う , 買わ な い の 話題 で も ち き り で ある 。 指 
え 置 き 型 と まっ た く 同 じ 機 能 を 備え て いれ ば , 布団 
の 中 (冬季 の み ) や トイ レ で な ど , 家 の ど こ で で も 
使え る と いう 点 か ら 評 価 で きる の だ が , あく まで セ 
カン ド マ シ ン の よう で ある 。 持ち歩く だ け な ら , 電 
子 手帳 の ほう が 使え る よう な 気 が す る 。 (8) 
私 自身 に と っ て や さ し い 記事 ・ 難 し い 記事 どちら 
を 書く こと が 良い こと で ある の か は わか り ま せん 。 
で も 私 は , それ が パソ コン を 買っ た ば か り の 人 で あ 
っ て も , パソ コン の ソフ ト で も ハー ド で も な ん で も 
ご ざれ の 人 で も , すべ て の 読者 に わか っ て も ら え て 
すべ て の 人 に 感動 し て も ら え る 原稿 が 書き た い 。 ち 
ょ っ と 早い けど (T) の |990 年 の 目標 で し た 。( で ) 
つい 最近 まで も う ア イド ル は 卒業 し た な と 思っ て 
いた の に , 友達 の 大 学 祭 の コン サー ト て で 某 ア イド ル 
を 見 に いっ て か ら ハ マ っ て し まっ た 。 レ ンタ ル 屋 に 
行っ て ビデ オ は 借り て くる わ , CD は 借り る わ で 私 の 
財布 は また 軽く な っ て し まっ た 。 と ころ て で 最近 クラ 
シッ ク の CD が 安く な っ て いま すか ら , 皆さん も 聴い 
て みた らい か が で すか 。 (H.K.) 


yy この と ころ , 隣 の アパ ー ト の 取り 壊し 作業 が あっ 
て , その 振動 が こち ら に まで 伝わっ て き て いた 。 そ 
れ が や っ と 終わ っ た と 思っ た ら , 今度 は そこ に 新 し 
い 建物 が 建つ と いう (当然 か )。 お か げ で 当分 安心 で 
き な い 。 万 一 , 来 月 号 の プロ グラ ム が 壊れ で も し た 
ら 大 変 だ 。 で , 神経 質 か も し れ な い が , HD の バッ ク 
アッ プ を マメ に 取っ て いる 今日 この 頃 。 (A.T.) 
ぁ 編集 部 へ 向かう 途中 , 何気なく 見 上 げた 月 の すぐ 
隣 で 見 慣れ な い 星 が 輝い て た 。 金星 食 の 始ま る 10 分 
ほど と 前 。 何 日 も か け て だ ん だ ん 近づい て いた ん だ ろ 
うに , いま の いま まで ちっ と も 気づか な か っ た 自分 
が ちょ っ と 悲し い 。 空 を 眺め る これ っ ぽ ぱっ ちの ゆ と 
り も な いよ うな 生活 を し て いる わけ じゃ ある まい に 。 
駄目 だ ね 。 あ あ , 駄目 だ , 駄目 だ 。 (Mu) 
ye と いう わけ で 、 ペ レス トロ イカ で ある 。 天安 門 で 
ある 。 ベ ルリ ン の 壁 で ある 。 あ まり 資本 主義 の 亡霊 
に 惑わ され て 日 本 みた い に な っ て し まわ な いよ う 気 
を つけ て ほし い 、。 創造 よ り 破 壊 を 得意 と する 先進 国 
みた いな の が これ 以上 増え た ら と 思う と ぞ つ と する 。 
モノ に と ら わ れ す き た 文化 は 必ず 減 ん で いく の で あ 
b. Tih, よい 寝 正月 を (K) 
先月 この 欄 で 書い た TRON チ ッ プ 用 の GCC か ら X68 
000 用 の Ver1.36 を 作っ た ら , 最近 出回っ て いる Ver 
1.36 よ り も 速い コー ド を 出し た 。 Ver1.36 で は あの 'N 
ASI と いう 文字 定数 を 許す の で , つい で に 2 進 定 数 
を 許す よう に 改造 し て , BC で 変換 し た BASIC ブロ グ 
ラム を ユ コンパイル で きる よう に し て し まっ た 。 

( 右 が 鈴木 。 左 が 会 田 の KO) 
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| 投稿 応募 要領 


@ 原稿 に は , 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 連 絡 

先 電話 番号 ・ 機 種 ・ 使 用 言語 ・ 必 要 な 周辺 
機器 ・ マ イコ ン 歴 を 明記 し て くだ さい 。 

@ プ ログ ラム を 投稿 され る 方 は , 詳し い 内 容 
の 説明 , 利用 法 。 で きれ ば フロ ー チ ャ ー ト , 
変数 表 . メモ リマ ッ プ (マシ ン 語 の 場合 ) 
に , 参考 文献 を 明記 し , プロ グラ ム を セー 
ブ し た テー プ (ディ スケ ッ ト ) を 添え て お 
送り くだ さい 。 ま た , 掲載 に あたっ て は , 
編集 上 の 都合 に より 加筆 修正 させ て いた だ 
く こ と が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 

@ ハ ー ド の 製作 な ど を 投稿 され る 方 は , 詳し 
い 内 容 の 説明 の ほか に 回 路 図 , 部 品 表 , で 
きれ ば 実体 配線 図 も 添え て くだ さい 。 細 集 
室 で 検討 の 上 , 製作 し た ハー ド か 必要 な 場 
合 は ご 連絡 いた し ます 。 

@ 投稿 者 の モラ ル と し て , 他 誌 と の 二 重 投稿 , 
他 機 種 用 プロ グラ ム を 単に 移植 し た も の は 
固く お 断り いた し ます 。 

あて 先 
〒102 東京 都 千代 田 区 九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 
日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
09 !x (OCOD 係 
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ye そろ そろ た い 焼 き の お いし い 季 節 だ 。 昔 , 私 は そ 
の 作ら れる さま が 面白 く て 毎日 買い も し な い の に た 
い 焼 き 屋 に 通っ て いた 時 期 が あっ た 。 そ ん な ある 日 , 
お 店 の 兄ちゃん が 「 こ れ あ げ る か ら 帰 ん な 」 と , た 
い 焼 き を ひと つく れ た 。 そ の と き は 喜ん だ が , Ss 
と 考え る と 「 た い 焼 き ひ と つ 買 えな いび ん ぼう な ガ 
キ 」 と 思わ れ て た の か な ぁ , 私 っ て 。 (E.0.) 
PZA, 大 丈夫 日 記 を 見 た ら 女の子 が 可愛 く て 思わ 
すず 世界 は 平和 な ど と 歌い な が ら 中 華 鍋 で うど ん を 炒 
め た 。 食 べ な が ら 久 し ぶり The Band of Holy Joy の 
レコ ー ド を 聞い た ら 泣 けた の て で 大衆 酒場 に 行き Mom 
us ちゃ ん て 堪 に 跳ん で 右 に ステ ッ プ し た 。 帰 っ た ら ザ 
浦安 か ら 電 子 メ イル が 届い て お り 封 を 切っ た ら 郊 潮 
が 押し 寄せ た 。 気 が つく と キネ マ な 夜 だ っ た 。(S) 
ye「 う に 」「 ぶ ふま ん 」 を 変換 する と 「UNIX」「Human」 
と 出る 今日 この 頃 。GCC は オブ ジェ クト の オプ ティ 
マイ ザ を つけ れ ば 2000dhrystone く らい は 出 そ う だ し , 
「 ち ょ っ と し た 前 処理 」 を 加え れ ば 3000 近い の か 出 
る ん じゃ な いか , と いう の が 最近 の KO 氏 と の 会 

で し た 。 現状 で は PC-9801RA 十 MSC の 半分 の 性 能 し 
か 出 な い 。 ヒマ な 方 いま せん が 7 (U) 
そう か X68000 の ゲー ム ソ フ ト っ て いつ の 間 に や ら 
150 本 近く も 出 て いた の か ぁ , と 言い つつ 出来 上 が っ 
た の が 本 誌 初 の 別冊 付録 で す 。 オ リ ジ ナ ル が 少な い 
と か アク ショ ン ば か り だ と か 言う 人 も いた けど , T 
ら っ と 眺め て みる と 結構 いい ライ ン ナ ッ プ で し ょ う 。 
で きれ は ば 来年 以降 も 続け て いき た い の で す が …-。 

は っ きり いっ て 作る の し ん どか っ た 。 (T) 
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microOdyssey 


私 の パソ コン に 関し て の 歴史 は まだ 浅い 。 発 
売 さ れ た ば か り の PC-9801VX を すでに IO 年 も 昔 
か ら あ る か の ご と く 〈 く 使い 始め た の が 最初 だ 。 そ 
の と きか ら 私 の コン ピュ ー タ に つい て の 考え は . 
ビジ ネス 中 心 の 世間 の 流れ と ほぼ 同じ で ある 。 
つま り パ ソコ ン と は デー タベース で あり , C 言 
語 は アセ ンプ ラ よ り い いと 思う な ど で あ る 。 

先日 某氏 か ら 「 パ ソコ ン 少 年 は アセ ンプ ブラ と 
思い だ だ け は で クビ ピク と 心 が と きめ く < 。 それは 
本 能 な ん だ 」 と 聞い た 。 私 は アセ ン ブ ラ と 聞い 
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・ ア ダマ ー ル 変換 に よる 自然 画像 圧縮 
・ 噂 の PID. ロ アル ゴリ ズム 解説 
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画像 圧縮 へ の アプ ロー チ 


語 TTC++ 


て も 胸 は と きめ か な い 。 が , その 気持 ち は わ か A 神奈 川 厚木 有隣堂 厚木 店 
Appa ida de Pes YVAN 0462(23)41 1 
る よう な 気 も する 。 そ れ は 私 が 映画 少年 だ っ た 人 人 ッ ク ナ ン バ ー 常 備 店 = a o 
か ら か も し れ な い 。 映画 少年 と は , 見 る だ け で 0463 (54) 2880 
は 飽き 足ら ず 実 際 に 映画 を 作る 少年 の こと だ っ 千葉 相 rd 
た 。 ま ず , 作っ て みる と いう 気持 ち が 先 に 立ち , 船橋 リプ ブロ 船橋 店 
撮影 と いう 言葉 に は 心 が と きめ いた 。 東京 神保 町 Tee r 0474 (25)01 11 
Pi EN S 03(233) 3312 Y 芳 林 堂 書店 津田 沼 店 
も の で 仕切 られ て いる と いっ て も よい だ ろう 。 e 千葉 多田 屋 千 葉 セ ント ラル プラ ザ 店 
つま り . パソ コン 少年 と 映画 少 プロ グラ マ 1 泉 グ ラン デ 5F 0472 (24) 1333 
y da 03(295) 001 埼玉 川越 。 黒田 書店 
と カメ ラマ ン の 価値 観 は 異な る 。 と ころ が 最近 , 秋葉 原  T-ZONE 7F ブ ッ ク ゾ ー ン 0492(25)3138 
各 業 種 問 の 境界 線 が な く な りつ つ あ る と いう 話 EN A F JILA i 
C e S 、 NE 八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー3F 0482(52)2190 
CA SA MIDES A 03(281)1811 茨城 水戸 川又 書店 駅 前 店 
自分 と 異な る 世界 を 知れ と いう 教え も ある よう 新宿 a r e 0292(31)0102 
だ 。 こ れ ら は . テリ トリ ー を 仕 セ TUZDREA 03(354)0131 大 阪 北 区 旭屋 書店 本 店 
, に a = 高田 馬場 未来 堂 書店 06(313)1191 
衰 れ つつ ある と いう こと だ ろう か T 03(200) 9185 都島 区 通 々 堂 京橋 店 
MIT メ ディ アラ ボ で は , 放送 , コン ピュ ー タ , 渋谷 ria P 06 (353) 2413 
E A AA Ñ 03(463) 051 | 京都 中 京 区 オー ム 社 書店 
出版 の うつ の 輔 」 を 合わ ぜ た よう な 新しい メア 池袋 リブ プ ブロ 池袋 店 075(221)0280 
ディ ア の 構築 を 研究 し て いる 。CD-|, デジ タル 03(981)0111 愛知 AE 三省 堂 名 古屋 店 
a i , a 、 / 西武 百貨 店 9F 052(562) 0077 
GEA 22105100 Ui Gas. a E E ” パソ コン ジア 上 前 津 店 
F, 喋る 机 , トー キン グ ヘ ペッ ズ 03(981)0111 052 (251)8334 
コミ ュ ニ ケー ショ ン デ テ デ クノ ゾロ ジー は 合体 し て 変 神奈 川 横浜 の a 刈谷 ol a 
a e i 、 ー 045(311)6265 0566(24) 1134 
狐 する 苦し み を 味わっ て いる 。 それ は 全体 を / 有隣堂 ルミ ネ 店 長野 飯田 平安 堂 飯田 店 
つの も の と し て 扱っ て 初め て 正しく 理解 で きる 」 045(453) 081! 0265(24) 4545 
品 る ネグロポンテ の 言 = , 藤沢 有隣堂 藤沢 店 北海 道 EM 室蘭 工業 大 学生 協 
と は MIT 教授 ネグロ ポン テ の 言 。 メ ディ ア は , 0466(26) 1411 0143(44)6060 


喋る 時 代 , 書く 時 代 , コピ ー を 作り 出せ る 時 代 
を 経て デジ タル の 時 代 に な る 。 こ の よう な メデ 
ィ ア で は , 映像 も , 音声 も , 匂い すら 共通 の デ 
ジタル デー タ と し て 扱え る よう に な る だ ろう 。 
映画 は , 音楽 や 写真 な ど さ ま ざま な こと を 引 
き 込 ん だ 総合 技術 で ある 。 デ ジタル デー タ aR 
体 と し た メデ ィ ア も , 異な っ た 価値 観 を も つ 情 
報 を 同じ 土 依 に 引き 込ん だ 総合 技術 で ある 。 こ 
の よう な メデ ィ ア は , 電話 で あり , TV で あぁ あり, 
雑誌 で あり , パソ コン で あり , IATA 
る も の に な り 得 る 。 そ うし て , それ を 作る の は 
パソ コン 少年 や 映画 少年 な の だ 。 それは, 技術 
と 芸術 の 結合 と いう 歴史 で よく ある エボ ポ ボック メ 
イキ ング の ひと つと いっ て も 過言 で は な い 。 
世間 で は , この よう な 複合 的 な メディ ア を マ 
ル チ メ ディ ア と 呼ん で いる よう だ 。 だ が 私 が 考 
える 「 マ ル チ メ ディ ア 」 と は , むし ろ 動 画 TV 電 
話 に 近い の か も し れ な い 。 それ は 「 彼 は 怒っ て 
いる 」 と いう 情報 で は な く 「 乱 り の 感情 」 そ の 
も の が 伝え る こと が で きる メデ ィ ア で ある 。 た 
と ど と え は 。!「 ニ こっち は 雨 な の で ゲー ム で も し よう 」 
と 電話 し た と き , ディ スプ レイ に 映る の は , お 


定期 購読 の お 知ら せ 


Oh!X の 定期 購読 を ご 希望 の 方 は , EUA 
み の 振 替 用 紙 の 「 申 込 書 」 欄 に 何 年 何 月 号 か ら 
を ご 記入 の うえ , 年 間 購読 料 6 .720 円 (税込 ) を 
添え て お 申し 込み くだ さい 。 そ の 際 , 裏面 の 通 
信 欄 に 「 〇 年 〇 月 号 よ り Oh!X 定期 購読 希望 」 
と 忘れ ず に 明記 し て くだ さい 。 なお, すでに 
定期 購読 を ご 利用 いた だ いて いる 方 に は , 購 


DORIAN + 


E9904 | 月 | 日 発行 定価 560 円 (本 体 544 円 ) 
画 発 行人 H 正義 
MERA 橋本 五郎 


園 発売 元 (株 ) 日 本 ソフ トバ ンク 


読 期限 終了 と 同時 に ご 通知 申し 上 げ ま す の て , 
同封 の 払込 用 紙 を ご 利用 くだ さい 。 

海外 送付 ご 希望 の 方 へ 

本 誌 の 海外 発送 代理 店 , 日 本 IPS (株 ) に お 
申し 込み くだ さい 。 なお, 購読 料金 は 郵送 方 
法 , 地域 に よっ て 異な り ま す の で , 下記 宛 必 
ず お 問い 合わ せく だ さい 。 


日 本 IPS 株 式 会 社 


〒I0| 東京 都 千代 田 区 飯田 橋 3-1|-6 
Z203(238)0700 


一 出版 事業 部 T102 東京 都 生 代田 区 九段 南 2-3-26 井関 ビル 
Oh !X 編集 部 A03 (230)7681 
出版 営業 部 人 容 03(230)7670 FAX 03(262)8397 
広告 営業 部 谷 03(230) 7672 
MED Al 凸版 印刷 株 式 会 社 
©1990 SOFTBANK CORP. 雑誌 02179- | 本 誌 か ら の 無断 転載 を 禁じ ます 。 
落丁 乱丁 の 場合 は お 取り 替え いた し ます 。 


互い の 顔 , 窓 か ら 見 える 雨 模様 。 パー ソナ ル TV 
か ら の ニュ ー ス や 映画 で あり , BGM は 実際 の 雨 
音 と CD か ら の 音楽 だ 。2 人 は ネッ トワ ー ク 上 で 
同じ ビデ オ を 見 な が ら 会 話 と ゲー ム を 楽し ん で 
いる 。 電話 が 開発 され た 当初 は , 長 電 話 自 体 を 
楽し む 人 種 な ど 想 像 され て いな か っ た と 思う 。 
きっ と 未来 の 恋人 た ち は , 自宅 , 職場 , 旅行 先 
か ら デ ー タ 交換 を 楽し むか に ちがい な い 。 (S) 


174 ohix 19901. 


近日 発売 / 日 コン 連 SOFT 紹 介 


史上 初 、3D で 秒間 描写 30 コ マ 以 上 を 実現 / 
360 度 全 方 向 へ の 進行 可能 、 究 極 の 3D ド ライ ビン グ ゲ ー ム 


F. T. SCAN し な の) 


対応 機種 : X1/X1 タ ー ボ (5 イ ンチ 2D),X68000(5 イ ンチ 2HD) 
開発 者 :Final Tear Z / Seafy・NAZ・Spark WIR 980 
《 内 容 ・ 特 長 》 

・ バ トル 、 レ ー ス 、 抜 ご っ こ 各 モー ド を 備え た 、F. T. SCAN シ 


ステ ム 搭 載 の 3D ア クシ ョ ン ゲ ー ム 。 

・2 人 同時 PLAY 可 能 。 通 信 に よる 4 人 同時 PLAY 
も 可能 。 

・X1、X68000 共 サイ バー ステ ィ ッ ク 対 応 。 


究極 美 表現 エキ サイ トメ 指定 第 ら 弾 
本 格 的 ファ ンタ ジー アド ベン チャ ー ゲ ー ム 


AQUARIUS (7»=17x) 
対応 機種 : X68000(5 イ ンチ 2HD) x5 n 980 


原作 ・ 開 発 者 : 神戸 大 学 情報 統計 部 赤坂 賢 洋 
グラ フィ ッ ク : 神戸 大 学 情報 統計 部 細見 格 ・ 中 野 博 之 

(内 容 》 

魔法 に より 、 石 に 変え られ 洞窟 に 閉じ 込め られ た 恋人 を 助け 出す た め 
オル フェ ウス と いう 若者 が 旅 す る ・ と いう スト ー リ ー。 

グラ フィ ッ ク に 究極 の 
美 し さ を 追求 し た ファ 
ンタ ジー アド ベン チャ 
ー ゲ ー ム 。 


好評 発売 中 / X58000 用 ソフ ト 


に 残る ! 日 コン 連 SOFT 初 の シュ ー テ ィング ゲー ム ! 


D- RETURN 
原作 ・ 開 発 者 神戸 大 学 情報 統計 部 赤坂 賢 洋 Y5980 
! 在庫 議 少 の 為 お 買い 求め を お 急ぎ くだ さい ! 


将来 の 家宝 に 
第 3 回 ハイ スコ アコ ン テ ス ト 結 昌 上 位 ベ スト 5 
①1217 万 点 鈴木 直孝 (神奈 川 )@716 万 点 宮沢 毅 ( 長 野 )③656 万 点 斉藤 
首 一 郎 ( 宮 城 )④655 万 点 須田 健太 郎 (^ 大 阪 )⑥626 万 点 寺島 真一 (福島 ) 
アド ベン チャ ー ゲ ー ム イン タプ リタ! 
人 Fs EV e r 2.0 

原作 ・ 開 発 者 神戸 大 学 情報 統計 部 村尾 元 Y5980 
ブログ ラム が 組め な く て も 、 ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム が 作れ ます ! 

グラ フィ ッ ク ツ ー ル 、 サ ンプ ル シ ナ リオ 付き で す 。 

史上 初 、 自 作 シ ナリ オ の 商品 化 チ ャ ンス 付き で す 。 

電脳 作家 用 グラ フィ ッ ク 、 ミ = ュー ジッ ク デ ー タ 集 

電脳 作家 グラ フィ ッ ク 交 ミュ ー ジ ッ ク ラ イブ ラリ ー 集 

制作 者 神戸 大 学 情報 統計 部 細見 格 ・ 赤 坂 賢 洋 Y3980 
D_RETURN ゲ ー ム ミュ ー ジ ッ ク が 自作 ソフ ト の BGM に 使え ま 
y! 

Mv? 47 FEA 

電脳 作家 Ver2. 0 対応 シナ リオ ディ スク 集 ① Y2980 
EVIL EYE: 作 三 上 潤一 郎 、 帰 ら ざ る 森 : 作 川合 一 広 
目 作 シナ リオ ディ スク を 日 コン 連 に 送る と 、PCー98、FM-TO 
WNS 版 に も 移植 し て 、 も れ な く 商 品 化 さ れ ま す ! 


郵送 品 貼付 切手 に は 、 オ ー ル 記念 切手 使用 ! 

日 コン 連 S OFT 通 信販 売 の ご 案内 

現金 書留 、 郵 便 振替 (大 阪 5-4873 日 コン 連 企 画 株 式 会 社 )、 為 替 、 定 額 
小 為替 で 、 希 望 商品 名 、 対 応 機種 名 、 数 量 明記 の 上 、 お 申し 込み くだ さ 
い 。 (送料 は サー ビス 。) 

この うち 、 現 金 書 留 、 定 額 小 為替 で お 申し 込み の 場合 に は 、 例 えば 5, 980 
円 の 商品 の 場合 に は 、 端 数 を 切上げ 6, 000 円 分 お 送り いた だ いて 結構 で 
Fo この 際 の お つり 20 円 は 、 商 品 発送 時 に 同額 の 記念 切手 で お 返し いた 
し ます 。 


日 コン 連 ら 0F 本 保証 
お 客 様 の ご 都合 に より 、 同 一 種 の 新しい ディ スク と の 交換 を 希望 され る 場 
合 に は 、 そ の ディ スク と 360 円 分 の 切手 を お 送り くだ さい 。 折り 返し 、 新 し 
い デ ィ ス ク を お 送り させ て いた だ きま す 。 


冬休み の 英語 の 宿 馬 は 、 こ の ソフ ト で バッ チ シ OK / 
品切れ 店 続出 / 大 人 気 / 究極 の ずる か まし ソフ ト / 


翻訳 ヘル バー ずる か まし 


対応 機種 : X68000(5 イ ンチ 2HD) 2 枚 組 


開発 者 / プ ログ ラム : 大 阪 市 立 大 学 マ 山本 賢一 


コン 研究 会 


辞書 ・ 大阪 市 立 大 学 マ イコ ン 研 究 会 山本 博之 
《 内 容 お よび 特長 》 Ah 9 980 
翻訳 ガイ ド ・・・ 人 入力 また は 、P DS 等 で 拾っ た 英文 ファ イル に 対 


し て 、 辞 書 登録 され て いる 単語 (語尾 変化 型 含む ) が 含ま れ て いた 
BHA, toM; A a RA O 

> T V 英 和 辞 書 ・・・ 英 単語 また は 、 そ の 単語 の 頭 文字 か ら の 任意 の 
文字 を 入力 する と 、 該 当 する 単語 の 意味 を 表示 また は プリ ント アッ ウ 
ト し ます 。 ま た 、 同 時 に その スペ ル に 近い 単語 も 6 つ 表 示し 、 そ れ 
ら の 中 か ら の 選択 も 行え を ます 。 そ の た め 、 ス ペル が あや ふ や な 覚え 
DA; Delia る こと が で きま す 。 

» TV 和 英 辞 書 ・・・ 入 力 さ れ た 単語 を 訳 と し て 持つ 英 単 語 を 順次 、 
求 示 ま た は プリ ント アッ ウト し ます 。 と の 時 、 英 単語 の 表 補 の 
な ども 行え 、 目 的 の 英 単語 を すばやく 知る こと が で きま す 。 

ぁ 英 単語 暗記 トレ ー ニ ング ・・・ 単 語 カ ー ド を 再現 し ます 。 出 現 の 順 
番 を ラン ダム 化す る こと も 可能 で 、 よ り 効 果 の 高い 訓練 が 行え ます 。 

> 辞書 ・・・ 大 学 入 試 レ ベル 約 4 0 0 0 話 が 予め 登録 され て いま す 。 
また 、 添 付 の 辞書 登録 ユエ ー テ ィ リ ティ に より 、 簡 単に 辞書 の 登録 が 
TAS To 


日 本 コン ピュ ー タ クラ フ 連 盟 加盟 団体 募集 中 / 
加盟 費 ・ 会 費 不 要 . 毎 月 、 全 国 本 部 広報 紙 「 つ うてん か く 通信 」 無 料 送付 . 


今日 コン 連 で は 、 以 下 の ス タッ フ を 求め て いま す 。 

・ 日 コン 連 全 国 本 部 (難波 ) 、 関 東 本 部 (自由 が 丘 ) 付け スタ ッ フ 

・ 日 コン 連 パ ソコ ン ウ ィ ル ス 研 究 所 非常 勤 ス タッ フ 

・1990 年 4 月 創刊 の パソ コン 雑誌 の ライ ター お よび エディ ター 
お 問い 合わ せ は 、 下 記 ま で 。 
日 コン 連 全 国 本 部 06-644-6901( 代 )/ 日 コン 連関 東 本 部 03-701-3298 
信 日 コン 連 SOFT エ ユー ザー 登録 の お 勧め 
日 コン 連 SOFT の ユー ザー 登録 を され ます と 、 日 コン 連関 連 の も の 
に つい て は 、 様 々 な 便宜 が は か られ ます 。 日 コン 連 SOFT の コピ ー 
寺 を お 持ち の 方 は 、 こ れ を 機会 に 本 物 を お 買い 求め いた だ く よ う お 顧 
いし ます 。 ま た 、 本 物 を お 持ち の 方 は 、 ユ ー ザ ー 登 録 を され る こと を 
お 勧め し ます 。 
登録 ユー ザー 便宜 ① 
日 コン 連 主 催 の パソ コン 通信 に よる 大 学 受験 相談 で 特別 な 便宜 が は か 
¿nido J&P HOTLINE で 、 今 
年 も 大 規模 な 大 学 受験 相談 が 行なわ れ ま す が 、 例 年 ある 、 パ ソ ュ コン 通 
信 装 置 を 持た な い 人 か ら の 志望 大 学 の 受験 情報 が ほ は し いな ど と いう 要 
思 に 対し て は 、 部 室 に 電話 の ある 大 学 サ ー ク ル へ 対す る も の を 除い て 、 
質問 お よび 回 答 で き な い と お 断り し て いま し た 。 今回 、 日 コン 連 SO 
FT に ユー ザー 登録 され て いる 方 に 限り 、 返 信用 切手 を 同封 され ます 
と 、 日 コン 連 全 国 本 部 が 責任 を 持っ て 、 代 理 で パソ ュ ン 通信 で 質問 事 
項 を 送信 、 各 大 学 サ ー ク ル か ら 得 られ た 回 答 を 郵送 さす オ て いた だ きま 
Fo ユー ザー 登録 済み ソフ ト 名 と お よそ の 登録 ハガキ 返送 日 を ご 記入 
の 上 、 全 国 本 部 まで お 申し 出 く だ さい 。 
登録 ニー ザー 便宜 ② 
日 コン 連 パ ソコ ン ウ イル ス 研 究 所 (大 阪 ) で は 、 日 コン 連 SOFT の 
ユー ザー 登録 され て いる 方 に 限っ て 、 ご 自分 の マシ ン に か か っ た ウイ 
ルス の 検出 、 復 元 の ご 相談 に 応じ ます 。 ま た 、 日 コン 連 ヾ ぷ パソ コン ウイ 
ルス 研究 所 開発 の ワク チン に つい て は 、 そ の 配布 を 登録 ユー ザー の 方 
に 優先 的 に 行 いま す 。 
@ 問い 合せ ・ 申 し 込み 先 
EP. ESR IEA aos 村上 ビル 


EL 06(644) 6901 ( 代 -) 
日 コン 連 企 画 株 式 会 社 ま た は 日 本 コン ピュ ー タ クラ ブ 連 明 


外国 製 の MS-DOS に も アク セス 出来 る ノ 


RIR 


H EFT 
AY68000 Œ 


SUPER DEVICE MONITOR 


A ád 


N anre や 、 MZ-2500 で は も うお 馴染 の "SUPER DEVICE MONITOR "T” 
の AXG68000 用 が いよ いよ 発売 され まし た 。 


今 ま で は 、 手 探り で 行なっ つて い を プロ グラ ム の 開発 が 、 容 易 に 出来 る 様 に 成り ます 。 

例え ば C コ ン パ イラ ー や 機械 語 を 使 つ て ソフ ト を 自作 し て いる 場合 、 1 バイ ト の 定数 等 を 書き 換え る の に いち いち 
エディ ター で ソー スプ ログ ブラム を 書き 直し て か ら ア セン ブル か ガ ら も う 一 度 や り 直 さ な け れ ば 成ら な か つ だ 作業 が 
“SUPER DEVICE MONITOR " 征 "』 を 使う と 1 バイ ト 単 位 で 書き 換え られ る の で 簡単 に 出来 る 
様 に 成り の ます 。 特 に ハン ドア セン ブル を する 方 に は 今 ま で に 無かっ つ だ 快適 な 開発 環境 を 提供 し ます 。 


x ょ アク セス し だ セク ター は 、 縦横 チェ 災 RS- の 32C を 使う と 任意 の ボー ささ 256 バ イト を 1 セク ター と し |IPL 
ッ ク フサ ム 付 で 表示 し て 、 ワ ー プ ロ 感 レー ト で ふぐ ヾ 68000 同士 は 勿論 、 ー-ROM、S-RAM、MIN-R 
覚 で 変更 ・ 複 写 ・ ス フロ ー ル 等 の 多 他 機 種 に は その 機種 用 の "SGUPEH AM な ど が 別々 の ディ バイ ス と し て 
彩 な エディ ッ ト 機 能 が 1 バイ ト 単 位 DEVICE MONITOR "T"」 を  。 アク セス 出来 ます 。 

TELET. Aini o  * E L META Y YD 

xS-RAM や |IPL な ど 通 常 ウ の ワ セ ス ERECAN 2123 "件 > は の フォ ー マ ッ ト も アフ セス 出来 る 可 
出来 な い 部 分 を 含め て ふ Y68000 I I A 変 フ ォ ー マ ッ ト 機 能 付 で す 。 

内 で 呼び 出せ る メモ リー は 殆ど 総 て フ オ ー マ ツ トレ し だ は か り 9 の ご り の デ a 
セク ター 単位 で アク セス 出来 ます 。 イス ク 1 枚 分 を 1200 ボ ー で 転送 す RS- の 32 〇 の ボー レー ト の 変更 
る と 約 8 分 間 で 転送 が 出来 ます 。 は 、 ボ タン 1 つ で 簡単 に 出来 ます 。 
( ふ マ の み 不 可 ) 
XY58000 用 の み 最 高 1300 ガ ウス の 磁気 を 浴び て も 大 事 な フ ロッ ピー ディ スク が 安全 に 守ら れる 、 三菱 鉛筆 
集 の 磁気 遮蔽 機能 付 『 urs ノロ ッ ピ ー デ ィ ス フケ ー ス 」』 に 入 つ て いま す 。 


SUPER DEVICE MONITOR “T” 


AXY68000 つ 2HD 15,000, 
AN] ら 20 1010005 
AV Jato (2HD は 受注 生産 ) 5' 2D/2HD 13,000s 
MZ2500 - MZ-26800) 3.5" 2DD 13,0005 
A AM A NCAA O 
*MS-DO 〇 OS は マイ クロ ソフ ト 社 の 商標 で す 。 
* 商品 の 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て いま せん 。 SE AE A NN 
> お 求め は 全国 の 有名 マイ コン ショ ッ プ で どう ぞ 。 株 式 会 社 BLUE SKY 
通信 販売 を ご 希望 の 方 は 当社 へ 直接 、 商 品名 ・ 機 種 名 ・ メ ディ ア 名 ・ 住 所 〒411 静岡 県 三島 市 加茂 16-4 


氏名 ・ 電 話 番号 を 明記 の 上 、 現 金 書 留 に て お 申し 込み くだ さい 。( 送 料 無料 ) Z 0559-72-6710 


高価 下取り N ad S es AVC 
A 


仙 台 022-264-3704 | 名 古屋 052-452-3271 | 広 E 082-295-6873 


== Welcome/ 
新 ma 0252-75-4175 | 大 BR 06-311-3931 | 福 Æ 092-481-2494 の X ー 来 店 も どう ぞ 


X68000 の 情報 の すべ 〆/( 当 店 は X68000 の 認定 代理 店 で あみ お 気軽 に ご 相談 下さ /)) 


AYB8000 待望 の 新しい 仲間 登場 / へ Y マ 8700 


PERSONAL WORKSTATION PERSONAL WORKSTATION 


EXPERT-EXPERT [272] PRO-PROLTz] 


集積 度 を 高め た "マン ハッ タ | 

ン シ ェ ィ プ "2M バ イト の メイ 拡張 |/0 ス ロッ ト を 4 スロ ッ ト 標 準 装備 、 メ イン 
ン メ モリ を 標準 実装 、Human メモ リ IMB、Human68Kver2.0 搭 載 (CZ-652C) 
68Kver2.0 搭 載 (CZ-602C/ 更に 40MB の HDD を 搭載 (CZ-662C) 新しい 


更に 40MB の HDD を 搭載 ーー レ X68K の 発見 が ある は ず だ 。 
(CZ-612C) あ くま で も X68K に m uer (写真 の モニ タ は 別売 で す 。) 


こだわ る マシ ン , 


〔 写 真 の モニ タ は 別売 で す 。〕 


CZ-602C 標準 価格 \356,000 CZ-652C 標準 価格 \298.000 | AVC 特価 
CZ-612C 標準 価格 \466.000 AVC 特価 CZ-662C 標準 価格 \408.000 AVC 特価 

TI za 従来 機 も 忘れ ず お 勧め ディ スプ レイ コー ナー 組合 せ は 自由 、 価 格 は お 気軽 に ご 相談 下さ い 。 
AX68000 gog に CZ-612D “mires CZ-603D  *0immk7rev7 


PERSONAL WORKSTATION 標準 価格 \118.800 @TV チ ュー ナ 搭載 標準 価格 \84.800 @TV チ ュー ナ 無 し 
ACE -ACE ils] AVC 特価 @ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン AVC 特 価 @ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン 
$ チル ト 台 同 梱 e チル ト 台 同 梱 

CU-21CD 


CZ-602D “033mm ド ッ ト ピ ビッ チ @0.52mm ド ッ ト ピ ッ チ 
標準 価格 \ 139.800 “TV チュ ー ナ 無し 


標準 価格 \ 99.800  @TV チ ュー ナ 搭 載 
AVC 特価 “3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン AVC 特 価 “3 モー ド オー トス キャ ン 
@ チル ト 台 取付 不可 


@ チル ト 台 同 梱 


CZ-61IC-GY…\ 399,800 
CZ-603D-GY:\ 84,800 


ia ¥ 484,600 


= ¥ 279,800 


品 名 標準 価格 販売 価格 Y 番 品 名 標準 価格 販売 価格 Y + 品 名 標準 価格 販売 価格 
CZ-6TU シス テム チュ ー ナ ー \ 33,100 AVC フ タバ 特価 CZ-8PC3 24 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ー \ 65,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8TM2 モデ ム ユ ニッ ト \ 49,800 AVC フ タバ 特価 


AEA XEDD (Sw) HMC IDO 


BF-68PRO CRT フ ィ ル ター \ 19,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PK7 24 ピ ンプ リン タ ( 80 杵 )  Y122,000 AVC フ タバ 特価 CZ-252MS  Musicstudio \ 28,800 AVC フタ バ 特 価 
CZ-8NSI カラ ー ス キャ ナー ¥ 188,000 AVC フ タバ 特価 CZ-8PK8 24 ピ ンプ リン タ (|36 桁 )  \152,000 AVC フ タバ 特価 CZ-247MS MUSIC(MID) \ 28,800 AVC フ タバ 特価 
CZ-6BN | スキ ャ ナー 用 パラ レル ボー ド \ 29,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PK9 24 ピ ンプ リン タ ( 80 桁 ) \ 89,800 AVC フ タバ 特価 CZ-22ZIHS NEW Print Shop \ 19,800 AVC フ タバ 特価 
も 1 CZ-6VT | カラ ー イ メー ジ ど ユ ニッ ト \ 69,800 AVC フ タバ 特価 10-735X カラ ー ジ ェ ッ トブ プリ ンタ ー \248,000 AVC フ タバ 特価 CZ-2Z8BS TOP 給与 計算 エキ スパ ー ト  \200,000 AVC フ タバ 特価 
j= CZ-8BV2 カラ ー イ メー ジ ボ ー ド \ 39,800 AVC フタ バ 特 価 AP-800 48 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ー( エ プ ソ ン ) \ 99,800  ¥ ?9,000 CZ-227BS TOP 財務 会 計 \200,000 "AVC フ タバ 特価 
CZ-8BR | 立体 映像 セッ ト Y 29,800 AVC フ タバ 特価 VP-1000 24 ピ ン (136 桁 )( エ プ ソ ン ) Y154,000 Y ?8,000 CZ-220BS DATA \ 58,000 。 AVC フタ バ 特 価 
CZ-8DT2 パー ソナ ル テ ロ ッ パ \ 44,800 AVC フタ バ 特 価 AP-550 24 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ー( エ プ ソ ン ) \ 69,800  ¥ ?9,000 CZ-2I2BS BUSINESS \ 68,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-8BS | FM 音源 ボー ド Y 23,800 AVC フタ バ 特 価 CZ-6BEIA IMB 増設 RAM ボ ー ド \ 38,000 AVC フタ バ 特 価 CZ-219SS 0S-9 ¥ 29.800 AVC フ タバ 特価 
CZ-8NJ | ジョ イカ ー ド ¥ 1,700 AVC フタ バ 特 価 CZ-6BE2 2MB 増 設 RAM ボ ー ド \ 79,800 AVC フ タバ 特価 CZ-2IILS Ccompiler Y 39,800 AVC フ タバ 特価 
CZ-8NM2A マウ ス \ 6,800  。 AVC フ タバ 特価 CZ-6BE4 4MB 増 設 RAM ポ ボード Y 138,000 。 AVC フ タバ 特価 CZ-234LS Al-68K ¥ 188,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-8NM3 。 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル \ 9,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6BP | 数 値 演算 プロ セッ サポ ボー ド Y 79.800 "AVC フ タバ 特価 CZ-620H 20MB ハ ー ド ディ スク ¥ 178,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-6SD | シス テム ラッ ク \ 44,800 。 AVC フ タバ 特価 CZ-6BC | FAX ボー ド Y 79,800 AVC フタ バ 特 価 CZ-64H 40MB ハ ー ド ディ スク ¥120,000 AVC フ タバ 特価 
AN-SI00 アン プ 内 蔵 ス ピー カー \ 36,600 AVC フ タバ 特価 CZ-6BM | MIDI ボ ー ド \ 26,800 AVC フ タバ 特価 LHD-34V 40MB ハ ー ド ディ スク (ロジ テッ ク ) Y 153,000 ¥ 117,000 
CZ-6EB | 拡張 |/0 ボ ックス \ 88,000  。 AVC フタ バ 特 価 CZ-6BU | ユニ バー サル |/0 ボ ー ド  ¥ 39,800 AVC フタ バ 特 価 LHD-32V 20MB ハ ー ド ディ スク (ロジ テッ ク ) Y 128,000 - ¥ 98,000 


48 ト ドッ ト 熱 転写 プリ ンタ 


アナ ログ ジョ イス テッ ク X1 タ ー ボ シリ ー ズ の MENSE AT 
、 ー。 精密 な 文字 ハード OS-9、Human68K の 
標準 価格 \23.800 AR ORNEE EMR. コピー も 可能 。 使用 可 。 
di VCCI ゼ ロ dB 基 準 に 
適合 させ た 。 


CZ-888C… * 169,800 
CZ-860D…\ 99,800 
合計 ……… Y 269,600 


アイ テッ ク 
IT X640……… ¥158,000 


特価  \118,000 


CZ-8PC4 …… \ 99,800 


AVC 特 価 \? ? ? 応談 cams ero. AVC 特 価 \ ? ? 2 特価 \118.000 


AMI0 時 が ら PM 7 時 


Sataa. Esille kaiera LTS a S t Na 


@ 頭金 な し (手軽 な 電話 クレ ジッ ト ) O NRERB EHAR) @ 低 金利 クレ ジッ ト (| 回 の 支払 \ は 2.700 円 以上 で 3 一 48 回 。 ボ ー 
ナス 併用 も 可 ) @ カ レッ ジ クレジット (保証 人 な し 。 但し 満 20 歳 以上 の 学生 の 方 ) @18 歳 未満 の 方 (ご 両親 が 代理 購入 者 と し て お 申し 込み 下さ い ) 

@ 納期 (通常 の 場合 、 当 社 に 申込 書 が 到着 後 ! 週 間 以 内 。 特 に 人 気 の あ る 商品 で 品薄 の 場合 、 少 々 納期 が 遅れ る こと が あり ます の で 御 了 承 下 さい ) 
@ 完 全 保証 (すべ て メー カー 保証 書付 。 ア フタ ー ケ ア 万 全 ) @ 全国 代 引 1( お 届け し た 者 に 、 代 金 を お 支払 し \ い た だく 方 法 で す 但し 手数 料 1.000 円 ) 


ま で 受付 日 曜 祝 日 も 営業 


<A AMINO ESC AECID FED AO e 


90 年 も よろ し く お 願 い 致 し ます 


年 末 : 年 始 : フエ ア 


CZ652C CZ888C 
CZ103D CZ860D 
DiskCacher チル トス タン ド 
ポ 準 価格 Y386:900-% 標準 価格 \268:400- を 
BasicHouse 特 価 BasicHouse 特 価 BasicHouse 特 価 
ディ スプ レイ プリ ンタ スキ ヤナ 
| シャ ー プ シャ ー プ NEW 「 ェ プリン シャ ー プ エプソン o] 
CZ602D Y99,800  czsPc3 Y65,800 Cz8PG2 ¥?CALL vri35ex \2CALL | cz8NS1 Y198-900 Gr3000v \2CALL 
シャ ー プ シャ ー プ | NEW | エブリ ソン | エプソン オム ロン 
CZ612D +149800 Cz8PC4 Y99,800 czsPkio Y?CALL vpio00  Y?CALL || GT4ooo Y198,000 |HSIORII $49,800 
シャ ー ジ | NEW シャ ー ブ プ E r A ee, TIJ オム ロン 
CZ603D Y84,800 || czePG1 \?2CALL|cz-ePv1 Y19,800 vP2000 ¥?CALL |GTio00  \2CALL|HS7Ril Y39,800 
ハー ド デ ィ スク ジョ イス ティ ッ ク 拡張 ボー ド 
シャ ー プ アイ テム シャ ー プ 1M 増 設 メモ リ | 増設 RS232C コ プ ロ セッ サボ ー ド 
cz620H4 $88,800 HxDo40 Y?CALL | Cyber Sick\23.800 | CzeBE1A Y38,0800 | CzeBF1 Y49,800 | czeBP1 YF9,800 
シャ ー プ アイ テッ ク | 電波 新聞 社 pM 増 設 メモ リ MIDI ボ ー ド 
CZ64H Y1t20:800 ıTx640  Y?CALL | XE1ST \2CALL | CZz6BE2 Y79,800 | CzeBM1  Y26,800 CALL to 
ロジ テッ ク アイ テッ ク 電波 新聞 社 4M 増 設 メ モリ スキ ャ ナ ボ ー ド m ASIC 
LHD34V ¥1t58;000 |ıTx680 ¥?CALL||XEIPRO ¥?CALL | czeBE4 Y138,000 czeBN1  Y29,890 HOUSE 
ETA 
アイ ワ オム ロン 
PvAt200A111Y19,800 | MD24FS5 Y49,800 


オム ロン エブリ シン 


MD120OAll 半 19:8Q0 SR-240AT \2CALL 


ER ERIE BASICnouse 


SERAHAN, RESA C (Omt EHA] ,.000) 消費 税 1.03 分 を 住所 、 氏 名 、 希 望 商品 名 等 を 書い た 紙 を 同封 し て 御 申し 


込み 下さ い 。 


長期 クレ ジッ ト OK、 支 払い 方 法 は 御 相談 に 応じ ます 。 
全国 どこ で も 発送 可 長期 クレ ジッ ト OK 送料 全国 均一 \1.000 宅配 便 に て 即日 配送 


株 式 会 社 計 潮 技研 本 社 営業 部 プ マ イコ ン シ ョ ッ プ ノ 通 販 部 〒321 宇 都 宮 市 竹林 町 503 一 1 TEL0286-22-9811 FAX0286-25-3970 


マイ コン ショ ッ プ お 申し 込み お 問い 合せ は 20286-22-9811(%) 


1MRAM 
2MRAM 
YO 3MRAM 
_ 4MRAM 


\58,000 
\74.000 
\98,000 
\122.000 


_64180CPU . on X68000 Mach180 


e CPU に HD64180( ク ロッ ク 10MHz/ ノ ー ウ ェ イ ト ) を 採用 、 ク ラス 最高 速 。 DE g0 の 
o メモ リー は 64k バ イト を 実装 、587k CP/M 相 当 (TPA 568pk バ イト ) と し て 使用 可能 。 780 
@ CP/M-8 B ロ ロロ エミュレータ の 使用 に より B ロ DS レベ ル で の PF/M-80 互 換 を 実現 。 800 

@ Human BBk の コマ ンド と 同一 デイ スク 上 で の 混在 使用 が 可能 。 

@ モー ド 切 り 替 え の 必 要 は 一 切な し 。 

e P/M デ ィ ス ク ド ラ イ バ に より turDO CP/M(6HD) の フロ ッ ピ ー 


ラム を 
ルプ きる / 


発売 中 
標準 価格 Y98,000 


の 直接 アク セス が 可能 。 


XY68000 XT turto オリ ジ ナ ル ハ ー ド ウェ ア 


| 12bit 16ch A/D converter 


12bit 16ch A/D converter 


12bit 4ch D/A SOS 


高 絶縁 型 16bit PIO 


KGB-X68ADC ., KGB-AD12 KGB-DA4 KGB- X68ADC 4 の の 
xY68000 Y128,000 eto ¥118,000 | ZZ Y98,000 AY68000 Y68,000 


高 絶縁 型 16bit de 


KGB-PIO(X!) 


AS turtu 142,000 


ロー コス ト 汎用 A/D 4 PIO 
ADC0809 & 8255PIO KGB-XIS 


A are Y19,800 


GP-IB INTERFACE 


KGB-488 


NU tuto ¥58,000 


HANDY PRINT Jack 


AY68000 Y24,800 


XY68000 AU /tarto オリ ジ ナ ル ソ フ ト & ハ ー ド ウェ ア 


X68000 用 ユニ バー サル 基板 
KGB-X68UNB Y6,800 


X68000 用 MIDI イ ンタ ー フ ェ ー ス 
MELODYBOX  \16.800 


KGB-MZ1 


MZ2000 用 汎用 A/D & PIO 
¥15,500 


X1 turbo 用 HDD イ ンタ ー フ ェ ー ス 


KGB-HDIF \16,000 


BASIC 拡 張 関 E y パッ ケー ジ 
XBASIC に 約 50 種 類 の 関数 を 付加 


B6-6301 \9,800 


B6-6305 


| 
C 言 語 ラ イブ ラリ 


B6-6301 を XBAStoC で 使用 出来 る 


¥6,800 


BASIC 拡 張 関数 パッ ケー ジ 


C 言 語 ラ イブ ラリ 付き 
B6-6306 \14.800 


Toys & Tools 
Human68k に 約 70 個 の コマ ンド を 追加 


B6-6307 Y6,800 


アイ コン エディ タ 
VS の アイ コン を 手軽 に 作成 


B6-6303 \4.800 


株 式 会 社 計測 技 1 


CP/M68K エ ミュ レー タ 
Human 上 で CP/M68K を エミ ュ レ ー ト 


B6-6302 19,800 


ディ スク キャ ッ シ ャ ー 
FD/HD の アク セス の 高速 化 


B6-6304 ¥6,800 


BASI Cus: 


本 社 営業 部 ププ マイ コン ショ ッ プ ン 


全国 どこ で も 発送 可 長期 クレ ジッ ト OK 送料 全国 均一 \1.000 宅配 便 に て 即日 配送 


通販 部 宇都 宮 市 竹林 町 503 一 1 


TEL0286-22-9811 


FAX0286-25-3970 


ーッ LE sens- 20286-22-9811(1t) 
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[X68000 PRO コー ナー] 


i Aa コー - SS a ANYS ss aa D 
s e 2 Feu AR GS AR e Sa 


LPC に と エエ テテ イー に エロ 因 ・ ニ ーー-・ー ニ ーーー モー ニー ドー ニー ニーー 

nn as msm bl z 

に テマ ント マー ュー エイ ラー 

な ーー ニー ニニ ーーー ニ ーー ・ HANA A 
.. こい や ゃ や 


qe. p -J K 
O リー に 
に う きき “= 5. e TE ュー ` A b= 
uan ' 2.5 > À < 
し デコ A > e po ) 
EE 中 メ E 
-a - SS H È 
H PY Aa Ta: A he 
マ » ーー 
pl: 
s に 
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デシ リフ トワ エー 
AO 


634-001 p Information & Xnterface 
ラク モネ 
TE 
大 阪 店 〒542 大 阪 市 中 央 区 難波 千日前 15-18 8 0663200124 


一 営業 時 間 AM11:00—PM8-00 


JMA ZIDE ERROR TA ACHACA E< 


COMPUTER 
BANK 


AX6800 


・ オ リ ジ ナ ル 0S「Human68K ver. 8.0」 を 搭載 
・4UMB ハ ー ド ディ スク ドラ イブ を 内 蔵 
次 注文 No.A-0121 


SHARP CZ-602C Y 356 . 000 
SHARP CZ-602D \ 99.800 
標準 価格 合計 Y 459,800 
現金 特別 価格 \ 455-800 


次 注文 No.A-0123 


SHARP CZ-652C Y 298.000 
SHARP CZ-602D Y 99,800 
標準 価格 合計 ¥ 397,800 
現金 特別 価格 Y 397800 


EXPART シ リー ズ 

・PRO シ リー ズ 新 登 場 
・ メ イン メモ リ 2M 日 標準 装備 (EXPERT シ リー ズ ) 
拡張 |/ ス ロッ ト 4 ス ロッ ト 内 蔵 ( PH シリ ー ズ ) 
次 注文 No.A-0122 


SHARP CZ-612C Y 466 , 000 
SHARP CZ-602D ¥ 99,800 
標準 価格 合計 Y 565,800 
現金 特別 価格 565,800 


大 特価 に て 提供 中 


次 注文 No.A-0124 


SHARP CZ- 662C Y 408,000 
SHARP CZ-602D Y 99,800 
標準 価格 合計 \507 .800 
現金 特別 価格 一 一 ーー 一 一 学 ; 


大 特価 に て 提供 中 


当社 は べべ ら 5g00 り pno SHOP で す 
@ どこ より も お 人 得 な 高額 下取り 実施 中 / セッ ト の 組合 わせ は 上 自由 上 自在 、 ぜひ ご 相談 下さ い 。 


ADJ アァ ケア ンク Il AXZ / twin 


画像 取り 込み 、 ビ デオ 編集 、 ス テレ オ FM HE シス テム (PC Engine) 
音源 、 タ な 機能 で ひろ が る アー トワ ー ク 。 搭載 で 楽し さら 倍 


次 注文 No.A-0125 次 注文 No.A-0126 


SHARP CZ-888C-BK ¥ 169,800 SHARP CZ-830C-BK \ 99,800 
SHARP CZ-860D-BK \ 92.200 SHARP CZ-830D-BK \ 90,600 
標準 価格 合計 \262.000 標準 価格 合計 ¥ 190,400 
現金 特別 価格 現金 特別 価格 Y 190,400 


大 特価 に て 提供 中 


次 注文 No.BB-0147 
“24 ピ ン 136 桁 漢字 プリ ンタ *” 


次 注文 No.BB-0132 


イン テリ ジェ ント コン トロ ー ラ ” 


次 注文 No.BB-0125 
*\48 ド ッ ト 執 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ ” 


IEXNOo.B-0123 
*\24 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ " 


SHARP CZ-8PC3 \65.800 SHARP CZ-8PC4 \99.800 SHARP CZ-8PK8 ¥ 152,000 SHARP CZ-8NJ2 23,800 
現金 特別 価格 一 ーーーー ギ 655-8600 RAHME ————499,800 現金 特別 価格 \ ギ 152-000 現金 特別 価格 ¥ 23-800 
MASA に て 提供 中 大 特価 に ès 提供 中 大 特価 に て 提供 中 大 特価 に て て 提供 中 

"お 支払 例 “ : に お 支払 例 ee お 支払 例 お 支払 例 


の \9,500x10 思 (ポー ナス ) 無し 
②⑤ 学 3。OOO >36 回 [ボーナス 〕 無し 


OY 6,400 24 回 [ボー ナス 〕 無 し 
OY12,100=> |」2 回 [ボー ナス 〕 無 し 


①\ ぎ 3。 re FA 
@ ぢ @ 学 6,2OO |2 回 [ボー ナス 〕 無し 


D¥10,000x 6 回 ポー ナス ) 無 し 
OY 3,200 20 回 [ボー ナス 〕 無 し 


D 中 古 在庫 リス ト NE 
CLA CU-14A4 (14" 4000 文 字 ア ナ デ ジ カラ ー デ ィ ス プレ イ )…\ 89,800 Y 42,000 
e "| | CU-14HI(14" 4000 文 字 デ ジタル カラ ー デ ティ スプ レイ )-\ 99,800 ¥ 42,000 
r CU-14BD(I4" カ ラー4050/2000 文 字 ) …………… ¥ 64,800 ¥ 40.000 

CZ-812C(X-IF model 20) ee ¥139,800 + Y 26, 9 
CZ-822C (X-IG ao 0 -4118,000 => ¥ 0 pat CU-14CD(14" カ ラー4050/2000 文 字 ) | 新品 同様 | …\ 84,800 + Y 52,800 
reia TURBOIL) ーー 68.000 y 59 000 CU- 14FD(I4'4000 文 字 ア ナ ロ グ カラ ー デ ィ ス プレ イ ) | 新品 同様 \ 74,800 => Y 51.000 
BOO Tia SS A Ged y 62.000 Er: A MZ-1D22 (14" 4000 文 字 MZ 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ ) …\108,.000 + Y 45,000 
CZ-61IC(X68000ACEHD) | 新品 同様 | ……………… \399.800 =} Y 238.000 SHARP B CZ-61 スク | ラー ティ リン NP: 134,000 = y 82.000 

RT EEE A EE ¥328,000 => Y 148.000 CZ-611CGY [新品 同様 ディ ス ct リン タ ・ 他 Page 

— (X68000 ACE HD) CZ-8PC2(10724 ド ッ ト 漢 字 プ リン タ ) ee ¥ 69,800 Y 38,000 
ディ スプ レイ ¥ 399,800 F 2 38,000 CZ-8PD2(80 桁 ドッ トブ プリ シタ) で met… ム mm ¥ 79,800 Y 28.000 
CU-14G (14”2000 文 字 カ ラー ディ スプ レイ ) ……… ¥ 49,809 ¥ 18,000 RN EO HD ティ スプ フレ イセ YN MZ- IPo7(80 桁 漢字 サー マル プリ ンタ ) eee ¥ 79,800 Y 22.000 
14M-522C(14" 4000 文 字 デ ジタル カラ ー テ ィ ス プレ イ )\ 99,800 + Y 42,000 Y 533,800 F320, 000 | CZ-8SS2( シ ステ ム ス タ ン ド ) | 新品 同様 |…………… ¥ 5,500 Y 4,000 


= その 他 各 種 在庫 を ことり そろ えて お り ま す 。 御 気軽 に お 問い 合せ 下さ い 。 
PER 中 古 も B ヶ 月 の 保証 期間 だ か ら 安 心 で クレ ジッ ト で OK カレ ッ ジ クレ ジッ ト も 取扱 いま す 。 


全国 無料 配送 お 買上 | 万 円 以上 、 配 達 科 は いた だ きま せん 。 日 曜 配達 可 留守 の 多い 方 で も 安心 で す 
シン ショール 一 人 X シ リー ズ 展 示 中 。 高額 買取 り 電話 | 本 で 即 、 現 金 お 支払 い 。 


代金 引換 え シ ステ /、 商品 到着 時 の 代金 支払 いで OK。 ボー ナス ー 括 払い 商品 は 即 お 手元 へ 、 お 支払 い は ボー ナス 時 に 。 


¢ 
| 
4 
| 
o 
0 
Dm 


ーー 人 


@ 電 話 一 本 で 高額 下取り 、 即 商品 は お 手元 へ / 本社 注 文 デ スク 
@ 掲 載 の 商品 以外 も 取り 扱っ て お り ま す 。 
abia T150 東京 都 渋谷 区 渋谷 1-6-B 井 上 ビル ERBM/FEAM9:30—PM9:00 土 休 日 AM9:30~PM8:00 (12/31 PM6:00€ 1/13/4438) 


CN O3(797)1221 
る ビジ ネス ソフ o A 
る @ ク レジ ッ ト 価 格 に 消費 税 は 含ま れ て お り ま すか 現金 特別 価格 に は 含ま れ て お り ま せん 別途 消費 税 か か か り ま す 
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ARI Ey TY TAS Y PLI/OO E VARAI) BBE SIMETRA SNN 


ーーー ーーー チ オク で 始ま る パソ コン ワー ルト 


KAR 


FS) og JR 蒲 [ TREZ 544 $4 5 分 l das Mes bi | l a ~ | | , ク ト . AT 20 l4. T 15 回 | 7% a 
a > ; i P 2 Ao! , し : 7 a 3 y z : es E ; > A Sin Ri E 
7 O o UN : 0 0 sm | 149 di 18% o 


_ OCT- T ンス テム > 


E ( 、 p 2 

田 り ヽ E ーー ドド 聞 品 保証 付 ( メ ー カ カー 保証 ) 

= ES O 『 起 低 金利 ハッ ピー クレ ジッ ト (1 加 一 60 回 ) 頭 金 ナ シン OK./ 
= ボー ナス 括 払 い OK./ ボ ー ナ ス 2 回 払い OK. 々 


配達 日 の 指定 OK/( 詞 全 な サポ ー ト 体制 ) 


| P 遇 品 の 組合 せ 帳 由 ノ "オク ト フ リー タム シス テム 


| am E ap | O PFE Aa KM 


AC Aro 
a 
A 


ae PEREN SERRAT ON ) 
し 9 Pl UK だ よー ん 。 超 低 金 利 ハッ ピーク レジ ッ ト で す ソ 
UK t EA xeira- rRe 


Y 
dy ERP PEO ITERC EVO A ANNA calas 
料 PERDOMO” 下さ い 。 15 型 カ ラー ティ スプ レ レイ TV (ACZ-602C +OZ-612D ーーー E (1 Y 475 N 000 
@3M バ イト の 大 容量 メモ リ SPAR ーー 12551, *31,000 |24 回 | ¥19,700 |36 回 | *13,600 |48 回 | \10,500 
ノ | @40M バ イト ハー ド デ ィ スク 搭載 OZ-612CG 十 CZ-612D……… ド ドド …… 定価 \585,000 
5 12 回 | ¥37,500 [24] ¥19,700 [36m] ¥13,600 |48 回 | ¥ 10,500 
/ ©CZ-652C + 0Z-612D の ドー ドー 定価 \417,800 
お ーー !2 回 | \27,100 | 24 回 | «14,200 |36 回 | \ 9,800 | 48 回 | * 7,600 
CZ-662C 十 CZ-612D ドド トト ドド ドー 定価 \527,800 
CZ-612D-GY/BK[NEW] | 12 回 | \36,100 |24 回 | ¥19,000 |36 回 | *13,100 |48 回 | ¥ 10,200 
で a ※ 消費 税込 み ク 1 回 一 60 回 の ポー ナス 併用 も ご ざい ます 
リカ ラー TV ーー 
す 19 党 カラー ティス プレ イ DCZ-602C 十 CZ-602D ーーーーー… E (MH Y 455,800 
0 EE i2 回 | \29,800 |24 回 | ¥15,600 |36 回 | ¥10,800 |48 回 | * 8,400 
ぜ E ⑥CZ-612C 二 CZ-602D ……… ド ーー 定価 \ 568,800 
O e CZ-602C (BK) !2 回 | ¥36,700 |24 回 | ¥19,300 |36 回 | ¥13,300 |48 回 | ¥ 10,300 
// a" ⑥CZ-652C 二 OZ-602D … ド ーーー… 定価 \ 397,800 
8 | ld 定価 Y 466. o | 12 回 | \25,900 | 24 回 | *13,600 |36 回 | \ 9,400 |48 回 | \ 7,300 
= CZ-662C + CZ-602D ……… ド ドー 定価 \ 507,800 
cs 現金 特価 ,/ / 推 選 CZ-602D-GY/BKINEW 12 回 | *33,000 |24 回 | \17,400 |36 回 | ¥12,000 |48 回 | ¥ 9,300 
z お 電話 下さ い 。 定価 \ 99,800 ※ 消費 税込 み I 回 一 60 回 の ボー ナス 併用 も ご ざい ます 。 
ク y 14 型 カラ ー デ ィ ス プレ ー ①CZ-602C + CZ-603D ーー] 定価 \ 440,800 
@ 撤 張 |/O ボ ー ト 4 スロ ッ ト 装 備 12 回 | *28,000 | 24 回 | \I4,700 |36 回 | \I0,I00 |48 回 | * 7,900 
s du E | 
レ 92M バ イト の 大 容量 メモ リ 〇 ①CZ-612C 十 CZ-603D … ド ーー 定価 \ 550,800 
s7 !2 回 | ¥34,900 |24 回 | \18,300 |36 回 | ¥12,600 [48/81] * 9,800 
Y CZ-652C + CZ-603D ーー 定価 Y 382,800 
ト !2 回 | *24,300 | 24 回 | \I2,800 |36 回 | * 8,800 |48 回 | Y 6,800 
Ze - ① む CZ-662O 十 OZ-603D ーー 定価 \ 492,800 
a CZ-603D-GY/BK | 12 回 | *31,800 | 24 回 | *16,700 [36m] *11,500 [48/81] * 8,900 | 
利 定価 \84.800 ※ 消費 税込 み I 回 一 60 回 の ボー ナス 併用 も ご ざい ます 。 
H MER ラー ニレ ュー WCZ-602C + CZ-21CD 定価 \ 495,800 
IJ Z , 
F PRO・PRO-HD 21 堂 カラー ティ スプ レイ |!2 回 | \31.600 |24 回 | *16,600 |36 回 | ¥11,400 |48 回 | \ 8,900 | 
ray @ CZ-652C (GY/BK) (⑪OZ-612G 十 GZ-21OD 上 バー…… E (1 Y 605,800 
い 定価 \298.000 | 12 回 | *38,300 | 24 回 | ¥20,100 |36 回 | *13,900 |48 回 | ¥10,800 
o @ CZ-662C(GY/BK ) ⑥CZ-652C 十 CZ-21CD……… ド ーーー 定価 \ 437,800 
定価 \408,000 !2 回 | *27,700 |24 回 | ¥14,600 |36 回 | \i0,i00 |48 回 | \ 7,800 
CZ-662C 士 CU-21CD… ド ーー ドー Ei Y 547,800 
12 回 | \ 3,500 | 24 回 | *18,400 |36 回 | *12,700 |48 回 | * 9,900 


CU-21CD 
定価 \139,800 


※ ク レジ ッ ト の 回 数 は 1 回 --60 回 、 ボ ー ナ ス 併用 な ど あ り ま す の で お 電話 で お 問合せ 下さ い 。 


田 本 体 セッ ト : 送 料 無 料 @/ 店 頭 デ モ 実 施 中 … 専 門 の 係員 が 詳細 に アド バイ ス 致 し ます 。 ぜ ひび ご 来店 下さ い 。 
※ 上 記 料 金 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 消費 税 が 付加 され ます の で 、 詳 し く は 、 電 話 で お 問合せ 下さ い 。 


※ 消 費 税 込み グ I 回 一 60 回 の ボー ナス 併用 も ご ざい ます 。 


豆 に て 、 ゲ ー ム ソフ ト 2596OFF (税別 )、 超 低 金利 ハッ ピー ー ク レジ ッ ト を ご 利用 くだ さい . 
ADD nl に よっ て は 、 し ば らく お 待ち 願う こと が あり ます の で ご 了承 下さ い 。 


ラス ト X68000ACE-HD 超 特価 セー ル / (A オク ト 面 白 BUUDG/ 


チャ ンス ノノ ※ セ ント で お ぉ 買上 ば げ の 方 に は アフ ター バー ナー (ゲー ム ) を プレ ゼン トノ 送料 無料 


推奨 セツ ト | の ②CZ-61!G+CZ-603D+MD-2HD+ ゲ ー ム PRA A 
ハー ト デ 
A ES > 818 TELFA, | X58000 専 用 ハー ド デ ィ スク 
| AS ⑧ CZ-611C+CZ-602D 十 MD-2HD ーー 。 |© X68000 専 用 ハー ド デ ィ スク 
20 ? POE 6 回 | ? 48 回 és TEL 下 さい | PIT-X640( 定 価 \158.000) 
絶対 / D_2HD エ ゲーム @ 40MB @ アク セス タイ ム 28ms 
i ⑥)CZ-611C 填 CZ-611D+M 特価 \ 99,800 
ルッ RARA > 超 特 価 ./TEL 下 さい 。 | @IT-X680( 定 価 198,000) 
BET @ 80MB @ アク セス タイ ム 20ms 


DD CZ-611C 寺 Cu-21ICD す MD-2HD + ゲー ム 


00IACETD 12? 2 回 ? jem ? 回 7 年 reel | 


※ 超 低 金 利 クレ ジッ ト ご 利用 下さ い 。1 回 一 60 回 払い 、 頭 金 ナ シ / ボ ー ナ ス 1 回 払い 、 ボ ー ナ ス 2 回 払い 0K./ i 


特価 \129,000 


CZ-6BE | IMB 増設 RAM ボ ー ド Y 38,000 | 大 特価 || CZ-6EB2 拡張 |/0O ボ ックス Y 88,000 | 大 特価 
CZ-6BE2 2MB 増 設 RAM ボ ー ド Y 79,000 | 大 特価 | CZ-8TMZ モデ ム ユ ニッ ト Y 49,800 | 大 特価 
CZ-6BG | GP-1B ボ ー ド Y 59,800 | 大 特価 | CZ-6BNI スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド | \ 29,800 | 大 特価 
0Z-6BPI プロ セッ サ ・ ボ ー ド Y 79,800 | 大 特価 || CZ-8NTI トラ ッ ク ボ ー ル Y 13,800 | 大 特価 | ナナ 
CZ-6BC | FAX ボー ド Y 79,800 | 大 特価 | CZ-6BUI ユニ バー サル |/0 ボ ー Y 39,800 | 大 特価 | < 
CZ-6BMI| MID ボ ー ド Y 26,800 | 大 特価 || AN-160SP アン プ 内 蔵 ス ピー カ Y 59.800 | 大 特価 / 
AN-8TV パソ コン チュ ー ナ ー Y 35,800 | 大 特価 | CZ-6PVI カラ ー ビ デ オプ リン タ Y 198,000 大 特価 | +* 
CZ-8NSI カラ ー イ メー ジス キャ ナ ¥ 188,000 | 大 特価 || CZ-6VTI-BK | カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト \ 69,800 | 大 特価 


熱転写 カラ ーー 漢字 プ リン ター 用 紙 プ レ ゼ ント 送料 無料 | _ パソ コン ラッ ク ER RA 
CZ-8PC4 \99,800 (DCZ-8PK7(24 ピ ン 80 桁 ) E 
RE 定価 \l22.000… 天 特価 ・-TEL 下 さい 。 PP 付 my 付 


サー マル ヘッ ド ②CZ-8PK8 (24 ピ ン !36 桁 ) 
@ 5 一 4 まで 定価 \152.000… 大 特価 ・TEL 下 さい 。 


@ ハガキ 可能 (SOCZ-8PK9 


5 段 キ ャ スタ ー 付 RRA 

キー ボー ド が 収納 で きる E どん な パソ コン に も 

| か ら 、 手 元 で マ 72 操 作 が フレ キン ブル に 対応 / 

ラク フク で きる em 
使い 易い デス ク で す | 


棚 板 5 段 の マル ナチ に 
活用 で きる ディ スク 。 


SJ NA 


@ カラ ー 対 応 定価 \89.800… 大 特価 ・TEL 下 さい 。 es 1 E 1245(H) x<614(w) | 4 
| オク ト 推 選 d④⑦CZ-8PC3(24 ド ッ ト 漢 字 カ ラー ) T x700 (D) | x 600 (D) ta 
大 特価 TEL 下 さい ,/ 定価 \65,800 … 大 特価 ・TEL 下 さい 。| * 16,000 * 412,000 低 


>H 
cosa 


< グラ フィ ッ ク > @ Z's STAFF PRO68K 


(シャ フト ) 定価 Y 58,000 ver2.0 L E _ ーー So A 
オォ クト 特価 40.500 | | STATIONERY PRO68K| サ : ポ | 新 発 売 ノ F 
< デー タベース > @ KAMIKAZE SANE OO sr Ao A en: Ad レ 
E > 

(サム シン ググ ッ ド )\ 定価 68 ,000 | DATA PR068K A. | ¥ 58,000 I s 
+2 4G, SOO | COMMUNICATION PRO68K | 通信 ソフ ト | ¥ 19,800 Y 
< グラ フィ ッ ク > 0 C-TRACE68 OS-9 X68000 ナオ ベレー ティ ング シス テム \ 29,800 | Z 
(キャ スト ) 定価 \ 68,000 MUSIC PRO68K 楽譜 ワー プロ Y 18,800 ト 
49mMmY 51,000 | soUNp PRoesk サウ ンド エ テ ィ イタ | ¥ 15,800 | Æ 
<C ER> @ C & Professional Pack NEW PRINT SHOP PRO68K ポッ プア ー ト ン ツール | Y 19,800 | Mo 
(マイ クロ ウェ アジ ャ パン 2 定価 \ 58,000 [> SOMPILER PRO68K| GO コ ン パ イラ Y 39,800 Q 
ォ ク ト 特 価 学 44.00O ra ウニ プロ | Y 38,000 Al] 
< グラ フィ ッ ク > @ サイ クロ ン A o ooo LG-68 | グラ フィ ッ ク ツ ー ル * 14,800 | | 用 
+>+15Y 58.000 E-68K スプ ライ ト エ ディ タ \ 19,800 ¥ 16,000 i 

DEA や ES s a), 17 x 6 
店 頭 ゲー ム ソ フ ト オ ー ル 2526off/ ビ ジネス ソフ ト 25% よ り 特価 中 Peer i A 
2 


文通 信販 売 お 申込 み の ご 案内 大 T144 東京 都 大 田 区 蒲田 4-6-7 TEL: 03-730-627! 


お 申込 み は お 電話 で お 願い し ます も お 客 様 の < 住所 > く 氏 名 > く 電 話 番号 > 及び く 商 品名 〉 を お 知ら せ 下 さい 。@ 入金 確認 後 た だ ち に TE を ご 送付 いた し まれ も 
オク ト ンク A 冨士 銀行 三菱 銀行 


AA 銀行 振込 HE り 申込 用 紙 を お 送 ! o 50 

e ora mr 
a A DREE ご 返送 下さ い 。 手 続き は 簡単 で FA ©No.1824 No.027869| 
い ご 記入 の 上 当社 まで お 送り 下さ い ale 株 式 会 社 億 人 (オク ト ) 


ptas ias ad す の で 、 ま ず は 、 お 電話 に て ご 確認 くだ さい 。※ 年 始 年 末 :12/31 一 1/3 ま で 。 1/4~1/7 は PM6 :00 ま で 営業 
※ 上 記 料 金 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 消 費 税 が 付加 され ます の で 、 詳 し く は 電話 で お 問合せ 下さ い 。 致し しおり ます .〆 
※ 銀 行 振込 、 ま た は 、 現 金 書留 で ご 注文 の 際 に は 、 あ ら か じ め 電 話 で ご 確認 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 


ン キ ヤ i 


営業 時 間 AM1T: 0-PM7 00 ) 水曜 定休 


セッ ト 超 特価 セッ ト 超 特価 
AX68000 AX68000 


PERSONAL WORKSTATION PERSONAL WORKSTATION 


PRO - PROHD EXPERT: EXPERT HD 

CZ-652C ¥298,000 CZ-602C ¥356,000 

CZ-602D  *Y99,800 CZ-602D  *99,800 
定価 合計 397,800 定価 合計 \455.800 


デン キヤ 特価 287,800 込 デン キヤ 特価 329,800 


CZ-662C ¥408,000 CZ-612C *X466,000 
CZ-602D  —*X99,800 CZ-612D ¥]1 19,800 
定価 合計 ¥507,800 定価 合計 ¥585,800 


(ANS HIERE) 


decida lcd o デン キヤ 特価 423,000 


ディ スプ レイ ブリ ンタ 周辺 機 突 ソフ ト 
CZ-603D  *X61,600 CZ-8BPC3 \¥51,400 CZ-8NJI \1.400 CZ-213MS ¥15,500 
CZ-602D 472.900 CZ-8PC4 77,250 CZ-8NJ2 ¥18,540 CZ-2283CS ¥15,300 
CZ-612D  \87.550 CZ-8PK8 \116.400 CZ-6BEIA Fe9,400 CZ-2195S ¥23,100 
CU-1CD \¥101,970 CZ-8PK9 70,100 CZ-6TV 72,000 CZ-PIILS 30,800 


HXÍAL 


p4 時 間 テ レ ホ ン サ ービス 下記 取引 銀行 口座 


| / go a h i 9 | 4 | 3 FTA Ta. 


WT +FP80258081 


る だ 800 の 季節 
ポー ナス ・ 


Micom Zone 


DE 7101 東京 都 千 代田 区 外 神田 4-4-1 23257-2650 


AXY6B8000 % を トー タル サ ホ ボー ト 


『 ZONE EF 


SHARP Authorized 


マイ クロ ウェ アシ ステ ムズ 設立 に 伴う 
O08S9-568K サ ポー ト の 移動 みお 知ら せ 


この 度 、 米 マイ クロ ウェ アシ ステ ムズ の 日 本 法人 で ある マイ 
クロ ウェ アシ ステ ムズ 設立 に 伴い 、 X68K 用 OS9 の サポ ー ト 業 
務 が 今 ま で の マイ クロ ウェ アジ ャ パン か ら マ イク ロウ ェ ア シ ス 
テム ズ に も と に 移り ます 。 そ の た め 、X68K 用 GH 〇 -DDg お 
よび 8 品 -IMS の 発売 が 延び る こと が 予想 され ます 。 宜しく 
ご 了承 下さ いま す よ うお 願い 申し 上 げ ま す 。 


SADM 0 台 の み / 


高速 熱転写 カラ ー プ リン タ 
CZ-8PC3 半 ビ ALL 


md 
PRO68K 
414,800 


注 : 電子 手帳 と の 接 
続 に は 別売 ケー ブル 
CE200L(\2.500) が 
必要 で す 。 


T・ 選 ONE 正 社員 ・ 長 期 ア ル バ イ ト 募 集中 / 


巡 お 問い 合わ せ は 総務 課 鈴 木 ま で (TEL 03-257-2630) 


下記 T・ZUNE 各 店 で も 扱っ て いま す 。 
宇都 宮 店 : 


尚 、 い すれ も 予め TEL に て 、 御 了 予約 ・ 送 料 確認 の 上 御 送金 下さ い 


の 提示 価格 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


営業 時 間 : AM10:30—PM7:00 さこ の 広告 


Z 0286(63)4949 川口 店 : 谷 048(68)7866 静 岡 店 : 人 054E(83)1331 $ GE 
大 E 店 : 23048(652)1831 東 ラ ジ 店 : A 03 (257)2694 パー ツ シ ョ ッ プ : A 03 (257)2655 


@ マイ コン 通販 利用 の 方 へ : 現金 書留 て 送 全 され る 際 は 、 住 所 、 氏 名 、TEL 番 号 、 希 望 商品 名 (詳し く ) を 明記 し て 下さ い 折込 を 御 希 望 の 方 は 下記 銀行 へ お 願い し ます 
(振込 口座 


お こ た ・ や きい も ・56K 


AY68000 シリ ー ズ 
EXPERT 定価 \ リ 356.800 
EXPERT HD 定価 \488.600 
PRO 定価 \298.600 
PROHD 定価 \※408.800 
各 シ リー ズ と 6 特価 販売 中 / 
T・Z0NE2F に て 。 


Prolo 

A NI- 70777 3 
ILUNL テレ セン トー「 
冬 の 「 エ キサ イ テ ィ ング ・ バ ザー ル 


Hiron’ JER ik IL e ARMITA 


日 時 : ]989 年 1 月 83 日 出 ・ ・84 日 日 

午前 ヨ 時 30 分 一 午後 5 時 o : 
場所 : 秋葉 原 「 DELLA っ 
住所 : 〒101 東京 都 千 代田 区 (OR o 


05-9 /68000 for 


AX68000 


[10859/68000 (SHARP) 29,800 
OC & PRO PACK«+>=>-3£58,000 
(]IMW-BASIC(71 207 1 7)»*X80,000 
BTree09 (ARK) ¥36,000 


MW-BASICĦOISAMĦAB-Tree/ ty 7—3 
で す 。 応 用例 と し て 住所 録 と 販売 管理 プログ ラム 
が 付属 。 全 ソー スコ ー ド 付 で す 。( こ の ソフ ト を 動 
か す た め に は MW-BA8I ビ が 必要 で す 。) 


LIUD-CACHE (ARK 16,000 
id 
OFBU (ARK) 38,000 


ハー ド ・ デ ィ ス ク バ ッ ク ア ッ プ ユー ティ リティ ー 
で す 。 巨大 ファ イル を 分 割 バ ッ ク ア ッ プ し た り 
日 付 管理 を 行なっ た バッ クア ッ プ も OK。 
L」VGED(FORKS) 28,000 
OS9/68000 で 唯一 オー トバ ッ フ ァ リ ング を サポ ー 
ト し た スク リー ン エ ディ タ で す 。 
DOS9-68K V2.0 テ クニ カル マニ ュ ア ル 
ちょ っ と 高い ん で す が 、 シ ステ ムコ ー ル の 説明 か 
ら パ イプ ライ ン 、 イ ベン ト 等 の 情報 が 得 ら れる 貴 
重 な 一 國 で す 。 > ¥18,500 


"Oh/ FM ナー 


日 本 ソフ トバ ンク 
DB -09(Fm-7.77, av, 11) ¥18,252 / 


OS 9 上 で 走る リレー ショ ナル デー タベース マネ 
ー ジ ャ ー で す 。 問い 合わ せ 形 式 で 取扱 い 簡単 。 
な ん と に よる 全 ソ ー ス 付 。 

IMAGE and TEXT"S Inc. 


Plot it / Fm- 16,500 


OS 9 上 で 走る プリ ント 基板 パタ ー ン 設計 用 CAD。 


な ん と VTerm 65 に も 対応 。 


日 頃 の ご 愛 願 に お 応え し て 一 部 商品 を 除き 


( 〇 8S9NewS、 定価 1 万 円 以下 の 商品 ) 
All 0%DFF で ご 提供 し ます 。 


店 : 谷 045(641)7741 


埼玉 銀行 秋葉 原 支店 当座 2705 株 亜土 電子 工業 ) 


安心 と 信頼 の 
誌上 シヨ ョ ッ ピ ング 


株 式 会 社 メデ ィ ア ショ ッ プ ハイ ラン ド 


ディ イア ショ ッ プ 


T239 神奈 川 県 横須賀 市 ハイ ラ 


お 衣 込 みな は 今 すぐ 
電話 かみ ハ ガチ で // 


ハガキ で の お 申込 み は 


申込 書 
@ 商品 名 (商品 番号 ) 
o 支払 回 数 

@ お 名 前 

@ 生年 月 日 

@ ~ 住 所 、 電 話 番号 
お 勤め 先 
ANA Bid 


電話 で の お 申込 み は 
お 申し 込み は フリ ー タ ダイ ヤル で (料金 無料 ) 


rgO0120-483290 


お 問合せ は 専用 ダイ ヤル で 


20468-483290 


>> 
+ 


AX 


w 
ーー 


の - の 6- の テ V 山 へ 
HH me 0 


年 中 無休 AM10 時 ~PM10 時 


EXPERT グラ フィ ックス 
ゃ CZ-612C (本 体 ) 
< ロン -B18D( デ ィ ス プレ イ テ レ ビ ) 
< ウン -BNS1( イ メー ジス キャ ナー)……… 188.000 
< ビン -6BN1( バ パラ レル ボー ド ) 
e CZ-8PC4(48 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ) 
s ム -400HP( ビ デオ デッキ ) 
。 99.8 e CZ-221HS (NEW Print SHOP) 
Ma EDR e ビン -g35G ら (グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ V.1)… 
あ CZ-6O3D( デ ィ ス プレ イ ) e ウン -236G ら (グラ フィック ライ ブラ リ V.2)… 8,800 
標準 価格 84,800 円 標準 価格 1.045.BDO 円 


SHARP 1XY68000 Pro 


@CZ-652C(FD タ イブ ) 
tiui 298,000 円 


SHARP AÁY68000ExXPERT 


0C7-602C(FD347) 
擬音 価格 356,000 円 
@CZ-612C(IID タ イプ ) 
itia 466,000 円 
0CZ-602D(5121V45vt) 
標準 価格 .99,800 


商品 番号 67 
初回 15.348 円 ・12.500 円 X47 回 | ボー ナス 50.000 円 X 昌 回 


初回 12.860 円 ・10.800 円 59 回 | ボー ナス 40.000 円 X10 回 


C EXPERT 加代 パン コン FAX  」 
eCZ-612C (414) 
eCZ-6503D (ディ スプ レイ ) 


ンー ト 39.6 


通信 販売 の お 申込 み 方 法 
ぁ 現 多 一 括 で お 申込 み の 方 


@ 商品 名 (商品 番号 ) 及 び 、 住 所 、 氏 名 、 電 話 番 号 、 ご覧 の : 
誌 名 を ご 記入 の 上 、 代 人 金 を 現金 書留 て お 送り 下さ い 。 
@ 振込 を ご 希望 の 方 は 必ず お 振込 前 に お 電話 又は お ハガキ て 


お 知ら せ 下さ い 。 
く 銀 行 振 込 > 協 和 銀 行 ・ 久 里 浜 支店 当座 No.2945 
〈 午 便 振替 > 横浜 9-42177 

を クレジット て お 申込 み の 方 

@ 電話 か ハ カ ガキ て で お 申込 み 下 さい 。 


クレ ジッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り 致し ます の で 、 こ 記 


の 上 、 当 社 へ お 送り 下さ い 。 


| EXPERT サウ ンド MIDI) 。 | 
eCZ-602C (本 体 ) 

eCZ-602D (ディ スプ レイ テレ ビ ) ーー .99.,800 円 
e AN-S100 (アン プ 内 蔵 ス ピー カー シス テム ) 3B.B0 ロ 円 
es グン -6BM1 (MIDI ボ ー ド ) 

e CM-32L (MIDI 音 源 モ ジュ ー ル ) 69.000 
e CZ-252MS (Musicstudio V1.1) 28.800 
e CZ-248MS (ソン グラ イブ ラリ ) 8.800 
e CZ-24IMS(MUSICPROS8K MIDI) 28.800 
ーー 標準 価格 B54.B0 ロ 円 
ボー ナス 20.000 円 X10 回 


ーー だ GO ST マ R SS 
e C Z-6520 (本体 ) 
eCZ-603D (ディ スプ レイ ) 
e BF-68PRO (CRT フ ィ ル ター) ーー………… 19.800 円 


@CZ-662C(HD タ イプ ) 
atiy 408,000 円 

eCZ-60 2 D(F111V45Vft) 
標準 価格 99,800 


e ビン -8P に KB(24 ピ ン 漢字 プリ ンタ ) 
*EW( 日 本 語 フ ワープ ロ ソ フト ーー…88.000 円 
標準 価格 592.600 

商品 番号 eel 

初回 9.264 円 ・ 7.200 円 X47 回 | ボー ナス 30.000 円 回 

初回 8.230 円 ・ 6.900 円 X59 回 | ボー ナス 20,000 円 X10 回 

ゃ ロン -BNS1( イ メー ジス キャ ナー)………… バ | 188.000 

eCZ-6BN1( バ パラレル ポ ボード) 

eCZ-?RIBS(DATA PRO68K) 


eBF-68PRO(CRT フ イィ ルター) ーー……… 18.800 円 

eCZ-8TM2( モ デム ユニ ッ ト ) 

e CZ-8PK8(24 ピ ン 漢 字 プ リン タ ) 15.00 ロ 円 

eC Z-6BC1I(FAXW— R) 79.800 円 

119,800 円 eCZ-223CS(Communication) 19.800 円 
標準 価格 872.000 


84,800 幅 商品 番号 819 


X68000 超 特価 セー ル Y 


初回 13.308 円 ・11.100 円 メ 47 回 | ボー ナス 40,000 円 メ XB 回 
初回 11.160 円 ・ 9.900 円 X589 回 | ボー ナス 30,000 円 X10 回 


e eCZ-??26BS(CARD PRO68K). 29.800 
A PECERA | 標準 価格 933.20009 
セッ ト の 組合 わせ ET eCZ-6620 (本 体 ) 408.000 円 商品 番号 229 一 括 払 価格 757.000 円 
etre id > ログ -B1D け (ディ スプ レイ テレ ビ ) 118.800 円 初回 13.324 円 ・11.900 円 X47 回 | ボー ナス 45.000 円 XB 回 
a 3 o 


eCZ-8PC4(48 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ) 


カラ ー ビ デ オプ リン タ カラ ー イメ ー ジ スキ ャ ナー 


sa © se 
e CZ-6PV1 RM CZ a (PAN EPAI ZAN: 
バン コン や ビデ オ 機 器 に 対応 A DE. MARCA ALS 
64 Bj MN (485 x 480 ド ッ ト ) で 再現 Y 像 入力 を 実現 最大 A4 サ イス の 


初回 12,930 円 ・10,400 円 X59 回 | ボー 


99.800 円 ナス 35,000 円 X10 回 


カラ ー イメ ー ジ ジェ ッ ト 
elO-735X 


は が きか ら OHP フ ィ ル ム 、 B4 横 サ 
イズ 対応 。 鮮 明 カ ラー プリ ンタ 。 バ 


WCZ-8PC4 
PICO FO ZA UE. 
美 文書 も アー トワ ー ク も 解 や か に 、 


TD. HEM A 束 格 を フレ カラ ー 7: zi A ッ フ ァ メ モリ ( 128KB) 搭載 。 
を 採用 。 ( te 美 し さ の 4 8 ドッ トカ ラー プリ ンタ el0-73CX_ 
標準 価格 198.000 円 標準 価格 188.000 円 標準 価格 99.800 円 o 標準 価格 "253.500 円 


ERA 2 ana 210.0008 ) ー 括 払 価格 210,000 
pm B.540mrB.B00mx35a 


na 9,620»:'5,3005x47u 


| 商品 番号 149| 一 括 払 価格 163,000 | 
na 8,7207a:7,700p*230 
na 5.BBPn.5.30Umx35a J (36a | 


商品 名 型 式 標準 価格 販売 価格 


商品 名 型式 


標準 価格 販売 価格 商品 名 型 式 RAMA 販売 価格 商品 名 型 式 RAMA 販売 価格 
I4 弄 カラー ディ スル ルイ CZ-603D 84800 71.900 カラ ーー ジュ ニッ ト OZ-6VTI 69800 59000 FAX ボー ド CZ-6BCI 79.800 67,300 DATA PRO68K CZ-20BS 58.000 49300 
RGB シ 2z ム チュ ー ナ ー CZ-6TU 390 29.300 2 ラル ルポ ー ド OZ-6BNI 29800 25.200 MIDI ボー ド CZ-BBMI 26800 23,200 CARD PROSAK CZ-886BSB 29.800 25400 
CRT フ ィ ル ター BF-68PRO 19.800 16.300 1MB 増 設 HAM CZ-6BEI 35.000 29,500 拡張 じ O ボ ックス CZ-6EB) 88000 74200 Sampling PRONK CZ-el5MS 17800 15300 
熱転写 カラ ー ブ リ ンタ CZ-8PC3 65800 54000 1MB 増 設 HAM CZ-6BEIA 38.000 32.100 "シス テム ラッ ク  Cz-BSDI 44800 37800 NEWPrntSHOP CZ-eelHS 19800 16400 
漢字 ブリ ンタ (80 桁 ) CZ-8PK9 89800 72.700 。ZMB 増 設 HAM CZ-BBE6 79800 67.300 "スピ ー カ ー シ ス テム AN-SI00 36600 30300 Communication CZ-8e3CS 19800 16.300 
漢字 プリ ンタ (80 杵 ) CZ-8PK7 122.000 98,400 4MBB 増 設 HAM OZ-BBE4 138,000 116,400 "カラ ーー ジ ボ ー ド II CZ-BBVe 39800 33500 C compiler  Cz-allLS 39800 34,500. 
PTY 9 (164) 〇 Z-BPKB 152,000 122.800 "ユニ バー サル IOK- ド CZ-6BUI 39800 33.600 立体 映像 セッ ト CZ-BBHI 29800 24600  Musicstudio VII CZ-25PMS 28800 24600 
ハー ドス 2(0MB) CZ-620H 178.000 143.700 "GP-IB ボ ー ド CZ-6BGI 59800 50.400 “イヌ yy トコ トロ - ラ OZ-8NJe 44800 20.100 "MUSIC(MIDD Oz-847MS 28800 24.600 
増設 用 HDD(40MB) CZ-64H 120.000 100.200 *MBMAS2RCX-k CZ-6BFI 49800 42000 "FM 音源 ポー ド  CZ-8BSI 23800 20.100 OS-9.X6800O CZz-el9SS 29800 25400. 
モデ テム ユ ニッ ト  CZ-8TM2 49800 42.100 数値 演算 ポー ド CZ-6BPI 79800 67,300 フロ ルー- デ (22= 引 OZ-503F 49800 39200 Stationery OZ-240BS 14800 13700 

全国 どこ で も 


今月 の 特選 お 買得 品 
smarr] YS8000 EXPERT 


0C7-602C 
IINR. JII | 
O 3AT D. RIGEÍLE | 


(限定 ) 


sHaRPAYEBODDO PRO 


@CZ-652C 
プロ スベ ペッ ク と 汎用 性 を 絶妙 に 


Oe ES ig アフ ター ケア OK 
全国 無料 配送 日 曜 配送 可能 
③ 支 払 回 Y | FEA に 応じ 360 回 


ボー ナス 併用 可 


④ 消 費 税 広告 は 人 て 消費 税込 み の 価格 で 表示 し て あり ます 


| こだわ り の X68000. iii 
ecz-602D e CZ-603D S FAX C も 4 Y OK FAX : 0468(48)3273 


14 や カラ うー ディ スフレ イ 


標準 価格 382.800 円 
ー 括 払 価格 304.000 円 


A E0 ーー、 (B) て の 他 広告 以外 の 商品 取扱 っ て お り ま す 。 お 気軽 に お 問合せ 下さ い 。 


a 
48g | 109.888» -9,200r2x47u0 


(この セッ ト に 限り 、 送 料 十 消 費 税込 ) 


| 
a 
o 
e 
ao 
a 
pe 
_— 
a 


CZ-602CBK( 本 体 ) 


CZ-602DBK( デ ィ ス プレ イ ) 


年 末年 始 超 特価 セッ ト Gale 


AX68000 EXPERT 


PERSONAL WORKSTATION 


<〈 シ ャ ー プ 見 体験 フェ ア 展 示 品 》 
ll | 本 体 キ ディ スプ レイ 


定価 合計 \455,800 


セッ ト 超 特価 \350,UUD 


MBILI 


アイ ヒット 電 子 本 式 傘 社 


こん な 商品 お 探し で は あり ませ ん か ? AIBIT な ら あ る か も 知れ ませ ん 。 
旧型 商品 在庫 処分 価格 は お 問い 合わ せ 下 さい 。 


〇 シャ ー プ ング BF12MCE158 プ CZ117SF プ CZ134SF プ CZ8BE1 プ CZ8BGR2 プ MZ8BD03 プ 
MZ1C14/MZ1C17/MZ1C25 /MZ1C28/ MZ1C33/MZ1C37/MZ1E08/MZ1E14/M 
Z1E29/MZ1E30//MZ 1M08/MZ1RO1/MZIR11/MZ1R14/MZIR16,//MZ1R24/MZ1T 
03/M Z1U03/MZ1X26/MZ1X30/MZ1Z003/MZ1Z005/MZ12015/MZ220 17/MZ2 
2023/MZ2Z025/MZ2Z025A / MZ22027/MZ22028/MZ2Z0 31 プ MZ2Z032 プ MZ4Z001 
/ MZ52013/MZ6P09/MZ6P13/MZ80DPK/ MZ80F05/MZ80F15/MZ80FIO/ MZ80F 
MD/MZB0MCA/MZ80T20A /MZ80T40A /MZ80T70A / MZ80170B/MZ80TUYMZ8 
0TUB//MZ8BC 03/MZ8BC04/MZ8BFC /MZ8BI04/MZ8BK/MZ8BT04/MZ8BTO5/ 
MZ8KP4C /MZ8KP41|/MZLOGO/ WDO5HS / WD580/ € 0 ft 

¡OM +35 / B273A040/8B273D010/B273D020/B273D040/ B273D050 /B273D051/B 
278A100/B278E010/ FM77-211,/FM77-411/FM77-412 / FM77-421 / EM77EM256/ FM7 
7EM64 / FM77FD302/ FP 1030/ HIMEJI BAISC /MB22020 /MB22021 /MB22204 /MB22 
407 /MB22410/MB2 2414A /MB22414B /MB22415A /MB22436 /MB22441/MB2250 


定価 \356,000 
定価 \ 99,800 


CZ-65pC+603 ロ セッ ト ( 超 特価 \300.000) も 販売 中 | 


1 プ M B22504/MB22505/MB22601/MB22602/MB26208/MB27150/MB 27407 /M 
827412/MB27413//MB27702/MB28021J/MB28122/ SM 07217J011/5M07317D023 
/SM07317M024 4 SM07317M143 SM074 17F224 / SM07418C819/ SM07418M054/ 


“ブリ ンタ コピ ー・ フ ァ クス " 
1 台 3 役 の スグ レモ ノ 


バリ ソン グル ンズ MZ-IVUI 


人 ハガキ も OK、NewMZ ブ リン タ 
漢字 カラ ー 熱 転写 プリ ンタ 


Me 


ia 
Ha 


= Etg Y 59,8000 


FM 438,640 (ケー ブル 付 ) 


(24X 24 ド ッ ト 漢字 ・7 色 カラ ー・ 漢 字 30 字 / 
秒 高速 印字 ・MZ1P17 と フレ コン パチ ・5KB 
の バッ ハメ モリ 付 > 

適応 パソ コン 一 MZ2000、2500、5500、6500 
シリ ー ズ 、X1 シリーズ 、 X68000 シ リー ズ 他 。 


@MZ25 セ ッ ト ( マ ジ f 行 テー A) i 
標準 価格 合計 Y 342,8002 \]68. 000 
@PC98 セ ッ ト (マネ な =) 
ema er 377,800 Æ 198,000 
@MZ-1V01 本 体 の み 


mem  ¥278,000> 120,000 


※ 上 記 セ ッ ト を ご 注文 の 際 は 3.5 か 5 イン チ の ご 指定 を し て くだ さい 


O > +—7MZ-1D27 
(アナ ログ / デ ジタル ) 
ドッ トピ ッ チ 0.31 

定価 \ 12,000> 

4511 Y 83,000 


MZ-ID27 対 応 パソ コン 機種 :MZ-2500・MZ-286 ト 
MZ-6500・MZ-2000/2200・MZ-700/1500・CX シ 
リー ズ ・PC シ リー ズ 

( 色 は グレ ー の み ) 


O シャ ー プ CZ-61ID-GY 
(15 型 アナ ログ TV/3 モ ー ド 
ー ト スキ ャ ン ) 
EM ¥ 145,0009} | 
特価 89,800 ( 


| CZ-6IID 対 応 パソ コン 機種 : ※X1 シ リー ズ /※ 
、 X1 turbo シ リー ズ /X1 yurboZ シ リー ズ /X68000 
シリ ー ズ /PC8801 シ リー ズ /PC-9801 シ リー ズ / 
PC-286 シ リー ズ 


※ は 接続 ケー ブル ANI506 が 必要 で す ) 


の 0426:45-3001-3 


FAX.0426-44-6002 


@ 営 業 時 間 /10:00~-19:00@ 電 話 受付 /20:00 迄 可 @ 定 休日 / 日 曜日 (祭日 営業 ) 


SHARP SUPER XEX SHOP 


アイ ビッ ト 電 子株 式 会 社 〒192 東京 都 八王子 市 北野 町 560-5 


@ 本 誌 発売 時 に は 、 上 記 価格 より さら に お 求め や すい 価格 に 変更 され て いる 場合 が あり ます 。 @ 上 記 商 品 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 全 て の 商品 に 対し 別途 3 の 


※ 代 金 は 商品 引換 着払 いで も OK で す 


SM07818M056/5M 07818 M224 グ SM07A17M342 
ONEC/PC6011/PC6601-01PC8044k / PC8801-07/PC8801SR-FD1 /PC8821-02/ 
PCKD902/PCPR405-01/NM9700/PC8023C /PCKD 301 


本 体 グ 新旧 在庫 機種 (新品 ) 


@ シャ ー プ /CZ-602C/CZ-612C/CZ-652C /CZ-662C 
/CZ-801C/CZ-802C/CZ-803C/CZ-804C /CZ-820C 
/CZ-822C/CZ-888C/MZ-2200/MZ-2861/MZ-3500 
/MZ-5511/MZ-6556 

O E +14/FM-NEW7/FM77AV/FM77AV1/FM77AV 2/ 
FM77AV20/FM77AV40/FM77D2/FM77L2/TOWNS1 
/TOWNS2 

@ $ Z /)-310051/J-310055 

@ NEC/PC9801CV21/PC9801E/PC9801LV21/ 
PC9801RA2/PC9801RX2/PC9801UV21/PC9801VX4/ 
PC9801XA2 


拡張 機器 他 
@ シ ャ ー プ CZ-8GR(X1.GRAM)… \ 32,000> Y 12,000 
@ シャ ー プ CZ.-8 EP(/O ポ ー ト …… ¥ 11,800 9,000 
O シャ ー プ CZ-8EB3(!/O ボ ポッ クス )…\ 33,800> Y 28,000 
O シャ ー プ CZ-8BK3:…(X1)…… ¥ 13,800 ¥ 11,700 
人 @ シ ャ ー プ CZ-8BK4…(X1)……… Y 6,800 ¥5,700 
@ シャープ CZ-8BGR2・(X1) …… Y 14,800>Y4,000 
O シャープ CZ-8BS1…(X1)…\ 23,8009 Y 19,500 
@ シ ャ ー プ CZ.-64H( デ ラン ) く 2 る 次 療 抽 > …\120.000 
シャープ CZ-8NJ2( コ ンー ロジ ご)\ 23 , 800 う 大 特価 
O シャープ CZ_8SS2 シ ステ ム ス タ ン ド … \ 5,500 \2.500 
@ シャ ー プ CZ_81T チ ルト スタ ンド ……… Y 8,500> ¥ 1,000 
@ シ ャ ー プ CZ_-8RL( と エタ デー )… \ 24,800 ¥16,000 
O シャ ー プ MZ-1U08( 127 9) -- 4 25,000> Y 12,000 
O 7+—7MZ-1U03( 15% 99) - ¥ 35,000> Y 15,000 
O シャ ー ブ MZ-1X22 モ デム ユニ ッ ト … \ 21.800 ラ 9 Y 13,000 
@ シャ ー プ MZ-1R12 RAM……… Y 35,000> Y8,000 
O シャープ MZ-1E29 (MZ): ee Y 17,800>Y9,800 
る シャ ー プ MZ-1E30 (へ ティ スク イン ター フェイ ュ ス 
CIA Y 30,000> ¥27,000 
O 7 +-—7MZ-1U09 -*:(2500)-""* *9,000> \7.200 
O +—7MZ-1M03"*:(5500): *69,000> Y 35,000 
O +—7MZ8BC04--(2000) -: ¥ 18,000> *8,000 
@ シ ャ ー プ MZ-8B104 …(2000)・\ 45,000> Y 18,000 
@ シ ャ ー プ MZ-IR11 …(5500)・\ 80,000> 40,000 
@ シ ャ ー プ MZ-1R24 … (2500) …\ 22,000\6,000 
@ シ ャ ー プ MZ-1R26A…(2500)・\ 13,000 ¥ 12,800 
@ シ ャ ー プ MZ-1R27A…(2500)・\ 13,000> Y 10,000 
@ シ ャ ー プ MZ-1R28A・(2500) ¥ 13,000> ¥ 10,000 
@ シ ャ ー プ MZ-1R29A・…(2500)・ RD NR 
O シャ ー プ MZ-1T02 … (2000) …\ 19,800> 48,500 
る シャ ー プ MZ-1T03 … (1500) --* 12,000> ¥8,500 
O シャープ MZ_-1X29…………… Y 13,800> Y 11,000 
O ZMR (AE) "+ ¥ 55,000> ¥ 19,000 
O シャ ー ブ MZ1R36(1R35 用 増設 IMB ボ ー ド )\45.000 う \15.000 
@ シャ ー プ MZ1E26( ジ イス コミ ュー) … ¥ 24,800> Y 13,000 


O シャ ー プ MZ-3500 キ ー ボ ー ド …… ¥ 10,000 
シャ ー プ MZ-5500 キ ー rl AD ¥ 10,000 
O シャ ー プ 2000/2200 キ ー ボ ー ド ーー ¥ 10,000 
@ シャ ー プ SS. da 800> Y 10,000 
O シャ ー ブ ]E35(ADPCM ボ ポー ド )………・ Y 49,800> Y 13,000 
O シャ ー プ 1E39(RE232C 2CH ボ ポー ド )…… ¥ 39,800> Y 13 000 
O シャ ー プ XX1、MZ 用 マウ ス ……………… 特価 \4.800 
人 @ シャ ー プ X] 用 ジョ イカ ー ド SENASA Y 1 ,500 
@ 富士 通 168g キ ー ボ ー ド ……… Y 25,000 ¥ 20,000 
プリ ンタ ター 


@ +-7CZ-8PK7(53_5-—)-* 122,000> 497,600 
O +-7CZ-8Pk8(23_5-—): Y 152 ,000 ラ 大 特価 
O シャ ー プ CZ-8PK9( 涯 >_)… Y 89,800> 471,800 
@ シ ャ ー プ CZ-81P(801 用 プロ ッ タ プリ ンタ )……… ¥ 1,000 


《 生 商品 新品 完全 保証 付 》 


園 シ ャ ー プ ポケ コン 全 商 品 販 


〇 日 立 グ MP1802A プ MP1806 ズ MP9710 ズ MP9740 

OIOF—9/EM6010/ PIO2025-8/P102025A /PIO2029/ PIO2030/ PIO2030ROMY/ 
PIO2032/P103022/ P103024 /PIO3025/P103030/ PIO3030ROMPIO3039?PIO3 
040PIO3050 ン PIO 9024C -2/ PIO98LT 

OITVYTH9050 


O シャ ー プ CZ_-8PC3…………… Y 65,800> Y 49,800 
O シャ ー プ CZ-8PC4( 黒 ・ グ レー)・\ 99, 800 大 特価 
@ シャー プ MZ-1P27………… Y 268,000 ¥214,400 
@ シャ ー プ MZ_-1P28…………| Y 148,000> Y 118,400 
@ シャ ー プ MZ-1P29 ………… Y 168,000> Y 134,400 
O シャ ー プ 6P-11( カ トシ ー ド トーリ)…・\ 95,000> Y 35,000 
O 富士 通 FMPR_351 ………… Y 250,000> Y 125,100 
久富 士 通 FMPR-353…………… Y 198,000>Y115,000 
人 @ 富士 通 MB-27413…………… Y 90,000> Y 25,000 


O E +15FMPR-201R1 に XROM) \ 23,000> Y 11,000 
OE +1ÉMB2740/(533) --- ¥ 79,800> ¥ 33,000 
O NEC-NM9700 (漢字 カラ ー) ・*\ 163,000>X65,000 


ディ スプ レー 

O 富士通 FMTV-211(200)…… Y 185,000 Y89,000 
人 @ 富士通 FMTV-152(200)…・\ 109,000> Y58,000 
@ NEC PC-KD854(400) ……… Y 89,800 ¥58,000 


O +—7MZ-1D10(400-43) Y 41.800③\25.000 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ンク 


@ シ ャ ー プ CZ-503F ……………… Y 49,800> Y 30,000 
@ シ ャ ー プ CZ-502F …………… Y 99,800>\60,000 
DT CZ-520F Y 118,000>*70,000 
@ シ ャ ー プ CZ-53F (rei Y 19,800> Y9,800 
@ シャ ー プ CZ-300F(CZ-3PCM 付 ) 07e ¥ 13,000 
@ シ ャ ー プ CZ-52F(F 増 設 ド ライ ブ 代 品 )………… \15,000 
@ シ ャ ー プ CZ-51F( タ ー ボ 増設 ドラ イブ 代 品 )…\ 15,000 
ソフ ト 

@ 春 望 ク リエ イ テ ィ ブ TII-(2500) Y 34,800> ¥ 29,000 
る @ ビ ジレ スー (2500) \ 48,000 ¥ 42,000 


人 で HU-CAI 日 本 語 ……… (2500) ¥ 45,000> ¥ 30,000 
@ ぷり ん と し ょ っ ぷ …… (2500)… \ 9,800 \5.000 
@FILE UTILITY UT-25F・(2500)… \ 6,800 \6.000 
@ バ パー ソナ ル CP/M6Z001(2500)……………… ¥ 14,200 
@V2BASIC6Z010 (2500) -- ¥ 10,000 ¥8,500 
@ FORTRAN (1P1213)--(2500)- ¥ 13,800 ¥ 11,700 
OC MZ2500 1P1214…(2500)・\ 13,800 ¥ 11,700 
OCOBOL 1P1215…… (2500): ¥ 13,800>Y 11,700 
ec CZ]16LF(X1) で ¥ 13,800>\11,700 
@COBOL CZ118LF -- (X1)----¥ 13,8009 ¥ 11,700 
ラン ゲー ジマ スタ ーCZ128SF… \ 9,800> ¥8,500 
@ シャ ー プ CZ-130F( る の ポ )…・\* 14,800> Y 12,500 
シャー プ CZ-133SF( ま と)・\ 25,000> \6,500 
@⑯ シ ャ ー プ X1・3 イ ンチ CP/M……\ 16,800> 5,00 

@ HUMAN68K CZ-244SS ……… Y 9,800> \8.500 
O > +—71P-1251(M2286158)-*- Y 88,000> ¥ 20,000 
O > +—71P-1252(M2286188)-- ¥ 55,000 ¥ 20,000 
O シャープ 1P-1253(MZ281 用 )…\ 77,000 ¥ 20,000 
O シャ ー プ 1]P-1254(MZ281 用 )…\ 66,000> ¥ 20,000 


X68000 関 係 ソ フト 
る @ マイクロソ フト ウェ アー ジャ パン 「C& プ ロフ ェ ッ ショ ナ 
WW タン moe Y 58,000>Y 49,800 
@ シ ャ ー プ OS-% の X68000 ……| ¥ 29,800 ¥ 25,300 
@ シ ャ ー プ CZ-211LS………… Y 39,800> Y 33,800 
シャー プ CZ.-6BE1 …… の ……… ¥ 35,000 ¥ 29,000 
る @ シャ ー プ CZ-6BE1A …………… Y 38,000> Y 32,000 
シャ ー プ NEW パ ー ソ ナル ワー クス テー ショ ン 
@PC/ATIVI SFPE 4A ¥ 998 , 000 
@AXTIRÍ My T MZ8302A Y 278,000 
OAXTIRD ny TMZ8BBOGA e rrrrrrrrrrnnos Y 458 , 000 


販売 中 。 カ タロ グ バ 特価 表 ご 請求 < だ さい (〒72)。 


(は すべ て 店 頭取 売 も 6 し て お り ま す 。 


の 消費 税金 が か か り ま す の で ご 了承 くだ さい 。 


パソ コン AV 専門 


@ お 近く の 方 は 、 お 立寄り 下さ い 。 O A g , 
専門 係員 が アド バイ ス いた し ます hast 
@ ビジ ネス ソフ ト 、 ゲ ー ム ソフ ト の こと 3 8 


年 末年 始 


大 放出 セー ル ーー アフ ター サー ビス 万 全 の サポ ー ト 体制 。 ー 


な ら お まかせ 下さ い !| @ セッ ト で お 買い 上 げ の 方 に 
セー ル 期 間 シャ ー プ 電子 手帳 PA-8500 を 
< ’89 12・16 ぅ > 115 \15,000 に て 特別 販売 致し ます 


NEW ラド 本"X68000EXPERT'.EXPERT HD セ 小 


D — J5 
X68000EXPERT HD セ ッ ト /0MBHDDAÑ nr 
@ CZ-512C a RE RICE NCAA 定価 \466. 000 
o NATI 定価 \119. 800 da 
e MD-2H 


クレ ジッ ト 例 : 12 回 A. Pa $39 000 、24 回 … 月 々 \20.400 
他 店 に は 負け ませ ん . グ 合計 定価 \585.800 


現金 大 特価 . グ 


X68000EXPERT セ ッ ト 2MB RAMA A 
CLG0IC scort ini E (MY 356,000 97 7 / 
CZ OZ A 定価 \119.800 


@MD-ZHD 20 枚 サー ビス 
クレ ジッ ト 例 :12 回 … 月 々 \31.500、24 回 … 月 々 \16.500 
OA ラ ンド で JH AE YY 合計 定価 \475.800 


現金 大 特価 . グ WW 
NEW X-1 タ ー7 (の 時 セット し し こし レル 


(セット BB セッ ト 


Su EH IDEAS 


a 
a, 


安 す ぎ て 


| ーー プリンター セット コー ナー 邊 XBBOOOU 用 ソフ トウ ェ ア ー・ コ ー ナ ー 
DCZ-6PU1( カ ラー ビデ オプ リン ター ) E (MY 198,000» 特価 \152,000 


生 SATRI, 
ABRIGO. 5887 で 、 RyR/ 585 


E 


1 


ETEV 


- TT ES ENVIA SE. 


X1 用 X68000 用 

@CZ-SBV2… 定 価 \ 39.800 特価 \ 31,000 ecz-6PU1A 定価 \ 38. 000» 特価 \ 30,000 
@CZ-8BR1… 定 価 \ 29.800 特価 \ 23,000  @cz-6BM1… 定 価 \ 26 800» 特価 \ 21,000 
OCZ-8DT2---EMY 44.800» 特価 \ 35,000 002-5851: E (EY 88.000» 4511 Y 69,800 
O CZ-8BS!1---EMY 23.800 TEL F èus @CZ-6VT] …: 定 価 \ 69.800 TEL 下さい 
⑥CZ-8TM2… 定 価 \ 49.800 特価 \ 38,000 0 CZ-8NS1 2 (1 Y 188.000» 特価 \149,000 
OCZ-8EB3---- E (MY 33.800 特価 \ 27,000  @ocz-6BC1…- 定 価 \ 79.800 特価 \ 63,000 


1( / rs 
| s INESS) -....... 3l 
の CZ-8PC3( カ ラー プリ ンタ ー) …… 定 価 \ 65.800 特価 \ 53,000 2100 BUSINESS) le か 
= の CZ-220BS(DATA) 00 定価 \ 58.000 特価 \\ 45,000 
3③CZ-8PK8( ド ッ ト プ リン ター ) ……… 定価 \152.000 特価 \ ぎ 115,000 3CZ-215MS (Sampling) --------... 定価 \ 17.800 特価 \ 13,800 
④CZ-8PK7 (ドッ ト プ リン ター)……… 定 価 \122.000p 特価 \ 93,000 Mili ’ 


4CZ-221HS (NEW Print Shop)… 定 価 \ 10.800 特価 \ 15.500 
CZ-227BS(TOP 財 務 会 計 ) …… 定 価 \200.000 特価 \158,000 
CZ-226BS (CARD) eee 定価 \229.800 特価 \ 23,000 
7)CZ-223CS (Communication) …・ 定 価 \ 19.800» 特価 \115,500 


5)PC-PR201TH( カ ラー プリ ンタ ー): 定 価 \145.000 特価 \103,000 


6PC-PR201G (ドッ ト プ リ ンタ ー) …・ 定 価 \158.000 特価 \ 99,000 


その 他 、 周 辺 機 器 ・ プ リン ター 
ソフ トウ ェ ア ー 
20% 25% OFF.// 


8CZ-213MS (MUSIC) …………… 定 価 \ 18.800 特価 \ 14,800 
3CZ-211LS(C compiler) ………: 定 価 \ 39,800» 特価 \ 31,000 
I0C-TRACE (キャ スト ) ……… ド …… 定価 \ 68.000» 特価 \ 52,000 
DEW (イース ト ) em 定価 \ 38,000» 特価 \ 29,000 


EO E E E e 
副 ハ ー ド ディ スク 画 特 価 品 も あり ます の で TEL 下さ い 。 


@ アイテック |TX-640…… パ ドド ーーー… 特価 学 1 1 7,000 @ シャ ー プ CZ.620 有 で いい mm SmY 1 18,000 
@ ア デイ チッ ク ITX-680 特価 半 1 49,000 6 シャ ー プ CZ-64 肝 «ocn 特価 半 95,000 
@ ロ ジテ ッ ク LHD-32V ee 特価 半 85,000 る アイ テム HXD-040 で の の sn 特価 半 88,000 
@ ロ ジテ ッ ク LHD-34VE …… HEY 90,000 ee アイ テム HXD-042 ………………… 特価 半 95,000 
@ ロ ジテ ッ ク LHD-34V el 特価 学 1 04,000 © CM SR llenos 特価 学 1 30,000 


@CZ-688CBK … 定 価 \169.800 
0 CZ-880DBK -- 定価 \109.800 
0CZ4STIB … 定 価 \ 5,800 
(チル トス タン ド ) 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 
合計 定価 \275.400 


人 価格 
特価 中 TEL 下 さい 


ゴメ ン な さい , ノ 


0 CZ688CBK… 定 価 \169.800 
CZ-830DBK … 定 価 \ 98,000 
CZ-6ST-1B … 定価 \ 5.800 
(チル トス タン ド ) 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 
合計 価格 \273.600 


合計 価格 
特価 中 TEL 下 さい 


NEW ****”X68000 PRO-PRO HD セッ ト 


ゲー ムン 


X68000PRO セ ッ ト 


フト 
5 ダー ム プ レ ゼ ント X68000PR0-HD セ ッ ト 


A A) 
今月 の 特価 品 各 一 台 限 ぼり その 他 、 い ろ い ろ あ り ま す の で TEL 下 さい . ン 


画 A 紙 品 ( 美 品 ・POP 品 ) 一 B 級 品 (キズ 少々 ) 画 C 級 品 ( キ ズ 有 り ) 


002-6626 ……… 定価 \408,000 
@ CZ-612D ……… 定価 \119.800 
@ MD-ZHD 20 枚 サー ビス 

クレ ジル 例 :12 回 … 月 々 \34.900、24 回 月 々 \18.300 


合計 定価 \417.800 — 合計 定価 \527.800 
現金 特価 ./ TEL 下 さい 。 現金 特価 ./ TEL 下 さい 。 


XI 周辺 機器 "お 買 徳 ワー プロ 


(①CZ-8DT2( デ ジタル テロ ッ パ ー) ⑤CZ-503F (ミニ フロ ッ ピ ー) ① 東 芝 JW-90B (ワー プロ ) 
定価 \498.000 … 特価 \ 2,500 定価 \ 49.800… 特 価 \ 29,800 定価 \148.000… 特 価 \ 68,000 
②CZ-81EBS( 拡 張 |/0 ボ ポックス)  ⑥WD-901 (カラ ー ワ ー プ ロ ) (エプソン LOQX( ワ ー プ ロ ) 
定価 \ 29.800 … 特価 \\ 2,000 定価 \298.000… 特 価 \ 85,000 定価 \198.000… 特価 \ 78,000 
⑬③CZ-8BE2 @VC-S500 (S-VHS ビ デオ ) ③OASYS FROM 11D( ワ ー プ ロ ) 
定価 \ 29.800… 特価 \ 19,800 定価 \1 45.000: 特価 \ 78,000 定価 \138.000… 特 価 \ 49,800 
(DOZ-53F (増設 ドラ イブ ) as IES  DoASYS 30LX( リ ワー ブロ) 
定価 \ 19.800 … 特価 \ 9,000 定価 \198.000 … 特価 \129,000 


通信 販売 の ご 案内 > 
2 | : 


4 1 DAR AR 
p OE es 


@CZ-052C ……… 定価 \Z98.000 
GOZH の 定価 \119.800 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 

クレ ジル 例 :12 回 … 月 々 \27.800、24 回 月 々 \14500 


ーー ワウ クー 
及び お 客 様 の 住所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 
を お 知ら せ 下 さい 

(振込 先 ) 第 一 勧業 銀行 渋谷 支店 

普通 No.1163457 MAI —35 YE 

謀 現 全書 劉 て 送金 され る お 客 様 は 電話 番号 と 商品 名 、 数 量 を 明記 し て 同封 し て 下さ 
い 。 議 ク レジ ッ ト て こ 購 入 を 希望 され る 方 は 申し 込み 用 紙 を お 送り 致し ます の で ご 記 
人 人 の 上 返送 し て 下さ い 。20 才 以上 の 方 は 、 原 則 と し て 保証 人 不要 で す 。 クレ ジッ ト は 
| 60 回 払 で 月 々 5.000 円 より ご 自由 に 設定 で きま す . 


A 級 品 B 級 品 C 級 品 

X68000 シ リー ズ  eCZ-612C  Y318,000 \305,000 Y298,000 

scCZ-602C 学 235,000 Y218,000 \205,000 

ecz-602D Y 68,000 \ 63,000 Y 60,000 

ecz-68m Y*18,5500 Y 17,000 Y 16,000 

*CZ-8NS1 Y128,000 

ecz-8NJ2— Y 16,500 
プリ ンタ ー e10-735 \172.000 Y168,000 Y159,000 

ecz-8rGa1 ¥ 91,000 Y 88,000 

*CZ-SPK7 Y 85,000 Y 82,000 

e CZ-8P4 Y 71,000 ぎ \ 67,000 
その 他 scZ-6EB2 ¥ 61,000 Y 59,000 Y 55,000 

中 古 パ ソコ ン ( 価 格 ・ 在 庫 は 変動 し ます 。 予 約 は 5 日 以内 と いた し ます 。) 

EA ANA AS AAA IA RAND AN IAS ADAN INSTA 
PO-9801RA2 -+.......... 285.000 ょ より CZ-652C ーー 学 198,.000 よ り 
PO-9801RA5 …………… 学 380.000 よ り CZ-612C 掌 298,.000 よ り 
PC-9801RX2 ・…・……… 掌 208,000 ょ より CZ-888C --0.............. 学 108,.000 よ り 
PBO-98U1 VX2 へ … ッ 学 1 95,000 よ り CZ-880C ーー 65,000 よ り 
邊 OL99UTWIM プ こい 学 148,000 ょ より CZ-500H …… ド ti Y 38.000 よ り 
PC-9801UV21 ¥1 38,000 よ り CZ-620H …… ド ドー Y 75,000 
PC-9801UV11………… \ ぎ 158,000 よ り PG-8801MA、H………| Y 79,000 よ ょ より 
PC-9801VF2 ………… バ | Y 85,000 よ り POG-8801FA、H……… Y 69,000 よ り 
PO-9801F2・……………… Y 68,0004!) PC-8801SR Y 55.000 よ り 
PO-GROLT11 で い ……… Y 88,.000 よ り FM77AVAO ーー Y 49,0004 
PO- SBOT VZ esri \ ぎ 148,000 よ り FM77AV20EX ……… Y 45,.000 ょ より 
PC-9801XL2 ・………… Y 275,000 り PO-KD854 …… ド ーーー… ド … バ Y 40.000 よ り 
PC:286V に ・ no 学 148.000 よ り POC-KD853……… ド ーー… Y 47,.000 よ り 
PO-286VE ++. oooooomosnes Y 1 58,0004 り 200 ラ イン OCRT-… vow Y 1 2.000 よ り 
PORBBL siii 学 138,000 よ り 400 ラ イン CRT…… ド ドド … Y 32.000 よ り 
PO-286LE ……………… Y 1 48.000 よ り 400 ラ イン TV 付 ……… Y 45,000 
OZ-6000 … ド の ………… Y 1 58,0004) 80 桁 プリ ンタ …… ド ドー… Y 25.000 よ り 
OZ-6110 ……………… \205,000 よ り 136 桁 プリ ンタ ………… Y 38,000 よ り 


@ 下 取 ・ 貢 取 は 電話 で 見 積 り し て お り ま す 。 責任 を 持っ て 下取り させ て 頂き ます 。 
@ ご 注文 、 お 問合せ は 毎日 午前 10 時 か ら 午 後 プ 時 まで 
@ 商 品 の お 届け は … 入 金 確認 後 、 即 日 発送 致し ます 


株 オー・ エ ー・ ラ ンド 


150 東 京都 渋谷 区 円 山 町 20-4 第 5 日 新 ビ ピル 1F 


分 (03) アプ 0- 8855 "70.7080 


関東 エリ ア の 送料 は 、1 個 に つき \1.000 で よ 


大 全 商 品 保証 塞 付 。 専 門 の アド バイ ザー が 、 お 客 様 の ニー ズ に 対応 し ます 。 
x HTAR > BA トラ ブル 等 に 迅速 に 対応 | し 、HH 交 換 き せ て いた だ きま す 。 


田 表 示 価 格 は 、 税 別表 示 で す 。 詳 し く は 、 お 電話 に て 、 お 問い 合せ 下さ い 。 掲 載 の 価格 は 、11 月 末 現 在 で すむ 


パラ サイ トウ エア 第 1 号 バラ サイ トウ エア 第 2 ETE IC ラ コピ ラー リピ 
6 xe ソフ ト 名 : CGAME 24 ーッ Bda 
徳島 県 板野 郡 土 成 町 
ソフ ト 名 音感 UNKAN E 


対照 機種 10/0103] 対照 機種 : X68000 系 列 TEL.(0886)95-2098 


金額 た っ た の 44 千 円 ds 金額 : 4 千 円 (内 税 ) 
1990 年 2 月 発売 予定 


内 容 : 
音感 購入 用 生 FD 1 枚 トラ ンプ ブ を 使っ た カー ド ゲ ー ム を 幾つ 知っ て 
$ デモ 用 電池 1 本 いま すす か? ば ば 抜き 、 ダ ウト 。 ペー ジワ ワシ 
ボー カー、 な ど な ど 。 
を つない で 歌え ば 、 CGAME24 は その 名 の 通り 2 4 の カー ド ゲ ー ム 
の 4 8 鍵 オ ル ガ ン 表示 を 集め た も の 、 親切 な 指導 モー ド 、 ひ と り で 
上 に り リアルタイム に 表示 され ます 。 さら に 音 ゲー ム す る 練習 モー ド を 備え を た カー ド ゲ ー ム ): 原本 を 壊し て し まっ た 。 
階 を BASICO MML 形 式 に 変換 出来 る お まけ つき 。 入門 講座 ソフ ト で す 。 も ちろ ん コン ピュ ー タ 対 ・ そ の まま 返却 下さ い 。 
BASIC か ら で も ED か ら で も 呼び 出し 出来 て と て も 戦 で 遊ぶ こと も 出来 ます 。 友 人 の 知ら な い 遊 び マイ 衝 ン を 禁じ し て し まき 
簡単 。 方 を 秘か に 学ん で 、 カ モ っ て や り ま し ょ う 。 ・ 返 却下 さい 。 購入 下さ る 必 
使い 方 は あな た し だ 家族 の 音痴 を 発見 す ・ 到 着 後 返 却 ま で が 短 か す ぎ 
e ギタ ー の チュ ー ニ ン サー ビス : ・ 事 前 連絡 が あれ ば 1 カ月 ま 
詳し く は OHX1 1 月 この CGAME24 は 「 音 感 」 7 
限り 千 円 引き サー ビス 致し 音感 S だ バラ サイ ト 応 募 者 の 方 へ : 
方 は 除く ) も ちろ ん 、 同 時 注文 な Sali ] 月 初旬 まで に 到着 すれ ば CGAME24 に バラ サ 
じ で す 。 また 、 過 去 に 「 音 感 」# j ト さ せ た い と 思い ます 。 お 早め に どう ぞ 。 ま 
まず 4 0 0 0 円 を 支払 っ て 頂き ます 。 郵便 っ た 方 は 、 後 清算 で も 構い ませ ん 。 た 次 次 回 の 予定 の よう に プロ グラ ム を 作ら な い 
局 に て 定額 コガ ワ セ を 買い 、 不透明 な 封書 に て 注文 時 に 代金 を 先払 い 頂 か な く て も よ 人 も デー タ 集 で 応募 下さ い 。 
「 音 感 希 望 」 を 明記 し 送っ て 下さ い 。 詳細 は や 
は り OHX11 月 号 の 広告 を 参照 下さ い 。 販売 開始 半月 の 反応 : 次 次 回 の 予定 
ペラ サイ ト ソ フト 2 0 人 で の 統計 で は 、「 音 感 民間 療法 : ケガ の 時 、 病 気 の 時 、 民 間 療 法 を 
ASHGDISK 100 圧 縮 型 ラム ディ スク ドラ 、 入 頂 いた 方 の 9 割 に 好評 を 頂い 集め て み ま し た 。FD に 入っ て いる か ら 検 索 に 
BATTING 300 キー ボー ド だ け で する 野球 ラサ イト ウェ エア 商品 に つい て 、 7 か と 便利 。 も ちろ ん 危険 な 病状 の 時 は 「 医 者 に 行け 」 
GURINA 200 陣取り ゲー ム の 一 種 と の 御 要 望 が あ ! フ と 指示 し て くれ ます 。 
MATUNO 無料 パラ サイ ト 応 募 キ ッ ト 応募 きれ る 皆さん は な る べく デモ を 御 
MENUO 200 メニ ュー 作成 ソフ ト の ソー ス 意 下 六法 全書 : 法律 は あな た の 生活 に 一 番 身 近 な 
MKP 300 音声 時 計 そ の 他 、 全 ソー ス 付 も の の 利 で す 。 文章 な ど に 法律 を 織り 込め ば 格 
MR_MAND 500 不思議 な 絵 が 見 れる 。 : 料金 を 切手 で 支 好い いで すわ ね 。 し か し 、 市販 の 六法 全書 で は ど 
MURAUTY 100 1 4 本 の ユー ティ リティ ・ 人 代金 | : お 願 | こ に 何 が 書い て ある か 捜す の が 面倒 だ し 、 難 し 
PENTA 300 倉庫 番 的 パズル ゲー ム ) : 手数 料 C な い ぃ 漢字 ば か り で ワー プロ に 打ち 込む の は 大 変 で 
TGRFDRV 700 テキ スト グラ フィ ッ ク ド ライ バ ・ 少 量販 売 で す の で ど 2 - し た 。HD ユ ー ザ の 方 は 空き が ある な ら 入 れ て 
TRON 300 2 人 遊び 専用 反射 神経 ゲー ム も 必要 で お いて 損 は あり ませ ん ね 。 
音感 .S 3000 音感 の ソー ス フ ァ イル 


Ka ok y 
>< BE di y) 


AOS 
要 は あり ませ ん 。 
Do 


で 認め ます 。 


以上 の クリ ッ プ アー ト が 自由 自在 。 


WETPAINTGS e 


クリ スマ スカ ー ド や 企画 書 、 ロ ゴ 作 り ま で 
個性 を 引き 立て る コミ ュ ニ ケー ショ ン ツ ー ル ./ A 
と Y 
e y 
E PC-9800 版 の 花子 や べ ベタ ファ イル の LT グ の NN 
デー タ が 読み 込み 可能 $ 
1 主要 な ワー プロ ソフ ト 、CG ソ フト に 対応 TAR 
ポト > 
各 編 \15.000 Y: 
S E 1 , 7 4 


VAM ALMIN AMPARADA Aa AM Na 


Vol.1 アメ リカ ン ・ ク ラシック 編 シン ボル ・ カ ザ リ ケ イ ・etc wave 

o) | cas al Train 108 東京 都 千代 田 区 狗 町 5-5-5 JICC 
Vol.2 フォ ー・ パ ブリ ッ シ ン グ 編 ビジ ネス スポ ー ツ ・etc PCI phone (03)239-0183 fax(03)264-6878 
Vol.3 アニ マル ・ キ ング ダム 編 so ア ohk ア etc 直っ テーブ トレ イン コー ジー ラポート 983-1ue8 


WALIN) EN MERCI) (CITAN RED WASAL! MAULI) EDD MARLI! EIC ROE MAKII! IES EE MEULI! MEELI) MELLI] 


町 
wc の NN の グ ベ ング 


2 
リ 
Í 
ト 
特 
典 


$$ 


| 
上 


人 の 全 商 品 完全 保証 書付 (メー カー 保証 ) 

@ 全 国 無料 配達 (部 離島 の 方 は 有料 に な り ま す ) 

氏 配 達 日 の 指定 OK( 日 曜 ・ 祭 日 に か か わら ず お 客 様 の ご 都合 
に あわ せ て 配達 し ます ) | | 

る どん な 商品 の 組合 せ も 自由 自在 ( 二 予 算 、 有 用途 に 応じ 自由 
自在 に シス テム アッ プ で きま す ) 

る 中 古 バ パン ソコ ン 高 額 下 取り ( 今 お 使い の パソ ンコ ン を わずか な 
差額 で グレ ー ド アッ ンプ ) 

O お 支払 い 方 法 自 由 ( 低 金利 の 均等 払い 、 ボ ー ナ ス 一 括 払 い 
も ご 利用 くだ さい ) 


営業 時 間 (年 中 無休 ) 
IE 。 AMIUiUU 一 PM/:UU( 日 曜 ・ 祭 日 は PM6 :00 ま で ) 


当社 は XBBUUU の 販売 認定 店 で す 。 


ご ん な こと で も 安心 し て ご 相談 くだ さい 。 


AX68000 Pro 


⑯CZ-652C( 本 体 ・ キ ー ボ ー ド ・ マ ウス ) …… Y 298,000 
@CZ-603D( カ ラー 専用 ディ スプ レイ )………・ い いい \ 84,800 
電 じ CZ-8N32( ア ナ ロ グ ジョ イス テッ ク 0 て \ 23,800 
⑱@ ゲー ムン ソラ フト こじ に に に に に に に に に に いい \ サー ビス 
国定 価 合計 PPPPPPPY で すす すす と で で すす すす サド で すす すす す すす と すす すす すす Y 406,600 
クリ エイ ト 特 価 


均等 払い |\ 5.480x36 回 |\ 3.970x48 回 | \ 3,460 x 6018 
\30.000x6 回 | \25.000x 8 回 | 420,000 x 10m 


AY6B8000 EXPERT Er 


@ CZ-612C( 本 体 ・ キ ー ボ ー ド ・ マ ウス 40M ハ ー ド ディ スク ) … ¥ 466,000 


@ CZ-612D( カ ラー ディ スプ レイ テレ ビ ) renrorrrnnnnnos Y 119,800 
@ CZ-240BBS( ス テー ショ ナリ プロ ) …… バ ドド ーー \ 14.800 
@PA-7500( 電 子 シス テム 手帳 )……… バ ドー Y 22.000 
O CE-200L (BF FIRER) ¥ 2,500 
BEME AAA T A T E ENES T ¥ 625,000 
クリ エイ ト 特 価 


均等 払い | \ 7.500x36 回 | Y 4.985 x48 回 | Y 4,720x 60m 
\45.000x 6 回 | \40.000x 8 回 | ¥ 30,000 x 10m 


※ 本 広告 に 掲載 の 全 商 品 の 価格 に つい て 消費 税 
は 含ま れ て お り ま せん 。 


de 


AX68000 Pro == 


O CZ-662C( 本 体 ・ キ ー ポ ボー ド マウ ス *40M ハ ー ド ディ スク )… 408,000 


⑧CZ-603D( カ ラー 専用 ディ スプ ブレイ) ーー…… \ 84,800 
る @ CZ-8PK1(15 イ ンチ 漢字 プリ ンタ ) (ーー ドド ドド Y 97,800 
る ⑧@ プラ ンク ティ スケ ッ ト 、 有 用紙 で で で すす で で すす すす すす で すす で \ サ ービス 
園 定 価 合計 で です で で で すす で です すす で で すす すす で で で で す で す すす で で すす すす ¥ 590,600 
クリ エイ ト 特価 


均等 払い |\ 6.660x36 回 | \ 4.700x48 回 | Y 3.930x60 回 
Y 35,000x 6 回 | \30.000x 8 回 | \25.000 x 1018 


セッ ト で お 買上 げ の お 客 様 に お 好 寺 な 
ゲー ム ソ フ ト と テレ ホ ポン カー ド を 差し 上 
FES 


AYG8O0OO0OO0ExPERT 


@ CZ-602C( 本 体 ・ キ ー ボ ー ド マウス) \ 356,000 
供 CZ-502D( カ ラー ディ スプ レイ テレ ビ )…ー ド ドド 学 99,800 
DT =EITRITAITA TIA \ サ ービス 
国定 価 合計 すす で ササ で で で ササ で で ドサ で すす す で す すす で で すす で で サミ で で すす で で Y 455,800 
クリ エイ ト 特 価 


均等 払い | \ 5.840 x36 回 | Y 4.440 x48 回 | Y 3,980 x60 回 
Y 25,000x 6 回 | 420,000x 8 回 | \15.000 x10 回 


文 この 表 以 外 の 組合 せ 、 お 支 
払い 方 法 も ご 自由 に で きま す 


太 X1 シ リー ズ 用 、X68000 シ リ IMBMERRAME E | 79870 | Sampling PRO-68K | AD PoM サ シフ リン ク ェ デ ウー | A 178% 
ー ズ 用 各社 ハー ド デ ィ スク / プ 4MB 疫 AN ん ボー ド | WI38 gho | Wusestudo prosek Vi | MDI マ ル テ レコ ー デ ンク ソフ ト | Ago 
| | cz-6NM3 | マウ スト ラッ クボ ポール [900 || NEw Print Shop PRO-68K| ボップ ァ ー ト ツー ル AUN 

LIA MALE OA Communication PRO-68K | BARRE Ano] 
に て 販売 し て お り ます Lan | ¥ A800 | os- Xe800 | チタ 2 クー デン クム | y 800 
電話 に て お 問合せ くだ さい 。 PRO-68K サイ バー ンー! JOTA 
czem | wor  — [Yaw eros ar EEN 


SE E 
Cozens | rraza [a 
ドッ トピ ッ チ 0.31mn14 型 高 解像度 
パソ コン チュ ー ナ 


パソ コン 専門 ショ ッ プ 


| W 38.009 || SOUND PRO-68K 


DATA PRO-68K コマ ンド 型 リ レー ショ ナル デー タベース | \ 58,000 | 
CARD PRO-68K 
ME 84.800\ | Ccompiler PRO-68K 


人 ム 上 記 以 外 ビ ジネス ソフ ト 、 最 新 ゲ ー ム ソフ ト 豊 富 に 在庫 あり ます 。※ 送 料 は ご 注文 の 際 お 問合せ くだ さい 。 @ 超 特価 販売 中 ./ 


総合 お 問合せ 先 人 03-486-6541 人 


pu S `~ e EC “ES 
XBBUUU シ リー ズ 用 周辺 機 費 * ソ フト お 買い 得 セ ー ル 

CZ-NS1 | カラ ーー ジス キャ ナ | \Yies00O/| music PRO-58K 

IMB 増 設 RAM ボ ー ド 


マウ ス を 使っ た 楽 語 ワ ー ブ ロ \Y ns800/ 
| サウ ンド エディ イタ |\ せ 15809| 


カー ド 型 リレー ショ ナル デー タベース 
ソフ ト 開 発 セ ッ ト 
開発 ツー ルセット 


TCE 
TÆN 


ソフ テー ブリ エー イー Ra MA 


渋谷 店 全 〇 づ ③- イ ご 6-6 ら 人 4 イ 41《) 
oñrE2045-314-A 7 TRIO ao ase mame 310892 


和 〒150: 東 京都 渋谷 区 渋谷 1-12-7 三 和 渋谷 ビル 
振込 銀行 : 三 井 銀 行 渋谷 宮 益 坂 支店 信 No.5000340 


AY68000 $F 


多 機能 デジ タル サウ ンド ツー ル 


初心 者 か ら マ ニア まで 、1 番 幅広 く 使わ れん れ て いる の が バッ チ 新 時 代 の 録音 ・ 編 集 ・ 再 生 シ ステ ム 登 場 ! @ ワ ンタ ッ チ 再生 や ブロ グラ ム 再 生 な ど 多 彩 な 再生 機能 
プ ウ ログ ラム で は な いで し ょ うか 。、 そ ん を プロ グラ ム に ご 言語 XB800U 専 用 に 開発 ・ 設 計 し その ハイ スペ ッ ク を 、@X68000 が 自在 に し ゃ べ る 、 ス ピー チ 機 能 
な み の 制 御 コ マン ド を 持 だ せま し だ 。 継承 し 、 持 つ 機 能 を 最大 限 に 活用 し た 、 新 し い 時 き 新 時 代 の メー ル 、 ボ イス メー ル シ ス テム 


@ デ ー タ は 自作 プロ グラ ム に その まま 利用 可能 


実行 する プロ グラ ム を 選び 必要 な を な パラメータ を 与え な が ら | 代 の 幕開け に ふさ わし い デ ィ ス ピー の 誕生 で す te siehe; 
@ ハ イス ピー ド な デー タ 処 理 と グラ フ 表 示 


流れ に 従っ て 組 上 げ る 。 こん な 手軽 さき で プロ グラ ム が 作れ | EN EAN NS AGE 
る な ら 初 心 者 に も 、 を な に か 作れ ます ね 。 @ す べ て の サウ ンド を そっ くり ワ デ ジタル 録音 a Kpm ea. E AA 
E デ ーー 習 録 音 ーション か ミュ ー バ つた 2 ーー ーー- 

音楽 を スタ ー ト レ し 、 絵 を 表示 、 次 に ナレ ーション を 語る 。 | TA- APORTO x68000 が 再生 で きる すべ て の デー タ の 編集 が 可能 
これ で も 1 つの プロ グラ ム で す 。 バッ チ 処 理 な ら 3 行 で す 。 | 2 に いた る まで あら ゆる ニー スズ に 対応 A 
F ATATU, Or ineERAEIE ORI | と 波形 纏 集 で ブ プロフェッショナル な サウ ンド クリ エイ ト 。 COMME ELA SAAB 

ーー 波形 を 確認 し な が ら 簡 単 な マ ウス 近作 で オリ ジ ナル サウ ンド 様 で す 。 お 気軽 に お 問合せ くだ さい 。 
こ 、1 つ 加え る だ け で 同じ 処理 を し ます 。 lp S に と か 
に だ に 、1 つ 加え る だ け で 同じ ヒ 処 Fae * 改 良 の た め 、 内 容 の 一 部 を 予告 な く 変更 する こと が あり ます 。 
各 パ ラメ ー タ は 渡し や すい 様 に 、 文 字 列 に 関す る 処理 は 内 A P E 
部 コマ ンド で サポ ボー r a wren i SHE 前 o 住所 ・ 
e PEA LTD 0 、 A E E ふり が か な を 明記 し 7.800 円 を 、 現 金 書 留 ・ 郵 便 振替 ・ 銀 行 振込 
If, While, Do, For, Switch な どの コマ ンド を 1 つ 1 つ e eDreams + AE A E ES 
覚え な が ら 処 理 を 拡張 し て いけ ば 立派 な プロ グラ ム に 成長 | A he 郵便 振替 RR 8-404042 サザ ン エン ター プラ イズ 
し ます 。 銀行 振込 三 和 銀 行 在原 支店 当座 308061 


For 文 が どの よう に 動作 する か 、1 ステ ッ プ フ 毎 の トレ ー ス ar eae $ E サザ ン T? Y プラ イズ 
機能 で 確認 で き 、 初 心 者 に も その 動作 が 良く 分 か り 、 誰 に | ME 5 > e 


で も プロ グラ ミン グ が 楽し め る よう に 考慮 し て あり ます 。 (* 写 真 は 1M 増 設 時 で す ) TILL 東京 都 品川 区 戸越 5-18-17 TEL・FAX03-787-393g 
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と mp mp mb mo my md mp do me mudo do md a ay my co) ep a a 
す せな や で で で で で で で で で で で で で で や で で で で で 


PIE RR 


A@@ESS 


AX / エミ ュ レ ー タ 


人 | エミ ュ レ ー タ は X680U0U 上 で X] シ リー ズ の アプ リケーション を 実行 す 
る た め の ソ フト エミ ュ レ ー タ で す 。X1 の アプ リケーション を 完全 に ソフ ト 
ウェ ア の み で エミ ュ レ ー ト し て いる た め 、X]1 上 で の 実行 速度 と 比較 し て 、 
平均 3 一 5 倍 程度 お そく な り ま す が 、X680U0U の マシ ン 上 に 実現 し た 仮想 X1 
マシ ン を 楽し め ま す 。 ま た 、X1 と X68000 の 相互 問 で ファ イル を 転送 する 
た め の ユ ー テ ィ リ ティ と 専用 ケー ブル が 付属 し ます の で 、X1 上 で 作り 上 げ 
た ソフ ト の 資産 を X68UOU 上 に 移行 する こと も 簡単 に で きま す 。 


; Y IZIL—SODÉE 

e | エミ ュ レ ー タ は X] に 相当 する 機能 を エミ ュ レ ー ト 。 
この 仮想 コン ピュ ー タ に は 最大 4 つの ドラ イブ が 仮想 的 に 接続 。 

@ 人 | エエ ミュ レ ー タ か ら み た ドラ イブ は Human6BkK の ドラ イブ 上 に ある 
ファ イル で 仮想 的 に 実現 。 こ の ファ イル は X] 用 の 5' PD ディ スク の イ 
メー ジ を ファ イル 転送 ユー ティ リティ で まる ご と 転送 し た も の 。 


X 174 27 4 X68000 Human68k(5 2D デ ィ ス クイ メー ジフ ァイル ) 
e | エミ ニュ レー タ で は Human68k 上 の ディ スク イメ ー ジ ファ イル を 仮 
想 ド ライ ブ こ と し て 使用 。 


ファ イル 転送 
X1 BASIC : CP/Mésm x68000 Human68k 


e X1 で 作っ た ブ プログ ラム & デ ー タ を X658000 上 で 使用 。 
※ 付 属 の 専用 ケー ブル を X1 と X58000 に 接続 し て ファ イル を 転送 し ます 。 


< ペグ エミ ュ レ ー タ QA 


Q. ファ イル 転送 の た め に 別途 HG-639 〇 ケー ブル を 買わ な いと いけ な い 
の で すか " 
A. 専用 の ケー ブル が 付属 し ます の で その 必要 は あり ませ ん 。 
Q. XIBASI び の プロ グラ ム を X6800U 上 の X-BASIC で 使え ます か の 
A. 通常 の セー ブ で は コー ド が 違う の で 使用 で きま せん が 、 ア スキ ー セ ー 
プレ し た ファ イル で あれ ば X-BASID 上 で その まま ロー ド 可 能 で す 。 
Q. TurDOBASIC で 作成 し た 住所 録 な どの 漢字 を 含ん だ デー タ が ある 
の で す が X6800U 上 に ファ イル 転送 で きま すか や 
A. XITUrDO も X68000 も 漢字 は シフ ト JI ら コー ド な の で ファ イル の 
転送 は 可能 で す 。 た だ し 、 漢 字 HOM を 必要 と する も の は サポ ー ト し 


好評 発 
定価 \9,800 


e X| エ ミュ レー タ で 仮想 的 に 実現 し た X1 は 仮想 ドラ イブ か ら 起 動 。 
この た め 仮 想 ド ライ ブ 用 ファ イル に は 、X1 を 立ち 上 げ る た め に 必要 な 
HuBASIC や CP/M な どの シス テム プロ グラ ム が 必要 。 

eX| エ ミニ ュ レ ー タ で は 、X]1 の 持つ VHAM を 含む お メモリ イ メー ジ や 
〆B0 じ PU を 仮想 的 に ソフ トウェア て 実現 。 


0 Lol? PAD 3293。 for WONG 
or COT ALES O LATES er 3.08 


Q. TUurDO 用 の ソフ ト は 動き ます か や 
A. X| 用 の み で TUrDO 専 用 の ソフ ト は 動き ませ ん 。 
O. ゲー ム は 動き ます か 
A. 純粋 に BAGI び で か か れ た も の は 動き ます が 、 プ ロ テ ク ト が か か っ た も 
の や 直接 ハー ド を アク セス する よう か 市 販 の ゲー ム は 動き ませ ん 。 
* タ イミ ング 等 ハー ドウ ェ ア に 依存 する よう な ソフ ト は 、 原 理 上 実行 で き な い 、 も し く は 


正常 に 動作 し な い 場 合 が か あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 
*ー 部 サポ ー ト し て いな い 機 能 が あり ます 。 


|[X1 エ ミュ レー タ 通 信販 売 | 購入 希望 と し て 住所 、 氏 名 、 電 話 番号 を お 知 


て いま せん 。 ら せ く だ さい 。 注 文書 を お 送り 致し ます 。 
発売 中 X58000 用 CONCERTO-X68K MS-DOS エ ミュ レー タ 定価 \gg.B00 


アク セス で は これ ら の 製品 の 発売 に あたり 代理 店 を 
募集 し て お り ます 。 詳し く は お 問い 合せ くだ さい 。 


し 
< 


* こ の 商品 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 
* MS-DOS は マイ クロ ソフ ト 社 , CP/M は デジ タル リサ ー チ 社 の 商標 で す 
文中 の ソフ トウ ェ ア は 各社 の 商標 で す , 
* 製 品 の 仕様 、 名 称 は 予告 な く (変更 する 場合 も ご ざい ます の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


限 TIO 東京 都 生 代田 区 神田 神保 町 1-64 
j9 A FP1RETEAADEJUIF 
社 会 03(233) 02004 FAX.03(291) 7019 
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ST, REMITTERA JRP 
HOT LINE の ホテ ル 情 報 で 、 撮 影 地 
の 宿 の あたり を つけ て お こう 。 全国 各 
地 の 有 名 ホテ ル が 一 覧 で きる か ら 、 便 
利 ご の 上 な し 。 現地 で 時 間 が あま っ た 
時 の た め に 、 当 日 行わ れ そ うな 地元 の 
祭り も 調べ て お ける 。 ラ うー ん 、 ゆ と り だ 


さて 、 仕 事 の 時 間 が 終わ っ た ら 、 趣 味 
の 世界 へ 没頭 し よう 。 SIGl. J&P 
HOT LINE の 中 の も う ひ と つの ネ 
ットワーク 。 テー マヤ を 絞っ た 議論 に つい 

つい 夢中 。 仕事 で 使う 車 に つい て モー 
ター ネッ ト で ひこ と くさ り 弁 舌 を ぶっ て 

し まっ た 。 ああ 4WD が 欲し い 。 


Py 2 


NT スー HOT TUMWC 
SSA R 


nr 


| EFUN EEN 


¡0 00.000000000000000000000009 


きら ee@e@eeeee@。 


pe 6/0 OLT ( (povit, 


つ 1 ら に 書き こみ を し て いた ら 、 た また 
ま 同 時 に アマ チュ アカ メラ マン の らら く < 
ん が アク セス し て と いた 。 ちょ うど し いい や 
と 彼 を ざさ そっ て OLT( オ ン ラ イン ・ ト ー 
ク ) へ 入り こ お む 。 日 本 中 の 人 た ち て と 同 
時 に 複数 で お し ゃ べり し あえ る OLT 
は 、 な ん と いっ て も 、 パ ソコ ン 通 信 の ダ 
ATSC 


くつ か は 、 ク ライ アン ト に 気に入っ て も 
ら え そう だ 。 さっ そこ く 、 試 し に 撮っ た ポラ 
ロイ ド を パソ コン の デー タタ に 変換 し 、 得 
意 先 の CUG 内 へ X-MODEM で 送 
信 す る 。 画像 デー タ も お くれ る な ん て 、 
な ん て 便利 な ネッ ト な ん だ ろ 。 


-Di 
撮影 は 順調 に 進ん だ 。 今日 の 写真 の い 
e 
ə 
3 
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e 
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J&P HOT LIINE は 全国 90 カ 所 の アク セス ポイ ント 。 


c 万 人 の 仲間 が 、 あ な た の 仲間 ほな ら て くれ ます 


ご 入会 は スタ ー タ キッ ト で 


スタ ー タ キッ ト 申 和書 


買っ た その 日 か ら ア クセ ス で きま す 和 
MEAR | = | 
〒556 大 阪 市 浪速 区 日 本 橋 5-6-7 上 新 電機 株 式 会 社 ! お 太 | ーー 


J&P HOT LINE 事 務 局 宛 TEL.(06)832-252] 


画 利 用 料金 に つい て E 


人 会 金 /3.000 円 (スタ ー タ キッ ト 購 入 の 代金 か ら 充当 され ます ) A E A 
接続 料 /3 分 あたり Z0 円 (アク セス ポイ ント まで の 電話 代 は 含み ませ ん ) お 申込 品 スタ ー タ キッ ト (ソフ ト な し ) 
※ 消 費 税 3% が 加算 され ます 。 9,U0U0U 十 90( 消 費 税 39%)=\3.090 


2 E 店 東京 都 渋谷 区 道玄坂 2 丁目 28 番 4 号 谷 (03) 496-4141 ワー フロ ラン ド 大 阪 市 浪速 区 日 本 橋 4 丁 目 9 番 15 号 容 (06) 634-1411 大 和田 店 岸和田 市 土生 町 2451 - 380724) 37- ke 
町 田 店 東京 都 町 田 市 森野 1 丁目 39 番 16 号 合 (0427)23-1313 ヒン ネス ラン ト 大 阪 市 北 区 梅田 | --3 大 阪 駅 前 第 】 ヒ し ル B2 傘 (06) 348-1881 きん の みや | ば ん 第 神戸 市 中 央 区 八幡 通 3-2 -16 (078) 23 

八王子 店 東京 都 信子 市 旭 町 ] 午 号 人 すそ て こう )7F 容 (0426)26-4141 阪急 三 番 街 店 ACES M8. = 85 8 172(06) 374-3311 A 宮 店 兵庫 県 西宮 市 河原 町 5- 11 容 (0798) 7 
立 川 店 東京 都立 川 市 幸 町 4 一 39 - 1 容 (0425) 36-4141 梅 田 店 犬 阪 市 北 区 小 yd ー 10 8 (06) 362-1141 姫 路 店 BRAREAITRIRE RACER a 
富 U 店 富山 市 双 代 町 ] Æ 地 容 (0764)42-2131 S 槻 店 高槻 市 高槻 町 11 番 16 a 85-1212 京都 寺町 店 都市 区 寺町 通 仏 オ キト VEEBZESE (075) 341-3671 
金 R 店 金沢 市 入江 2 - 6320762) 91-1130 くす は 店 枚方 市 楠葉 花園 町 15 番 2 号 全 (0720)56-8181 京都 近鉄 店 EBFRESAMCA TO REA IIR(OTS) 341-5760 
大 A 店 名 古屋 市 中 央 区 大 須 4 丁 目 2-48 容 (052)262-1141 十里 中 央 店 筐 市 新 千 里 東 町 |-】-204 千 時 サン 577352806) 834-414] 和 就 山 店 RUAT B4 BH B(0734)28-1441 
テク ノラ ンド 大阪 市 浪速 区 日 本 橋 5 丁 目 6 番 7 号 谷 (06) 634-1211 摂津 富田 店 高槻 市 大 畑 町 24 - 10 傘 (0726)93-7521 奈良 1 は ん 館 奈良 市 三条 町 478 - 「 人 (0742) ウフ 1111 
メデ ィ ア ラン ト ARTHRAERAAIST ESB205T(06) 634- Al 授 屋 川 店 寝屋川 市 緑町 4 - 208(0720)34-1166 部 山 イン ター 店 大 和 郡 山 市 横田 693 — 1 念 (07435)9-2221 
コス モラ ント 大阪 市 浪速 区 難波 中 2 丁目 1 番 ]7 号 谷 (06) 634-311 懇 井 寺 店 HHST52T] 81% 3328 (0729)38-2111 能 本 店 熊本 市 手取 本 町 4 一 Pai ) 359- 7800 
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ADVANCED 


スバ ソリ ァァァ gg グ M 


パー ソナ ルコ ン ピ ュ ー - タ キオ キー ボー ド + マ ウス CZ-888C-BK 標準 価格 169.800 円 (税別 ) 
14 型 カラ ー ディ スプ レイ テレ ビ i CZ-860D-BK 標準 価格 92.200 円 (税別 ) 


チル トス タン ド - CZ-6ST1-B 標準 価格 5.800 円 (税別 ) 


クリ エイ ティ ブ マ イン ド を 刺激 する AV 機能 テレ ビ 、 ビ デ テオ 、 ビ デオ ティ AV 指向 の 高 水準 ベー シッ ク Z-BASIO 搭 載 多 色 グラ フィ ッ ク 、 カ 

スク な どの 映像 を 最大 4.096 色 の リア ル な 画像 で 瞬時 に グラ フィ ッ ク 画 面 に 取 ラー 画像 処理 、 ス テレ オ FM 音 源 、 バ ンク メモ リ 対 応 な ど 、 タ ー ボ フシ リー ズ が 

り 込 め る カラ ー 画 像 デジ タイ ズ 機 能 を 標準 装備 。4 段 階 の 量子 化 取り 込み 42 本来 も つ ク リエ イ テ ィ プ な 機能 を フル サポ ー ト 。 ま た 豊富 な 画面 モー ド で 多 色 を 

通り の モザ イク 取り 込み な ど 多彩 な トリ ッ ク 取 り 込 み 処理 も サポ ー ト 。 さ ら に クロ マ 駆使 する と き に 便利 な グラ フィ ッ ク 用 関数 (HSV. RGB, HALF, CDOWN, 
ー 合 成 、 イ ンタ ー レ ー ス スー パー イン ボー ズ 、4.096 色 対応 デジ タレ テロ ッ パ 機 CUP) も 装備 。 さら に FM 音源 制御 用 ステ ー ト メン ト と し て X68000 と 命令 コ 

能 、 ス テレ オ FM 音源 … 先 駆 の AV 機能 が アー トワ ー ク の 領域 を さら に 拡げ まれ パチ の 拡張 MML の 採用 に より スム ー ズ な 8 音 同時 演奏 を 実現 し て いま 5 


@ メ イン メモ リ 128K バ イト 標準 装備 、Z-BASIC で 最大 576K バ イト まで サポー ト @ 1M バ イト の 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 2 基 搭 載 @JIS 第 1/ 第 2 水準 準拠 漢字 、「 シ ステ ム ・ 
ユー ザー 辞書 」 を 標準 装備 し た 高度 な 日 本 語 処理 機能 @ ニュ ー デ ザイ ン の マウ ス 標 準 装 備 @ X1 タ ー ボ シリ ー ズ の 豊富 な ソフ ト 資 産 が 活用 で きる コン パチ ブル 設計 @ プリ ンタ 、 
RS-232C な ど 豊 富 な イン ター フェ イス を 装備 @ ド ッ ト ピ ッ チ 0 . 39mm の ハイ コン トラ スト ブラ ウン 管 、 15kHz/24kHz の デュ アル スキ ャ ン 方 式 採 用 14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (別売) 。 


セー 杯 式 会 4 @ お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 帳 電子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 7545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 谷 (06)621-1221( 大 代表 ) 
O 電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 T 162 東京 都 新宿 区 市 谷 衝 幡 町 8 番地 谷 (03)260-1161( 大 代表 ) 
本 広告 に 掲載 じ し て お り ま す 商 品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税額 を お 支払 い 下 さい 
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